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遺跡付近の空中写真（東方より）
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巻頭図版 2

(SttЧ詩)川蝋号碍ё肖迦ヨ飩



巻頭図版 3

遺跡近景 (西方より)

遺跡近景 (第261・ 272・ 273号住居址付近 )



巻頭図版 4
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第11号住居址炭化材検出状況

第11号住居址完掘状況



巻頭図版 5

:パ郎壽手■

第 2号掘立柱建物址 (東側から)

第 2号掘立柱建物址柱穴掘 り方半我状況



巻頭図版 6
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1号溝状遺構 (東独1か ら)



巻頭図版 7

1号水田l■ (北東側から)
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2号水田址 (南側から)



巻頭図版 8

2号溝状遺構と2号水田址 (北西側から)

2号溝状遺構および周辺条痕文土器出土状況



督ラ誘造訴を角る _この本符l」Rする皆さんヘー
〈宮ノ前遺跡 とは〉 山梨県の北西、X;讐 の南の望蒔誌の鰈井監 、1989年＼筆蒔身と策 巧f等機をつ <る時 |ど讐

のムラのあとが出てきて、ああぜいの人たちが毎 日発掘 をしました。遺跡の名は土地の呼び名から「 宮ノ前遺跡」
といいます。苦労のかしヽもあって、しヽろんな発見がつづさました。この本は遺跡の調 香藉葉 を試とめたものです
が、遺跡からなにがでてきて、どんなことがゎかったのか、まずあ話 し意しょう。

宮ノ前遺跡 は＼Эから4000年 くらしヽ前がら1000年くらい前までの間の大きなムラの針です。遺跡からは先祖バ
暮ら した家の跡＼使 つ症道具＼川の跡＼あ墓＼それから田んぼの跡該で見つかりま した。教科善で しヽうと「 縄 登
蒔特」＼「認4蒔奥」、「会農蒔癸」、「学螢蒔奥」になります。今では「面築染望艦誌」ですが、奈良・平安時代に
|よ「甲斐国巨麻難鋤 」とぃゎれていたようです。
(遺跡は埋まつている〉 「 どうしてゎかるの ?」 と思うでしょう。

すごく長い鋒周が症っと上がたまつて音の地面はだんだん埋まり＼

1000年くらしヽ前の平安時代だと50cmほ ど地下にあります。発掘では

土の色や性質をよく観察して大きの地層を見つけ、その時代に掘り

込んだ穴を注意深<掘り返すと、たとえば家からは焼けた土や古しヽ

土鼻のかけら、ときに|よ柱なども出てくるのです。

(家のつくり〉 大音の家 |よ＼地面を lmく らしヽ掘り下げて平らに

して、床にしてしヽます。壁が上の中なので冬はと<に暖つかったょ

うです。このような半地下蚕の家を「竪穴 住 居」といしヽます。

縄文時代の竪穴住居は＼上から見ると丸しヽ形で＼床のまんなかに

石で囲んだ「 しヽろり」がめり該すと奈良・平安時代になると、上か

ら見ると四島形で、東がわか北バわの壁の内に「 かまど」がつくら

れています。かまどは、煮炊さをするための場所で、今でいえ十数 飯器やガスコンロです。石で骨組みをつくり
粘上をはりつけ、外△＼煙 を出すための穴もあります。竪穴住居のほかに＼菅 策を掘 つて柱を立てて家ゃ倉庫 をつ
くつた「 掘立楷 達暢」もあります。

〈家の中のようす〉 平安時代の家からは、業焼 きの上器が出てきます。「 土師謡」という焼 きもので、今でいえ
ばご畿策わんやあ皿です。ろ<ろを使 つてかたちをつ <り＼へらで肖Uったあとがあるのが特 徴で、「 甲斐型土桑」
としヽう電がぁります。甲府市の東あたりに止器 をつくるムラがあつて、そこから出梨県中に運 |ぎれたようです。
また饗如染 ・磯卓算の旅芦 ・美農亀考で作 られた「炭矯嬌鼻」とぃぅ食器が＼隻苺県 を通 つてわざわざ逢ばれて
い該す。ほかにご飯 を会るための長しヽ費や、 調昧料 でもしヽれたらしい小さな鉢などがあります。また＼「 刀子」と
いう鉄のナイフや＼糸をよりあわせる「 紡錘車」＼俵などを編む時のあもり石も出てきます。そのほかに＼忘れに
鉄のや じりが出ることハありますが、これは家をつ <るときのあ訣つりに使 ったもののようです。当時の家の中
には、もつとたくさんのいろいろなもの 一― 敷物ゃ曲物＼木の器 ＼農具など ――があったと思 い試すが、長い年
月の間に腐 り果てて、主器や鉄の道具だけが残 っていました。

〈ムラのようす) 宮ノ前潰跡から |よ竪策 宥 きが全部で400軒以上＼掘立 て 錘場が 50軒球上も見つかり敲 した。
それらは同時に全部が建つていたのではな くて、なんども家を建て替えたようすがみられ ます。家の中から出て

学釜蒔奥の登奉

踊笠楷遷場(想像図)



さ症土器の形で組かな時代がわかるので、ある時代のムラのすがたは

こうだつた＼ということがわかります。だしヽたい10軒くらいから＼多

い時でも40軒ほどのムラだつたと思います。宮ノ前のムラにはりつぱ

なつくりの掘立柱建物バ多 く、中 |こ |よ音の役所によくある大きな倉庫

跡もあるので＼藤井平では中心 となる丞ラで、役所のようなことも し

症ムラだつたことが想像できます。「奈良圭彩」といぅ奈良の都でよ<

使われた貴重な焼 き物のふ症が出てきていることからも＼都 との行さ

来があつたことを物語 つています。

(墨讐生墓〉 上飾鼻 に茎で文字を言いた「 曇讐上畠」バ出ることが

あります。墨で書 しヽた文字 は 1000年 たつても消えないんですね。注意 し

てみると今の文字と少 し違います。今では使 つていない文字や、記号

みたいな文字＼中国で考え出された特殊な文字もあります。 あまつ り

に使 う時に文字を書き込んだという説＼自分の家の上器 だという E日 に

善 しヽたとしヽう説がありますが、本当のところはよくわかつていません。

筆や墨 |よ見つかつてい談せんが、 硯 IEkめ ります。当時の役所やあ寺で

よく使われた円形の「 円面硯」や＼須恵器 という焼 き物の甕のがけら

を硯 に使 つた「 転用硯」が出ています。墨の字のほかに＼釘のような

ものでヨつついて線で記号や字をつけ症「 線亥」土鼻」もあります。

〈田んぼ〉 ムラのまわ りに |よ田んばで稲が作られていました。田ん

ぼの面を探すには＼主を顕微

絡畿撃の使い方

鏡で見て、稲の葉に入 つている「 プラン ト・オ/ヽ―ル」 というガラス質

の細胞を見つけるけ要があり試す。また発掘溝の断面を平ら |こ肖」つて、

田んぼのあぜバあるかどうか調べます。宮ノ前遺謝で |よムラの西がわで

田んばがみつかり＼平安時代の終わ りには現在の区画と同 じような方 向

で田んぼが広がつているのがわかり志 した。ほじよう整備をする前の藤

井平には＼同 じ幅で同 じ方向に田んばが広ぶつていて、それを「 条 里 型

土地艶」とぃぃますバ＼その元は少な<とも奈良時代の終わ りから平安

時代のはじめ試でさかのばるらしいことがわがつたのです。さらに弥 生

時代のはじめ頃の田んぼも、山梨県で初めて見つかりました。今 該で、

稲作が山梨あた りではしヽつから始まつたのかよくわかり訣せんで したが、

弥生時代でもけつこう早い時期に伝わつていたことが |よつさりしました。

〈水辺のまつり〉ヽ ムラの西 に流れる川 の跡では＼水分が多いためにふ

つうの上の中では残らな しヽような本の道具が決から次へと出てきました。

しヽちばん多かつたのは、先がこげ症り、割れ目本入つた木の棒です。 こ

れを「 斎串」としヽいます。割れ目のある棒 |よ＼あふだを十よさんで田ん |ぎ

みなくち                 ゆみ くし ま
る場＼鹿の自＼馬の歯などもあまつりのあとにすてられたの水□にさ したりしたものかも しれません。弓、櫛、曲

もので しよう。また「人面墨書土畠」とぃぅ＼甕にひげの |よ え症人 の顔を描

しヽ症上謡 もあり試す。罪やけがれを水に流す症めに、甕の中に患を吹き込ん

gllに流したのだとしヽわれています。そのほか＼くるみや桃の種＼瓜のなかまの

種なども出てきま した。昆 雲の羽や木の葉も色あざやかに残つていました。

このように宮ノ前遺跡の調査では＼しヽろいろな発見があり、今諌でわから

なかつたことがしヽくつも明らかになりました。遺跡の一部は韮臆北東小学校

の模庭の隅に庭 として残 してありますので＼ずつと大切 |こ してほ しいと思 い

ます。また小学校の中に遺瓢から出てきたものや＼復発 した家の槙型もあり

ますので、歴史の勉強に役立ててください。

I

編み物のあもり石

代
ぶ一

日
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Ｗ
】
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韮崎市遺跡調査会は、市内における遺跡・文化財の保護活用を目

的として平成元年 1月 26日 に発足いたしました。

韮崎市遺跡調査会では、こうした目的を達成するために遺跡の発

掘調査を主たる事業 として行い、平成元年 2月 より平成 2年の 4月

にかけて、韮崎市立韮崎北東小学校建設に伴 う宮ノ前遺跡の埋蔵文

化財発掘調査を、韮崎市の委託を受け実施 し、今般その調査報告書

が刊行 されることとな りました。

約15ヵ 月間の発掘調査の成果が、本報告書にまとめられたわけで

すが、宮ノ前遺跡は規模 。内容 ともに県内でも屈指の遺跡であ り、

市・県内はもとより広 く県外に知 られ、多くの人々の注 目を集めて

お ります。

原始・古代は文献資料がまったくないか、僅かに残 されている場

合でも豪族や貴族 といった権力者側の記録がほとんどであ ります。

このような状況のなか、当時の一般人である庶民の実際の生活文化

は、発掘調査によって明らかにされる遺跡を通 して具体的にとらえ

ることが可能であります。本報告書が歴史学の今後の調査研究に資

することを願つてお ります。

最後に、関係各位の多大なる御理解 と御協力によって、本発掘調

査事業が推進 され完了 したことに対 して、深 く感謝の意を表 します。

平成4年 3月 31日

韮崎市遺跡調査会会長

韮崎市長  内 藤 登
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本書は、韮崎市藤井町駒井字宮ノ前地内において、韮崎市立韮崎

北東小学校建設に伴い発掘調査された宮 ノ前遺跡の報告であります。

宮ノ前遺跡の周辺は、北後田 。後田 。堂の前・宮ノ前第 2な どの

遺跡が所在 してお り、古くか ら連綿 と人間が生活を営んでいたこと

が窺えます。特に今回の調査では、423軒にもおよぶ住居址が検出さ

れ、当該地域には本遺跡をふ くめ拠点的な集落が存在 したことが推

測 されます。これ らの住居址のほとんどが奈良・平安時代にかけて

つ くられたもので、出土した遺物は土師器・須恵器の邪や皿 といつ

た 日常生活用具が主流で、当時の生活や文化を知る上で貴重なもの

となっています。また、弥生時代前期 とされる水田址は東 日本で最

古に位置付けられる重要な発見で、 日本列島の稲作技術波及の問題

を考究するうえで歴史上欠かせないもの となってお ります。

これ ら貴重な発見の行われた宮 ノ前遺跡の報告書がここに刊行で

きたことは喜ばしいことであ り、文化財 として永 く後世に伝えてい

くことを責務 と痛感いたします。

最後に、今回の発掘調査並びに報告書作成に関し、多大なる御理

解 と御協力、また御指導・御助言を頂いた皆様方に深甚なる感謝を

申し上げる次第です。

平成4年 3月 31日

宮ノ前遺跡発掘調査団

団長 功 刀 幸 丸
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例

1.本 書は、山梨県韮崎市藤井町駒井字宮ノ前に所在する宮ノ前 (みやのまえ)遺跡の発掘調査報告書である。

2.本 発掘調査は、韮崎市立韮崎北東小学校建設に先立って行われた緊急発掘調査で、韮崎市の委託を受け韮

崎市遺跡調査会が宮ノ前遺跡発掘調査団を組織 して実施 した。

3。 本書は本文編 と図版編の2冊より構成されている。

4。 発掘調査の概要および調査組織等は、第 1章に記してある。

5。 本書の作成および編集は、宮ノ前遺跡発掘調査団の責任のもと、平野 修 と櫛原功―が行つた。

6.整 理作業の分担は以下のとお りである。

◇土 器 復 元 お よ び 遺 物 実 測  平野、櫛原、佐野靖子、竜沢みち子、矢房静江、名敢もと子、

斉藤ひろみ、斉藤春美、日辺里江、宮里学、安田卓史、丹羽伸行、

山村正光

◇金 属 製 品 。木 製 品 復 元  滝沢峯子、宇津宮則子、広瀬悦子、岩間幸恵

◇コンピュータ・データ整理および図化  日原ゆかり、平野

◇遺 構 図・ 遺 物 実測 図トレース  平野、櫛原、中山千恵

◇図    版 作   成  平野、櫛原、中山、竜沢 (み )、 矢房、宇野富貴子

◇写  真  撮  影 (遺構 。遺物) 平野、櫛原、山下孝司、矢崎照政

7.本 書の執筆分担は、第 1章第 1節 を山下、第 1章第 2～ 5節を平野、第 2章を櫛原、第 3章第 1節 を平野

と櫛原、同章第 2～ 10節 を平野、第 5章第 4～ 5節 を櫛原、同章第 6～ 8節を平野、第 6章第 1～ 2節 を平

野、第 7章を平野が担当した。第 4章遺物観察表は、竜沢 (み )、 矢房の協力を得て、平野と櫛原が作成 した。

なお、第 5章第 1。 2。 3節には立命館大学文学部助教授 高橋 学氏、帝京大学山梨文化財研究所古植

物地理研究室長 外山秀一氏、山梨県埋蔵文化財センター主任文化財主事 中山誠二氏より玉稿を頂戴 した。

深く感謝申し上げたい。                     ′

8.発 掘調査および整理作業において次の調査・業務等を下記の機関に委託および依頼した。

航空写真測量 … … ………… …… … … … シン航空写真株式会社

金属製品・木製品保存処理 …………………… 帝京大学山梨文化財研究所

14c年
代測定分析 …………………………………… 社団法人 日本アイツトープ協会

9.石 器の石質鑑定では帝京大学山梨文化財研究所地質火山灰研究室長 河西 学氏のお手を煩わせた。記 し

て感謝申し上げたい。

10。 本書にかかる出土品および記録図面や写真等の諸記録は、韮崎市教育委員会にて保管してある。

11.発掘調査から報告書作成に至るまで、次の諸氏・諸機関に多大なる御教示、御協力を賜つた。記して心よ

り厚く御礼申し上げたい。 (順不同、所属 。敬称略)

磯貝正義、野沢昌康、山中敏史、工楽善通、平川 南、高橋 学、外山秀一、中山誠二、谷ロー夫、萩原三

雄、波木井市郎、河西 学、鈴木 稔、日代 孝、末木 健、新津 健、坂本美夫、小野正文、保坂康夫、

今福利恵、猪股喜彦、瀬田正明、山路恭之助、志村富三、山本寿々雄、西井久晃、林  亨、岡本範之、平

井 貢、木下大三、渡辺広勝、藤澤良祐、中沢道彦、河野喜映、平野吾郎、畑 秀明、畑 大介、帝京大学

山梨文化財研究所、山梨県教育委員会、山梨県埋蔵文化財センター、静心寮、コンピュータ・システム株式

会社、シン航空写真株式会社、峡北印刷株式会社

一二日

-3-



凡  例

1.遺 構および遺物の挿図中の縮尺は原則として次のとおりである。

《遺 構》

◇竪 穴 住 居 址  1/80(霊 は1/40)    ◇溝    址  1/400、 セクション1/40

◇掘立柱建物址  1/120           ◇畝 状 遺 構  1/160

◇土    呟  1/40ま たは 1/80      ◇溝 状 遺 構  1/120

◇配 石 遺 構  1/20ま たは 1/40      ◇水  田 址  1/120

◇単 独 埋 甕  1/20            ◇性格不明ピット 1/450

《遺 物》

◇土    器  1/4ま たは 1/6      ◇木  製  品  1/3ま は 1/4

◇石器 。石製品  1/2ま たは 1/3、 1/4  ◇金 属 製 品  1/2ま たは 1/3、 2/3

◇土  製  品  1/3ま たは 1/4
2.遺 構および遺物の写真図版の縮尺は統一されていない。

3.竪 穴住居址挿図中にみられるドットのスクリーン トーンと ― …― の範囲は、焼土およびその範囲を示し

ている。また、遺物の ドットに使用した記号は以下のことを示し、番号は挿図中の遺物番号と対応 している。

○ :土師器、△ :須恵器、□ :施釉陶器、● :金属製品 (鉄滓も含む)、 ▲ :土製品 (土錘・羽口等)、

日 :石器および石製品、★ :炭化物および炭化材

4.遺 物挿図中の上器断面が黒く塗りつぶしてあるものは須恵器、 ドットのスクリーントーンは施釉陶器、器

体部内外面の ドットのスクリーントーンは黒色土器を示し、その他の箇所にみられるスクリーン トーンはス

スや漆等の付着を示している。

5。 本文編挿図第 2・ 3図には、国土地理院発行の1/50,000韮 崎、1/25,000韮 崎 。若神子を使用している。

6. 竪穴住居址の床面積の計測には、プラニメーターを使用し、 3回の計測を行い、その平均値を面積とした。

使用機器はウシカタX― PLAN360dで ある。また、掘立柱建物址は桁・梁行の柱間の数値を掛け合わせた数値

である。
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第 1節

調 査 に 至 る 経 緯

昭和63年 に韮崎市から藤井・中田・穴山地区の各小学校を統廃合し、新しい小学校の建設を行 うべく開発申請

がなされた。当該事業施工予定地域は、周知の埋蔵文化財に一部かかるため、市教育委員会において遺跡の有無

確認調査をヨ年早々に実施することとした。

確認調査は、昭和64年 1月 5日 から1月 7日 にかけて、地中レーダー探査を主に一部試掘坑を設け掘下げを行つ

た。調査の結果、レーダーにより遺構面等や試掘坑において遺構の一部が検出され、遺跡の存在が明確となった。

これら調査結果をもとに市当局と教育委員会において協議検討した結果、統合小学校建設に先立って遺跡の緊急

発掘調査を行 うこととした。

調査にあたり韮崎市では、市内の遺跡保護と活用を目的とした遺跡調査会を組織し、開発と文化財保護の円滑

な推進につとめることとした。遺跡調査会は、平成元年 1月 26日 に発足し、市と委託契約を結び遺跡名を「宮ノ

前遺跡」とし調査を開始する運びとなった。

第2節

組

¬.発掘調査地

山梨県韮崎市藤井町駒井宇宮ノ前

2.調査主体

韮崎市遺跡調査会

3.調査機関

宮ノ前遺跡発掘調査団

4.調査組織 (平成 4年 3月 31日 現在 )

(韮崎市遺跡調査会組織〉

会 長  市 長       内 藤   登

副会長  市助役       仲 田 八 束

市教育委員長    保 阪 庸 夫  (後任)秋 山 利 良

市文化財審議会会長 山 寺 仁太郎

理 事  学識経験者     磯 貝 正 義

学識経験者     野 沢 昌 康

学識経験者     谷 ロ ー 夫

学識経験者     萩 原 三 雄

学識経験者     波木井 市 郎

学識経験者     志 村 富 三

社会教育委員会長  宮 川 正 英  (後任)今 福 芳 徳

参 与  県教育庁文化課   新 津   健  (後任)坂 本 美 夫

県埋蔵文化財センター 末 木   健

監 事  市収入役      千 野   怪  (後任)大 柴 左 京

市監査委員     標   栄 義
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(韮崎市宮ノ前遺跡発掘調査団組織〉

団  長  市教育委員会教育長

冨1団 長  参事学校教育課長

調査担当  帝京大学山梨文化財研究所

帝京大学山梨文化財研究所

韮崎市教育委員会

調 査 員 (非常勤)

帝京大学山梨文化財研究所

帝京大学山梨文化財研究所

帝京大学山梨文化財研究所

立命館大学文学部助教授

事 務 局

事務局長  市社会教育課長

事務局員  市社会教育課長補佐

市社会教育係長

市社会教育課主任

功 刀

秋 山

平 野

櫛 原

山 下

宮 澤

中 山

外 山

高 橋

成 島

真 壁

雨 宮

山 下

幸 丸

積

修

功 一

孝 司

公 雄

千 恵

秀 一

学

主 計

静 夫

勝 己

孝 司

発掘調査および整理作業参加者および協力者 (順不同、敬称略)

須賀 富雄、宮川 昌蔵、早川  馨、市川 歌子、井上 昭子、

今福てる子、今福 初音、小沢 永花、口野 芳美、小池 夏子、

塚田 利子、内藤 妙子、中嶋いとせ、仲田 はつ、保阪 豊子、

水上千代子、山田 悦子、島田とみ子、功刀とよ子、秋山 松義、

藤島 七恵、藤島 初枝、日辺かつら、小沢とよじ、山本 囲義、

金丸 恵子、飯島 悦夫、志村 満恵、志村 ゆり、守屋 一恵、

小林二三子、古屋  勝、根津 昭彦、長田 統代、加々美君江、

新藤すみ江、戸島  栄、戸嶋 光二、保坂実香子、深沢十四江、

八巻ひろ子、保阪 宏也、平賀きく代、戸島 梅子、大柴 欣子、

山田みち子、岩村恵美子、小野 安子、志村 栄子、志村かね子、

保坂としえ、穂阪 静子、穂阪 初子、保坂ゆたか、本間まつ子、

大塚 町子、上原 朝子、上野 絹子、上野志げ香、上野智恵子、

長坂 乙女、八巻富貴江、小林智恵子、小林 章江、小川けさじ、

土屋 せい、仲沢 宥子、岡本 嘉一、岡本 保枝、小沢 栄子、

小沢 久江、小沢 宮野、小日切絹枝、貝瀬 洋志、小林美枝子、

仲田 太年、成島美智子、石原 芳明、青山  晃、伊東千代美、

岩下 泰二、小野 誠二、依田 寿行、三井 健一、白倉 忠純、

石原ひろみ、深沢真知子、菊池 俊宏、丹羽 伸行、前田 賢一、

河西美穂子、輿石 智一、名取 房子、神取ツギ子、瀬田 正明、

渡辺 勝久、佐野 靖子、矢房 静江、竜沢みち子、斉藤ひろみ、

宇野富貴子、岩間 幸恵、伊藤 好美、宇津宮則子、原田みゆき、

竜沢 峯子、名取 仁代、市川 順子、鈴木麻里子、広頼千江美、

宮里  学、安田 卓史、渡辺 聡一、土田 宏成、風間  謙、

(後任)金 丸 邦 治

(後任)中  島 尚 武

(後任)横 森 淳 彦

井上 栄子、

小林 玉代、

保坂ふさ江、

秋山 半蔵、

小林 宥子、

守屋 敏子、

上村 水枝、

宮川かね子、

井上せつ子、

志村つね代、

保阪かつよ、

円道はる江、

乙黒 弥生、

小沢 高恵、

志村 冴子、

篠原 哲也、

坂本  茂、

清水久二雄、

矢崎 照政、

斉藤 春美、

遠藤かほる、

樋泉 彰子、

山村 正光、

井上 政江、

新藤かね子、

保坂ゆきよ、

清水 澄夫、

向山みその、

由井 恭子、

小林 松子、

宮川 澄子、

猪股 清子、

志村 富枝、

金子きよ子、

小林かめじ、

小泉 しずか、

小沢千代子、

鈴木きく江、

河内 秀樹、

大芝  隆、

名取 明美、

日原ゆか り、

名取もと子、

矢房 さつき、

福沢 準子、

広頑 悦子、

井上八千代、

高添つた子、

松井 文代、

小沢いはえ、

向山 幸子、

小沢 ミツエ、

坂本 恒子、

宮川 文恵、

広島はま子、

穂阪あい子、

工味ゆき子、

小林 武子、

小林 銀子、

小沢 春代、

長島 昌子、

末  創一、

季 載 現、

仲田 竹子、

日原 広樹、

田辺 里江、

竜沢まさじ、

若木 美和、

市川 昌子
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第3節

発掘区の設定と調査の方法

今回の発掘区の設定にあたっては、主に確認調査において実施 した地中レーダーによる探査 と空中写真の判読

による地形分析から明らかとなった、居住域 と考えられる埋没微高地 と生産域 と考えられる埋没旧河道の一部に

発掘区を設定 した。なお、低学年グラウン ドとする一部区域については下都遺構に影響を及ぼすような掘削等を

行わないとい うことで調査対象から外 し、保存地区としている。調査対象面積は建設予定面積全体の約半分にあ

たる19,295活 で、現況は宅地、水田、畑、桑畑である。この発掘区と建設予定地全体をカバーするように、国家

座標第Ⅷ系を用い10m四 方を基本 とするグリンドを設定 し、X軸方向にAl～ A30、 Y軸方向にBl～ B32と し、

両者をあわせて各グリンドの名称 とした。X軸は真北を指 し、本遺跡の原点 (AOBO)の座標は、X=-30270.Om、

Y=-5120.Om、 ちなみにA20B20グ リッドの座標はX=-30080.Om、 Y=-4980.Omである。

発掘調査は、発掘区内を全面的に重機により表土および耕作土を除去 し、その後に人力でジョレン等によって

遺構確認に努めた。遺構番号やその名称についでは、確認および調査にかかつた段階で随時名称 (遺構番号)を

らち1・

R

Al
_ヽa
1

で
諜

削

,

Al

第 司図 調査地区とグリッ ド
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付けていったが、明確な遺構 とな り得なかった り、確認時に考えられていた性格が後になって異なった りして、

欠番 としたものや名称を変更 したものもある。

遺構の調査にあたっては、基本的にプラン確認の後、土層および重複関係、床面等の確認のため土層観察ベル

ト (十文字)に沿つてサブ トレンチを設定し掘 り下げ、それ らを確認の後、全体を掘 り下げた。遺物は極力原位

置を保ちながら掘 りすすめ、床面直上およびその付近、寵内等必要なものについては出土地点を記録 しながら取

り上げた。原則的に原位置を保つている遺構内外の遺物の取 り上げに際しては、迅速かつ正確を期すためコンピュー

タ・システム株式会社開発のプログラム「SITE」 を使用 し、光波測量機 とハン ドヘル ドコンピュータを用いそれ

ぞれの座標および標高を記録 して取 り上げている。

水田址の調査については、調査前に空中写真の判読を行い、 トレンチを設定 し水田址等の旧耕地面の確認に努

め、それ と平行 し各層序にわたってプラン ト・オパール分析を実施 した。水田址の存在が予想される層位での遺

構確認では、調査区の周囲にそつてサブ トレンチを設定し、土層の確認を行いながら遺構の検出に努めた。一部

検出した水田層の年代決定におけるクロスチェックとして、
14c年

代測定を社団法人 日本アイツトープ協会に依頼

して行つている。

遺構の測量では、各遺構の土層図およびエレベーション図の一部、竃平面図および土層図を除き、前述 した「SITE」

のプログラムを使用 したコンピュータ機器を用い、他に写真沢1量や平板測量も併用 し、調査担当者 と調査員の指

導の下、作業員 と航空沢1量業者が行つた。

第 4節

本遺跡の発掘区内には自然堤防状の埋没微高地 (埋没旧中州)と 埋没旧河道が存在することが地形面分析によつ

て明らかとなっている。そのため洪水等の影響で観察地点により層序の状況が異なり、点的な観察で同一層準を

捉えるのも極めて困難であるといえよう。今回の調査では、埋没旧河道内では水田址の調査に伴い立命館大学文

学部の高橋学助教授に依頼し、綿密な観察による地層区分を行ったが、一方の埋没微高地内においては、一地点

での、ほぼ遺構確認面までの地層観察しか行つていないのが実情で、埋没微高地から埋没旧河道にかけての地層

の側方変化についてはその観察を怠つている。埋没旧河道における地層の堆積状況については、後の溝状遺構と

水田址の挿図中 (図版編129図 )において示しているので、本節では多くの住居址群が展開する埋没微高地におけ

る地層の堆積状況を本文編第 2図において示しておいた。なお、埋没旧河道内における土層説明の表現とは統一

がとれていない。

第 5節

発掘調査は平成元年 (1989)2月 20日 から開始したが、確認調査の段階で、遺跡の規模 とその内容、遺構の遺

存状況とその種類等細かなデータが得られず、そのまま本調査に臨まなければならなかったこ≧が、後に調査期

間を引き仲ばす最大の要因になったことは否定できない事実といえよう。開発優先の確認調査を含む事前調査の

在 り方に大きな課題を残したといえる。まず、調査開始に先立つ市教育委員会との打ち合せで、調査区内の校舎

および体育館、プール等の建造物の建設区域から優先的に調査を行 うこととなり、調査区北側半分から調査に入

る。開始当初から重機による表土除去作業のもと、60人 を上回る作業員を動員して連日ジヨレン精査による遺構確

認作業を行 う。季節がら霜柱や凍結、降雪に悩まされたが、遺構確認作業はほぼ順調に進み、 3月 初旬からは一
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388 30rn

7号溝址

く上層説 明〉

第 1層 灰褐色土層

第2層 黄褐色土層

第 3層 暗褐色土層

第4層 黄褐色土層

第5層 暗掲色土層

第6層 黄褐色土層

第7層  暗褐色土層

第 8層 責褐色土層

(表土)

鉄分沈着著しい。

炭化物および焼土粒を含む。第5層より黄灰色かかる。

鉄分沈着有。第 2・ 6層より黄味がうすい。

炭化物含む。遺構確認面。

第 2図 宮ノ前遺跡土層図

部遺構の調査にも入る。

調査開始当初から、規模は大きくないものの、規則的な配置が認められそうな方形の掘 り方を基調とした掘立

柱建物址群や、その近辺からの円面硯の出土、 5月 には69号住居址からの三彩陶器蓋の出土等、一般の集落遺跡

とは異なった様相を示す遺構や遺物の出土が相次ぎ、官衛に関連する遺跡か、あるいは在地豪族等の有力者の居

館の可能性が考えられたため、調査中に、ご多忙にもかかわらず奈良国立文化財研究所の山中敏史氏の視察を仰

いだ。山中氏からは、遺構の性格や建物の構造等について、本遺跡でみられる建物群は官衛の中心部ではないが、

それらの関連施設である「館」である可能性があることや、または郷レベルの役所か豪族の居宅である可能性が

あるのではないかというご指摘をいただいた。こうした指摘を念頭におきながら調査団も慎重に調査をすすめて

いつたが、一方では、調査の進展に伴い、竪穴住居址を中心とした遺構群が当初の予想をはるかに上回る密度で

多数存在している可能性が高くなり、全体で100軒程度と考えられていた竪穴住居址の数が、全体の約40%の調査

面積ですでに100軒 を超 していた。こうした遺構数の増大と農繁期に入つたことでの作業員の減少、雨季の長雨等

で調査のペースも鈍化 し、 8月 の校舎等建設予定区域の明け渡しが、 9月 初旬にずれ込んでしまった。なお、 7

月16日 には一般市民を対象とした第 1回遺跡見学会を実施 している。

校舎等建設予定区域内の調査が終了した後、引き続き残 りの外周道路部分とグラウンド部分の調査を9月 中旬

以降本格的に開始した。重機による表土除去作業とジョレン精査による遺構確認作業を並行して行つた結果、北

側調査区域よりさらに激しく重複し遺構群が存在 していることが判明した。市遺跡調査会および市教育委員会に
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対し調査員と作業員の増員を要請し、遺構群の調査にあたった。その後も竪穴住居址等の遺構数は増え続け、12

月下旬には300軒を超えた。翌年平成 2年 (1990)の 3月 下旬には400軒を突破し、掘立柱建物址も50棟 を超えた。

同時期にこれら竪穴住居址群を中心とした遺構群の調査も引き続き継続 しながら、最後まで残つていた調査区南

西部の埋没旧河道内の水田址の調査も開始した。水田址は試掘確認調査での地層の観察、プラント・オパール分

析の結果から数面存在することが予想されていたが、今回は予算的、期間的な問題から保存状態が良いと思われ

る水田層 2面を対象に調査を実施することとなった。 1号水田址の調査は3月 26日 に開始し、 4月 9日 に完掘 し

測量を行つた。その調査終了間際の4月 7日 に第 2回遺跡見学会を実施し多数の参力日者を得ることができた。そ

して同月12日 から2号水田址の調査に入つたが、その途中で多数の上師器や須恵器、木製品を出土する 2・ 3号

溝状遺構も確認し、それぞれの遺構の調査を並行して行つた。特に2号溝状遺構における木製品の取 り上げ等に

は手間取つたが、同月26日 にはすべて完掘し、27日 に器材等を撤去し調査を完了した。

遺物整理は遺物洗浄作業を中心に発掘調査と一部並行 しながらすすめられていたが、 ミカン箱大のプラスチッ

クコンテナにして約250箱以上に及んだため、その労力たるは膨大なものであった。平成 2年 10月 下旬に水洗、注

記、復元作業およびコンピュータによる遺構・遺物データの図化作業、写真測量による図化作業をほぼ終了し、

遺物の実測を開始する。それと並行して遺構と遺物の トレース、遺物の写真撮影等を行い、平成 3年 (1991)12

月初旬に一連の作業を完了する。その後、遺構および遺物の図版組 と遺物観察表の作成等を行い、原稿の執筆に

入つた。

なお、宮ノ前遺跡の成果の一部を多くの紙面において公表 しているが、その後の整理において遺構数やその名

称等に変更がみられる。よつてそれらについては本報告書の記載するものが最終的なものであることを断つてお

きたい。ちなみに、竪穴住居址については遺構番号上では第426号住居址まであるが、欠番 (73・ 108・ 380号住)が

生じたため総数は423軒 となっている。また、市当局では、かけがえのない郷土の歴史資料である埋蔵文化財を、

学校教育のなかで生かしたいという意向から、校舎内に郷土資料室を設置し、資料室内に平安時代の実物大の竪

穴住居址を部分復元し、宮ノ前遺跡出土の遺物や説明パネル等を展示する等、その成果の一部を公表 している。
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遺跡を南方より望む。条里型地割もわかる。
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第 1節

地 理 的 環 境

宮ノ前遺跡は、山梨県韮崎市藤井町駒井字宮ノ前に所在する。

韮崎市は、山梨県の北西部、甲府市の北西約13kmに位置 し、西方に南アルプス、北方に八ヶ岳 (赤岳 標高2899m)、

東方に茅ヶ岳 (標高1703m)な どの山々が囲む。南東側は甲府盆地の一角 ≧なって開けてお り、甲府盆地をはさ

んで御坂山地の向こうに富士山を望むことができる。

八ヶ岳はフォッサマグナ中央に位置する複式火山で、更新世 (1万 ～200万年前)全般にわた り火山活動がおこ

なわれ、その活動は古期 と新期に分けられている。その古期、末期更新世の中期末頃、15万年ほど前に、現在の

権現岳付近が大規模な山体崩壊を起こし、韮崎岩屑流を形成 した。この時、甲府盆地南側の曽根丘陵から鰍沢町

付近までが岩屑流によって覆われたとい う。やがて両側を浸食されて残つたのが「七里岩」である。七里岩は八ヶ

岳南麓から細長 ぐ延びた台地で、長 さは約30kmで ある。高さは40～ 150m、 幅数百m～ 1 5kmに も及び、屹立 した

浸食崖を呈す。その特異な地形が「韮崎」の地名起源 となったとする説がある。七里岩上には、「流れ山」と呼ぶ

山体崩壊時の山体破片が、半球状の円丘として大小100以上もあり、とくに韮崎市穴山付近に多い。武田家最後の

城 として知 られる新府城 も、そ うした流れ山を利用 して構築されている。

この七里岩台地をはさんで東側には秩父山地から塩チ||が 流れ、西側には南アルプスから釜無川が南流 し、両河

'||は

隣接する双葉町境付近で合流して甲府盆地に流れ込んでいる。その後釜無川は、甲府盆地で笛吹川などと合

流して富士川となり、駿河湾にそそいでいる。

七里岩東側、塩川右岸には長さ9.5km、 幅数百m～ l kmほ どにわたり、平坦で長大な氾濫原である河岸段丘面が

形成されている。この段丘面を「藤井平」といい、古くから稲作が盛んである。かつて 「藤井五千石」と称せら

れた肥沃な地域であり、県内では有数の米どころである。この藤井平のほぼ中央、標高388m付近に本遺跡は立地

している。塩川まで約800m、 七里岩浸食崖まで約300mで ある。

遺跡の地形環境については第 5章で改めて考察するが、現在の塩川として流れが安定する以前は、塩川と支流

須玉川が韮崎市桐の木付近で合流した後、藤井平の段丘面上で様々に流れを変えたらしく、いく筋もの埋没旧河

道と、自然堤防状の埋没微高地の繰 り返しを観察することができる。集落遺跡は主に埋没微高地上に占地し、埋

没旧河道は弥生時代以降は水田として利用されてきたようである。また藤井平には条里型地割が広く残 り、「中条」、

「北下条」、「南下条」などの地名がある。

この韮崎市付近は、地質的には八ヶ岳南麓の安山岩地帯、茅ヶ岳山麓のデイサイ ト地帯、南アルプスの堆積岩・

花筒岩地帯の 3地帯に分類でき、遺跡東に南流する塩川の河原には、塩川・須玉川の流域に分布する四万十帯の

砂岩 。粘板岩、新第二紀の花聞岩、飯盛山 。水ヶ森の安山岩、茅ヶ岳・黒富士火山のデイサイ トがみられる。本

遺跡もこうした各種礫からなる礫層上に立地している。

第2節

歴 史 的 環 境

藤井平とその周辺では、1985年 より回場整備事業に伴 う緊急調査が行われてお り、新たな遺跡が明らかにされ

つつある。かつてこの地域をフィール ドとして地元の北巨摩郡教育会郷土研究部による『先史原史時代調査』(浅

川ほか 1932)の刊行や在野の研究者、志村滝蔵氏や船窪久氏らの活躍があつた。考古学研究が比較的早い段階

で始まった先駆的な地域である。この地域の主な遺跡を時代順に追って、藤井平の開発の歴史を考えてみたい。

旧石器時代の遺跡は藤井平では確認されていないが、僅かに七里岩台地上縁辺の高根町湯沢遺跡で黒曜石製ナ

-18-



0     1000     2000    3000m

第3図 周辺の遺跡仰)(1/50,000を 使用、番号は第4図を参照)
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神取遺跡  4.中 道遺跡  5.中 尾根遺跡 6.上 手沢遺跡
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第4図 周辺の遺跡(2)(1/25,000を使用)
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イフ形石器や楔形石器が発見されている (雨宮 1983)。 長野県南牧村野辺山の矢出川遺跡群や山梨県高根町清里

の丘の公園遺跡に近接した地域でもあり、今後の綿密な調査が必要である。

縄文時代草創期の遺跡は、藤井平では今のところ確認していないが、周辺では明野村神取遺跡で神子柴型石斧

1点 が発見され、その後の本調査でまとまった資料が得られている。また、長坂町大井ヶ森中込遺跡 (浅利ほか

1990)では爪形文土器 2点が出土している。

早期には、韮崎市中田町中道遺跡 (山 下 1986)の 楕円押型文土器片があり、藤井平に初めて遺跡が出現する。

周辺では茅ヶ岳山麓の韮崎市穂坂町中尾根遺跡などに押型文期の遺跡がある。また未報告ではあるが、韮崎市穂

坂町上手沢遺跡では撚糸文土器数片が見つかつている。

前期には、本文中で報告しているように、宮ノ前遺跡で前期末住居J■ 1軒 と土拡が見つかり、また諸磯b期の土

器片もある。周辺では韮崎市坂井天神前遺跡で、かつて志村滝蔵氏が諸磯b～ c期 の住居址 1軒を調査している (志

村 1965)。 八ヶ岳南麓には、大泉村天神遺跡をはじめとして諸磯b～ c期 の集落址が多い。

中期には七里岩上の坂井遺跡が代表的であり、格沢期以降曽利期までがある (志村 1965)。 個々の遺跡は取り

上げないが八ヶ岳、茅ヶ岳山麓には古くから数多くの遺跡が知られている。藤井平では、宮ノ前遺跡の南に接す

る北後田遺跡 (山 下 1990)。 後田遺跡 (山 下 1989a)が あり、両者は同一環状集落の一部のようである。住居

址は両遺跡合わせて19軒発見されており、 うち 1軒が後期初頭の可能性があるが、おおよそ曽利Ⅱ～V期 の集落

址である。曽利Ⅱ-2軒、曽利Ⅲ-2軒、曽利Ⅳ-7軒、曽利V-3軒 で、この縄文中期後半に至ってはじめて

継続性をもつた集落が形成される。また後田遺跡では環状配石が 2箇所見つかり、そのうち 2号配石は、環状配

石に接続した張り出し部を中心に計12個の正位埋甕を埋設した特殊な遺構であつた。土器は曽利V期を中心とし

た大型の深鉢形土器で、12個中10個がX字状把手付深鉢形土器である。配石の形状も特異なものであったが、残

念ながら圃場整備工事で消滅してしまった。そのほか、中田小学校遺跡 (山 下 1985b)で 曽利V期の住居址 1軒

が見つかつている。

後期には宮ノ前遺跡で称名寺～堀之内式期の 3軒の住居址が発見されているが、そのほかに奈良・平安時代の

住居構築によって破壊された住居も多いと思われる。藤井平では、中期末以降後期前半の土器は、たいていどの

遺跡でも出土しており、中期後半～後期前半に氾濫原へ生活基盤を求めた進出が顕著となっていったようだ。し

かし八ヶ岳山麓の大集落にしばしばともなうような、列石や石棺墓などの配石遺構をもつ大集落は見つかつてい

ない。特殊遺物には、後田遺跡に堀之内～加曽利式B期の土器とともに出上した有脚立体中空土偶がある (山 下

1989b)。 長野県辰野町新町泉水遺跡例 (赤羽ほか 1979)と 同一形態を示すものであり、周辺ではほかに明野村

清水端遺跡、大泉村金生遺跡でも破片が出土しており、甲信地方を中心とした形式分布を予想できる。

晩期になると、藤井平では中道遺跡で浮線網状文を中心とする氷 正式ないしは氷 I式前段階の土器と当該期の

住居址 1軒が見つかつている。また、本遺跡では2号溝状遺構及び周辺から縄文時代晩期～弥生時代前半の土器

を多く検出した。

弥生時代には、本文で詳細に説明するように、宮ノ前遺跡で弥生前期の水田 1面を発見し、プラント・オパー

ル分析や
14c年

代測定を行い検証を試みた。そのほか七里岩上の韮崎市藤井町坂井の天王神社遺跡で、未報告では

あるが中期前半と思われる条痕文土器を採集している。また坂井考古館には坂井遺跡出土の容器型土偶があり、

中期に位置付けられる。

弥生後期になると藤井平では再び遺跡数が増え、韮崎市中田町中田小学校遺跡で 3軒、同藤井町北下条遺跡 (山

下 1991a)で 1軒、同藤井町坂井堂の前遺跡 (山 下 1987)で 4軒の住居址がみられる。いずれも後期後半の櫛

描波状文を主体にした土器をもつ。

古墳時代前期には、七里岩上の韮崎市藤井町坂井南遺跡 (山 下 1984・ 1988b)で住居址76軒 と、浅い谷をはさ

んで方形周溝墓が4基が見つかり、集落域と墓域の良好な組合わせを示している。また藤井平では、後田遺跡で

住居址 2軒がある。その後古墳時代中～後期の集落遺跡は見られないが、後期古墳であろうと思われる火の雨塚

古墳 1基が宮ノ前遺跡の南西、旧藤井小学校西に所在する。
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奈良時代になって藤井平の開発は一挙に進んだらしく、宮ノ前第 2遺跡 (山 下 1991b)で 3軒、後田遺跡で 2

軒、堂の前遺跡で 3軒、宮ノ前遺跡 と連続する北後田遺跡で 8軒、北下条遺跡 (山 下 1991)で 6軒、前田遺跡

(山下 1988a)で 4軒、中田小学校遺跡で11軒、韮崎市藤井町駒井遺跡 (山 下 1988a)で 1軒の住居址が確認

されている。

特記すべき遺構 として、宮ノ前遺跡に隣接する宮ノ前第 2遺跡では集落内寺院 1棟が見つかつている。 2間 ×

3間の身舎の四方に廂を付けた 4間 ×5間の四面廂付建物址であり、廂都は素掘 りの掘立柱、身舎部は柱穴掘 り

方中に礎石状の礫を入れている。瓦は総数628点 で、その内訳は丸瓦148点、平瓦407点 、鬼面文鬼瓦 9点、戻斗瓦

64点である。各種瓦の比率や量、礎石の規模から考えると、棟部のみ瓦葺きであったようだ。技法的には丸瓦は

平行叩きの後ナデを施 し、平瓦は桶巻き作 りで、縄叩きの後 5分割 しているようである。周辺からは瓦塔片が出

土したほか、奈良末～平安初期の寺院との関連性をうかがわせる鉄鉢形須恵器や平城京で壷G類 と呼ばれる長頸

壺などがある。本文で報告しているように宮ノ前遺跡141号住居l■では奈良時代前半～中葉の底部に「寺」の線亥1

をもつ盤状郭が 2点出土し、ほかの地点からは宮ノ前第 2遺跡 と同一の瓦片が出土するなど、宮ノ前第 2遺跡は

宮ノ前遺跡と密接なつながりをもつ集落であったようである。

また後田遺跡では円面硯 1点が採集されているが、宮ノ前遺跡でも円面硯片数点が出土しており、藤井平の中

心部である官ノ前遺跡付近になんらかの公的な官衛施設が存在 したことを示している。

平安時代になると、後田遺跡で10軒、宮ノ前第 2遺跡で 6軒、堂の前遺跡で12軒、北後田遺跡で21軒、中道遺

跡で4軒、北下条遺跡で 1軒、前田遺跡で 8軒、中田小学校遺跡で 7軒の住居址があり、それらに伴 う掘立柱建

物址もある。その他の遺構に北後田遺跡の井戸 1基がある。

平安時代の「和名抄」によると、甲斐国 4郡のひとつである巨麻郡は 9郷を有し、一般的には現在の山梨県北

巨摩郡、中巨摩郡、南巨摩郡、韮崎市と市川大門町の一部にあたる広大な地域に比定されている。「巨麻」は「高

麗」からきたものであることを関晃氏が論証し定説化されており (関  1959)、 668年に高句麗が滅亡した後、一

部の高句麗系渡来人が巨麻郡に移住 して建郡 したのが「巨麻郡」であるといわれる。霊亀 2年 (716)、 甲斐をは

じめとする7国の高麗人を武蔵国に集め高麗郡をおくという「続 日本紀」の記事があり、韮崎市藤井町駒井の「駒

井」を「高麗居」と解釈して高麗人の居住地域とする説がある。各郷の位置については諸説があり、藤井平につ

いては巨麻郡速見郷とする説が有力であるが、栗原郷の一部であるとする説 (坂本 1983)も ある。

巨麻郡衛の位置について末木氏は、白鳳期の天狗沢瓦窯の所在地で、臣麻郡域でも古墳群が最も密集 し、 とく

に巨大石室をもつ加牟那塚が位置する甲府市湯村～双葉町間の敷島町付近であろうと考えた (末木 1986)。 また

韮崎市周辺に奈良時代の遺跡が多いことから藤井平付近と考える向きもある。宮ノ前遺跡の調査では、破片では

あるが天狗沢瓦窯と同一叩きをもつ平瓦 1点や、円面硯、奈良三彩が出土したり、大型で総柱式の正倉的な掘立

柱建物址が見つかるなど官衛的要素が認められる。

ところで中田小学校遺跡では、22号住居址から底部に 「葛井」銘墨書をもつ甲斐型不が出土した。これについ

て山下孝司氏は「藤井」地名との関連性を指摘し、宝亀 9年 (778)に 甲斐国司に任命された葛井連道依や、天文

12年の韮崎市上円井宇波刀神社隋神像の銘文中の「藤井保」に結び付 く可能性を考察した (山 下 1985a)。 一方、

末木健氏は速見郷を八ヶ岳南麓の長坂・高根 。須玉町南部に想定するとともに、藤井平については、国司葛井氏

が高麗人の移動後に荒廃した韮崎市藤井 。中田地域を開墾し私領化することによつて「当初、速見郷とは別の『葛

井保』として成立し、中世に速見庄として合併された」とする新説を提示 している (末木 1986)。

さて「延喜式」によると、甲斐国には朝廷に馬を貢納するための御牧が 3箇所設置されていた。柏前 牧、真衣

野牧、穂坂牧である。このうち穂坂牧は、茅ヶ岳山麓の韮崎市穂坂町付近に、真衣野牧は武川村牧ノ原に比定さ

れているが、近年真衣野牧比定地にあたる武川村宮間田遺跡から墨書土器 「牧」が見つかり、確証が得られた。

柏前牧については従来、高根町念場原方面とする説、勝沼町柏尾とする説が定説であるが、末木氏は、長野県富

士見町にある「柏平」、「柏尾」という地名を根拠に、富士見町～小淵沢町に柏前牧を推定した (末木 1987)。 い

ずれにしても、藤井平は各御牧の中心的位置にあたり、稲作を基盤 とする高い生産性を生かして御牧の成立、経
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営に何 らかの形で関与していたと考えられる。

御牧に関して注 目されるのが、天長 4年 (827)、 甲斐に牧監を置いたとい う記事である。牧監の長官は国司に

準 じる待遇を受けたとい うが、高根町揚沢の七里岩上で発見された湯沢遺跡は、大形掘立柱建物址や建物群の配

置から官行的な雰囲気があり、牧監の館ではないかとも考えられている。その近 くには土師器焼成遺構が検出さ

れた大小久保遺跡 (山路 1983)が あ り、造瓦にも携わっていたことが判明している。

最近、岡本範之氏は、真衣野牧 と穂坂牧の間に位置する八ヶ岳南麓を、承和 2年 (835)に 一本式部卿葛原親王

の賜田として与えられた 「巨麻郡馬相野」に比定 した (岡 本 1990)。 これは 「馬相野」を 「牧 と牧の間の土地」

と解釈 したものである。この八ヶ岳南麓は 9世紀代になって一斉に開発が始まった地域であり、集落には掘立柱

建物址 と鍛治遺構を伴 うなどの共通性があることが既に萩原三雄氏によって指摘 されてお り (萩原 1986)、 公権

力によって計画的に開発されたのではないかと考えられている。八ヶ岳南麓 「馬相野」説は、現段階ではまだ確

定的ではないものの、そうした大規模な開発の背景 として、藤井平をはじめとする八ヶ岳南麓の周辺地域が果た

した役割の大きさが想像されるのである。

平安時代の食膳具に着 目した場合、巨麻郡域は甲斐国の中でも灰釉陶器をはじめとする搬入陶器が多く認めら

れる地域である。また信州系 ともいわれてきた黒色土器が高い比率を占め、 1軒の竪穴住居址内においては地元

の甲斐型イの割合 と逆転する場合さえある。これは巨麻郡が信濃国に接 し、公的な官道である東海道よりも日常

的には東山道 との結びつきが強かつたためと考えられている。また他の郡に比べ須恵器が多く、信州に多いとさ

れる凸帯とが巨麻郡各地で発見されるなど、信州系の技術導入による須恵器生産が行われていた可能性 もあ り、

今後、藤井平周辺に須恵器窯が発見される可能性を秘めている。また他の郡にはほとんどないロクロ甕や土師器

不が存在 し (八巻 1988)、 甲斐型土器に依存する一方でt独 自の土器生産を郡単位あるいは小地域単位で行つて

いた可能性もある。

また前述 したように、藤井平では近年の回場整備による再開発を受けるまでは条里型地割がよく残つていた。

この条里型地割は甲府盆地中央部の中央区画条里や春 日居町以東の東部条里 と方向が少 し異つている (森 1990)。

藤井平の条里型地割の成立時期に関してはよくわかっていなかったのであるが、宮 ノ前遺跡の調査では条里 と関

係する溝を検出し、住居址 との切 り合い関係により平安時代に段階的に施行 されたと考えられる手がかりを得た。

中世になると、天正 9年 (1581)、 武田勝頼は甲府の瑯闘ヶ崎館を廃 して韮崎市七里岩台地上に新府城を構築 し

た。その北側には七里岩を横断するように能見城防塁を築き、内側には家臣屋敷を配置 し町割も整えられたとも

いわれる。『 甲斐国志』は、七里岩崖下に空堀があつたことを伝えてお り、藤井平の黒沢川沿いにそ うした防御施

設があつた可能性 も指摘されている (室伏 1990)。 また『山梨県の中世城館跡』によると、藤井平には駒井氏屋

敷をはじめ殿田屋敷、蔵の前塁址など 9箇所もの館跡が知 られている (磯貝ほか 1986)。 そ うした居館 。屋敷を

中心に藤井平の農業基盤は整備 され、今 日見られるような豊かな水田地帯が形成 されてきたものと思われる。
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第 1節

竪 穴 住 居 址

第 ¶号住居址  (第 1。 130図、図版 3)

(位置)A24B21グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-77° 一 E。 (規模)3.13m× 2.82m。 (寵 )石組

み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。規模0.92m× 0.66m。 深さ 5 cm。 (床 )7.30ポ 。深さ40cm。 標高388.Om。

霊周辺のみ堅固。(壁溝)全周する。幅20～ 25cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在する。(遺物 )

土師器イ A。 (時期)不明。

第 2号住居址  (第 1・ 130図、図版 3・ 82)

(位置)A23・ 24B21グ リッド。(重複)8号溝と重複 し、本住居址の方が古い。(形状)隅丸方形。N-72° 一E。

(規模)3.40m× 3.25m。 (鼈 )石組み。東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。竃内に袖石 。天丼石が崩落し、

掘 り方のみ残存。規模1.12m× 0,80m。 深さ10cm。 (床 )9.41だ。深さ43cm。 標高387.97m。 電周辺部のみ堅固。

(壁溝)西壁下で途切れるが、ほぼ全周する。幅17～ 28cm、 深さ6～ 8 cm。 (遺物出土状況)床面直上および覆土、

竃内より散在的に出土。(遺物)須恵器邦・蓋A。 密。(時期)官 ノ前V期。

第 3号住居址  (第 1・ 130。 131図、図版 3・ 82)

(位置)A22・ 23B22グ リッド。(重複)2号掘立と重複 し、本住居址の方が新しい。(形状)隅丸方形。N-72° 一

E。 (規模)4.02m× 4.02m。 (霊 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。天丼石と思われる礫が燃焼

部内に崩落。規模1.09m X0 72m。 深さ4 cm。 (床)142だ。深さ55cm。 標高387.85m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)

ほぼ全周する。幅21～ 32cm、 深さ10～ 12cm。 (遺物出土状況)床面直上および床面上約数十cmの レベルの覆土内か

ら散在的に出土。量は多くない。(遺物)土師器邦A・ 甕A、 須恵器高台郷 。鉢A・ B、 釘・鉄斧・鉄鏃。(時期)

宮ノ前Ⅵ期。

第 4号住居址  (第 1。 131図、図版 3)

(位置)A21・ 22B21グ リッド。(重複)7号溝と重複 し、本住居址の方が古い。(形状)隅丸方形。N-79° 一E。

(規模)4.02m× 3.48m。 (覆土)竃 の前面部に人頭大の礫が、床面上数cm浮いたレベルで集中してみられる。(電 )

石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。袖石の一部が残存。規模1.13m× 0,73m。 深さ4 cm。 (床 )12.0だ 。

深さ12～ 15cm。 標高387.76m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅17～ 20cm、 深さ7～ 10cm。 (遺

物出土状況)南壁下および竃北側から散在的に出土。(遺物)土師器郷A・ 皿 (墨書あり)・ 小型甕 B、 黒色土器

郵、須恵器壷・甕。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第 5号住居址  (第 2・ 131図、図版 3)

(位置)A21B23グリンド。(重複)40号住と重複し、本住居址の方が古い。(形状)隅九方形。N-88° 一E。 (規模)

3.23m× 3.33m。 (覆土)住居址中央にて人頭大の礫が床面上数clnのレベルで集中してみられる。(寵 )東壁に存在し

たと思われるが、40号住に切られ欠失している。(床)推定9.46だ 。深さ25cm。 標高387.69m。 全体に堅固である◇

(壁溝)ほぼ全周すると思われる。幅23～ 30cln、 深さ6～ 15cll。 (遺物出土状況)量的には極めて少なく、北西コー

ナー付近の床面直上から須恵器壷の底部破片出土。(遺物)土師器蓋 B、 須恵器重◇(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第 6号住居址  (第 2・ 132図、図版 3・ 4・ 82)

(位置)A20・ 21B23グ リンド。(重複)40。 103号住と重複 し、40・ 103号住よりも新しい。(形状)隅丸方形。
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N-83° 一E。 (規模)358m× 335m。 (覆土)寵付近を中心に人頭大の礫が床面上教 clllのレベルで集中してみられる。

(毛 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。袖石 。天丼石の一部が残存。規模1.17m× 060m。 深さ

9 cm。 (床 )10.0ポ。深さ36cm。 標高387.54m。 電周辺部から住居址中央にかけて堅固である。(壁溝)全周する。

幅18～ 28cm、 深さ 6～ 10cln。 (遺物出土状況)北壁、東壁、南壁の壁下および竃内から出土。(遺物)土師器イ A・

高台郭 (線刻あり)・ 変 A、 須恵器郷 C(線刻あり)・ 麦・蓋 A、 鉄鏃・藝 ?。 餃具 ?。 (時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第 7号住居址  (第 2・ 132図 、図版 4)

(位置)A20。 21B23グ リンド。(重複 )30,67。 103号住 と重複 し、いずれの住居址よりも新 しい。(形状)隅丸方

形。N-147° ―W。 (規模)3.52m× 3.68m。 (寵)石組み。南西コーナーに位置する。袖石の一部および支脚石

が残存。規模1,15m× 0.55m。 深さ10cm。 (床)113活。深さ約 10cm。 標高387.78m。 電周辺部のみやや堅固。他

は軟弱。(壁溝)な し。(遺物出土状況)寵付近からわずかに出土。(遺物)土師器小型甕 C。 (時期)宮 ノ前�期 ?。

第 8号住居址  (第 2・ 132図、図版 4・ 82)

(位置)A21B22グ リッド。 (重複)8号溝、 8号掘立 と重複。前者より古く、後者より新 しい。(形状)隅丸方

形。N-81° ― E。 (規模 )3.25m× 3.15m。 (毛 )石組み と思われる。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置す る。袖

石・支脚石等はすべて抜かれてお り、それ らを据えた径20cm、 深 さ約10cmの ピットのみ残存。焼土が顕著。規模

0,9m× 0.9m。 深さは床面 とはぼ同レベル。(床 )8.21ポ。深さ35cm。 標高387.458m。 寵周辺部から住居址 中央

部にかけて堅固。 (壁溝)ほぼ全周する。幅25～ 30cm、 深さ15～ 20cm。 (遺物出土状況)南壁下周辺および竃内か

ら少量出土。 (遺物)土師器杯 A、 須恵器邦・短頸壼 C。 (時期)宮ノ前V～Ⅵ期。

第 9号住居址  (第 2・ 133図 、図版 4・ 82)

(位置)A25B22。 23グ リッド。(重複)17号掘立 と重複 し、掘立より新 しい。(形状)隅九方形。N-75° ― E。

(規模)3.05m× 3.15m。 (毛 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。竃前面部に構築の際に使用 され

たと思われる平石等の礫がみ られる。袖石 と天丼石の一部が残存。規模1.30m× 095m。 深さ15cm。 (床 )8.62だ 。

深さ約20cm。 標高388.56m。 竃周辺のみ堅回。他は軟弱。(壁溝)全周する。幅15～ 18cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物

出土状況)少量の遺物が散在する。 (遺物)土師器郵 A・ 椀 。甕 A、 棒状鉄製品。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第10号住居址  (第 3・ 133図、図版 4,82)

(位置)A25B23グ リッド。(重複)17号掘立 と重複。掘立より新 しい。(形状)隅丸方形。N-85° 一 E。 (規模 )

320m× 3.80m。 (覆土)焼失住居で覆土全体には多量の焼土・炭化物を含み、床面直上より堆積がみ られる。(寵 )

石組み。東竃。東壁の南東コーナー近 くに位置する。袖石の一部が残存。規模1.10m× 1.05m。 深さ10cm。 (床 )

10.2だ。深 さ約35cm。 標高388.47m。 電周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)入 り口施設の関係であろ

うか、北壁から北西コーナー付近で途切れるが、あとは巡っている。幅18～ 32cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況 )

住居址全体にわた り床面直上および/1C土内から多量に出土。 (遺物)土師器杯A(塁書あり)・ 皿 。小型甕 A、 須

恵器壺、黒色土器郭、竃形土器、緑釉陶器皿・椀、土錘、鉄滓。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第11号住居址  (第 3・ 134図、図版 4・ 5・ 82)

(位置)A25。 26B23・ 24グ リンド。(重複)2・ 3号溝 と重複。両溝より新 しい。 (形状)隅丸方形。N-86° 一

E。 (規模)3.1l m× 3.65m。 (覆土)焼失住居で/1F土 は焼土と炭化物を多量に含んだ暗褐色土層 と焼土 。炭化物

層から成る。また、覆土内には人頭大の礫を多数含む。(毛 )石組み。東霊。東壁の南東コーナー付近に位置す る。

袖石の一部、支脚石が残存。規模1.14m× 0.58m。 深さ 6 cm。 (床 )9.89ポ。深 さ約20cm。 標高388.66m。 竃周辺

部 と住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 28cm、 深さ 5～ 10卿。(柱穴)柱穴は確認 されて
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いないが、炭化 した径10～ 15clnの柱材が出土 している。(遺物出土状況)住居址全体にわたつて出土 し、その量 も

多い。(遺物)土師器邦 (墨書あ り)・ 皿・小型奏 C。 甕 A、 黒色土器不・椀、灰釉陶器皿、須恵器甕。(時期)宮

ノ前X期。

第12号住居址  (第 3・ 134図 、図版 5・ 83)

(位置)A26B24・ 25グ リンド。 (重複)な し。(形状)隅丸方形。N-18° ―W。 (規模)3.5m× 3.22m。 (寵 )

石組み。北竃。北壁中央やや西寄 りに位置する。袖石の一部残存。また、袖石 と支脚石を据えたと思われる径20～

25cm、 深さ5～ 10clnの ピッ トあり。規模1.24m× 1.00m。 深さ14cm。 (床 )10.3ポ。深さ13cm。 標高388.50m。 全

体に軟弱である。(遺物出土状況)霊周辺部から少量の遺物が出土。 (遺物)土師器郭 A・ 姿A・ 小型甕 C、 須恵

器高台JfThA。 (時期)宮 ノ前Ⅵ期◇

第13号住居址  (第 3・ 135図 、図版 5。 83)

(位置)A26B25・ 26グ リッ ド。(重複 )な し。(形状)隅丸方形。N-12° 一W。 (規模 )4.4m× 4.5m。 (寵)石

組み。北竃。北壁中央やや東寄 りに位置する。袖石およびそれ らを据えた径 15cm、 深 さ 5 cmの ピットあり。規模

1.00m XO,98m。 深さ12cm。 (床 )18.5ポ。深さ 8 cm。 標高388.60m。 全体に軟弱である。 (壁溝)全周する。幅

22～ 27cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況)比較的多量の遺物が住居址全体にわたって散在的に出土。(遺物)土

師器邦A(墨書あり)・ 皿・蓋A・ 鉢・寮A、 須恵器邪。(時期)宮ノ前Ⅵ期。

第14号住居址  (第 4・ 135図 、図版 5)    ヽ

(位置)A27B26グ リンド。(重複)4号掘立と重複。掘立よりも古い。(形状)隅丸方形。N-14° 一W。 (規模 )

2.77m× 3.10m。 (覆土)焼失住居で覆土は炭化物・焼土・灰を多量に含む暗褐色土で炭化物が床面上約数cmの厚

さでみられる。(寵)北竃。北壁のほぼ中央に位置する。石組みだと思われるが袖石等は欠失しており、掘 り方の

み残存。規模0.84m× 0.82m。 深さ 6 cm。 (床 )6.88♂。深さ5～ 12cm。 標高388.75m。 全体に軟弱である。(そ

の他の施設)竃東脇に径64cm× 61cm、 深さ10cm、 楕円形を呈する貯蔵穴状のピットあり。(遺物出土状況)床面直

上および覆土内、貯蔵穴状ピット内から比較的多量の遺物が出土。(遺物)土師器郭A・ 秦A、 灰釉陶器小瓶。(時

期)宮ノ前Ⅳ期。

第15号住居址  (第 4・ 136図 、図版 5。 83)

(位置)A23B23・ 24グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)3.55m× 3.50m。 (寵 )

東電。東壁中央やや南寄 りに位置する。石組み竃と思われるが、袖石等はすべて欠失しており、掘 り方のみ残存。

焼土は顕著。規模0,74m× 0.52m。 深さ 5 cm。 (床)11.1だ。深さ8～ 15cm。 標高388.26m。 全体に軟弱である。

(壁溝)全周する。幅10～ 18cm、 深さ 5 cm。 (その他の施設)竃東脇に径0.63m XO.58m、 深さ8 cmの貯蔵穴状の

ピットあり。(遺物出土状況)竃内および竃周辺、貯蔵穴状ピット内から主に出土。(遺物)土師器イA・ 皿、黒

色土器杯、鉄滓。(時期)宮ノ前Ⅸ～X期。

第16号住居址  (第 4。 136図 、図版 5・ 83)

(位置)A23B23グ リッド。(重複)9。 13号溝、41・ 44・ 55号住、2号掘立と重複。両溝および44号住より古く、41・

55号住、 2号掘立より新しい。(形状)隅丸方形。N-74° 一E。 (規模)3.64m× 3.18m。 (寵 )石組み。東竃。

東壁中央やや南寄りに位置する。袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.05m× 0.60m。 深さ2 cm。 (床 )9.83ポ。

深さ35cm。 標高388.05m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)南西コーナー壁下で一端途切れるが、あとは巡つている。

幅15～ 20cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)宅周辺部を中心に少量出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 皿・

変A、 須恵器邦、釘。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。
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第17号住居址  (第 4・ 136図、図版 5・ 33)

(位置)A26B23グ リッド。(重複)4号溝、 3号掘立と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方

形。N-81° 一E。 (規模)2.56m× 2.72m。 (覆土)焼失住居で、覆土全体に炭化物および焼土を多量に含んでい

る。(寵 )石組み。東竃。東壁の南東コーナー間近に位置する。袖石の一部が残存。規模0,90m XO.78m。 深さ5

cm。 (床 )推定6.15ポ。深さ15cm。 標高388.69m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅15～ 20cm、 深さ

5 cm。 (遺物出土状況)竃内および霊周辺部を中心に少量出土。(遺物)土師器郵A(墨書あり)。 皿、羽釜 A、 灰

釉陶器皿。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第18号住居址  (第 4・ 137図、図版 5・ 33)

(位置)A24・ 25B23グ リンド。(重複)54号住と重複。54号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-87° ― E。 (規

模)3.58m× 3.62m。 (覆土)焼失住居で、住居址中央部には焼土を多量に含んだ暗褐色土が床面上約教cmの厚さ

で堆積している。(鼈 )東電。東壁の北東コーナー間近に位置する。石組みと思われるが、袖石等はすべて欠失し、

掘 り方のみ残存。燃焼部には袖石を据えたと思われる径25cm、 深さ5～ 6 cmの ピットあり。焼土は顕著。規模1.38m×

0.90m。 深さ 6 cm。 (床 )11.4だ。深さ29cm。 標高388.43m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)

ほぼ全周する。幅18～ 28cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)比較的多量の遺物が住居址全体にわたって散在的に

出土。(遺物)土師器イA・ 皿・小型甕 B、 羽釜A、 土師器墨書土器片、黒色土器郭、灰釉陶器椀、棒状鉄製品・

釘・鉄滓。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第19号住居址  (第 5。 137図、図版 6・ 84)

(位置)A24B23グ リンド。(重複)直接の重複はないが、54号住とは極近接 している。(形状)隅丸方形。N―

77° 一E。 (規模)2.95m× 2.55m。 (鼈)石組み。東霊◇東壁の南東コーナー間近に位置する。袖石の一部および

支脚石が残存 し、袖石が抜かれた痕跡が認められる。規模1.07m× 0.70m。 深さ 2 cm。 (床 )6.19ポ。深さ28cm。

標高388.30m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)北東コーナー壁下で一端途切れるが、あとは巡つている。(遺物出土

状況)寵内および竃周辺部を中心に出土。(遺物)土師器杯A・ 皿 (墨書あり)、 黒色土器郷。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第20号住居址  (第 5。 137図、図版 6)

(位置)A24B23グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-85° 一E。 (規模)3.20m× 3.17m。 (寵 )東竃。

東壁の南東コーナー間近に位置する◇ほとんど原形をとどめていないため、その構造については不明。おそらく

石組み竃であろう。規模1.00m× 0.80m。 深さは床面とほぼ同レベル。(床)9.07だ。深さ15clll。 標高388.47m。

全体に軟弱である◇(壁溝)東壁下に一部その痕跡が認められるが、あとは不明。(柱穴)径 45cm前後、深 さ20cm

前後のビットが 4箇所確認されているが、柱穴かどうかは不明。(遺物出土状況)覆土内を中心に散在的に少量出

土。(遺物)須恵器邦。(時期)不明。

第21号住居llL (第 5。 138図、図版 6・ 34)

(位置)A23。 24B22・ 23グ リンド。(重複)9■0号溝と重複◇両溝より古い。(形状)隅丸方形。N-87° 一E。

(規模)3.63m× 3.50m。 (寵)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。袖石・天丼石の一部が残存。焼土は顕著。

規模1.16m XO.82m。 深さ12cln。 (床 )10。 9だ。深さ40cm。 標高388.07m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)全周する。

幅13～ 29cla、 深さ7～ 12cln。 (遺物出上状況)寵内および竃周辺部、住居址中央部付近から比較的集中して多量に

出土。(遺物)土師器14hA・ 高台邦・甕A、 黒色土器、須恵器鉢 B、 刀子・鎌・藝状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第22号住居址  (第 5。 139図、図版 6・ 84)

(位置)A24B21グ リッド。(重複)な し。(形状)隅九方形。N-76° 一E。 (規模)2.78m× 2.55m。 (寵 )東竃。
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東壁中央。袖石等はすでに欠失しており、掘 り方をとどめるのみ。掘 り方内には袖石等を据えたと思われるピッ

トがみられる。規模1.15m× 1.12m。 深さ 6 cm。 (床 )5.91だ。深さ42cm。 標高388.05m。 竃周辺部のみ堅固。(壁

溝)全周する。幅15～ 24cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況)北・西 。南壁下および竃内より散在的に少量出土。

(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 変 A、 須恵器高台杯・甕、鉄鏃。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第23号住居址  (第 6・ 140図 、図版 6・ 84)

(位置)A27B24グ リッド◇(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-96° ―W。 (規模)2.82m× 2.64m。 (覆土)焼

失住居で、住居址南側を中心に炭化材および炭化物の分布がみられる。(寵 )石組み。南西コーナー寵。両袖石残

存。焼土も顕著。規模1.06m× 0,86m。 深さ 9 cm。 (床)6.19だ。深さ18cm。 標高388.72m。 全体に軟弱である。

(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 28cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)東壁下および南壁下より集中して出土。竃西脇

から緑釉陶器出土。 (遺物)土師器郷A・ 皿 (郷・皿ともに墨書あり)、 黒色土器邦 (墨書あり)、 緑釉陶器椀。

(時期)宮ノ前Ⅸ～X期。

第24号住居址  (第 6。 140図 、図版 6・ 34)

(位置)A24。 25B26グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)3.39m X3.25m。 (寵 )

石組み。東電。東壁ほぼ中央に位置する。袖石の一部が残存するが、石組みは原形をほとんどとどめていない。

焼土は顕著。規模128m× 0,82m。 深さ6 cm。 (床 )972ポ。深さ30cln。 標高388.56m。 全体にやや軟弱。(壁溝)

ほぼ全周する。幅23～ 30cm、 深さ8～ 1 0cm。 (遺物出土状況)竃前面部のほぼ床面直上から、完形の土師器不出

土。他は電内および住居址全体から散在的に出土。(遺物)土師器郵A・ 甕A・ 小型甕A、 黒色土器邦。(時期)

宮ノ前Ⅸ期。

第25号住居址  (第 6・ 140。 141図 、図版 6。 35)

(位置)A23・ 24B24グ リッド。(重複)48・ 52・ 53号住、24号掘立と重複。いずれの遺構よりも新しい。(形状 )

隅丸方形。N-85° 一E。 (規模)4.68m× 4.00m。 (寵)石組み。東電。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部、支脚石が残存するが、天丼石は煙道部に落ち込んでいる。焼土は顕著。規模1.39m× 0.87m。 深さ13cm。

(床 )15.5ポ。深さ52cm。 標高388.10m。 竃周辺部から住居址中央部は堅固。(壁溝)北壁下で一部途切れるが、

あとはすべて巡つている。幅24～ 35cla、 深さ6～ 8 cm。 (柱穴)径40cm前後、深さ15～20cm前後を測るピットが4

箇所確認されている。その配置等から柱穴と思われる。(遺物出土状況)床面直上からの出土もあるがその量は少

なく、床面上約15～30cmの レベルからの出土が多い。しかし特に集中した傾向はみられない。(遺物)土師器邦A

(墨書あり)。 皿 (墨書あり)・ 甕A・ 小型奏A、 黒色土器郭・高台皿、須恵器を、釘。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第26号住居址  (第 6。 142図 、図版 7・ 85)

(位置)A24B26グリッド。(重複)なし。(形状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)3.90m× 3.90m。 (毛)石組み。

東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存するが、ほとんど原形をとどめていない。焼土は顕

著。規模138m× 0,95m。 深さ8 cm。 (床 )13.4だ。深さ20cm。 標高388.56m。 霊周辺部は堅固。他は軟弱。(壁

溝)全周する。幅18～ 22cm、 深さ6～ 16cm。 (遺物出土状況)霊内および住居址中央部付近のほば床面直上から散

在的に出土している。(遺物)土師器郵A・ 鉢AI。 甕A、 羽釜 B、 黒色土器郭、須恵器蓋A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第27号住居址  (第 7・ 142図 、図版 7・ 85)

(位置)A21・ 22B24・ 25グ リッド。(重複)28。 31号掘立と重複。本住居址の方が新 しい。(形状)隅丸方形。N一

8° 一W。 (規模)3,70m× 3.60m。 (覆土)竃南東部にて床面直上および床面上約15cmの レベルに、拳大～人頭大

の礫を含んでいる。(寵 )石組み。北竃。北壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部は残存するが、ほとんどは崩落
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し燃焼部、煙道部に落ち込んでいる。規模0,92m× 079m。 深さ2 cm。 (床 )11.1ポ 。深さ24cm。 標高387.90m。

宅周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 24cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土状況)寵内および竃周辺、南壁、西

壁下等から散在的に出土。ほぼ床面直上が多い。古手の様相示す土器群が南壁下周辺で出土しているため、本住

居址より古い住居址等の遺構の存在が考えられる。(遺物)土師器杯A・ 皿・養 A、 黒色土器郭、灰釉陶器椀、須

恵器長頸壷A・ 甕胴部破片利用転用硯◇(時期)出土した土器は宮ノ前Ⅶ期とⅨ期の様相を含んでいる。

第28号住居址  (第 7・ 143図 、図版 7・ 85)

(位置)A26。 27B24グ リンド。(重複)64・ 93。 119号住、29号掘立と重複。いずれの遺構よりも新しい。(形状)

隅丸方形。N-79° 一E。 (規模)4.25m× 4.04m。 (寵)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。袖石 。天丼石

等は崩落し原形をとどめていない。焼土は顕著。規模1.16m× 0.84m。 深さは床面とほぼ同レベル。(床 )14.9∬。

深さ22cm。 標高387.94m。 竃周辺は非常に堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 29cm、 深さ9～ 20cln。 (遺物出土状況)

霊内および霊周辺部から主に出土している。(遺物)土師器イA・ 皿 。密 A、 黒色土器不。(時期)出土した土器

は宮ノ前Ⅶ期とⅨ期 との様相を含んでいる。

第29号住居址  (第 7・ 143図 、図版 7)

(位置)A23B25・ 26グ リンド。(重複)71・ 83号住と重複し、両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-82° ―

E。 (規模)4,25m× 4,00m。 (鼈)石組み。東電◇東壁南東コーナー近くに位置する。袖石の大半と天丼石は欠

失し、支脚石のみが残存。燃焼部には袖石を据えたと思われる径15～ 20cm、 深さ5～ 6 cmを測るピットがあり。

焼土は顕著。規模1.18m XO,79m。 深さ15cm。 (床 )14.8督 。深さ39cm。 標高388.00m。 霊周辺部は堅固◇他は軟

弱。(壁溝)全周する。幅20～ 28cm、 深さ7～ 9 cm。 (遺物出土状況)床面直上出土の遺物はなく、覆土内が中心。

その量は少ない。(遺物)土師器郷A・ 甕A・ 小型甕A、 須恵器郭。(時期)宮ノ前Ⅶ期◇

第30号住居址  (第 7・ 143図、図版 7・ 85)

(位置)A21B23グリッド。(重複)7・ 40・ 67・ 103号住と重複。 7号住より古く、40。 67・ 103号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-74° 一E。 (規模)4.90m× 450m。 (寵)石組み。東語。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部

が残存。燃焼部と煙道部には平石等の礫が落ち込んでいる。焼土は顕著。規模1.15m× 0。 72m。 深さ12cm。 (床 )

19.9ポ。深さ27cm。 標高387.76m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 28cm、 深さ6～ 10cm。

(遺物出土状況)寵内および霊周辺から集中的に出土。住居址中央やや南寄 りの床面直上から、土錘がまとまって

出土している。(遺物)土師器郭A(タ ール付着あり)。 皿・小型甕 E、 須恵器郭、土錘。(時期)宮ノ前Ⅷ～Ⅸ期。

第31号住居址  (第 3・ 144図、図版 7・ 86)

(位置)A23B25。 26グ リッド。(重複)45・ 50。 87・ 99。 122号住、20。 33号掘立と重複。99。 122号住、20・ 33号掘立

より新しく、45・ 50。 87号住より古い。(形状)隅丸方形。N-83° 一E。 (規模)4.20m× 4.25m。 (鼈)石組み。

東竃。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石 。天丼石の一部が残存。焼土は顕著。規模1 01m x4.25m。 深さ10cm。 (床 )

推定16.5ポ 。深さ30cm。 標高388.1lm。 電周辺部は非常に堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 26cm、 深さ

10～ 12cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器皿 (墨書あり)。 小型姿 CoD、 黒色土器

邦、刀子・鉄滓、砥石。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第32号住居址  (第 8。 144図、図版 7・ 86)

(位置)A24・ 25B24グ リンド。(重複)47・ 49号住、25。 26・ 27号掘立と重複。47・ 49号住より古く、25。 26・ 27号掘

立より新しい。(形状)隅丸方形。N-83° ―E。 (規模)3,76m× 3.94m。 (寵 )石組み。東電。東壁南東コーナー

付近に位置する。両袖石 。天丼石の一部 。支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.14m× 0,76m。 深さ9 cm。 (床 )推
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定13.0ポを深さ28∽。標高388.44m。 竃周辺部は堅固。 (壁溝)ほぼ全周する。幅20～ 26cm、 深さ 8～ 12cm。 (遺

物出土状況)少量の遺物が竃内を中心に出土。(遺物)土師器杯 A、 須恵器高台郭 (線刻あり)。 (時期)宮 ノ前 llll期 。

第33号住居址  (第 8・ 144図 、図版 8・ 86)

(位置)A23B27グ リッ ド。(重複)135号住、14号溝 と重複。前者より新 しく、後者より古い。(形状)隅丸方形。

N-80° ―E。 (規模 )5.04m× 4,74m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石は残存す る

が、天丼石は欠失 している。焼土は顕著。規模1.35m× 0.78m。 深さ12cm。 (床 )21.9だ。深さ48cm。 標高388.47m。

電周辺部のみ堅固。 (壁溝)ほぼ全周する。幅19～33伽、深さ 7～ 12cm。 (遺物出土状況)住居l■東側の床面直上

から散在的に出土 している。(遺物)土師器郵A(線刻あり)。 甕 A・ 小型甕 C、 黒色土器邦、須恵器壺、鉄斧。(時

期)宮 ノ前Ⅶ期。

第34号住居址  (第 9。 145図 、図版 8・ 86)

(位置)A24B25グ リッド。(重複)71号住 と重複するが、新旧関係は不明。(形状 )隅丸方形。N-82° ― E。 (規

模)5,00m× 4,95m。 (寵 )石組み。東霊。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石は残存するが、天丼石 と思わ

れる平石が煙道部内に落ち込んでいる。焼土は顕著。規模1.49m XO.89m。 深 さ12cm。 (床)21.4ピ。深 さ48cm。

標高388.10m。 毛周辺部は堅固。 (壁溝)全周する。幅19～ 30cm、 深 さ 6～ 8 cm。 (遺物出土状況)住居址全域に

わたって多量の遺物が出土。(遺物)土師器イA・ 小型寮 A、 黒色土器郭・椀・高台皿 (邦 。皿 ともに墨書あ り)、

須恵器高台郭、灰釉陶器椀。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第35号住居址  (第 9。 145図 、図版 8。 86・ 87)

(位置)A22B25。 26グ リッ ド。(重複 )77・ 99,122。 123・ 124号住、20。 33号掘立 と重複。いずれの遺構より新 しい。

(形状)隅丸方形。N-88° ― E。 (規模)4.82m X4.66m。 (覆土)床面直上から床面上約10cmの レベル内に、拳

大～人頭大の礫が多量に出土。(毛)石組み。東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石 。支脚石 。天丼石の

一部が残存する。焼土は顕著。規模1.00m× 0.65m。 深さ 4 cm。 (床 )19.7だ。深 さ45帥。標高388.03m。 竃周辺

部は非常に堅固。 (壁溝)東壁の南東コーナー付近、南壁の南西コーナー付近で途切れるが、あとは巡つている。

幅24～ 35cm、 深さ 8～ 12cm。 (その他の施設)竃南脇に径85cm× 75cm、 深さ18cmを 測る貯蔵穴状 ピントあ り。 (遺

物出土状況)寵周辺部を中心に比較的多量の遺物が散在的に出土 し、貯蔵穴状 ピット内からも土師器杯の墨書土

器が出土している。(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 皿・鉢 AI・ 甕 A・ 小型甕 A、 灰釉陶器皿、鉄鏃・棒状鉄製

品・鉄滓。 (時期)官 ノ前Ⅸ期。

第36号住居址  (第 9。 146図 、図版 8・ 87)

(位置)A21B25,26グ リッド。 (重複 )90,128号 住 と重複。両者より新 しい。 (形状)隅丸方形。N-83° 一 E。

(規模)3.84m× 3.76m。 (毛 )石組み。東電。東壁南東コーナー間近に位置する。袖石や天丼石は崩落 し原形 を

とどめていない。焼土は顕著。規模0.93m X0 93m。 深さ1lcm。 (床 )12.5N。 深さ18cm。 標高388.08m。 竃前面

部のみ堅固。他は軟弱。 (壁溝)全周する。幅18～ 34cm、 深さ5～ 6c14。 (遺物出土状況)寵周辺部のほぼ床面直

上から散在的に出土 し、覆土内出土も多い。(遺物)土師器不A(墨書あ り)。 鉢 AⅡ ・菱A・ 小型甕 A、 黒色土器

都、須恵器高台不 A・ 壷、竃形土器、刀子・鉄鏃。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第37号住居址  (第 10・ 146図、図版 8・ 87)

(位置)A23B26グ リン ド。 (重複)83号住、31・ 40号土拡と重複。いずれの遺構 より古い。(形状)隅丸長方形。

N-82° ―E。 (規模)3.75m× 3.35m。 (寵)石組み。東電。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残

存する。燃焼部内には天丼石や袖石 として使用されたと思われる礫が多数落ち込んでいる。焼土は顕著。規模126m×
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0,75m。 深さ10cm。 (床 )11.0だ。深さ70cm。 標高388.25m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)全周すると思われる。

幅15～ 40cm、 深さ12～ 22cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に出土し、住居址覆土内からも散在的に出土。(遺物 )

土師器甕A、 須恵器郭、灰釉陶器壷、釘 。筒状鋼製品。(時期)宮ノ前V期 ?。

第38号住居址  (第 10。 147図 、図版 8・ 87)

(位置)A24・ 25B26グ リッド。(重複)402・ 403号住と重複。おそらく両者より新しいと思われる。(形状)隅丸

方形。N-79° 一E。 (規模)3,75m× 3.71m。 (覆土)床面直上および床面上教cmの レベル内に拳大～人頭大の礫

散在的に含む。(鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。袖石の一部が残存する。焼土は顕著。規模

1.25m XO,78m。 深さ 5 cln。 (床 )12.4ポ◇深さ40cm。 標高388.33m。 調査途中に湧水 したため床の状況は不明。

(壁溝)確認できず。(柱穴)住居址中央の主軸線上に径30cm前後、深さ20cm前後を測るピットあり。そのピット

内に柱材 と思われる径 5 cmの 木材片が遺存。(遺物出土状況)霊前面部の床面直上を中心に比較的多量の遺物が出

土。(遺物)土師器邦A(墨書あり)・ 皿、羽釜A、 内黒土器不・椀、灰釉陶器椀、須恵器高郭、転用硯 (灰釉陶

器製)。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第39号住居址  (第 10・ 147図 、図版 8・ 87)

(位置)A24・ 25B27グ リッド。(重複)165号住と重複。165号住より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-87° 一E。

(規模)4.00m× 3.50m。 (蓬 )東竃。東壁南東コーナー付近に位置する。石組み構造だと思われるが袖石や天丼

石は欠失し、原形をとどめていない。掘 り方のみ残存。規模0.96m× 0.95m。 深さ 9 cm。 (床)推定12.7ポ 。深さ

15cm。 標高388.17m。 全体に軟弱。(壁溝)北壁、東壁、西壁の壁下で一部途切れるが、他は巡つている。幅15～

30cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部を中心に出土。(遺物)土師器邦A(ヘラ書あり)・ 皿

(線刻あり)。 密 A、 黒色土器鉢。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第40号住居址  (第 10。 147図 、図版 8)

(位置)A21B23グ リッド。(重複)5・ 6・ 30・ 103号住と重複。 6・ 30号住より古く、 5。 103号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)3.38m× 3.42m。 (鼈 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。袖石等は全て欠失

し、掘 り方のみ残存◇焼土は顕著。規模0。 71m× 0,82m。 深さ13cm。 (床 )10.7ポ。深さ28crn。 標高387.62m。 竃

周辺部は非常に堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅20～ 28cm、 深さ10cm。 (遺物出土状況)宅周辺部から散在

的に少量の遺物が出土。(遺物)土師器郭A・ 甕A、 土錘。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第41号住居址  (第 11・ 148図 、図版 9。 87)

(位置)A22・ 23B22・ 23グ リッド。(重複)16・ 55号住、 2号掘立と重複。16号住より古く、55号住、 2号掘立

より新しい。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)3.72m× 3.77m。 (覆土)竃周辺部の床面直上および床面

上 5～ 6 cmの レベルに拳大～人頭大の礫の混入がみられる。(鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。

袖石の一部が残存するが、天丼石等はない。竃前面部に構築材の礫散乱。焼土は顕著。規模0.80m× 0.57m。 深

さ10cm。 (床 )12.6だ。深さ28cm。 標高388,02m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)全周する。幅14～ 21cm、 深さ7～

1lcm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺から少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器甕 CⅡ 、須恵器邦。(時

期)宮 ノ前Ⅲ期 ?。

第42号住居址  (第 11・ 148図 、図版 9・ 88)

(位置)A22B20。 21グ リッド。(重複)95号住と重複。95号住より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-22° 一W。

(規模)3.68m× 4.21m。 (寵 )石組み。北霊。北壁のほぼ中央に位置する。両袖石および支脚石が残存。燃焼部

内には奏形土器片が散乱する。焼土は顕著で、竃外に掻きだした焼土・灰 。炭化物が床面にも散乱する。規模1.20m×
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0。 70m。 深さ 9 cm。 (床 )14.5ポ。深さ22cm。 標高387.86m。 竃周辺部は堅固。 (壁溝)全周する。幅12～ 24cm、

深さ 6～ 10cm。 (遺物出上状況)寵内およびその周辺か ら同一個体の変形土器片出土。(遺物)土師器郷 A・ 奏 C

Ⅲ、土錘。 (時期)宮ノ前Ш期 ?。

第43号住居址  (第 11。 149図、図版 9・ 88)

(位置)A26B22グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸長方形。N-76° 一E。 (規模)2.65m× 3.97m。 (覆土)

挿図には示 していないが、人頭大の礫が住居址中央から霊前面部の覆土内および床面直上でみられる。(竃)東竃。

東壁南東コーナー近くに位置する。石組みと思われるが、袖石・天丼石は欠失している。支脚石は残存。焼土は

頭著。規模0。 79m× 0.80m。 深さ10cm。 (床)9.36ポ。深さ15cm。 標高388.65m。 寵周辺部のみ堅固。(壁溝)ほ

ぼ全周する。幅12～ 15cm、 深さ7～ 1lcm。 (遺物出土状況)竃内および寵周辺から寵形土器の破片が散乱 した状態

で出土。(遺物)竃形土器。(時期)不明。

第44号住居址  (第 11・ 149図 、図版 9。 88)

(位置)A23B22・ 23グ リンド。(重複)16。 55号住と重複。16号住より古く、55号住より新 しい。(形状)隅丸方

形。N-90° 一E。 (規模)2.92m× 3.05m。 (寵 )石組み。東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。規模1.1lm×

0.64m。 深さ6硼。(床 )7.88だ。深さ30cm。 標高388.08m。 霊周辺のみ堅固。(壁溝)北壁の北西コーナー付近

で途切れるが、あとは巡つている。幅15～ 26cm、 深さ10cm。 (遺物出土状況)住居址中央部付近から少量の遺物が

散在的に出土。(遺物)須恵器菱。(時期)不明。

第45号住居址  (第 12・ 150図、図版 9・ 88)

(位置)A23B25グ リッド。(重複)31・ 70・ 94号住と重複。いずれの住居址よりも新しい。(形状)隅九方形。N一

82° ―E。 (規模)3.82m× 3.21m。 (覆土)拳大～人頭大の礫が住居址中央から竃前面部の覆土内および床面直上

でみられる。(寵 )石組み。東宅。東壁南東コーナー付近に位置する◇両袖石・天丼石の一部が残存する。燃焼部

内に平石等の礫が散乱。規模1.43m× 0.64m。 深さ7 cm。 (床 )10.4ポ。深さ34cm。 標高388.12m。 竃周辺部は堅

固。(壁溝)全周する。幅18～ 27cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内および寵周辺と住居址全域にわたつて

散在的に出土しているが、その量は少ない。(遺物)土師器不A(塁書あり)・ 皿・奏A・ 小型寮A・ 鉢AI、 羽釜

A、 黒色土器杯、灰釉陶器壷、鉄鏃、砥石。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第46号住居址  (第 12・ 150図、図版 9・ 88)

(位置)A25B24グ リッド。(重複)47・ 56号住、25。 26。 27号掘立と重複。47号住より古く、56号住、25。 26・ 27号

掘立より新 しい。(形状)隅丸方形。N-83° ―E。 (規模)3.20m× 3.45m。 (寵 )石組み。東電。東壁中央やや

南寄 りに位置する。両袖の一部、支脚石が残存◇焼土は顕著。規模0.78m× 0.80m。 深さ 5 cm。 (床 )推定9.86だ。

深さ30cm。 標高388.41m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)西壁下は47号住との重複のため欠失しているが、おそらく全

周すると思われる。幅18～ 28cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)宅内および竃周辺部を中心に床面上 5～ 10cmの

レベル内で散在的に出土している。(遺物)土師器皿 。甕A・ 小型甕A、 黒色土器邦 (塁書あり)・ 高台皿、須恵

器蓋A・ 甕、漆紙断片。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第47号住居址  (第 12・ 151図、図版 9・ 88)

(位置)A24・ 25B24グ リンド。(重複)32・ 46号住、25。 26。 27号掘立と重複。いずれの遺構よりも新しい。(形状 )

隅丸長方形。N-27° ―W。 (規模)2,80m× 3.32m。 (寵 )石組み。北竃。北壁北西コーナー付近に位置する。両

袖石は残存。天丼石 ≧思われる礫が燃焼部内と崩落土内にみられる。規模1.04m XO,91m。 深さ6 cm。 (床 )7.89ポ 。

深さ38cm。 標高388.30m。 竃前面部のごくわずかの範囲は堅固。他は概 して軟弱。(壁溝)断続的に巡つている。
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幅16～ 30cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内および竃前面部のほぼ床面直上から散在的に出土。覆土内から

であるが円面硯の台脚部破片が出土している。(遺物)土師器郭A・ 養A、 灰釉陶器皿、須恵器を 。圏足硯 (台脚

部破片)。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第48号住居址  (第 12・ 151図 、図版10・ 89)

(位置)A23・ 24B24・ 25グ リッド。(重複)25,70号住、24号掘立と重複。25,70号住より古く、24号掘立より新

しい。(形状)隅丸方形。N-77° 一E。 (規模)4.89m× 4,47m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー付近に位置する。

石組みだつたと思われるが袖石等は欠失し、掘 り方のみ残存。焼土は頭著。規模1.19m× 0。 76m。 深さ10cm。 (床 )

推定18.9ポ 。深さ59cm。 標高388.01m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)南西部壁は重複のため欠失しているが、ほぼ全

周すると思われる◇幅30cm、 深さ8～ 10cm。 (遺物出土状況)遺物は少なく、竃内とその周辺、住居址中央部から

散在的に出土。(遺物)土師器郷A(塁書あり)・ ′卜型甕A・ 甕 CI、 須恵器杯、鉄鋲。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第49号住居址  (第 13・ 151図、図版10・ 89)

(位置)A24B24グ リンド。(重複)32号住、25。 26。 27号掘立と重複。いずれの遺構よりも新しい。(形状)隅九

長方形。N-80° 一E。 (規模)2.62m× 3.32m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。ネ由石の一

部は残存。燃焼部と霊前面部に構築材に使用されたと思われる礫が散乱。規模1.14m× 0,76m。 深さ 9 cm。 (床 )

7.42だ 。深さ42cln。 標高388.25m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)南東コーナー壁下を除き全周する。幅15～ 22cm、 深

さ7 cm。 (遺物出土状況)遺物は少ない。南壁下のほぼ床面直上から墨書土器。(遺物)土師器郭A(墨書あり)、

釘。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第50号住居址  (第 13・ 151図、図版10,39)

(位置)A22。 23B25グ リンド。(重複)31・ 69・ 87・ 99号住、33号掘立と重複。69・ 87号住より古く、31・ 99号住、

33号掘立より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-80° 一E。 (規模)3.75m× 4.88m。 (寵)石組み。東竃。東壁中

央やや南寄 りに位置する。両袖石・支脚石・天丼石の一部は残存。焼土は顕著。規模1.10m× 0.55m。 深 さ 6 cm。

(床)推定17.5だ 。深さ34cln。 標高388.06m。 竃周辺部は堅回。(壁溝)ほぼ全周すると思われる。幅15～ 24cm、

深さ5～ 8 cm◇ (遺物出土状況)竃内および竃周辺からまとまって出土。霊支脚石に土師器邦が伏せ られた状態で

出土。(遺物)土師器不A・ 皿 。変A、 灰釉陶器皿、土錘、鎌。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第51号住居址  (第 13・ 152図 、図版10・ 89)

(位置)A23。 24B22グ リンド。(重複)性格不明ピットに南東コーナー部分を切られる。(形状)隅九長方形 (台

形に近い)。 N-16° 一W。 (規模)3,70m× 4.77m。 (寵 )北竃。北壁中央やや東寄 りに位置する。おそ らく石組

みだろう。支脚石が残存。燃焼部に袖石と思われる平石がみられ、袖石が倒れこんだものだろう。焼土は顕著。

規模2.67m XO.60m。 深さ1lcm。 (床 )15,4ポ。深さ40cm。 標高387.97m。 竃周辺および住居址中央部は堅固。(壁

溝)全周する。幅15～ 32cm、 深さ6～ 9 cm。 (遺物出土状況)竃内およびその東脇、南壁下の床面上数cmの レベル

から少量出土。(遺物)土師器郭 C・ 甕 B、 釘。(時期)官ノ前 I期以前か。

第52号住居址  (第 14・ 152図、図版10)

(位置)A23B24グ リンド。(重複)25号住、25。 26・ 27号掘立と重複。25号住より古く、掘立柱建物址群より新 し

い。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)3.49m× 3.23m。 (覆土)挿図には示していないが、人頭大の礫が

住居址中央の覆土内および床面直上にみられる。(寵)おそらく東竃。25号住に切られ不明。(床)推定9.67ポ 。

深さ48clll。 標高388.10m。 住居址中央部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 28cln、 深さ6～ 10cm。 (遺

物出土状況)住居址南東部の床面上 2～ 3 cmの レベルから土師器郷の完形品のみ出土。(遺物)土師器郷 A。 (時
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期)宮 ノ前Ⅵ期。

第53号住居址  (第14・ 152図、図版10・ 89)

(位置)A23B24・ 25グ リッド。(重複 )25。 70。 94号住、10■ 6・ 24号掘立 と重複。住居址群より古く、掘立柱建物

址群より新 しい。(形状)不明。N-7° 一W。 (規模)南北軸3.61m。 (鼈)不明。(床 )面積不明◇深さ42cm◇ 標

高388.18m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部の壁下には巡る。幅22～ 34cm、 深 さ10～ 12cln。 (遺物出土状況 )

住居址中央部から黒色土器椀のみ出土。 (遺物)黒色土器椀。 (時期)不明。

第54号住居址  (第 14。 152・ 153図、図版10・ 89)

(位置)A24・ 25B23。 24グ リッド。(重複)18号住 と重複。18号住より古い。(形状)隅丸方形。N-81° ―E。

(規模)3.1lm× 2.89m。 (寵)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。袖石の一部が残存。焼土は顕著。

規模1.09m× 0.68m。 深さ9 cm。 (床)7.73ポ。深さ48cm。 標高388.23m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。

幅17～ 31cm、 深さ8～ 14cm。 (遺物出土状況)霊内および南東コーナー壁下周辺の床面直上から、まとまって出上し

ている。(遺物)土師器杯A・ 高台不 。皿・蓋A・ 変 A、 須恵器高台杯A、 円筒土器、鉄滓。(時期)宮ノ前Ⅵ期。

第55号住居址  (第14・ 153図、図版11・ 89)

(位置)A23B22・ 23グ リッド。(重複)16・ 44・ 55号住、性格不明ピットと重複 レ、いずれの遺構にも切られてい

る。(形状)不明。(規模)不明。(寵 )不明。(床 )面積不明。深さ22cm。 標高388.10m。 散在的に堅固な箇所あ

り。(壁溝)床面残存部には巡つている。幅26～ 32cm、 深さ8～ 10cm。 (遺物出土状況)覆土下層から邦の土師器

片がわずかに出土している。(遺物)土師器郭A(線刻あり)。 (時期)宮ノ前 I期 ?。

第56号住居址  (第14・ 153図、図版11・ 89)

(位置)A25B24グ リンド。(重複)46号住と重複◇46号住に本住居址の南側半分以上を切られる。(形状)不明。

N-77° 一E。 (規模)東西軸2.50m。 (寵 )石組み。東竃。東壁北東コーナ‐近くに位置する。袖石の一部が残存。

焼土は顕著。規模0.77m× 0.55m。 深さ14cm。 (床 )面積不明。深さ1lcm。 標高388.58m。 全体に概 して軟弱であ

る。(壁溝)な し。(遺物出土状況)竃内から少量出土。(遺物)土師器甕A、 黒色土器鉢・高台皿。(時期)不明。

第57号住居址  (第14。 153図、図版11・ 89)

(位置)A25。 26B16グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-82° ―E。 (規模)3.61m× 3.53m。 (寵 )

東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。煙道部は撹乱のため不明。石組み竃と思われるが、袖石等はすべて欠失

し掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模南北軸1.12m。 深き12cm。 (床)推定12.0ポ 。深さ10cm。 標高388.52m。 竃

前面部のごくわずかの範囲は堅固。他は軟弱。(壁溝)全周すると思われる。幅14～ 21cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物

出土状況)少量の遺物が散在的にほぼ床面直上 レベルで出土している。(遺物)土師器郭A・ 蓋 A、 須恵器蓋A。

(時期)宮 ノ前Ⅵ期◇

第58号住居址  (第15。 154図、図版11・ 89)

(位置)A23・ 24B17グ リッド。(重複)86号住 と重複 し、86号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-73° 一E。

(規模)3.75m× 3.09m。 (寵)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石は残存。燃焼部と煙道部に天丼

石が崩落している。支脚石は抜かれている。焼土は顕著。規模1.33m× 0。 95m。 深さ15cm。 (床 )10.6ポ。深さ28cm。

標高388.02m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅14～ 25cm、 深さ5～ 8 cln。 (遺物出土状況)宅周辺の床面

直上 レベル付近から、ややまとまって出土している。(遺物)土師器不A(墨書あり)。 皿・甕A・ 鉢AI、 羽釜 A、

黒色土器郵。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。
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第59号住居址  (第 15。 154図、図版11・ 89)

(位置)A22B24。 25グ リッド。(重複)85号住、37号土拡と重複 し、両者よりも新しい。(形状)隅丸長方形。

N-86° 一E。 (規模)4.88m× 4.37m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。袖石の一部が残存。

天丼石とみられる平石が焚口あたりに崩落している。支脚石はない。焼土は顕著。規模1.45m× 0,82m。 深さ16cm。

(床)18.7活。深さ47cm。 標高387.98m。 竃周辺は堅固。(壁溝)全周する。幅19～ 35cm、 深さ5～ 12cm。 (遺物

出土状況)竃内および住居址全体にわたつて散在的に出土、また、墨書土器が南西壁下の床面直上から出土。(遺

物)土師器イA・ 高台杯・奏A・ CI・ 鉢 B、 黒色土器イ (塁書あり)、 須恵器郵 (線刻あり)・ 蓋A・ 凸帯壷、肘

金具。(時期)官 ノ前Ⅵ期。

第60号住居址  (第15。 155図、図版11)

(位置)A24B17グ リッド。(重複)76号住と重複 し、76号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-72° 一E。 (規

模)3.06m× 3.53m。 (鼈)東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。石組み竃と思われるが、袖石等はなく、掘 り

方と袖石を据えたとみられるピント、支脚石のみ残存。規模0.88m× 0.85m。 深さ1lcm。 (床 )10.1だ。深さ5 cm。

標高388.29m。 竃周辺は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 21cm、 深さ8～ 10cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が寵

周辺を中心に出土している。(遺物)土師器皿・奏A。 (時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第61号住居址  (第 15・ 155図、図版11・ 89)

(位置)A20B24グ リンド。(重複)119号住と重複 し、119号住より古い。(形状)隅丸方形。N-72° ―E。 (規

模)3.22m× 3.14m。 (覆土)竃前面部の床面直上および覆土下層に礫の集中がみられる。(寵 )石組み。東寵。

東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石、支脚石が残存。天丼石の礫が割れて崩落土内に落ち込んでいる。焼土

は顕著。規模0.99m× 0.64m。 深さ15cm。 (床 )9,07ポ。深さ19cm。 標高387.92m。 電周辺のごくわずかな範囲は

堅固。他は概 して軟弱。(壁溝)北西コーナー～西壁中央付近壁下は巡つていないが、他は巡つている。幅13～ 21cm、

深さ4～ 6 cm。 (柱穴)配置に若千の乱れはあるが、径40～ 50cm、 深さ10～ 12cmの ピットが4箇所で確認されてい

る。(遺物出土状況)住居址北西部の床面直上付近のレベルでまとまって出土している。(遺物)土師器郭A・ 奏

A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第62号住居址  (第 16・ 155図、図版11・ 89)

(位置)A20B23グ リンド。(重複)401号住と重複。401号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-87° ―E。 (規

模)3.35m× 3.18m。 (寵)東電。ほぼ南東コーナーに位置する。石組み竃と思われるが、袖石等は欠失して掘 り

方のみ残存。焼土は顕著。規模0.91m× 0.77m。 深さ10cm。 (床)9.45だ。深さ18cm。 標高387.76m◇ 全体にやや

軟弱。(壁溝)ほぼ全周する。幅15～ 22cm、 深さ5～ 22cm。 (遺物出土状況)北・西壁下の床面直上レベルから土

錘、土師器郷完形品等が出土。(遺物)土師器邦A(タ ール付着するものあり)。 皿、土錘。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第63号住居址  (第16。 155図、図版12・ 90)

(位置)A20。 21B24・ 25グ リンド。(重複)68・ 91・ 119号住と重複。68・ 91号住より新しく、119号住より古い。(形

状)隅丸方形。N-84° 一E。 (規模)3.41m X3.43m。 (寵)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両

袖石の一部が残存。燃焼部に袖石等に使用したと思われる礫が散乱する。焼土は顕著。規模1.15m XO.87m。 深

さ 6 cln。 (床 )103ピ。深さ20cm。 標高387.97m。 竃周辺は堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 34cm、 深さ4～ 10cm。

(遺物出上状況)竃左袖脇の床面直上レベルを中心にややまとまつて出土。土錘、鉄製品は床面上約10cmの レベ

ルから出土。(遺物)土師器郭A・ 皿、黒色土器不 (墨書あり)。 椀・高台皿、灰釉陶器椀、須恵器壷、竃形土器、

土錘、刀子。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

- 37 -



第64号住居址  (第16。 156図 、図版12)

(位置)A21B24グ リッド。(重複)28号住によって住居址の大半を欠失している。(形状)不明。(規模)東西軸

2.72m。 (亀 )不明。(床)面積不明。深さ18cm。 標高387.94m。 残存部はやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡つ

ている。幅14～ 22cm、 深さ5～ 7 cm◇ (遺物出土状況)残存部の全体にわたってほぼ床面直上レベルから散在的に

出土。(遺物)土師器イA・ 甕A。 (時期)宮ノ前Ⅷ期。

第65号住居址  (第16・ 156図 、図版12)

(位置)A20。 21B21・ 22グ リンド。(重複)98号住と重複し、98号住より新 しい。(形状)隅丸方形。N-80° 一

E。 (規模)4.37m× 4.40m。 (鼈 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。石組み竃と思われるが袖石等欠失

し掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模1.16m× 0.87m。 深さ9 cm。 (床 )17.6だ。深さncm。 標高387.60m。 全体

にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅17～ 23cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および住居址全体にわたって

床面直上レベルから散在的に出土。(遺物)須恵器邦、土師器奏CⅢ、苧引金具。(時期)宮 ノ前V期 ?。

第66号住居址  (第16・ 157図 、図版12・ 90)

(位置)A20。 21B20。 21グ リンド。(重複)81,97号住と重複。両住居址より新しい。(形状)N-76° 一E。 (規

模)3.33m× 3.81m。 (覆土)竃前面部の床面直上から覆土下層のレベルで拳大～人頭大の礫が散乱している。(寵 )

石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石が残存。天丼石は竃前面部に散乱する礫のなかに含まれ

ているかもしれない。焼土は顕著。規模1.30m× 0.60m。 深さ 7 cln。 (床 )11.1ポ。深さ30cm。 標高387.35m。 宅

周辺部は堅固。(壁溝)竃右袖脇の東壁下は巡つていないが、他は巡る。幅21～30cm、 深さ10～ 12側。(遺物出土

状況)翁内および霊周辺の床面直上から集中して出土。(遺物)須恵器邦・蓋A、 土師器養 CⅡ・Ⅳ・小型奏 C。 (時

期)宮ノ前Ⅳ期。

第67号住居址  (第17・ 157図、図版12)

(位置)A20。 21B23・ 24グ リッド。(重複)7・ 30。 93号住、 9号溝と重複。 7・ 30号住、 9号溝より古く、93号

住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)3.88m× 3.24m。 (覆土)霊前面部およびその周辺の

床面直上から覆土下層のレベルで拳大～人頭大の礫が散乱している。(寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近く

に位置する。両袖石が残存。天丼石、支脚石はない。規模1.06m× 0.60m。 深さ14cm。 (床)10.6ポ。深さ32cm。

標高387.71m。 竃周辺のみ堅固。(壁溝)全周する。幅13～ 24cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)寵内および竃

右袖脇の床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)土師器養A。 (時期)不明。

第68号住居址  (第17・ 157図、図版12)

(位置)A21B24・ 25グ リッド。(重複)63・ 79。 84・ 91。 100号住、28。 29号掘立と重複。91。 100号住、28・ 29号掘立

より新しく、63・ 79・ 84号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-77° 一E。 (規模)6.20m× 5。 40m。 (寵 )石組み。

東竃。東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石 働日正石材を一部使用)、 支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.30m×

0,68m。 深さ17cm。 (床)推定30.4ポ。深さ35cm。 標高388.02m。 竃周辺部および住居址中央部は堅固。(壁溝)

全周すると思われる。幅15～ 32cm、 深さ5～ 10cln。 (柱穴)検出されず。(そ の他施設)不明。(遺物出土状況)主

に竃内から出土しているが、住居址全体でも床面直上または覆土下層から散在的に出土している。(遺物)土師器

郭A・ 皿・鉢 D・ 小型甕 C、 黒色土器椀、灰釉陶器椀、緑釉陶器椀、須恵器郵、加工石材。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第69号住居址  (第17,157・ 158図 、図版12・ 90)

(位置)A22・ 23B25グ リッド。(重複)50。 87。 99号住、37号土拡と重複。87号住より古く、50。 99号住、20号土

拡より新しい。(形状)隅丸方形。N-12° ―W。 (規模)2.85m× 2.88m。 (寵 )石組み。北竃。北壁北西コーナー
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近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.75m× 0.50m。 深さ 5 cln。 (床 )7.40だ。深さ40cm。

標高388.08m。 竃周辺のみ堅固。(壁溝)な し。(遺物出土状況)北壁下と霊内外から比較的まとまって出土して

いる。住居址中央部床面上約10cmの レベァレから三彩陶器蓋が出土しているが、本住居址に伴 うかは不明。(遺物)

土師器郭A・ 皿 (タ ール付着するものあり)、 黒色土器郵 。椀、灰釉陶器椀・皿、三彩陶器蓋、須恵器鉢 A、 土錘、

鑑状鉄製品・鉄鏃か 。鉄滓。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第70号住居址  (第17・ 158。 159図 、図版13・ 90・ 91)

(位置)A23・ 24B24。 25グ リンド。(重複)45・ 48。 53・ 94号住と重複。48・ 53号住より新 しく、45・ 94号住より古

い。(形状)隅丸長方形。N-3° 一W。 (規模)4.68m× 4.1l m。 (亀)石組み。北寵。北壁の北西コーナー近く

に位置する◇両袖石の一部と支脚石が残存。袖石を据えたと思われる径30cm前後、深さ5～ 6側のピットあり。

焼土は顕著。(規模)1,40m× 1.00m。 深さ 6 cm。 (床 )推定17.8だ 。深さ35cm。 標高388。 16m。 竃周辺部のみ堅

固。(壁溝)全周すると思われる。幅15～ 27cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃両袖脇の床面直上レベ

ルからまとまって出上している。(遺物)土師器邦A(塁書あり、タール付着するものあり)・ 菱A・ 小型甕A、

黒色土器邦 (墨書あり)。 高台郭、灰釉陶器椀・鉢・長頸壷・短頸壷、須恵器郷。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第71号住居址  (第18。 159図、図版13)

(位置)A23・ 24B25。 26グ リッド。(重複 )29。 34号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N一 H° 二

W。 (規模)4.75m× 4.54m。 (電)石組み。北竃。北壁のほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕

著。規模1 41m XO.91m。 深さ16cm。 (床 )18.8ポ。深さ27cm。 標高388.31m◇ 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)全周

すると思われる。幅15～ 32cln、 深さ7～ 13cm。 (遺物出土状況)霊内および覆上下層から少量の遺物が散在的に出

土。(遺物)土師器郷A(塁書あり)、 刀子・釘。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第72号住居址  (第 18・ 159図、図版13。 91)

(位置)A21・ 22B26グ リッド◇(重複)74号住と重複 し、74号住に大半を破壊されている。(形状)不明。N―

82° ―E。 (規模)東西軸3.75m。 (寵 )石組み。東毛。74号住に破壊されているが右袖石の一部が残存。焼土は顕

著。規模東西軸0,95m◇ 深さ6 cm。 (床)面積不明。深さ32cm。 標高388.10m。 竃周辺部のみ堅固。(壁溝)床面

残存部には巡つている。幅20～ 27cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師

器郷A(墨書あり)・ 皿 (塁書あり)、 黒色土器郭。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第74号住居址  (第18・ 159図、図版13・ 91)

(位置)A22B26グ リッド。(重複)72・ 89。 102号住と重複。いずれの住居址よりも新しい。(形状)隅丸方形。N―

78° 一E。 (規模)3.52m× 3.34m。 (寵 )石組み。東竃。東壁の南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残

存。燃焼部内には構築材に使用されたと思われる礫が散乱している。焼土は顕著。規模1.32m× 0。 75m。 深さ12cm。

(床 )10.3ポ。深さ23cm。 標高388,10m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 34cm、 深さ6～ 10cm。 (遺

物出土状況)竃内および寵両袖脇南壁下の床面直上レベルで床面上10cm以 内のレベルからまとまって出土してい

る。(遺物)土師器郷A(墨書あり)。 皿 (墨書あり)・ 甕A・ 小型養A、 黒色土器邦、灰釉陶器小瓶、須恵器甕。

(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第75号住居址  (第 18・ 159図、図版13)

(位置)A23・ 24B17・ 18グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-18° 一W。 (規模)2.75m× 2.81m。 (寵 )

北竃。北壁中央やや西寄りに位置する。掘 り方と袖石を据えたと思われる径25cm前後、深さ3～ 4 cmの ピントが

残存。焼土は顕著。規模0。 72m× 0,70m。 深さ8 cm。 (床)7.30ポ。深さ16cm。 標高388.15m。 全体にやや軟弱。
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(壁溝)全周する。幅13～ 18cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)覆土内を中心に少量の土師器細片が散在的に出

土。(遺物)土師器細片少量。用途不明鉄製品 。釘。(時期)不明。

第76号住居址  (第96・ 160図 、図版13)

(位置)A24B17グ リンド。(重複)60。 86号住と重複 し、両住居址の方が新しい。(形状)隅丸長方形。N-72° 一

E。 (規模)2.53m X3.00m。 (寵)東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模

0.88m× 0.65m。 深さ13cm。 (床 )推定697ポ。深さ15伽。標高388.29m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周すると

思われる。幅14～ 20cm、 深さ8～ 13cm。 (遺物出土状況)竃内および住居址中央部やや北西寄 りの床面直上レベル

から出土。(遺物)土師器邦A・ 菱AoC・ 小型甕A。 (時期)宮ノ前Ⅵ期 ?。

第77号住居址  (第19・ 160図 、図版13・ 91)

(位置)A22B25。 26グ リンド。(重複)35。 100・ 125号住、33号掘立と重複。100号住、33号掘立より新しく35。 123

号住より古い。(形状)不明。(規模)東西軸5.85m。 (寵)不明。(床)面積不明。深さ30cm。 標高388.05m。 全

体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡つている。幅20～ 30cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が

散在的に出土。(遺物)土師器邦 A、 須恵器蓋A・ 鉢A・ 甕。(時期)宮 ノ前Ⅵ期 ?。

第78号住居址  (第19。 160図 、図版14・ 91)

(位置)A21・ 22B27・ 28グ リッド。(重複)405号住、13・ 14号溝 と重複。13・ 14号溝より古く、405号住より新し

い。(形状)隅丸方形。N-76° 一E。 (規模)4.27m× 4.17m。 (鼈)石組み・東竃。東壁中央やや北寄 りに位置

する。両袖石の一部が残存。構築材に使用されたと思われる礫が左袖前方部に散乱している。焼土は顕著。規模

0.89m× 0.65m。 深さ4 cm。 (床 )16.2ポ。深さ26cm。 標高388.04m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅19～

29cm、 深さ8～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部の床面直上レベルから土師器邦を中心に出土。(遺物 )

土師器邦A(塁書あり)・ 皿、鎌。(時期)宮 ノ前Ⅸ～X期。

第79号住居址  (第 19・ 160図 、図版14・ 92)

(位置)A21B24・ 25グ リッド1(重複)63・ 68。 91号住、28・ 29号掘立と重複。63号住より古く、68・ 91号住、28。

29号掘立より新しい。(形状)隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)3.26m× 2.84m。 (亀 )石組み。東電。東壁中

央やや南寄 りに位置する。両袖石および支脚石が残存。燃焼部内と右袖脇に構築材に使用されたと思われる礫が

散乱する。焼土は顕著。規模1.07m XO.65m。 深さ9 cm。 (床)8,17ポ。深さ35cm。 標高387.90m。 寵周辺部は堅

固。(壁溝)全周する。幅17～ 23cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器

甕A、 灰釉陶器平瓶、鉄滓。(時期)不明。

第80号住居址  (第 20。 161図 、図版14・ 92)

(位置)A21B28グ リンド。(重複)385・ 412号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-93° ―E。

(規模)450m× 4,10m。 (覆土)住居llL中 央部の床面直上に約 lmの精円形の範囲で、5～ 6 cmの厚さをもつて

堆積する炭化物を含んだ灰層を確認。(寵)石組み◇東電。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。

袖石状の礫が燃焼部内に散乱する。焼土は顕著。規模1 1lm× 0。 76m。 深さ 8 cm。 (床 )16.2ポ。深さ20cm。 標高

387.90m。 竃周辺部と住居址中央部は堅回。(壁溝)ほぼ全周する。幅17～ 37cm、 深さ7～ 9 cm。 (遺物出土状況)

住居址中央で確認された灰層下 (床面直上)か ら土師器郷一括と獣骨片が出土。(遺物)土師器郭A(タール付着

するものあり)・ 皿・高脚高台皿、獣骨片。(時期)宮ノ前�期。
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第31号住居址  (第20・ 161図 、図版14。 92)

(位置)A20。 21B21グ リッド。(重複)66・ 97号住 ≧重複。両住居址より古い。(形状)不明。N-81° 一E。 (規

模)南北軸3.65m。 (電)東竃。東壁の北東コーナー寄りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.60m×

0.57m。 深さ 5 cln。 (床)面積不明。深さ32cm。 標高387.33m。 全林にやや軟弱。(壁溝)な し。(遺物出土状況)

少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器イB(線刻あり)、 須恵器イ 。蓋A。 (時期)宮ノ前 I期 ?。

第32号住居址  (第 20。 161図 、図版14・ 92)

(位置)A22B26グ リンド。(重複)89。 112・ 129号住、40。 41号掘立と重複。いずれの遺構よりも新しい。(形状)

隅九方形。N-95° 一W。 (規模)4.00m× 4.00m。 (鼈 )南西コーナー竃。掘 り方のみ残存。燃焼部内に袖石状の

礫が散乱。焼土は顕著。規模1.15m× 1.21m。 深さ10cm。 (床)14.8だ。深さ4 cm。 標高388.47m。 散在的に堅固

な箇所が認められる。(壁溝)不明。(遺物出土状況)竃内、東・西・南壁下の床面直上レベルから出土している。

(遺物)土師器高脚高台郭・皿、土師器皿、灰釉陶器椀。(時期)宮ノ前�期。

第83号住居址  (第20。 161図 、図版14。 92)

(位置)A23。 24B26グ リンド。(重複)29。 37・ 71号住≧重複 し、各住居址より新 しいが、調査順序を間違い29・

71号住から掘 り下げてしまったため南側半分を失つてしまった。(形状)不明。N-80° 一E。 (規模)南北軸4.33m。

(亀 )石組み。東電◇東壁のほぼ中央に位置する。両袖石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。規模0.86m× 0.66m。

深さ10cm。 (床)面積不明。深さ49cm。 標高388,31m。 寵周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡つている。幅

24～ 32cm、 深さ10～ 12cm。 (遺物出土状況)寵内およびその周辺部を中心に出土。特に寵内では土師器皿が支脚石上

に伏せた状態で出土している。(遺物)土師器邦A・ 皿 (墨書土器片あり)、 須恵器蓋A、 釘。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第84号住居址  (第21・ 161・ 162図 、図版14・ 93)

(位置)A21・ 22B25グ リッド。(重複)68・ 90,101号住と重複。68号住より古く、90。 101号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-16° 一W。 (規模)4.70m× 5.00m。 (寵)石組み。北寵。北壁北東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部が残存。竃内外には構築材 と思われる礫が散乱する。焼土は顕著。規模1.17m× 0,76m。 深さ3 cm。 (床 )

21.9♂ 。深さ36cm。 標高388.01m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 40cm、 深さ4～ 6 cm。

(遺物出上状況)竃内およびその周辺を中心に散在的に出土。(遺物)土師器郭A(ス ス付着するものあり、塁書

あり)・ 皿 (ス ス付着するものあり)。 菱A・ 小型甕A、 羽釜A、 灰釉陶器皿・小瓶。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第85号住居址  (第21・ 162図 、図版15)

(位置)A22B24グ リッド。(重複)59号住、31・ 34号掘立と重複◇59号住、31号掘立より古く、34号掘立より新

しい。(形状)隅丸方形か。N-79° 一E。 (規模)4.22m× 3.92m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ40cm。 標高

388.00m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部に巡る。幅15～ 33cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)少量の遺

物が散在的に出土。(遺物)須恵器不 。蓋 A。 (時期)宮ノ前V期 ?。

第86号住居址  (第21・ 162図 、図版15。 93)

(位置)A24B17グ リンド。(重複)58・ 76号住と重複。58号住より古く、76号住より新しいが、新旧関係の判断

ミスで76号住から掘 り下げたため、西壁の大半を失つてしまった。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)3.95m×

4.21m。 (寵)東壁中央のやや南寄 りの壁下で、炭化物を多量に含んだ精円状の落ち込みがあるが、竃かどうかは

不明。焼土は粒子状で散乱する。規模0。 77m× 0.71m。 深さ2 cm。 (床)推定16.3♂。深さ10cm。 標高388.22m。

全体にやや軟弱。(壁溝)な し。(遺物出土状況)住居址中央やや西寄 りの床面直上から羽口片等が出土。(遺物)

土師器郵A・ 小型甕A、 須恵器変胴部破片利用転用硯、羽口、刀子。(時期)官ノ前Ⅸ期。
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第87号住居址  (第21・ 162・ 163図、図版15)

(位置)A22・ 23B25グ リンド。(重複)31・ 50・ 69・ 99号住、5号溝と重複し、いずれの住居より新しく、5号溝より古

い。(形状)隅丸方形か。N-80° ―E。 (規模)3.54m× 3.75m。 (鼈)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置す

る。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.22m× 0.92m。 深さ13cm。 (床)119だ。深さ15cm。 標高387.93m。 竃

周辺部は堅固。(壁溝)北壁下は巡つていないが、他は巡つている。幅17～ 30cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況 )

竃内を中心に出土している。(遺物)土師器郭A(タール・スス付着するものあり、塁書あり)・ 甕A、 土錘、銭

具。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第38号住居址  (第 22・ 163図 、図版15)

(位置)A26・ 27B24・ 25グリンド。(重複)5号掘立と重複。掘立の掘り方とは直接の重複がないため新旧関係は不明。

(形状)不明。N-85° 一 E。 (規模)東西軸2.95m。 (寵 )石組み。東竃。東壁のほぼ中央付近に位置する。左袖

石の一部が残存。規模0,98× 0。 74m。 深さ10cm。 (床 )面積不明。深さ7 cm。 標高388.60m。 全体に軟弱。(壁溝 )

床面残存部には巡つている。幅15～ 26cm、 深さ10cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)特になし。(時期)不明。

第89号住居址  (第 22・ 163図 、図版15・ 93)

(位置)A22B26グ リッド。(重複)74・ 82・ 102号住と重複。74。 82号住より古く、102号住より新しい。本住居址

測量前に102号住を掘 り下げてしまったため、住居址の大半を失ってしまった。(形状)隅丸方形。N-82° 一 E。

(規模)3.72m× 3.84m。 (覆土)竃前面部の床面直上 レベル付近に礫が散乱。(寵 )石組み。東宅。東壁のほぼ

中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0,98m XO.56m。 深さ 7 cm。 (床 )推定13.8ポ 。深さ14cm。

標高388.32m。 竃周辺で散在的に堅固な箇所があり。(壁溝)全周すると思われる。幅14～ 23cm、 深さ4～ 6 cm。

(遺物出土状況)寵内およびその周辺から中心に出土している。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 甕A・ 小型甕

A、 羽釜A、 黒色土器邦。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第90号住居址  (第 22・ 163図 、図版15)

(位置)A21B25グ リッド。(重複)36・ 84・ 128号住と重複。39・ 84号住より古く、128号住より新しい。(形状)不

明。N-76° 一E。 (規模)東西軸3.43m。 (亀)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。左袖石の一部が

残存。焼土は顕著。規模0.85m XO.67m。 深さ6 cm。 (床 )面積不明。深さ21cm。 標高388.14m。 竃周辺部は堅固。

(壁溝)床面残存部は巡つている。幅18～ 20cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)宅内を中心に出土している。(遺

物)土師器甕A。 (時期)不明。

第91号住居址  (第 22・ 164図 、図版15)

(位置)A21B24・ 25グ リンド。(重複)63・ 68。 79号住、29号掘立と重複。各住居址より古く、29号掘立より新 し

い。(形状)隅丸方形。N-81° ―E。 (規模)3.72m× 3.18m。 (亀 )東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。

掘 り方のみ残存。規模0.67m× 0.51m。 深さ4 cm。 (床 )10.2だ。深さ34cln。 標高387.85m。 竃周辺部のみ堅固。

(壁溝)全周する。幅17～ 25cm、 深さ8～ 12cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器邦

A・ 皿 (塁書あり)、 黒色土器高台皿、灰釉陶器椀。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第92号住居址  (第23図、図版15)

(位置)A27・ 28B16・ 17グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-86° 一E。 (規模)3.65m× 3.29m。 (寵 )

東霊。東壁中央やや北寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土はやや顕著。規模0.77� XO.63m。 深さ10cm。 (床 )

10。 9ポ。深さ2～ 3 cm。 標高388.90m。 堅固な箇所が散在的にみられる。(壁溝)全周する。幅15～ 28cm、 深さ10～

12cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)特になし。(時期)不明。
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第93号住居址  (第 23・ 164図 、図版16・ 93)

(位置)A20。 21B24グ リンド。(重複)28。 64・ 67号住、10号溝、29号掘立と重複。住居址および溝より古く、掘

立より新しい。(形状)隅丸長方形。N-80° ―E。 (規模)4.00m× 3.44m。 (覆土)住居址中央付近の床面直上

レベルに礫が散乱する。(蓬 )東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.87m×

0,75m。 深さ 7 cm。 (床)推定12.0だ 。深さ29cm。 標高387.71m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡つ

ている。幅19～ 26cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)寵内を中心に出土している。(遺物)土師器郭A・ 甕 A、

須恵器郭・甕・長頸壷A。 (時期)宮ノ前V期。

第94号住居址  (第 23。 164図 、図版16。 93)

(位置)A23B24・ 25グ リンド。(重複)45。 53・ 70号住、10号掘立と重複。45。 70号住より古く、53号住、10号掘

立より新しい。(形状)隅丸方形。N-3° 一W。 (規模)3,70m× 3.37m。 (寵)北寵。北壁のほぼ中央に位置す

る。掘り方のみ残存。規模0.66m× 0.61m。 深さ14cm。 (床 )11.5だ。深さ10cm。 標高388.09m。 住居址全体にわ

たって堅固な箇所が散在的に認められる。(壁溝)全周する。幅11～ 27cm、 深さ7～ 9 cm。 (遺物出上状況)少量

の遺物が散在的に出土。(遺物)黒色土器高台皿 (塁書あり)。 (時期)不明。

第95号住居址  (第 23・ 164図 、図版16)

(位置)A21・ 22B20グ リッド。(重複)42号住と重複。42号住より古い◇(形状)隅丸方形。N-66° 一E。 (規

模)4.08m× 4.41m。 (寵 )東寵。東壁中央やや南寄りに位置する。煙道部は42号住に切られる。掘 り方と支脚石

が残存。焼土は顕著。規模南北軸0.77m。 深さ 7 cm。 (床 )推定16.7だ。深さ10cm。 標高387.85m。 電周辺部のみ

堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅16～ 23cm、 深さ7～ 9 cm。 (遺物出土状況)寵内および竃前面部の床面直

上からわずかだが出土している。(遺物)須恵器郭。(時期)不明。

第96号住居址  (第 24・ 164図、図版16・ 93)

(位置)A20。 21B21・ 22グ リンド。(重複)98号住、 7号溝と重複。 7号溝より古く、98号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)2.47m× 2.57m。 (寵 )石組み。東竃。東壁のほぼ中央に位置する。両袖石

の一部が残存。焼土は顕著。規模1.13m× 0.59m。 深さ 7 cm。 (床 )5。 26濯。深さ65cm。 標高387.45m。 竃周辺の

ごくわずかな範囲は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 38cln、 深さ8～ 13cm。 (遺物出土状況)北壁下の床面直上か

ら少量出土。(遺物)須恵器郷・高台郭 B。 (時期)官 ノ前Ⅳ期 ?。

第97号住居址  (第 24・ 164図、図版16)

(位置)A20。 21B21グ リッド。(重複)66・ 81号住と重複。66号住より古く、81号住より新しい。(形状)隅丸長

方形。N-81° ―E。 (規模)3.33m× 3.73m。 (寵)東霊。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼

土はやや顕著。規模1.23m XO.87m。 深さ17cm。 (床)推定■ .1だ。深さ33clll。 標高387.53m。 全体にやや軟弱。

(壁溝)全周すると思われる。幅16～ 32cm、 深さ7～ 15cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に少量出土。(遺物)須

恵器イ・壷、土師器小型甕 D。 (時期)不明。

第98号住居址  (第24図、図版16)

(位置)A20・ 21B21グ リッド。(重複)65。 96号住と重複。両住居址に大半を壊されている。(形状)不明。N―

79° 一E。 (規模)東西軸4.33m。 (寵 )東霊。東壁のほぼ中央に位置するか。掘 り方と袖石状の礫 1個が残存。焼

土は顕著。規模南北軸0,79m。 深さ15cm。 (床 )面積不明。深さ12cm。 標高387.60m。 残存部は軟弱。(壁溝)床

面残存部には巡つている。幅15～ 19cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)特になし。(時期)不明。
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第99号住居址  (第 24・ 165図、図版16・ 93・ 94)

(位置)A22・ 23B25グ リッド。(重複)31・ 50,69・ 87。 122号住、33号掘立と重複。31・ 50・ 69・ 87号住より古く、122

号住、33号掘立より新しい。(形状)隅九方形。N-79° 一E。 (規模)5。 30m× 5.08m。 (覆土)住居址中央部お

よび北東部付近の床面直上～10数cm浮いたレベルに礫が散乱する。(篭 )東電。東壁南東コーナー近 くに位置する。

掘 り方および支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.04m× 1.16m。 深さ20cm。 (床 )24.5ポ 。深さ54cm。 標高387.56m◇

全体にやや軟弱。(壁溝)断続的に巡つている。幅15～ 38cm、 深さ4～ 10cm。 (遺物出土状況)南東 コーナー付近

の床面直上からややまとまって出土しているが、他は概 して散在的に出土。(遺物)土師器イA、 須恵器邦・凸帯

壷・壷、釘・刀子。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第100号住居址  (第 25。 165図、図版16・ 17・ 94)

(位置)A21・ 22B25グ リッド。(重複)68・ 77・ 84。 101号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-80° 一E。 (規模)6.54m× 6.90m。 (覆土)図示していないが、霊前面部の床面直上を中心に礫が散乱する。

(鼈)東竃。東壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模1.67m× 1,17m。 深 さ15cm。 (床 )

推定42.1だ 。深さ51cm。 標高387.78m。 電周辺から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅26～ 38cm、

深さ10～ 13cm。 (柱穴)規則的に4箇所確認。規模径0,90～ 1.20m、 深さ35～ 45cm。 根石等は認められず。(遺物

出土状況)竃内および住居址全体にわたって散在的に出土してお り、その量は多い。床面直上～10数 cm浮いたレ

ベルから出土。(遺物)土師器邪A・ B・ 高台不 (線刻あり)。 甕 CⅡ 、須恵器郷・高台郭 B・ 鉢A・ B・ 高邦 。甕、

刀子、鋼製録子 (鍍金を施す)。 (時期)宮 ノ前Ⅳ期。

第101号住居址  (第25図、図版17)

(位置)A21B25グ リッド。(重複)84・ 90。 100号住 と重複。84・ 90号住より古く、100号住より新しい。(形状)不

明。(規模)不明。(鼈)東竃。東壁に位置する◇掘 り方の一部が残存。掘 り方内に袖石状の礫あり。規模南北軸

0.51m。 深さ19cm。 (床)面積不明。深さ29cm。 標高388,08m。 床面状況不明。(壁溝)床面残存部には巡つてい

る。幅15～ 20cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)特になし。(時期)不明。

第102号住居址  (第25。 166図、図版17・ 94)

(位置)A22B26グ リッド。(重複)74・ 89号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-7° 一W。 (規

模)3.19m× 2.98m。 (寵 )北寵。北壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存◇焼土は顕著。規模0.98m× 1,00m。

深さ9 cm。 (床)推定9,00N。 深さ25cm。 標高388.19m。 名周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅17～

23cm、 深さ5～ 1lcm。 (遺物出土状況)霊内を中心に出土。(遺物)土師器郷A(タ ール付着)。 皿・蓋A(塁書あ

り)・ 甕A。 (時期)宮ノ前Ⅵ期。

第103号住居址  (第 26・ 166図、図版17)

(位置)A21B23グ リッド。(重複)6・ 7・ 30。 40号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-83° 一E。 (規模)3.54m× 3.72m。 (寵)東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。燃焼部

には袖石を据えたとみられる径20cm前後、深さ3～ 6 cmの ピットあり。焼土は顕著。規模1,04m Xl.07m。 深さ

6 cm。 (床 )推定116ポ。深さ38cm。 標高387.52m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周すると思われる。幅20～30cm、

深さ4～ 10cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器甕CⅢ。(時期)不明。

第104号住居址  (第26・ 166・ 167図、図版17・ 94)

(位置)A22B26。 27グ リンド。(重複)120号住と重複。120号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-79° 一E。

(規模)3.36m X3.44m。 (覆土)床面直上および床面上10数cm浮いたレベルで礫が散在的に散乱する。(鼈 )石
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組み。東霊。東壁のほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。規模0。 93m XO.88m。 深さ4 cm。 (床 )10.2ポ。

深さ30cm。 標高388.17m。 壁際を除いた全体が堅固。(壁溝)全周する。幅22～ 30cm、 深さ5～ 6 cm。 (遺物出土

状況)竃内および竃両袖脇の床面上約 5～ 10cmの レベルから出土。(遺物)土師器皿・甕A、 灰釉陶器長頸壷、須

恵器横瓶・甕胴部破片利用転用硯、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第105号住居址  (第 26・ 167図、図版17・ 94)

(位置)A20。 21B26・ 27グ リッド。(重複)118・ 120。 163・ 326号住、43号掘立と重複。いずれの遺構より新しい。

(形状)隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)4.96m× 5.64m。 (覆土)床面直上レベルで住居址全体にわたって礫

が散在的に散乱する。(蓬 )石組み。東竃。東壁のほぼ中央に位置する。左袖石の一部および支脚石が残存。右袖

には袖石を据えたとみられるピットあり。規模1,19m× 0,78m。 深さ4 cm。 (床 )25.8ポ。深さ17cm。 標高388.03m。

全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅16～ 26cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)寵前面部から住居址北東部に

かけて比較的多量の遺物が散在的に出土する。(遺物)土師器イA(墨書あり)。 皿・甕 A、 羽釜A、 灰釉陶器段

皿、須恵器短頸壷、羽口、鉄斧・刀子・鉄滓。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第106号住居址  (第26・ 168図、図版17。 18・ 95)

(位置)A20。 21B24・ 25グ リッド◇(重複)119・ 167号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N―

17° 一W。 (規模)4.50m× 4.71m。 (寵)石組み。南東コーナー竃。燃焼部の掘 り方および煙道部のネ由石が残存。

規模1.32m× 1.32m。 深さ18cm。 (床)195だ。深さ15cm。 標高388.00m。 寵周辺部のみ堅固。(壁溝)な し。(柱

穴)柱穴状のピットが計 5箇所確認。規模径35～ 50cm、 深さ15～ 25cln。 (遺物出土状況)住居址中央部の床面直上

から散在的に出土。(遺物)土師器郭A・ 甕A・ 高脚高台皿。(時期)宮 ノ前�期。

第107号住居址  (第 27・ 168図、図版18,95)

(位置)A22。 23B26グ リッド。(重複)112・ 125号住、20号掘立と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸

長方形。N-83° 一E。 (規模)4.67m× 4.19m。 (覆土)竃前面部の床面上わずかに浮いた状態で礫が散乱する。

(鼈 )石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.26m× 0.96m。 深さ

5 cm。 (床 )17.2だ。深さ37cm。 標高388.16m。 竃周辺部と住居址中央部は堅固。(壁溝)全周する。幅23～ 36cm、

深さ8～ 10cm。 (遺物出土状況)霊内および南壁周辺の床面直上を中心に出土。(遺物)土師器杯A(塁書・線刻

土器片あり)。 皿・壷A・ 甕D、 須恵器郭・高台郵・蓋A・ 奏、円筒土器、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第109号住居址  (第 27・ 168図、図版18。 95)

(位置)A24・ 25B25グ リッド。(重複)な し。(形状)隅九方形。N-81° 一E。 (規模)3.09m× 3.23m。 (蓬 )

石組み。東籠。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石 1個のみが残存。規模1.21m XO.80m。 深さ 8 cm。 (床 )

8,91ポ。深さ15cm。 標高388.47m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 22cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土

状況)寵内および住居址中央部の床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器郭A・ 皿・甕A・ 小型甕A・ 鉢AI、

灰釉陶器椀。(時期)宮 ノ前Ⅸ～X期。

第110号住居址  (第 27・ 168・ 169図、図版18・ 95)

(位置)A24B27グ リッド。(重複)134・ 165・ 404号住 と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N―

80° 一E。 (規模)3.61m× 3.59m。 (覆土)竃前面部の床面直上に礫が散乱する。(寵)石組み。東竃。東壁ほぼ

中央に位置する。両袖石の一部と支脚石が残存。規模1.18m XO.73m。 深さ9 cm。 (床)11,9ポ。深さ18cm。 標高

388.36m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅16～ 23cm、 深さ5～ 8硼。(退物出土状況)竃内およびその周辺

の床面直上から出土。特に南東コーナー付近からは土師器邦がまとまって出土している。(遺物)土師器郷A(塁
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書あり)・ 高台邦・密 A、 須恵器変。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第111号住居址  (第27・ 169図、図版18・ 95)

(位置)A23・ 24B27・ 28グ リンド。(重複)134・ 137号住、13・ 14号溝と重複。両住居址より新 しく、両溝址より

古い。(形状)隅丸方形。N-82° ―E。 (規模)3.54m× 3.49m。 (覆土)住居址南西部の床面直上および床面よ

り若千浮いたレベルで礫が散乱する。(鼈 )石組み。東電。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石および天丼石

が残存するが、天丼石は原位置は保つていない。焼土は顕著。規模1.53m× 0,69m。 深さ13cm。 (床 )10.1ポ。深

さ38cn。 標高388.24m。 霊周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅23～34cm、 深さ6～ 10cm。

(遺物出土状況)住居址全体にわたって散在的に出土しているが、特に電右袖脇の南東コーナー付近の床面直上

からややまとまって出土している。(遺物)土師器杯A(線刻土器片あり)。 高台不・皿、須恵器高台イA・ 壷底

部利用転用硯、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第112号住居址  (第28・ 169図、図版18。 96)

(位置)A22・ 23B26・ 27グ リンド。(重複)82・ 107・ 121・ 129号住と重複。82・ 107号住より古く、12Ⅲ 129号住よ

り新しい。(形状)隅丸方形。N-84° 一E。 (規模)4.34m× 4.31m。 (電)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置

する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.32m× 0.75m。 深さ12cm。 (床)推定17.0ポ。深さ30cm。 標高388.28m。

竃周辺部は非常に堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 26cm、 深さ7 cm。 (遺物出土状況)竃内および南東

コーナー壁下の床面直上、もしくは浮いた状態でややまとまって出土。(遺物)須恵器不・高台郭・蓋A、 土師器

小型養A・ C。 (時期)宮ノ前Ⅳ期 ?。

第113号住居址  (第28・ 170図、図版18。 96)

(位置)A22B27グ リンド。(重複)156号住、14号溝と重複。156号住より新しく、14号溝より古い。(形状)隅

丸長方形。N-76° 一E。 (規模)4.1l m× 3.52m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.31m× 0,77m。 深さ17cm。 (床 )12.5だ 。深さ30cm。 標高388.09m。

竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅21～ 33cln、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)南東

コーナーおよび南壁下等の床面直上から中心に比較的多量2遺物が出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 高台

郭・皿 (墨書・線亥1あ り)。 蓋A・ 甕A・ 小型寮 C、 須恵器邦、黒色土器イ、刀子・紡錘車・鉄鏃か 。鉄滓。(時

期)宮ノ前Ⅶ期。

第114号住居址  (第28。 170図、図版19・ 96)

(位置)A23B28グ リッド。(重複)126。 418号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-82° 一E。

(規模)4.26m× 4.50m。 (覆土)竃左袖前面部を中心に床面直上から床面上約10cmの レベル内で礫が散乱する。

(鼈 )東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.97m× 0,76m。 深さ14cm。 (床 )

16.9ポ 。深さ42cm。 標高388.05m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅20～ 28cm、

深さ5～ 8 cln。 (遺物出土状況)住居址中央部の床面直上に灰 と炭化物が堆積する範囲があり、その内外を中心に

遺物が比較的まとまって出土。小片が多い。(遺物)土師器イA(線刻土器片あり)。 高台イA・ 不D・ 皿 。甕A・

CV、 須恵器高台郭A・ 長頸壷A、 黒色土器邦、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第115号住居址  (第29・ 171図、図版19・ 96)

(位置)A24B28グ リンド。(重複)146。 164・ 248号住と重複。いずれの住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N―

78° 一E。 (規模)4.38m× 4.03m。 (覆土)竃前面部の床面直上もしくは若干浮いたレベルで礫集積がみられる。

(寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.22m× 0.82m。
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深さ5 cm意 (床 )15.3だ。深さ51cm。 標高388.08m。 宅周辺から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。

幅17～ 40cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)各壁際の床面より浮いた状態で出土しているものが多い。(遺物 )

土師器郭A(線刻土器片あり)。 皿 (墨書あり)・ 甕 A、 黒色土器邦・高台不・椀、須恵器邦・短頸壷 B、 灰釉陶

器段皿、鎌・用途不明鉄製品。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第116号住居址  (第29・ 171図、図版19。 96)

(位置)A22・ 23B27グ リッド。(重複)14号溝 と重複。14号溝より古い。(形状)隅九方形◇N-81° ―E。 (規

模)3.28m× 3.44m。 (鼈)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石 と支脚石が残存。焼土は顕著。

規模1.84m× 0.66m。 深さ4 cm。 (床 )9.87ポ。深さ20cln◇ 標高388.26m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅

固。(壁溝)ほぼ全周すると思われる。幅16～ 31cm、 深さ4～ 7伽。(遺物出土状況)竃内を中心に出土。(遺物)

土師器邦A・ 皿・蓋A・ 養A。 (時期)宮ノ前Ⅶ期。

第117号住居址  (第29。 171図、図版19・ 97)

(位置)A21・ 22B28グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-74° 一E。 (規模)4.44m× 4.31m。 (鼈 )

石組み。東電。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存◇焼土は顕著。規模1.23m× 0,70m。 深さ

10cm。 (床 )17.7ポ。深さ40cm。 標高388.10m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅15～ 20cm、 深さ5～ 6 cm。

(遺物出土状況)霊内を中心に出土している。(遺物)土師器皿、灰釉陶器椀、寵形土器。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第118号住居址  (第29。 117図、図版19)

(位置)A20・ 21B26・ 27グ リンド。(重複)105。 326号住と重複。105号住より古く、′326号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-83° 一E。 (規模)3.12m× 3.14m。 (蓬 )石組み。東寵。東壁中央やや北寄 りに位置する。右袖石

の一部が残存◇煙道部に天丼石状の礫が崩落している。焼土は顕著。規模0.97m× 0.58m。 深さ1lcm。 (床 )8。 92ポ。

深さ16cm。 標高388.05m。 竃前面部は堅固。(壁溝)全周する。幅16～ 22cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)霊

内から少量の遺物が出土している。(遺物)土師器皿・奏A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第119号住居址  (第30。 172図、図版19。 97)

(位置)A20。 21B24グ リッド。(重複)28・ 62・ 63・ 106号住と重複。28。 106号住より古く、61・ 63号住より新しい。

(形状)隅丸方形。N-13° 一W。 (規模)3.65m× 3.12m。 (鼈 )石組み。北霊。北壁北西コーナー近くに位置す

る。両袖石 溢支脚石が残存。その一部に焼成粘土柱を使用。焚口を塞ぐように礫がみられる。焼土は顕著。規模

1.18m× 0.52m。 深さ9 cm。 (床)推定10.6ポ 。深さ10cm。 標高388.01m。 寵前面部から住居址中央部にかけて堅

固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 22cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内から羽釜等が集中して出土

している。(遺物)土師器皿 (墨書土器片あり)。 刈ヽ型甕A、 羽釜A、 黒色土器椀。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第120号住居址  (第30・ 172図、図版20)

(位置)A21B26グ リッド。(重複)104号住と重複。104号住より古い。(形状)不明。N-21° 一W。 (規模)東

西軸3,92m。 (覆土)住居址全体にわたって床面より若干浮いた状態で礫が散乱する。(寵)石組み。北竃。北壁

ほぼ中央に位置する。左袖石 1個のみが残存。規模0.84m× 0,62m。 深さ15cm。 (床 )面積不明。深さ16cm。 標高

388.21m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～ 25cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)床面より

若干浮いた状態で散在的に出土。(遺物)土師器皿 (墨書あり)。 甕A、 黒色土器郵、土錘。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第121号住居址  (第30。 172図、図版20。 97)

(位置)A22。 23B26・ 27グ リッド。(重複)112・ 129号住と重複。112号住より古く、129号住より新しい。(形状)
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隅丸長方形。N-85° 一E。 (規模)3.36m× 2.67m。 (寵 )石組み。東霊◇東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖

石の一部と支脚石が残存。規模1.12m× 0.65m。 深さ6 cm。 (床 )8.34ポ。深さ41cm。 標高388.1l m。 寵周辺部か

ら住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅13～ 23cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)寵崩落土内

を中心に出土。(遺物)土師器皿・甕 CI・ 小型甕 C、 須恵器郭・高台郭・蓋A・ 密。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第122号住居址  (第 30。 173図 、図版20・ 97)

(位置)A22・ 23B25。 26グ リッド。(重複)31,35・ 99・ 123・ 124号住、33号掘立と重複。31・ 35・ 99号住より古く、

123。 124号住、33号掘立より新しい。(形状)推定隅丸方形。N-79° ―E。 (規模)4.95m× 4.87m。 (鼈 )東竃。

東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。規模南北軸0.87m。 深さ6 cm。 (床 )面積不明。深さ48cm。 標高387.80m。

全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅21～ 30cm、 深さ10～ 15cm。 (遺物出土状況)南壁際の床面直上

から浮いた状態で出土。(遺物)土師器郭A(塁書あり)、 須恵器寮、鉄鏃か。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第123号住居址  (第 31。 173図 、図版20)

(位置)A22B25。 26グ リッド。(重複)35・ 77・ 122号住と重複。35・ 122号住より古く、77号住より新しい。(形状 )

不明。N-82° 一E。 (規模)東西軸4.08m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼

土は顕著。規模1.30m× 0,77m。 深さ 9 cm。 (床 )面積不明。深さ51cm。 標高387.83m。 全体にやや軟弱。(壁溝)

床面残存部にはほぼ巡る。幅23～ 30cm、 深さ1lcm。 (遺物出土状況)霊内から少量の遺物が出土。(遺物)土師器

郭A・ 甕CⅣ。(時期)不明。

第124号住居址  (第 31・ 174図 、図版20。 97)

(位置)A22・ 23B25・ 26グ リッド。(重複)31・ 35。 99号住、20。 30号掘立と重複。各住居址および20号掘立より

古く、33号掘立より新しい。(形状)不明。N-80° ―E。 (規模)南北軸3.77m。 (寵 )石組み。東竃。東壁ほぼ

中央に位置する。左袖石 1個が残存。燃焼部等に袖石状の礫が散乱。焼土は顕著。規模0。 91m× 0.64m。 深さ8

cm。 (床)面積不明。深さ35cm。 標高388,03m。 寵前面部のごくわずかな範囲は堅固。(壁溝)床面残存部には巡

る。幅23～ 32cm、 深さ7 cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に出土している。(遺物)土師器郭A・ 皿、須恵器甕。(時

期)宮 ノ前Ⅶ期。

第125号住居址  (第 31・ 174図 、図版20。 97)

(位置)A23B26グ リッド。(重複)37。 107号住、20号掘立、31。 40号土拡と重複。いずれの遺構より古い。(形状)

不明。N-79° 一E。 (規模)東西軸3.89m。 (寵 )不明。(床)面積不明。深さ30cm。 標高388.28m。 住居址中央

部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅22～ 28cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)住居址中央部近くの床面

上約10cmの レベルから、土師器郵の墨書土器出土。(遺物)土師器不A(塁書あり)。 (時期)宮 ノ前V期。

第126号住居址  (第31・ 174図 、図版20。 97)

(位置)A23B27・ 28グ リッド。(重複)114・ 418号住と重複。114号住より古く、418号住より新しい。(形状)

隅丸長方形。N-8° 一W。 (規模)3.35m× 3.87m。 (寵)石組み。北竃。北壁のほぼ中央に位置する。両袖石の

一部が残存。燃焼部には支脚石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.48m XO.72m◇ 深さ29cm。 (床 )

推定12.1だ。深さ48cm。 標高388.10m。 残存部はやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～ 34m、 深さ8～

10cm。 (遺物出土状況)北西コーナー付近で床面からわずかに浮いた状態で出土している。(遺物)土師器郭 B・

小型甕 C、 須恵器郭。(時期)宮ノ前Ⅱ期。
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第127号住居址  (第31・ 174図、図版20)

(位置)A21。 22B27グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)2.77m× 2.75m。 (電 )

東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。掘 り方内に天丼石状の平石が落ち込んでいる。焼土

は顕著。規模0.81m× 0.69m。 深さ 7 cm。 (床)6.52だ。深さ12cm。 標高388.15m。 霊前面部のごくわずかな範囲

が堅国。(壁溝)全周する。幅21～ 25cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および南東コーナー壁下の床面よ

りやや浮いたレベルから少量の遺物が出土◇(遺物)土師器郭A(線刻あり)・ 皿・奏A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第128号住居址  (第32・ 174図、図版21)

(位置)A21B25。 26グ リッド。(重複)36。 90号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-82° ―E◇

(規模)2.72m× 2.86m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。右袖石の一部と支脚石が残存。

焼土は顕著◇規模0.85m× 0.70m。 深さ8 cm。 (床 )6.79だ。深さ28cln。 標高388,08m。 竃前面部から住居址中央

部にかけて堅固。(壁溝)断続的に巡る。幅17～ 25cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)遺物は少ないが、霊内お

よび竃前面部のほぼ床面直上から出土。(遺物)土師器イA・ 小型密 C。 (時期)宮ノ前Ⅶ期。

第129号住居址  (第32・ 175図、図版21)

(位置)A23B26。 27グ リッド。(重複)112・ 121号住と重複。両住居址より古い。(形状)不明。N-7° ―W。 (規

模)南北軸3.00m。 (鼈)不明。おそらく北竃であろう。(床)面積不明。深さ18cm。 標高388.33m。 残存部の北

西部分は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅16～ 26m、 深さ6 cm。 (遺物出土状況)北東コーナー壁下のほぼ

床面直上から甕形土器の破片がまとまって出土。(遺物)土師器郵B(線刻あり)・ 甕CV・ 小型姿 B。 (時期)宮

ノ前Ⅱ期 ?。

第130号住居址  (第32・ 175図、図版21・ 98)

(位置)A22B28グ リンド。(重複)13Ⅲ 168。 173号住 と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸長方形。

N-88° 一E。 (規模)3.00m× 2.40m。 (寵)東竃。東壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。

規模0,98m× 0.79m。 深さ1lcm。 (床)5.86ポ。深さ28cm。 標高388.06m。 竃前面部は堅固。(壁溝)全周する。

幅18～ 29cm、 深さ6～ 8 cm。 (遺物出土状況)南東コーナーの床面上約10cm以 内のレベルからややまとまって出土。

(遺物)土師器郭A(墨書土器片あり)・ 皿、須恵器高台郷A・ 長頸壼 C。 (時期)宮ノ前Ⅵ期。

第131号住居址  (第32・ 175図、図版21)

(位置)A22B28グ リンド。(重複)130。 168・ 173号住 と重複。130号住より古く、168・ 173号住より新 しい。(形状 )

隅丸方形。N-85° 一E。 (規模)2.72m× 2.68m。 (篭 )東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存◇

焼土は頭著。規模0.84m× 0,80m◇ 深さ 9 cm。 (床 )推定6.98だ 。深さ12cm。 標高388.21m。 竃前面部から住居址

中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 24cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)/1P土 内から少量の遺物が

散在的に出土。(遺物)土師器郵A・ 鉢。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第132号住居址  (第32・ 175図、図版21・ 98)

(位置)A19B23・ 24グ リッド。(重複)141。 154・ 155。 378号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸

長方形。N-78° 一E。 (規模)2.64m X3.02m。 (亀 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石

の一部が残存。焼土は堅固。規模0。 98m XO,63m。 深さ 5 cm。 (床)6.97ポ。深さ29cm。 標高387.52m。 竃前面部

から住居址中央部にかけて堅固◇(壁溝)全周する。幅20～ 27cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内および霊

両脇の床面上教cmの レベルからややまとまって出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 密 A、 黒色土器邦、鉄鏃。

(時期)宮ノ前Ⅸ期。
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第133号住居址  (第 32・ 176図 、図版21・ 98)

(位置)A21B27グ リンド。(重複)408号住と重複。408号住より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-78° 一E。 (規

模)3.35m× 2.87m。 (竃 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.89m×

0.90m。 深さ 7 cm。 (床 )8.65ポ。深さ27cm。 標高388.05m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝 )

全周する。幅15～ 20cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃周辺部から散在的に出土。床面上約数cm浮いたレベル

から出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 皿 。耳皿・変A、 須恵器凸帯壷、黒色土器邦。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第134号住居址  (第33図 、図版21)

(位置)A24B27グ リッド。(重複)110。 111号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸長方形。N-77° 一 E。

(規模)4.57m× 3.70m。 (鼈 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方の一部が残存。規模東西軸0,66m。

深さ1lcm。 (床)推定15。 7ポ。深さ20cm。 標高388.37m。 全体にやや軟弱。(壁溝)西壁下を中心に巡る。幅27～

86cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)非常に少ない。(遺物)水晶片。(時期)不明。

第135号住居址  (第 33・ 176図 、図版21)

(位置)A23B24グ リンド。(重複)33・ 136。 137号住と重複。33号住より古く136。 137号住より新しい。(形状)隅

丸長方形。N-78° 一E。 (規模)4.48m× 3.80m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ23cm。 標高388.40m。 残存

部はやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 27cm、 深さ8～ 1lcm。 (遺物出土状況)覆土内から少量の遺

物が出土。(遺物)土師器不A小片。(時期)不明。

第136号住居址  (第 33・ 176図、図版22)

(位置)A23B27グ リッド。(重複)33。 135・ 137号住、14号溝と重複。33・ 135号住、14号溝より古く、137号住よ

り新しい。(形状)不明。N-82° 一E。 (規模)南北軸2.55m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘

り方および支脚石が残存。焼土は顕著。(規模)0,95m× 0.68m。 深さ12cm。 (床 )面積不明。深さ10cm。 標高388.46m。

電周辺で堅固な箇所が散在する。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～ 19cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)少

量の遺物が散在的に出土。(遺物)須恵器郭。(時期)不明。

第137号住居址  (第 33・ 176図、図版22・ 98)

(位置)A23・ 24B27グ リッド。(重複)33・ 111・ 135。 136号住、13・ 14号溝 と重複。いずれの遺構より古い。(形状 )

隅丸方形。N-81° 一E。 (規模)4.03m× 4.19m。 (覆上)住居址全体にわたって床面直上～床面上約10cmの レベ

ル内において礫が散乱する。(鼈)石組み。東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。左袖石の一部が残存。焼土

は顕著。規模1.13m× 0.67m。 深さ22cm。 (床)推定15,5ポ。深さ37cm。 標高388.23m。 寵前面部から住居址中央

部にかけて堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 33cm、 深さ6～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃前面部の床面上

数cmの レベルから中心に出土。(遺物)土師器不A・ 皿 。甕A・ CI、 須恵器不 (塁書あり)。 高台杯A・ 蓋 。長顎

壷 C、 鉄斧、縄文時代石剣。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第138号住居址  (第33・ 177図、図版22・ 98・ 99)

(位置)A20。 21B27・ 28グ リッド。(重複)415号住、14号溝 と重複。14号溝より古く、415号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-78° ―E。 (規模)6.32m× 5.81m。 (覆土)床面直上から床面より若干浮いたレベルで礫が散

乱する。(亀 )石組み。東竃。東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。天丼石状の平石が焚 口を塞

いだ状態で出土。焼土は極めて顕著。規模1.23m× 0.63m。 深さ 6 cm。 (床 )31.1だ。深さ58cm。 標高387.58m。

竃周辺は堅固。(壁溝)全周する。幅26～ 40cm、 深さ6～ 9 cm。 (柱穴)2箇所に柱穴状のピットあり。径1.00m

前後、深さ18～33cmを 測る。(遺物出土状況)遺物の出土は大きく竃内とその周辺および南壁下とに分けられ、時
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期的にも異なっている。そうした遺物の時期的様相から古い段階の住居址等が存在 した可能性が考えられる。出

土レベルは床面直上のものが多い。(遺物)土師器郷A(タ ール付着するものあり、墨書・線刻あり)・ 皿 。甕A・

小型甕A・ C、 須恵器邦・高台不A・ B・ 蓋A・ 甕・鉢 B・ 高郵、黒色土器邦、鉄鏃。(時期)官ノ前V期。

第139号住居址  (第34・ 177・ 178図、図版22・ 99)

(位置)A18B24グ リッド。(重複)283・ 367号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N-83° 一E。

(規模)4.21m× 4.03m。 (覆土)床面直上～床面上約10cmの レベル内で礫が散乱する。(寵 )石組み。東竃。東

壁南東コーナー近くに位置する。左袖石 1個のみ残存。焼土は顕著。規模1.45m× 1.13m。 深さ29cm。 (床 )14.6ポ。

深さ40cm。 標高387.21m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅26～ 30cm、 深さ6～ 8 cm。 (柱穴)2箇所に柱

穴状のピットあり。径35～ 40cm、 深さ25～ 55cmを 測る。(遺物出土状況)竃内および寵周辺を中心に出土。床面より

浮いた状態で出土。(遺物)土師器郭A。 高台郷 (塁書・線刻あり)・ 皿・奏A。 小型甕A、 黒色土器郭 (墨書あ

り)、 須恵器壷、灰釉陶器長頸壷。(時期)宮ノ前Ⅶ～Ⅷ期。

第140号住居址  (第34・ 178図 、図版22・ 99)

(位置)A18B23グ リッド。(重複)283・ 367号住、18号溝 と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸方形。

N-94° 一E。 (規模)3.14m× 3.10m。 (覆土)床面上わずかに浮いたレベルで、竃周辺部を中心に礫が散乱する。

(鼈)石組み。東電。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石および支脚石が残存。燃焼部と煙道部に天丼石

状の平石が落ち込む。焼土は顕著。規模1,14m× 0.65m。 深さ16cm。 (床 )8.08ポ。深さ37cm。 標高387.27m。 竃

前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)東壁下と南壁下の一部は巡らない。幅19～ 28cm、 深さ4～ 6側。

(遺物出土状況)寵前面部の床面直上からわずかに出土。(遺物)土師器郭A(線刻土器は流入品だろう)・ 皿 (タ ー

ル付着)。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第141号住居址  (第 35・ 178。 179図、図版22。 99)

(位置)A19・ 20B23・ 24グ リッド。(重複)132・ 140。 144。 154・ 406号住、18号溝と重複。いずれの住居址より古

く、18号溝より新しい。(形状)隅丸方形◇N-9° 一W。 (規模)6.72m× 7.36m。 (覆土)霊周辺部を中心に床

面直上レベルで礫が散乱する。(寵)石組み。北竃。北壁のほぼ中央に位置する。両袖石が残存。焼土は非常に顕

著。掻きだされたとみられる焼土と灰が電前面部で看取できる。規模1,45m× 0.88m。 深さ15cm。 (床 )44.3ポ 。

深さ39cm。 標高387.31m。 壁際を除いた全体が堅固。(壁溝)全周する。幅22～ 44cm、 深さ7～ 10cm。 (柱穴)精

査を行なったが確認できず。(遺物出土状況)多量に出土しているが、竃内および寵右袖脇周辺の床面直上からや

やまとまって出土する。また本住居址に直接伴 うかは不明だが、和鏡 と歯の納められた漆器が覆土上層から出土

している。おそらく後世の土拡等の遺構に伴 うものと考えられる。(遺物)土師器不 B(タ ール付着するものあり、

線刻あり)。 養BoCⅣ・ CV・ 小型変 B・ E・ 球胴奏A、 手捏ね土器、漆器、銅製鏡。(時期)宮ノ前Ⅱ期。

第142号住居址  (第35。 179図 、図版22・ 99)

(位置)A20B23グ リンド。(重複)143。 150。 401号住と重複。143号住より古く、150・ 401号住より新しい。(形状 )

隅丸長方形。N-84° 一E。 (規模)3.73m× 3.30m。 (覆土)住居址中央やや北寄 りを中心の床面直上～床面上約

10cm以 内のレベルで礫が散乱する。(鼈 )石組み。東宅。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が残存。

左袖部には袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.17m XO,77m。 深さ13cln。 (床 )10.9ポ。深

さ35cm。 標高387.55m。 霊前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 30cm、 深さ6～ 7 cm。

(遺物出土状況)竃内および南壁下の床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)土師器邪A(線刻あり)・ ′卜型密

A、 須恵器郭。(時期)宮 ノ前V期。
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第143号住居址  (第 35。 180図 、図版23・ 99)

(位置)A20B23・ 24グ リンド。(重複)142・ 147・ 159・ 401号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸

方形。N-83° 一E。 調査 ミスで西壁の大半を欠失してしまった。(規模)3.86m× 3.49m。 (蓬 )東竃。東壁のほ

ぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模088m× 0,74m。 深さ6 cm。 (床 )11.8だ。深さ22cm。 標

高387.71m。 竃前面部のみ堅固。(壁溝)断続的に巡る。幅15～ 23cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)住居址南

東部のほぼ床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器皿・甕A、 鎌。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第144号住居址  (第 36・ 180図、図版23・ 100)

(位置)A18・ 19B24グ リンド。(重複)141号住、9号溝 と重複。141号住より新しく、9号溝より古い。(形状)

隅丸方形。N-88° 一E。 (規模)3.48m× 3.50m。 (覆土)住居址中央部の床面上約10cm以 内のレベルで礫の集積

がみられる。(鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。

霊前面部に灰を掻きだした痕跡あり。規模0.88m× 0.56m。 深さ3 cm。 (床)10.5だ。深さ33cm。 標高387.38m。

霊前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)北壁の一部で途切れるが、他は巡る。幅16～ 28cm、 深さ5～ 10cm。

(遺物出土状況)住居址東側部分の床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器イA(墨書あり)・ 皿 (墨書あり)。

寮A・ C、 黒色土器郷、須恵器凸帯壷 。甕、棒状鉄製品。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第145号住居址  (第36・ 181図 、図版23・ 100)

(位置)A14B23・ 24グ リンド。(重複)158,174・ 229号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸方形。

N-69° 一E。 (規模)2.48m× 2.39m。 (覆土)床面上 2～30cmの レベル内に礫が散乱する。(寵 )石組み。東竃。

東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石と天丼石の一部および支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.02m× 0.43m。

深さ6 cm。 (床 )4.83だ。深さ40cm。 標高386.50m。 宅前面部のみやや堅固。(壁溝)全周する。幅18～40cm、 深

さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)床面よりわずかに浮いた状態で少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器郷A・

皿 (墨書あり)・ 寮 A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第146号住居址  (第36・ 181図 、図版23・ 100)

(位置)A24B28グ リンド。(重複)115号住と重複。■5号住より古い。(形状)不明。N-78° ―E。 (規模)南

北軸2.88m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ12cm。 標高388.40m。 壁際を除いて非常に堅固。(壁溝)床面残存

部には巡る◇幅23～ 31cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)住居址中央部および南壁際の床面からやや浮いたレベ

ルから散在的に出土。(遺物)須恵器邦 (線刻あり)、 土師器甕 CⅡ 、鉄鏃か。(時期)宮ノ前Ⅵ期。

第147号住居址  (第36。 131図、図版23・ 100)

(位置)A19・ 20B23・ 24グ リッド。(重複)143。 159号住と重複◇143号住より古く、159号住より新 しい。(形状)

隅丸方形。N-78° ―E。 (規模)3.32m× 3.01m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残

存。掘 り方内に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.31m× 0,74m。 深さ16cm。 (床 )推定9,08ポ。

深さ23cm。 標高387.68m。 寵周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅19～ 23cm、 深さ4 cm。 (遺物出土状

況)小破片が中心で、竃周辺の床面よりやや浮いたレベルから集中して出土。(遺物)土師器邦A・ 鉢AI・ 甕A・

小型甕A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第148号住居址  (第 36。 181・ 182図、図版24。 100)

(位置)A15。 16B28・ 29グ リッド。(重複)149・ 15Ⅲ 426号住と重複。149号住より古く、151・ 426号住より新し

い。(形状)隅丸長方形。N-79° 一E。 (規模)3.88m× 4.41m。 (覆土)住居址中央部の床面直上を中心に礫の

集積がみられる。(鼈 )石組み。東寵。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.16m×
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0.61m。 深さ10cm。 (床)推定15.6ポ 。深さ35cm。 標高386.74m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁

溝)ほぼ全周する。幅23～ 28cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)霊右袖脇より東壁際の床面直上から集中的に出

土。(遺物)土師器郷A・ 高台郵・皿・蓋A・ 甕A・ 小型甕A、 須恵器高台付杯・蓋A。 (時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第149号住居址  (第37・ 182図、図版24・ 100)

(位置)A16B28グリンド。(重複)148。 152・ 153・ 213号住と重複。152号住より古く、他の住居址より新しい。(形状)隅

丸方形。N-68° ―E。 (規模)4.25m× 3.92m。 (覆土)竃前面部から住居址中央部の床面直上で礫が散乱する。

(鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石 と天丼石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.35m×

0.83m。 深さ14cm。 (床)14.8だ。深さ50cm。 標高386.76m。 霊前面部のみ堅固。(壁溝)全周する。幅22～ 33cm、

深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)住居址中央部および北 。南壁下のほぼ床面直上から散在的に出土。(遺物)土師

器杯A(墨書あり)。 皿 (線刻あり)・ 秦A、 黒色土器郭、灰釉陶器段皿、緑釉陶器耳皿。(時期)官ノ前Ⅷ期。

第150号住居址  (第37・ 182・ 183図、図版100)

(位置)‐A19。 20B23グ リッド。(重複)142号住、18号溝と重複。142号住より古く、18号溝より新 しい。(形状)

不明。N-87° ―E。 (規模)東西軸3.19m。 (寵 )石組み。東竃。東壁の中央あたりに位置する。右袖石の一部が

残存。焼土は顕著。規模1.02m× 0,80m。 深さ12cm。 (床 )面積不明。深さ35cm。 標高387.55m。 竃前面部から住

居址中央部にかけて堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～27cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内およ

び寵前面部の床面直上からややまとまって出土。(遺物)須恵器杯・土師器奏A・ CI o CⅡ ・小型甕 C。 (時期 )

宮ノ前Ⅳ期。

第151号住居址  (第 37・ 183図、図版24・ 100)

(位置)A15B28。 29グリッド。(重複 )148。 157。 426号住と重複。148・ 157号住より古く?、 426号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-76° 一E◇ (規模)3.1l m× 3.42m。 (寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。

両袖石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.32m× 0.99m。 深さ1lcm。 (床 )推定9.90ポ 。深さ15m。 標高

386.72m。 全体にやや軟弱っ(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～23釦、深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内を

中心に少量の遺物が出土。(遺物)土師器郭A・ 皿・甕 CⅢ・小型籍 B。 (時期)宮 ノ前Ⅱ・Ⅷ期。

第152号住居址  (第 37・ 183図 、図版24)

(位置)A16B28グ リンド。(重複)149・ 153号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸長方形。N-72° 一

E。 (規模)3.04m× 3.40m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石が残存するが、燃

焼部および煙道部に天丼石状の平石が落ち込んでいる◇焼土は顕著◇規模1,23m× 0,61m。 深さ9 cm。 (床 )9.02だ 。

深さ13cm。 標高386.87m。 竃前面部のみ堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 30c14、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)

少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器邦A・ 皿、緑釉陶器椀、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第153号住居址  (第 38。 183・ 184図、図版24・ 101)

(位置)A16B28グ リッド。(重複)149。 152・ 213・ 216・ 224号住と重複。149。 152・ 224号住より古く、216号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-18° 一W。 (規模)5.52m× 5,41m。 (亀)石組み。北竃。北壁北西コーナー近く

に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は非常に顕著。規模1.48m× 0.83m。 深さ17cm。 (床 )26.9だ。深 さ26cm。

標高387.01m。 寵前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～ 32cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)竃

左袖脇周辺の床面直上および床面上 5～ 10cmの レベルから集中的に出土。(還物)土師器郭A(塁書あり)・ 皿 (墨

書・線刻あり)・ 寮A・ 小型養 C・ 鉢、黒色土器不・椀・高台皿、灰釉陶器椀 (ヘラ書あり)・ 長頸壷、須恵器長

頸壷 A、 釘。(時期)宮 ノ前Ⅷ期◇
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第154号住居址  (第 38・ 184図、図版24・ 101)

(位置)A19B23・ 24グ リンド。(重複)132・ 14Ⅲ 155号住 と重複。132号住より古く、14Ⅲ 155号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-77° 一E。 (規模)274m× 2.65m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。右

袖石の一部が残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模0.82m XO.60m。 深さ4 cm。

(床 )6.44だ。深さ31cm。 標高387.43m。 電前面部は堅固で、住居址中央部にも堅固な箇所が散在する。(壁溝 )

ほぼ巡る。幅18～ 23cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部のほぼ床面直上から少量の遺物が出

土。(遺物)土師器皿・甕A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第155号住居址  (第38。 185図、図版24・ 101)

(位置)A19B23・ 24グ リッド。(重複)132・ 154・ 378号住と重複。132・ 154号住より古く、378号住より新しい。(形

状)隅丸長方形。N-83° ―E。 (規模)3.43m× 4,07m。 (鼈 )石組み。東電。東壁ほぼ中央に位置する。右袖石

の一部と支脚石が残存。左袖石の一部が燃焼部内に倒れこんでいる。焼土は顕著。規模0.81m XO。 75m。 深さ16釦。

(床 )推定12.8だ 。深さ21cm。 標高387.60m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 28clll、 深さ

4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺の床面直上から集中的に出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 皿

(塁書あり)・ 甕A、 黒色土器邦・鉢。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第156号住居址  (第38図、図版24)

(位置)A22B27グ リッド。(重複)113。 405号住、14号溝 と重複。113号住、14号溝より古く、405号住より新し

い。(形状)不明。主軸方向不明。(規模)東西軸3.42m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ18cm。 標高388.16m。

残存部はやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 20cm、 深さ5～ 6 cm。 (遺物出土状況)細片の土器が覆

土内から少量出土。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)不明。

第157号住居址  (第39。 18も図、図版25。 102)

(位置)A15B28。 29グリッド。(重 複)15卜 426号住、16号溝と重複。いずれの遺構より新しい?。 (形状)隅丸長

方形。N-83° 一E。 (規模)3.57m× 4,02m。 (竃 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一

部が残存。焼土は顕著。規模1.13m× 0,70m。 深さ14cn。 (床 )推定12.6だ。深さ36cm。 標高386.74m。 竃周辺部

は堅固。(壁溝)ほば巡る。幅22～ 29cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)寵内および寵周辺、北壁際の床面直上

と床面上約20cmの レベル内で散在的に出土。(遺物)土師器郭BoD(タ ール付着するものあり)・ 鉢 B・ 甕A・

C、 須恵器邦 。こ・蓋A(硯 として転用)・ 甕、手捏ね土器。(時期)宮ノ前 I期 ?。

第158号住居址  (第39。 186図、図版25。 102)

(位置)A14B23グ リッド。(重複)145。 166・ 174号住 と重複。145・ 166号住より古く、174号住より新しい。(形状)

隅丸長方形。N-80° 一E。 (規模)4.32m× 3.60m。 (寵 )不明。(床)推定13.7だ 。深さ48cm。 標高386.58m。

全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～ 27cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物がかな

りのレベル差をもつて散在的に出土。(遺物)土師器イA(塁書・線刻土器片あり)、 黒色土器不 (墨書あり)、 須

恵器高台郭 A、 手捏ね土器、刀子・楔形鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第159号住居址  (第39・ 186・ 187図、図版25。 102)

(位置)A20B23。 24グ リンド。(重複)143・ 147号住、 9。 10号溝と重複。いずれの遺構より古い。(形状)隅丸

方形。N-84° ―E。 (規模)4.36m× 4.00m。 (寵 )石組み。東竃。東壁のほぼ中央に位置する。右袖石の一部が

残存。左袖部には袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.06m× 0.78m。 深さ8 cm。 (床 )14。 9ポ。

深さ40cm。 標高387.57m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅23～ 33cn、 深さ4～ 6 cm。

-54-



(遺物出土状況)寵 内および竃周辺の床面直上と床面上10～20cmの レベル内で集中的に出土。(遺物)土師器不A・

鉢 B・ 甕A・ CI・ 小型甕 B、 須恵器郭高台郵A(ヘラ書あり)・ 蓋A・ 鉢 A、 刀子・釘か。(時期)宮ノ前V期。

第160号住居址  (第39。 188図、図版25。 102)

(位置)A16。 17B27グ リンド。(重複)227・ 293号住 と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-78° ―

E。 (規模)4.38m× 4.26m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼

土は顕著。規模1.34m× 1.10m。 深さ1lcm。 (床 )16.4ポ 。深さ33cm。 標高387.12m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)

全周する。幅24～ 35cm、 深さ7～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内および寵周辺、西壁際等の床面からわずかに浮いた

レベルから多量に出土。(遺物)土師器郷A(墨書あり、タール付着するものあり)・ 皿・甕A、 羽釜 A、 黒色土

器邦、灰釉陶器壷、須恵器蓋A、 羽口片、棒状鉄製品・錬子用金具・銅製環。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第161号住居址  (第40。 188図、図版25・ 102)

(位置)A16。 17B26グ リンド。(重複)175。 299号住 と重複。両住居址より新しい。(形状)隅九方形。N-85° 一

E。 (規模)3.94m× 3.85m。 (寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘り方のみ残存するが、掘り方

内に袖石状の礫が散乱する。焼土は顕著。規模1.09m× 0.84m。 深さ9 cm。 (床 )推定14.1ポ 。深さ20cm。 標高387.27m。

電前面部から住居址中央部にかけて非常に堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅13～ 22cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出

上状況)竃内および竃周辺、北東コーナー付近の床面からわずかに浮いたレベルから散在的に出土。(遺物)土師

器邦A(塁書あり)・ 皿・小型養A、 羽釜 A、 緑釉陶器椀 (陰刻花文あり)、 刀子。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第162号住居址  (第40。 188図、図版25・ 103)

(位置)A14B25・ 26グ リッド。(重複)184。 185号住 と重複する。両住居址より新 しい。(形状)隅丸長方形。N―

77° 一E。 (規模)2.91m× 3.37m。 (覆土)住居址中央部の床面よりわずかに浮いたレベルで礫が散乱。(寵)石

組み◇東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.1l m× 0.76m。 深さ

9 cm。 (床 )9.17だ。深さ26cm。 標高386.68m。 霊周辺部は堅回。(壁溝)全周する。幅15～ 18cm、 深さ4～ 6 cm。

(遺物出土状況)竃右袖脇と南東コーナーの間の床面直上から集中的に出土。(遺物)土師器不A・ 皿 。甕A、 灰

釉陶器長頸壷、手捏ね土器。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第163号住居址  (第40,189図、図版25)

(位置)A20B26グ リッド。(重複)105号住、43号掘立と重複◇105号住より古く、43号掘立より新 しい。(形状 )

ややいびつな隅丸方形。N-74° 一E。 (規模)3.35m× 3.40m。 (覆土)住居址中央部の床面直上から床面上約25cm

のレベル内に礫が散乱する。(寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。焼土は顕著。規模1.1l m×

0.81m。 深さ5 cm。 (床 )9,36ピ。深さ35cm。 標高387.80m。 宅前面部は堅固。(壁溝)全周する。幅19～ 29cm、

深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)寵内および霊右袖脇の床面から教cm浮いたレベルで集中的に出土。(遺物)土師

器不A(タール付着するものあり)。 皿 。小型甕 A、 黒色土器都、棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第164号住居址  (第40・ 189図、図版25。 103)

(位置)A24B28グ リッド。(重複)115。 248号住と重複◇115号住より古く、248号住より新しい。(形状)不明。

N-83° 一E。 (規模)南北軸3.94m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部と支脚

石が残存。焼土は顕著。規模1.28m× 0.93m。 深さ14cm。 (床)面積不明。深さ24cm。 標高388.22m。 壁際を除い

て全体に堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅22～ 27cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)住居址全体にわたっ

て床面直上および床面上約10cmの レベル内から散在的に出土。(遺物)土師器14hA(線刻あり)。 高台不・養A、

須恵器邦・高台邦 。蓋A・ 横瓶。(時期)宮ノ前Ⅶ期。
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第165号住居址  (第 41・ 189図 、図版26)

(位置)A24B27グ リンド。(重複)39。 110号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-82° ―E。 (規

模)3.24m× 3.10m。 (寵 )東竃。東壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土はあまり顕著ではない。規

模0.87m XO。 72m。 深さ5帥。(床)推定9.17濯。深さ6 cm。 標高388.52m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存

部には巡る。幅17～ 23cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が床面直上から散在的に出土。(遺物)土

師器郵A・ 密 C、 須恵器邦・高台郷 A。 (時期)宮ノ前Ⅲ期。

第166号住居址  (第41。 190図 、図版26・ 103)

(位置)A14B23グ リンド。(重複)158・ 171。 174号住と重複。171号住より古く、158・ 174号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-75° 一E。 (規模)326m× 3.60m。 (覆土)竃前面部の床面直上から床面上約25cmの レベル内で礫

が散乱する。(寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が残存する。霊前面部を中心

に灰を多量に含んだ暗褐色上が床面上最高10cmの 厚さで堆積している。焼土は顕著。規模1.07m XO。 70m。 深さ

7 cm。 (床)推定106活。深さ50cm。 標高386.64m。 寵前面部は堅回。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 27cm、

深さ4～‐5 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部の床面上やや浮いたレベルから散在的に出土。(遺物)土師

器イA・ 養A・ 小型菱A・ C、 黒色土器邦。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第167号住居址  (第 41・ 190図、図版26。 103・ 104)

(位置)A20B25グ リンド。(重複)106号住、44号掘立と重複。106号住より古く、44号掘立より新しい。(形状)

隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)3.71m× 3.39m。 (毛 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土

は顕著。規模0.91m× 0.62m。 深さ9側。(床 )10,1ポ。深さ48cm。 標高387.72m。 竃前面部から住居址中央部に

かけて堅固。(壁溝)全周する。幅23～ 35cn4、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)南東コーナー付近の床面直上から

主に出土。(遺物)土師器郭A(塁書あり)。 密A。 小型甕 C、 須恵器郷・高台不A(墨書・線刻あり)。 (時期)

宮ノ前V期。

第168号住居址  (第 41図、図版26)

(位置)A22B27・ 28グ リッド心(重複)130。 131号住、13号溝と重複。いずれの遺構より古い。(形状)隅丸長方

形。N-86° 一E。 (規模)2.92m× 3.44m。 (寵 )石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方が主に残存す

るが、掘 り方内には袖石状の礫も残存する。焼土は顕著。規模南北軸0.69m。 深さ 9 cm。 (床 )推定9,09ポ 。深さ

20cm。 標高388.17m。 電前面部は堅固。(壁溝)全周する。幅19～ 31cm、 深さ7～ 9 cm。 (遺物出土状況)小片が

覆土内からわずかに出土。(遺物)特になし。(時期)不明。

第169号住居址  (第 42・ 191図 、図版26。 104)

(位置)A16・ 17B25,26グ リンド。(重複)175・ 298・ 299,391号住、17号溝 と重複。いずれの住居址より新しく、

17号溝より古い。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)4,70m× 4.82m。 (覆土)住居址全体にわたつて礫が

床面直上から床面よりやや浮いたレベルで散乱する。(毛 )東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方が残

存。掘 り方内には袖石状の礫も残存。焼土は顕著。規模1.39m× 0.87m。 深さ17cm。 (床 )20.6ポ。深さ33cm。 標

高387.24m。 竃前面都は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 30cm、 深さ6～ 10cm。 (遺物出土状況)特に集中するこ

とはないが、土師器14NAが 南壁下際の床面直上と床面上約10cm以 内のレベルから出土。(遺物)土師器邦A(墨書

あり)・ 皿・甕A、 須恵器甕、黒色土器邦、刀子・棒状鉄製品、碁石状石製品。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第170号住居址  (第42・ 191・ 192図 、図版26・ 104)

(位置)A13・ 14B23グ リッド。(重複)178,204・ 205号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。
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N-10° 一W。 (規模)3.67m× 3.53m。 (寵 )北竃。北壁中央やや東寄 りに位置する。掘 り方が残存するが、左袖

部に袖石状の礫が故意に置かれたような状態で残存。焼土は顕著。規模1.48m× 0.83m。 深さ14cm。 (床 )11.3ピ 。

深さ58cln。 標高386.42m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 23cm、 深さ4～ 7

cm。 (遺物出土状況)住居址中央部と南東コーナー付近に遺物のまとまりがみられるが、その大半が床面上10～ 30伽

のレベルから出土。(遺物)土師器不A・ B(塁書・線刻あり)・ 変A・ BoC・ CV・ 小型養 C・ D。 球胴養A・

小型壷A。 (時期)宮 ノ前 I期。

第171号住居址  (第 42・ 192図 、図版26・ 104)

(位置)A14・ 15B23グ リッド。(重複)166・ 176・ 182・ 352号住と重複。176号住より古く、166・ 182・ 352号住より

新 しい。(形状)隅丸方形。N-75° 一E。 (規模)3.69m× 3.76m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置す

る。掘 り方のみ残存。掘 り方内に袖石状の礫がまとまって残存する。焼土は顕著。規模1.56m× 0.97m。 深さ1lcm◇

(床 )12.3だ。深さ55cm。 標高386.60m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅17～ 25cm、 深さ5～

9 cm。 (遺物出上状況)竃内および床面上約10cmの レベル内から散在的に出土。(遺物)土師器不A(ス ス付着す

るものあり)・ 皿 。変A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第172号住居址  (第 43・ 192・ 193図 、図版26・ 27・ 105)

(位置)A15B25グ リンド。(重複)191・ 199。 200。 203・ 206号住と重複。19Ⅲ 199・ 206号住より古く、200・ 203号住

より新しい。(形状)不明。N-76° 一E。 (規模)南北軸4.25m。 (覆土)竃前面部の広い範囲の床面上やや浮い

たレベルで礫が散乱する。(寵 )石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焚口部付近に天

井石状の平石も残存。焼土は顕著。規模1.06m× 0.69m。 深さ16cm。 (床 )面積不明。深さ5 cm。 標高386.96m。

竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅15～ 25cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺

の床面直上と床面から若千浮いたレベルから集中的に出土。(遺物)土師器郷A(線刻あり)・ 甕 CⅡ ・小型甕 C、

須恵器郷 。高台杯・鉢A(線刻あり)。 高不・奏、手捏ね土器。(時期)官ノ前Ⅲ期。

第173号住居址  (第 43図、図版27)

(位置)A22B28グ リンド。(重複)130。 131号住と重複。両住居址より古い。(形状)不明。N-84° 一E。 (規模 )

南北軸3.44m。 (寵)東寵。東壁南東コーナー近くに位置する。掘り方のみ残存。焼土は顕著ではない。規模0,76m×

0.69m。 深さ9 cm。 (床)面積不明◇深さ4 cm。 標高388.21m。 散在的に堅固な箇所あり。(壁溝)床面残存部には巡

る。幅16～22帥、深さ4～ 5 cm。 (遺物出上状況)住居址覆土内から鉄製品出土。(遺物)鎌・釘。(時期)不明。

第174号住居址  (第 43図、図版27)

(位置)A14B23グ リッド。(重複)145。 158。 166号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)不明。主軸方向

不明。(規模)不明。(寵)不明。(床 )面積不明。深さ33cm。 標高386.63m。 やや軟弱。(壁溝)床面残存部には

巡る。幅20～ 31cm、 深さ7～ 8 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)特になし。(時期)不明。

第175号住居址  (第 43・ 193図、図版27)

(位置)A16・ 17B26グ リッド。(重複)16Ⅲ 169。 233号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-77° 一E。 (規模)2.74m× 2.94mp(覆土)住居址中央部のほぼ床面直上で礫が散乱する。(寵)石組み。東

霊。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石 と支脚石が残存。焼土は顕著。規模0.92m× 0.71m。 深さ15cm。 (床 )推定

6.99ポ 。深さ25cm。 標高387.17m。 竃前面部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅16～ 20cm、 深さ4～ 7 cm。

(遺物出土状況)少量の遺物が竃内等から出土。(遺物)土師器甕C、 須恵器甕。(時期)不明。
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第176号住居址  (第43・ 193図 、図版27。 105)

(位置)A14。 15B23グ リンド。(重複)171。 192・ 223・ 352・ 409号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状 )

隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)4.12m× 3.92m。 (毛)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖

石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.91m× 0。 70m。 深さ10cm。 (床 )14,0ポ。深さ48cm。 標高386.64m。 竃周辺

部は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 34cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)床面直上および床面よりわずかに浮

いたレベルから散在的に出土。破片資料が中心。(遺物)土師器不A(墨書あり)・ 月ヽ型寮A、 黒色土器郷・高脚

高台郭、青磁片、砥石。(時期)官 ノ前Ⅷ期。

第刊77号住居址  (第44。 194図 、図版27・ 105)

(位置)A14B25グ リンド。(重複)187・ 228。 246号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅九方形。N一

80° 一E。 (規模)4.24m× 4,06m。 (覆土)竃前面部のほぼ床面直上で礫が散乱する。(寵 )石組み。東電。東壁

中央やや南寄 りに位置する。両袖石 と天丼石の一部および支脚石が残存。規模1,72m× 0.83m。 深さ20cm。 (床 )

15.3ポ。深さ29cm。 標高386.69m。 竃周辺部は堅国。(壁溝)全周する。幅20～ 30cln、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状

況)床面直上および床面上約20cmの レベル内で散在的に出土。壁際の遺物は浮いた状態のものが日立つ。(遺物)土

師器イA・ 皿 (墨書・線刻あり)・ 甕A・ 小型養A・ C・ 鉢AI、 黒色土器郷・椀、棒状鉄製品。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第178号住居址  (第44・ 194図 、図版27)

(位置)A13B23。 24グ リッド。(重複)170・ 188号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-76° 一

E。 (規模)248m× 2.88m。 (覆土)床面上約 2～ 7釦のレベルで巨石を含む礫の集積がみられる。(亀)石組み。

東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が残存するが、崩落土上に天丼石とみられる平石が残存。

焼土は顕著。規模0.83m× 0,70m。 深さ5 cm。 (床 )推定6.36ポ。深さ24cm。 標高386.60m。 竃前面部は堅固。(壁

溝)全周すると思われる。幅17～ 25cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土

師器郭A・ 皿・甕 A。 (時期)宮ノ前Ⅷ期。

第179号住居址  (第44。 194図 、図版28・ 105)

(位置)A15B26グ リンド。(重複)202・ 209号住、17号溝と重複。両住居址より新しく、17号溝より古い。(形状 )

隅丸長方形。N-78° ―E。 (規模)3.82m× 3.24m。 (寵 )石組み。東電。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖

石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.32m× 0.86m。 深さ16cm。 (床 )10.5だ。深さ47cm。 標高386.87m。 竃周辺

部は堅固。(壁溝)断続的に巡る。幅21～ 36cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)遺物量は少ないが、ロクロ整形

土師器甕の一括資料が電周辺の床面直上から出土。(遺物)土師器郭 B・ 甕 CⅡ 、須恵器邦・蓋A、 砥石、刀子・

釘。(時期)宮ノ前Ⅲ期。

第180号住居址  (第45。 195図 、図版28・ 105)

(位置)A16B29グ リッド◇(重複)な し。(形状)隅丸長方形。N-71° 一E。 (規模)3.47m× 2.96m。 (寵 )石

組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.94m× 0.83m。 深さ

12cm。 (床)推定9,18ポ。深さ34cm。 標高386.72m。 竃前面都は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅18～ 24cn、

深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)土師器を一括資料が竃内とその周辺のほぼ床面直上から出土。全体的に遺物量は

少ない。(遺物)土師器不A・ 高台不・甕A・ 小型登A。 (時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第181号住居址  (第45。 195図 、図版28。 105)

(位置)A14。 15B25・ 26グ リッド◇(重複)187号住と重複。187号住より新 しい。(形状)隅丸方形。N-74° 一

E。 (規模)4.16m× 4.00m。 (覆土)竃周辺部の床面直上から床面上約30cmの レベルの範囲内で礫が集積する。(寵 )
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石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部と左袖部に粘質土で構築された袖の一部が残存。

規模1.37m× 0.97m。 深さ 6 cm。 (床 )14.6ピ 。深さ37cm。 標高386.64m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅

固。(壁溝)全周する。幅18～ 28cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内および各壁際の床面直上から散在的に

出土。(遺物)土師器邦A(墨書あり)。 皿・甕A・ 小型甕A、 黒色土器邦。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第182号住居址  (第45。 196図 、図版28・ 105)

(位置)A14・ 15B23・ 24グ リッド。(重複)17Ⅲ 235。 352号住≧重複。171・ 235号住より古く、352号住より新し

い。(形状)隅丸方形。N-9° 一W。 (規模)3.58m× 3.92m。 (寵 )不明。(床 )推定11.7だ 。深さ55cm。 標高386.66m。

住居址中央部は堅固。(壁溝)床面残存部は巡る。幅17～ 35cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が床

面直上より数cm浮いたレベルから散在的に出土。(遺物)土蛹器郷B(線刻あり)・ 甕 B・ 小型甕 B。 (時期)宮 ノ

前 I期 ?。

第183号住居址  (第45。 196図 、図版23・ 106)

(位置)A14B24・ 25グ リッド。(重複)225・ 228・ 244・ 246。 257号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状 )

隅丸長方形。N-74° ―E。 (規模)3.39m× 2.98m。 (寵)不明。(床 )9.22ポ 。深さ13cm。 標高387.00m。 住居

址中央部を中心として堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 23cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が

散在的に出土。(遺物)土師器不、須恵器蓋A。 (時期)不明。

第184号住居址  (第45。 196図 、図版28)

(位置)A14B26グ リッド。(重複)162・ 185号住と重複。両住居址より古い。(形状 )′隅丸方形。N-77° 一E。 (規

模)3.28m× 3.49m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が残存。掘 り方内に

は袖石を据えたとみられるピットがあり、凹凸が著しい。焼土は顕著。規模1.35� ×0.89m。 深さ14cm。 (床 )推

定10。 1だ。深さ23cm。 標高386.67m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部は巡る。幅16～ 25cm、 深さ5～ 6 cm。

(遺物出土状況)竃右袖脇の床面上約10cmのレベルから土師器甕片出土。(遺物)土師器甕 B、 鉄鏃。(時期)不明。

第185号住居址  (第 46・ 196図 、図版28・ 106)

(位置)A14B25。 26グ リンド。(重複)162。 184号住と重複。162号住より古く、184号住より新しい。(形状)隅

丸方形。N-78° ―E。 (規模)3.83m× 4.21m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石

の一部と左袖石が残存。燃焼部内に袖石と支脚石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1,01m× 0。 78m。

深さ9 cm。 (床 )14.2だ。深さ32cm。 標高386.58m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する◇幅14～ 24cm、 深さ4～

6 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺の床面直上から主に出土。(遺物)土師器郷A(墨書あり)。 皿 (線刻あ

り)。 甕A・ B、 黒色土器郷 。高台皿 (塁書あり)、 灰釉陶器椀。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第186号住居址  (第46・ 197図 、図版23・ 106)

(位置)A13・ 14B24グ リッド。(重複)257・ 269。 北後田遺跡B21号住と重複。北後田遺跡B21号住より古く、257。

269号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-81° ―E。 (規模)3.94m× 4.17m。 (覆土)住居址中央部の床面上わ

ずかに浮いたレベルを中心に礫が散乱する。(竃 )石組み。東宅。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部

と支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.28m× 0.53m。 深さ1lcm。 (床 )推定15.5だ。深さ33cm。 標高386.63m。 竃

周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅14～ 25cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内からやや集中的

に出土し、他は床面直上から床面上約20cm前後のレベルの範囲で散在的に出土。(遺物)土師器イA・ B。 奏A・

小型甕A、 黒色土器郵、須恵器14h、 須恵器甕胴部破片利用転用硯。(時期)宮ノ前Ⅷ期。
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第187号住居址  (第46・ 197図 、図版29)

(位置)A14。 15B25グ リッド。(重複)177・ 181・ 191号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)不明。N―

74° 一E。 (規模)東西軸3.18m。 (寵 )東竃。東壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模東

西軸1.08m。 深さ10cm。 (床)面積不明。深さ30cm。 標高386.76m。 寵前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡

る。幅20～ 23cm、 深さ6～ 9 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器邦A・ 皿・甕 A、

石鉢片 ?、 青磁片。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第188号住居址  (第 46・ 197図 、図版29。 106)

(位置)A13。 14B23・ 24グ リッド。(重複)178。 229・ 256号住と重複。178号住より古く、229。 256号住より新 し

V｀。(形状)隅丸長方形。N-70° 一E。 (規模)3.20m× 2.36m。 (寵 )石組みと思われる。東電。東壁南東コーナー

近くに位置する。掘り方と支脚石のみ残存。規模1.02m XO.64m。 深さ5 cm。 (床 )6.33ポ。深さ27clll。 標高386.54m。

霊周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅13～ 24cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が霊周辺部の床面上

数cmのレベルから出土。(遺物)土師器郭 (塁書あり)。 姿A・ 鉢AI、 黒色土器郷。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第189号住居址  (第47・ 198図、図版29。 106)

(位置)A14B25グ リッド。(重複)243。 244号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N-75° 一 E。

(規模)3.45m× 3,30m。 (霊 )石組み。東霊。東壁のほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。

規模1.46m× 0.83m。 深さ19cm。 (床 )10.3活 。深さ20cm。 標高386.82m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅

固◇(壁溝)全周する。幅12～ 18cm、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)霊周辺部のほぼ床面直上から主に出土。(遺

物)土師器郵A・ 皿 (墨書あり)。 甕 A、 黒色土器不、須恵器郭 。高台イ A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第190号住居址  (第47図 、図版29)

(位置)A14B24グ リッド。(重複)198号住、19号溝と重複。両遺構より新しい。(形状)隅丸方形。N-75° ―

E。 (規模)2.69m× 2.80m。 (寵 )東電。東壁のほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。規模0,99m× 0.83m。

深さ14cm。 (床 )6.56だ 。深さ24cm。 標高386.91m。 堅固な箇所が散在的に残存。(壁溝)北壁下で一端途切れるが、

あとは巡る。幅18～ 22cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出上状況)遺物はほとんど出土せず。(遺物)特になし。(時期)不明。

第191号住居址  (第47・ 198図、図版29。 106・ 107)

(位置)A15B25グ リッド。(重複)187・ 199。 254号住、16号溝と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸長

方形。N-79° ―E。 (規模)3.63m× 4.06m。 (毛)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。両ネ由石の一

部が残存し、右袖部には袖石を据えたとみられるピントあり。焼土は顕著。規模1.22m× 0.88m。 深さ14cm。 (床 )

13.2∬。深さ46cm。 標高386.63m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅20～ 30cm、 深

さ4～ 6 cm。 (柱穴)不規則ではあるが西壁下を除く各壁下に柱穴状のビットあり。径20～ 30cm、 深さ約15cmを測

る。(遺物出土状況)量はさほど多くはないが、住居址全体にわたつて床面直上および床面上約30clnの レベル内で

散在的に出土。(遺物)土師器邦A(墨書あり)。 皿 (塁書あり)・ 甕 A、 黒色土器椀、須恵器郵、砥石。(時期 )

宮ノ前Ⅶ期。

第192号住居址  (第 47・ 198図、図版29。 107)

(位置)A14・ 15B22・ 23グ リッド。(重複)176。 223・ 409号住と重複。176号住より古く、223・ 409号住より新 し

い。(形状)不明。N-72° ―E。 (規模)南北軸3.37m。 (毛)不明。(床 )面積不明。深さ28cm。 標高386.77m。

残存部の南東部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 32cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物

が散在的に出土。(遺物)土師器イA・ 高台イ、須恵器高邦。(時期)不明。
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第193号住居址  (第47,199図 、図版29・ 107)

(位置)A14・ 15B24グ リンド。(重複)198号住、19号溝と重複。198号住より古く、19号溝より新しい。(形状 )

隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)3.34m× 2.97m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残

存。焼土は顕著。規模1.05m× 0.80m。 深さ 7 cm。 (床 )推定8,04ポ。深さ12cm。 標高386.88m。 霊前面都は堅固。

(壁溝)全周すると思われる。幅16～ 27cm、 深さ6～ 8 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物 )

土師器郭 A、 須恵器不A・ 蓋A。 (時期)宮 ノ前V期 ?。

第194号住居址  (第48。 199図、図版29・ 107)

(位置)A14B22グ リッド。(重複)239。 245号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N-73° 一E。

(規模)3.52m× 3.45m。 (寵 )東霊。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。左袖部に袖石を据えた

とみられるピットあり。焼土は顕著。規模0.82m× 0.64m。 深さ15cm。 (床 )10,8ポ。深さ20cm。 標高386.78m。

竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅19～ 24cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部のほぼ床

面直上から散在的に出土。(遺物)土師器不A・ 皿・奏A・ 小型養 C、 須恵器甕胴部破片利用転用硯。(時期)官

ノ前Ⅷ期。

第195号住居址  (第 48・ 199図、図版30)

(位置)A14・ 15B26・ 27グ リンド。(重複)48号土拡と重複。48号土拡より古い。(形状)隅丸長方形。N-81° 一

E。 (規模)3.63m× 3.14m。 (覆土)霊周辺部の床面上 2～ 12cmの レベルに礫が散乱する。(寵 )石組み◇東竃。

東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。掘 り方内に天丼石状、袖石状の礫が散乱する。焼土は顕

著。規模1.08m× 0.72m。 深さ1lcm。 (床 )9.91だ 。深さ15cm。 標高386.96m。 竃前面部から住居址中央部にかけ

て堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 23cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出上状況)少量の遺物が宅内および床面上数cmの

レベルから散在的に出土◇(遺物)土師器皿・甕A、 黒色土器郵。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第196号住居址  (第 48・ 199図、図版30。 107)

(位置)A15B28グ リッド。(重複)16号溝と重複。16号溝より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-72° ―E。 (規

模)3.64m× 3.20m。 (寵 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は頭著。規模0.99m× 0.71m。

深さ8 cm。 (床 )10.3ポ◇深さ13cm。 標高386.96m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅18～ 26cm、 深さ6～

8 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物がほば床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器郭A・ 皿、須恵器高台イ A。

(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第197号住居址  (第48。 199・ 200図 、図版30。 107)

(位置)A15。 16B27グ リッド。(重複)208。 217。 219号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸長方

形。N-80° 一E。 (規模)4.06m× 3.55m。 (覆土)床面直上および床面上約20cmの レベル内で礫が散乱する。(電 )

石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部が残存。焚口部で土師器甕の一括品が潰れた状態

で出土。焼土は顕著。規模1.15m× 0.67m。 深さ6 cm。 (床)12.5ポ。深さ45cm。 標高389.92m。 竃前面部から住

居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 32cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)霊内および霊前面部

の床面直上から集中的に出土。(遺物)土師器郷A・ 甕A・ B・ 小型甕 C、 須恵器不・高台郷A・ 壷・甕、黒色土

器郭。(時期)宮 ノ前V期。

第198号住居址  (第43・ 200・ 201図、図版30。 107)

(位置)A14・ 15B24グ リッド。(重複)190・ 193号住と重複。190号住より古く、193号住より新 しい。(形状)隅

丸方形。N-111° 一E。 (規模)3.04m× 3.20m。 (覆土)住居址中央部の床面上わずかに浮いたレベルで礫が散
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乱する。(寵 )石組み。東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。左袖部に袖石を据えたと

みられるピットあり。焼土は顕著。規模0.97m× 064m。 深さ13cln。 (床 )8.19だ。深さ26cm。 標高386.87m。 寵

周辺部および住居址中央部は堅固。(壁溝)全周する。幅16～ 25cm、 深さ6～ 8 cm。 (遺物出土状況)霊内および

竃前面部の床面直上から主に出土。(遺物)土師器郵A・ 竃 A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第199号住居址  (第49・ 201図 、図版30・ 107・ 108)

(位置)A15B25グリッド。(重複)172。 191・ 200。 203・ 206。 21Ⅲ 254号住と重複。191。 211号住より古く、172・ 200。 203・

206・ 254号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)4.14m× 3.70m。 (覆土)床面上 2～ 12cmの

レベル内に礫の集積がみられる。(寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。

焼土は顕著。規模1.05m× 0.68m。 深さ1lcm。 (床 )推定14.0ポ 。深さ33cm。 標高386.69m。 竃周辺部から住居址

中央部にかけて堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 29cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)ほぼ床面直上

および床面上約20cmの レベルで比較的多量の遺物が出土。また礫の集積内に石皿・峰ノ巣石が含まれる。(遺物)

土師器不A(線刻あり)。 窪 CⅡ 、須恵器杯・高台邦A(線刻あり)。 蓋A・ 甕。(時期)宮 ノ前Ⅳ期。

第200号住居址  (第49。 202図、図版30。 103)

(位置)A15B25。 26グ リンド。(重複)172・ 19卜 199・ 203号住と重複。いずれの住居l■ より古い。 (形状)不明。

N-78° 一E。 (規模)南北軸4.66m。 (寵)石組み。東霊◇東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石 と天丼石の一

部が残存。焼土は顕著◇規模1.31m× 0.75m。 深さ4 cm。 (床 )面積不明。深さ23cm。 標高386.88m。 竃周辺部は

やや堅固だが、他は軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅21～ 27cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内およ

び床面直上から散在的に出土◇(遺物)土師器郵B(線刻あり)。 変 B。 小型甕 C・ 球胴甕 B・ 飢、須恵器邪、手

捏ね土器。(時期)官 ノ前 I期。

第201号住居址  (第49図、図版30)

(位置)A14・ 15B21グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸長方形。N-12° 一W。 (規模)2.53m× 2.25m。 (寵 )

北竃。北壁の北西コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は頭著。規模0,82m× 0.63m。 深 さ15cln。 (床 )

4.84だ 。深さ30cm。 標高386.84m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 28cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土

状況)覆土内から土師器、須恵器の細片が少量出土。(遺物)実測可能な遺物なし。(時期)不明。

第202号住居址  (第49。 202図、図版30)

(位置)A15B26グ リンド。(重複)179号住、17号溝 と重複。両遺構より古い。(形状)隅九方形。N-17° 一W◇

(規模)3.02m× 3.37m。 (覆土)寵前面部から住居址中央部にかけての床面直上から床面上約20帥のレベル内に

礫が集積している。(毛)石組み。北竃。北壁の北東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存、焼土は顕著。

規模1,16m× 0.63m。 深さ17cm。 (床)8,09活。深さ40cm。 標高386.86m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)全周する。

幅22～ 50cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)霊内から少量の遺物が出土。(遺物)土師器鉢AI。 (時期)不明。

第203号住居址  (第50。 202図、図版31・ 108)

(位置)A15。 16B25・ 26グ リッド。(重複)199。 200。 206・ 211・ 281号住と重複。199・ 206・ 211号住より古く、200・

281号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-78° 一E。 (規模)7.03m× 4.94m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央

やや北寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。右袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模

1.01m× 0.72m。 深さ23cm。 (床)推定32.9だ。深さ42cm。 標高386.82m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部

には巡る。幅18～ 28cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃周辺部の床面直上付近から散在的に出土。(遺物)土

師器甕 CⅡ ・D。 小型甕 C、 刀子。(時期)不明◇
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第204号住居址  (第50。 203図、図版31・ 108)

(位置)A13B23グ リッド。(重複)170・ 205号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-70° 一E。

(規模)320m× 3.03m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁の南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。燃焼

部に支脚石を据えたとみられるピットあり◇焼土はあまり顕著ではない。規模1.14m× 0.61m。 深さ 6 cm。 (床 )

8.21ポ。深さ21cm。 標高386.61m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)南西コーナー付近で途切れる。幅13～ 24cm、 深さ4～

9 cln。 (柱穴)南東コーナーに柱穴状のピットあり。径38cm前後、深さ15cmを測る。(遺物出土状況)竃内および

床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器郷A(線刻あり)・ 皿 (線刻あり)・ 甕A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第205号住居址  (第50・ 203図 、図版31・ 109)

(位置)A13B23グ リッド。(重複)170。 204号住と重複。204号住より古く、170号住より新しい。(形状)隅丸長

方形。N-78° 一E。 (規模)2.84m× 3.96m。 (覆土)礫が住居址全体にわたつて床面直上から床面上約15cmの レ

ベル内に散乱する。(寵 )東竃。東壁中央やや北寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0,66m× 0.68m。

深さ16cm。 (床 )推定10.3だ 。深さ25cm。 標高386.69m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～

24cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器皿・甕A。 (時期)官ノ前Ⅸ期。

第206号住居址  (第51・ 203図、図版31。 109)

(位置)A15。 16B25グ リンド。(重複)172。 199。 203号住と重複。199号住より古く、172・ 203号住より新 しい。(形

状)隅丸方形。N-78° ―E。 (規模)3.52m× 3.33m。 (寵 )東竃。東壁の南東コーナー近くに位置する。掘 り方

のみ残存。左袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土はあまり顕著ではない。規模0。 92m× 0.85m。 深

さ9 cm。 (床)推定10,4ポ 。深さ24cm。 標高386.78m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)床面残

存部には巡る。幅23～ 30cm、 深さ5～ 9帥。(遺物出土状況)床面直上および寵内から少量の遺物が出土。(遺物)

土師器甕 C、 須恵器郭・蓋A・ 短頸壷 C。 (時期)宮ノ前V期。

第207号住居址  (第51・ 203図 、図版31・ 109)

(位置)A15B27グ リッド。(重複)217・ 241号住、16号溝 と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸長方形。

N-12° ―W。 (規模)4.16m X3.74m。 (覆土)住居址南東部の床面上 4～ 18cmの レベルで礫が集積する。(寵 )

北竃。北壁中央やや西寄 りに位置する。石組みは残存しないが、袖石状の礫が掘 り方内にみられる。焼土は顕著。

規模0.94m XO.80m。 深さ15cm。 (床)14.1ポ。深さ32cm。 標高386.91m。 全体にやや軟弱。(壁溝)南壁下で一

部途切れる。幅19～ 26cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内および住居址中央付近の竃周辺部の床面直上から、

量は少ないがややまとまって出土している。(遺物)土師器不A(線刻あり)・ 皿・甕CV、 黒色土器イ◇(時期)

宮ノ前Ⅵ期。

第203号住居址  (第 51・ 204図、図版31・ 109)

(位置)A15B27・ 28グ リッド。(重複)197・ 214・ 217号住 と重複。197・ 217号住より古く、214号住より新 しい。(形

状)隅丸方形。N-77° 一E。 (規模)2.74m× 2.89m。 (覆土)住居址中央部の床面直上を中心に炭化材が散在す

る。覆土内には多量の焼土が含まれることから、焼失住居である。(寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位

置する。両袖石の一部が残存し、掘 り方内の焚田部付近には天丼石状の礫がみられる。焼土は非常に顕著。規模

0,86m× 0.72m。 深さ12cm。 (床 )推定7.30ポ 。深さ27cm。 標高386.99m。 竃周辺部は非常に堅固。(壁溝)全周

すると思われる。幅13～ 22cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)須恵器

邦 (墨書あり)、 土師器甕 CI。 (時期)宮 ノ前V期 ?。
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第209号住居址  (第51・ 204図 、図版31・ 109)

(位置)A15B26グ リンド。(重複)179・ 263号住 と重複。179号住より古く、263号住より新しい。(形状)隅丸方

形◇N-79° 一E。 (規模)3.43m× 3.66m。 (覆土)住居址中央部付近の床面上約10～ 20cmの レベル内に礫が散乱

する。(電)石組み。東霊。東壁の南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.88m×

0,92m。 深さ 7 cm。 (床)推定11.2ポ。深さ35cm。 標高386.84m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。

幅18～ 24cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部から少量の遺物が出土。(遺物)土師器蓋A・

甕 CⅣ 。三。(時期)不明。

第210号住居址  (第52・ 204図、図版32・ 35。 109)

(位置)A15B26・ 27グ リッド。(重複)230。 263号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-73° 一

E。 (規模)3.29m× 3.27m。 (鼈)東霊。東壁北東コーナー近くに位置する◇掘 り方のみ残存。残存する崩落土

上層で焼土が顕著。規模0.85m× 0.70m。 深さ4 cm。 (床 )9.51ポ。深さ48cm。 標高386.83m。 霊前面部のみ堅固。

(壁溝)全周する。幅20～ 26cm、 深さ4～ 6 cln。 (遺物出土状況)竃内および住居址南側の床面上わずかに浮いた

レベルから散在的に出土。(遺物)土師器郭A(線刻あり)。 皿・甕A・ CⅡ ・小型奏 C、 須恵器高台郭、棒状鉄製

品、用途不明石製品。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第211号住居址  (第 52・ 205図、図版32・ 109)

(位置)A15B25グ リッド。(重複)199。 203・ 218・ 253号住、19号溝≧重複。218・ 253号住より古く、199。 203号

住、19号溝より新しい。(形状)隅丸方形◇N-81° 一E。 (規模)3.08m× 3.18m。 (寵 )東竃。東壁の南東コー

ナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土はやや顕著。規模0.89m× 0.66m。 深さ19cm。 (床)推定8,75活。深

さ30cln。 標高386.76m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 24cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土

状況)床面直上を中心に住居址全体にわたり散在的に出土。土師器邦の塁書土器が北東コーナーの壁際から浮い

た状態で出土。(遺物)土師器杯A・ D(墨書・線刻あり、タール付着するものあり)。 高台郭・甕A、 須恵器邦・

高台郭、用途不明石製品 (線刻あり)、 鉄滓。(時期)宮 ノ前Ⅲ期 ?。

第212号住居址  (第52・ 205図、図版32・ 109。 110)

(位置)A15。 16B26グ リッド。(重複)179。 221。 236・ 252・ 262号住と重複。いずれの住居址より新しいが、221号

住との新旧関係は不明。(形状)隅丸長方形。N-81° 一E。 (規模)3.92m× 3.37m。 (毛 )東寵。東壁ほぼ中央

に位置する。掘 り方のみ残存。右袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.01m× 0。 95m。

深さ14cm。 (床 )11,9ポ。深さ48cm。 標高38682m。 寵周辺部は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅20～ 28cm、 深さ

5～ 8 cm。 (遺物出上状況)霊前面部の床面直上を中心に散在的に出土。(遺物)土師器邦A・ 高台邦・蓋 A、 須

恵器郭・蓋A、 刀子・釘。(時期)宮ノ前V～Ⅵ期 ?。

第213号住居址  (第52・ 205図、図版32・ 110)

(位置)A15。 16B28グ リッド。(重複)149・ 153号住と重複。両住居址より古い。(形状)不明。N-77° 一E。 (規

模)東西軸4.17m。 (寵)不明。(床 )面積不明。深さ26cm。 標高386.90m。 残存する住居址中央部付近は堅固。(壁

溝)床面残存部には巡る。幅15～ 22cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)遺物の全体量は少ないが、南壁際の床面

上約10cmの レベルから転用硯出土。(遺物)土師器皿、須恵器甕胴部破片利用転用硯。(時期)不明。

第214号住居址  (第 53・ 206図、図版32・ 110)

(位置)A15。 16B27・ 28グ リンド。(重複)208・ 216号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸長方形。N―

81° 一E。 (規模)4.39m× 5.02m。 (覆土)寵前面部の床面直上に礫が散乱する。(寵 )石組み。東霊。東壁ほぼ
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中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.17m× 0。 95m。 深さ 9 cln。 (床 )19,6ポ。深さ44cm。

標高386.72m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)全周する。幅22～ 34cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物

出土状況)竃周辺部を中心にややまとまって出土。床面上やや浮いたレベルで出土するものが多い。(遺物)土師

器邦A・ 皿 。甕 B・ CⅢ・CV。 小型奏 B、 須恵器高台郭・蓋利用転用硯。土師器墨書土器片があるが流入品であ

ろう。(時期)宮 ノ前Ⅱ・Ⅸ期 ?。

第215号住居址  (第 53・ 206図、図版32・ 110)

(位置)A15B28。 29グ リッド。(重複)237号住 と重複。237号住より古い。(形状)隅丸方形。N-85° ―E。 (規

模)3.77m× 3.81m。 (蓬)不明。(床 )推定12.1ポ。深さ31cm。 標高386.65m。 住居址中央部は堅固。(壁溝)床

面残存部には巡る。幅18～ 25cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が床面から浮いた状態で散在的に出

土。土師器皿の墨書土器が西壁下で出土。(遺物)土師器皿 (塁書あり)、 黒色土器高台邦、砥石。(時期)宮 ノ前

Ⅷ期。

第216号住居址  (第53・ 206・ 207図 、図版32・ 110)

(位置)A15。 16B27・ 28グ リッド。(重複)153・ 214号住と重複。153号住より古く、214号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-78° ―E。 (規模)3.26m× 3.14m。 (覆土)竃前面部の床面直上を中心に礫が散乱する。(寵 )石

組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部が残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットあ

り。焼土はやや顕著。規模0.81m× 0。 90m。 深さ16clll。 (床 )9.18だ。深さ22cm。 標高387.03m。 竃周辺部は堅固。

(壁溝)全周する。幅13～ 27cm、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部の床面直上および床面から

数cm浮いたレベルからややまとまって出土。(遺物)土師器郷A・ 高台不・密A・ 鉢 D、 須恵器高台不・短頸壷。

(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第217号住居址  (第53・ 207図、図版33・ 111)

(位置)A15B27グ リッド。(重複)197・ 207・ 208・ 219号住と重複。197・ 207号住より古く、208・ 219号住より新し

い。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)4,13m X3,96m。 (覆土)霊前面部の床面直上および床面から浮い

たレベルに礫が散乱する。(鼈)石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部が残存。右袖部に

袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。竃前面部に掻きだした焼土の範囲がみられる。規模1.■ m×

0.85m。 深さ15cm。 (床)13.9だ。深さ47cm。 標高386.78m。 竃前面部は非常に堅固。(壁溝)全周する。幅21～

27cm、 深さ5～ 9 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が床面からやや浮いた状態で出土。(遺物)土師器奏A・ B、

須恵器邦。(時期)宮 ノ前Ⅳ期 ?。

第218号住居址  (第54・ 207・ 208図、図版33・ 111)

(位置)A15。 16B24。 25グ リンド。(重複)211・ 231・ 253・ 304号住と重複。231号住より古く、211。 253。 304号住

より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-79° 一E。 (規模)3.88m× 3.32m。 (覆土)竃前面部の床面上約15cmの レ

ベルに礫が少量集積 している。(寵)石組み。東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部と天丼石の

一部が残存。両袖石の一部に縄文時代の石皿を転用 している。焼土は顕著。規模1.20m× 0.72m。 深さ16cm。 (床 )

推定11.6だ 。深さ41cm。 標高386.87m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)南・西壁下の一部には巡つていない。幅18～ 30cm、

深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部の床面からわずかに浮いたレベァレからややまとまって出土。

(遺物)土師器郭A(塁書あり)・ 皿・甕A、 灰釉陶器長頸壷、刀子、砥石。(時期)官ノ前Ⅸ～X期。

第219号住居址  (第54・ 208図、図版33・ 111)

(位置)A15。 16B26。 27グ リッド。(重複)197・ 220。 262・ 263号住と重複。197号住より古く、220・ 262・ 263号住

-65-



より新しい。(形状)隅丸方形。N-16° 一W。 (規模)3.71m× 3.87m。 (寵 )石組み。北竃。北壁中央やや東寄

りに位置する。両袖石の一部が残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり◇焼土は顕著。規模0.96m×

0。 74m。 深さ9 cm。 (床 )推定12.9ポ 。深さ41cm。 標高386.94m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周すると思われる。

幅15～ 24cm、 深さ3～ 5 cln。 (遺物出土状況)竃右袖部斜め前の床面直上から中心に出土。(遺物)土師器邦A(線

刻あり、内面に布目痕をもつものあり)。 皿・蓋A・ 秦CV、 須恵器郭・高台郭・蓋 A。 (時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第220号住居址  (第 54。 208図 、図版33)

(位置)A16B26・ 27グ リッド。(重複)219。 424・ 425号住と重複。219号住より古く、424・ 425号住より新しい。(形

状)隅丸長方形。N-79° 一E。 (規模)3.89m× 3.46m。 (電)石組み。東霊。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石

の一部と天丼石の一部が残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.02m× 0.71m。

深さ15cm。 (床)推定12.2ポ 。深さ35cm。 標高387.00m。 寵前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～

26cm、 深さ3～ 8 cm。 (遺物出土状況)/1F土下層を中心に少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器甕A、 須恵

器郭 。高台郵A、 砥石、鉄洋。(時期)不明。

第221号住居址  (第54・ 209図 、図版33・ 111)

(位置)A16B26グ リッド。(重複)212・ 236・ 252・ 262・ 277号住と重複。212号住 との新旧は不明で、他の住居址よ

り新しい。(形状)不明。N-58° 一E。 (規模)東西軸3.02m。 (寵 )石組み。東電。東壁北東コーナー近くに位

置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.79m× 0.69m。 深さ23cm。 (床 )面積不明。深さ32cm。 標高386.93m。

全体にわたつて堅固。やや凹凸が激しい。(壁滞)床面残存部には巡つている。幅16～ 21cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺

物出土状況)宅内から土師器密の一括資料出土。(遺物)土師器イA(墨書・線刻あり)。 甕A、 須恵器不、灰釉

陶器壷。但し、墨書土器片および須恵器邪は流入品の可能性あり。(時期)宮ノ前Ⅵ期 ?。

第222号住居址  (第 55。 209図 、図版33・ 111)

(位置)A15B24グ リンド。(重複)226・ 234。 249号住と重複。226号住より古く、234。 249号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-84° 一E。 (規模)3.18m× 3.18m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部が残存。焼土はあまり顕著ではない。規模0.98m× 0。 75m。 深さ16cm。 (床 )推定9.15だ 。深さ8 cm。 標

高386.68m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅13～ 19cm、 深さ3～ 7 cm。 (遺物出土状況)霊内

および竃前面部から中心に出土。(遺物)土師器邦A・ B・ 高台不 (塁書あり)・ 皿・甕 A、 黒色土器邦 (線刻あ

り)。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第223号住居址  (第 55・ 209・ 210図 、図版33。 34・ 112)

(位置)A14。 15B22・ 23グ リンド。(重複)176・ 192・ 322・ 409号住と重複。176・ 192号住より古く、322・ 409号住

より新しい。(形状)隅丸長方形。N-83° 一E。 (規模)4.66m× 5,33m。 (覆土)住居址全体の床面直上を中心

に礫が散乱する。(寵)石組み。東霊。東壁ほぼ中央に位置する。右袖石の一部 と支脚石が倒れた状態で残存。袖

石には加工石材を使用。焼土は顕著。規模1.25m× 0,80m。 深さ15cm。 (床 )推定21.9活。深さ48cm。 標高386.63m。

霊周辺部は堅固。(壁溝)西壁下～南壁下の一部では巡らない。幅22～ 29cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃

周辺部および北 。西壁下の床面直上からややまとまって出土。(遺物)土師器14hA(線 刻あり)。 皿・甕A・ 小型

甕A・ D、 黒色土器不、須恵器長頸三・短頸壷。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第224号住居址  (第 55・ 210図 、図版34・ 112)

(位置)A16・ 17B28グ リッド。(重複)153・ 286号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-76° 一

E。 (規模)4.09m× 3.69m。 (寵)東電◇東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規
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模0,94m× 0,71m。 深さ13cm。 (床 )推定14.0だ 。深さ22cm。 標高387.07m。 毛前面部は堅固。(壁溝)床面残存

部には巡る。幅19～ 26cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃前面部の床面直上から中心的に出土。(遺

物)土師器郭A(塁書あり)。 皿・甕A・ 小型養A、 黒色土器郷。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第225号住居址  (第55。 211図 、図版34・ 112)

(位置)A14B24グ リッド。(重複)257号住と重複。257号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-7° 一W。 (規

模)249m× 2.83m。 (覆土)床面直上および床面上約15cmの レベル内で少量の礫が散乱する。(鼈 )石組み。北

寵。北壁ほぼ中央に位置する。右袖石の一部が残存。左袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。規模1.56m×

0,82m。 深さ7 cm。 (床 )5.90N。 深さ47cm。 標高386.61m。 霊周辺部は堅固。(壁溝)北壁西半分から西壁下の

一部には巡つていない。幅17～ 28cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出上状況)覆土下層から少量の遺物が出土。(遺物)

土師器郭 B、 棒状鉄製品 (紡錘車の紡軸か)。 (時期)宮 ノ前Ⅱ期。

第226号住居址  (第56・ 211図 、図版34・ 112)

(位置)A15B24グ リッド。(重複)222・ 234・ 249号住と重複。いずれの住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N―

83° ―E。 (規模)3.95m× 4.08m。 (寵)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。右袖石の一部が残存。

焼土は顕著。規模0,95m× 0.73m。 深さ17cm。 (床 )14.1ポ。深さ47cm。 標高386.72m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)

全周する。幅17～ 37cm、 深さ5～ 10cln。 (遺物出土状況)住居址全体にわたつて散在的に出土。床面直上出上のも

のが多い。(遺物)土師器郭A(墨書・線刻あり)。 皿・甕A、 黒色土器郭、須恵器を、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第227号住居址  (第 56・ 211～ 213図 、図版34・ 35・ 112・ 113)

(位置)A16B27グ リンド。(重複)160。 423。 424・ 425号住と重複。160号住より古く、423・ 424・ 425号住より新し

い。(形状)N-76° 一E。 (規模)450m× 522m。 (覆土)住居址全体にわたつて炭化材および炭化物が床面直

上から出上し、焼土も顕著にみられる。焼失住居であろう。(寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置す

る。両袖石および天丼石の一部、支脚石が残存 し、右袖部は袖石の側面に灰褐色粘土が貼 られた状態で遺存し、

原型の一部を留める。また左袖部脇の床面にも同粘土が貼られている。焼土も顕著。規模1.19m× 092m。 深さ

1lcm。 (床)推定21.9活 。深さ35cm。 標高386.98m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)北壁下の

一部には巡つていない。幅20～ 23cln、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)遺物量は豊富。竃前面部および北壁下・南

壁下の床面直上、焼土混じりの炭化層中からまとまって出土。(遺物)土師器郷A(墨書あり、タール付着するも

のあり)。 皿・鉢AⅡ ・甕A・ C・ 小型縫A・ B・ C、 羽釜A、 黒色土器杯、紡錘草・刀子・苧引金具・鉄滓、お

握 り状炭化物、獣骨片。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第228号住居址  (第56・ 213図 、図版35。 ¬3)

(位置)A14B24・ 25グ リンド。(重複)177,183・ 244・ 246号住と重複。177・ 183号住より古く、244・ 246号住より

新しい。(形状)隅丸長方形。N-14° 一W。 (規模)3.88m× 3.43m。 (鼈 )石組み。北竃。北壁北西コーナー近

くに位置する。左袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0,79m× 0.64m。 深さ 8 cm。 (床 )推定13.1ポ 。深さ20cm。

標高386.89m。 全体にやや軟弱。竃前面部に灰、焼土の範囲あり。(壁溝)西壁下および北壁下の一部に巡る。幅

16～ 22cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器杯A・ 皿。(時期)宮 ノ前

Ⅸ期。

第229号住居址  (第56・ 213図 、図版35。 113)

(位置)A13・ 14B23。 24グ リッド。(重複)145。 188。 256号住、19号溝 と重複。145。 188号住より古く、256号住、

19号溝より新しい。(形状)隅丸方形。N-67° 一E。 (規模)3.46m× 3.20m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 り
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に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.97m× 0,78m。 深さ 7 cm。 (床 )推定9.81ポ。深さ20cm。 標高

386.66m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 25cm、 深さ4～ 8 cln。 (遺物出上状況)竃内か

ら少量の遺物が出土。(遺物)土師器甕A。 (時期)不明◇

第230号住居址  (第 57・ 213図 、図版35・ 113)

(位置)A15B26。 27グ リッド。(重複)210・ 263号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸長方

形。N-80° ―E。 (規模)4.37m× 3.77m。 (寵)東霊。東壁中央やや北寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。右袖

部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1,03m× 0.83m。 深さ1lcln。 (床 )推定15.3N。 深さ

30cm。 標高386.95m。 壁際を除いて他は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～ 29cm、 深さ4～ 10cm。 (遺物

出土状況)少量の遺物が竃内および床面から浮いた状態で出土。(遺物)土師器邦A(タール付着)・ 小型甕 C、

須恵器高台郵 A、 紡錘車。(時期)宮 ノ前Ⅳ期 ?。

第231号住居址  (第57・ 213図 、図版35)

(位置)A15。 16B24グ リッド。(重複)218・ 304号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸長方形。N-82° 一

E。 (規模)2.55m× 2.95m。 (鼈 )石組み。東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。左

袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模0。 93m× 0.68m◇ 深さ20cm。 (床 )6.68ポ。深さ20

cm。 標高386.90m。 壁際を除いて他は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅13～ 16cm、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)

土師器邦等の小片が寵内からわずかに出土しているのみ。(遺物)上師器不 A、 須恵器郭。(時期)宮 ノ前Ⅶ期 ?。

第232号住居址  (第 57・ 213図 、図版36)

(位置)A15。 16B26グ リンド。(重複)212・ 22Ⅲ 236・ 262号住と重複。212・ 221・ 236号住より古く、262号住より

新しい。(形状)隅丸長方形。N-73° ―E。 (規模)3.46m× 3.09m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 り

に位置する。右袖石の一部が残存し、袖石を据えたとみられるピットもあり。焼土は顕著。規模0。 94m XO.87m。

深さ16cm。 (床 )推定9,35ポ。深さ38cm。 標高386.85m。 全体にわたって堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～

26cm、 深さ5～ 8 cm。 (遺物出土状況)竃内等から少量の遺物が出土。(遺物)土師器甕 C、 須恵器郭。(時期)不明。

第233号住居址  (第57・ 213・ 214図、図版36・ 113・ 114)

(位置)A16B26グ リッド。(重複)175。 306号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸長方形。N-78° 一

E。 (規模)4.38m× 5.07m。 (電)石組み。東電。東壁南東コーナー近くに位置する。支脚石が残存 し、両袖部

に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.19m× 0.98m。 深さ13cm。 (床 )18,9だ。深さ32cm。

標高387.05m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固◇(壁溝)全周する。幅19～ 30cm、 深さ3～ 9 cm。 (遺物

出土状況)比較的まとまった量の遺物が、住居址全体にわたって出土。特に竃内および竃周辺部の床面直上出土

のものが目立つ。(遺物)土師器郵A(墨書あり、タール付着するものあり)・ 皿 。籍A・ 鉢AI、 緑釉陶器皿、須

恵器邦・鉢 B・ 甕 (須恵器は流入品の可能性あり)。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第234号住居址  (第 58・ 214図 、図版36)

(位置)A15B24グ リッド。(重複)222・ 242・ 249号住と重複。222号住より古く、242・ 249号住より新しい。(形状 )

隅丸長方形。N-75° 一E。 (規模)3.41m× 3.05m。 (鼈)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両

袖石の一部が残存。焼土は非常に顕著。規模1.05m× 0。 73m。 深さ21cm。 (床 )推定8.53だ。深さ37cm。 標高386.83m。

全林にやや軟弱。(壁溝)断続的に巡る。幅25～ 33cm、 深さ3～ 7 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出

土◇(遺物)土師器邦 A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。
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第235号住居址  (第 58。 214。 215図、図版36。 114)

(位置)A15B23グ リッド。(重複)182号住、18号溝 と重複。両遺構より新しい。(形状)隅丸長方形。N-7° 一

W。 (規模)3.56m× 4.18m。 (覆土)住居址中央部の床面直上を中心に礫が散乱する。(鼈 )石組み。北竃。北壁

ほぼ中央に位置する。右袖石の一部が残存する。焼土はやや顕著。規模1.28m× 1.16m。 深さ12cm。 (床 )12.2だ。

深さ65cm。 標高386.49m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅16～ 30cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土状況)霊

内および住居址中央部から南壁下付近にかけてのほぼ床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器郵B。 高台邪 (線

刻あり)・ 養 B・ CⅢ・D・ 小型壺A、 須恵器高台郭A・ 鉢、手捏ね土器、板状鉄製品。(時期)宮 ノ前 Ⅱ期。

第236号住居址  (第 58・ 215図、図版36・ 114)

(位置)A15。 16B26グ リンド。(重複)212・ 221,232・ 262号住と重複。前二者より古く、後二者より新 しい。(形

状)隅丸方形。N-73° 一E。 (規模)3.04m× 3.03m。 (鼈 )東竃。東壁北東コーナー近くに位置する。掘 り方の

み残存。焼土は顕著。規模0.80m× 0.67m。 深さ1lcm。 (床 )推定8,19だ。深さ38cm。 標高386.99m。 残存部は全

体に堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅16～ 22cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に少量の遺物

が出土。(遺物)土師器邦A(線刻あり)、 須恵器蓋 A。 (時期)宮ノ前V期。

第237号住居址  (第 59。 215図、図版36。 114)

(位置)A15B29グ リンド。(重複)215。 240号住、15号溝と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸長方形。

N-10° ―W。 (規模)3.49m× 3.94m。 (寵)石組み。北竃。北壁北西コ‐ナー近くに位置する。両袖石の一部と

天丼石の一部が残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.24m× 0.88m。 深さ6

cm。 (床 )11.9ポ。深さ55cm。 標高386.47m◇ 竃前面部から住居址中央都付近にかけて堅固。(壁溝)北東・北西

コーナー壁下で一部途切れる。幅15～ 20cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)霊周辺部および壁際の床面直上から

出土。(遺物)土師器邦A・ 皿・甕A、 黒色土器郭、灰釉陶器椀、須恵器壷。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第238号住居址  (第59・ 216図、図版36。 114・ 115)

(位置)A14・ 15B27グ リッド。(重複)252号住 と重複。252号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-81° ―E。

(規模)3.94m× 4.59m。 (覆土)住居址中央部の床面直上から床面上約30cmの レベル内に礫が散乱する。(蓬 )

石組み。東電。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。崩落土内に天丼石状の平石がみられる。焼土は

顕著。規模0,94m× 0.69m。 深さ10cm。 (床)推定16.1ピ 。深さ39cm。 標高386,78m。 寵前面部は堅画。 (壁溝)

南壁下～北壁下の一部は不明瞭。幅26～ 36cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および寵周辺部の床面直上ま

たは床面上わずかに浮いたレベルからややまとまって出土。(遺物)土師器郭A(塁書あり)・ 皿 (塁書・線刻あ

り)・ 鉢AI・ 小型密 C、 黒色土器邦・高台皿 。椀、半月形穂摘具 。鉄滓。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第239号住居址  (第 59・ 216図、図版36・ 115)

(位置)A14・ 15B22グ リンド。(重複)194号住と重複。194号住より古い。(形状)隅九方形。N-61° 一E。 (規

模)3.43m X3.29m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。左袖石の一部と支脚石が残存。焼土

はやや顕著。規模0.83m× 0,70m。 深さ15cm。 (床 )推定10.1ポ。深さ12cm。 標高386.85m。 寵前面部は堅固。(壁

溝)南壁下は巡らない。幅16～ 19cm、 深さ6～ 7 cm。 (遺物出土状況)南東コーナー壁下周辺の床面直上からやや

まとまって出土。(遺物)土師器不A(線刻あり)・ 甕A、 黒色土器郭。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第240号住居址  (第59・ 217図 、図版37・ 115)

(位置)A14。 15B28・ 29グ リンド。(重複)237号住、15号溝 と重複。前者より古く、後者より新 しい。(形状 )

不明。N-12° ―W。 (規模)東西軸5.37m。 (寵 )石組み。北霊◇北壁北西コーナー近くに位置する。両袖石の一
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部が残存。燃焼部内に天丼石状の平石が落ち込んでいる。焼土は顕著。規模1.23m× 0.68m。 深さ10cm。 (床 )面

積不明。深さ43cm。 標高386.52m。 電前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 23cm、 深さ3～ 4 cm。

(遺物出土状況)竃内および北西コーナー付近、北東コーナー付近の床面直上からややまとまって出土。(遺物)

土師器郭A(墨書あり)。 皿・甕A・ 小型甕 C、 黒色土器郭・鉢、灰釉陶器段皿。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第241号住居址  (第60・ 217図 、図版37・ 引5)

(位置)A15B27グ リッド。(重複)207号住、16号溝と重複。両者より古い。(形状)隅丸長方形。N-75° 一 E。

(規模)2.79m× 2.42m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。左袖石の一部が残存。焼土は

やや顕著。規模1.04m× 0.69m。 深さ13cm。 (床 )5.86だ。深さ15cm。 標高386.86m。 竃前面部は堅固。(壁溝 )

全周する。幅13～ 20cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および住居址覆土下層から少量の遺物が出土。(遺

物)土師器郭A・ 姿 B、 須恵器甕。(時期)不明。

第242号住居址  (第60。 218図 、図版37・ 115)

(位置)A15B24・ 25グ リッド。(重複)234・ 249号住、32号土拡と重複。いずれの遺構より古い。(形状)隅丸長

方形。N-8° 一W。 (規模)3.53m× 3.09m。 (鼈)石組み。北竃。北壁北西コーナー近くに位置する。両袖石の

一部が残存。焼土は顕著。規模1.06m× 0.90m。 深さ4 cm。 (床 )9.40ポ。深さ59cm。 標高386.51m。 全体にわたっ

てやや軟弱。(壁溝)全周する。幅16～ 26cm、 深さ3～ 10cm。 (遺物出土状況)竃内からややまとまって出土し、

床面直上からも散在的に出土。(遺物)土師器郭 B・ C・ 籍A・ Cv・ 小型甕 B。 (時期)宮 ノ前Ⅱ期 ?。

第243号住居址  (第60。 218・ 219図 、図版37・ 116)

(位置)A13・ 14B24。 25グ リンド。(重複)189。 244・ 北後田遺跡B32号住と重複。189号住より古く、244・ 北後

田遺跡 B32号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-77° 一E。 (規模)3.93m× 3.33m。 (覆土)住居址全体の

床面直上および床面上わずかに浮いたレベルで礫が散乱する。(電 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置

する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1,14m× 0.86m。 深さ10cm。 .(床 )11.7ポ。深さ25cm。 標高386.59m。

竃周辺部は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅14～ 21cm、 深さ3～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内および寵周辺部の床

面直上から主に出土。量的にも多い。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 奏 A、 黒色土器郵・鉢、灰釉陶器皿、須

恵器養 。甕胴部破片利用転用硯、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第244号住居址  (第60・ 219。 220図、図版37・ 116)

(位置)A14B24。 25グ リンド。(重複)177・ 183・ 186・ 189・ 228・ 243・ 246。 257。 269号住と重複。いずれの住居址よ

り古い。(形状)隅丸方形。N-76° 一E。 (規模)6.90m× 6.50m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近く

に位置する。両イ由石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.37m× 0,70m。 深さ6 cm。 (床)推定30ポ。深さ

30cm。 標高386.62m。 竃周辺部および住居址中央部周辺は堅固。(壁溝)床面残存部にはほぼ巡る。幅16～ 20cm、

深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)寵内および住居址全体にわたって散在的に出土。床面直上のものが多い。(遺物 )

土師器郭A(墨書・線刻あり)・ 奏 CⅡ 、須恵器不 。高台イ 。鉢・蓋A・ 甕・壷、手捏ね土器、石錘、刀子、釘。(時

期)宮 ノ前Ⅲ期。

第245号住居址  (第61・ 220図 、図版97・ 116)

(位置)A14B22グ リッド。(重複)194号住と重複。194号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-60° 一E。 (規

模)3.08m× 3.55m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。左袖部に袖石を据えたと

みられるピットあり。焼土はやや顕著。規模0.69m× 0,71m。 深さ10cm。 (床 )9。 18ポ。深さ32cm。 標高386.66m。

竃前面部は堅固。(壁溝)西壁下～南壁下にかけて巡る。幅18～ 28cm、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)床面直上
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から少量の遺物が出土。(遺物)黒色土器郷、土師器高邦。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第246号住居址  (第61・ 220図、図版38。 引6)

(位置)A14B24・ 25グ リッド。(重複)177・ 183・ 228号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-78° 一E。 (規模)3.03m× 3.26m。 (鼈 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。規模0.85m×

0.72m。 深さ23cm。 (床 )8.64ポ。深さ8 cm。 標高386.65m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 18cm、

深さ3～ 6 cm。 (遺物出土状況)床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)土師器郷A(墨書あり)・ 奏A。 (時期 )

宮ノ前Ⅷ期。

第247号住居址  (第61・ 220図 、図版38。 刊6)

(位置)A21B29グ リッド。(重複)343号住 と重複。343号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規

模)3.56m× 3.47m。 (寵 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模085m× 0,74m。

深さ13cm。 (床)11.1だ。深さ 8 cln。 標高387.92m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅16～ 23cm、 深さ5～

6 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が床面直上および床面上数cmの レベルから出土。(遺物)土師器郭A(塁書あ

り)。 皿・甕A、 羽釜A、 灰釉陶器椀・長頸壷、釘。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第248号住居址  (第61・ 221図 、図版38,117)

(位置)A24B28・ 29グ リンド。(重複)115。 164号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-85° 一

E。 (規模)4.59m× 4.41m。 (寵 )石組み。東寵。東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。焼土

は顕著。規模1.16m× 0,73m。 深さ13cm。 (床)推定18.5ポ。深さ13cm。 標高388.28m。 全体にやや軟弱。(壁溝 )

断続的に巡る。幅15～ 23cm、 深さ3～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃北側、住居址中央から北寄りの床面直

上または床面に極近いレベルから出土。(遺物)須恵器郷 。高台郭A・ 養、土師器不A・ 高台邦・奏 CI o CⅡ 。

小型甕 C。 (時期)宮ノ前V期。

第249号住居址  (第62・ 221図 、図版38)

(位置)A15B24グ リンド。(重複)222・ 226。 234。 242号住と重複。222・ 226。 234号住より古く、242号住より新 し

い。(形状)不明。N-79° 一E。 (規模)不明◇(寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石

の一部と天丼石の一部が残存。焼土は顕著。規模南北軸0,79m。 深さ16cm。 (床 )面積不明。深さ41cm。 標高386.74m。

残存部はやや堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 27cm、 深さ3～ 7 cm。 (遺物出土状況)床面直上から少

量の遺物が出土。(遺物)土師器甕A・ 小型密 A、 手捏ね土器。(時期)不明。

第250号住居址  (第62・ 222図 、図版38。 117)

(位置)A21B29。 30グ リンド。(重複)386号住と重複。386号住より新 しい。(形状)隅九方形。N-89° ―E。

(規模)4.58m× 4.29m。 (寵 )石組み。東霊◇東壁中央やや北寄りに位置する。両袖石の一部が残存。焼土はあ

まり顕著でない。規模1.1lm XO.74m。 深さ12cm。 (床 )17.1ポ。深さ22cm。 標高387.62m。 全体にやや軟弱。(壁

溝)全周する。幅24～ 32cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)床面上数cm浮いたレベルから散在的に出土。(遺物 )

土師器邦A・ 皿・甕 B、 黒色土器郷、砥石、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第251号住居址  (第62・ 222図 、図版38)

(位置)A15。 16B23・ 24グ リッド。(重複)278。 30Ⅲ 330号住と重複。301号住より古く、278,330号住より新 し

い。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)3.93m× 3.61m。 (覆土)住居址中央部の床面上 5～ 40c14の レベル

内に少量の礫が散乱する。(竃 )石組み。東寵。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石が残存。焼土は顕著。規
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模1.12m× 0.92m。 深さ1lcm。 (床)H.7ポ。深さ51cm。 標高386.77m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅

20～ 35cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)比較的多量の遺物が竃周辺部の床面直上から散在的に出土。(遺物 )

土師器郭A・ 鉢・甕 A、 黒色土器邦・高台郷・鉢、灰釉陶器長頸壷、釘。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第252号住居址  (第 62・ 222図 、図版38)

(位置)A14B27グ リンド。(重複)238号住と重複。238号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-77° 一E。 (規

模)3.60m× 3.02m。 (覆土)北東コーナー周辺部の床面直上または床面上約10cm内 のレベルに礫が集積する。(寵 )

東電。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.96m× 0,95m。 深さ10cm。 (床 )9,44だ。

深さ46cm。 標高386.68m。 ほぼ全体にわたって堅固。(壁溝)全周する。幅21～ 33cm、 深さ3～ 8 cm。 (遺物出土

状況)床面上教cm浮いたレベルから少量の遺物が出土。(遺物)土師器郭 B、 須恵器甕。(時期)宮 ノ前Ⅱ期。

第253号住居址  (第 63・ 223図 、図版39。 117)

(位置)A15。 16B24・ 25グ リッド。(重複)21Ⅲ 218号住と重複 。218号住より古く、211号住より新 しい。(形状 )

不明。N-75° 一E。 (規模)南北軸3.09m。 (寵)石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。右袖石の一部

が残存。左袖部には袖石を据えたとみられるピットあり。崩落土内に天丼石状の平石がみられる。焼土は顕著。

規模1.19m× 0,68m。 深さ12cm。 (床 )面積不明。深さ38cm。 標高386.89m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存

部には巡る。幅15～ 29cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土状況)南東コーナー壁下の床面直上からややまとまつて出土。

(遺物)土師器郭A・ 皿、黒色土器不 (墨書あり)。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第254号住居址  (第 63・ 223図、図版39。 117)

(位置)A15B25グ リンド。(重複)19Ⅲ 199号住、19号溝と重複。両住居址より古く、19号溝より新しい。(形状 )

不明。主軸方向も不明。(規模)南北軸3.46m。 (電)不明。(床 )面積不明。深さ27cm。 標高386,79m。 残存部は

やや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅16～ 26cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)床面上数cm浮いたレベル

から少量の遺物が出土。(遺物)土師器皿 (流入品の可能性あり)。 (時期)宮 ノ前Ⅵ期 ?。

第255号住居址  (第 63・ 223図、図版39。 117)

(位置)A15B21・ 22グ リンド。(重複)265,266号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-80° ―

E。 (規模)3.21m X3.08m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼

土は顕著。規模0.86m× 0,81m。 深さ20cm。 (床)8.61ポ。深さ14cm。 標高386.91m。 宅周辺部は堅固。(壁溝 )

北壁下を除き他は巡る。幅15～ 21cm、 深さ3～ 6釦。(遺物出土状況)少量の遺物が竃内および霊周辺部の床面直

上から出土。(遺物)土師器皿 。甕A・ 小型甕A、 竃形土器、土錘。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第256号住居址  (第63・ 223図、図版39)

(位置)A13・ 14B24グリッ此 (ヨ働 178。 188。 229・ 北後田遺跡 B21・ 33号住と重複。178・ 188。 229号住より古く、

北後田遺跡B21・ 33号住より新しい。(形状)不明。N-73° ―E。 (規模)南北軸2,93m。 (寵)石組み。東竃。東

壁中央やや南寄 りに位置する。右袖石の一部と支脚石が残存。焼土は顕著。規模0.73m× 0,75m。 深さ12cm。 (床 )

面積不明。深さ 8 cm。 標高386.56m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅13～ 16cn、 深さ3～ 5 cln。

(遺物出土状況)宅内および南東コーナー壁下の床面直上から出土。(遺物)土師器郵A・ 菱A、 黒色土器郵 (線

刻あり)。 (時期)宮 ノ前区期。

第257号住居址  (第63・ 223図、図版39。 117)

(位置)A14B24グ リンド。(重複)183・ 186。 225。 244・ 269号住と重複。183・ 186。 225号住より古く、244・ 269号住

-72-



より新しい。(形状)隅丸方形か。N-83° 一E。 (規模)2,98m× 3.25m。 (鼈 )東霊。東壁中央やや北寄 りに位

置する。掘 り方のみ残存。焼土はあまり顕著でない。規模0.58m× 0.62m。 深さ 8 cm。 (床 )推定8.95ポ。深さ35cm◇

標高386.62m。 竃前面部はやや堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅16～ 23cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)

須恵器蓋 1点が南東コーナー付近の床面上約20cmの レベルから出土。(遺物)須恵器蓋A(流入品の可能性大)。 (時

期)不明。

第258号住居址  (第63・ 224図、図版39)

(位置)A17・ 18B22グ リッド。(重複)264・ 361号住 と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形。

N-78° 一E。 (規模)3.72m× 3.66m。 (寵)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部が

残存。両袖部に袖石を据えたとみられるピットがあり、燃焼部内にも支脚石を据えたとみられるピントあり。焼

土は顕著。規模0,98m× 0.84m。 深さ7 cm。 (床)11.3だ。深さ35cm。 標高387.06m。 竃前面部は堅固。(壁溝 )

全周する。幅22～ 28cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃前面部の床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)須

恵器高台邦 A、 円筒土器。(時期)不明。

第259号住居址  (第 64・ 224図、図版39・ 117)

(位置)A16。 17B21・ 22グ リッド。(重複)329号住と重複。329号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-79° 一

E。 (規模)2.71m× 2.58m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。両袖部に袖石を

据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模0.83m× 0.71m。 深さ 6 cm。 (床 )6.15ポ。深さ15cln。 標高387,07m。

全林にやや軟弱。(壁溝)不明。(遺物出土状況)寵内および竃周辺部の床面直上からややまとまって出土。(遺物 )

土師器郭A・ 甕 A、 霊形土器。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第260号住居址  (第64・ 224・ 225図、図版39。 40。 118)

(位置)A17B20・ 21グ リンド。(重複)45。 46号掘立と重複。両掘立より新しい。(形状)隅丸方形。N-79° 一

E。 (規模)3.21m× 3.24m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁南東コーサー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼

土は顕著。規模110m× 0,74m。 深さHcn。 (床)8.81だ。深さ33cm。 標高386.98m。 竃周辺部は堅固。(壁溝 )

全周する。幅16～ 30cm、 深さ3～ 6 cm。 (遺物出上状況)竃内および竃前面部の南壁際の床面直上または床面上数

cm浮いたレベルから出土。(遺物)土師器郷A(線刻あり)。 変A・ CI・ 小型甕 C、 須恵器郭・高郭、黒色土器高

台不 (線刻あり)。 (時期)宮 ノ前Ⅲ期。

第261号住居址  (第 64。 225図、図版40・ 118)

(位置)A16B20・ 21グ リンド。(重複)272・ 280。 311号住、11号溝 と重複。11号溝より古く、いずれの住居址よ

り新しい。(形状)隅丸方形。N-87° ―E。 (規模)4.84m× 4.56m。 (電 )東竃。東壁中央やや南寄 りに位置す

る。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模1.26m XO,98m◇ 深さ17cm。 (床 )20.0だ。深さ42cln。 標高386.85m。 竃

前面部は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 27cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内を含む住居址全体にわたっ

て床面直上および床面上約20cmの レベル内から散在的に出土。(遺物)土師器邪A・ 高台邦・皿・甕A・ C、 須恵

器邦、灰釉陶器長頸壺、円筒土器、砥石、獣骨片。(時期)官ノ前Ⅵ期。

第262号住居址  (第64図、図版40)

(位置)A15。 16B26・ 27グ リッド。(重複)212・ 219。 22Ⅲ 232・ 236号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状 )

不明。N-76° 一E。 (規模)東西軸3.90m。 (鼈)石組み。東竃。東壁の中央付近に位置する。両袖石の一部が残

存。焼土は顕著。規模0.74m× 0.68m。 深さHcm。 (床 )面積不明。深さ29cm。 標高386.95m。 残存部はやや軟弱。

(壁溝)床面残存部には巡る。幅19～ 27cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)復元可能な遺物
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なし。(時期)不明。

第263号住居址  (第65。 226図、図版40)

(位置)A15B26・ 27グ リッド。(重複)209。 210・ 212。 219・ 230。 262号住と重複。262号住より新しく、他の住居址

より古い。(形状)隅丸長方形。主軸方向不明。(規模)4.54m× 3.95m。 (鼈)不明。(床 )推定16.5だ。深さ20cm。

標高386.92m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅15～ 23cm、 深さ5～ 6 cm。 (遺物出土状況)住

居址覆土内から少量の遺物が出土。(遺物)土師器邦A・ 甕 CⅣ、羽釜A。 遺物の大半は流入の可能性大。(時期)

不明。

第264号住居址  (第65。 226図、図版40。 118)

(位置)A17・ 18B22グ リッド。(重複)258号住、7号溝 と重複◇ 7号溝より古く、258号住より新 しい。(形状)

隅丸方形。N-75° 一E。 (規模)3.77m× 3.79m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残

存。焼土は顕著。規模0.66m× 0.62m。 深さ12cm。 (床 )12.5ポ。深さ27cm。 標高387.17m。 竃前面部は堅固◇(壁

溝)不明る (遺物出土状況)寵前面部の床面直上からまとまって出土。(遺物)土師器不A(線刻あ り、タール付

着するものあり)・ 皿・甕A・ C、 須恵器密。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第265号住居l■  (第65・ 226図、図版40・ 118)

(位置)A15。 16B21・ 22グ リンド。(重複)255・ 341号住 と重複。前者より古く、後者より新 しい。(形状)隅九

長方形。N-82° 一E。 (規模)4,07m× 3.33m。 (亀)東電。東壁中央やや南寄りに位置する。掘 り方のみ残存。

掘 り方内に性格不明ピットあり。焼土は顕著。規模1.28m× 0,93m。 深さ14cm。 (床 )12.1ポ。深さ29cm。 標高386.79m。

竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)南壁下・北壁下の一部を除き他は巡る。幅15～ 22cm、 深さ3～

5 cm。 (遺物出土状況)竃周辺部の床面直上から少量の遺物が出土。(遺物)土師器杯A、 須恵器郭・高邪、円筒

土器。(時期)宮ノ前Ⅳ ?。

第266号住居址  (第65。 226・ 227図、図版40。 118)

(位置)A15B22グ リッド。(重複)312,317号住 と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-78° ―E。

(規模)4.99m× 4,77m。 (覆土)住居址北東部の床面直上を中心に礫が散乱する。(亀 )東竃。東壁南東コーナー

近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.87m× 0.68m。 深さ13cm。 (床 )20.9ポ。深 さ27cm。 標高

386.77m。 竃周辺部は堅国。(壁溝)全周する。幅22～ 28cm、 深さ3～ 4 cm。 (遺物出土状況)住居址全域にわたつ

て散在的に床面直上もしくは床面上数cmの レベルから出土◇(遺物)土師器郭A(線刻あり)。 皿 。小型甕A・ D、

黒色土器邪、灰釉陶器皿、須恵器甕胴部破片利用転用硯。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第267号住居址  (第65。 227図、図版40)

(位置)A17・ 18B21。 22グ リッド。(重複)268。 279。 362号住と重複。279号住より古く、268・ 362号住より新し

い。(形状)隅丸方形。N-83° 一E。 調査順序を誤 り南壁を欠失。(規模)4.44m× 4.12m。 (鼈)石組み。東竃。

東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模0.85m XO.75m。 深さ 9 cm。 (床 )推

定17.1ポ 。深さ34cm。 標高387.06m。 電周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅18～ 28cm、 深さ4～ 9 cm。

(遺物出土状況)住居址全域にわたって散在的に床面直上もしくは床面上数cmの レベルから出土。(遺物)土師器

郭A・ 鉢・奏BoC、 須恵器邦・高台邦A・ 長頸壷・甕。(時期)宮 ノ前V期 ?。

第268号住居址  (第66・ 227図、図版41。 118)

(位置)A17。 18B21。 22グ リッド。(重複)267・ 313・ 361号住と重複。267号住より古く、313・ 361号住より新し
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い。(形状)隅丸長方形。N-77° ―E。 (規模)4.08m× 3.67m。 (覆土)住居址中央部の床面直上および床面上

約30cmの レベル内に礫が散乱する。(鼈)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部および支脚石が

残存。焼土は顕著◇規模1.07m× 0.78m。 深さ1lcm。 (床 )13.0だ。深さ42cm。 標高386.99m。 竃前面部は非常に

堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 30cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出上状況)竃前面部の床面直上からまとまって出土。

(遺物)須恵器邪・蓋A・ 鉢 B、 土師器甕 CI・ 小型麦 C。 (時期)宮 ノ前Ⅳ期 ?。

第269号住居址  (第66・ 228図、図版41・ ¬9)

(位置)A13・ 14B24・ 25グ リンド。(重複)186・ 244・ 257号住と重複。186・ 257号住より古く、244号住より新し

V｀。(形状)不明。N-84° 一E。 (規模)南北軸3.76m。 (電 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。

左袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.03m xO.88m◇ 深さ14cm。 (床 )面積不明。深さ 5 cm。 標高386.61m。

残存部はやや軟弱。(壁溝)床面残存部の北壁下から東壁下の一部には巡る。幅15～ 19cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物

出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)須恵器蓋 A、 土師器奏 CI。 (時期)不明。

第270号住居址  (第66・ 228図、図版41。 119)

(位置)A22B30グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸長方形。N-96° 一E。 (規模)2.81m× 2.25m。 (鼈 )石

組み。東電。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は非常に顕著。規模0.75m× 0。 73m。

深さ1lcm。 (床 )551ポ。深さ47cm。 標高387.62m。 全体に堅固。(壁溝)不明。(遺物出土状況)竃内および竃周

辺部の床面直上から主に出土。(遺物)土師器郭A・ 皿・密 A、 霊形土器。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第271号住居址  (第67・ 228図、図版41・ 119)

(位置)A15。 16B26グ リッド。(重複)212号住と重複。212号住より古い。(形状)不明。主軸方向不明。(規模 )

南北軸2,76m。 (覆土)北壁近くの床面上約30cmの レベルに少量の礫が散乱する。(鼈 )不明。(床)面積不明。深

さ21cm。 標高386.92m。 全体に堅くしまる。(壁溝)巡 らない。(遺物出土状況)少量の遺物が床面直上または床

面上約10cmの レベルから出土。(遺物)須恵器高台皿・蓋 A、 刀子。(時期)宮 ノ前Ⅲ期 ?。

第272号住居址  (第67・ 228図、図版41・ 119)

(位置)A16B21グ リッド。(重複)261号住と重複。261号住より古い。(形状)隅丸方形。N-84° ― E。 (規模)

3.54m× 3.35m。 (電)東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.82m XO.56m。

深さ16cm。 (床)推定10.0だ 。深さ28cm心 標高386.95m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅20～

28cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物がほぼ床面直上から散在的に出土。(遺物)須恵器郵・甕。(時

期)官 ノ前Ⅳ期。

第273号住居址  (第67・ 228図、図版41)

(位置)A16・ 17B21グ リッド。(重複)46号掘立と重複。46号掘立より新しい。(形状)隅丸方形。N-83° 一E。

(規模)2.43m× 2.40m。 (鼈)東霊。東壁中央やや南寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は非常に顕著。規

模0,93m× 0.86m。 深さ 7 cm。 (床)4.78ポ。深さ28cm。 標高386.98m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅

18～ 25cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内および住居址覆土下層から少量出土。(遺物)土師器杯A・ 甕 C、

須恵器杯。(時期)宮 ノ前V期。

第274号住居址  (第67・ 229図、図版41。 相9)

(位置)A16B22・ 23グ リッド。(重複)319。 320・ 358・ 387・ 411号住と重複。いずれの住居址より新 しい。(形状)

隅丸方形。N-81° 一E。 (規模)4.33m× 4.29m。 (電 )石組み。東竃◇東壁ほぼ中央に位置する。右袖石の一部
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が残存。焼土は顕著。規模1.18m× 0.91m。 深さ 5 cm。 (床 )16.3ポ 。深さ39cm。 標高386.81m。 竃周辺部は堅固。

(壁溝)全周する。幅20～ 27cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)霊周辺部および北西コーナー付近の床面直上か

ら出土。(遺物)土師器邦A・ 皿・甕AoCⅣ・小型甕 A、 黒色土器14h、 灰釉陶器皿、釘。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第275号住居址  (第 67・ 229図、図版42・ 119)

(位置)A15。 16B22グ リンド。(重複)266。 282・ 319。 341号住と重複。266号住より古く、他の住居址より新 しい。

(形状)隅丸方形。N-73° 二E。 (規模)3.64m× 3.56m。 (覆土)住居址中央部の床面直上および床面上約15cm

のレベル内に少量の礫が散乱する。(鼈)石組み。東霊。東壁中央やや南寄 りに位置する。両袖石の一部が残存。

焼土は顕著。規模1.17m XO.87m。 深さ18cm。 (床 )推定11.2ポ 。深さ30cm。 標高386.78m。 竃周辺部は堅固。(壁

溝)床面残存部の南壁下は巡つていない。幅20～ 28cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃右袖脇の住居址南東コー

ナー付近の床面直上からまとまって出土。(遺物)土師器郵A(ス ス付着するものあり)・ 皿・甕A、 黒色土器不、

灰釉陶器皿、須恵器不 (線刻あり、流入の可能性大)・ 鉢 B。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第276号住居址  (第68・ 229。 230図 、図版42・ 119)

(位置)A16B21。 22グ リンド。(重複)31Ⅲ 319。 341号住と重複。311。 341号住より古く、319号住より新しい。

(形状)隅丸方形。N-88° 一E。 (規模)3.93m× 3.85m。 (覆土)住居址中央部の床面上 2～ 25cmの レベル内に

礫が狭い範囲で散乱する。(亀)東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土はあまり顕著でない。規

模0.88m× 0.79m。 深さ9 cm。 (床 )12.8活。深さ43cm。 標高386,77m。 電前面部は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。

幅15～ 25cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)住居址全体にわたって散在的に出土。床面上わずかに浮いた状態で

出土するものが多い。(迫物)土師器郭 B・ 高台郭・養CIo CⅢ ・小型甕 C、 須恵器郭・高台邦A・ B・ 高邪・

蓋A。 (時期)宮 ノ前Ⅱ期。

第277号住居址  (第68図、図版42)

(位置)A15。 16B25。 26グ リンド。(重複)221号住、17号溝と重複。両者より古い。(形状)隅丸長方形。N―

19° 一W。 (規模)4.64m× 404m。 (鼈 )石組み。北竃。北壁の北東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残

存。焼土は顕著でない。規模0.73m× 0.53m。 深さ 6 cm。 (床 )推定16.7ポ。深さ12cm。 標高387.21m。 全体にや

や軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅11～ 20cm、 深さ3～ 6 cm。 (遺物出土状況)住居址の覆土内からごく微

量の土師器片が出土。(遺物)復元できる遺物なし。(時期)不明。

第278号住居址  (第68。 230・ 231図 、図版42・ 119)

(位置)A15。 16B24グ リンド。(重複)251・ 304号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-76° 一

E。 (規模)3.86m× 4.07m。 (篭)東電。東壁の南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。

規模0,79m× 0,70m◇ 深さ12cm。 (床)推定14.1ポ。深さ49cm。 標高386.77m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残

存部には巡る。幅22～ 27cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)床面直上および床面上約20cmの以内レベルから散在

的に出土。(遺物)須恵器不・蓋A・ 密、土師器甕 B、 刀子。(時期)宮 ノ前V期 ?。

第279号住居址  (第68・ 231図、図版42)

(位置)A17。 18B21グ リッド。(重複)267・ 362号住 と重複。両住居l■ より新しい。(形状)隅丸長方形。N-80° 一

E。 (規模)3.72m× 3.27m。 (電)石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。両袖石の一部が残存。焼土

は顕著。規模0.94m× 0.92m。 深さ10cm。 (床 )10.5だ。深さ29cm。 標高387.05m。 竃前面部は堅固。(壁溝)東

壁下以外は巡る。幅19～ 22cm、 深さ3～ 6 cm。 (遺物出土状況)寵内、西壁および南壁際の床面よりわずかに浮い

た状態で少量出土。(遺物)土師器郷A(線刻あり)、 須恵器杯・蓋A、 円筒土器。(時期)不明。
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第280号住居址  (第69・ 231図、図版42)

(位置)A16B21グ リッド。(重複)393号住、11号溝 と重複。11号溝より古く、393号住より新しい。(形状)不

明。N-84° ―E。 (規模)南北軸2.54m。 (亀 )東竃。東壁中央やや北寄りに位置する。掘り方のみ残存。焼土は顕

著。規模0.65m× 0.57m。 深さ9 cm。 (床 )面積不明。深さ13cm。 標高387.00m。 全体にやや軟弱。(壁溝)床面残

存部には巡る。幅14～ 24cm、 深さ3～ 4 cm。 (柱穴)北壁と南壁際に柱穴状のビットあり。径40～ 50cnl、 深さ約 5 cmを測

る。(遺物出土状況)少量の遺物が床面上わずかに浮いたレベルから出土。(遺物)須恵器14h・ 高台不。(時期)不明。

第281号住居址  (第69図、図版42)

(位置)A15B26グ リッド。(重複)200号住と重複。200号住より古い。(形状)不明。N-80° 一E。 (規模)南

ゴ膵由3.61m。 (竃 )石組み。東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。左袖石の一部が残存。焼土は顕著でない。

規模0.87m× 0.55m。 深さ4 cln。 (床 )面積不明。深さ20cm。 標高386.95m。 床面状況不明。(壁溝)不明瞭だが床

面残存部には巡る。幅17～ 23cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)ほとんど出土せず。(遺物)なし。(時期)不明。

第282号住居址  (第69。 231図、図版42・ 120)

(位置)A15。 16B22グ リッド。(重複)275。 307・ 320号住と重複。275。 307号住より古く、320号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)3.72m× 3.77m。 (寵)東電。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方の

み残存。焼土は顕著。規模1,01m× 0.65m。 深さ15cm。 (床)推定122ポ。深さ41cm。 標高386.65m。 竃周辺部は

堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 28cm、 深さ4～ 7 cm。 (遺物出土状況)竃脇の床面直上から主に出土。(遺物)

土師器高台郭・皿 (混入か)。 寮 CⅡ 、須恵器郭 (線刻あり)、 黒色土器邪 (混入か)、 棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前

Ⅲ・Ⅸ期。

第283号住居址  (第69。 231図、図版43)

(位置)A18B23・ 24グ リッド。(重複)139。 140。 367号住と重複。139。 140号住より古く、367号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-84° 一E。 (規模)3.06m× 3.29m。 (覆土)床面直上および床面上わずかに浮いたレベルで少

量の礫が散乱する。(寵)東寵。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模南北軸0.83m。

深さ3 cm。 (床)推定8.50ポ 。深さ35cm。 標高387.16m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅22～

31cln、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に少量の遺物が出土。(遺物)土師器郭A(塁書あり)・ 皿、黒

色土器郭 (塁書あり)。 (時期)官 ノ前Ⅸ期 ?。

第284号住居址  (第 70・ 232図、図版43・ 120)

(位置)A16・ 17B25グ リッド。(重複)349・ 379。 381号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸長方

形。N-76° 一E。 調査順序を誤 り北西コーナーと西壁の一部を欠失。(規模)2.99m× 3.59m。 (覆上)竃前面部

の床面直上および床面上教cmの レベル内に礫が散乱する。(寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。

両袖石の一部が残存する。焼土は顕著。規模0.84m× 0.68m。 深さ8 cm。 (床 )推定9,48だ。深さ29cm。 標高387.01m。

全体にやや軟弱。(壁溝)北壁下は巡らない。幅15～ 29cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃周辺部のほぼ床面

直上から少量出土。(遺物)土師器邦A・ B(混入品あり)。 密A、 黒色土器邦。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第285号住居址  (第70・ 232図、図版43・ 120)

(位置)A17B25・ 26グ リンド。(重複)299。 354。 391号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸方形。

N-88° ―E。 (規模)3.20m× 3.53m。 (覆土)住居址全体にわたって床面直上および床面上 5 cm以 内のレベルに

礫が散乱する。(蓬)石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。右袖石の一部と支脚石が残存。焼土は顕

著。規模1.03m Xl.02m。 深さ14cm。 (床 )9.59ポ。深さ22cm。 標高387.27m。 堅固な箇所が散在的に残存。(壁
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溝)不明。(遺物出土状況)竃内から土師器査等がまとまって出土。(遺物)土師器皿・寮A・ CⅡ ・ CⅣ、羽釜A、

須恵器奏胴部破片利用転用硯、砥石。(時期)官ノ前Ⅸ期。

第286号住居址  (第 70。 233・ 234図 、図版43・ 120)

(位置)A16・ 17B28グ リンド。(重複)224・ 332号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸長方形。N-22° 一

W。 (規模)4.44m× 3.82m。 (覆土)住居址中央部から北側部分にかけての床面上数cmの レベルに礫が散乱する。

(電)石組み。北霊。北壁北西コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。右袖部に袖石を据えたとみられ

るピットあり。焼土は顕著。竃前面部に掻きだされた灰の範囲あり。規模1.47m× 0,85m。 深さ19cm。 (床 )15,4ポ。

深さ40cm。 標高386.96m。 竃前面部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)西壁下～南壁下の一部には巡らない。

幅16～ 28cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内および竃周辺部のほぼ床面直上から主に出土。(遺物)土師器

郭A・ 皿 (墨書あり)・ 甕A・ 小型変 A、 黒色土器郭 (線刻あり)、 須恵器凸帯壷・壷。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第287号住居址  (第 70。 234図 、図版43・ 120)

(位置)A16B22グ リンド。(重複)274・ 319。 342・ 411号住、35号掘立と重複。274号住より古く、他の住居址、掘

立より新しい。(形状)隅丸方形。N-81° ―E。 (規模)4.29m× 3.88m。 (鼈 )東霊。東壁中央やや北寄 りに位

置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著でない。規模0,95m× 0.77m。 深さ17cm。 (床 )推定15.0活 。深さ41cm。 標

高386.87m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅22～ 31cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)南壁際の床面直

上から中心に出土。石鉾は床面上約19cmの レベルから出土。(遺物)土師器邦A(タ ール付着するものあり)皿・

菱 C、 灰釉陶器皿、石錯、銅製錯帯 (鈍尾か)。 棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第288号住居址  (第 71・ 234・ 235図 、図版43・ 121)

(位置)A16B24・ 25グ リッド。(重複)289。 304・ 309。 379。 387。 410号住と重複。304号住より古く、他の住居址よ

り新しい。(形状)隅九方形。N-80° 一E。 (規模)4.42m× 4.63m。 (覆上)寵周辺部の床面直上に礫が散乱す

る。(鼈)石組み。東電。東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石の一部と支脚石が残存。右袖部に袖石を据えた

とみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.46m× 0.87m。 深さ7 cm。 (床 )18.0ポ 。深さ25cm。 標高386.74m。

竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅19～ 28cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出土状況)住居址東側部分の床面直上か

ら散在的ではあるが比較的多量の遺物が出土。(遺物)土師器郭A・ B・ 高台不 (墨書 。線刻あり、混入品あり)・

皿 (墨書あり)。 養CIo CV・ D、 円筒土器、手捏ね土器、須恵器杯・高台郵 (線刻あり)。 密・甕胴部破片利用

転用硯、刀子・鉄鏃・棒状鉄製品・板状鉄製品。(時期)宮ノ前Ⅵ期。

第289号住居址  (第 71図、図版43・ 122)

(位置)A16B25グ リンド。(重複)288・ 290・ 387・ 410号住と重複。288・ 290号住より古く、387・ 410号住より新 し

い。(形状)不明。N-79° 一E。 (規模)南北軸3.83m。 (寵)石組みか。東竃。東壁中央やや北寄 りに位置する。

掘り方のみ残存するが、崩落土内に袖石状の礫がみられる。焼土は顕著。規模0.92m× 0.86m。 深さ9 cm。 (床 )面積

不明。深さ25cm。 標高387.04m。 竃前面部から住居址中央部付近ににかけて堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅

17～ 23cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)土師器等の細片が覆土内からわずかに出土。(遺物)なし。(時期)不明。

第290号住居址  (第 71・ 236図 、図版44・ 121)

(位置)A16B25グ リンド。(重複)289号住と重複。289号住より新 しい。(形状)隅九方形。N-82° 一E。 (規

模)3.60m× 3.27m。 (覆土)住居址東側部分の床面直上および床面上数cmの レベル内に少量の礫が散乱する。(鼈 )

石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は頭著でない。規模1.00m× 0.69m。

深さ8 cm。 (床 )9,72N。 深さ31cm。 標高386.99m。 住居址中央周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅20～ 37cm、
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深さ3～ 7 cm。 (遺物出土状況)霊周辺部のほぼ床面直上から散在的に出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 皿

(塁書あり)・ 甕A・ 小型甕 A、 黒色土器杯 (墨書あり)。 (時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第291号住居址  (第72・ 236図 、図版44・ 122)

(位置)A16B23・ 24グ リッド。(重複)30Ⅲ 310。 336。 344号住と重複。301・ 310号住より古く、336。 344号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-86° 一E。 (規模)3.44m× 3.29m。 (電)石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに

位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.04m× 0.78m。 深さ 9 cm。 (床 )9.66ポ。深さ46cm。 標高386.81m。

電周辺部は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅14～ 23cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)南壁下のほぼ床面直上レ

ベルから主に出土。(遺物)土師器不A・ B(タ ール付着するものあり、線刻あり、混入品あり)・ 皿 (墨書あり)・

養A、 黒色土器イ、灰釉陶器壷、須恵器甕、鉄洋。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第292号住居址  (第 72・ 237図 、図版44・ 122)

(位置)A18B26グ リッド。(重複)53号掘立と重複。新旧関係不明。(形状)隅丸方形。N-16° 一W。 (規模 )

3.59m× 3.42m。 (鼈)北竃。北壁中央やや西寄 りに位置する。掘 り方のみ残存。焼土はやや頭著。規模0.78m×

0。 76m。 深さ10cm。 (床 )10.8N。 深さ15cm。 標高387.64m。 住居址中央部付近に堅固な箇所あり。(壁溝)不明。

(遺物出土状況)竃周辺部および南壁際の床面直上もしくは床面上わずかに浮いたレベルからややまとまって出

土◇(遺物)土師器郭A(墨書あり、タール付着するものあり)。 高台郭・皿 (墨書あり)、 黒色土器邦、灰釉陶器

椀、須恵器甕胴部破片利用転用硯、鉄鏃か。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第293号住居址  (第 72・ 237・ 238図 、図版44。 123・ 124)

(位置)A17B27グ リッド。(重複)160。 316・ 337・ 413号住と重複。160・ 316号住より古く、337・ 413号住より新し

V｀。(形状)隅丸方形。N-70° 一E。 (規模)6.30m× 6.50m。 (覆土)住居址中央部の床面直上および床面上数

cm浮いたレベルに礫が散乱する。(鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 りに位置する。右袖石の一部が残存。同

袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は非常に顕著。規模1.50m× 1.24m。 深さ21cm。 (床 )推定36.2∬。

深さ36cm。 標高387.15m。 竃前面部は特に堅固で、住居址全体でも散在的に堅固な箇所が残存する。(壁溝)全周

すると思われる。幅26～ 40cm、 深さ4～ 8 cm。 (柱穴)柱穴状のピットが4箇所認められる。径70～ 100cm、 深さ

20～30cmを測る。その配置等から柱穴の可能性大。(遺物出土状況)住居址全体にわたって多量の遺物が散在的に

出土。特に壁際、竃周辺部からの出土が目立ち、床面から浮いた状態での出土が多い。(遺物)土師器邦A(墨書・

線刻あり、タール付着するものあり)。 高台郵・皿 (塁書あり、タール付着するものあり)。 蓋A(墨書あり)・ を

A・ 小型甕A・ C・ 小型壷 B、 飯、黒色土器イ・椀 (墨書あり)、 須恵器不・高台邦・変・壷・甕月同部破片利用転

用硯、円筒土器、土錘、刀子。(時期)官ノ前Ⅵ期。

第294号住居址  (第 72・ 239図、図版44)

(位置)A17・ 18B24グ リッド。(重複)302・ 348・ 359号住、38号掘立と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)

隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)3.24m× 3.10m。 (覆土)床面直上および床面上約15cmの レベル内で住居址全体

にわたつて少量の礫が散乱する。(寵)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位置する。右袖石の一部が残存。焼土は顕

著でない。規模0.79m× 0,74m。 深さ 9 cm。 (床 )8.28ポ。深さ23cm。 標高387.26m◇ 全体にやや軟弱。(壁溝)

全周する。幅21～ 30cn、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器皿、黒色土

器年、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第295号住居址  (第 73・ 239図、図版44・ 125)

(位置)A17B22。 23グ リッド。(重複)360号住、42号掘立と重複。両遺構より新 しい。(形状)隅丸方形。N―
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83° ―E。 (規模)4,03m× 4.29m。 (覆土)少量の礫が床面直上および床面上約35cm以 内のレベルで散乱する。(蓬 )

東電。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。袖石または天丼石 とみられる礫が落ち込んでいる。焼土は頭

著。規模1.03m× 0.87m。 深さ12cm。 (床 )15。 1ポ。深さ48cm。 標高386.87m。 竃前面部は堅固。(壁溝)全周す

る。幅20～ 30cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在 して出土。(遺物)須恵器郭 (タ ール付着す

るものあり)、 土師器密 CⅣ。(時期)官ノ前Ⅲ期 ?。

第296号住居址  (第 73・ 239図 、図版44・ 125)

(位置)A17B23グ リッド。(重複)360号住、54号掘立、18号溝と重複。いずれの遺構より新しい。(形状)隅丸

方形。N-82° 一E。 (規模)3.38m× 3.48m。 (鼈)東竃。東壁南東コーサー近くに位置する。掘 り方のみ残存。

両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は非常に顕著。規模1.03m× 0,72m。 深さ7 cm。 (床)938だ。

深さ40cm。 標高387.01m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 29cm、 深さ4～ 6 cm。 (遺物出土状況)

住居址中央周辺部から散在的に出土。床面から浮いた状態での出土が多い。(遺物)土師器郭A・ 皿 。蓋A・ 甕 A、

須恵器郷・蓋A。 (時期)官ノ前Ⅵ期。

第297号住居址  (第 73・ 240図 、図版44)

(位置)A16。 17B23グ リッド。(重複)32Ⅲ 335号住、 8号溝と重複。321号住、 8号溝より古く、335号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-86° 一E。 (規模)3.34m× 3.38m。 (寵 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り

方のみ残存。焼土は顕著。規模0。 78m× 0.66m。 深さ7 cm。 (床 )9.83だ。深さ14cm。 標高387.19m。 全体にやや

軟弱。(壁溝)全周する。幅13～ 23cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。小片が多い。

(遺物)土節器郭 A、 須恵器高台邦A。 (時期)不明。

第298号住居址  (第 74・ 240図 、図版45)

(位置)A17B25グ リンド。(重複)169・ 391号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形。N―

83° 一E。 北東コーナー付近は撹乱のため欠失。(規模)2.89m× 2.85m。 (寵 )東宅。東壁南東コーナー近くに位

置する。169号住に切られ1/2以上欠失する。掘 り方の一部が残存。焼土は顕著。規模東西軸1.16m。 深さ12cm。 (床 )

推定7.47ポ 。深さ10cm。 標高387.37m。 竃前面部は堅回。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～ 23cm、 深さ4～ 7

cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在的に出土。(遺物)土師器皿・甕 A、 棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第299号住居址  (第 74・ 240図 、図版45。 125)

(位置)A17B25。 26グ リンド。(重複)161・ 169。 285・ 391号住と重複。161・ 169。 285号住より古く、391号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-86° 一E。 (規模)4.35m× 4.67m。 (覆土)床面直上および床面上数cmの レベル

内に少量の礫がほぼ住居llL全体にわたって散乱する。(電 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。右袖

石の一部が残存 し、両袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.29m× 1.29m。 深さ9 cm。

(床)推定19.1ポ 。深さ31cm。 標高387.24m。 竃周辺部から住居址中央部にかけて堅固。(壁溝)北壁下の一部に

は巡らない。幅20～ 27c14、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)竃周辺部を中心に床面上わずかに浮いたレベルから出

土。(遺物)土師器杯A(タール付着するものあり)・ 甕A・ 小型甕 B、 黒色土器杯。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第300号住居址  (第 74。 240図 、図版45。 125)

(位置)A16B23グ リッド。(重複)321・ 333・ 358号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N一

74° 一E。 (規模)3.60m× 3.55m。 (覆土)床面に10～ 50cm大 の礫が散在する。(BTB)東電。東南コーナー寄 りに

位置。石組は全く残存せず。規模1.05m× 0,70m。 深さ15cm。 焼土は顕著。(床 )11.3だ。深さ30cm。 標高386.83m。

竃前面部は堅い。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が南壁側に分布する。(遺

- 80 -



物)土師器皿 。邪A・ 小型甕 A、 須恵器高台郭・蓋A、 灰釉陶器重。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第301号住居址  (第 74。 240図 、図版45。 125)

(位置)A16B23・ 24グ リンド。(重複)251,291・ 310。 336・ 344号住と重複。いずれの住居址より新しい。(形状)

隅丸方形。N-78° ―E◇ (規模)3.50m× 3.90m。 (電 )東竃。東南コーナー寄 り。規模1.10m× 0,75m。 深さ1lcm。

焼土は顕著。両袖石 と天丼石の一部が良好に残る。(床)121だ。深さ50cm。 標高386.77m。 寵前面は床が堅い。

(壁溝)全周する。幅20～ 35cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)床面全体に散在。(遺物)土師器姿A・ F4h‐ A(塁書

あり)・ 皿、黒色土器郵、鎌。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第302号住居址  (第75。 241図 、図版45・ 125)、

(位置)A17B24グ リッド。(重複)294・ 348・ 349号住と重複。294号住より古く、348。 349号住より新しい。(形状 )

隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)3,70m× 3.75m。 (鼈 )石組み。東竃。右袖石 1個 を残すのみ。支脚ピントあり。

また支脚状の石もあり。規模1,10m× 0.80m。 深さ6 cm。 焼土は顕著。(床 )11.7ポ。深さ43cm。 標高386.96m。

霊前面と床面中央西寄 りに焼土・炭・灰が堆積。(壁溝)全周する。幅25～ 30cm、 深さ 8 cm。 (遺物出土状況)南

壁付近および竃内、竃北側に多い。(遺物)灰釉陶器壷、土師器郵A・ 皿・高台郭 (墨書あり)・ 変A・ 小型秦 A、

黒色土器郭・高台皿、須恵器蓋A・ 変、刀子・ピン状青銅製品。(時期)宮ノ前Ⅵ期。

第303号住居址  (第 75。 241・ 242図 、図版45。 125)

(位置)A18B26。 27グ リッド。(重複)337・ 365。 366・ 397号住、52号掘立と重複。いずれの遺構より新 しい。(形

状)隅丸方形。N-70° 一E。 (規模)4.35m× 4.44m。 (覆土)床面中央に礫が散乱。(寵 )石組み。東霊。東壁

南東コーナー近くに位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.10m× 0,80m。 深さ7 cm。 (床 )17.6だ 。

深さ19cm。 標高387.41m。 竃周辺部は堅回。(壁溝)南壁下のみ巡る。幅22～ 30cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)

寵内を中心に出土。(遺物)土師器邦A(墨書あり)。 皿・甕A・ 小型密 A、 羽釜A、 黒色土器郷、灰釉陶器壷。(時

期)宮 ノ前Ⅸ期。

第304号住居址  (第75・ 242図 、図版45。 126)

(位置)A15。 16B24グ リッド。(重複)278。 319号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-73° 一

E。 (規模)3.95X3.60m。 (覆土)床面中央付近に礫集中10m～50cm大。(寵)石組み。東竃。東壁ほぼ中央に位

置する。袖石の一部と天丼石は良好に残る。規模1.35m× 0.50m。 深さ 8 cm。 焼土は顕著。(床)推定12.7だ 。標

高386,78m。 深さ23cm。 炭化物・炭化材が床面に広く分布。全体に堅い。(壁溝)竃北側から北壁のみ。南壁には

ない。幅20～ 25cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)礫の集中部分に分布。竃内にも多い。(遺物)土師器邦A(塁書・

線刻あり)・ 皿・密A、 須恵器邦・長頸壷、手捏ね土器、鋤か鍬。(時期)官ノ前Ⅷ期。

第305号住居址  (第75。 242図 、図版45)

(位置)A14。 15B21・ 22グ リッド。(重複)305。 325。 340。 407号住 と重複。いずれの住居址より新しい。南壁付

近は試掘時の トレンチに切られ不明。(形状)隅丸方形。N-71° 一E。 (規模)3.20m× ?m。 (鼈)石組み。東

寵。東壁のほぼ中央か。両袖石の一部が残る。規模1.15m× 0.65m。 深さ1lcm。 焼土は顕著。支脚石残存。高さ

15cm。 (床)面積不明。深さ15cm。 標高386.8m。 焼土・灰が中央付近に広 く分布。(壁溝)床面残存部では全周す

る。幅20～ 25cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)全体的には少量。寵内に分布する。(遺物)土師器不A・ 甕A・ C、

灰釉陶器壷。(時期)宮ノ前Ⅸ期。
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第306号住居址  (第 76・ 243図 、図版46・ 126)

(位置)A16B26・ 27グ リンド。(重複)233号住と重複。233号住より古い。(形状)隅丸方形。N-11° 一W。 (規

模)3,75m× ?m。 (鼈 )北竃。北壁東寄り。石組みはない。規模0.80m× 0,70m。 深さ10cm。 明瞭な焼土層はな

い。(床 )面積不明。標高387.19m。 削平により床面の掘 り込みはない。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ8

cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が竃前面に集中。(遺物)土師器小型甕 C、 須恵器郷。(時期)官ノ前Ⅵ期 ?。

第307号住居址  (第 76・ 243図 、図版46・ 126)

(位置)A15B22・ 23グ リッド。(重複)282,327・ 334・ 358号住 と重複。282号住より古く、327・ 334・ 358号住より

新しい。(形状)隅丸長方形。N-93° 一E。 (規模)3.50m× 3.35m。 (寵)東竃。中央南寄 り。石組みは残存し

ない。規模1.15m XO。 90m。 深さ20cm。 焼土は顕著。(床)推定10.8沼 。深さ28cm。 標高386.88m。 (壁溝)全周

する。幅15～ 25cm、 深さ6 cmも (遺物出土状況)竃内に主に分布。(遺物)土師器姿A・ CⅢ・皿、須恵器変 。年、

刀子。(時期)宮ノ前Ⅶ期 ?◇

第308号住居址  (第76。 243図、図版46。 126)

(位置)A16B24グ リッド。(重複)309。 336号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形か。西・南壁を切

られ、全形は不明。N-81° 一E。 (規模)3,70m× ?m。 (寵 )東竃。石組みは療存せず。規模0.85m× 0,70m。

深さ25cm。 焼土は顕著。(床 )床面積不明。深さ38cm。 標高386.96m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅18～

30cm、 深さ8 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器杯A(タール付着するものあり)・ 皿・鉢AI。 (時期 )

宮ノ前Ⅷ期。

第309号住居址  (第 76・ 243・ 244図、図版46・ 126)

(位置)A16B24グ リンド。(重複)278。 288。 304・ 308。 336号住 と重複。278。 304・ 336号住より古く、308号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模)3.85m× 3.90m。 (寵 )東電。東壁やや北寄 り。石組みはなく

掘 り方のみ。規模0.85m× 0.85m。 深さ10cm。 焼土は顕著。(床 )推定14.2ピ 。深さ22cm。 標高386.73m。 全面に

炭化材・焼土分布。北壁東寄り付近に板状の炭化材120cm× 50cmあり。南半分の床は堅い。(壁溝)全周する。幅12～

28cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)霊内、床面にやや多くの遺物が散在。(遺物)土師器皿・郷A、 須恵器籍・蓋

A・ イ。須恵器の方が量的に土師器を上回る。砥石。(時期)官ノ前Ⅵ期 ?。

第310号住居址  (第 77・ 244図、図版46。 126)

(位置)A16。 17B23・ 24グ リッド。(重複)291。 301・ 335。 336・ 350号住と重複。29Ⅲ 30Ⅲ 336号住より古く、335。

350号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-86° 一E。 (規模)4.35m× 3.50m。 (寵 )石組み。東竃。中央わず

かに南寄り。袖石の一部が残る。規模1.20m× 0。 90m。 深さ14cln。 焼土は顕著。(床 )推定13.8だ。深さ42cm。 標

高386.94m。 全林にやや堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 33cm、 深さ8 cm。 (遺物出土状況)壁際に分布。 (遺物 )

緑釉陶器皿、土師器郭A(ス ス付着するものあり)。 鉢AI・ 小型甕A、 黒色土器郷・椀 (墨書あり)、 土錘。(時

期)宮 ノ前Ⅸ期。

第311号住居址  (第 77・ 244図 、図版46。 126)

(位置)A16B21グ リッド。(重複)261・ 276号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形。N一

80° 一E。 (規模)3.05m× 3.15m。 (亀)東竃。東壁南寄 り。石組みはない。規模 ?m× o。 90m。 深さ13cm。 焼土

は顕著。(床 )8,05活 。深さ32釦。標高386.78m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する◇幅20～ 40cm、 深さ 8 cm。 (遺

物出土状況)南壁寄 りに少量まとまって出土。(遺物)土師器甕 CⅣ、須恵器郭・鉢 B・ 角郭、刀子。(時期)宮ノ

前Ⅳ期 と思われる。
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第312号住居址  (第 77図、図版46)

(位置)A15B22グ リンド。(重複)305。 325・ 340号住 と重複。いずれの住居址より古い。(形状)不 明。主軸方向不

明。(規模)?m× 2.80m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ20cm。 標高386.62m。 残存部はやや軟弱。(壁溝)床

面残存部は巡る。幅15～ 22cm、 深さ3 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第313号住居址  (第 77・ 244・ 245図、図版46。 126・ 127)

(位置)A17B21・ 22グ リンド。(重複)268。 361号住と重複。268号住より古く、361号住より新しい。(形状)隅

丸長方形。N-76° 一E。 (規模)3,95m× 3.45m。 (覆土)竃前面～床面南半分に15～40cm大 の礫集中。また礫 と

分布が重なるように焼土・炭化物が多く分布する。(寵 )石組み。東電。中央南寄 り。袖石 と天丼石の一部が良好

に残る。規模1.00m× 075m。 深さ12cm。 焼土は顕著。(床 )11.85だ 。深さ55cm。 標高386.84m。 全体に堅固。(壁

溝)全周する。幅18～ 23cm、 深さ4 cm。 壁は良好。(遺物出土状況)礫の集中部から南壁際にかけて非常に多い。

(遺物)土師器甕A・ C・ 郷A(線刻あり)、 黒色土器高台年、須恵器14・・高台邦A・ 鉢 B・ 蓋A・ 短頸壷、砥石。

(時期)宮 ノ前Ⅳ期。

第314号住居址  (第 77・ 245図、図版47)

(位置)A21B29グ リッド。(重複)343・ 388号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。

(規模)3.70m X3.90m。 (覆土)竃周辺などに10～ 40cm大 の礫が散在。(寵 )石組み。東電。東壁中央わずかに

北寄 り。右袖石 1個のみ残る。規模1,10m× 0.85m。 深さ25cm。 焼土は顕著。(床 )12.7ポ。深さ16cm。 標高387.73m。

全体に軟弱。(壁溝)全周する。幅20～ 27cm、 深さ 5 cm。 (遣物出土状況)床面南半分の礫分布と重なる。 (遺物)

土師器不A・ 皿 (ス ス付着するものあり)・ 麦、黒色土器郭、灰釉陶器壷・三足段皿、刀子。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第315号住居址  (第 78・ 246図 、図版47・ 127)

(位置)A22B28。 29グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)4,00m× 4.30m。 (覆土)

床面から数cm浮上してやや小さな礫15cm大 が非常に多い。(竃 )石組みかば東竃。東壁南寄り。左袖石 1個のみ残

る。規模1.10m× 0.85m。 深さ12cm。 焼土は顕著◇(床 )14.6N。 深さ27cm。 標高387.87m。 全体的に堅固。(壁

溝)南・北壁の一部を除いて巡る。幅22～ 25cm、 深さ 6 clll。 壁は砂質で脆い。(遺物出上状況)竃内、南壁付近に

多い。(遺物)土師器不A(塁書・線刻あり、スス付着するものあり)。 皿・寮A・ 小型変A、 黒色土器郷、須恵

器壷・を、刀子◇(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第316号住居址  (第 73・ 246図、図版47・ 127)

(位置)A17・ 18B27・ 28グ リッド。(重複)293・ 337・ 392・ 413号住と重複。いずれの住居址より新 しい。(形状)

隅丸方形か。N-66° 一E。 (規模)?m× 3.80m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部が残存。焼土は顕著。規模1.13m× 0.89m。 深さ13cm。 (床 )面積不明。深さ24cm。 標高387.30m。 霊前

面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅22～ 25cm、 深さ5～ 7 cm。 (遺物出土状況)散在的に出土。 (遺物)

土師器郭A(墨書あり、タール付着するものあり)・ 皿 (塁書あり)・ 甕 C。 (時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第317号住居址 (第 78・ 247図、図版47)

(位置)A15B22グ リッド。(重複)2c6。 322・ 325・ 331・ 340号住 と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方

形か。重複が激しく霊付近～住居東半分しか遺存しない。N-90° 一E。 (規模)?m× 3.60m。 (寵 )東竃。中央

北寄り。掘 り方のみ残存。規模1.05m× 0,75m。 深さ 7 cm。 焼土はやや顕著。(床 )面積不明。深さ23cm。 標高386.69m。

全体に堅い。(壁溝)全周する。幅18～ 28cm、 深さ6 cm。 壁は良好。(遺物出上状況)竃内などに少量散在。(遺物)

土師器甕 CI・ CⅣ、羽口。(時期)宮ノ前Ⅲ期 ?。
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第318号住居址  (第 78・ 247図、図版47・ 127)

(位置)A20B28グ リンド。(重複)412号住、13号溝と重複。412号住より新しく、13号溝より古い。(形状)隅

丸方形。N-79° 一E。 (規模)3.50m× 3.40m。 (覆土)床面全体に礫 (5～ 40cm大 )が散在。(竃 )石組み。東竃。

東壁南寄 り。規模1.10m× 0.80m。 深さ1lcm。 焼土は顕著。(床)10.03だ。深さ52cm。 標高387.53m。 竃周辺部

は堅固。(壁溝)全周しない。南壁と東壁に分かれて存在する。幅23～32帥、深さ 5 cm。 (遺物出土状況)東壁付

近に分布。西側に鉄製品が4点分布。(遺物)土師器イA(墨書あり)、 羽釜A、 須恵器邦・高台郭A・ 蓋A・ 甕・

壷、黒色土器邦、灰釉陶器壷、土錘、刀子・釘・鉄鏃・棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅳ期 とⅨ期の遺物が混在する。

第319号住居址  (第 79・ 247図、図版47・ 127)

(位置)A16B22グ リンド。(重複)274・ 275。 287・ 341。 342号住と重複。275。 287・ 341号住より古く、274・ 342号住

より新しい。(形状)隅丸方形か。重複が激 しく形状不明。N-80° 一E。 (規模)?m× 5.05m。 (寵)東霊。東

壁南寄り。石組みはない。規模1,10m× 0.95m。 深さ21cln。 焼土は顕著。(床 )面積不明。深さ30cm。 標高386.77m。

全体に軟弱。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ 5 cm。 壁良好。(遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器皿 (線

刻あり)・ 高台郭、羽釜A、 須恵器邦・高台郭A・ 蓋A・ 菱、鉄滓。(時期)不明。

第320号住居址  (第79・ 248図、図版47・ 128)

(位置)A15。 16B22・ 23グ リッド。(重複)274・ 282・ 319・ 411号住と重複。274号住より古く、282・ 319・ 411号住

より新しい。(形状)隅丸方形。N-83° 一E。 (規模)3.49m× 3.52m。 (毛 )石組み。東霊。東壁中央やや北寄

りに位置する。右袖石の一部が残存し、燃焼部 と両袖部に袖石および支脚石を据えたとみられるピットあり。焼

土は顕著。規模1.15m× 0.76m。 深さ 5 cln。 (床 )推定11.4だ。深さ28cn。 標高386.76m。 全体にやや軟弱。(壁

溝)床面残存部には巡る。幅11～ 25cm、 深さ3～ 5 cm。 (遺物出土状況)散在的に出土。(遺物)土師器郷A・ 皿。

(時期)宮ノ前Ⅷ期 ?。

第321号住居址  (第 79。 248図、図版48)

(位置)A16B23グ リッド。(重複)297・ 300。 333・ 357号住と重複。333・ 357号住より古く、297・ 300号住より新し

い。(形状)隅丸方形か。N-81° ―E。 (規模)4.40m× 4.20m。 (覆土)ほぼ中央に礫が散在。(霊 )東電。東壁

南寄 り。袖石等は全く残存せず。掘 り方のみ残存。規模1.00m× 0.80m。 深さ14cln。 焼土は顕著。(床 )推定16.6ポ。

深さ36cm。 標高386.83m。 (壁溝)全周しない。北側にはない。幅15～ 25cm、 深さ 6 cn◇ (遺物出土状況)少量散

在。(遺物)土師器小型甕 C・ 皿、黒色土器不・高台皿、須恵器杯・高台邦A、 砥石、刀子。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第322号住居址  (第 79・ 248図、図版48)

(位置)A15B22グ リッド。(重複)317・ 409号住 と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形か。

主軸方向不明。(規模)2.50m× ?m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ32cm。 標高386.61m。 炭化物が北側に多

く散在する。(壁溝)全周する。幅15～ 20cm、 深さ6 cm。 (遺物出土状況)西壁付近に少量散在。(遺物)土師器郭、

鉄滓。(時期)不明。

第323号住居址  (第79。 248図、図版48・ 128)

(位置)A18B22グ リッド。(重複)母 号溝と重複。 8号溝より古い。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模 )

2,70m× 2.50m。 (覆土)床面中央付近に数cm浮上して礫 (10～ 45cm大 )が集中する。(寵)石組み。東竃。東壁

南寄 り。両袖石の一部が残る。規模0.85m× 0.50m◇ 深さ 7 cm。 焼土は顕著。(床 )6100ポ。標高387.31m。 深さ

12cm。 電前面の床は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 22cm、 深さ10cln。 北壁は不良。(遺物出土状況)竃付近の南

側に集中する。(遺物)土師器イA・ 小型甕A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。
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第324号住居址  (第80。 248図、図版48,128)

(位置)A19。 20B27グ リンド。(重複)347・ 416号住と重複。両者より新しい。(形状)隅丸方形。N-81° 一E。

(規模)300m× 3.20m。 (覆土)東壁側に礫 (10～ 45cm大)が散在する。(寵)石組み。東竃。東壁南寄 り。両

袖石、天丼石 ともに残 りが良い。支脚石も残存する。規模1.00m× 0.70m。 深さ15cm。 焼土は顕著。(床 )8.27ポ。

深さ38cm。 標高387.62m。 竃前面と中央部が堅固。(壁溝)北西コーナー部を除き全周する。幅20～ 30clll、 深さ8

側。(遺物出上状況)西壁寄りに分布する。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 皿・甕 A、 羽釜A、 黒色土器年、灰

釉陶器椀、須恵器密。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第325号住居址  (第30,249図、図版48・ 128)

(位置)A15B22グ リッド。(重複)331・ 340号住と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形か。N-6° ―

W。 (規模)3.80m× 3.50m。 本来完存であったが、手順 ミスで測量前に次の住居址の調査へ移つたため北壁の大

半を欠失してしまった。(電)北宅。北壁北西コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。規模等は不明。(床 )

推定13.4ポ 。深さ20cm。 標高386.59m。 全体にやや軟弱。(壁溝)ほぼ全周する。幅20～ 23cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺

物出土快況)床面直上を中心に散在的に出土。(遺物)土師器郭A・ D(ス ス付着、灯明具として使用されたと思

われる)・ 麦 C・ D、 須恵器杯 。蓋B。 長頸壷 B・ 鉢A・ 甕、手捏ね土器、砥石。(時期)宮 ノ前Ⅲ期 ?。

第326号住居址  (第80・ 249。 250図、図版48。 123)

(位置)A20B26・ 27グ リンド。(重複)105。 118号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-80° 一

E。 (規模)3.73m× 339m。 (覆土)床面全体にわたつてやや浮いたレベルで礫が散乱する。(竃 )東竃。東壁中

央やや南寄 りに位置。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模094m× 0.83m。 深さ14cm。 (床 )10.4ポ 。深さ25cm。

標高387.88m。 全体にわたつて堅固。(壁溝)全周する。幅23～ 27cm、 深さ4～ 9 cm。 (遺物出土状況)床面直上

および床面からわずかに浮いたレベルで散在的に出土。(遺物)土師器郭A(墨書あり)・ 皿 (タ ール付着するも

のあり)。 /卜型甕 A、 黒色土器邦。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第327号住居址  (第80。 250図、図版48)

(位置)A15B22・ 23グ リッド。(重複)282・ 307・ 334。 358号住と重複。282・ 307号住より古く、334・ 358号住より新しい。

(形状)隅丸方形。N-88° 一E。 (規模)4,60m× 4.30m。 (寵 )東竃。東壁南寄り。袖石は残存せず。規模0,75m×

0.60m◇ 深さ14cm。 焼土は顕著。(床)推定17.2だ。深さ28cm。 標高386.72m。 全体に軟弱。(壁溝)全周する。

幅20～ 30cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器不A・ 甕A、 砥石。(時期)官 ノ前Ⅲ期。

第328号住居址  (第81・ 250図、図版48。 123)

(位置)A17B22グ リンド。(重複)351号住、35号掘立と重複。351号住より古く、35号掘立より新 しい。(形状 )

隅九方形。N-84° ―E。 (規模)3.80m× 3,40m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 り。袖石は残存 しない。掘 り方

のみ残存。規模1.15m× 1.00m。 深さ20釦。焼土は顕著。(床)11.0ポ。深さ33cm。 標高386.95m。 北西隅付近に

灰が堆積する。(壁溝)全周する。幅20～ 30釦、深さ 5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)須恵器杯A(線刻

あり)。 高台郭A・ 寮、土師器邦A。 (時期)宮ノ前Ⅲ期。

第329号住居址  (第31・ 250図、図版49。 129)

(位置)A16。 17B22グ リッド。 (重複)259。 351号住、35号掘立と重複。Vザれの遺構より古い。(形状)隅丸方形。

N-11° 一W。 (規模)2.75m× 265m。 (寵 )北宅。北壁中央わずかに東寄り。袖石は全く残存せず。掘 り方のみ

残存。規模0.95m× 0.85m。 深さ12cm。 焼土はやや顕著。(床 )6.23N。 深さ18cm。 標高386.87m。 全体に堅固。

(壁溝)全周する。幅18～ 30cm、 深さ5 cm。 壁良好。(遺物出土状況)少量散在。(遺物)須恵器不・壷。(時期 )
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官ノ前Ⅳ期 ?。

第330号住居址  (第81・ 250。 251図 、図版49。 129)

(位置)A15B23グ リッド。(重複)25Ⅲ 334号住と重複。前者より古く、後者が新 しい。(形状)隅丸方形。N―

86° 一E。 (規模)3.80m× 3.15m。 (覆土)10～ 25cm大 の礫を多く混入。(寵)石組み。東寵。中央わずかに南寄

りに位置する。竃内に礫が崩落し、原型を留めていない。焼土は顕著。規模1.10m× 0.80m、 深さ10cm。 (床)推

定9。 97活。深さ40cm。 標高386.75m。 全体に堅回。(壁溝)ほぼ全周する。幅18～ 29cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状

況)散在する。(遺物)土師器郷A・ 高台邦 。皿・甕A、 円筒土器、須恵器邦・変・凸帯壷 (頭部にヘラ書あり)、

羽口。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第331号住居址  (第 81・ 251図 、図版49。 129)

(位置)A15B22グ リンド。(重複)317・ 325・ 340号住と重複。325号住より古く、317・ 340号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-84° 一E。 (規模)3.20m X2.80m。 (寵)石組み。東竃。中央南寄 りに位置する。煙道付近の石組

みは残るも燃焼都中央に、径30cm、 深さ15cmの 支脚穴がある。焼土は顕著。規模0.95m× 0。 75m、 深さ5 cm。 (床 )

7.90ピ 。深さ30m。 標高386.42m。 非常に堅い。(壁溝)全周する。幅22～ 28cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)少

量の遺物が散在する。(遺物)土師器蓋A・ 甕 CⅡ ・小型養 C、 須恵器郭・養、砥石、刀子。(時期)宮 ノ前Ⅵ期 ?。

第332号住居址  (第 81・ 251図 、図版49・ 129)

(位置)A17B28グ リッド。(重複)286・ 368号住と重複。前者より古く、後者より新 しい。(形状)隅丸方形◇N―

70° 一E。 (規模)3.1lm× 2.90m。 (寵 )東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方が残存 し、右袖部には袖石を据

えたとみられるピットあり。焼土は顕著。(床 )推定8.34ポ 。深さ17cm。 標高387.22m。 竃前面部は堅固。(壁溝)

床面残存部は巡る。幅17～ 28cm、 深さ4～ 5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が寵周辺部から散在的に出土。(遺

物)土師器不・奏A、 灰釉陶器皿。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第333号住居址  (第 82・ 251図 、図版49)

(位置)A16B23グ リンド。(重複)358号住 と重複。358号住より古い。(形状)隅丸方形。南約半分は欠如する。

N-6° 一W。 (規模)3.10m× 3.10m。 (寵 )不明。(床)推定8.45ポ 。深さ38cm。 標高386.73m。 西側半分が非

常に堅いが、他は軟弱。(壁溝)全周する。幅16～ 27cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)少量の遺物が散在する。(遺

物)土師器郭 B。 (時期)宮 ノ前 I期。

第334号住居址  (第 32・ 252図 、図版49・ 129)

(位置)A15。 16B23グ リンド。(重複)307・ 327。 330。 358号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方

形。東壁半分、西南隅が重複のため欠如。N-3° ―W。 (規模)3.20m× 3.25m。 (覆土)礫が南東に散在。(寵 )

不明。(床)推定9.72だ。深さ26cm。 標高386.94m。 堅い。(壁溝)全周する。幅15～ 20cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土

状況)少量散在。(遺物)土師器不 A、 須恵器邦。(時期)宮 ノ前Ⅲ期 ?。

第335号住居址  (第 32・ 252図 、図版49・ 129)

(位置)A16。 17B23グ リッド。(重複)297。 321・ 350。 369号住と重複。297・ 321号住より古く、350・ 369号住よ

り新しい。(形状)隅丸長方形。N-2° 一W。 (規模)4.85m X4.10m。 (覆土)礫が散在。(寵 )石組み。北寵。

東北コーナー寄 り。支脚石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.15m× 0.80m、 深さ10cm。 (床 )

17.78活 。深さ35cm。 標高386.83m。 やや堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 25cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)南～

西側に分布。(遺物)土師器不A・ B。 高台郵・皿・鉢 C。 小型甕 B、 須恵器不、鉄鏃。(時期)宮 ノ前Ⅱ・Ⅸ期
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の2時期の遺物を含む。

第336号住居址  (第82・ 252図、図版50)

(位置)A16B24グ リンド。(重複)291・ 30Ⅲ 310。 344号住と重複。291・ 30Ⅲ 344号住より古く、310号住より新し

V｀ 。(形状)隅丸方形。N-78° ―E。 (規模)?m× 455m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央わずかに南寄 り。右

側袖石が一部残る。火床中央に支脚 ピット。焼土は顕著。規模1.17m× 0.97m、 深さ13cm。 (床)面積不明。標高

386.82m。 深さ28cm。 宅周辺部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅20～ 25cm、 深さ5 cm。 (遺物出上状況)

少量散在。(遺物)土師器杯A(墨書あり)・ 奏A、 須恵器高台郭。(時期)不明。

第337号住居址  (第 33・ 252図 、図版50。 129)

(位置)A17・ 18B27グ リンド。(重複)293・ 316・ 366。 392・ 413号住と重複。293・ 316号住より古く、366・ 392・ 413

号住より新 しい。(形状)隅丸方形。N-66° 一E。 (規模)550m× 6.02m。 (覆土)少量の礫が床面直上を中心

に散乱する。(電 )東竃。東壁中央やや南寄りに位置。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模1,49m× 1.13m。 深さ

7 cm。 (床 )推定32.4ポ。深さ12cm。 標高387.41m。 寵前面部から床面中央部にかけ堅固。(壁溝)全周すると思

われる。幅22～ 24cm、 深さ5～ 8 cm。 (柱穴)4箇所に柱穴状のピットあり。径70～ 120cm、 深さ25～ 45cmを測る。

(遺物出土状況)床面中央部のやや浮いたレベルから散在的に出土。(遺物)土師器杯A(墨書・線刻あり)。 皿・

小型甕A、 須恵器高台不・蓋A・ 甕・甕胴都破片利用転用硯、黒色土器邦。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第338号住居址  (第 33・ 253図、図版50・ 129。 130)

(位置)A20B28グ リッド。(重複)388・ 412号住 と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸長方形。N-85° 一

E。 (規模)2.55m× 3.30m。 (覆土)床面中央を中心に10～ 55cm大の礫が、床面上15cm付近に多量に存在する。(電 )

石組み。東竃。東壁南寄 りに位置する。天丼石を除き石組みが良好に遺存。焼土は顕著。規模1.10m× 0.65m。

深さ7 cm。 (床 )7.14だ。深さ10cm。 標高387.75m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ10cln。

(遺物出土状況)竃燃焼部内から3個体以上の竃形土器が出土。(遺物)土師器邦A(塁書あり)。 皿、羽釜 A、

寵形土器、須恵器鉢 B・ 郭、黒色土器杯、緑釉陶器椀、灰釉陶器段皿。(時期)宮 ノ前X期。

第339号住居址  (第83・ 254図、図版50・ 130)

(位置)A18B25グ リンド。(重複)353。 354号住 と重複。両住居址より新しい。(形状)隅丸方形。N-67° 一E。

(規模)2.80m× 2.90m。 (寵)石組み。東電。東壁中央より南寄 り。石組みは崩落する。地山の礫が露出する。

焼土は顕著。規模1.00m× 0.80m。 深さ15cm。 (床 )7.20ポ。深さ2 cm。 標高387.53m。 竃前面部は堅固。(壁溝 )

南西コーナーを除き全周するが、明確ではない。幅17～ 19cm、 深さ5～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃火床内にやや多

い。また南西コーナー付近に集中するが、全体としては少ない。(遺物)土師器皿 。奏A・ 小型奏A。 (時期)宮

ノ前Ⅸ期◇

第340号住居址  (第 33・ 254図、図版50)

(位置)A15B22グ リンド。(重複)266。 305・ 312・ 317・ 325・ 331号住 ≧重複。266・ 312・ 317・ 325号住より新 しく、305。

331号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-12° 一W。 (規模)3.30m× 4.05m。 (鼈)不明。(床)推定11.56だ。

深さ28cm。 標高386.46m。 やや堅い。(壁溝)全周する。幅14～ 20cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺

物)土師器邪A・ BoD・ 甕 CⅡ 。(時期)宮ノ前Ⅲ期 ?。

第341号住居址  (第 84・ 254図、図版50・ 130)

(位置)A16B21・ 22グ リッド。(重複)265・ 275。 276。 319号住 と重複。265。 275号住より古く、276・ 319号住より
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新しい。(形状)隅丸長方形。N-84° 一E。 (規模)4.65m× 4.00m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや北寄 り。

右袖石が 1個残存し、両袖部に袖石を据えたとみられるピントあり。焼土は顕著。規模0.87m XO,70m。 深さ12cm。

(床 )16.8ビ。深さ45cm。 標高386.62m。 全体に堅回。(壁溝)全周する。幅18～ 27cm、 深さ 9 cm。 (遺物出土状

況)散在する。(遺物)土師器邦A・ 麦 CⅡ 。小型密 C、 須恵器郭 。高台郭A・ 蓋A(転用硯)、 手捏ね土器。(時

期)宮ノ前Ⅳ期 ?。

第342号住居址  (第34図、図版50)

(位置)A16B22グ リッド。(重複)287,319号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形か。N-87° 一E

か。(規模)重複により不明。現状では2.70m× 1.80m。 (寵 )不明。(床)面積不明。深さ38cm。 標高386.82m。

全体にやや軟弱。(壁溝)床面残存部には巡る。幅25～ 35cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)西壁溝上で俵編み石器

が13個まとまって出土。床上約 5 cm。 その他は微量。(遺物)俵編み石器。(時期)不明。

第343号住居址  (第84・ 255図 、図版51・ 130)

(位置)A21B29グ リッド。(重複)247・ 314・ 388号住と重複。いずれの住居址より古い。近 。現代の石組み暗渠

が北西隅を斜めに通る。(形状)隅丸方形。N-85° ―E。 (規模)5.15m× 5.50m。 (覆土)礫が散在。(寵)東竃。

石組みか。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。左袖部に袖石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕

著。規模0.89m× 0.87m。 深さ10cm。 (床 )推定面積26.61ポ 。標高387.73m。 深さ24cm。 竃前面は堅固。(壁溝)

北西コーナー付近以外は全周する。幅20～ 32cln、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)竃南側、南東隅付近に集中。(遺物)

土師器邦A・ 皿・甕 A、 黒色土器郭、手捏ね土器、瓦片 (敷島町天狗沢瓦窯と同一の格子叩き目をもつ。白鳳～

奈良初。混入であろう)、 砥石。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第344号住居址  (第35。 255図 、図版51)

(位置)A16B24グ リンド。(重複)291・ 301・ 336号住と重複。291・ 301号住より古く、336号住より新しい。(形状)

隅丸方形。N-77° 一E。 (規模)2.95m× 3.30m。 (寵)東霊。東壁中央南寄 り。掘 り方のみ残存。左袖部に袖石

を据えたとみられるピットあり。焼土はやや顕著。規模1.15m XO,95m。 深さ13cm。 (床 )推定面積8.67ポ 。深さ

18cm。 標高386.83m。 詑前面部は堅固。(壁溝)竃北西を除き全周か。幅14～ 32cm、 深さ7 cm。 (遺物出土状況)

少量散在。(遺物)土師器邦A・ 蓋A・ 菱AoCⅡ 、須恵器郵。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第345号住居址  (第35。 255・ 256図 、図版51・ 130)

(位置)A17B24グ リッド。(重複)350。 369号住と重複。両住居址より新 しい。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。

(規模)3.65m× 3.20m。 (覆土)中央付近、床面直上に礫集中。(寵)石組み。東電。東壁南東コーナー寄 り。

天丼石を除き石組みが良好に残存し、文脚石も残存。焼土は顕者。規模1.26m× 0,77m。 深さ16cm。 (床 )10.0ポ。

深さ45cm。 標高386.85m。 全体に堅固。(壁溝)ほぼ全周する。幅25～ 29cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)寵内、

竃周辺に多い。(遺物)土師器邦A・ 登 A、 黒色土器イ、石製紡錘車。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第346号住居址  (第 85。 256図 、図版51・ 130)

(位置)A18B24グ リッド。(重複)水道管が北壁付近を通る。(形状)隅丸方形。N-76° 一E。 (規模)3.10m× 3.55m。

(覆土)床面から3～ 5 cm上 、中央付近に礫が集中。(寵)石組み。東竃。東壁中央南寄 り。袖石の一部が残る。

焼土は顕著。規模0。 94m XO,70m。 深さ6 cm。 (床 )8.97だ。深さ33cm。 標高387.27m。 全体に堅固。(壁溝)北

西コーナーを除き全周する。幅20～ 40cm、 深さ5～ 10cm。 (遺物出上状況)少量散在。(遺物)土師器郭A(墨書

あり)。 皿・寮A、 竃形土器。(時期)宮ノ前Ⅷ期。
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第347号住居址  (第35・ 257図、図版51・ 130)

(位置)A19。 20B27グ リンド。(重複)324号住と重複。324号住より古い。(形状)隅丸方形。N-77° ―E。 (規

模)2,75m× 2.80m。 (鼈 )石組み。東霊。東壁中央やや南寄 り。電内に石が崩落。焼土は顕著。規模0.80m× 0,75m。

深さ5 cm。 (床)推定6.47活。深さ33cm。 標高387.67m。 残存部はやや軟弱。(壁溝)全周する。幅15～ 30cm、 深

さ8 cm。 (遺物出土状況)竃火床内に分布。全体に少ない。(遺物)土師器郭A・ 甕。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第348号住居址  (第85。 257図、図版51・ 130)

(位置)A17B24グ リンド。(重複)294。 302号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規

模)3.20m× 2.80m。 (鼈 )石組み。東電。東壁中央やや南寄り。袖石 。天丼石・支脚石は良好に残る。焼土は顕

著。規模1.25m× 0.65m。 深さ27cm。 (床)推定8.00だ。深さ18cm。 標高387.24m。 やや軟弱である。(壁溝)ほ

ぼ全周する。幅15～ 35cm、 深さ 7 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器郷A(墨書あり)・ 皿、須恵器甕

胴部破片利用転用硯。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第349号住居址  (第 86・ 257図 、図版51・ 130)

(位置)A17B24・ 25グ リッド。(重複)302号住と重複。302号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-82° 一E。

(規模)4.65m× 3.95m。 (覆土)竃周辺、床面東半分に礫が多く集まる。床面上 2～ 3 cmに堆積。(寵)東電。

東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。小礫を多く混入する。焼土は顕著。規模1.23m× 1,03m。 深さ32cm。

(床)推定15。 99だ。深さ33cm。 標高387.lm。 竃周辺部は堅固。(壁溝)竃北側を除き全周する。幅18～ 38cm、 深

さ8 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器邪 B・ 甕BoCV、 灰釉陶器壷底部 (ヘ ラ書あり、混入の可能

性あり)。 (時期)宮ノ前Ⅱ期 ?◇

第350号住居址  (第86。 258図、図版52・ 131)

(位置)A16・ 17B23・ 24グ リッド。(重複)310・ 345。 355。 369号住と重複。310,355号住より古く、345。 369号住

より新しい。(形状)隅丸方形か。N-3° ―W。 電周辺部などごく一部しか残らない。(規模)推定4.70m× 4.65m。

(鼈 )石組み。北竃。北壁ほぼ中央に位置する。左袖石の一部が残る。竃内から完形の土師器皿出土 (上向き)。

焼土は顕著。規模1.10m× 0.60m。 深さ1lcm。 (床 )推定20,9だ 。深さ6 cm。 標高387.Om。 竃前面は堅固で、灰

堆積がみられる。(壁溝)全周すると思われる。幅21～ 35cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内に分布。(遺物)土

師器皿・甕A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期 ?。

第351号住居址  (第86。 258図、図版52・ 131)

(位置)A16・ 17B22グ リッド。(重複)328。 329号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形。

完存。N-6° 一W。 (規模)3.65m× 3.45m。 (寵 )東竃。中央南寄 り。袖石はない。焼土は顕著。規模0.85m×

0.80m、 深さ8 cm。 (床 )11.53だ。深さ31cm。 標高386.91m。 全体に堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ

6 cm。 (柱穴)北壁中央やや東寄 りにピットが 1個ある。径28cm、 深さ24cm。 (遺物出土状況)竃火床内とその南

側に主に分布。(遺物)土師器邦A・ 甕A・ 小型甕 C・ 鉢D、 須恵器邦。(時期)宮ノ前Ⅲ期 ?。

第352号住居址  (第86・ 258図、図版52)

(位置)A15B23グ リッド。(重複)171・ 176・ 182号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)不明。N-21° 一

Wか。(規模)不明。(寵 )東竃。東壁北東コーナー寄り。焼土は頭著。規模0.83m× 0。 70m。 深さ14cm。 (床 )面

積不明。深さ10cm。 標高386.71m。 堅固。(壁溝)北壁には存在。(遺物出上状況)少量、散在。(遺物)土師器奏

A・ 郭A。 (時期)宮ノ前Ⅷ期◇
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第353号住居址  (第87・ 258図 、図版52,131)

(位置)A18B25グ リッ ド。(重複)339号住に南側を切 られ、

N-73° 一 E。 (規模)?m× 3.20m。 (寵 )石組みか。東霊。

土は顕著。規模1.00m× 0.90m。 深さ15cm。 (床 )面積不明。

い。(壁溝)北側は削平のため途中で消失。幅15～ 23cm、 深 さ

師器邦A・ 皿・甕 A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

西側は削平のため存在 しない。(形状)隅丸方形か。

東壁ほぼ中央。掘 り方には地山の礫が露出する。焼

深さ 3 cm。 標高387.58m。 削平のため床は遺存 しな

5 cm。 (遺物出土状況)竃火床内に分布。(遺物)土

第354号住居址  (第87・ 258図 、図版52・ 131)

(位置)A17・ 18B25。 26グ リッド。(重複)285号住と重複。285号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-77° 一

E。 (規模)3.55m× 4.05m。 (覆土)床面直上に、床中央を中心にして 7～ 45帥大の礫が散乱。(寵 )石組み。東

寵。東壁わずかに東寄 り。両袖石がよく残 り、他は崩落する。焼土はやや顕著。規模1.25m× 1,00m。 深さ 3 cm。

(床)推定12.19だ。深さ14cm。 標高387.4m。 北側約半分の床には、地山の礫層が露出する。(壁溝)全周するが、

全体に不明瞭。地山の礫層が露出する。幅20～ 32cm、 深さ10cm。 (遺物出上状況)竃火床内など。(遺物)土師器

郵A・ 皿・菱 A、 黒色土器イ、須恵器不・終、刀子。(時期)宮ノ前Ⅷ期。

第355号住居址  (第 87・ 258図 、図版52)

(位置)A18B22グ リッド。(重複)床面中央に電柱の支線による撹乱がある。また東壁に沿つて 7号溝が南北に

走る。(形状)隅丸方形。N-82° ―E。 (規模)3.20m× 3.35m。 (竃 )東竃。東壁中央よりも南へ寄る。石はな

い。焼土は頭著。規模0.90m XO,70m。 深さ12cm。 (床 )8.66ポ。深さ43cm。 標高386.99m。 堅固。(壁溝)全周

する。幅23～ 26cm、 深さ 7 cm。 (遺物出土状況)少量、散在。(遺物)土師器養 CI。 (時期)不明。

第356号住居址  (第87・ 259図 、図版52・ 131)

(位置)A18。 19B21グ リッド。(重複)414号住と重複。414号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-81° ―E。

(規模)4.05m X3.50m。 (覆土)床面より浮いた状態で礫が散乱。(鼈 )東霊。東壁の中央よりも南寄 り。焼土

はやや顕著。規模1,30m× 1.05m。 深さ21cm。 (床 )11.85だ 。深さ47cm。 標高387.07m。 床面は堅い。(壁溝)全

周する。幅18～ 28cm、 深さ 7 cm。 (遺物出土状況)床面西側に散在。(遺物)土師器邦A(墨書あり)。 奏A・ C、

須恵器高台杯4・ 蓋A・ 三、棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅵ期 ?。

第357号住居址  (第38・ 259図、図版52。 131)

(位置)A16B23グ リンド。(重複)32卜 411号住、 7号溝と重複。411号住、 7号溝より古く、321号住より新 し

い。(形状)隅丸方形。N-12° 一W。 (規模)3.40m× 3.50m。 (寵 )東竃。中央わずかに南寄 り。焼土はやや顕

著。規模1.07m× 0.85m。 深さ15cm。 (床)10,64活。深さ42cm∝ 標高386.83m。 南・東壁はやや不明瞭。床面か

ら10数cm浮上して焼土ブロックが存在する。(壁溝)全周する。幅12～ 25cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)南壁付

近に分布。(遺物)土師器不A・ 小型甕A・ 皿、黒色土器鉢、灰釉陶器皿。(時期)宮ノ前Ⅸ期。

第358号住居址  (第88・ 259図 、図版53・ 131)

(位置)A15。 16B22・ 23グ リンド。(重複)300。 334号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸長方形。N―

4° 一w。 (規模)3.60m× 4.80m。 (寵)北竃。北壁中央わずかに東寄 り。焼土は顕著。規模1.22m× 095m。 深

さ18cm。 (床 )13.62ポ 。深さ52cm◇ 標高386.57m。 竃前面から西側にかけて礫が集中。東南コーナー付近を除き、

床面は堅い。(壁溝)全周する。幅17～ 30cln、 深さ6 cm。 (遺物出土状況)散在。(遺物)土師器郭A、 甕D、 須恵

器邦。(時期)宮 ノ前Ⅱ期。
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第359号住居址  (第38・ 260図 、図版53)

(位置)A17・ 18B24・ 25グ リンド。(重複)294。 348号住、38号掘立と重複。294号住、38号掘立より古く、348

号住より新しい。(形状)隅丸方形。N-73° ―E。 (規模)2.75m× 2.80m。 (寵)東霊。中央やや南寄 り燃焼部

内に礫が崩落し袖石などは残つていないが、袖石の掘 り方と支脚 ピットがある。焼土は顕著。規模0.95m× 0.75m。

深さ7 cm。 (床 )6.37だ 。深さ23cm。 標高387.19m。 東半分は堅いが、西半分は砂質で不良。西壁も不明瞭である。

(壁溝)全周する。幅23～ 26cm、 深さ5 cm。 北壁は謀層が露出する。(遺物出土状況)竃火床内などに少量散在。

(遺物)土師器杯A・ 鉢AI、 須恵器郭。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第360号住居址  (第88・ 260図 、図版53。 131)

(位置)A17B22・ 23グ リッド◇(重複)295。 296号住、54号掘立と重複。両住居址より古く、掘立より新しい。(形

状)隅丸長方形か。N-7° 一W。 (規模)4.85m× 4.05m。 (覆土)霊北側に直径 5～ 15cm大 の礫が集まる。(鼈 )

東電。東壁南寄 り。焼土は顕著。規模085m× 0.85m。 深さ16cm◇ (床 )推定面積17.4だ。深さ45cm。 標高386.88m。

寵周辺部はやや堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅21～ 35cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)寵燃焼部内などに

散在。(遺物)土師器郵D(灯明具か)。 養 C・ 小型甕 C。 (時期)不明。

第361号住居址  (第39・ 260図 、図版53・ 131)

(位置)A17B21・ 22グ リッド。(重複)268・ 313号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-78° 一

E。 (規模)3.70m× 3.60m。 (寵 )東電。東壁中央南寄り。袖石は残存する。焼土は顕著。規模1.00m× 0.65m。

深さ7 cm。 (床 )11.45ポ 。深さ51cm。 標高386,77m。 竃周辺部は堅回。(壁溝)全周する。幅18～ 27cm、 深さ 5 cm。

(遺物出土状況)竃燃焼部内を中心に散在する。(遺物)土師器高台郭 (墨書あり)。 変 CⅡ o CⅣ 、須恵器邦。(時

期)宮ノ前Ⅲ期 ?。

第362号住居址  (第89。 260図 、図版53)

(位置)A18B21グ リンド。(重複)267・ 279号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形か。N-12° 一W。

(規模)?m× 4.20m。 (毛)石組み。北竃。北壁中央やや東寄 り。袖石は良く残る。燃焼部内に礫が崩落する。

焼土は顕著。規模0.85m× 0.60m。 深さ19cm。 (床)面積不明。深さ20cm。 標高387.22m。 竃周辺は堅固。(壁溝 )

全周する。幅17～ 24cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)寵前面に散布。(遺物)土師器養 CI◇ (時期)不明。

第363号住居址  (第89。 260図 、図版53)

(位置)A18B22グ リッド。(重複)7号溝と重複。7号溝より古い。また床面中央に直径1.8～2.Omの 井戸によ

る撹乱がある。(形状)隅丸方形。N-82° ―E。 (規模)3.50m× 3.20m。 (覆上)床面直上ないし数cm浮いて、

竃前面に礫が散乱。(寵)東電。東壁南寄 り。焼土は顕著。規模0.80m× 0,75m。 深さ18cm。 (床)9,37ポ。深さ

24cm。 標高387.32m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅23～ 28cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺

物)須恵器変・長頸壷 C。 (時期)不明。

第364号住居址  (第89・ 261図 、図版53・ 131・ 132)

(位置)A19B27グ リッド。(重複)365号住と重複。365号住より新しい。(形状)隅丸長方形。N-83° 一E。 (規

模)3.70m× 2.80m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央。右袖石を残して崩落する。焼土は顕著。規模1.05m× 0。 70m◇

深さ 8 cln◇ (床 )9.25だ 。深さ27cm。 標高387.4m。 電前面は堅いが、西側は軟弱。(壁溝)全周する。幅17～ 22cm、

深さ5 cm。 (遺物出土状況)やや多くの遺物が散在。(遺物)土師器郷A(塁書あり)・ 皿・甕A・ 鉢 AI、 黒色土

器郭、灰釉陶器皿 。長頸壷、土錘◇(時期)宮ノ前Ⅸ期。
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第365号住居址  (第 90。 261図 、図版53・ 132)

(位置)A18・ 19B27グ リッド。(重複)303・ 364号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-73° 一

E。 (規模)3.85m× 3.95m。 (鼈 )東竃。東壁中央やや南寄 り。袖石は全くない。焼土は顕著。規模1.23m Xl.08m。

深さ8 cm。 (床 )14.36だ。深さ27cm。 標高387.32m。 全体に軟弱、不明瞭。霊南側に平石。また礫も散在する。(壁

溝)全周する。幅15～ 20cm、 深さ8 cm。 西壁際は礫層が露出。(遺物出土状況)竃南側、東南コーナー付近にやや

多い。(遺物)土師器杯A(灯明具か)。 皿・養 A、 羽釜A、 黒色土器不。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第366号住居址  (第90・ 261図 、図版54・ 132)

(位置)A18B27グ リンド。(重複)337・ 394号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形。N―

7° 一W。 (規模)5.20m× 4.80m。 (寵)337号住の柱穴に切 られ不明。(床 )23.8ポ。深さ15cm。 標高387.37m。

堅固な箇所が散在する。(壁溝)東壁の北半分を除き全周するが、全体に不明瞭。幅15～ 23cm、 深さ 9 cm。 (遺物

出土状況)少量散在。(遺物)黒色土器郭、須恵器甕。(時期)宮 ノ前Ⅷ期 ?。

第367号住居址  (第90。 262図 、図版54・ 132)

(位置)A18B23。 24グ リッド。(重複)140。 139。 283号住 と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-3° 一W。 (規模)2.90m× 3.25m。 (寵)石組み。北竃。北壁中央やや西寄 り。両袖石は残存するが、一部内

部に倒れ込む。支脚石あり。焼土顕著。規模1.00m× 0。 70m。 深さ8 cm。 (床 )推定8.50だ 。深さ33cm。 標高387.20m。

寵前面は堅固。焼土層が東側床面上に分布する。(壁溝)全周すると思われる。幅20～ 30cm、 深さ5 cm。 西壁は不

良。(遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器杯A・ 皿。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第368号住居址  (第90。 262図 、図版54・ 132)

(位置)A17B28グ リンド。(重複)332号住と重複。332号住より古い。東側は調査区外に延びる。(形状)隅九

方形か。N-10° 一W。 (規模)3.60m× ?m。 (寵 )不明。(床 )面積不明。深さ26cm。 標高387.12m。 (壁溝)全

周すると思われる。幅20～ 27帥 、深さ4 cm。 (遺物出土状況)西壁溝上、中央付近に少量分布。(遺物)土師器郷

A、 灰釉陶器椀。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第369号住居址  (第91・ 262図 、図版54。 132)

(位置)A17B23・ 24グ リッド。(重複)335・ 345・ 350号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形か。

N-7° 一W。 (規模)?m× 4.90m。 (寵)不明。北壁にないところから、東竃か。(床)面積不明。深 さ33cm。

標高386.98m。 中央付近は堅固だが、周辺は砂利質で不良。(壁溝)全周する。幅12～ 36cm、 深さ8 cm。 (遺物出

土状況)少量散在。(遺物)黒色土器杯 (墨書あり)、 土師器皿。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第370号住居址  (第91・ 262図、図版54。 132)

(位置)A18B21グ リッド。(重複)376号住と重複。376号住より古い。境乱が東北コーナー付近に入る。(形状)

隅丸方形。N-7° 一W。 (規模)3.15m× 3.50m。 (寵 )不明 (北毛の可能性あり)。 (床)推定10,45ポ。深さ2～

3 cm。 標高387.4m。 床面は削られて欠失する。床面中央は堅固だが、南側は軟弱。北壁に炭化材・灰あ り。(壁

溝)全周すると思われる。幅10～ 18cm、 深さ5 cm。 壁は立ち上がりがほとんどない。(遺物出土状況)北東 コーナー

付近に集中。(遺物)土師器郭A(線刻あり)・ /卜型甕A、 須恵器イ (線刻あり)・ 甕、黒色土器郭、釘。 (時期)

宮ノ前Ⅲ期。

第371号住居址  (第91・ 263図 、図版54・ 133)

(位置)A20B28グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形か。N-2° 一W。 南側が調査区外に延びる。(規模)?
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m× 330m。 (寵 )不明。東寵か。(床 )面積不明。深さ23cm。 標高387.67m。 床は軟弱。(壁溝)全周する。幅14～

23cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)散在する。(遺物)土師器郷A(墨書あり)。 奏、須恵器壷。(時期)不明。

第372号住居址  (第 91。 263図、図版54。 133)

(位置)A19B22グ リッド。(重複)373号住と重複。373号住より古い。(形状)隅丸方形か。N-76° 一 E。 (規

模)4.30m X?m。 (篭 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄りに位置する。袖石は残存。焼土は顕著。規模1.05m×

080m。 深さ10cm。 (床 )面積不明。深さ36cm。 標高387.28m。 竃前面に多量の礫が散乱。竃周辺部は堅固。(壁

溝)全周する≧思われる。幅17～ 27cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)宅周辺部から主に出土。(遺物)土師器郭A・

鉢 B。 甕 C、 須恵器郭高台郭 B・ 甕。(時期)宮 ノ前Ⅲ期。

第373号住居址  (第 91・ 264図、図版54)

(位置)A19B22グ リッド。(重複)372・ 399号住、47号掘立、 7・ 8号溝 と重複。両溝より古く、住居址、掘立よ

り新しい。(形状)隅丸方形か。N-75° 一E。 (規模)4.20m× 3.80m。 (寵)石組み。東竃。東壁中央やや南寄

りに位置する。袖石は残存し、燃焼部内に天丼石が落ち込む。焼土は顕著。規模1.30m× 0.55m。 深さ■cm。 (床 )

12.05だ。深さ36cm。 標高387.24m。 竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 28cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)

竃内から主に出土。(遺物)土師器奏 CⅡ 。(時期)宮ノ前Ш期 ?。

第374号住居址  (第 92・ 264図、図版55。 133)

(位置)A18B20グ リッド。(重複)11号溝と重複。11号溝より古い。南壁付近は撹乱を受ける。(形状)隅丸方

形。N-12° 一W。 (規模)3.35m× 3.25m。 (電 )石組み。北竃。北壁ほぼ中央に位置する。両袖石が残存。焼土

は顕著。竃内に土器片が多い。骨片もあり。焼土は顕著。規模1.05m× 0.80m。 深さ12cm。 (床 )9,49ポ。深 さ15cm。

標高387.28m。 中央は堅固。(壁溝)全周する。幅17～ 20cm、 深さ5 cm。 (遺物出上状況)寵内から主に出土。(遺

物)土師器甕CV・ 小型甕A・ 球胴甕。(時期)宮ノ前Ⅱ期 ?。

第375号住居址  (第 92・ 264図、図版55。 133)

(位置)A18。 19B23グ リッド。(重複)390号住と406号住重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-79° 一

E。 (規模)?m× 2.85m。 (寵 )石組み。東竃。東壁中央やや北寄 りに位置する。両袖石が残存。焼土は顕著。

規模1.20m× 0,70m。 深さ10cm。 (床)面積不明。深さ45cm。 標高387.23m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する

と思われる。幅15～ 20cm、 深さ8 cm。 (遺物出土状況)竃内から主に出土。(遺物)土師器イ B・ 甕 B、 棒状鉄製

品 。板状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅱ期 ?。

第376号住居址  (第92・ 265図、図版55・ 133)

(位置)A18B20。 21グ リッド。(重複)370号住 と重複。370号住より新 しい。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。

(規模)3.45m× 3.40m。 (覆土)竃周辺、床面直上 2～ 10cm付近に礫が散乱。(寵)石組みと思われる。東竃。

東壁中央やや南寄 り。両袖の位置に礫が残存するが、袖石ではない。焼土はやや顕著。規模0.95m XO.68m。 深

さ10cm。 (床 )10.18ポ。深さ37cm。 標高387.10m。 床面は堅固。(壁溝)全周する。幅22～ 27cm、 深さ 5 cm。 壁は

良好。(遺物出土状況)寵内に土器片が集中する。(遺物)須恵器郭A、 土師器甕A。 (時期)宮 ノ前V期 ?。

第377号住居址  (第 92・ 265図、図版55。 134)

(位置)A19。 20B22・ 23グ リンド。(重複)47号掘立、399号住と重複。前者より古く、後者より新 しい。(形状)

隅丸長方形。N-86° 一E。 (規模)4.50m× 410m。 (電)東竃。東壁ほぼ中央。石組みと思われるが石は残 らな

い。支脚石が残存。焼土は顕著。規模1.00m XO.80m。 深さ16cm。 (床 )16.53だ。深さ36cm。 標高387.46m。 寵
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周辺に礫が集中する。床は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 30cm、 深さ9 cm。 (遺物出土状況)東半分に多く散布。

電内、左袖付近に灰釉陶器壷の胴下半部が遺存。(遺物)土師器邦A・ 甕 CI、 須恵器郷・高台郷A・ 甕・鉢 B・

高邦、棒状鉄製品。(時期)宮 ノ前Ⅲ期。

第378号住居址  (第93・ 266図、図版55・ 134)

(位置)A19B23・ 24グ リンド。(重複)132・ 155号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸長方形。N-82° 一

E。 (規模)4.00m× 3,75m。 (覆土)礫が少量散乱する。(鼈 )石組み。東竃。東壁中央やや南寄 り。右袖石が残

存する。焼土はやや顕著。規模1.20m× 0。 90m。 深さ13cm。 (床)12.05だ。深さ45cm。 標高387.34m。 霊周辺部

は堅回。(壁溝)全周する。幅22～ 40cm、 深さ 5 cm。 (遺物出土状況)竃内を中心に散布。(遺物)土師器甕CI・

CⅡ 、須恵器郭・高台郭A(墨書あり)。 甕。(時期)宮 ノ前Ⅲ期。

第379号住居址  (第 93・ 266図、図版55。 134)

(位置)A16。 17B24・ 25グ リッド。(重複)288・ 349号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-83° ―

E。 (規模)3.45m× 3.05～ 3.50m。 (寵)東宅。東壁中央南寄 り。袖石はない。焼土はやや顕著。規模1.05m×

0.80m。 深さ10cm。 (床)推定面積10.25ポ 。深さ12cm。 標高387.00m。 竃前面に灰・炭が堆積。中央付近は堅固。

(壁溝)全周すると思われる。幅17～ 28cm、 深さ 5 cm。 北壁は不良。(遺物出土状況)床面中央付近に散在。竃内

に土器片。また上面から鉄鏃出土。(遺物)土師器邦A・ 高台郭・皿 (塁書あり)。 甕A・ 小型甕A、 須恵器を、

鉄鏃。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第381号住居址  (第93図、図版55・ 134)

(位置)A17B25グ リッド。(重複)284・ 349号住 と重複。両住居址より古い。(形状)不明。N-18° 一W。 (規模 )

不明。(篭 )不明。(床 )面積不明。深さ22cm。 標高387.12m。 残存部は堅固。(壁溝)床面残存部では全周する。

幅25～ 30cm、 深さ5 cm。 壁は良好。(遺物出土状況)北東コーナー付近から少量出土。(遺物)土師器郭B(線刻

あり)・ 甕 B。 (時期)宮 ノ前Ⅱ期 ?◇

第382号住居址  (第93図、図版56。 135)

(位置)A17B20グ リッド。(重複)南東コーナーから中央付近が電柱の支線で撹乱を受ける。(形状)隅丸方形。

N-80° 一E。 (規模)3.00m× 3.05m。 (鼈 )石組み。東寵。東壁中央やや南寄 り。両袖石の一部残存。焼土は顕

著。規模1.00m× 0,70m。 深さ14cm。 (床)8.06ポ。深さ20cm。 標高387.15m。 中央付近に、床面よりもやや浮い

て焼土ブロックが広く堆積する。北半分の床は堅固。(壁溝)全周するが、壁、壁溝ともに不明瞭。幅18～ 24cm、

深さ8 cm。 (遺物出土状況)霊内から少量出土◇(遺物)土師器鉢 D、 棒状鉄製品。(時期)不明。

第383号住居址  (第93・ 267図、図版56・ 135)

(位置)A18B19。 22グ リッド。(重複)375。 390号住、50号掘立、8号溝と重複。8号溝より古く、375。 390号住、

50号掘立より新しい。(形状)隅丸方形。N-81° 一E。 (規模)3.45m X3.40m。 (鼈)石組み。東電。東壁中央

よりも南寄り。竃内に石組みが崩落するが、両袖石の一部は残る。焼土は顕著。規模1.10m× 0.80m。 深さ10cm。

(床 )9.82ポ。深さ52cm。 標高387.12m。 全体に堅固。(壁溝)全周する。幅25～ 34cm、 深さ8 cm。 壁は良好。(遺

物出土状況)竃内と南壁中央付近に集中。(遺物)土師器郷A・ 甕 CI。 小型甕 C、 須恵器郵。(時期)宮ノ前Ⅲ期。

第384号住居址  (第94・ 268図、図版56・ 135)

(位置)A19B25グ リンド。(重複)39号掘立と重複。39号掘立より新しい。(形状)隅丸長方形。N-88° 一E。

(規模)4.50m× 3.60m。 (鼈)東竃。東壁中央やや南寄り。燃焼部内に地山の礫が露出する。焼土は顕著。規模
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1.00m× 0.85m。 深さ13cm。 (床 )14.73ポ。深さ13cm。 標高387.73m。 礫散在。竃前面に炭・灰が散布。床面は

堅固。(壁溝)北東コーナーを除き全周する。幅18～ 25cm、 深さ7 cm。 (遺物出土状況)全体的に散在。(遺物)土

師器郭A(墨書あり)、 須恵器甕、縄文時代土製円板・耳栓。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第385号住居址  (第 94。 268図、図版56・ 135)

(位置)A21B28グ リッド。(重複)80・ 412号住、13号溝と重複◇住居址より新しく、溝より古い。(形状)隅丸

方形。N-77° 一E。 (規模)3.65m× 3.75m。 (覆土)床面上、南半分に礫が散在。(電 )東竃。東壁南東コーナー

寄 り。石組みかと思われるが、袖石はほとんど残 らない。焼土はやや顕著。規模1.10m× 0.80m。 深さ12cm。 (床 )

11.62だ 。標高387.72m。 深さ38cm。 (壁溝)全周する。幅18～ 32cm、 深さ38cm。 南壁は不明瞭。北壁は良好。(遺

物出土状況)中央付近に散在。(遺物)土師器皿、灰釉陶器椀、須恵器郭 。鉢C(両須恵器は混入品だろう)、 紡

錘草。(時期)宮 ノ前�期。

第386号住居址  (第94図、図版56)

(位置)A21B29グ リッド。(重複)250。 388。 343号住 と重複。いずれの住居址より古い。(形状)重複のため全形

は不明だが、隅丸方形か。N-85° 一E。 (規模)?m× 3.50m。 (覆土)床面直上約 3 cm浮 いて礫あり。(蓬)東

竃。東壁南寄 り。竃前面に礫が散在するが、袖石など石組みは残存 しない。焼土は顕著。規模0.85m× 0.70m。

深さ5 cm。 (床 )面積不明。深さ10cm。 標高387.73m。 堅固な箇所が散在的に残存。(壁溝)全周すると思われるが、

全体に不明瞭。幅18cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明◇

第387号住居址  (第94・ 268図、図版56・ 135)

(位置)A16B24・ 25グ リンド。(重複)288・ 410号住 と重複。両住居址より古い。東・南壁付近のみ残存。(形状 )

隅丸長方形か。N-13° 一W。 (規模)3.15m× 4.10m。 (寵)不明。北竃か。(床 )推定11.52だ。深さ25cm。 標高

386,78m。 北東コーナー付近では地山の美色ロームが露出する。(壁溝)全周するが良好ではない。幅13～ 28cm、

深さ4 cm。 (遺物出土状況)東南コーナー付近に散布。(遺物)土師器邦 B、 須恵器不。(時期)宮ノ前Ⅱ期。

第388号住居址  (第95図、図版56)

(位置)A20。 21B29グ リッド。(重複)314。 338号住 と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸長方形。N-76° 一

E。 (規模)4.70m× 4.35m。 (寵)東北コーナー。規模1.00m× 1.00m。 深さ10cm。 微量の焼土粒子を含むのみ

で、霊でない可能性がある。(床)推定19.08ポ。深さ19cm。 標高387,72m。 全体にやや軟弱。(壁溝)東壁の一部

を除き全周する。幅18～ 28cm、 深さ8 cm。 (遺物出土状況)特になし。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期 )

不明。

第389号住居址  (第95・ 263図、図版56。 135)

(位置)A18B25グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-80° 一E。 (規模)2.95m× 2.75m。 (覆土)床

面上に探散乱。南東コーナー付近に特に集中。(寵 )東竃。東壁中央やや南寄り。竃内に礫が散乱するが石組みの

ものか否か不明。焼土は顕著。規模0.85m× 0.85m。 深さ13cm。 (床)6.87ど。深さ17cm。 標高387.48m。 全体に

堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)竃内およびその周辺部から主に出土。(遺物)

土師器郷A・ 甕A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第390号住居址  (第95。 268図、図版57・ 135)

(位置)A18。 19B22グ リッド。(重複)383号住と重複。383号住より古い。(形状)隅丸方形か。N-80° 一E。

(規模)?m× 3.10m。 (鼈 )東霊。東壁中央南寄 り。石組みはない。焼土は顕著。規模1.20m× 0,85m。 深さ15cm。
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煙道が長く延びる。幅25cm。 長さ85cm。 深さ 7 cm。 (床 )面積不明。深さ49cm。 標高387.18m。 (壁溝)全周する

と思われる。幅22～ 32cm、 深さ 8 cm。 (遺物出土状況)東南コーナー付近に少量散在。(遺物)土師器郭A・ 甕 CⅡ 、

須恵器高台郷 B。 (時期)宮ノ前Ш期 ?。

第391住居址  (第 95。 268図 、図版57・ 135)

(位置)A17B25グ リッド。(重複)169・ 285・ 299号住と重複◇いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形か。N一

5° 一W。 (規模)不明。(鼈 )不明。(床 )面積不明。深さ20cm。 標高38729m。 (壁溝)床残存部では全周するが

不明瞭。幅15～ 25cm、 深さ 5 cm。 壁は不良。(遺物出土状況)西壁際に散在。(遺物)土師器皿、須恵器郭・高台

杯、灰釉陶器皿、電形土器。(時期)宮ノ前Ⅳ期、Ⅸ期の混在。

第392号住居址  (第 95。 269図 、図版57・ 135)

(位置)A17。 18B27・ 28グ リッド。(重複)316号住と重複。316号住より古い。(形状)隅丸方形。N-66° ―E。

(規模)3.75m× 3,70m。 (鼈 )東竃。東壁ほぼ中央。袖石は全くない。焼土は顕著。規模1.05m× 0.80m。 深さ

20cm。 (床 )推定12.0だ。深さ15帥。標高387.33m。 床は堅固。(壁溝)全周する。幅16～ 25cm、 深さ 5 cm。 (遺物

出土状況)散在する。(遺物)土師器郭A・ 皿、緑釉陶器耳皿。(時期)宮 ノ前Ⅶ期。

第393号住居址  (第 96。 269図 、図版57・ 135)

(位置)A15B20・ 21グ リッド。(重複)平安期の280号住に一部貼られる。(形状)円形。主軸方向は不明。(規

模)径4.32m× 4.50m。 (炉 )中央に土器底部あり。炉体土器の可能性があつたが未実測で取 り上げている。(床 )

全体に軟弱である。(壁溝)確認できず。(柱穴)壁際にピットが11個巡るが、柱穴かどうかは疑わしい◇(遺物出

土状況)床面中央に十三菩提式期の土器底部あり。(遺物)深鉢片。(時期)縄文時代前期末 (十三菩提式期)。

第394号住居址  (第 96・ 269図 、図版57・ 136)

(位置)A18B27グ リッド。(重複)421号住の炉に隣接するが同一の住居の可能性 も有 り。(形状)円形の範囲に

敷石が分布するが判然としない。主軸方向不明。(規模)南北約5.00mを測るがはつきりしない。(炉 )住居ほぼ

中央に埋設土器有 り。正位で後期初頭の土器で炉体土器の可能性有 り。焼土はみられない。(床 )敷石◇柱穴およ

びその他の施設については不明。(遺物出土状況)炉体土器以外特になし。(遺物)深鉢。(時期)縄文時代後期初

頭 (称名寺式期)。

第395号住居址  (第96・ 269。 270図 、図版57・ 136)

(位置)A19B22グ リンド。(重複)な し。(形状)隅丸長方形。N-84° ―E。 (規模)4.25m× 3.15m。 (覆土)

礫が床面直上～床面上 2 cm浮 いて散乱する。(寵)東寵。東壁中央南寄 り。両袖は良好に残る。焼土は顕著。規模

1.15m XO.75m。 深さ8 cm。 (床 )11.3ポ。深さ62cm。 標高387.06m。 竃前面は非常に堅固。(壁溝)全周する。

幅20～ 30cm、 深さ6 cm。 (遺物出止状況)竃内に土器片が多い。(遺物)土師器甕CV、 須恵器不・蓋A・ 甕、棒状

鉄製品。(時期)宮ノ前V期。

第396号住居址  (第 97・ 270図、図版57・ 136)

(位置)A25B27グ リッド。(重複)49号掘立と重複。49号掘立より新しい。(形状)隅九方形。N-80° 一E。 (規

模)4.15m× 3.60m。 (寵)石組み。東霊。東壁中央北寄り。両袖石および支脚石が残存。燃焼部内に石組みの崩

落礫が混入する。焼土はやや顕著。規模1.15m× 1.00m。 深さ1lcm。 (床 )13.19ポ。深さ20cm。 標高388.55m。

竃周辺部は堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 28cm、 深さ 6 cnl。 (遺物出土状況)竃内から主に出土。(遺物)土師器

郭 B・ 甕 CI・ 小型甕A・ C、 須恵器不・短頸壷、弥生時代壷片。(時期)宮 ノ前Ⅱ期 ?。
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第397号住居址  (第97・ 270図 、図版58・ 136)

(位置)A18B27グ リンド。(重複)303・ 365号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形か。N-82° ―E。

(規模)?m× 3.95m。 (覆土)床面上に礫が散乱。(寵 )東霊。東壁中央南寄 り。礫が竃内に散乱するが袖石な

ど石組みは残存しない。焼土はやや顕著。規模0,95m× 1.00m。 深さ7 cm。 (床 )面積不明。深さ35cm。 標高387.32m。

竃周辺の一部は堅回。北側に床面よりやや浮いて灰・炭化物層あり。(壁溝)全周する。幅15～ 30cm、 深さ10cm。

(遺物出土状況)竃内から主に出土するが、量は少ない。(遺物)土師器郷A・ 奏A。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第398号住居址  (第97・ 271図 、図版58・ 136)

(位置)A25B27・ 28グ リッド。(重複)な し。(形状)隅丸方形。N-77° ―E。 (規模)3.55m× 3.50m。 (鼈 )

東宅。東壁南東コーナー寄 り。袖石は残つていないが支脚状の石がある。焼土混合土層の厚さ12cm。 火床内には

礫が混入するとともに地山のjFeが露出する。規模1.10m XO.85m。 深さ13cm。 (床 )推定11.06だ 。深さ20cm。 標

高388.52m。 地山の礫や混入礫が極めて多く、床面が不明瞭である。(壁溝)全周する。幅17～ 24cm、 深さ 6 cln。

南西コーナー付近の壁は不明瞭。(遺物出土状況)竃内を中心に全体に散在。(遺物)須恵器邦 (線刻あり)・ 蓋A・

鉢 A・ B・ 変・壷、土師器密 CI。 (時期)宮ノ前Ⅳ期 ?。

第399号住居址  (第 97・ 271図 、図版58・ 136)

(位置)A19。 20B22グリンド。(重複)373・ 377号住、47号掘立、8号溝と重複。いずれの遺構より古い。(形状)隅丸

方形か。N-5° 一W。 (規模)2.60m× ?m。 (鼈)不明。東寵か。(床)面積不明。深さ28cm。 標高387.42m。 全体に

やや軟弱。(壁溝)全周する。幅18～ 32cm、 深さ7 cm◇ (遺物出土状況)微量。(遺物)須恵器杯。(時期)不明。

第400号住居址  (第 97・ 271図 、図版58・ 136)

(位置)A20B27グリッド。(重複)324・ 347号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅丸方形。N-78° 一E。 (規模 )

3.05m× 3.45m。 (寵)東竃。東壁中央南寄り。石組みはない。焼土は顕著。規模1.05m× 1.00m。 深さ20cm。 (床 )

推定8,96ポ 。深さ27cm。 標高387.8m。 竃周辺部は堅国。(壁溝)全周する。幅15～ 25cm、 深さ7 cm。 壁は不明瞭。(遺

物出土状況)竃内と床面上に散在。(遺物)土師器郷 A・ 皿・奏A、 黒色土器郭。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第401号住居址  (第 98図、図版58)

(位置)A20B23グ リッド。(重複)62。 142。 143号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)不明。N-77° 一

E。 (規模)4.12m× ?m。 (寵 )不明。東霊か。(床 )面積不明。深さ14cm。 標高387,76m。 堅固な箇所が散在的

に残存。(壁溝)床面残存部には巡る。幅17～ 22cm、 深さ4 cm。 (遺物出土状況)覆土内から微量出土。(遺物)土

師器郵 A・ 小型秦 E。 (時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第402号住居址  (第98・ 271図 、図版58・ 136)

(位置)A24B25。 26グ リッド。(重複)38号住と重複。38号住より古い。(形状)隅丸方形。N-16° 一W。 (規

模)3.10m× 2.80m。 (寵)北竃。北壁西寄 り。竃内に石があるが、袖石ではない。焼土はやや顕著。規模1.20m×

0.80m。 深さ5 cm。 (床)7.35だ。深さ27cm。 標高388.32m。 堅い。ほぼ全面に灰 。炭がひろがる。また宅前面を

中心に焼土が分布。(壁溝)全周する。幅18～ 25cm、 深さ5 cm。 壁は良好。(遺物出土状況)竃内とその周辺を中

心に少量散在。(遺物)土師器郵A・ 皿・甕A・ 小型甕A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第403号住居址  (第98。 271図 、図版58。 136)

(位置)A25B26グ リンド。(重複)38号住 と重複。38号住より古い。(形状)隅九方形か。N-12° 一W。 (規模)?
m X2.35m。 (鼈 )不明。東竃か。(床)面積不明。深さ18cm。 標高388,45m。 全体に軟弱。北壁寄りの床上に灰・
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炭化物層があるが、竃ではない。(壁溝)全周するが、全体に不明瞭。幅18～ 25cm、 深さ 5 cln。 (遺物出土状況)

少量散在。(遺物)土師器杯A(墨書あり)。 皿。(時期)宮 ノ前Ⅸ期。

第404号住居址  (第98・ 272図 、図版58)

(位置)A24・ 25B27・ 28グ リンド。(重複)110号住と重複。110号住より古い。(形状)隅丸長方形。N-83° 一

E。 (規模)475m× 3.65m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 り。小礫が多く混入 し、地山の礫層が露出する。焼

土はやや顕著。規模1.20m× 1.10m。 深さ17cln。 (床 )推定16.18活。深さ 8 cm。 標高388.53m。 礫層が露出する。

床上には焼土・炭化物層がひろがる。(壁溝)全周する。幅12～ 20cm、 深さ 8 cm◇ (遺物出土状況)少量散在。(遺

物)土師器甕 B・ 球月同密。(時期)宮 ノ前 I～ Ⅱ期。

第405号住居址  (第98・ 272図 、図版59)

(位置)A22B27・ 28グ リンド。(重複)78。 156号住、14号溝 と重複。いずれの遺構より古い。(形状)隅丸方形

か。N-82° 一E。 (規模)不 明。(篭 )東竃。袖石はない。焼土層はなく、焼土粒子を少量含む。規模0.80m× 0,65m。

深さ13cm。 (床 )面積不明。深さ18cm。 標高388.12m。 中央付近は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅15～ 18cm、

深さ 5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器郭A(線刻あり)、 須恵器高台郭。(時期)不明。

第406号住居址  (第99・ 272図 、図版59)

(位置)A19B23グ リンド。(重複)375号住、 8号溝と重複。375号住より新しく、 8号溝より古い。(形状)隅

丸方形か。N-98° ―E。 (規模)2.55m× 2.28m。 (寵)東竃。東壁ほぼ中央。竃内に礫が崩落し、両袖石の一部

が残存する。焼土は顕著。規模0.80m× 0,70m。 深さ18cm。 (床 )推定面積5。 30ポ。深さ17cm。 標高387.50m。 全

体にわたって堅固。(壁溝)全周する。幅12～ 15cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)覆土上層から微量出土。(遺物)

土師器杯A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期。

第407号住居址  (第99。 272図 、図版59)

(位置)A15B22グ リッド。(重複)312・ 317・ 325,331号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形。

N-72° 一E。 (規模)3.25m× 3.20m。 (寵 )東竃。東壁ほぼ中央。掘 り方のみ残存。純粋な焼土はみられないが、

焼土を多量に含む混合上が顕著。規模0.90m× 0,80m◇ 深さ8 cm。 (床 )9.18ポ。深さ18cm。 標高386.42m。 全体に

堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 23cm、 深さ6 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)須恵器壷 ?。 (時期)不明。

第408号住居址  (第99。 272図 、図版59。 137)

(位置)A21B27グ リンド。(重複)平安期の133・ 178号住等に切られる。(形状)主体部はの円形。張り出し部を

もち、正位の埋菱 1個を埋設する。N-25° 一W。 (規模)長軸7.15(主体部は6.00m)× 6.00m。 (覆土)全体に

礫が散乱し、敷石状ではない。(炉 )床面中央部の炉の位置に径1.00m× 1.30m、 深さ6 cmを測る浅い落ち込みあ

り。焼土はみられないが炉の可能性が高い。(床 )全体に軟弱で明確ではない。壁際は縁石にそって鉄平石による

敷石が一部有 り。深さ10～ 15cm。 (壁溝)な し。壁際に配石・縁石をもつ。ほぼ壁にそって円形に巡るらしい。東

西壁側が良好に残る。(柱穴)確かなものはないが、柱穴状の落ち込みが主体部に 7箇所、張り出し部に 2箇所有

り。(その他の施設)埋変は入口状張り出し部 2柱穴間にあり。(遺物出土状況)少量の破片が散在。(遺物)入口

部右脇に丸石状の自然石。峰ノ巣石。埋甕。(時期)縄文時代後期 (堀之内式期)。

第409号住居址  (第100・ 273図 、図版59)

(位置)A15B22・ 23グ リンド。(重複)176・ 192。 223。 322号住と重複。176。 192・ 223号住より古く、322号住より

新しい。(形状)隅丸方形。N-85° 一E。 (規模)4.30m× 4.10m。 (寵 )東竃。東壁中央やや南寄 り。掘 り方の
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み残存。焼土はあまり顕著でない。規模0.70m× 0.80m。 深さ 7 cm。 (床 )15.42だ。深さ20帥。標高386.4m。 全

体に堅固。(壁溝)全周する。幅18～ 25cm、 深さ 5 cm。 壁は良好。(遺物出土状況)多 くの遺物が床面南半分に散

在。(遺物)土師器邦A・ 奏 A、 須恵器蓋A・ 凸帯壷、土錘。(時期)宮ノ前Ⅶ期。

第410号住居址  (第 100。 273図 、図版59)

(位置)A16B25グ リッド。(重複)288。 387号住と重複。前者より古く、後者より新しい。(形状)隅丸方形か。

N-84° 一E。 (規模)?m x3.40m。 (鼈 )東竃。東壁ほぼ中央。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模0.90m× 0,80m。

深さ16cm。 (床)面積不明。深さ15cm。 標高386.73m。 床は全体に軟弱。(壁溝)全周する。幅15～ 20cm、 深さ5 cm。

(遺物出土状況)竃内と周辺に少量集中。(遺物)土師器甕 CI、 須恵器邪、棒状鉄製品。(時期)宮ノ前V期 ?。

第411号住居址  (第100・ 273図 、図版59)

(位置)A16B22・ 23グ リッド。(重複)289・ 333・ 357号住と重複。289・ 357号住より古く、333号住より新しい。(形

状)隅丸方形。N-86° 一E。 (規模)3.25m× 3.45m。 (寵)東寵。東壁中央やや南寄り。掘 り方のみ残存。焼土

は顕著。規模0.85m× 0.65m。 深さ13cln。 (床 )10.06ポ 。深さ13側。標高386.69m。 寵前面部は堅固。(壁溝)全

周する。幅15～ 23cm、 深さ21cm。 (遺物出土状況)微量散在。(遺物)土師器郷A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期 ?。

第412号住居址  (第 101・ 274図 、図版60。 137)

(位置)A20・ 21B28・ 29グ リンド。(重複)80。 318・ 338。 385号住、13号溝 と重複。いずれの遺構より古い。(形

状)隅丸方形。N-82° 一E。 (規模)7.42m× 8.12m。 (覆上)残存する床面全体にわたつて礫が散乱する。(寵 )

東竃。東壁ほぼ中央に位置する。掘 り方のみ残存。焼土は顕著。規模1.83m Xl.23m。 深さ15cm。 (床 )推定47.1ポ 。

深さ27cm。 標高387.60m。 霊周辺部は特に堅固で、他も堅固な箇所が散在的に残存。(壁溝)全周すると思われる。

幅17～ 27cm、 深さ3～ 5 cm。 (柱穴)4箇所で確認。径0,90～ 1.50m、 深さ約70cmを 測る。柱痕も顕著。(遺物出

土状況)霊内から主に出土。床面全体にも散在する。(遺物)土師器邦A(線刻あり)。 郷D。 甕CI・ 小型甕 B・

C・ 球胴甕、須恵器年 (ス ス付着するものあり)・ 蓋A・ 養 。壷、釘か。なお、422号住に図示した縄文時代以外

の土器群は本址に伴 うものと思われる。(時期)宮 ノ前Ⅱ～Ⅲ期 ?。

第413号住居址  (第 101・ 274図 、図版60。 137)

(位置)A17・ 18B27。 28グ リッド。(重複)293。 316。 392号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方

形。N-21° 一W。 (規模)5.00m× 5.20m。 (寵 )不明。北壁の北西コーナー寄 りに焼土が堆積することから、東

電かと思われる。(床 )推定23.96N。 深さ20cm。 標高387.20m。 全体にやや軟弱。(壁溝)西 。北 。東壁の一部を

欠く。全周。幅15～ 26cm、 深さ 6 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物)土師器邦A(塁書あり)・ 皿、黒色土器

椀。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第414号住居址  (第 102・ 274・ 275図、図版60。 138)

(位置)A19B21グ リッド。(重複)356号住と重複。356号住より古い。(形状)隅丸方形か。N-11° 一W。 (規

模)?m× 4.40m。 (寵)不明。東電か。(床 )面積不明。深さ45cm。 標高387.12m。 軟弱。(壁溝)な し。(遺物

出土状況)床面中央付近に散在。(遺物)土師器郭A・ 麦A・ CI、 須恵器郭・高台邦 B・ 篭、灰釉陶器平瓶 (混

入品か)◇ (時期)宮ノ前Ⅳ期 ?。

第415号住居址  (第 102・ 275図、図版60。 138)

(位置)A20B28グ リンド。(重複)138号住と重複。138号住より古い。 (形状)隅九方形か。N-78° 一E。 (規

模)?m× 3.45m。 (電)東竃。東壁中央南寄 り。掘 り方のみ残存。焼土はやや顕著。規模0。 90m× 0.70m。 深さ
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6 cm。 (床)面積不明。深さ28cm。 標高387.52m。 竃前面に焼土が多く堆積。竃前面部はやや堅固。(壁溝)全周

する。幅13～ 23cm、 深さ8 cm。 壁は不良。(遺物出土状況)細片微量出土。(遺物)寵形土器。(時期)不明。

第416号住居址  (第 102・ 275図、図版60・ 138)

(位置)A19B27グ リンド。(重複)324号住と重複。324号住より古い。(形状)隅丸方形。N-81° 一E。 (規模 )

3,70m× 3.20m。 (覆土)床面中央から南壁にかけて礫が散在する。(鼈)東竃。東壁中央南寄 り。石組みは残存

せず。焼土は顕著。規模0.85m× 0。 75m。 深さ12cm◇ (床)10.5だ 。深さ25cm。 標高38755m。 全体に堅固。 (壁

溝)全周する。幅15～ 32cm、 深さ5 cm。 壁は良好。(遺物出土状況)竃内を中心に出土。(遺物)土師器イ A、 須

恵器イ・蓋A・ 壷 。変、鉄鏃。(時期)官ノ前Ⅵ期 ?。

第417号住居址  (第 102・ 276図、図版60。 138)

(位置)A20B28グ リンド。(重複)422号住を切るらしい。平安期の318・ 338・ 412号住に切られる。(形状)主体

部は円形か。とがないため不明。配石を入口部にもつ。柄鏡形住居か。N-25° 一W。 (規模)不明。(炉 )主体部

中央にコの字形の方形石組 (囲)炉有 り。入口部側のかき出し口に相当する炉石が 1枚ない。0.30m× 0.30m。

深さ20cm。 (床 )不明。南側は重複によって削平をうけ、地山の礫が露出する。(壁溝)な し。(柱穴)ピ ットは多

いが柱穴状のものはない。(そ の他の施設)入 口部配石 (埋変を伴 う)。 1.20m× 1.10m、 深さ22cm。 (遺物出土状

況)埋甕は住居主体部へ向つて傾斜。礫が口縁上にのる。(遺物)深鉢。(時期)縄文時代後期 (堀 之内式期 )。

第418号住居址  (第 103・ 276図、図版61)

(位置)A23B27・ 28グ リンド。(重複)114・ 126号住と重複。両住居址より古い。(形状)隅九方形。N-81① ―

E。 (規模)2,75m× 2.85m。 (蓬)東寵。東北コーナー寄 り。石組みであろう。焼土はやや頭著。規模1,05m×

1.00m。 深さ15cm。 (床)推定7.10ポ。深さ13cm。 標高387.98m。 全林に堅固。(壁溝)全周する。幅15～ 20cm、

深さ4 cm。 壁溝・壁 ともに良好。(遺物出土状況)微量散在。(遺物)須恵器甕。(時期)宮ノ前Ⅷ期 ?。

第419号住居址  (第 103・ 276図、図版61・ 138)

(位置)A16。 17B20グ リンド。(重複)420号住と重複。420号住より新しい。西側が調査区外にのびる。また撹

乱を受ける。(形状)隅丸方形か。N-82° 一E。 (規模)?m x4.25m。 (寵)東竃。中央北寄 り。掘 り方のみ残

存。焼土は顕著。規模0.65m× 0,75m。 深さ10cm。 (床 )面積不明。深さ17cm。 標高387.00m。 全体に堅固。床面

上やや浮いて、全体的に炭化物が分布する。(壁溝)全周する。幅18～ 23cln、 深さ 7 cm。 (遺物出土状況)東南隅

付近に少量分布。(遺物)土師器郭A・ 高台郷。(時期)宮 ノ前Ⅷ期。

第420号住居址  (第 103。 276図、図版61・ 138)

(位置)A16・ 17B20グ リッド。(重複)11溝、419号住と重複。両遺構より古い。(形状)隅丸方形。N-87° 一

E。 (規模)5.00m× 4.40m。 (鼈 )石組み。東竃。東壁ほぼ中央。両袖石は残る。焼土は顕著。規模1.20m× 0.90m。

深さ9 cm。 袖石が床より浮いているので、本来の床はもう少し高かったと思われる。(床)1802ポ。深さ43cm。

標高386.75m。 全体にやや軟弱。(壁溝)全周する。幅25～ 45cm、 深さ5 cm。 (遺物出土状況)少量散在。(遺物 )

土師器郭A(線刻あり)。 甕A・ 小型密 C、 須恵器蓋A・ イ。(時期)宮 ノ前Ⅵ期。

第421号住居址  (第 96・ 276・ 277図、
'図

版61)

(位置)A18B27グ リッド。(形状)炉石 と周辺のピットで 1軒 と考えるが、394号住の配石とも重複 し、区丹町が

難しい。主軸方向不明。(規模)不明。(炉)方形の石囲炉と思われるが、南北 2辺の石のみ遺存し、 2枚は欠如

する。0.55m× 0,70m。 深さ30cm。 (床 )不明。(壁溝)不明。(柱穴)明確な柱穴はない。(遺物出土状況)特に
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なし。(遺物)特にないが、本住居址の時期とは食い違 う肘金具出土。(時期)炉の形態から推察して縄文時代中

期末～後期初頭か。

第422号住居址  (第 102・ 277図 、図版60・ 138)

(位置)A20・ 21B28。 29グ リッド。(重複)417号住に切られ北半分のわずかな部分しか残存しない。(形状)13

個程の隅の九い平石を利用して敷石を設ける。柄部は全く遺存 しないが柄鏡形住居の可能性が高い。主軸方向不

明だが、炉の向きからすると、住居全体は417号住と同じかもしれない。(規模)不明。(炉)炉の方向は417号住

と同じらしい。O.45m× 0.50m。 深さ30cmを測 り、やや小型の炉をもつ。(床 )炉の東側に敷石をもつ。(壁)壁

は北壁が一部残存。(柱穴)ピ ットは 2個あるが、柱穴か否かは不明。(遺物出土状況)特になし。(遺物)当 該期

の遺物はほ≧んどなし。土師器および須恵器類も出土している。(時期)住居形態から推察して縄文時代後期 (堀

之内式期)か。

第423号住居址  (第 103・ 277図 、図版61。 138)

(位置)A16B27グ リッド。(重複)227・ 424・ 425号住と重複。227・ 424号住より古く、425号住より新しい。(形状 )

隅丸方形。N-71° 一E。 (規模)4,03m× 384m。 (寵 )石組み。東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。両袖

石の一部が残存し、袖石 と支脚石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.05m× 0.82m。 深さ9 cm。

(床)推定13.0だ 。深さ40cm。 標高386.88m。 寵前面部は堅固。(壁溝)全周すると思われる。幅15～ 28cm、 深 さ

4～ 6 cm。 (遺物出土状況)竃内から少量出土。(遺物)土師器甕 CI、 円筒土器。(時期)不明。

第424号住居址  (第 104・ 277図、図版61)

(位置)A16B27グ リンド。(重複)220。 227・ 423・ 425号住と重複。423号住より新しく、他の住居址より古い。(形

状)不明。N-72° ―E。 (規模)?m× 2.72m。 (寵 )東霊。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。

両袖部と燃焼部に袖石 と支脚石を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模0.86m× 0.80m。 深さ17cm。 (床 )

面積不明。深さ18cm。 標高387.02m。 竃前面部は堅固。(壁溝)床面残存部には巡る。幅16～ 27cm、 深さ5～ 7側。

(遺物出土状況)微量出土。(遺物)須恵器郭。(時期)不明。

第425号住居址  (第 104・ 277図 、図版61)

(位置)A16B27グ リンド。(重複)227・ 423・ 424号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)隅丸方形か。N一

68° 一E。 (規模)3.44m× ?m。 (寵 )東竃。東壁南東コーナー近くに位置する。掘 り方のみ残存。両袖部にネ由石

を据えたとみられるピットあり。焼土は顕著。規模1.07m× 0.94m。 深さ17cm。 (床 )面積不明。深さ5帥。標高

38701m。 堅固な箇所が散在的に残存。(壁溝)一部に巡る。幅18～ 20m、 深さ4 cm。 (遺物出土状況)微量出土。

(遺物)須恵器蓋A。 (時期)不明。

第426号住居址 (第 104図 )

(位置)A15。 16B29グ リッド。(重複)148。 151。 157号住と重複。いずれの住居址より古い。(形状)不明。N一

75° 一E。 (規模)?m× 4.41m。 (寵)石組み。東霊。東壁ほぼ中央に位置する。両袖石の一部が残存。焼土は顕

著。規模1.06m× 0.91m。 深さ10cm。 (床)面積不明。深さ25cm。 標高386.73m。 電周辺部は堅固。(壁溝)床面

残存部には巡る。幅16～ 25cm、 深さ4～ 8 cm。 (遺物出土状況)寵内から細片が微量出土。(遺物)復元実測でき

る遺物なし。(時期)不明。
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第 1表 宮ノ前遺跡竪穴住居址データ
。( )付の数値は推定値を示す。
・カマ ド位置の｀

支
〃は支脚石の残存を示す。

番号 時  期 規 模 (m) 主   軸 面   積 カ マ ド 位 置 切 り 関 係

1 ? 313× 282 N-77° 一E 7 30rf 東 (やや南)

2 V 340× 325 N-72° 一E 941だ 東 (やや南) 8溝より古

3 Ⅵ 402× 402 N-72° 一E 14 20rf 東 (やや南) 支 2掘より新

4 Ⅷ 402× 348 N-79° 一E 12 00rf 束 (やや南) 7溝より古

5 Ⅶ ? 323× 333 N-88° 一E (946)ポ 40住より古

6 Ⅵ 358× 335 N-83° 一E 1001ギ 東 (やや南) 40・ 103住より新

7 � ? 352× 368 N-147° 一W 11 30rド 南西コーナー、支 67・ 103住より新

8 V～Ⅵ 325× 315 N-81° 一E 821∬ 東 (やや南) 8溝より古、8掘より新

9 Ⅸ 305× 315 N-75° 一E 8 62rf 東 (やや南 ) 17掘より新

Ⅸ 320× 380 N-85° 一E 10 20rf 東、南東コーナー近く 17掘より新

X 311× 365 N-86° 一E 9 89rば 東、南東コーナー近く、支 2・ 3溝より新しヤ

Ⅵ 350× 322 N■ 8° 一W 10 30rゞ 北 (やや西)

Ⅵ 440× 450 N12° 一W 18 50rf 北 (やや東 )

Ⅸ 2 77× 3 10 N■ 4° 一W 6 88rr 4掘より古?

Ⅸ～X 355× 350 N-82° ―E ■ 10∬ 東 (やや南)

Ⅶ 364× 318 N-74° 一E 9 83rぽ 東 (やや南) 9・ 13溝、44住より古、41・ 55住、2掘立より新

Ⅸ 256× 272 N-81° 一E (615)∬ 東、南東コーナー近く 4溝より古、3掘より新

Ⅸ 358X362 N-87° 一E 11 40詢 r 東、北束コーナー近く 54住より新

Ⅸ 2 95× 2 55 N-77° 一E 6 19∬ 東、南東コーナー近く、支

? 3 20× 3 17 N-85° 一E 9 07rr 東、南東コーナー

Ⅵ 363× 350 N-87° 一E 10 92rr 東、中央 9,10溝より古

Ⅵ 278× 255 N-76° ―E 591∬ 東、中央

Ⅸ～X 282× 264 N-96° 一ヽ評 6 19∬ 南西コーナー

Ⅸ 339× 325 N-78° 一E 9 72n辞 東、中央

Ⅶ 468× 400 N-85° 一E 15 50コ置 東、南東コーナー近く、支 48・ 52・ 534と 、 24,こより井折

Ⅸ 390× 390 N-82° 一E 13 40nド 東 (やや南)

W41 ・ X 370× 360 N-8° 一W 1110∬ 28・ 31掘より新

lll ・  X 425× 404 N-79° 一E 14 90コ r 束 93・ 64・ 119住 、29掘より新

Ⅶ 425× 4 N-82° 一E 14 80コ f 東、南東コーナー近く 71・ 83住より古

Ⅷ～Ⅸ 490× 450 N-74° 一E 19 90コ f 東 7住より古、40・ 67・ 103住より新

Ⅷ 420× 425 N-83° 一E (1650)∬ 東 40・ 50・ 87住より古、99'122住 、20・ 33掘より新

Ⅷ 376× 394 N-83° 一E 13 00コ f 東、南東コーナー近く、文 25・ 26・ 27掘より新、 47・ 49住より古

Ⅶ 504× 474 N-80° 一E 21 90幻ド 東 (やや南) 14溝 より古、135住より新

Ⅸ 500× 4 N-82° 一E 21 40コf 東 (やや南) 71住と重複、新旧不明

Ⅸ 482× 466 N-88° 一E 19 70n置 東 (やや南) 77・ 99,122・ 123・ 124住 、 20・ 33掘より新

Ⅸ 384× 376 N-83° 一E 12 50rf 東、南東コーナー近く 90・ 128住より新

V? 375× 335 N-82° 一E 11 00rド 東 (やや南 ) 83イ主、 31・ 40上より古

Ⅸ 375× 371 N-79° 一E 12 40■正 東 (やや南) 402・ 403住より新?

Ⅵ 400× 350 N-87° 一E (12 70)∬ 東、南東コーナー近く 165住より新

Ⅶ 338× 342 N-82° 一E 10 70■r 東 6・ 30住より古、5・ 103住より新

-102-



番号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 ' り ヘ
ロ 関 係

Ⅲ ? 372× 377 N-78° 一E 12 60rr 東 (やや南) 16住より古、55住 、2掘より新

Ⅲ ? 368× 421 N-22° 一ヽV 14 50r正 北、文 95住より新

? 265× 397 N-76° 一E 9 86rf 東、南東コーナー近く、支

? 292× 305 N-90° 一E 7 88rf 東 (やや南 ) 16住より古、55住より新

Ⅸ 382X321 N-82° 一E 10 4011i 東、南東コーナー近く 70・ 94住より新

Ⅶ 320× 345 N83° 一E (986)ぽ 東 (やや南) 支 47住より古、56住、25。 26・ 27掘より新

Ⅸ 280× 332 N-27° 一W 7 89■ド 北、北西コーナー近く 32・ 464と 、 25。 26・ 271E」にり弟斤

Ⅵ 489× 447 N77° 一E (18 90)rf 東、南東コーナー近く 25。 70住より古、24掘より新

Ⅸ 262× 332 N-80° 一E 7 42rf 東 (やや南) 32准と、 25・ 26・ 27ψEより葬斤

Ⅸ 375× 488 N-80° 一E (17 50)rr 東 (やや南)、 支 69・ 87住より古、31,99住 、33掘より新

I以前 ? 370× 477 N16° 一W 1540∬ 北 (やや東 ) 支

Ⅵ 349× 323 N-78° 一F (967)∬ 東? 25住より古、25・ 26・ 27掘より新

? ?× 361 N-7° W ? ? 25。 70。 94住より古、 10・ 16・ 24掘より新

Ⅵ 311× 289 N81° 一E 7 73rf 東 (やや南) 18住 より古

I? ? ? ? ? 16・ 44・ 55住、性格不明ピットより古

? 250× ? N-77° 一E ? 東、北東コーナー近く 46住より古

Ⅵ 361× 353 N-82° 一E (1200)∬ 東 (やや南)

Ⅸ 375× 309 N-73° 一E 10 60rド 東 86住より新

Ⅵ 488× 437 N-86° 一E 18 70rf 東 (やや南) 85住 、37土より新

lll 306× 353 N-72° 一E 1010言 東 (やや南) 76住より新

Ⅸ 322× 314 N-77° 一E 9 07rf 東 (やや北)、 支 119住より古

Ⅸ 3 35× 3 18 N-87° 一E 9 45コ置 東、南東コーナー 401イ主より新

Ⅸ 3 41× 3 43 N-84° 一E 10 30rド 東 (やや南) 68,91イ主より新、 119住 より古

Ⅷ 272× ? ? ? ? 28住より古

V? 437× 440 N-80° 一E 17 60rf 東、南東コーナー近く 98住より新

Ⅳ ? 333× 381 N-76° 一E ２
ｍ 束 (やや南) 81,97住 より新

? 388× 324 N-81° 一E 10 60rド 東、南東コーサー近く 7・ 30住、9溝より古、93住より新

Ⅷ 620× 540 N-77° 一E (30 40)rf 東 (やや北)、 支 91・ 100住 、28・ 29掘より新、63,79・ 84住より古

Ⅸ 285× 288 N-12° 一ヽV 7 40rf 北、北西コーナー近く 87住より古、50,99住 、20上より新

Vl 468× 411 N-3° 一W (17 80)rf 北、北西コーナー近く、支 45。 94住より古、48・ 53住より新

Ⅸ 475)× 454 N■ 1° M「 18 80rf 北、中央 29・ 34住より新

Ⅸ 375× ? N-82° 一E ? 東 74イ主より古

Ⅸ 352× 334 N-78° ―E 10 30nド 東、南東コーナー近く 72・ 89・ 102住より翔予

? 275× 281 N-18° ―都「 7 30「置 北 (やや西)

Ⅵ ? 2 53× 3 00 N-72° 一E (697)雷 東 (やや南) 60・ 86住より古

Ⅵ ? 585× ? ? ? ? 100住 、 33J屈より新、 35,123住より古

Ⅸ～X 427× 417 N-76° 一E 16 20rr 東 (やや北) 13・ 14溝より古、405住より新

? 326× 284 N-81° 一E 817試 東 (やや南 ) 支 634と dに り翌年、 68・ 914と、 28。 29夕己どにり尭斤

� 450× 4 N-93° 一E 16 20rf 東 (やや南) 385,412住より新
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番 号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り ハ
ロ 関 係

?× 365 N81° 一E 東、北東コーナー近く 66・ 97住より古

� 400× 400 N-95° 一W 14 80rf 南西コーサー 89,112・ 129住 、 40・ 41掘 より新

Ⅸ ?× 433 N-80° 一E 東、支 29・ 37,71住 より新

Ⅸ 470× 500 N-16° 一ヽV 21 9011i 北、北東コーナー近く 68住より古、 90・ 101住より新

V? 422)× 392 N-79° 一E ? 59住、31掘より古、34掘より新

Ⅸ 395× 421 N-78° 一E (16 30)rr 東 (やや南 ) 58住より古、 76住より新

Ⅷ 354× 375 N-80° 一E 11 90rr 東、南東コーナー近く 31・ 50・ 69。 99住より新、5溝より古

? 295× ? N-85° 一E ? 東 5掘と重複、新旧不明

Ⅸ 372× 384 N-82° 一E (1380)ポ 東 74・ 82住より古、 102住 より新

? 343× ? N-76° 一E ? 東 (やや南) 36・ 84住より古、128住より新

Ⅶ 372× 318 N-81° 一E 10 20r正 東、南東コーナー近く 63・ 68・ 79住より古、 29掘 より新

? 3 65× 3 29 N-86° ―E 10 901ド 東 (やや北)

V 4 00X3 44 N-80° 一E (12 00)rf 東 (やや南 ) 28・ 64・ 67住、13溝より古、29掘より新

3 70× 3 37 N-3° W 1150ド 45,70住より古、53住、10掘より新

? 408× 441 N-66° ―E (16 70)rf 東 (やや南)、 支 42住より古

Ⅳ ? 247× 257 N78° 一E 5 26rf 東 7溝より古、98住より新

? 333× 373 N81° 一E (■ 10)ポ 東 (やや南) 81住より新、66住より古

? 433× ? N79° 一E ? 票 65・ 96イ主より古

Ⅵ 530× 508 N79° 一E 24 50rf 東、南東コーナー近く 31・ 50・ 69・ 87住より古、122住 、33掘より新

Ⅳ 654× 690 N80° 一E (42 10)rf 東 68・ 77・ 84・ 1011主より古

? ? ? 東 84・ 90住より古、100住より新

Ⅵ 319× 298 N-7° W (9 00)rr 74・ 89イ主より古

354× 372 N-83° 一E (■ 60)∬ 東、南東コーナー近く 6。 7・ 30・ 40住より古

lll 336× 344 N-79° 一E 10 20rr 東 120住より新

区 496× 564 N81° 一E 25 80r正 東、支 118・ 120。 163・ 326住 、43掘より新

� 450× 471 N17° 一W 19 50rド 南東コーサー 119,167住より新

Ⅵ 467× 419 N83° 一E 17 20rf 東 112・ 125住 、 20J屈より新

Ⅸ～X 309× 323 N81° 一E 8 91r正 東、南東コーナー近く

Ⅶ 361× 359 N-80° 一E 11 90rf 東、支 134,165,404住 より新

Ⅵ 3 54× 3 49 N-82° 一E 10 10rf 東 (やや南) 134。 137住より新、13・ 14溝より古

Ⅳ ? 4 34× 4 31 N-84° 一E (1700)だ 東 82・ 107住より古、121・ 129住より新

Ⅶ 411× 352 N-76° 一E 1250ポ 東、南東コーナー近く、支 156住より新、14溝より古

Ⅵ ? 4 26× 4 50 N82° 一E 16 90rf 東 (やや南 ) 126・ 418住 より新

Ⅷ 438× 403 N-78° 一E 15 30rf 東 (やや南) 164・ 248住より新

Ⅶ 328× 344 N81° 一E 9 87rr 東 (やや南)、 支 14構より古

Ⅸ 444× 431 N-74° 一E 17 70rr 東 (やや南)

Ⅸ 312× 314 N-83° 一E 8 92rr 東 (やや北 ) 105住より古、326住 より新

Ⅸ 3 65× 3 12 N13° ―W (1060)雷 北、北西コーナー近く、支 28。 106住より古、 61・ 63住より新

Ⅸ 392× ? N-21° 一W ?
Jヒ 104住 より古
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番号 時  期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り 合 し 関 係

Ⅵ 336× 267 N-85° 一E 8 34111 東 (やや南)、 支 112住より古、129住より新

122 Ⅶ 495× 487 N-79° 一E ? 東 31・ 35,99住 より古、123・ 124住 、33掘より新

? 408× ? N82° 一E ? 東、南東コーナー近く 35・ 122住より古、77住より新

124 Ⅷ ?× 377 N-80° 一E ? 東 31・ 35・ 99住、20掘より古、38掘より新

V 389× ? N-79° 一E ? 37・ 107住 、20掘 、31・ 40土より古

Ⅱ 335× 387 N-8° W (1210)∬ 北、中央 114住 より古、418住より新

Ⅸ 277× 275 N-82° 一E 6 52rド 東、南東コーナー近く

Ⅶ 272× 286 N-82° 一E 6 79■苦 東 (やや南)、 支 36・ 90住より古

Ⅱ ? ?× 300 N-7° W ? 112・ 121住より古

Ⅵ 300× 240 N-88° 一E 5 86rド 東、中央 131・ 168・ 173住より新

Ⅶ 272× 268 N-85° ―E (6 98)rr 東 (やや南) 130住より古、168・ 173住より新

Ⅸ 264× 302 N-78° 一E 6 971xi 東 (南東隅近く) 155・ 378住 より新

Ⅸ 335× 287 N-78° 一E 8 65rド 東 (南東隅近く) 408住 より新

? 457× 370 N-77° ―E (1570)ぽ 東 (南 東隅近く) 110・ 1■住より古

135 ? 448× 380 N-78° 一E ? ? 33住より古、136・ 137住より新

? ?× 255 N-82° 一E ? 東 (やや南) 33・ 135住 、14溝より古、137住より新

Ⅵ 403× 419 N-81° 一E (1550)∬ 東 (南東隅近く) 33・ 111・ 135。 136住 、 13・ 14溝より古

V 632× 581 N-78° 一E 10ぽ 東 (やや北) 14溝より古、415住 より新

Ⅶ～Ⅷ 421× 403 N-83° 一E 14 60rf 東 (南東隅近く) 283・ 367住 より新

Ⅸ 314× 310 N-94° 一E 8 08rr 東 (南東隅近く) 支 283・ 367住 、18溝より新

Ⅱ 672× 736 N-9° W 44 30rド 北、中央 132・ 140・ 144・ 154・ 406住 より古、27溝より新

V 373× 330 N-84° ―E 10 90rr 東 (南東隅近く) 143住より古、150,401住より新

Ⅷ 386× 349 N-83° 一E 11 80r苫 東、中央 142・ 147・ 159・ 401住 より新

Wlll 348× 350 N88° 一E 10 50rr 東、やや南、文 141住より新、9溝より古

Ⅸ 248× 239 N-69° 一E 483だ 束、南東隅近く、支 158・ 174・ 229住より新

Ⅵ ? ?× 288 N-78° 一E ? 115住より古

Ⅸ 3 32× 3 01 N-78° 一E (9 08)rf 東、南東隅近く 143住より古、159住より新

Ⅵ 388× 441 N-79° 一E (1560)∬ 東、中央 149住より古、151,426住より新

Ⅷ 425× 392 N-68° 一E 14 80r置 東、南束隅近く 152住より古、148・ 153・ 213住 より新

Ⅳ 319× ? N-87° 一E ? 東、中央 142住より古、18溝より新

Ⅱ ・ llll 311× 342 N-76° 一E (9 90)rr 東、南東隅近く、支 148・ 157住より古、426住 より新

Ⅷ 304× 340 N-72° 一E 9 02rf 束、南東隅近く 149。 1534とより界〒

Ⅷ 552× 541 N-18° 一部「 26 90珀 置 北、北西隅近く 149。 152・ 224住 より古、216住 より新

Ⅸ 274× 265 N-77° 一E 6 44rf 東 (やや南) 132住 より古、141・ 155住より新

Ⅶ 343× 407 N-83° 一E (12 80)rf 東、中央 132・ 154住より古、378住 より新

? 342× ? ? ? ? 113住、14溝より古、405住 より新

I? 357× 402 N83° 一E (1260)言 東 (やや南) 151・ 426住 、16溝より新、土器は混入の可能性あり

158 Ⅸ 432× 360 N-80° 一E (1370)だ ? 145,166住より古、174住より新

V 436× 400 N-84° 一E 14 90nr 東、中央 143・ 147住 、9・ 10澪より古

Ⅸ 438× 426 N-78° 一E 16 40rf 東、南束隅近く 227・ 293住より新
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番号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り ψ 関 係

Ⅸ 3 94× 3 85 N-85° 一E (14 10)rf 東、南東隅近く 175,2994と より葬斤

Ⅷ 291× 337 N-77° 一E 917雷 東、南東隅近く 184,185住より新

Ⅸ 335× 340 N-74° 一E 9 36罰言 東、南東隅近く 105住より古、43掘より新

Ⅶ ?× 394 N-83° 一E ? 東 (やや南)、 支 115住より古、248住より新

165 Ⅲ 324× (310) N-82° 一E (9 17)ぽ 東、中央 39。 110住より古

Ⅸ 326× (360) N-75° 一E (10 60)∬ 東、南東隅近く 171住より古、158・ 174住より新

V 371× 339 N-82° 一E 10 10ロド 東、中央 106住より古、44掘より新

? 292× 344 N-86° 一E (9 09)rゞ 東、中央 130・ 131イ主、 13ユ毒より古

Ⅸ 470× 482 N-78° 一E 20 60rr 東、南東隅近く 175・ 298・ 299・ 391住より新、17溝より古

I 367× 353 N-10° 一W 11 30rr 北 (やや東) 178・ 204・ 205住 より古

Ⅸ 369× 376 N-75° 一E 12 30rr 東、南東隅近く 176住より古、166,182・ 352住 より新

Ⅲ ?× 425 N-76° 一E ? 東、中央 191・ 199。 206住 より古、 200・ 203住 より新

173 ? ?× 344 N-84° 一E ? 東、南東隅近く 130,131住より古

? ? ? 158・ 166住より古

? 274× 294 N-77° 一E (6 99)rr 東、中央、支 169・ 233住 より古

Ⅷ 412× 392 N-78° 一E 14 00rf 東、南東隅近く 171 ・ 192・ 223・  352・  409tと dに り翔F

Ⅸ 424× 406 N-80° 一E 15 30rr 東 (やや南 ) 187・ 228・ 246住よりつ〒

Ⅷ 248× 288 N-76° 一E (636)∬ 東、南東隅近く 170・ 188住より新

Ⅲ 382× 324 N-78° 一E 10 50コ置 東 (やや南) 17溝より古、202・ 209住より新

Ⅷ 347× 296 N-71° 一E (918)ピ 東、南東隅近く

Ⅷ 416× 400 N-74° 一E 14 60rr 東 (やや南) 187住より新

I? 358× 392 N-9° 一W (1170)ポ ? 171・ 235住 より古、352住 より新

Ⅸ 339× 298 N-74° 一E 922∬ 225 ・228・ 244・ 246・  2574と 週にり翔蕉

? 328× 349 N-77° 一E (10 10)rf 東、南東隅近く 162・ 185住より古

Ⅶ 383× 421 N-78° 一E 14 20詢 正 東、南東隅近く 162住より古、184住より新

Ⅷ 394× 417 N-81° 一E (15 50)rr 東 、 や や 南 、 支 北後田B21より古、257・ 269住 より新

Ⅶ 318× ? N-74° ―E ? 東、中央 181・ 191住より古

Ⅷ 320× 236 N-70° 一E 6 33rド 東、南東隅近く、支 178住より古、229。 256住 より新

Ⅸ 345× 330 N-75° 一E 10 30rr 東、中央 243・ 244住 より新

? 269× 280 N-75° 一E 6 56rド 東、中央 198住 、19溝より新

Ⅶ 363× 406 N-79° 一E 13 20rf 東 (やや南 ) 187・ 199・ 254住 、16溝より新

? ?× 337 N-72° 一E 176住より古、223,409住 より新

V? 334× 297 N-81° 一E (8 04)rr 東 (やや 南 ) 198住より古、19溝より新

Ⅷ 352× 345 N-73° 一E 10 80r置 東 (やや南) 239・ 245住 、25溝より新

Ⅶ 363× 314 N-81° ―E 9 91rド 東 (やや南) 48土より古

Ⅶ 364× 320 N-72° 一E 10 30r置 東、中央 16溝より新

V 406× 355 N-80° 一E 12 50rド 東 (やや南) 208・ 217・ 219住 より新

Ⅸ 304× 320 N-111° 一E 8 19∬ 東、南束隅近く 190住より古、193住より新

Ⅳ 414× 370 N-81° 一E (14 00)rf 東、南東隅近く 191・ 2■住より古、172,200・ 203・ 206・ 254住より新

I ?× 466 N-78° 一E ? 東 (やや南 ) 172 199,203住より古
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番 号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り ▼ 関 係

253× 225 N-12° 一W 4 84口f 北、北西隅近く

202 ? 302× 337 N■ 7° 一W 8 09rf 北、北東近く 179住、17溝より古

? 703× 494 N-78° 一E (3290)r 東 (やや北) 199。 206・ 2■住より古、200。 281住より新

204 Ⅸ 320× 303 N-70° 一E 821紆 東、南東隅近く 170・ 205イ主より新

Ⅸ 284× 396 N-78° 一E (10 30)rゞ 東 (やや北) 170住より新、204住 より古

V 3 52× 3 33 N-78° 一E (10 40)∬ 東、南東隅近く 199住より古、172・ 203住より新

207 Ⅵ 416× 374 N12° 一W 14 10rf 北 (やや西) 217・ 241住 、16溝より新

V? 274× 289 N-77° 一E (730)ポ 東 (やや南) 197・ 217住より古、214住より新

? 343× 366 N-79° 一E (■ 20)IIi 東、南東隅近く 179住 より古、263住より新

Ⅶ 329× 327 N-73° 一E 951∬ 東、北東隅近く 230・ 263住より新

Ⅲ ? 308× 318 N81° 一E (8 75)rf 東、南東隅近く 218・ 253住 より古、199・ 203住 、19溝より新

V～Ⅵ? 392× 337 N81° 一E 11 90n言 東、中央 179・ 232・ 236・ 262住 より新、221住 との新旧は不明

? 417× ? N-77° 一E ? ? 149・ 153住より古

I・ Ⅸ? 439× 502 N-81° 一E 19 60rf 東、中央 208・ 216住 より古

Ⅷ 377× 381 N-85° 一E (12 10)rギ ? 237住 より古

Ⅵ 326× 314 N-78° 一E 9 18∬ 東 (やや南) 153住より古、214住 より新

Ⅳ ? 413× 396 N-80° 一E 1390だ 東 (やや南) 197・ 207住 より古、208・ 219住より新

218 Ⅸ～X 388× 332 N79° 一E (11 60)rr 東、東南隅近く 231住 より古、211・ 253・ 304住 より新

Ⅵ 371× 387 N-16° 一W (1290)ド 北 (やや東) 197住より古、220・ 262・ 263住より新

? 389× 346 N-79° 一E (1220)∬ 東、中央 219住 より古、424。 425住 より新

Ⅵ ? 302× ? N-58° 一E ? 東、北東隅近く 236・ 252・ 262・ 277住 より新、212住 との新旧は不明

222 Ⅸ 3 18× 318 N-84° 一E (915)雷 東、南東隅近く 226住 より古、234・ 249住より新

223 Ⅶ 466× 533 N-83° 一E (2190)∬ 東、中央、支 176・ 192住より古、322・ 409住 より新

224 Ⅸ 409× 369 N-76° 一E (14 00)r正 東、南東隅近く 153・ 286イ主より古

225 Ⅱ 249× 283 N-7° 一W 5 90rr 北、中央 257住より新

226 Ⅷ 395× 408 N-83° 一E 14 10rf 東 (やや南) 222・ 234・ 2494と 』にり弟斤

227 Ⅸ 4 50)× 5 22 N-76° 一E (21 90)ポ 東、南東隅近く 160住より古、423・ 424・ 425住より新

228 Ⅸ 388× 343 N■ 4° 一W (1310)∬ 北、北西隅近く 177・ 183住より古、244・ 246住 より新

229 ? 3 46× 3 20 N-67° 一E (981)だ 東 (やや南) 145・ 188住より古、256住 、19溝より新

Ⅳ ? 437× 377 N-80° 一E (1530)ぜ 東 (やや北) 210住 より古、263住 より新

Ⅶ ? 255× 295 N82° 一E 6 68rr 東、南東隅近く 218・ 304住より新

232 3 46× 3 09 N73° ―E (9 85)rゞ 東 (やや南) 212・ 221・ 236住 より古、262住より新

Ⅸ 438× 507 N-78° 一E 18 90rド 東、南東隅近く、支 175・ 306住 より新

Ⅸ 341× 305 N-75° 一E (853)∬ 東、南東隅近く 222住 より古、242・ 249住 より新

235 コ 356× 418 N-7° W 1220ぽ 北、中央 182住 、18溝より新

V 304× 303 N-73° 一E (8 19)雷 東、北東隅近く 212・ 221住 より古、232・ 262住 より新

Ⅸ 349× 394 N-10° Mア 11 90r正 北、北西隅近く 215・ 240住 、15溝より新

Ⅶ 394× 459 N-81° 一E (16 10)rf 東、中央 252住 より新

239 Ⅷ 343× 329 N61° 一E (1010)だ 東 (やや南)、 支 194住より古

Ⅸ 537× ? N■ 2° 一W ? 北、北西隅近く 237住 より古、15溝より新
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番号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り 合 い 関 係

? 279× 242 N-75° 一E 5 86rr 東、南東隅近く 207住 、16溝より古

Ⅱ ? 353× 309 N-8° 一W 9 40rf 北、北西隅近く 234・ 249住 、 32土 より古

Ⅷ 393× 333 N-77° 一E 11 70rr 東、南東隅近く 189住より古、244・ 北後田B32住 より新

Ⅲ 690× 650 N-76° 一E (3000)ぽ 東、南東隅近く、支 177・ 183・ 186・ 189・ 228・ 243・ 246・ 257・ 2694とよりP年

Ⅷ 308× 355 N-60° 一E 9 18ぽ 東、南東隅近く 194住より古

246 Ⅷ 303× 326 N-78° 一E 8 64珀正 東、南東隅近く 177・ 183・ 228住より古

Ⅸ 356× 347 N82° ―E 1110ド 東、中央 343住 より新

248 V 459× 441 N85° 一E (18 50)rf 東 (やや北 ) 115・ 164住より古

? ? N79° 一E ? 東、南東隅近く 222・ 226・  234tと d【 りP年 、 242tと dに り募千

Ⅷ 458× 429 N-89° 一E 1710∬ 東 (やや北 ) 386住より新

Ⅷ 393× 361 N-80° 一E 11 70∬ 東 (やや南) 301イ主より古、 278・ 330住 より新

252 Ⅱ 360× 302 N-77° 一E 9 44rr 東、中央 238住 より古

253 Ⅸ ?× 309 N-75° ―E ? 東 (やや南) 218住 より古、 211住 より新

Ⅵ ? ?× 346 ? ? 191・ 199住より古、19溝より新

255 Ⅸ 321× 308 N80° 一E 861言 東、南東隅近く 265・ 266住 より新

256 Ⅸ ?× 293 N73° 一E ? 東 (やや南)、 支 178,188・ 229住 より古、北後田B21・ 33住より新

? 298× (325 N83° ―E (8 95)rf 東 (やや北) 183・ 186・ 225住 より古、244・ 269住 より新

258 ? 372× 366 N-78° 一E ■ 30ポ 東、南東隅近く 264住 より古、361住より新

Ⅸ 271× 258 N-79° 一E 6 15rr 東、南東隅近く 329住より新

Ⅲ 321× 324 N79° 一E 881活 東、南東隅近く 45・ 46掘より新

Ⅵ 484× 456 N87° 一E 20 00畑 置 東 (やや南) 11溝 より古、272・ 280・ 311住 より新

? 390× ? N-76° 一E ? 東、中央 212・ 219, 221 ・ 232・  236tと 」ミリゼ!

? 454× 395 ? (1650)活 ? 262住より新、209。 210・ 212・ 219。 230住より古

Ⅸ 377× 379 N-75° ―E 1250∬ 東、商東隅近く 7溝より古、258住より新

Ⅳ ? 4 07× 3 33 N-82° 一E 12 10コド 東 (やや南) 255住 より古、341住より新

Ⅷ 499× 477 N-78° ―E 20 90rr 東、南東隅近く 312・ 317住より新

267 V? 444× 412 N-83° 一E (1710)ポ 東、南東隅近く 279住 より古、268・ 362住 より新

268 Ⅳ ? 408× 367 N-77° 一E 13 00rr 東、中央 267イ主より古、 313・ 361住 より新

? ?× 376 N-84° 一E ? 東、南東隅近く 186。 257住 より古、244住より新

270 Ⅷ 281× 225 N96° 一E 551ポ 東 (やや南)

Ⅲ ? ?× 2 76 ? ? ? 212住 より古

272 Ⅳ ? 354× 335 N-84° 一E (10 00)rr 東、南東隅近く 261住より古

V 2 43× 2 40 N-83° 一E 4 78rr 東 (やや南) 46掘より新

274 Ⅸ 4 33× 4 29 N-81° 一E 16 30rf 東、
｀
中央 319。 320・ 358・ 387・ 411住 より新

Ⅸ 364× 356 N-73° 一E (11 20)rば 東 (やや 南 ) 266住より古、282・ 319・ 341住 より新

276 Ⅱ 393× 385 N-88° 一E 12 80rr 東、中央 311・ 341住 より古、319住より新

277 ? 464× 404 N-19° ―W (16 70)r 北、北東隅近く 221住 、17溝より古

278 V? 386× 407 N76° 一E (1410)だ 東、東南隅近く 251・ 304住 より古

? 372× 327 N-80° 一E 10 50コド 東 (やや南 ) 267・ 362住より新

? ?× 254 N-84° 一E ? 東 (やや北 ) ■溝より古、393住 より新
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番号 時  期 規 模 (m) 主  軸 面   積 カ マ ド 位 置 切 り △
日 レ 関 係

? ?× 361 N-80° 一E ? 東、南東隅近く 200住 より古

282 Ⅲ・Ⅸ 372× 377 N-80° 一E (1220)∬ 東、南束隅近く 275,307住 より古、 320住 より新

283 Ⅸ ? 306× 329 N-84° 一E (8 50)rr 東、南東隅近く 139,140住より古、367住より新

Ⅸ 299× 359 N-76° ―E (948)∬ 東、南東隅近く 349, 379, 3814と」にり尭斤

285 Ⅸ 320× 353 N88° 一E 959だ 東、南東隅近く、支 299,354・ 391住 より新

fll 4 44× 3 82 N-22° 一W 1540ぽ 北、北西隅近く 224・ 332住 より新

Ⅸ 429× 388 N-81° 一E (1500)雷 東 (やや北) 274住 より古、319・ 342・ 411住 、35掘より新

Ⅵ 442× 463 N-80° 一E 18 00rぱ 東 (やや北) 支 304住 より古、289・ 309・ 379・ 387・ 410住 より新

? ?× 383 N-79° 一E ? 東 (やや北 ) 288・ 290住より古、387・ 410住 より新

Ⅷ 360× 327 N-82° 一E 9 72∬ 東、南東隅近く 289住 より新

Ⅷ 344× 329 N-86° 一E 9 66rr 東 (やや南) 301・ 310住 より古、 336・ 344住 より新

292 Ⅶ 3 59× 3 42 N16° 一W 10 80rr 北 (やや西) 53掘 (新 旧は不明)

Ⅵ 630× 650 N70° 一E (36 20)∬ 東 (やや南 ) 160 ・3164とどにリゼ年、 337・ 4134と kり浣斤

Ⅷ 324X310 N-80° ―E 8 28rr 東、中央 302・ 348,359住 、38掘より新

295 Ⅲ ? 403× 429 N-83° 一E 15 10rド 東、中央 360イ主、42J屈 より新

Ⅵ 338× 3_48 N-82° 一E 9 38r正 東、南東隅近く 360住 、54掘、18溝より新

? 334X338 N-86° 一E 9 83rr 東、中央 321住 、8溝より古、335住 より新

298 Ⅸ 2 89× 2 85 N-83° 一E (7 47)だ 東、南東隅近く 169住より古、391住 より新

Ⅸ 4 35× 4 67 N-86° 一E (1910)ポ 東 (やや南) 161・ 169・ 285住 より古、391住より新

WIl 360× 355 N-74° 一E 11 30rば 東、南東隅近く 321・ 333・ 358住 より新

Ⅸ 350× 3 N-78° ―E 1210∬ 東、南東隅近く 251・ 291・ 310,336・ 344住より新

Ⅵ 370× 375 N-82° 一E 11 70rr 東 294住 より古、 348・ 349住より新

Ⅸ 435× 444 N-70° 一E 17 60rr 東、南東隅近く 337・ 366・ 365,397住 、52掘より新

304 Ⅷ 395× 360 N-73° 一E (1270)∬ 東、中央 278・ 319住 より新

Ⅸ 320× ? N71° 一E ? 東、中央 305・ 325・ 340・ 407住 より新

Ⅵ ? 375× ? N■ 1° 一W ? 北、東より 233住 より古

Ⅶ ? 350× 335 N93° 一E (10 80)ni 東 (やや南) 282住より古、327・ 358・ 334住 より新

Ⅷ 3 70× ? N81° 一E ? 東 309・ 336住より古

Ⅵ ? 3 85× 3 90 N78° 一E (14 20)だ 東 (やや 北 ) 278,304,336住より古、288・ 308住より新

Ⅸ 435× 350 N-86° 一E (1380)雷 東 (やや南) 291・ 301・ 386住 より古、 335・ 350住より新

Ⅳ ? 305× 315 N-80° 一E 8 05rf 東、南より 261住 より古、276住より新

? ?× 280 ? ? ? 305・ 325・ 340住 より古

313 Ⅳ 395× 345 N-76° 一E 1185ポ 東、南より 3614と』三り完斤、 2684と」にリゼ年

Ⅷ 370× 390 N-80° 一E 12 70rf 東 (やや北) 343・ 388住 より新

Ⅶ 4 00× 4 30 N80° 一E 14 60rr 東 (やや南)

Ⅷ ?× 3 80 N-66° 一E ? 東、南東隅近く 293・ 337・ 392・ 413住 より新

Ⅲ ? ?X360 N-90° 一E ? 東、北より 266・ 331 ・ 322・  325・  3404と 」ミリF与

Ⅳ ・ Ⅸ 350× 340 N-79° 一E 10 03rf 東、南より 13溝 より古、412住より新

? ?× 505 N80° ―E ? 東、南より 275・ 287・ 341住 より古、274・ 342住より新

320 Ⅷ ? 349× 352 N-83° 一E (1140)ポ 東 (やや北) 2744とよりF年 、 282・ 319。 411住 より茅斤
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番号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 19 △
ロ V 関 係

321 Ⅸ 440× 420 N-81° ‐E (16 60)rギ 東、南より 333・ 357住より古、 297・ 300住 より新

322 ? 250× ? ? ? ? 409住 より新、317住 より古

Ⅸ 270× 250 N-80° 一E 6 00rr 東、南より 8溝より古

Ⅷ 3 00× 3 20 N-81° 一E 8 27rf 東、南より、支 347・ 416住より新

Ⅲ ? 380)× 350 N-6° W (1340)ポ 北、北西隅近く 331・ 340住より新

Ⅸ 373X339 N-80° 一E 10 40rf 東 (やや南) 105・ 118住より古

Ⅷ 460× 430 N88° 一E (17 20)だ 東、南より 282・ 307住より古、334・ 358住より新

328 Ⅲ 380× 340 N-84° 一E 1100だ 東 (やや南) 351住 より古、35掘より新

329 Ⅳ ? 275× 265 N ll° 一W 6 23r置 北 (やや東) 351・ 259住 、35掘より古

Ⅵ 380× 315 N-86° 一E (9 97)rf 東 (やや南) 251イ主より古、 334住 より新

331 Ⅵ ? 320× 280 N-84° 一E 7 90rf 東、南より 317・ 340住 より新、325住 より古

Ⅸ 311× 290 N-70° 一E (8 34)rf 東、中央 286住 より古、 368住 より新

333 I 310× 310 N-6° 一W (845)雷 ? 358住 より古

Ⅲ ? 320X325 N-3° W (9 72)rゞ ? 307・ 327・ 330・ 358住より古

Ⅱ ・ Dく 485× 410 N-2生 w 17 78∬ 北、東より 297・ 321住より古、350・ 369住 より新

? ?× 455 N-78° 一E ? 東 (やや南) 291・ 301・ 344住 より古、 310住 より新

Ⅵ 5 50× 6 02 N-66° 一E (32 40)rr 東 (やや南) 293・ 316住より古、 366・ 392・ 413住 より翔〒

X 2 55× 3 30 N-85° ―E 714∬ 東、南より 388・ 412住より新

Ⅸ 280× 290 N-67° 一E 7 20rr 東 、 南 より 353・ 3544と週にり弟斤

Ⅲ ? 330× 405 N12° 一W (1156)Ixi ? 305。 331住 より古、266・ 312・ 317・ 325住 より新

Ⅳ ? 465× 400 N-84° 一E 16 801ド 東 (やや北) 265。 2754とどにり,年 、 276・ 3194と』ミリ完斤

? ? N-87° 一E? ? ? 287・ 319住 より古

Ⅷ 515× 550 N-85° 一E (26 61)∬ 東、中央 314・  388・ 247tと dに りτ!

Ⅶ 295× 330 N-77° 一E (867)ポ 東、南より 291・ 301住より古、336住 より新

Ⅷ 365× 320 N-80° 一E 10 00rr 東、南東隅近く、支 350・ 369tと 』にり嘉斤

Ⅷ 310× 355 N-76° 一E 8 97ni 東、南より

IX 2 75× 2 80 N77° 一E (647)ポ 東 (やや南) 324住より古

348 Ⅷ 320× 280 N-78° 一E (8 00)ド 東 (やや南) 294・ 302住より古

I? 4 65× 3 95 N82° 一E (1599)だ 束、中央 302住 より古

Ⅸ ? (470× 465) N-3° ―W (20 90)ni 310・ 335住より古、 345・ 369住 より新

Ⅲ ? 365× 345 N-6° 一部「 1153ド 東、南より 329住より新、328住より古

Ⅷ ? ? N21° 一W? ? 東、北東隅近く? 171・ 176・ 182住より古

IX ?× 320 N-73° 一E ? 東、中央 339住より古

Ⅷ 355× 405 N-77° 一E (12 19)rf 東 (やや南) 285住より古

355 ? 320× 3 N-82° 一E 8 66Jド 東、南より

Ⅵ ? 405× 350 N-81° 一E ■ 85ポ 東、南より 414住より新

357 Ⅸ 340× 3 N12° 一W 10 64Eド 東 (やや南) 321住より新、411住 、7溝より古

Il 360× 480 N-4° 一W 13 62rギ 北 (やや東) 334・ 300住 より古

IX 275× 280 N-73° 一E 6 37rr 東 (やや南) 348住より新、 294住 、 38掘 より古

? 485× 405 N-7° 一W (1740)ポ 東、南より 295住 より古、296住 、54掘より新
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番号 時  期 規 模 (m) 主   軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り ν 関 係

Ⅲ ? 370× 360 N-78° 一E 1145∬ 東、南より 313・ 268住より古

? ?× 420 N12° 一W ? 北 (やや東) 267・ 279住より古

? 350× 320 N-82° 一E 9 37rf 東、南より 7,歯より古

Ⅸ 370× 280 N-83° 一E 9 25rf 東、中央 365住より新

Ⅸ 385× 395 N-73° 一E 14 36rド 東、南より 364,303イ主より古

Ⅷ ? 5 20× 4 80 N-7° W 23 80rf ? 337住 より古、394住より新

Ⅷ 290× 325 N-3° W (8 50)rf 北、やや西、文 139・ 140・ 2834とより三年

Ⅸ 360× ? N-10° 一W ? ? 332住より古

Ⅸ ?× 490 N-7° W ? ? 335, 345, 3504と』にリゼF

Ⅲ 3 15× 3 50 N-7° W (1045)∬ ? 376住 より古

? ?× 330 N-2° W ? 東 ?

372 Ⅲ 4 30× ? N-76° ―E ? 東、やや南 373住 より古

Ⅲ ? 4 20× 3 80 N-75° 一E 12 05rf 東、南より 372・ 399住 、47掘より新、7・ 8溝より古

Ⅱ ? 335× 325 N-12° ―W 9 49rf 北、中央 且溝より古

375 Ⅱ ? ?× 285 N-79° 一E ? 東、やや北 390・ 4064と』にリゼ!

376 V? 3 45× 3 40 N-78° ―E 1018ポ 東、やや南 370住 より新

377 Ⅲ 4 50× 4 10 N-86° 一E 1653言 東、中央、支 47掘より古、399住 より新

378 Ⅲ 400× 375 N-82° 一E 1205だ 東 (やや南 ) 155・ 132住より古

Ⅵ
345×
3 05-3 50

N-83° 一E (1025)ぽ 東、南より 288・ 349住より古

380

Ⅱ ? ? N18° 一W ? ? 284・ 349住より古

382 ? 300× 305 N-80° 一E 8 06rr 束 (やや南 )

Ⅲ 345× 340 N-81° 一E 9 82rf 東、南より 375・ 390住 、50掘より新、8溝より古

Ⅷ 450× 360 N-88° 一E 14 73rr 東 (やや南) 39掘より新

� 365× 375 N-77° 一E 11 62rr 東、南東隅近く 80 ・412住より新、13溝より古

? ?× 350 N-85° 一E ? 東、南より 343・ 388住より古

387 3 15× 4 10 N-13° ―W (1152)r 288・ 410tと 』にリゼ子

? 4 70× 4 35 N-76° 一E (19 08)rf 東、北東隅近く 314・ 338住より古

Ⅸ 2 95× 2 75 N-80° 一E 6 87罰置 東 (やや南)

Ⅲ ? ?× 310 N-80° 一E ? 東、南より 383住より古

Ⅳ ・ Ⅸ
? N-5° W ? ? 169・ 285・ 299住 より古

Ⅷ 3 75× 3 70 N-66° ―E (12 00)rr 東、中央 316住 より古

縄文前 4 32× 4 50 ? ?

縄文後 ?× 5 00 ? ? 421住 と重複、新旧不明

V 425× 315 N-84° 一E 1130ぽ 東、南より

396 Ⅱ ? 415× 360 N-80° 一E 1319だ 東、北より、支 49掘 より新

397 Ⅸ ?× 395 N82° 一E ? 東、南より 303・ 365住より古

398 Ⅳ ? 355× 350 N77° 一E (11 06)ド 東、南東隅近く、支

? 260× ? N-5° W ? 東 ? 373・ 377住 、47掘、8溝より古

Ⅷ 3 05× 3 45 N-78° 一E (3 96)rr 東、南より 324・ 347住より古



番号 時 期 規 模 (m) 主  軸 面  積 カ マ ド 位 置 切 り 合 ヤ 関 係

Ⅸ 412× ? N-77° ―E ? 東? 62・ 142・ 143准と』にリゼ年

Ⅸ 310× 280 N■ 6° 一W 7 35コ置 北、西より 38住より古

Ⅸ ?× 235 N-12° 一W ? 東? 38住より古

I～ Ⅱ 475× 365 N-83° 一E (1618)ポ 東 (やや南) 110住より古

405 ? ? N-82° 一E ? 東 78・ 156住 、14溝より古

Ⅸ 255× 228 N-98° 一E (530)∬ 東、中央 375住 より新、8溝より古

? 3.25× 3 20 N-72° 一E 9.18∬ 東、中央 312・ 317・ 325,331住 より古

縄文後 715× 600 N-25° ―W ? 113・ 178住、14・ 15溝より古

Ⅶ 430× 410 N-85° 一E 15 42rf 東 (やや南) 176・ 192・ 223住 より古、322住より新

V? ?X340 N-84° 一E ? 東、中央 288住 より古、387住 より新

Ⅸ ? 3.25× 345 N-86° 一E 10 06nf 東 (やや南) 333住 より新、289・ 357住 より古

412 Ⅱ～Ⅲ? 742× 812 N-82° 一E (47 10)ぽ 束、中央 80・ 318・ 338・ 385住 、13溝より古

Ⅷ 500× 520 N-21◇ ―W (2396)∬ 吏 ? 293・ 316・ 392住 より古

Ⅳ ? ?× 440 N-11° 一W ? 東 ? 356住 より古

? ?× 3.45 N-78° 一E ? 東、南より 138住より古

Ⅵ ? 370× 320 N-81° 一E 10 50rr 東、南より 324住 より古

縄文後 ? N-25° 一W ? 422住より新?、 318・ 338・ 412住より古

Ⅷ ? 275× 285 N-81° 一E (710)だ 東、東北隅近く 114・ 126住より古

Ⅷ ?X425 N-82° 一E ? 東、北より 420仁より新

Ⅵ 500× 440 N-87° ―E 18 02rf 東、中央 419住 、■溝より古

縄文中末 ? ? ? 394住 と重複、新旧不明

縄文後 ? ? ? 417住 より古

? 403× 384 N-71° 一E (13.00)∬ 束・南東隅近く 227・ 4244と』にリゼ年、 425准とより葬抒

? ?× 272 N-72° ―E ? 東、南東隅近く 220・ 227・ 425住 より古、423住 より新

? 344× ? N-68° 一E ? 東、南東隅 227・ 423・ 424住 より古

? ?× 441 N-75° 一E ? 東、中央 148・ 151・ 157住より古
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第2節

掘 立 柱 建 物 址

第 1号掘立柱建物址  (第105図 、図版62)

(位置)A21・ 22B22グ リッド。(重複)特になし。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.32m)× 南北 3間 (4.40m)。

N-10° ―W。 (柱間寸法)東西方向1.40m、 南北方向1.30～ 1.60m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方

形。一辺60～ 100cm、 深さ44～ 70cm。 (覆土および柱痕の有無)ほ とんどの掘 り方において柱痕はみられる。掘 り

方覆土は炭化物粒を含む暗褐色土。(遺物出土状況)遺物の出土は皆無。(遺物)な し。(時期)不明。

第 2号掘立柱建物址  (第105図 、図版62)

(位置)A22・ 23B22・ 23グ リッド。(重複)3・ 16・ 41号住と重複。いずれの住居址より古い。(規模および主軸

方向)東西 3間 (4,44m)× 南北 3間 (4.44m)。 N-10° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.40～ 1.50m、 南北方向1.40～

1.50m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺60～ 90cm、 深さ40～ 70cln。 (覆土および柱痕の有無)

P3・ P4を除いた掘 り方に柱痕はみられる。柱痕内には多量の焼土ブロックと炭化物を含んでいる。(遺物出土

状況)微量出土。(遺物)須恵器鉢A片。(時期)不明。

第 3号掘立柱建物址  (第105図 、図版62)

(位置)A26B21・ 22グリンド。(重複)17号住、4号溝と重複。両遺構より古い。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.20m)×

南北 2間 (4.20m)。 N-15° 一W。 (桂間寸法)東西方向2.00～ 2.10m、 南北方向2.00～2.20m。 (掘り方形態およ

び規模)方形あるいは長方形。一辺70～ 90cm、 深さ30～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)P7・ P9を除き柱痕あり。

P4・ P6に は根石状の平石が底面にあり。(遺物出土状況)ほ とんど出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第4号掘立柱建物址  (第105図 、図版62)

(位置)A27B26グ リンド。(重複)14号住と重複。14号住より新しい。(規模および主軸方向)東西 2問 (4.20m)×

南北 3間 (6.00m)。 N-12° ―W。 (柱間寸法)東西方向2.10m、 南北方向2.00～ 2.10m。 (掘 り方形態および規

模)方形。一辺40～ 70cm、 深さ8～ 10cm。 (覆土および柱痕の有無)後世の削平により掘 り方下部しか残存しない。

(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第 5号掘立柱建物址  (第105図 、図版62)

(位置)A27B24・ 25グ リッド。(重複)掘 り方との重複はないが、88号住と重複。新旧関係は不明。(規模およ

び主軸方向)東西 3間 (10.8m)× 南北 2間 (3.20m)。 総柱。N-14° 一W。 (柱間寸法)東西方向3.00～ 4.40m、

南北方向1.20～ 1.60m。 (掘 り方形態および規模)円形あるいは楕円形。径25～70cm、 深さ10～20cm。 (覆上およ

び柱痕の有無)後世の削平により掘 り方下部しか残存しない。掘 り方覆土は粘性の強い灰色がかった暗褐色土。

柱痕は不明。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明◇

第 6号掘立柱建物址  (第106図 、図版63)

(位置)A25。 26B24グ リッド。(重複)掘 り方どうしの重複はないが、32号掘立と重複。新旧関係は不明。(規

模および主軸方向)東西 2間 (3.30m)× 南北 3間 (5,90m)。 N-14° 一W。 (柱間寸法)東西方向1,40～ 1,70m、

南北方向1.40～ 3.10m。 (掘 り方形態およぴ規模)円形あるいは精円形。径30～ 56cm、 深さ10～ 30cm。 (覆土およ

び柱痕の有無)掘 り方覆土は粘性の強い灰色がかった暗褐色土。柱痕は不明。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)

なし。(時期)不明。
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第 7号掘立柱建物址  (第 106図、図版63)

(位置)A24B22グリッ慌 (重複)12号掘立と重複。12号掘立より新しい。建替えの可能性大。(規模および主軸

方向)東西 3間 (4.80m)× 南北 3間 (4.60m)。 N-7° ―W。 (柱間寸法)東西方向1.50～ 1.80m、 南北方向1.50～

1.60m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺62～ 104cm、 深さ40～ 90cm。 (覆土および柱痕の有無)

Pl・ P3・ P4・ P5。 P6。 P10・ P12は柱痕が明瞭。柱痕は焼土ブロック、炭化物を多量に含む暗褐色土。掘

り方覆土も焼土ブロックを含む暗褐色土。(遺物出土状況)ほ とんど出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第 8号掘立柱建物址  (第107図、図版63)

(位置)A21B22・ 23グ リッド。(重複)5・ 8号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東西 3

間 (4.70m)× 南北 3間 (4.60m)。 溝もち◇N-7° ―W。 (柱間寸法)東西方向1.50～ 1.60m、 南北方向1.30～

1.70m。 (掘 り方形態および規模)基本的には方形あるいは長方形。P2・ P3と P8・ P9と の間に溝がみられ

る。一辺60～ 120cnl、 深さ32～ 60cm。 (覆土および柱痕の有無)P7を 除き柱痕がみられる。炭化物を多く含む暗

褐色土。溝部は暗黄褐色土が版築状の堆積を示す。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第 9号掘立柱建物址  (第107図、図版63)

(位置)A21。 22B23・ 24グ リッド。(重複)13号溝、30。 31号掘立と重複。いずれの遺構より古い。(規模およ

び主軸方向)東西 2間 (3.90m)× 南北 3間 (5.20m)。 N-3° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.70～ 2.10m、 南北

方向1.60～ 1.80m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺56～80釦、深さ20～ 30cm。 (覆土および柱痕の有無)P
l・ P8・ P9に おいて柱痕がみられる。掘 り方覆土は炭化物を少量含む暗褐色土。(遺物出土状況)P5等から

須恵器細片微量出土。(遺物)復元できる遺物なし。(時期)不明。

第10号掘立柱建物址  (第 108・ 278図、図版63。 139)

(位置)A22。 23B24・ 25グ リンド。(重複)53・ 94号住、16号掘立と重複。両住居址より古く、16号掘立より新

しVヽ。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.50m)× 南北 2間 (4.50m)。 N-11° ―W。 (柱間寸法)東西方向2.00～

2.40m、 南北方向2.20～ 2.40m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺100～ 144cm、 深さ40～ 70cm。

(覆土および桂痕の有無)P3・ P4・ P9を除き柱痕がみられる。掘 り方および柱痕覆土は多量の焼土ブロッ

ク・炭化物を含む暗褐色土で、特にPl・ P2・ P7,P8・ P9・ P10に おいて焼土が顕著。(遺物出土状況)

ほとんどの掘 り方内、柱痕内から多量の須恵器等が出土。故意に入れられたものだろう。(遺物)土師器邦A(ター

ル付着するものあり)、 須恵器イ・高台郵A・ 蓋A。 長頸壷・甕、土錘、鎚飽状鉄製品。(時期)宮 ノ前V～Ⅵ期 ?。

第11号掘立柱建物址  (第108。 278図、図版64)

(位置)A23・ 24B23・ 24グ リンド。(重複)2Ⅲ 22・ 23号掘立、52号住と重複。いずれの掘立、住居址より古いが、

23号掘立との新旧関係は不明。(規模および主軸方向)東西 3間 (5,30m)× 南北 3間 (6.40m)。 N-6° 一W。

(桂間寸法)東西方向1.30～ 2.00m、 南北方向2.00～ 2,30m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一

辺84～ 118cm、 深さ32～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)P3・ P10。 P llに おいて柱痕がみられる。掘 り方およ

び柱痕覆土ともに焼土ブロック・炭化物を多量に含む暗褐色土で、焼土は柱痕で顕著。(遺物出土状況)Pl・ P

H・ P12を 中心に須恵器片、土師器片出土。(遺物)土師器皿、須恵器郭。(時期)宮 ノ前Ⅵ期 ?。

第12号掘立柱建物址  (第106図、図版64)

(位置)A24B22グ リッド。(重複)7号掘立と重複。7号掘立より古い。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.94m)×

南北 2間 (3.92m)。 N-4° 一W。 (桂間寸法)東西方向1.80～ 2.00m、 南北方向1.90～ 2.00m。 (掘り方形態およ

び規模)方形。一辺50～ 80cm、 深さ35～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)明瞭な柱痕はみられない。掘り方覆土は焼土
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ブロック・炭化物を含む暗褐色土。柱痕の方が焼土が顕著。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第13号掘立柱建物址  (第 109図、図版64)

(位置)A26・ 27B16グ リッド。(重複)な し。(規模および主軸方向)東西 2間 (4.20m)× 南北 3間 (5。 80m)。

N-7° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.10m、 南北方向1.80～ 200m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方

形。一辺46～ 80cm、 深さ10～ 20cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土はやや粘性の強い暗褐色土。柱痕不明。

(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不 明。

第14号掘立柱建物址  (第 109図、図版64)

(位置)A27・ 28B17・ 18グ リッド。(重複)な し。(規模および主軸方向)東西 4間 (9.60m)× 南北 3間 (7.85m)。

N-1° ―W。 総柱。西側南北柱穴列に対応するように小ピント列あり。 (柱間寸法)東西方向2.35～ 2.40m、 南

北方向2.30～2.40m。 (掘 り方形態および規模 )方形あるいは長方形。一辺84～ 130cm、 深さ 6～ 56cm。 (覆土およ

び柱痕の有無 )後世の削平により遺存状況はあまり良くないが、柱痕が確認できたのはP2・ P6。 P7。 P8・

P10・ P ll・ P14。 P15。 P16・ P17・ P20で ある。掘 り方覆土は炭化材 。炭化物を含む暗褐色土。柱を抜いた

後、人為的に埋められた痕跡がみ られる。 (遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第15号掘立柱建物址  (第 110図、図版64)

(位置)A27・ 28B16グ リッド。(重複)な し。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.60m)X南 北 3間 (6.60m)。

N-9° 一W。 (桂間寸法)東西方向1.79～ 1.80m、 南北方向1.80～ 2.30m。 (掘 り方形態および規模 )基本的には

方形。一辺48～ 90cm、 深さ4～ 18cm、 (覆土および柱痕の有無)Pl・ P3・ P4・ P6において柱痕がみ られる。

掘 り方覆土は粘質の暗褐色土。(遺物出土状況)ほ とんど出土せず。(遺物)な し。 (時期)不明。

第16号掘立柱建物址  (第 108図、図版65)

(位置)A23B24・ 25グ リンド。(重複)53号住、10号掘立と重複。両遺構より古い。(規模および主軸方向)東

西 3間 (5.50m)× 南北 2間 (4.20m)。 N-8° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.80～ 1.90m、 南北方向2.00～ 2.10m。

(掘 り方形態および規模)方形。一辺64～ 96cm、 深 さ30～ 40cm。 (覆土および桂痕の有無)P13を除き柱痕がみ ら

れる。柱痕は焼土・炭化物を多量に含む暗褐色土。掘 り方覆土は焼土小ブロック・炭化物粒を含む暗褐色土。(遺

物出土状況)ほ とんど出土せず。 (遺物)な し。(時期)不明。

第17号掘立柱建物址  (第110。 278図、図版65)

(位置)A25。 26B23グ リンド。(重複)9・ 10号住 と重複。両住居址より古い。 (規模および主軸方向)東西 3

間か (5.80m)× 南北 2間 (3.60m)。 総柱。N-12° 一W。 (柱間寸法)東西方向160～ 2.00m、 南北方向1.60～

2.00m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺58～ 70cm、 深さ34～ 52cm。 (覆土および柱痕の有無)柱痕は不明。

掘 り方覆土は暗黄褐色土、暗褐色土からなる。 (遺物出土状況)P7か ら土師器甕片微量出土◇(遺物)土師器姿

A。 (時期)宮ノ前Ⅸ期 ?。

第18号掘立柱建物址  (第110・ 278図、図版65。 139)

(位置)A25B25グ リンド。(重複)な し。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.40m)× 南北 2間 (3.20m)。 N一

6° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.60～ 1.70m、 南北方向1.50～ 1.70m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺50～

90cm、 深 さ26～ 40cm。 (覆土および柱痕の有無)全て掘 り方で柱痕はみ られる。掘 り方および柱痕覆土はともに灰

褐色粘質土だが、柱痕には炭化物を多く含む。 (遺物出土状況)P5覆 土上面から須恵器高台邦出土。(遺物)須

恵器高台邦 B。 (時期)不明。

-115-



第19号掘立桂建物址  (第 110図 、図版65)

(位置)A29B17・ 18グ リッド。(重複)な し。大半が調査区域外にあり全容は不明。(規模および主軸方向)東

西 ?間 ×南北 ?間。N-7° 一W?。 (柱間寸法)東西方向240m、 南北方向不明。(掘 り方形態および規模)方形

か。一辺90cm、 深さ56cm。 (覆土および柱痕の有無)P3において柱痕がみられる。掘り方覆土は黄褐色土小ブロックを

含む暗褐色土。柱痕も暗褐色土であるが炭化物を多く含む。(還物出土状況)出土せず。(遺物)なし。(時期)不明。

第20号掘立柱建物址  (第刊0図 、図版65)

(位置)A22・ 23B25・ 26グ リンド。(重複)31・ 35。 107号住と重複。いずれの住居址より古い。(規模および主軸

方向)東西 2間 (4.12m)× 南北 3間 (4.70m)。 N-7° ―W。 (柱間寸法)東西方向2.00～ 2.10m、 南北方向1.55～

1.60m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺44～ 79cm、 深さ32～ 52cm。 (覆土および桂痕の有無)残存する全て

の掘 り方において柱痕はみられる。柱痕は炭化物・焼土粒を含む暗褐色土。(遺物出土状況)細片微量出土。(遺

物)復元できる遺物なし。(時期)不明。

第21号掘立柱建物址  (第 108。 278図 、図版64)

(位置)A23・ 24B23・ 24グ リッド。(重複 )11・ 12・ 23号掘立と重複。11・ 22号住より新 しい。23号掘立との新旧

関係は不明。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.30m)× 南北 4間 (6.20m)。 N-14° ―W◇ (柱間寸法)東西

方向1.40m、 南北方向120～ 1.80m。 (掘 り方形態および規模)円形あるいは精円形◇径37～ 88cm、 深さ40～ 50cm。

(覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色土。柱痕は不明。(遺物出土状況)須恵器

細片微量出土。(遺物)須恵器蓋A、 土師器皿。(時期)不明。

第22号掘立柱建物址  (第 108図 、図版64)

(位置)A23・ 24B23・ 24グ リンド。(重複)11。 21・ 23号掘立と重複。21号掘立より古く、11号掘立より新しい。

23号掘立との新旧関係は不明。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.60m)× 南北 3間 (4.80m)。 N-12° 一W。

(柱間寸法)東西方向1.70～ 1.80m、 南北方向1.50～ 1.60m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長精円形。

一辺50～ 126cm、 深さ16～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は暗褐色土で、炭化物粒を含む。柱痕は不

明◇(遺物出土状況)ほ とんど出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第23号掘立柱建物址  (第 108図、図版64)

(位置)A23・ 24B23。 24グ リッド。(重複)11・ 21・ 22掘立、52号住と重複。52号住より古く、H号掘立より新し

い。2Ⅲ 22号掘立との新旧関係は不明。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.80m)× 南北 3間 (4.80m)。 N-15° 一

W。 (柱間寸法)東西方向1.40～ 1.80m、 南北方向1.20～ 1.80m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長楕円

形。一辺46～ 84cm、 深さ24～ 48cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は暗褐色土で炭化物粒を少量含む。柱痕

は不明。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第24号掘立桂建物址  (第 111図、図版65)

(位置)A23・ 24B24・ 25グ リッド。(重複)25・ 48号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東

西 3間 (6.90m)× 南北 2間 (4.10m)。 N-7° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.20～ 2.25m、 南北方向1.80～ 2.00m。

(掘 り方形態および規模)方形。一辺74～ 112cm、 深さ28～ 44cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土、柱痕と

も不明。(遺物出土状況)細片微量出土。(遺物)復元実測できるものなし。(時期)不明。

第25号掘立柱建物址  (第 111図、図版66)

(位置)A24・ 25B24・ 25グ リッド。(重複)32。 46・ 47・ 49号住、26・ 27号掘立と重複。いずれの住居址より古く、
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両掘立より新しい。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.45m)X南 北 2間 (4.30m)。 N-14° 一W。 (桂間寸法)

東西方向1.50～ 3.00m、 南北方向2.10～ 2.20m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺62～ 104cm、

深さ68～ 70cm。 (覆土および柱痕の有無)P2・ P3・ P8・ P10に おいて柱痕がみられる。掘 り方覆土は焼土粒・

炭化物粒を含む暗褐色土。(遺物出土状況)土師器等の細片微量出土。P6覆土中層から鉄製品出土。(遺物)土

器類は復元実測できる遺物なし。鉄製品では釘・聞金具と思われるものがある。(時期)不明。

第26号掘立柱建物址  (第 111図 、図版66)

(位置)A24。 25B24。 25グ リッ氏 (重複)32。 46・ 47・ 49号住、25。 27号掘立と重複。いずれの住居址および25号掘

立より古く、27号掘立より新しい。(規模および主軸方向)東西 3間 (5.85m)× 南北 3間 (5,00m)。 N-7° 一W。 (柱

間寸法)東西方向1.80～ 2.00m、 南北方向1.70～ 1.90m。 (掘り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺66～

92cm、 深さ50～ 76cm。 (覆上および柱痕の有無)P16において柱痕がみられる。掘り方覆土は焼土粒を含む暗褐色土。

(遺物出土状況)土師器等の細片少量出土。 P16から鉄製品出土。(遺物)鉄製紡錘車の紡輪◇(時期)不明。

第27号掘立柱建物l■  (第 111図 、図版66)

(位置)A24・ 25B24・ 25グ リッド。(重複)32・ 46。 47・ 49号住、25。 26号掘立と重複。いずれの住居址および掘

立より新しい。(規模および主軸方向)東西 3間 (5,15m)× 南北 2問 (4.15m)。 N-7° ―W。 (柱間寸法)東

西方向1.60～ 1.80m、 南北方向1.90～ 2.20m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺62～ 104cm、 深さ46～ 52cm。 (覆

土および柱痕の有無)P24に柱痕あり。掘 り方および柱痕覆土ともに焼土小ブロックと炭化物を多量に含む暗褐

色土。(遺物出土状況)土師器等細片微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第28号掘立柱建物址  (第112図 、図版66。 139)

(位置)A21B24グ リンド。(重複)27・ 68。 79号住、29号掘立と重複。いずれの住居址より古く、29号掘立より新

しい。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.20m)× 南北 2間 (3.10m)。 N-11° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.70～

2.30m、 南北方向1.40～ 1.50m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺64～ 98cm、 深さ20～ 30cm。

(覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土、柱痕とも不明。(遺物出土状況)P10覆土内から土師器片、黒色土器郷片

微量出土。(遺物)黒色土器郭。(時期)不明◇

第29号掘立柱建物址  (第 112図 、図版66)

(位置)A21B24グリッ虎 (重複)28・ 68・ 79・ 91・ 93号住、28号掘立と重複。いずれの遺構より古い。(規模および主軸

方向)東西 2間 (4.50m)× 南北 2間 (4.10m)。 N-5° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.00～ 2.30m、 南北方向1.80～

2.20m。 (掘り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺79～ 114cm、 深さ18～44帥。(覆土および柱痕の有無)掘

り方覆土、柱痕とも不明。(遺物出土状況)土師器細片微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第30号掘立柱建物址  (第 107図 、図版66)

(位置)A21・ 22B24グ リッド。(重複)9・ 31号掘立と重複。前者より新 しく、後者より古い。(規模および主

軸方向)東西 2間 (3.20m)× 南北 3間 (4.75m)。 N-15° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.50～ 1,70m、 南北方向

1.50～ 1.60m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺54～ 98cm、 深さ12～38cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方

覆土は、炭化物粒を含む暗褐色土。柱痕は不明瞭。(遺物出土状況)土師器および須恵器の細片が微量出土。(遺

物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第31号掘立柱建物址  (第 107・ 278図、図版66)

(位置)A21・ 22B24グ リッド。(重複)9。 30。 34号掘立、85号住と重複。いずれの遺構より新 しい。(規模およ
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び主軸方向)東西 2間 (4.50m)× 南北 3間 (5.20m)。 N-12° ―W。 (柱間寸法)東西方向2.10～ 2.30m、 南北

方向1.30～ 210m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺60～ 108cm、 深さ25～ 50cm。 (覆土および

柱痕の有無)掘 り方覆土は炭化物粒を含む暗褐色土。柱痕はP23・ P24・ P29・ P30においてみられる。掘 り方

覆土より若千暗い暗褐色土。(遺物出土状況)P23か ら土師器片微量出土。(遺物)土師器邦 A。 (時期)不明。

第32号掘立柱建物址  (第 106図 、図版66)

(位置)A26B24グ リンド。(重複)掘 り方どうし直接の切 り合いはないが、6号掘立と位置的に重複。新旧関係

は不明。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.40m)× 南北 2間 (3.70m)◇ N-14° 一W。 (柱間寸法)東西方向

1.60～ 1.90m、 南北方向1.64～ 1.90m。 (掘 り方形態および規模)円形あるいは精円形。径28～ 38cm、 深さ8～ 20cm。

(覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は粘性の強い灰色がかった暗褐色土。柱痕は不明。(遺物出土状況)出土せ

ず。(遺物)な し。(時期)不明。

第33号掘立柱建物址  (第112図 、図版66)

(位置)A22・ 23B25・ 26グ リンド。(重複)35。 99。 122・ 123・ 124号住と重複。いずれの住居址より古い。(規模

および主軸方向)東西 2間 (4.20m)× 南北 3間 (6.90m)。 N-7° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.00～ 2.20m、

南北方向2.00～ 2.60m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺68～ 104cm、 深さ54～ 66cm。 (覆土および柱痕の有無)

掘 り方覆土は焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色土。P3・ P5において柱痕がみられる。(遺物出土状況)土師器等

の細片と鉄製品が微量出土。(遺物)釘。(時期)不明。

第34号掘立柱建物址  (第112図 、図版66)

(位置)A22B24・ 25グ リッド。(重複)59・ 85号住、31号掘立と重複。いずれの遺構より古い。(規模および主

軸方向)東西 3間 (5。 40m)× 南北 2間 (4.60m)。 N-13° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.80～ 1,90m、 南北方向

2.00～ 2.50m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺76～ 92cm、 深さ20～ 37cln。 (覆土および柱痕の有無)Pl・
P6において柱痕がみられる。掘 り方覆土は焼土粒を多量に含む暗褐色土、柱痕は灰 。焼土ブロックを含む。(遺

物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第35号掘立柱建物址  (第113図 、図版66)

(位置)A16。 17B22グ リッド。(重複)287・ 329。 342・ 351号住と重複。287・ 342号住より古く、329・ 351号住より

新しい。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.80m)× 南北 2間 (3.80m)。 N-3° 一W。 (柱間寸法)東西方向

1.35～ 2.10m、 南北方向1.80～ 1.90m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺48～ 62cm、 深さ35～ 46cm。 (覆土お

よび桂痕の有無)Pl・ P2・ P3。 P4・ P7。 P8に おいて柱痕確認。掘 り方覆土は少量の焼土粒。炭化物

粒を含む暗褐色土で、柱痕は焼土小ブロンク・炭化物を含む暗褐色土◇(遺物出土状況)少量出土。(遺物)黒色

土器郭。(時期)宮 ノ前Ⅳ期か。

第36号掘立桂建物址  (第113図 、図版66)

(位置)A18。 19B23グ リンド。(重複)54号掘立、18号溝と重複。18号溝より新しい。54号掘立との新旧関係は

不明。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.80m)× 南北 2間 (4.20m)。 N-1° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.45～

1.60m、 南北方向2.00～ 2.10m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺64～ 94clll、 深さ30～ 52cm。 (覆土および柱

痕の有無)P2。 P10を除き柱痕がみられる。掘 り方覆土は黄褐色土小ブロック・焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色

土で、柱痕は焼土粒を多く含む暗褐色土。(遺物出土状況)土師器等の細片が微量出土。(遺物)復元実測できる

遺物なし。(時期)不明。
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第37号掘立柱建物址  (第113図 、図版66・ 67)

(位置)A17・ 18B23・ 24グ リッR(重複)296号住と重複。296号住より古い。(規模および主軸方向)東西 2間

(4.00m)× 南北 3間 (4.10m)。 N-8° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.90～ 2.10m、 南北方向1,30～ 1.60m。 (掘

り方形態および規模)方形。一辺60～ 88cm、 深さ14～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)Pl・ P2・ P3。 P4・ P

5。 P6において柱痕がみられる。掘り方覆土は黄褐色土小ブロックを含む暗褐色土で、柱痕は炭化物を少量含む暗褐

色土。(遺物出土状況)P3等の掘り方から土師器細片等微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第38号掘立柱建物llL (第 113図、図版67。 139)

(位置)A17,18B24グ リッド。(重複)294。 359号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東西 3

間 (4.65m)× 南北 2間 (3.15m)。 N-12° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.50～ 1.60m、 南北方向1.50～ 1.60m。

(掘 り方形態および規模)方形。一辺60～ 80cm、 深さ13～ 39cm。 (覆土および柱痕の有無)P7において柱痕がみ

られる。掘 り方覆土は焼土粒。炭化物粒を微量含む暗褐色土で、柱痕はやや しまりの弱い暗褐色土。(遺物出土状

況)少量出土。(遺物)土師器不A(墨書あり)。 (時期)官ノ前V期。

第39号掘立柱建物址  (第113図、図版67)

(位置)A18・ 19B25。 26グ リンド。(重複)384号住と重複。384号住より古い。(規模および主軸方向)東西 3

間 (4.70m)× 南北 3間 (7.10m)。 N-8° 一W。 (桂間寸法)東西方向1.40～ 1.60m、 南北方向2.20～ 2.40m。

(掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺62～ 102cm、 深さ20～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)P9
を除いて全ての掘 り方において柱痕がみられる。掘 り方覆土は黄褐色土粒を多く含む暗褐色土で、柱痕は焼土粒・

焼土小ブロックを多量に含む暗褐色土。(遺物出土状況)Pl等から土師器細片、須恵器細片が微量出土。(遺物)

復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第40号掘立柱建物址  (第113図、図版67)

(位置)A22B26。 27グ リンド。(重複)82。 112・ 121号住、41号掘立と重複。いずれの住居址より古く、41号掘立

より新しい。(規模および主軸方向)東西 2間 (4,15m)× 南北 ?間。N-6° 一W。 41号掘立は建替えに伴 うも

のだろう。(柱間寸法)東西方向2.10m、 南北方向1.85～ 1.90m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。

一辺80～ 110cm、 深さ36～ 44cm。 (覆土および柱痕の有無)Pl・ P2,P4・ P5において柱痕がみられる。掘

り方覆土は炭化物粒・黄褐色土小ブロックを含む暗褐色土で、柱痕は炭化物粒を多く含むややしまりの弱い暗褐

色土。(遺物出土状況)P2・ P3等から土師器細片が微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第41号掘立柱建物址  (第¬3図、図版67)

(位置)A22。 23B26・ 27グ リッド。(重複)82・ 112・ 12Ⅲ 129号住、40号掘立と重複。いずれの住居址、掘立より

古いが、129号住との新旧関係は不明。(規模および主軸方向)東西 2間 (4.20m)× 南北 3間 (5.25m)。 N-6° ―

W。 40号掘立は建替えに伴 うものだろう。(柱間寸法)東西方向2.00～ 2.20m、 南北方向1.75～ 1.80m。 (掘 り方

形態および規模)方形。一辺66～ 84cm、 深さ17～ 30cm。 (覆上および柱痕の有無)P8のみ柱痕がみられる。掘 り

方覆土は炭化物粒・黄褐色土小ブロックを少量含む暗褐色土。柱痕は炭化物粒を含む暗褐色土。(遺物出土状況)

出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第42号掘立柱建物址  (第 114図、図版67)

(位置)A17B22。 23グ リッド。(重複)295号住と重複。295号住より古い。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.20m)×

南北 2間 (3.80m)。 総柱か。N-12° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.40～ 1.75m、 南北方向1.70～ 2.00m。 (掘 り

方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺54～ 82cm、 深さ20～ 26cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は
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炭化物粒を多く含む暗黄褐色土。明確な柱痕は確認できず。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)なし。(時期)不明。

第43号掘立柱建物址  (第¬4図、図版67)

(位置)A20B25。 26グ リンド。(重複)105・ 163号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東西 3

間 (6.50m)× 南北 3間 (5.90m)。 N-13° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.80～ 2.70m、 南北方向1.45～ 2.20m。

(掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺80～ 132cm、 深さ36～ 56cm。 (覆土および柱痕の有無)全て

の掘 り方において柱痕がみられる。掘 り方覆土は炭化物粒・黄褐色土小ブロックを含む暗褐色土。柱痕は焼土粒・

炭化物粒を多量に含む暗褐色土。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第44号掘立柱建物址  (第 114図、図版67)

(位置)A20B25グ リンド。(重複)167号住と重複。167号住より古い。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.00m)×

南北 2間 (3.90m)。 N-9° 一W。 (柱間寸法)東西方向1,80～ 2.00m、 南北方向1.80～ 2.00m。 (掘 り方形態お

よび規模)方形。一辺82～ 114cm、 深さ23～ 50cm。 (覆土および柱痕の有無)P3の み明確な柱痕あり。掘 り方覆

土は炭化物粒・焼土粒を微量含む暗褐色土。柱痕は炭化物粒を多量に含むややしまりの弱い暗褐色土。(遺物出土

状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第45号掘立柱建物址  (第 114図、図版67)

(位置)A17B21グ リッド。(重複)260号住と重複。260号住より古い。(規模および主軸方向)東西 1間 (2.20m)×

南北 1間 (2.30m)か。N-6° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.20m、 南北方向2.20～ 2.30m。 (掘 り方形態および

規模)方形あるいは長方形。一辺58～ 76cm、 深さ14～ 30cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土および柱痕とも

不明。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第46号掘立柱建物址  (第 115図、図版68)

(位置)A16。 17B21グ リッド。(重複)260。 273号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東西 ?

間×南北 2間 (4.40m)。 X-2° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.10～ 2.30m、 南北方向2.40m。 (掘 り方形態およ

び規模)方形あるいは長方形。一辺63～ 92cm、 深さ18～ 70cm。 (覆土および柱痕の有無)P2・ P3・ P4におい

て柱痕あり。掘 り方/1B土および柱痕ともに暗褐色土だが、掘 り方覆土はしまりが弱い。(遺物出土状況)出土せず。

(遺物)な し。(時期)不明。

第47号掘立柱建物址  (第 115図、図版68)

(位置)A19。 20B22グ リッド。(重複)372・ 373。 377・ 399号住と重複。399号住より新しく、他の住居址より古い。

(規模および主軸方向)東西 2間 (4.80m)× 南北 2間 (5。 20m)。 N-8° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.30～2.40m、

南北方向2.30～ 2.60m◇ (掘 り方形態および規模)方形。一辺68～ 92cm、 深さ44～ 52cm。 (覆土および柱痕の有無 )

P5。 P7に おいて柱痕がみられる。掘 り方覆土および柱痕ともに暗褐色土であるが、柱痕には焼土粒が含まれ

る。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第48号掘立柱建物址  (第 115図、図版68)

(位置)A19・ 20B26グ リッド。(重複)な し。(規模および主軸方向)東西 3間 (4.40m)× 南北 2間 (4.20m)。

N-10° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.CiO～ 2.10m、 南北方向2.00～ 2.20m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺

56～ 100cm、 深さ21～ 48cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は自然の堆積状況を示し、炭化物粒を多く含む

暗褐色土。明確な柱痕はみられない。(遺物出土状況)P2覆 土中層から鉄製品出土。(遺物)鉄製鍋または釜の

脚部 (鋳物)。 (時期)不明◇
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第49号掘立柱建物址  (第115図 、図版68)

(位置)A25B26。 27グ リンド。(重複)396号住と重複。396号住より古い。(規模および主軸方向)東西 3間 (6.20m)×

南北 2間 (4.20m)。 N-9° 一W。 (柱間寸法)東西方向1,90～ 2.20m、 南北方向1.80～ 2.20m。 (掘 り方形態お

よび規模)方形。一辺58～ 72cm、 深さ16～ 34cm。 (覆土および柱痕の有無)P8。 P10において柱痕がみられる。

掘 り方覆土は粒子の細かい砂質の暗褐色土。柱痕も掘 り方同様暗褐色土であるが、炭化物粒を多く含む。(遺物出

土状況)土師器細片微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期)不明。

第50号掘立柱建物址  (第116図 、図版63)

(位置)A18。 19B22グ リンド。(重複)363・ 383・ 385号住と重複。いずれの住居址より古い。(規模および主軸方

向)東西 2間 (4.20m)× 南北 2間 (6.00m)。 N-8° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.90～ 2.20m、 南北方向2.80～

3.00m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺66～ 90cm、 深さ50～ 76cm。 (覆上および柱痕の有無)P2・ P3・ P

8において柱痕がみられる。掘り方覆土はやや茶色がかった暗褐色上で炭化物粒を少量含む。柱痕は焼土粒 。炭化物

粒を含む暗褐色土。(遺物出土状況)土師器細片、須恵器細片微量出土。(遺物)復元実測できる遺物なし。(時期 )

不明。

第51号掘立柱建物址  (第116図 、図版68。 139)

(位置)A18。 19B26。 27グ リンド。(重複)364。 365号住と重複。両住居址より古い。(規模および主軸方向)東

西 2間 (4.20m)× 南北 2間 (4.00m)か 。N-7° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.00～2.20m、 南北方向1.80～

2.20m。 (掘 り方形態および規模)方形。一辺84～ 142cm、 深さ24～ 60cm。 (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土は

自然堆積を示し、焼土粒を少量含む暗褐色土。明確な柱痕はみられない。(遺物出土状況)土師器細片微量出土。

(遺物)土師器皿。(時期)宮ノ前Ⅸ期 ?。

第52号掘立柱建物址  (第 116図、図版68)

(位置)A18B26。 27グ リッド。(重複)303号住、性格不明ピットと重複。両遺構より古い。(規模および主軸方

向)東西 2間 (4.40m)× 南北 2間 (4.70m)。 N-15° 一W。 (柱間寸法)東西方向2.20～2.40m、 南北方向2.30～

2.40m。 (掘 り方形態および規模)方形あるいは長方形。一辺70～ 102cm、 深さ20～ 25c14◇ (覆土および柱痕の有無 )

Pl・ P7・ P8において柱痕確認。掘 り方覆土は焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色土。柱痕は焼土粒 。炭化物粒

を多量に含む暗褐色土。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第53号掘立柱建物址  (第116図 、図版69)

(位置)A18B26グ リンド。(重複)292号住と重複。292号住より新 しいと思われる。(規模および主軸方向)東

西 2間 (4,35m)× 南北 1間 (2,70m)。 N-24° ―W。 (柱問寸法)東西方向1.80～ 2.20m、 南北方向2.50～ 2.70m。

(掘 り方形態および規模)不整円形。径40～ 90cm、 深さ10～ 28cm◇ (覆土および柱痕の有無)掘 り方覆土、柱痕 と

も不明。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)な し。(時期)不明。

第54号掘立柱建物址  (第116図 、図版69)

(位置)A27・ 28B23グ リッド。(重複)296・ 360号住、36号掘立と重複。両住居址より古いが、36号掘立との新

旧関係は不明。(規模および主軸方向)東西 2間 (3.30m)× 南北 ?間。N-7° 一W。 (柱間寸法)東西方向1.50～

1.80m、 南北方向1.80m。 (掘 り方形態おょび規模)方形。一辺50～ 66cm、 深さ16～ 20cm。 (覆土および桂痕の有

無)掘 り方覆土は炭化物粒を含む砂質の暗褐色土。明確な柱痕はみられない。(遺物出土状況)出土せず。(遺物)

なし。(時期)不明。
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第 2表 宮ノ前遺跡掘立柱建物址データ

掘立番号 位 置 (グリッド) 規 模 (m) 主軸方位 面 積 掘 り方平面形 備 考

l A21・ 22B22 3間 ×3間  432× 440 N10° 一W 1901ド 方形 掘り方内に多量の炭化物。柱痕明確。

2 A22・ 23B22 3間 ×3間  444× 444 N-10° 一W 1971ポ 方形
3・ 16・ 41住より古い。
掘り方内に多量の焼土ブロックと炭化物を含む

3 A26B21・ 22 3間 ×2間  620× 420 N■ 5° 一W 26 04rf 方形 17住、4溝址より古い

4 A27B26 2間 ×3間  420× 600 N12° ―W 25 20rゞ 方形 14住より新しV

5 A27B24・ 25 3間 ×2間 1080× 320 N14° 一W 34 56rf 円形・精円形 88住と重複。新旧関係不明。

A25,26B24 2間 ×3間  330× 590 N14° ―W 19 47rf 円形・精円形 32掘立と重複。新旧関係不明。

7 A24B22 3間 ×3間  480× 460 N-7° 一W 22 08rゞ 方形
12掘 立より新しい。
括り方内に多量の焼土ブロックと炭化物を含む。

A21B22,23 3間 ×3間  470× 460 N-7° 一W 21 62rゞ 方形 (溝 もち)

5・ 8住より盲V｀。
掘り方内に多量の炭化物を含む。

A21・ 22B23・ 24 2間 ×3間  390× 520 N-3° 一W 20 28Hi 方形
13溝址、30・ 31掘立より古ν
掘り方内に炭化物含む。

A22・ 23B24 3間 ×2間  650× 450 N■ 1° 一W 29 25rf 方形
53・ 94住より古く、 16掘 立より新しV｀ 。
掘り方内に多量の焼土ブロックと炭化物を含む。

A23・ 24B23・ 24 3間 ×3FHE 5 30× 640 N-6° W 33 92r正 方形
21・ 22掘立、52住より古い。23掘立との新旧関係は不明。
掘り方内に多量の焼土ブロックと炭化物を含む。

A24B22 2FFl× 2間  394× 392 N-4° W 15 44rf 方形
総柱。7掘立より古い。
掘り方内に焼土ブロックと炭化物を含む。

A26・ 27B16 2FH3× 3FH3  4 20× 5 80 N-7° W 24 36rド 方形

A27・ 28B17 4間 ×3間 960× 785 N-1° 一W 75 36rri 方形
総柱。本遺跡最大規模。掘り方内に炭化物 を含む。
柱を抜き人為的に埋め戻した演跡がみられる。

A27・ 28B16 2間 ×3間  360× 660 N-9° W 23 76rf 方形

A23B24・ 25 3間 ×2間  550× 420 N-8° W 23 10rド 方形 53住、10掘 立より古い。

17 A25・ 26B23 3間 ×2間  580× 360 N12° ―W 20 88rド 方形 総柱。9。 10住より古い。

A25B25 2間 ×2間  340X320 N-6° W 10 88rf 方形

A29B17・ 18 方形? 大半が調査区域外にあり。掘り方内炭化物を含む。

A22・ 23B25・ 26 2間 ×3間  412× 470 N-7° W 19 36rf 方形 31・ 35・ 107住より古い。掘り方内に焼土と炭化物含む。

A23・ 24B23 3間 ×4間  430× 620 N-14° 一W 26 66r正 円形 。精円形
H・ 12住より新しく、23住 との新旧関係不明。
掘り方内に焼土粒と炭化物含む。

A23・ 24B23 2屏覇×3FHB  3 60× 4 80 N-12° ―W 17 28rr 方形
21掘立より百く、11担 立より新しい
23住 との新旧関係不明。

A23・ 24B23 3間 ×3間  480× 480 N-15° 一W 23 04rr 方形
52住より古く、■掘立より新しい。21・ 22掘 立との新旧関係
は不明。掘り方内に少量炭化物含む。

A23・ 24B24 3間 ×2間  690× 410 N-7° 一W 28 29rf 方形 25,48住 より古V

A24・ 25B24 3問 ×2間  645× 430 N-14° ―W 27 74rr 方形
32・ 46・ 47・ 49住より古く、26・ 27掘立より新しい

掘り方内に焼土と炭化物含む。

A24・ 25B24 3間 ×3間 585× 500 N 7° 一ヽハ/ 29 25rf 方 形
32・ 46・ 47・ 494と 、 25つ日≦上よりF!く 、 27朝邑こZより界斤しlr｀。
掘り方内に焼上を含む。

A24・ 25B24 3間 ×2間  515× 415 N-7° 一ヽV 21 37rr 方形
32・ 46・ 47・ 49住、25・ 26掘立より新しい。
掘り方内に多量の焼土ブロックと炭化物を含む。

A21B24 3問 ×2間  620× 310 N-11° 一W 19 22rr 方形 27・ 68,79住 より古く、29掘立より新しい。

A21B24 2間 ×2間  4 50× 4 10 N-5° W 18 45rf 方形 28・ 68・ 79。 91・ 93住、28掘立より古い。

A21・ 22B24 2間 ×3間  320× 475 N-15° 一W 15 20rr 方形 9掘立より新しく、31掘立より古V

A21・ 22B24 2間 ×3間  450× 520 N-12° 一W 23 40rf 方形 85住 、 9,30・ 34掘立より新しVヽ。

A26B24 2間 ×2間  340× 370 N-14° ―W 12 58rド 円形・精円形 6掘立と重複するが、新 日関係不明。

A22・ 23B25・ 26 2間 ×3間 420× 690 N-7° 一W 28 98rf 方形
35。 99・ 122・ 123・ 124准とよりτ!Vヽ
掘り方内に焼土と炭化物含む。

A22B24,25 3FBl× 2間  540× 460 N-13° 一ヽV 24 84rf 方形
59・ 85住、31掘立より古い。掘り方内に多量の焼土を含み、
柱痕には灰と焼土ブロックを含む。

A16・ 17B22 3間 ×2間  480× 380 N 3° 一ヽV 18 24rr 方形
287・ 342住より古く、 329,351住より翔〒しVヽ

掘り方内に焼土と炭化物含む。

A18。 19B23 3F尋 ×2屏尋  4 80× 4 20 N-lV― Vヽ 20 16r正 方形
18濤址より新しく、54掘立との新十日関係は不明。
掘り方内に焼土粒と炭化物含む。

A17,18B23・ 24 2間 ×3間  400× 410 N-8° W 16 40r正 方 形 296住 より古い。柱痕に少量の炭化物を含む。

A17・ 18B24 3間 ×2間  465× 315 N12° 一W 14 65∬ 方 形
294・ 359tと』〔リゼ子lY｀ 。
掘り方内に微量の焼土粒と炭化物を含む。

A18。 19B25・ 26 3間 ×3間  470× 710 N-8° W 33 37rr 方形 384住より古い。柱痕内に多量の焼上ブロックを含む。

A22B26・ 27 2間 × - 415× 一 N-6° W 方 形
82・ 112・ 121住より古く、411PH立 より新しい

掘り方内と柱痕内に炭化物を含む。
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据立番号 位 置 (グリンド) 規 模 (m) 主軸方位 面 積 掘 り方平面形 備 考

A22・ 23B26・ 27 2間 ×3間  420× 5.25 N-6° W 22 05rr 方 形
82・ 112・ 121住、40掘立より古く、129r■との新旧関係は不明。
柱痕に炭化物含む。

A17B22・ 23 2間 ×2間  3.20× 380 N-12° 一W 12 16r 方 形 295住より古い。掘り方内に多量の炭化物を含む。

A20B25。 26 3間 ×3間  650× 5,90 N-13° 一W 38 35コr 方形
105・ 1631主より盲V｀。
掘り方内に炭化物、柱痕内に多量の焼土と炭化物を含む。

A20B25 3間 ×2問  600X390 N-9° W 23.40rr 方 形
167住 より古い。掘り方内に微量の焼土粒と庚化物を含む。
柱痕には多量の炭化物を含む。

A17B21 1間 Xl間  220× 230 N-6°一W 5 60■ド 方形 2604と より古Vヽ。

A16・ 17B21 ― ×2間  ― ×4.40 N-2° 一W 方形 260・ 273住より古い。

A19'20B22 2間 ×2FFB 4 80× 520 N-8° 一W 24 96詢〔 方形
372・ 373・ 3774とより古く、 3994とより黒Tし V

柱痕に焼土粒含む。

A19・ 20B26 3間 ×2間  440× 420 N-10° 一W 18 48却 r 方形 掘り方内に炭化物含む。鍋足出土。

A25B26・ 27 3間 ×2間  6.20× 420 N-9° W 26 04コ正 方形 396住 より古い。

A18。 19B22 2間 ×2聞  4.20× 600 N-8° W 25.20rf 方 形
363,383・ 335tLよりFξ V｀。
柱痕に焼土粒と炭化物を含む。

A18・ 19B26・ 27 2間 ×2間  420× 400 N-7° 一W 16 80rr 方形
364・ 3654と』にりPFVヽ。
掘り方内に少量の焼土粒を含む。

A18B26・ 27 2聞 ×2間  440× 470 N-15° M「 20.68珀置 方 形
303住より古い。掘り方内には焼上粒と炭化物を含み、柱痕
にも多量の焼土粒と炭化物を含む。

A18B26 2間 ×1間  435× 270 N-24° 一W 11 75珀r 円形 292住 より新しVヽ。

A27・ 281323 2間 × - 330× 一 N-7° W 方 形
296・ 360住より古く、36掘立との新旧関係は不明。
掘り方内に炭化物を含む。
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第 3節

第 1号土坑  (第117・ 280図、図版69・ 139)

(位置)A24B22グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1,17m× 短軸1.12m。 深さ6～ 14cm。 平面形

は長楕円形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。本来はもう少 し上

部から掘 り込まれていたと思われる。覆土は粘質の弱い暗褐色土である。(遺物出土状況)大小 2個体の深鉢形土

器がほぼ底面に接するレベルで口縁部を合わせ、潰れた状態で出土している。甕棺の可能性が強い。覆土内にも

骨粉状のものが微量に含まれる。(遺物)深鉢形土器。(時期)縄文時代晩期～弥生時代前期。

第 2号土拡  (第117図 )

(位置)A26B20グ リッド。(重複)4・ 8号溝 と重複。新旧関係ははつきりとしない。両溝址の関連施設かもし

れない。(規模および形状)長軸1.76m× 短軸1,74m。 深さ78cm。 平面形は方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、

テラスをもち、断面形は鋼底状を呈する。底面にはやや凹凸がみられる。覆土は基本的に4層 に分かれ、暗褐色

粘質土と砂質土が互層をなす。下層へいくにしたがい鉄分の沈殿が顕著で、拳大～人頭大の礫が多数混入してい

る。(遺物出土状況)出土遺物はほとんどない。(時期)不明。

第 3号土拡  (第¬7・ 280図、図版69)

(位置)A24B23グ リッド。(重複)10号溝に一部切 られる。(規模および形状)長軸1.12m×短軸1.12m。 深さ

45cm。 平面形はほぼ円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土

は粘性の弱い暗褐色土である。(遺物出土状況)覆土中層から縄文土器片が集中して出土。(遺物)深鉢形土器。(時

期)縄文時代晩期～弥生時代前期。

第 4号土拡  (第 117・ 280図、図版69・ 139)

(位置)A26B16・ 17グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.30m× 短軸1.12m。 深さ40cm。 平面形

は長方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に 2層

に分かれ、炭化物を多量に含む暗褐色上である。(遺物出土状況)遺物は第 1層の下面から主に出土。(遺物)土

師器イA・ 鉢AI、 円筒土器、須恵器イ 。高台郵A・ 長頸壷。(時期)宮 ノ前Ⅵ～Ⅶ期。

第 5号土拡  (第117・ 280図、図版69・ 139)

(位置)A26B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.26m× 短軸1.16m。 深さ10cl■ 。平面形は精

円形を呈する。上部はほとんど削平され、下部のみが残存。壁の立ち上がりはやや緩やかで、断面形は皿状を呈

する。底面は平坦である。覆土は 1層のみで暗褐色粘質土である。(遺物出土状況)底面にほぼ接する状態で深鉢

形土器一括が出土。(遺物)深鉢形土器。(時期)十三菩提式土器が共伴する。縄文時代前期末か。

第 6号土坑  (第 117・ 231図、図版139)

(位置)A27B16グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.84m× 短軸0.83m。 深さ26cm。 平面形はほ

ぼ円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に2層 に

分かれ上層は暗褐色土、下層は白色粘土塊を含む暗黄褐色土で、いずれも礫を少量含む。(遺物出土状況)下層の

底面近くのレベルに縄文土器片が散乱する。(遺物)深鉢形土器。(時期)縄文時代前期末。
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第 7号土拡  (第118図 )

(位置)A27B17グ リッド。(重複)8号土拡を切る。(規模および形状)長軸1.22m× 短軸1.17m。 深さ32cm。

平面形は方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に

2層に分かれ、やや灰色味かかる暗褐色土で礫を少量含む。(遺物出上状況)土師器片が少量出土。(時期)おそ

らく平安時代の所産であるが詳細は不明。

第 8号土拡  (第118図 )

(位置)A27B17グ リンド。(重複)7号土拡に切 られる。(規模および形状)南北軸0,98m。 深さ18cm。 平面形

は方形を呈すると思われる。本来はもう少し上部から掘 り込まれていたであろう。壁の立ち上が りはやや急で、

断面形は鍋底状を呈する。底面はほぼ平坦である。覆土は基本的に 2層に分かれ、 7号土拡の覆土と類似した灰

色味かかる暗褐色土である。(遺物出上状況)覆土中から土師器片が少量出土。(時期)7号土拡と同様に平安時

代の所産と思われるが詳細は不明。

第 9号土拡  (第118図 )

(位置)A27B17グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.20m× 短軸1.04m。 深さ20cm。 平面形は方

形を呈する。本址も上半部の大半を削平され下半部のみ残存。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。

底面は平坦である。覆土は基本的に 2層に分かれ、灰色味かかる暗褐色土で、礫の混入が顕著。(遺物出土状況)

覆土上層から土師器片が少量出上し、下層には縄文時代土器片がわずかに出土。(時期)詳細は不明。平安時代の

所産か。

第10号土拡  (第 118図 )

(位置)A28B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.00m× 短軸0.52m。 深さ32cm。 平面形は長

楕円形を呈する。壁の立ち上がりはやや急で、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1層でやや粘

質の強い暗褐色土である。(遺物出上状況)遺物の出土は特にみられない。(時期)不明。

第11号土転  (第118図 )

(位置)A27B15グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.01m× 短軸0.84m。 深さ10cm。 平面形は長

精円形を呈する。上半部のほとんどが削平され、浅い凹状≧なっている。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は

皿状を呈する。底面には凹凸をもつ。覆土は 1層 のみで、やや粘質の強い暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物

の出土はみられない。(時期)不明。

第12号土城  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.35m× 短軸1.25m。 深さ18cm。 平面形は精

円形を呈する。本址もかなりの削平をうけている。壁の立ち上がりはやや急で、断面形は皿状を呈する。底面は

平坦である。覆土は基本的に 1層で、やや粘質の強い暗褐色土である。拳大の礫を少量含む。(遺物出土状況)遺

物の出土はみられない。(時期)不明。

第13号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.75m× 短軸0.53m。 深さ22cm。 平面形は長

精円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面はほば平坦。覆土は基本的に 1層で、

粘質の強い暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。
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第14号土坑  (第¬8図 )

(位置)A27B15グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.68m×短軸0.47m。 深さ35cm。 平面形は長

方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に 1層で、

やや灰色味かかる暗褐色粘質土である。礫を少量含む。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第15号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.05m× 短軸0.50m。 深さ12cm。 平面形は長

精円形を呈する◇壁はやや緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面はやや凹凸をもつ。覆土は 1層で、

暗褐色粘質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第16号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0,99m× 短軸0.48m。 深さ15cal。 平面形は長

精円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1層で、暗褐

色粘質土である◇(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第17号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リンド。(重複)18。 19号土拡と重複。両土拡より新しい。(規模および形状)長軸0.87m× 短

軸0.86m。 深さ25cm。 平面形は方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦で

ある。覆土は基本的に2層 に分かれ、やや灰色味かかる暗褐色粘質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみら

れない。(時期)不明。

第18号土坑  (第118図 )

(位置)A27B15グリン悦 (重複)17号土拡と重複。17号土拡より古い。(規模および形状)長軸1.05m× 短軸0.75m。

深さ18cm。 平面形は長方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基

本的に2層に分かれ、やや灰色味かかる暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第19号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グリン悦(重複)17号土拡と重複。17号土拡より古い。(規模および形状)長軸0.68m× 短軸0.68m。

深さ17cm。 平面形は方形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本

的に 1層で、灰色味かかる暗褐色粘質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第20号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.63m× 短軸0.48m。 深さ25cln。 平面形は長

方形を呈するが、ややいびつ。壁の立ち上がりは急で、断面形は筒状を呈する。覆土は 1層で、暗褐色粘質土で

ある。(遺物出上状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第21号土拡  (第 118図 )

(位置)A27B15グ リッド◇(重複)22・ 23号土拡と重複。両土拡より古い。(規模および形状)長軸1.72m× 短

軸 ?m。 深さ21cm。 形状は22・ 23号土拡に切られているため不明であるが、平面形はおそらく精円形を呈するもの

と思われる。壁はやや緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は若干凹凸をもつ。/TC土は基本的に 1

層で、白色粘土小ブロックを少量含む暗褐色土である。拳大の礫をやや多く含む。(遺物出土状況)遺物の出土は

みられない。(時期)不明。
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第22号土拡  (第118・ 280図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)21・ 23号土拡と重複。21号土拡より新 しいが、23号土拡との新旧関係は不明。

(規模および形状)長軸1.63m× 短軸1.03m。 深さ17cm。 平面形は長方形を呈する。上半部がかなり削平をうけ

ているため詳細は不明であるが、壁の立ち上がりはやや緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。

覆土は 1層で、小礫 と炭化物を含む暗褐色土である。(遺物出土状況)覆土内から土師器イ片が少量出土している。

(遺物)土師器郭A(墨書あり)。 (時期)官ノ前Ⅵ期 ?。

第23号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)21・ 22号土拡と重複。21号土拡より新 しいが、22号土拡との新旧関係は不明。

(規模および形状)長軸1.06m× 短軸0.95m。 深さ14cm。 平面形は方形を呈する。壁はやや急に立ち上がり、断

面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1層で、炭化物を少量含む暗褐色土である。(遺物出土状況)遺

物の出土はみられない。(時期)不明。

第24号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.66m× 短軸1.58m。 深さ19cm。 平面形はい

びつな方形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1層で、炭

化物を微量に含む暗褐色土である。拳大の礫も少量混入している。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時

期)不明。

第25号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1,14m× 短軸0,71m。 深さ16cm。 いびつな長

方形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1層で、炭化物を

微量に含む暗褐色土である。小礫も少量含む。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第26号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リンド。(重複)30号土拡に切られる。(規模および形状)長軸0。 96m× 短軸0。 75m。 深さ1lcm。

平面形は精円形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面はやや凹凸をもつ。覆土は 1

層で、黄褐色土粒子を含む暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第27号土拡  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)28号土拡と接しているが、その新旧関係は不明。(規模および形状)長軸0.86m×

短軸0.55m。 深さ16cm。 平面形は長精円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面

は平坦である。覆土は 1層で、炭化物を微量に含む暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。

(時期)不明。

第28号土拡  (第118図 )

(位置)A26・ 27B15グ リッド。(重複)29号土拡を切る。27号土拡にも接 しているが、その新旧関係は不明。(規

模および形状)長軸1,08m X短 軸0.84m。 深さ15clll。 平面形は長方形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断

面形は皿状を呈する。底面はやや凹凸をもつ。覆土は 1層で、黄褐色土粒子を含む暗褐色土である。小礫も少量

含む。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。
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第29号土拡  (第118図 )

(位置)A26・ 27B15グ リンド。(重複)28号土拡に切られる。(規模および形状)長軸推定1.40m× 短軸1.10m。

深さ15cla。 平面形は長精円形を呈すると思われる。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面はや

や凹凸をもつ。覆土は 1層 で、黄褐色土粒子を含む暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。

(時期)不明。

第30号土坑  (第118図 )

(位置)A27B15グ リッド。(重複)26号土欺を切る。(規模および形状)長軸0,96m×短軸0。 76m。 深さ19cln。

平面形は精円形を呈する。壁の立ち上がりはやや急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は 1

層で黄褐色土粒子を含む暗褐色土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第31号土城  (第119図、図版69)

(位置)A23B26グ リッド。(重複)37・ 125号住、40号土拡と重複。いずれの遺構より新しい。(規模および形状 )

長軸1.62m× 短軸1.50m。 深さ52cm。 平面形は円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。

底面は平坦である。覆土は黄褐色土粒子と炭化物を含む暗褐色土で、覆土上層には拳大～人頭大の礫が集中して

みられる。(遺物出土状況)礫以外の出土遺物はみられない。(時期)9世無前半代と考えられる37号住を切つて

いることから、それ以降の所産であるが、詳細は不明。

第32号土砿  (第119図、図版70)

(位置)A15B24グ リッド。(重複)242号住の覆土を掘 り込んで構築 している。(規模および形状)長軸1.25m×

短軸0。 95m。 深さ16cm。 平面形は楕円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面は

平坦である。覆土は基本的に 3層 に分かれ、炭化物を多く含む暗褐色砂質土が主体である。拳大～人頭大の礫も

多く含む。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第33号土拡  (第119図 )

(位置)A16B28グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.84m X短軸0.84m。 深さ50cm。 平面形は円

形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は4層に分かれ、焼土

粒、炭化物粒を含む暗褐色土が基本で、上層と下層に人頭大の礫が多く混入 している。(遺物出土状況)遺物の出

土はみられない。(時期)不明。

第34号土坑  (第119図 、図版70)

(位置)A17B21グ リッド。(重複)46号掘立に一部切られる。(規模および形状)長軸1.41m× 短軸1.23m。 深

さ42cm。 平面形は方形を呈する。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は椀状を呈する。土拡内には10～30cm大 の礫

が、厚さ約30cmに わたって隙間なく詰められている。換は熱をうけた痕跡はみられない。覆土は暗褐色砂質土で

焼土、炭化物はまったくみられない。(遺物出土状況)礫以外、他の出土遺物はみられない。(時期)46号掘立よ

り古いのは確かだか、詳細な時期については不明。

第35号土琥  (第119図 )

(位置)A19B26・ 27グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.59m× 短軸1.19m。 深さ16cm。 平面形

は精円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。覆土は黄褐色土粒

を多く含む暗褐色土で、礫が底面から浮いたレベルでみられる。(遺物出土状況)覆土内から礫と混在する状態で

縄文土器片が出土。(遺物)深鉢形土器。(時期)縄文時代中期末。

-128-



第36号土拡  (第 119。 281図 、図版70)

(位置)A24B23グ リッ ド。 (重複)な し。(規模および形状)長軸1.70m X短軸1.60m。 深さ42cm。 平面形は精

円形を呈する。土拡内にも長軸0.85m× 短軸0,71m。 深さ約10cmを測る方形 ピッ トがある。壁の立ち上が りはそ

れぞれ急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は炭化物、焼土粒を多量に含む暗褐色土で、礫

の混入はほとんどみ られない。(遺物出上状況)拡底内のピット上面から、竃形土器が潰れたとい うよりも故意に

破壊された状態で出土 している。また、覆土上層からは炭化 した ドングリ状の種実が多量に出土 している。(遺物 )

竃形土器、灰釉陶器皿、炭化種実 (ド ングリか )。 (時期)宮 ノ前Ⅸ～X期か。

第37号上拡  (第 120図、図版70)

(位置)A22・ 23B25グ リンド。(重複 )59。 69号住 と重複するが、新旧関係は不明。(規模および形状)長軸2.55m×

短軸2.31m。 深さ52cm。 平面形は方形を呈する。壁の立ち上が りは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦

である。覆土は炭化物粒を少量含む暗褐色上で、礫の混入はほとんどみ られない。(遺物出土状況)覆土内から縄

文土器片、土師器片、須恵器片が少量出土 している。 (遺物)実測できる遺物なし。(時期)詳細は不明だが平安

時代の所産か。

第38号土拡  (第120図 )

(位置)A17B25グ リンド。 (重複)な し。 (規模および形状)長軸1.06m× 短軸1.06m。 深さ19cm。 平面形は円

形を呈する。壁の立ち上が りは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は黄褐色土粒子を含む

暗褐色上である。礫の混入が少量み られる。(遺物出土状況)覆土内から縄文土器細片がわずかに出土している。

(遺物)実浪1で きる遺物なし。 (時期)縄文時代の所産か。

第39号土拡  (第120。 231図 、図版70)

(位置)A15B21グ リッド。 (重複)な し。(規模および形状)長軸2.46m X短軸1.56m。 深さ73cm。 平面形は精

円形を呈する。壁の立ち上が りは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に 4層 に分

かれ、黄褐色土ブロックを含む暗褐色上である。礫が比較的多く混入する。(遺物出土状況)覆土中層において土

師器細片、須恵器片が少量出土 している。 (遺物)須恵器高台郭・甕。 (時期)平安時代の所産か。

第40号土坑  (第 120図 )

(位置)A23B26グ リッド。(重複 )37・ 125号住、31号土拡と重複。両住居址より新 しく、31号土拡より古い。(規

模および形状)長軸1.53m× 短軸1.25m。 深さ70cm。 平面形は円形を呈する。壁の立ち上が りは急で、断面形は

鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は黄褐色土粒、炭化物を含む暗褐色粘質土である。礫の混入も顕著。(遺

物出土状況)遺物の出土はみ られない。(時期)9世紀前半代 と考えられる37号住を切つていることから、それ以

降の所産であるが、詳細は不明。

第41号土拡  (第 120図 )

(位置)A16B26グ リッド。 (重複)233号住 と重複。233号住の方が新 しい。 (規模および形状)長軸0,88m X短

軸0.86m。 深さ40cm。 平面形は円形を呈する。壁の立ち上が りは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面にはやや

凹凸をもつ。覆土は基本的に 2層 に分かれ、黄褐色土小ブロック、炭化物粒 を含む暗褐色土である。(遺物出土状

況)遺物の出土はみ られない。 (時期).10世紀前半代の所産 と考えられる233号住より古いため、それ以前の所産

としかいえない。
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第42号土拡  (第121図 )

(位置)A19B26グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1,32m× 短軸1,13m。 深さ36cm。 平面形は楕

円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は基本的に2層 に分

かれ、黄褐色土小ブロック、炭化物粒を少量含む暗褐色土である。礫が少量混入している。(遺物出土状況)遺物

の出土はみられない。(時期)不明。

第43号土坑  (第121図 )

(位置)A19B27グ リンド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.02m× 短軸0.87m。 深さ30cm。 平面形は精

円形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面はほぼ平坦である。覆土は2層 に分かれ、

黄褐色土小ブロック、炭化物粒を含む暗褐色土である。礫がわずかに混入している◇(遺物出土状況)遺物の出土

はみられない。(時期)不明。

第44号土坑  (第121図 )

(位置)A19B27グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸0.67m× 短軸0,67m。 深さ20cn。 平面形は方

形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面はやや凹凸をもつ◇覆土は基本的に 2層 に

分かれ、黄褐色土小ブロック、炭化物粒を含む暗褐色土である。礫がわずかに混入 している◇(遺物出土状況)遺

物の出土みられない。(時期)不明。

第45号土拡  (第121図 )

(位置)A19。 20B26グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1,25m× 短軸1.16m。 深さ31cln。 平面形

はややいびつな方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面はやや傾斜して平坦であ

る。/1C土は炭化物粒、焼土粒を含む暗褐色上である。礫はみられない。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。

(時期)不明。

第46号土拡  (第 121図 )

(位置)A19B20。 21グ リッド◇(重複)な し。(規模および形状)長軸1.1lm× 短軸1.00m。 深さ33cm。 平面形

は方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平坦である。覆土は2層 に分かれ、

炭化物粒を含んだしまりが強い暗褐色土が基本である。覆土中層に礫が少量混入 している。(遺物出上状況)覆土

中層から土師器細片、須恵器細片が少量出土。(遺物)実測できる遺物なし◇(時期)平安時代の所産か。

第47号土拡  (第121図 )

(位置)A21・ 22B28グ リッド。(重複)な し。(規模および形状)長軸1.28m× 短軸0,74m◇ 深さ44cm。 平面形

は精円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は椀状を呈する。底面は平坦である。覆土は黄褐色土粒

子を含む暗褐色土で、礫が多量に混入 している。(遺物出土状況)覆土内の礫に混じり、蜂ノ巣石や石棒片が出土

している。(遺物)峰ノ巣石・石棒。(時期)縄文時代中期の所産か。

第48号土拡  (第48図、図版30)

(位置)A15B27グ リッド。(重複)195号住の覆土から掘 り込んで構築している。(規模および形状)長軸1.20m×

短軸1.01m。 深さ16cm。 平面形は長方形を呈する。壁の立ち上がりは急で、断面形は鍋底状を呈する。底面は平

坦である。覆土は炭化物粒を含む暗褐色土で、礫が混入している。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時

期)9世紀後半代と考えられる195号住を掘 り込んで構築しているため、それ以降の所産であろう。
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第4節

配  石

司号配石遺構  (第122図 、図版71)

(位置)A25B18・ 19グ リンド。(重複)11号溝と重複 し、同溝より新しい。(形状・規模)表土層直下において

5～30cm大 の礫が長方形状に配されているのが確認された。規模は長軸約5.60m、 短軸約3.50mを測る。礫は整

然と一段のみ配されているが、北東部分の礫は欠失している。礫は数段積み上げられた石積みだつた可能性もあ

り、本配石が何かの建物址の可能性が高い。配石内の平面精査と断ち割 りを行い柱穴および版築の有無の確認を

行ったが、建物に伴 う施設、版築等の状況は認められず、本配石の性格については不明な点が多い。(遺物出土状

況)本配石内からの遺物の出土はみられない。(時期)詳細は不明だが中・近世以降の所産か。

2号配石遺構  (第 122・ 123・ 297図、図版71)

(位置)A14・ 15B25。 26グ リッド。(重複)16号溝、172・ 191・ 199。 200・ 202号住等に切られる。(形状・規模)平

安時代における遺構群によって切られているため、配石 としてのまとまりは不明瞭であるが、現存で長軸約20m、

短軸約8mの範囲にわたつて礫およびピットの拡がりが認められる。礫は主に北側に密集しており、磨石や蜂ノ

巣石等の石器類も混 じつている。(遺物出土状況)礫の密集区内から石器の他、深鉢形土器片、ミニチュア土器が

出土。(遺物)深鉢形土器、 ミニチュア土器、磨石 。蜂ノ巣石。(時期)縄文時代後期前半の所産か。

3号配石遺構  (第123図 、図版71)

(位置)A26B27・ 28グ リンド。(形状・規模)長軸2.90m、 短軸1.20mを決Iる 、南北に細長い小規模な配石であ

る。扁平な石を中心に配しているが、地山に含まれる礫との区別が難 しい。北側はやや間隔があいてお り、遺存

状態はあまり良くない。(遺物出土状況)配石内からは遺物の出土は全くみられない。(時期)不明。

4号配石遺構  (第 124・ 297図、図版71)

(位置)A18。 19B27グ リッド。(重複)303・ 316号住等に切られる。(形状・規模)303・ 316号住等に切 られ、破

壊が著しく、配石 としてのまとまりは欠けている。残存する石の配列から推測すると長軸7.00m、 短軸4.50m程

度の規模をもつ方形状を呈する配石だろう。縁辺には安山岩の扁平な石が敷かれている。(遺物出土状況)残存す

る扁平な石の下部から長大な粘板岩の設1片が 2枚重なった状態で出土し、その他耳栓や土製円板等が少量散在 し

て出土している。(遺物)台付深鉢形土器、耳栓、土製円板、粘板岩の剥片。(時期)縄文時代中期末の所産か。

5号配石遺構  (第 124・ 297図 、図版72)

(位置)A21B26・ 27グ リッド。(形状・規模)長軸0.60m、 短軸0.60mを 測る、不整円形もしくは方形を呈する

配石である。石は大きめの石を用いコンパクトである。(遺物出土状況)配石東端で 2個体分の石棒が出土してい

る。(遺物)石棒。(時期)縄文時代の所産だと思われるが、詳細は不明。
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第 5節

独  埋

第 1号単独埋甕  (第125・ 282図、図版71・ 168)

(位置)A23B28グ リンド。南側約2.5mに 2号単独埋奏が位置する。(形状・規模)底部を穿孔 した深鉢形土器

が正位に埋設されている。日縁部を欠くが、おそらく表土剥ぎの段階で欠失したものだろう。自然礫を多量に含む

地山を掘り込んでいるため掘り方は不明。土器内部の覆土は小礫を含む暗褐色土である。焼土・炭化物は含んでいない。

(上器)現存部の最大径43cm、 底径1lcm、 現存高40cmを測る大型の深鉢形土器。焼成は良好で、丁寧なつくりである。

第2号単独埋奏  (第 125。 282図、図版71。 168)

(位置)A23B28グ リッド。北側約2.5mの 所に 1号単独埋甕が位置する。(形状・規模)底部を穿孔 した深鉢形

土器が正位に埋設されている。これも1号単独埋変と同様に口縁部を欠くが、おそらく表土剥ぎの段階で欠失し

たものだろう。掘 り方も自然礫を多量に含む地山を掘 り込んでいるため不明。土器内部の覆土は小礫を含む暗褐

色土である。焼土・炭化物は含んでいない。また、土器内部には別個体の深鉢形土器の口縁部破片、底部破片が

含まれてお り、入れ子になっていた土器の可能性がある。(上器)現存部の最大径44cm、 底径1lcm、 現存高44cmを

沢1る 大型の深鉢形土器。焼成は良好で、丁寧なつくりである。もう一個体は破片資料ではあるが推定口径34cm、

底径8.5cm、 推定高46cmを測る。胎土はやや粗いが、焼成は良好。

第3号単独埋甕  (第125。 282図、図版72・ 168)

(位置)A16B26グリッド。233号住の東壁際にあり。(形状・規模)大型の深鉢形土器が正位に埋設されている。掘り方

は精円形を呈し、その規模は長軸86cm、 短軸68cm、 確認面からの深さは40cmを測る。覆土は暗黄褐色土と黄褐色粘質

土に分けられる。土器内部の覆土は、暗黄褐色土が主体である。焼土および炭化物は含んでいない。(土器)口 径38cm、

底径5.5cm、 高さ51cmを測る大型の深鉢形土器。口縁部を一部欠くがほぼ完形。焼成は良好で、丁寧なつくりである。

第 6節

第 1号溝址  (第 126。 283図、図版72)

(位置)A27B22～ 24グ リッド。(重複)2号溝に切られる。(規模および形状)確認されている長 さ約22m、 幅

40～ 65cm、 深さ24～30cmを測る東西にのびる溝である。所々寸断している。走行方位はN-72° 一E。 断面形はU

字形を呈し、覆土は灰褐色粘質土で、底面近くは鉄分の沈殿が著しい。(遺物出土状況)覆土内から散在 して出土

しているが、覆土上層から土師器、灰釉陶器片等が出土している。(遺物)土師器郭A、 灰釉陶器皿 (高台部外面

を硯 として転用している)・ 椀。(時期)宮 ノ前Ⅸ～X期か9

第2号溝址  (第126図、図版72)

(位置)A25～ 30B22～ 24グ リンド。(重複)1。 3・ 4号溝、11号住と重複。 1号溝、11号住より新 しく、3・ 4号

溝との新旧関係ははつきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約29.6m、 幅35～ 110m、 深さ15～45cm

を測る南北にのびる溝である。まだ北および南にのびるものと思われる。走行方位N-17° 一W。 断面形はU宇形

を呈し、覆土は4層に分かれるが、上層は灰褐色粘質土で、下層は鉄分の沈殿で暗褐色化している。(遺物出土状

況)全体にわたって散在的に出土しているが、土師器等の小片、細片が中心である。(遺物)実測できる遺物なし。
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(時期)1号溝を切つているこ≧からそれ以降の所産であるう。詳細は不明。

第 3号溝址  (第126図、図版72・ 73)

(位置)A25～27B23・ 24グ リッド。(重複)1,2・ 4号溝、11号住と重複も11号住より新しいが、1・ 2・ 4号溝と

の新旧関係ははっきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約13.4m、 幅30～ 50cm、 深さ17～ 20cmを測

る南北にのびる溝である。2号溝から分岐し、同溝と平行して走る。同時存在 した可能性も高い。走行方位はN―

19° 一W。 断面形はU宇形を呈し、覆土は 2層 に分かれ、上層は粘性の強い黒色土で、下層は鉄分を多く含んだ粘

性の強い暗褐色上である。(遺物出土状況)土師器の細片等が散在して出土。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)

詳細は不明であるが、 2号構 とほぼ同時期であろう。

第 4号溝址  (第 126・ 284図 、図版73)

(位置)A25・ 26B20～ 24グ リンド。(重複)2・ 3・ 7・ 8・ 23号溝、3号掘立、17号住、2号土拡と重複。3号掘

立、17号住より新しいが、他の遺構との新旧関係ははっきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約44.3m、

幅40～ 60cm、 深さ10～12cmを測る東西にのびる溝である。一部緩くクランク状に屈曲している。走行方位はN―

78° 一E。 断面形はU字形を呈し、覆土は 2層 に分かれる。上層は灰色味がかる暗褐色土で、下層は鉄分を多く含

む褐色土である。(遺物出土状況)土師器片等が散在して少量出土。(遺物)土師器邪 A。 (時期)10世紀代の所産

と考えられる17号住を切つているため、それ以降の所産であろう。

第5号溝址  (第 126・ 284図 、図版73)

(位置)A21～ 23B20～ 25グ リッド。(重複)7・ 8。 9・ 10号溝、69号住、10。 16号掘立等と重複。69号住、10。

16号掘立より新しいが、7・ 8・ 9・ 10号溝 との新旧関係ははつきりしない。(規模および形状)確認されている長

さ約47.5m、 幅40～ 66cm、 深さ15～20cmを 測る東西にのびる溝である。南北にのびる 7・ 8・ 9。 10号溝と交差

しているが新旧関係ははつきりせず、同時存在 したのかもはつきりしない。走行方位はN-75° 一E。 断面形はU

字形を呈し、覆土は 2～ 3層 に分かれる。上層は灰色味がかつた暗褐色土で、下層は鉄分を含んだ砂質の褐色土

である。(遺物出土状況)散在 して全体から出土しているが、遺物は時期的に一定していない。(遺物)須恵器高

台邦 B、 縄文土器片等。(時期)10世紀代の所産と考えられる69号住を切るため、それ以降の所産であろう。

第6号溝址  (第 126図、図版73)

(位置)A25・ 26B22～ 27グ リンド。(重複)9。 10号溝と重複。新旧関係は不明。(規模および形状)確認されて

いる長さ約56.6m、 幅40～ 60cm、 深さ10～ 16cmを測る東西にのびる溝である。西端で9。 10号溝とL宇状に接続し

ている。走行方位はN-76° 一E。 (遺物出上状況)散在して出土しているが、縄文土器から土師器まで出土して

おり、時期的に一定していない。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)不明。

第 7号溝址  (第 126・ 283図 、図版73)

(位置)A16～ 29B19～ 23グ リンド。(重複)本溝址より新しい住居址、掘立柱建物址はない。4・ 5号溝 との新旧

関係ははつきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約145m、 幅60～ 160cm、 深さ20～ 40cmを 測る南北

にのびる溝である。北側は調査区外へまだのびている。走行方位はN-14° 一W。 8号溝 とほぼ平行 して走り、そ

の間隔は1.6～ 3.3mを測る。溝の深さは南へ行くほど浅くなり、北側でも浅くなって途切れる箇所があるが、こ

れは表土の剥ぎすぎによるものだろう。断面形はU字形を呈し、覆土は 3～ 4層 に分かれ、上層は褐色土、中層

は拳大～人頭大以上の礫を含む灰色味がかる暗褐色砂質土、下層は鉄分をやや多く含む暗褐色土である。(遺物出

土状況)散在 して出土している。特に中層からの出土が多く、遺物の時期も縄文式土器から土師質土器まで様々

である。(遺物)土師器皿、砥石、凹石、鉄鏃・紡錘車・その他鉄製品。(時期)9世紀後半代と考えられる4号
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住を本溝址が明らかに切つており、少なくともそれ以降の所産であろう。

第 3号溝址  (第126図、図版73)

(位置)A16～26B20～ 23グ リッド。(重複)本溝址より新 しい住居址、掘立柱建物址はない。4・ 5号溝、2号土

拡との新旧関係ははっきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約96m、 幅40～ 100cm、 深さ20～ 40cm

を測る東西にのびる溝である。走行方位はN-14° ―W。 7号溝 と平行して走 り、北端は2号土拡、4号溝と接続

する。さらに北へのびるかは不明。断面形はU宇形を呈し、覆土は2層に分かれる。上層はやや黒味が強い暗褐

色土で、下層は灰色味がかる暗褐色土である。(遺物出土状況)散在 して出土。主に下層から出土しているが土師

器等の細片が中心。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)走行方位等が 7号溝と類似 しているため、同時存在の

可能性が極めて高く、同時期の所産と思われるが詳細は不明。

第 9号溝址  (第 126図、図版73)

(位置)A18～25B22～ 24グ リンド。(重複)本溝址より新 しい住居址、掘立柱建物址はない。5。 6号溝との新旧

関係ははっきりしない。(規模およぴ形状)確認されている長さ約63m、 幅50～ 100cm、 深さ10～20cmを測る南北

にのびる構である。 6号構から南下し、10号溝と平行して走っている。その間隔は0.4～1.4mを測る。北へのび

る可能性もあつたが確認できなかった。南側では10号溝 と合流 している。走行方位はN-14° 一W。 断面形はU宇

形を呈し、覆土は 2層に分かれる。上層は黄褐色土小ブロックを含む暗褐色上で、下層はやや鉄分を含む暗褐色

砂質土である。(遺物出土状況)散在して出土しているが、土師器等の細片が中心。(遺物)実測できる遺物なし。

(時期)9世紀後半代の所産と考えられる144号住を切つているため、それ以降の所産であろう。

第10号溝址  (第126図、図版73)

(位置)A18～ 25B23・ 24グ リッド。(重複)本溝址より新 しい住居址、掘立柱建物址はない。5・ 6号溝との新旧

関係ははっきりしない。(規模および形状)確認されている長さ約64m、 幅40～ 130cm、 深さ14～20cmを測る南北

にのびる溝である。 9号構 と平行 して走 り、南端では9号溝 と合流する。 9号溝と同じように6号溝から南下す

る。さらに北へのびるかどうかは不明。走行方位はN-14° 一W。 断面形はU字形を呈し、覆土は2層に分かれる。

上層は黄褐色土小ブロックを含む暗褐色土で、下層は礫を含む暗褐色土である。(遺物出土状況)散在 して出上し

ている。土師器や須恵器の細片が中心。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)走行方位および覆土等が9号溝 と

類似するところから、同溝 と同時期の所産であろう。しかし詳細については不明。

第11号溝址  (第 126・ 283図、図版73)

(位置)A12～27B18～ 21グ リッド。(重複)本溝址より新 しい住居址はない。ただし1号配石は本溝 より新しい。

(規模および形状)確認されている長さ約143m、 幅160～ 510cm、 深さ8～ 20cmを測る南北にのびる溝である。南

はまだ調査区外にのびている。走行方位はN-13° ―W。 断面形は北側では幅広のU字形、南側でもU宇形を呈す

る。覆土は基本的に2層に分かれ、上層は灰色がかる黄褐色土で、下層は礫を多量に含む灰褐色砂質土である。(遺

物出土状況)散在 して出土しているが、北側からの出上が多い。縄文土器や須恵器片等様々な遺物が出土してお

り、時期的には一定していない。(遺物)須恵器郭A・ 甕・凸帯壷、手捏ね土器、土錘、刀子 。棒状鉄製品 。筒状

鉄製品。(時期)9世紀前半代と考えられる261・ 420号住を切っているため、少なくともそれ以降の所産ではある

が、同溝より新 しいとされる 1号配石の時期が判明しないため詳細な時期については不明である。

第12号溝址  (第126図、図版73)

(位置)A19。 20B24～ 26グ リッド。(重複)43号掘立と一部重複するが、本溝の方が新しい。(規模および形状 )

確認されている長さ約18.5m、 幅30～ 40cm、 深さ10～ 15cmを 測る東西にのびる溝である。中央付近で途切れてい
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る。走行方位はX-78° 一E。 断面形はU字形を呈し、覆土は基本的に 1層で、暗褐色砂質土である。 (遺物出土

状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第13号溝址  (第126図、図版74)

(位置)A20～ 23B27・ 28グ リッド。(重複)本溝址より新 しい住居址はない。(規模および形状)確認されてい

る長さ約35m、 幅38～ 60cm、 深さ12～14cmを測る南北にのびる溝で、14号溝がすぐ西側を平行 して走っている。

その間隔は1.2～ 1.4mを測る。南は保存地区内までのびている。15号溝はその一部かもしれない。北側にもさら

にのびると思われるが未確認。走行方位はN-10° 一W。 断面形はU字形を呈し、覆土は 2層に分けられる。上層

は暗褐色土で、下層は小礫を多く含む灰色がかる暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)土師器、須恵器の細片が

散在して少量出土。(遺物)鉄鏃・棒状鉄製品。土器類は細片のため実測不可能。(時期)10世紀代の所産と考え

られる78号住居址を切つているため、それ以降の所産と思われるが詳細は不明。

第14号溝址  (第 126・ 283図 、図版74)

(位置)A20～23B27・ 28グ リッド。(重複)本溝址より新 しい住居址はない。(規模および形状)確認されてい

る長さ39.5m、 幅45～ 80cln、 深さ20～26cmを測る南北にのびる溝である。13号溝がすぐ東側を平行 して走る。南

は保存地区へのび、北へもさらにのびそうであるが未確認。走行方位はN-10° 一W。 断面形はU宇形を呈し、覆

土は13号溝 と同様に2層に分けられる。上層は暗褐色上で、下層は小礫混じりの灰色味がかる暗褐色砂質上であ

る。(遺物出土状況)土師器、須恵器の細片が散在して少量出土。(遺物)須恵器邦。(時期)本溝と平行 して走る

13号溝の走行方位および覆土が類似するため、同時期の所産と思われ、同時存在した可能性が高い。

第15号溝址  (第 126・ 283図、図版74)

(位置)A29B14～ 16グ リッド。(重複)237・ 240号住、16号溝と重複する。定かではないが本溝の方が新しいと

思われる。(規模および形状)確認されている長さ約16.6m、 幅70～ 90cln、 深さ25～30cmを測る南北にのびる溝で

ある。南は調査区外にのび、北は保存地区内にのびる。13。 14号溝の一部かもしれない。走行方位はN-10° 一W。

断面形はU宇形を呈し、覆土は基本的に2層に分けられる◇上層は炭化物粒を少量含む暗褐色土で、下層はやや

灰色味がかる暗褐色砂質上である。(遺物出土状況)土師器片、須恵器片、縄文土器片等が散在 して少量出土して

いる。(遺物)土師器郭A・ 皿、須恵器郷、縄文時代後期深鉢形土器。(時期)10世紀前半代の所産と考えられる

237。 247号住よりも新しいと思われるため、それ以降の所産であろう。

第16号溝址  (第 126・ 283図、図版74)

(位置)A15B25～ 30グ リッド。(重複)157。 196・ 207・ 241号住、15号溝と重複。157・ 196。 207号住、15号溝より古

く、241号住より新しい。(規模および形状)確認されている長さ約50.6m、 幅70～ 140cm、 深さ14～ 25cmを測る東

西にのびる溝である。東は 1号溝状遺構と接続 し、西は確認されている所でほぼ完結すると思われる。走行方位

はN-81° 一E。 断面形はU宇形を呈し、覆土は基本的に 2層 に分かれる。上層はやや黒味が強い暗褐色上で、下

層は粘性の弱い暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)土師器片を中心に散在して出土。(遺物)土師器邦A・ 甕

CⅣ、須恵器郭、縄文土器深鉢形土器。(時期)9世紀半ばの所産と考えられる196号住に切られているため、そ

れ以前の所産であろう。

第17号溝址  (第 126・ 283図、図版74)

(位置)A15。 16B25。 26グ リッド。(重複)207号住、16号溝を切る。(規模および形状)確認されている長さ約

18m、 幅100～ 170cm、 深さ20～25cmを測る南北にのびる溝である。南は確認されている所でほぼ完結すると思わ

れるが、北については不明。走行方向はN-12° 一W。 断面形は幅広のU字形を呈し、覆土は 1層 で拳大～人頭大
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の礫を含む暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)覆土内から土師器等が散在 して出土している。(遺物)土師器

皿 (墨書あり)、 灰釉陶器皿、青磁片。(時期)出土遺物から11～12世紀代の所産か。

第18号溝址  (第126図、図版74)

(位置)A15～ 19B23グ リンド。(重複)140。 176・ 230・ 296・ 297・ 335号住に切 られる◇(規模および形状)確認され

ている長さ約46m、 幅65～ 188cm、 深さ約10cmを 測る南北にのびる溝である。やや蛇行 しているため幅は一定して

いない。走行方位は不明。断面形はU字形を呈 し、覆土は拳大の礫を含む灰色味かかる暗褐色砂質土である。(遺

物出土状況)遺物は少なく縄文土器片、土師器細片が散在して出土。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)8世

紀後半代の所産と考えられる230号住に切られていることから、それ以前の所産であろう。

第19号溝址  (第126図、図版74)

(位置)A14・ 15B24。 25グ リッド。(重複)190。 193・ 198・ 21Ⅲ 229・ 254号住に切られる。(規模および形状)確

認されている長さ約18m、 幅60～ 100釦 、深さ17～ 20cmを測る南北に蛇行してのびる溝である。走行方位は不明。

断面形はU字形を呈し、覆土は拳大の礫を多く含む暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)遺物は少なく縄文土器

片、土師器細片が散在して出土。(遺物)実測できる遺物なし。(時期)8世紀後半代の所産と考えられる211号住

に切られていることから、それ以前の所産であろう。

第20号溝址  (第126・ 283図、図版74)

(位置)A12～ 14B22・ 23グリッド。(重複)194・ 245号住に切られる。(規模および形状)確認されている長さ約15m、

幅35～ 120cm、 深さ8～ 10cmを測る南北にやや蛇行してのびる溝である。走行方位は不明。何本かの流路に分かれてい

るが最終的には 1本となる。断面形は幅広のU宇形で、覆土は灰色味がかる暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)少

量の遺物が散在して出土している。(遺物)土師器郭 B、 須恵器イ。(時期)出土遺物から宮ノ前 I～ Ⅱ期の所産か。

第21号溝址  (第127図、図版75)

(位置)A15。 16B26～ 28グ リンド。(重複)1号畝状遺構を切る。(規模および形状)確認されている長さ約24m、

幅24～ 36cm、 深さ8～ 10cmを測る東西にのびる溝である。断面形はU宇形を呈し、覆土は砂利混じりの灰褐色砂

質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第22号溝址  (第127図、図版75)

(位置)A15B26・ 27グ リッド。(重複)1号畝状遺構を切る。(規模および形状)確認されている長さ約12.6m、

幅25～ 36cm、 深さ10clllを測 り、やや蛇行 しながら東西にのびる溝である。断面形はU字形を呈し、覆土は砂利混

じりの灰褐色砂質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第23号溝址  (第127図、図版75)

(位置)A16B26・ 27グ リンド。(重複)1号畝状遺構を切る。(規模および形状)確認されている長さ約11.4m、

幅20～ 30、 深さ5～ 10cmを測る東西にのびる溝である。断面形はU宇形を呈し、覆土は砂利混じりの灰褐色砂質

土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。

第24号溝址  (第126図、図版74)

(位置)A26。 27B21グ リッド。(重複)4号溝 と重複するが、新旧関係ははっきりしない。(規模および形状)

確認されている長さ約9,7m、 幅30～ 40cm、 深さ8～ 10cmを測る南北にのびる溝である。断面形はU宇形を呈し、

覆土はやや灰色味がかる暗褐色砂質土である。(遺物出土状況)遺物の出土はみられない。(時期)不明。
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第 7節

第 1・ 2号畝状遺構  (第127・ 284図 、図版75)

(位置)A14～ 16B26～ 28グ リンド。(重複)21。 22。 23号溝と重複か。(形状・規模)遺跡南東部の表土層直下で

確認されたもので、畝状遺構と命名したものの、これが畠なのかどうかは判然としない。 1号 。2号畝状遺構 と

便宜上分けてはいるが、ここでは両者を一括 して報告することにする。

形状は南北にのびる長さ約6.0～ 16.Om、 幅約30～50cn、 確認面からの深さ約 8～ 10cmの 細長い溝が幾条もみら

れ、確認された範囲は東西約24m、 南北約23mに及んでいる。畝部にあたると思われる溝 と溝 との間隔は約0.60～

2.Omを測 り、一定していない。この南北にのびる溝 と直交するように、溝址として報告している21・ 22・ 23号溝が

東西にのびているが、もしかしたら同溝址も同畝状遺構の一部かもしれない。(遺物出土状況)土師器片等が散在

して出土しているが、同遺構の下部には埋没した平安時代を中心とする住居址群が存在 してお り、畝を切る際に

掘 り起こされたものであろう。(時期)詳細は不明だが、平安時代を中心とする住居址群の上部に構築されている

ことから中 。近世以降の所産か。

第 8節

生産域と思われる埋没旧河道内の調査に先立ち、発掘区内に東西の トレンチを設定し、地層の堆積状況の検討

を行い、la層 から21b層 に地層区分した。そして トレンチの 3地点において細分された各地層ごとにプラント・

オパール分析のための試料採取を行っている。その結果、土壌層とされたa層 のいくつかからイネのプラント・オ

パールが検出された。以下、本節と次節で説明する溝状遺構と水田址は前述した両分析によつて確認、検出され

たものである。なお、各地層についての詳 しい説明は図版編第129図 を参照されたい。

1号溝状遺構 (第 128。 285～ 289。 298図 、図版75・ 169)

(位置)A15～21B30～ 32グ リッド。(形状・規模)遺跡南東端を南北に流下する溝状遺構である。確認されてい

る範囲で、長さ約55m、 幅約13.0～ 17.Om、 確認面からの深さ約70cmを測る。遺構内には大小様々な規模をもつ

礫が散乱し、ある程度の流水量があつたことを物語つているが、現在では掘 り下げても湧水はみられない。地層

の観察から、洪水によってもたらされたシル ト質の細砂が幾層かみられる。西側対岸寄 りには堰状の石列がみら

れるが、これも最下層のシル ト質の細砂によって埋没し、機能した期間はきわめて短いものと思われる。また、

保存地区を挟んだ北東側の何箇所かに トレンチを設定し、本溝状遺構の続きを追ったところ、河床の一部と思わ

れる落ち込みとそれに伴 う礫が確認された。(遺物出上状況)土師器等古代の古手の様相を示す土器群は多量の礫

に混じり最下層のシル ト質細砂中から出上しており、新しい様相を示す土器群は、やや土壌化 した細砂質のシル

ト層内から出土し、およそ 2時期にわたって機能 していた可能性を示唆している。遺物量は多く、特に集中した

傾向はみられないが、北東側 トレンチ内からは遺物がほとんど出土しておらず、住居址群に近い保存地区南側の

区域からの出上が目立っている。出土遺物の中心は前述のとおり土器類で木製品類は全 く出上していない◇とり

わけ中心となるのは平安時代の土師器、須恵器、灰釉陶器の一般什器類 と変・瓶等の貯蔵器類で、その種類も多

岐にわたっている。破片資料ではあるが当該期の塁書・線刻土器も多数みられ、他に手捏ね土器等、祭祀的色彩

の強い遺物の出土もみられる。土器類は概 して摩滅がみられず、遠方から流されてきたものではなく、出土地点

の近辺で廃棄された可能性が強い。(遺物)縄文時代深鉢形土器、土師器郷A・ C・ 高台郷 (墨書・線刻あり)・
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高杯・皿・甕 B・ CV、 黒色土器郭、須恵器邦・高台イA・ B(墨書・線刻あり、転用硯あり)・ 鉢A・ B・ D・

蓋A・ C・ 甕・凸帯壷・円面硯、灰釉陶器椀・皿 。耳皿 。長頸壷 (ヘ ラ書あり)、 緑釉陶器椀、土錘、手握ね土器、

砥石、棒状鉄製品等。(時期)遺物の中心は前述のとおり平安時代における土器類が中心で、当該期に存在したこ

とはほぼ間違いない。当該期の最も新 しい様相を示す土器は、11世紀代 ≧推測される土師器高台邦がみられる。

よって本溝状遺構の開始段階はおそらく8世紀代で、洪水等により9世紀代で大方その機能は低下し、少なくと

も11世紀代まで存続した可能性が強い。

2号溝状遺構 (第 129・ 290～ 292・ 298～ 302図 、図版76～ 78・ 140～ 147)

(位置)A12～ 14B19～ 20グ リンド。(形状 。規模)調査区南西部の埋没旧河道内にみられる溝状遺構である。3

号溝状遺構と2号水田址を切 り南北に流下している。確認されている範囲での長 さ約20m、 幅約3.20～ 5.20mを

測 り、確認面からの深さは約0.90mを 測る。覆土は基本的に3層 に分かれ、シル ト層とシル ト質極細砂層から成

る。内部の施設としては(南西端で井戸状の掘 り方がみられる。不整円形を呈すると思われ、径約1.80mを測 り、

素掘 りである。深さは湧水のため定かではないが、約50cm近 くを測る。土層観察からこの井戸状の掘 り方は、本

溝状遺構と同時存在したものと思われる◇堰等の施設は確認されていない。(遺物出土状況)遺物は 1号溝状遺構

と同じように多量に出土している。上層からの出土はみられず、下層にあたる12a′ 層から出土しており、花認さ

れた範囲全体に散在 している。(遺物)縄文時代の土器群の他、弥生時代前期に属すると思われる土器群および、

8～ 9世紀代の土師器、須恵器類が多量に出土している。土師器イA・ D。 皿、須恵器にはイ・高台不A・ B(塁

書・線刻あり)。 高郷・壷 。甕等があり、墨書土器や線刻土器もせまい調査範囲ながら比較的多く出土してお り、

人面墨書土器も破片ではあるが出土している。土器類の他、木製品もあり、曲物・折敷・柄杓・丸木弓・横櫛・

斎串等がみられる。また、桃・胡桃等の植物遺体や獣骨類も多量に出土している。(時期)2号水田址を明らかに

切つていることや、中心となる出土遺物が奈良時代と平安時代の土師器、須恵器であることから、 1号溝状遺構

同様、 8～ 9世紀代を中心に機能 していた遺構 と思われる。 9世紀代より降る土器は一切みられない。

3号溝状遺構 (第 129。 293図 、図版76)

(位置)A12～ 14B19グ リンド。(形状・規模)2号水田址を切るものの、 2号溝状遺構に大半を切られている。

確認された範囲で長さ約 8m、 幅約1.30～ 2.20m、 確認面からの深さ約46cmを 測る。覆土は基本的に2層に分か

れ、底面近くでは中礫混じりの粗砂、その上層には細砂が堆積している。この地層の状況から洪水等によつて一

気に埋まってしまったものと思われ、機能していた期間もごく短い間だつたと思われる。(遺物出土状況)出土遺

物は散在的で、その量も多くない。遺物は15b層から出土している。(遺物)土器では土師器、須恵器の年と鉢、

木製品では曲物等が出土している。(時期)2号溝状遺構に切られるものの、土層および出土遺物からみて時期的

にはさほど差はないと思われる。 8世紀代を中心とした所産と考えておきたい。

4号溝状遺構 (第 129・ 304図 、図版79・ 80)

(位置)A13～ 14B19～20グ リッド。(形状・規模)2号溝状遺構に切られ、2号水田址の西側部分を切つている

かたちで、南北に流下している。確認された範囲で長さ約 7m、 幅1.00～ 2.10m、 確認面からの深さ約30cmを測

る。/TC土は基本的に 1層で細砂～中砂が堆積し、洪水によリー気に埋まってしまった状況がうかがわれる。(遺物

出土状況)本遺構に直接伴 うものかどうかは明確ではないが、覆土および底面から出土している。(遺物)縄文時

代晩期から弥生時代前期に属すると思われる鉢片が比較的多く出土している。当該期以外の時期の遺物は出土し

ていない。(時期)土器の詳しい時期については後で詳しくふれるため、ここでは土層の観察から、本遺構は2号

水田址と時間差があまりない時期と指摘 しておきたい。
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第 9節

1号水田址 (第129図、図版79)

(位置)A12～ 13B17～ 18グ リンド。(層位)本水田址は、A地点の4a層 上面において検出したものである。(形

状 。規模等)東西約12m、 南北約1l mの 範囲で検出されている。当然 もう少 し広い範囲に広がるものと思われる

が、東、西、北の各方向にいくにしたがい、上層の耕作による削平が著 しく検出が極めて困難であった。調査範

囲内では、7区画が検出され、断面形が台形もしくは蒲鉾型を呈する幅10～ 20cm、 高 さ10～ 15cmを測る畦畔によっ

て区画されている。調査区北東部では、畦畔が途中で幅10cmほ ど途切れた箇所があ り、おそらく水 口だと思われ

る。区画の平面形態は、南北にやや長い長方形を呈 し、その面積は約20ポ前後を測 る。畦畔は土盛で、畦畔上に

ヨシと思われる植物の繊維の分布が認められることから、植物等を畦畔の上面に敷いたか、意識的に混入 した可

能性が考えられる。また、北西方向から南東方向にかけてのびる水路状の溝 もみ られるが、本水田址に伴 う可能

性が強い。(遺物とその出土状況)須恵器の細片が水田層上面からわずかに出土 しているが、直接本址に伴 うかど

うか不明である。(時期)詳細な時期は不明だが、地層からみると、2号溝状遺構の上部に本址の水田層がみられ

るため、少なくとも9世紀以降の所産であろう。

2号水田址 (第 129。 303図、図版79・ 80)

(位置)A13～14B19～20グ リッド。(層位)本水田址は、C地点19a層 上面において検出されている。(形状・規

模等)東西約 8m、 南北約1lmの範囲で検出されている。本址の西側は 9世紀代まで機能 したと思われる 2号

および 3号溝状遺構 と時期不明の 4号溝状遺構に切 られている。調査範囲内では、 8区画が検出され、断面形が

台形もしくは蒲鉾型を呈する幅15～ 20cm、 高さ10～ 15cmを測る土盛の畦畔によって区画されている。調査区中央

部では、南北にのびる畦畔が途中で幅約10cmほ ど途切れてお り、おそらく水 口だ ≧思われる。区画の平面形態は

不定形で、面積も3～ 11だ と小区画である。本水田址は、以前河道であった所が流路の変更に伴い水たまりとな

り、そうした湿地を利用 してつ くられたものと考えられる。従つて、各水日の区画は、狭い範囲のなかで地形に

かな り制約をうけた形状 となっている。地形的な状況からみて、東側には水田址は広がらないと思われる。(遺物

とその出土状況)水 田址の上面からの出土遺物はほとんどないが、わずかに水田層直上から条痕文系土器 1点 出

土している。水田層を/TCう 上位の17a層 か ら18a層 までの砂層中には、波状文を施す弥生時代中期から後期にかけ

ての上器片がわずかだが挟在 している。また、水田層直下の19a′ 層、19b層 には東 日本では縄文時代晩期 とされる

土器群が含まれてお り、これ ら水田層の上層 と下層にはそれ以外の時期に属する土器群を全 く含んでいないプラ

イマ リーな地層である。(時期)以上の状況から弥生時代前期後葉 と考えておきたい。また、水田層 とそれ と同層

準 と考えられる地層の 2点について14c年
代の測定を実施 している。その結果については第 6章に掲載 しているが、

それから得 られた数値からみても、弥生時代前期後葉 として差 し支えなかろう。

第10節

柵列状遺構および性格不明ピット群

1号柵列状遺構  (本文編 第 6図 )

(位置)A27B23～ 24グ リンド。(形状・規模等)1号溝址≧平行し、2号溝址をまたぐように東西にのびる柵列

状の柱穴列である。現長約10.6mを測 り、ピットは計 7基検出されているが、柱穴列西側は表土素1ぎ の際、深く

削りすぎてしまっていることから、同方向にもう少しつづく可能性がある。ピットの平面形は円形または楕円形
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を呈し、径25～ 50cm、 確認面からの深さ10～36cmを

測る。ピットの間隔は1.3～ 1.8mを 測る。ピットの

覆土は、灰褐色粘質上で柱痕等は確認されなかった。

(遺物およびその出土状況)ピ ット内からは遺物は

出土していない。(時期)遺物が出土していないので

不明であるが、 1号溝址と一定の間隔をおいて平行

してみられることから、同溝址と同時期の所産であ

る可能性が考えられる。

性格不明ピット群  (本文編 第 7図 )

微高地上の彩しい数の竪穴住居址の合間を縫 うが

ごとく、ピットは調査区の全体に広く分布しており、

それらは非居住空間に点在 し群をなしている。建物

址や柵列等のように特に規則的な配列をみせないも

のに対して性格不明ピットとした。Noを付けたピッ

トは計338基 に及んでおり、個々の説明は省 くが、平

面形態は円形、精円形、長精円形等はさまざまで、

規模は径が20～30cm前後、深さも確認面から10～30cm

を測るものが主流を占める。覆土は大方暗褐色砂質

土で明確な柱痕等は認められなかった。1。 2・ 3・ 5・

6・ 242・ 333号 ピットからは土師器や須恵器が出土し

ており、特に333号ピット出上の土師器には「介」と

記された墨書もみられ、その出土状態をみると、埋

没過程の流入ではなく、故意に埋められた状況がう

かがわれる。何らかの儀礼行為に伴って埋置された

ものだろうか。それらの所属時期については、遺物

の出上がみられないものについては検討の余地はな

いが、奈良・平安時代を中心として、その前後のも

のもかなり存在するものと思われる。

刊
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∩
）

く―

0                    2rn
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第7図 性格不明ピット分布図 (1/450)
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挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍ＞
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 捕 考

1号住 1
土師器
邦A 赤褐色 竃内

2号住 1
須恵器

抹

‐１

５

４
底部回転糸切り 灰  色 白色粒子、小礫

130 2 灰 白色 No3

3 (56) 底部回転糸切り

(70) 底部回転糸切り

5 須恵器
蓋A

・６ ２

・
４ ９

体部回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

6 体部回転ヘラ削り

7 狽 思 器

奉
外面叩き 暗褐色 /1ヽ 礫 95■ ■号住、2河 道、13号土拡、7■号溝

3号住 l
上 H甲希

邦 A
体・底部手持ヘラ削り
内 面 博 寸

赤褐色

2 体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙 色 赤色粒子少量
肉

１

亀

陥

3
器
邦

恵
台

須
高

底部糸切り後回転ヘラ削り

付高台
灰  色 白色粒子

4 須恵器
鉢D

８

一　

一

体部下半回転ヘラ肖1り

丸底か
灰白色 No4・ 5

5 珊袖
内外面ハケロ
内面指頭痕

赤褐色
租 、日包 秘 す

雲母を多量
亀困
No14・ 15・ 16

6 (80)
内外 面 ハ ケ ロ
岸獣 大 芝 痛

竃 四

Nα17・ 18・ 19・ 20

7 察 思 喬

鉢 B
底部ヘフすテ
ロクロナデ

灰～黒灰色 Nl12・ 9

8 (116)
(170)

ロクロナデ 灰  色 やや粗、白色粒子 21号住

4号住 1
上 帥稀

不 A

Ｈ

３

４
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

2
姥

４

４
にぶい橙色

3 体部手持ヘラ削り 橙  色 体部外面墨書

4

5 にぶい橙色 赤色粒子

6
上 H甲喬

皿

，
４

９

め
３

２
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

7 黒色土蕎

必

つ
ω
０

呼
Ｇ
Ｇ

底部手持ヘラ削り にがい美橙色

土師器
奉A 内外面ハケメ 褐  色

祖 、日色杷 十

雲 母

土 帥器

小型奉 B 外面縦ヘラ削り、すデ 灰黄褐色
ギ ギ 租

白色粒 子
Nα 8・ 9

察 思 喬

霊

外部下半回転ヘラ削り
ロクロナデ

灰  色 石英、白色粒子

11
娯 思 喬

甕
日縁部外面4本の蛇行沈線

やや粗
白色粒子

竜 肉

No15。 17

5号住 1
上 H印器

蓋 B
瓜 剖

`月

リリ出 し局 言

体部回転ヘラ削り
橙 色 皿の可能性もある

須恵器 底部回転ヘラ削り
付高台ロクロナデ

晴 仄 包 ～

にぶい赤褐色
白色粒子

6号住 1 珊胤
■

６

４

体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色 Nl12 底部外面焼成後線刻

器

メ

帥

台

上

高
底部削り出し高台
依 欺 同 振 ヘ ラ白|り 内 面 膳 寸

にぶい橙色 赤色粒子 No6

須 思 器

杯
底部回転糸切り 灰白色 体部外面焼成後線亥1「 十」

にぶい黄橙色 白色粒子

須 思 器
蓄 A 体部回転ヘラ削り 灰 色

須 思 器

奉
外面叩き 橙 色 白・赤色粒子

67=ナ tと No2、 1031ナ tと Nl15・ 8、 A21
B23・ 24、 須恵器の不良品か

上 帥器

牽 A 内外面ハケメ 褐～黒褐色
粗、白色粒子
雲母

132 内外面ハケメ、内面指頭痕 黒褐色
粗、自色粒子
_T母 多量

第 1節

第 3表 竪穴住居址出土土器観察表

竪穴住居址出土土器

(法量は日径 ・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

7号住 1
土 H印蕎

小型甕C にぶい橙色 粗、自色粒子 外面剥離

8号住 1
上 帥苓

不 A

８

０

‐

１０

６

４

底部回転糸切り後、体・底部手持
おヽラ肖1り

橙  色 赤色粒子

2 須恵器
邦

灰 色

3 底部回転糸切り 白色粒子

4 須思器
短頸

=C

ノト回
~司 S口名 ヘ フ 同」し

ロクロナデ
Nα 4

9号住 l 斬靱
体 淵∫手 荷 ヘ フロリ

底部回転糸切り
明赤褐色 赤色粒子 No9。 10 内面に漆付着

2
ｐ
０

１

】
■

４

眠淵∫回転 糸 t/」 り後 、体・ほ 司
`手

持
ヘラ削 り

褐 色

3 主HH器

椀
体部手持ヘラ削り
底部糸切り後付高台

橙  色 Nl17

4
土師器
奉A 内外面ハケメ 暗褐色

祖 、白色 粒 子
三母

10号住 l 珊胤
瓜 司

'口
審 木 t7」 り彼 、俗 ・底 謝

'手
村

ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

2
彰
５

４

3
刊
６

８

０
３

３

4
ｐ
ω

７

い
に

３
体・底部手持ヘラ削り にぶい褐色 白・赤色粒子

5 (5 4) 赤褐色 赤色粒子

6 (6 2) 橙 色

7
(146)
(66) にぶい橙色 Nl112 体部外面墨書

8
二 即 喬

皿
底部回転糸切り 橙 色 白・赤色粒子

9
い

３

２
体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 Nα 2・ 32

(48)
底部回転糸切り後、体・底部手持

^ヽラ肖」り
No32

体・底部手持ヘラ削り
０

４

０

咀濁∫凶騒 糸 切 り後 、杯・瓜 罰∫手 持
かヽラ肖Jり

黒  色

,甕型黒色と為

邦
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

は細 円希

皿
両面施釉 緑

僚糊 陶誘

椀
両面施釉、日縁部輪花状

須 息 稀

霊
底部回転ヘラ削り後、付高台 灰 色 白色粒子 No29

上師器
小型甕A

‐５

６

‐３

外面ハケメ、内面ハケメ後ナデ
底部木葉痕

暗赤褐色 粗 、白・赤 色粒 子
三 塁

外面ハケメ、内面ナデ
租 、日 g柱 十

雲母
二 即 孫

鼈形土器
内外面ハケメ 暗褐色 白色粒子、雲母 No24

■号住 l 郷騨
(60) 底部回転糸切り 灰黄、黒灰色 白色粒子

2 にぶい橙色
四

３７

電

陥

3
底部回転糸切り後、底部～外周手
持ヘラ削り

橙 色
竃 肉 、

No37.39,40,41

4 (76) 底部回転糸切り 橙、灰黄色

5 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 灯明具

6 (62)
は 謝

'国
名 ヘ フロUり使 、凰 樹

'～
外 周

手持ヘラ削り
日 包 秘 十

小礫
四
３８

雇

血

7 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤色粒子 No16

8
‐５

６

４
底部回転糸切り 橙 色 Nα33

9
‐５

６

５
にぶい橙色

竃 四

Nl138・ 42
内外面表面剥離

上 H印希

皿

ｐ
０
９

岬
６
１

底部回転糸切り
臼・赤色粒子
打ヽ礫

No5

３
の

６

‐３
６

２
体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤色粒子 Nl15。 28

主 H甲添

邦 A
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内面暗文

底部外面墨書「上」

黒色土器
邦

(6 0) 底部回転糸切り、内面黒色 灰黄色 白色粒子
四

３６

竃

陥
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(法量は日径 底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量

(k‐m)
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

■号住
黒 色 主希

イ
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内面黒色

にぶい橙色
白色粒 子 、小 礫
里暫

No23 完形

底部回転糸切り、内面黒色 黒灰色 白色粒子

黒色土器
協

底部回転糸切り後、付高台、肉面
黒色

にぶい黄橙 Nα 22

17
黒色 土怖

皿
底部回転糸切り、内面黒色 褐 色 Nl129

灰釉陶器
皿

付高台、内面施釉 灰  色

主Hn喬
小型甕C 体・底部手持ヘラ削り 褐灰色 Nα18,34・ 35

主 即絲

甕 A
(72) 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色

粗、白・赤色粒子
ノト石身込

N03・ Zυ・ZO・

40・ 44

須恵器
甕

外面叩き 灰赤色 白色粒子 Nc127

12号 住 1
土 帥 喬

邦 A
ｐ
Ｏ

つ

■
Ｏ

Ｏ

底部回転糸切り後、体・底郡手縛
ヘラ削り、内面暗文

にぶい黄橙色 赤色粒子 Nα10-12

め
０
２

底 部 回転 糸 切 り後 、体・底 部 手 持
r、 ラ晋‖り

にぶい橙色

3 須 思 喬

高台郭A 底部・高台周辺回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

13号住 1
二 H甲喬

イA
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内面暗文 橙 色 白・赤色粒子 ほぼ完形

2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 暗褐～褐色 体・底部外面墨書「氏」

3
っ
ω
４

］
に
５

橙  色 Nol-3 体・底部外面墨書「氏」

4
ｏ

二 体部手持ヘラ削り 体部外面墨書

5 (60) 体部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい橙色 白色粒子、雲母 体部外面墨書「氏」

6 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 黄褐色 白・赤色粒子 体部外面塁書「氏」

7
黒褐色～
にぶい橙進

白。赤色粒子
雲母

8
」二日中

=岳
皿

体・底部回転ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子
凋

‐２

亀

血

9
主 即 蕎

鉢 ?
体部回転ヘラ削り

土FHI希

蓋A 体部外面墨書

土師器
奪A (90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 黒褐色

やや池、日色位子
小礫、雲母

竃内
No9,10

135
主 H甲喬

罫A 内面暗文 にぶい橙色
口・亦 日 柾 す

雲 母
体部外面塁書

135 13 橙  色 白・赤色粒子 体部外面墨書

須 思 喬

杯
底部回転糸切り 淡黄色 底部外面墨書

14号住 1
土抑 番

必 A
(4 0) 体・底都手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

2
抵 部 糸 ty」 り後 、杯・恩 剖

`手
持 へ

音‖り

3 体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 内面に漆付着

白・赤色粒子

5 赤色粒子 No9・ 10

6

にぶい橙色

灰釉陶器
/よ 引ヽ位託

底部回転糸切り、体部上半施紬 灰  色 底部外面タール付着

珊熱
８

一 内外面ハケメ 暗赤色 白色粒子、雲母

赤褐色 白色粒子 Nα 6。 7・ 12

136 15号住 1
二 月甲補

イA 35) 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

136 2 (41)
体・底部手持ヘラ削り
席 歎 同 巌 索 tr4n 橙 色

底部回転糸切り

体・底部手持ヘラ削り
竃脇

ピット内

5 底部回転糸切り にぶい黄橙色

橙  色
寵脇
ピット内
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(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種 腱
ｍ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 IPB 考

15号住 7
工 即 希

皿

底部糸切り後、体・底部手持ヘラ
首‖η 明赤褐色

136 8 4/h灘
'手

持ヘフロUリ

底部回転糸切り
橙 色

136
黒色 主補

イ

‐５

５

６
底部回転ヘラ削り、内面黒色 にぶい赤褐色

,妻翌黒也上誦

不
体郡下半・底部手持ヘラ洵」り、内

面黒色
橙 色

11 内面黒色

体部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色

16号住 よ
主 即 喬

邦A
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内而暗文 橙 色 白・赤色粒子 体部外面塁書「木」

2 」こH甲

=ξ皿

1不・ナ氏剖
'回

路 ^ヽ フロJり

内面回転ヘラナデ (暗文)

須 息 希

邦

０
０

７

Ｗ
Ｃ

３
底部回転糸切り 灰  色 白色粒子

土師器
奉A 蜘∽

・
内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色

自色粒子
雲母、小礫

竃内他

９ ０

．

内外面ハケメ 白色粒子、雲母

17号住 1
二 即 喬

イA 体・底部手持ヘラ削り 褐 色 小 礫

2 体・底都手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子多量 体部外面墨書

136 3
上 HT器

皿
体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子

灰釉陶器

皿
付高台 灰  色

136
器
Ａ

師
釜

土
羽

外面ハケメ、内面ナデ 黒褐色 雲 母 竃内他

18号住 1
二 即 喬

郵A 体・底部手持ヘラ削り 明黄褐色

ツ

５

３
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

3
・２
Ｃ

よ
体・底部手持ヘラ削り 明黄褐色

Ｏ
Ｄ

３

・２
に

３

体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り

】

４

４
体・底部手持ヘラ削り 橙 色

‐５

５

４
体。底部手持ヘラ削り にぶい褐色

7
土 H甲喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙 色

(45)
杯 判

`手
荷 ヘ フロリ

底部回転糸切り

9
っ
０

２

・２
は

と
体・底部手持ヘラ削り 明黄褐色

・３

３

２

底 部 回転 糸 切 り後 、体・底 部 手 持

^、
ラ当‖10

ほぼ完形

体・底部手持ヘラ削り 橙 色

,賓翌黒g■誘

不
4小笥SI狩ヘフロ」リ
底都回転糸切り

味細 ltJ希

椀
灰 白色

土師器
邦A 体部外面塁書

土師器
小型窄B

体部外面手持ヘラ削り
内面ナデ

貢 Tla色 ～

明き拐 ■

土 H甲希

羽釜 A 内外面ハケメ 褐 色 白色粒子、雲母

19号住 l
主 H印喬

不 A 林・底部手持ヘラ削り 白・黒・赤色粒子

2 (50) 橙 色
社
白・赤色粒子

3 (4 5) 明褐色 赤色粒子

4 体部手持ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子

5
ｐ

の

ｎ

い

Ｇ

刀

底 部 回転 糸 切 り後 、体・底 部 手 持
、́ラ酉‖り 明赤褐色 白・赤色粒子

6
土師器

HH

(110)
体・底部手持ヘラ削り 赤褐色 粗、白色粒子

7
(16 5)

明褐色 赤色粒子

8 体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り

橙 色 白。赤色粒子 体部外面塁書

9
P支型燕E主語

鉢

ｂ

０

４

体・底部手持ヘラ削り
丙 面 里 魯 明赤褐色
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

20号住 1
須 思 希

郷
底部回転糸切り 灰 白色 白・黒色粒子

21号住 1
土H“絲
イA

Ю

■

４

体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色

2 体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り

赤色粒子

寝 貞 ～

苦 搭 魯

4
体 部 手持 ヘラ削り、底部 回転 糸切
り 内面 膳 寸 浅黄橙色 Nl17・ 17

5
一
〇

２

口
０

４
体・底部手持ヘラ削り 黄橙色

２

６

４

杯 剖S手持 ヘ フロリ

底部回転糸切り
灰自～

黄橙色

7
っ
０
７

‐２
Ｃ
３

体部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい橙色

土 帥 器

高 台 郵

体・底部回転ヘラ削り
削り出し高台、内面暗文

橙  色

黒色土器
9 内面黒色 にぶい黄橙色 卜を驚 Nl118

鶉腕
灰  色 No12・ 15

11
主 H甲希

甕A 内外面ハクメ 茶褐色
ギ マ 租

雲母多量

12 内外面ハケメ、内面縦ナデ
NαZ。 も・

10・ 37

内外面ハケメ 黒褐色
猛内他、No19
21～243305

内外面ハケメ 茶褐色 やや粗、雲母
他内

２
竃
ｈ

22号住 1
土師器
イA

８

５

２

‐０

５

４

底部糸切り後、体・底部手持ヘラ
部り、内而暗支

にぶい橙色 スコリア Nol
火J切 呉
底部外面墨書「介」

察 思 喬

高台不?
底部回転ヘラ削り No2

3
二 日印喬

甕A
内外面ハケメ、底部本栗反、内面
指頭圧痕

茶褐色 雲母多量
内
９

竃

Ｎα

139 須 恵 器
碧

外面叩き 黄灰色 蜀畳Nl16
11・ 22・ 27・ 29・ 34,41・ 46・ 54・

59・ 70・ 83・ 99・ 107・ 124手 }tと

3・ 5。 16・ 18・ 1り 。32・ 40・ 41,45。

46・ 47・ 54号住、24号掘立

23号住 1
土師器
然A 底部回転糸切り 橙  色 白・赤色粒子 Nα8

3
型
５

０

０
５

４
体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 Nα5-7 体部外面墨書

お
の
１

ｂ
∝
４

底部回転糸切り後、体・底部手持
少ヽラ肖1り

桂  色 赤色粒子

０
０

４

】
Ｇ

４
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤。白色粒子 体部外面墨書

３

６

５

‐４

５

４
赤色粒子 体部外面墨書「介」

7
‐４

５

５
底部回転糸切り 白色粒子

二 日印喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子 Nα16 体部外面塁書「万」

お
５

５

彪
４

歩

体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り

Nα4。 12-15 体部外面墨書

10 蜘
イ

っ
の

６

】
Ｇ

４

体・底部手持ヘラ削り
内面黒色

にぶい橙色 体部外面墨書

緑釉陶器
縮

０
０

１

げ
Ｇ

６
付高台、日縁部輪花状、全面緑釉

(70) 付高台、全面緑釉 オリーブ灰色

24号住 1
二 即 喬

イA
底部糸切り後、体。底郡手持ヘラ
肖Jり

橙  色 赤色粒子 Nα2 完 形

つ
の
タ

い
に
５

褐  色

二 日中喬

皿

Ｄ
０

２

ω
Ｇ

２

体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り 褐 色 Nl114・ 21

140
甲斐型旱色土器

不
体・底部手持ヘラ削り 黒褐色 Nα5

灰釉陶器

皿

ｐ
ω
Ｄ

い
は
Ｃ

灰 白色

土師器
小型奉A

つ
０
０

い
に
ω

内外面ハケメ 橙 色 やや粗 Nα 12・ 20

7 土師器
甕A 褐 色

No3・ 16・

18・ 20

25号住 1
土師器
邦A

ｐ
Ｏ

つ

・２
Ｃ

４
体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 竃内他
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計iRl不 能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

25号住
主 帥 喬

不 A 底部回転糸切り 橙 色 やや粗
鼈

掘立 内
‐３

５

３
底部回転糸切り後、手持ヘラ削り にぶい橙色 粗 器形歪む

体部回転ヘラ削り 橙  色 内面摩耗、内面黒色の可能性

底部回転糸切り後、体・底部手持

^ヽラ肖」り
にぶい橙色

7
二 H甲喬

皿

っ

０

４

・２
∝

歩

体。底部回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

橙  色
やや粗
白・赤色粒子

8 白・赤色粒子 掘方内

9 竃内

白色粒子 竃内

お

４

２
白・赤色粒子

136)
赤色粒子 掘方内

明赤褐色 底部外面墨書「宅」

黒色土器
抹

姥

５

４
底部回転糸切り、内面黒色 にぶい橙色

やや社
白。赤色粒子

・２
⊂
生

17
無 9主 盃

高台皿?
内面黒色

主 HI「希
邦A 橙 色 体部外面墨書

上 帥 蕎

小型変 D 胴部外面及び日縁部内面カキメ 明赤褐色
ややれ
白色粒子 内

内
方

霊
掘

土師器
小型奉A 内外面ハケメ にがい赤褐色

粗、日色粒子

雲母
Nl12・ 5 外面摩耗

珊熱
にぶい褐色 Nol・ 3

暗赤褐色
狙 力 円

No12

明赤褐色
寵 門

Nα19

須恵器
餐

外面叩き
底部付近に一部布目痕

褐灰色
49・ 33号住、3号掘立ピット
A23B22

26号住 1
土師器
イA

医部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り

橙  色
やぐ粗
赤色粒子

2
土 師器
m

2) 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白・赤色粒子

3
‖斐l■黒也土缶

郷

ｐ
０
３

け
に
５

体・底部手持ヘラ削り
内面黒色

橙  色 赤色粒子

4 須 恩 喬

蓋 A
明赤褐色 白色粒 子

5
主 印希

鉢 AI 内外面ハケメ 粗
霊内
Nα24・ 26

6
土師器
蕎A

６

一 暗赤褐色
租、日色粒子

雲母

142 7
器

Ｂ

師
釜

土
羽

外面ハケメ後 2快の山帝
内面指頭圧痕

灰褐色 Nα3・ 6・ 21 類例不明

27号住 1
土帥器
年A

(110) 体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色

2
瓜 部 糸 ty」 り後 、杯・底 樹

`手
荷 ヘ

削 り、内 面具 色

底部糸切り後、体・底郡手持ヘラ
肖1り

Nα23

‐３

■

４

No 12・ 13

やや粗

土 帥 器

皿

つ

０

‐

“

⊂

つ

体・底郡回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

7 体・底部手持ヘラ削り
やや粗
ホ 穆 塚 畳

イの可能性もある

無 8二 喬

イ
底部回転糸切り
内而ミガキ後黒色

白褐色

須 思 喬

蓋 A 体部回転ヘラ削り 青灰色

入粗 阿橋

椀

ィ
ω

８

は部付高台、内外面灰和ハク塗
n

灰白色

土師器
甕A 内外面ハケメ 赤褐色

白色粒 子
三母

茶褐色 雲母
内

‐７

竃

配
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(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量
耐

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

27号住
須恵器
長頸

=A?
肩部に耳 暗灰色 No5,6

須恵器
甕

外面叩き 暗青灰色 転用硯

28号住 1
主HHI喬

郭A
ｗ
５

４

体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色 白・赤色粒子 64号住

2
ギ賓理雫eirf

郵

る

６

５

体・底部手持ヘラ削り
内面黒色

にぶい赤褐色 白色粒子

3
上 帥 呑

皿

‐２

４

歩
体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白・赤色粒子 Nl134

(126)
(4 0)

体・底部手持ヘラ削り
内面渦碁状暗文 橙 色 赤色粒子 A21B24

体・底部手持ヘラ削り にがい赤褐色 白・赤色粒子

主 H甲喬

小型甕A 外面ハケメ、内面ハケメ後ナブ にぶい橙色 白色粒子、雲母 No40・ 41

主HHI襦

甕A 内外面ハケメ 橙 色 No18・ 23

Nl13・ 15・ 16

29号住 1
土師器
邦A

っ
ω
４

ｍ
に
■

底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内而暗文

体部手持ヘラ削り、内面暗文

須恵器
イ

浅黄橙色
～褐灰色

やや粗

上|IW喬

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤掲色 粗、白色粒子

5 内外面ハケメ 白色粒子、雲母

30号住 1
土師器
邦A

８

７

８

休部手持ヘラ削り
底部糸切り後手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子 灯明具

2
ｐ

０

９

ω

に

４
体・底部手持ヘラ削り No22。 23

3
土師器

皿
(55) 体部手持ヘラ削り 白色粒子

体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤色粒子

5 須思 稀

必
底部回転糸切り 灰白色 白色粒子

6
J二日印名S
小型甕 E 外面ナデ後、縦ヘラ削り 明赤褐色 Nl119・ 20・ 21 7号住

31号住 1
土 帥 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

ギ ギ 租

赤色粒子
底都外面塁書

2

3 底部回転糸切り後、体・底部手持
おヽラ肖1り

明赤褐色 赤色粒子

4 底部回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

ギギ社
赤色粒子

5 黒 色 止蕎

イ

Ｄ
０
７

ω
０
４

底部回転糸切り
内面ナデ後黒色

にぶい褐色

6
土師器
小型なD 外面カキメ、底部ナデ 明赤褐色 粗

7
上師器
小/_lttC (90) 底部ナデ にぶい橙色 やや粗 外面剥離

32号住 1
土帥器
不A 体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 日縁部内面黒色付着

2
ｐ
Ｄ
Ｄ

弾
Ｇ
∝

底部回転糸切り後、体・底部手持
かヽラ肖1り

灰褐色 電

Nα9。 10

3
ｐ
０

７

“
●

５
底部回転糸切り にぶい褐色 赤色粒子 No10・ 11

4 須恵器
高台杯A (98) 底部回転ヘラ削り後、付高台 褐灰色 白色粒子 底部外面焼成後線刻

33号住 1 珊胤
K樹も回 路 糸 t7」 り後 、杯・底 淵

'手
狩

ヘラ削り
にぶい褐色 底部外面線亥1

2 底樹
`国

仏 糸切 り俊 回転 ヘ フ同Uり (イ

内面暗文

3 (6 5)
体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

にぶい橙色 A23B27

4 体。底部手持ヘラ削り

5
器9主希

必

底部回転糸切り
内面ナデ後具亀

にぶい黄橙色

6 二 H印孫

小型甕C 底部回転糸切り 灰黄褐色 やや粗 No6

7 俣 思 器

霊
底部付高台 灰白色 白色粒子

8
土師器
甕A 内外面ハケメ にぶい赤褐色 雲母

肉

・４

竃

陥

9 内外面ハケメ、底部木葉痕 灰褐色 やや粗
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

34号住 l 鰤軽
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

2 黒色主喬

不

‐４

６

５
底部回転糸切り、内面黒色 にぶい黄橙色 Nl138

3 (6 2)
底部回転糸切り
内面ミガキ後黒色

灰白色
No15・ 17・

23・ 26
底部、体部外面 2ヶ所、計 3ヶ所
に墨書「万 J

4 黒色土器
椀

底部回転糸切り後、付高台
内面ミガキ後黒色

No15・ 17・ 19

5 黒色土器
高台皿

底部付高台、内面黒色 浅黄橙色 完形

6 にぶい橙色 完 形

7 灰白色

8 浅黄橙色 完形、底部外面墨書

9 須恵器
必

ｐ
０
３

い
に
４

底部回転糸切り 灰  色 白色粒子 Nl130

須恵器
高台邦?

(82) 底部回転糸切り後、付高台 No31

灰釉陶器
椀

凰 部 何 同 百

内面施釉 (ハ ケ塗り)

明オリーブ灰色
No8,9,13・

14

主HRI喬

小型甕A 内外面ハケメ にぶい赤褐色
やや粗
白色粒子、雲母

甥赤褐色 白色粒子、雲母 竃内

145 14 内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色 やや粗

35号住 1
土帥 器

邦 A
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内而暗支 橙 色 赤色粒子

お
の
６

り
に
３

件 司S手持 ヘ フ ロVリ

底部回転糸切り
にぶい褐色 白色粒子 灯明具

一
０

９

比
■

４

底部回転糸切り後、体・底部手持
おヽラ肖」り

橙  色

・３

３

３

底部回転糸切り後、体・底部手持
かヽラ肖」り

赤色粒子 Nl122

145
っ
９

８

い
に

４
体・底部手持ヘラ削り Nα22 体部外面墨書

ｐ

の

５

“
Ｇ

５
体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子 No34。 37

7
土師器

皿

】
３

底 司S四 %木 切 り後 、体・瓜 剖
'手

持
ヘラ削り 赤色粒子 No27

Nα 24,26

肖

３

２
体・底部手持ヘラ削り

仄細 jT」 盃

皿

底部付高台
内外面施知 (つ けがけ)

灰  色

11 付高台 褐灰色

土師器
鉢AI 内外面ハケメ

にぶい橙色
～黒褐佳

ギ マ 租

白色 粒 子 、小 礫

電内
No17・ 25

主 帥 喬

小型甕A
７

‐５
内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色

やや粗
白色粒子

14 暗 褐 色 ～
未 協 魯

やや粗
白色粒子

土師器
甕A 内外面ハケメ 暗褐色

村ｇ
ヽ

日
母

租
壬
一

轟 関

Nα18。 19・ 29

外面ハケメ、内面ナデ にぶい橙色
ギ ギ 租

白色粒子
77号住

36号住 1
土師器
杯A 体部手持ヘラ削り 橙 色

2 4不樹jf狩^ヽフ同」り
底部回転糸切り

3 体部手持ヘラ削り にぶい褐色 体部外面墨書

4
器
Ⅱ

師
Ａ

土
鉢

０
０

９

⑭
Ｇ

６

外面ハケメ、内面ナデ
底都木葉痕 橙 色 やや粗

5
甲斐型旱色土器

邦

‐４

５

６

体部手持ヘラ削り
底部同転糸切り、内而具角

6 須恵器
高台杯A 底部付高台 緑灰色 /Jヽ五身驚 No9。 10

7 須恵器
喜? (94) 底部回転糸切り 浅黄色

土師器
小型窄A 内外面ハケメ やや粗、雲母

土師器
奉A 橙 色 やや粗

土師器
欝形 +架 明赤褐色

去は 、日色 柾十多

量

37号住 1
須恵器

抹 底部回転糸切り 灰  色 白色粒子
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

37号住 2 須 思 希

杯

っ
０

８

ワ
Ｇ

３
底部回転糸切り 褐灰色 やや粗

3
主 H岸都

甕 A
外面ハケメ
内面横ハケメ後縦ナデ

赤褐色 粗、雲母
NOZ・ 3・ 4・ 5

6,7・ 8

4
灰釉陶器

壷?
外面施釉 灰白色 5号溝

38号住 1
土師器
邦A

底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り

にぶい赤褐色 赤色粒子 体部外面墨書

2 体 部 手 持 ヘ ラ削 り
席欺 同感 率 trn猾

赤色粒子

3
ッ

４

６
橙 色

4 体・底部手持ヘラ削り にぶい黄橙色 体部外面塁書

5
‐４ ８

５ ２

４ ８５

体部手持ヘラ削り、
底部回転糸切り

橙  色 赤色粒子 Nl126

6
上師器

皿

っ
ω
６

ψ
Ｇ
２

7
２

０ 体部手持ヘラ削り

8
黒包 土喬

1/N
底部回転糸切り、内面黒色 にがい黄橙色

9
黒 tP.二 喬

椀
底部回転糸切り、付高台

須恵器
高邦

灰オリーブ色

灰釉陶器
9 付高台 灰白色 転用硯 (高 台内利用)

灰釉陶器
協

付高台
みこみ部と内外面tFti鶏 (はけ塗り)

二 日甲希

羽釜A 外面ハケメ、内面縦ナデ
黒褐～

沐 苦 名 やや粗 26手争tと Nα10

39号住 1
二 月中希

不 A にぶい橙 内外面剥離

147 2 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

3
ψ

５

４

底 部 回転 糸切 り後 、底 部 手持 ヘ ラ
肖‖り

にぶい黄橙

～星 存

147 4 体部手持ヘラ削り にぶい橙

5
黒色土器

鉢
底部回転糸切り 灰黄褐色 白色粒子 底部外面焼成前線刻

6
二 日印喬

皿

体・瓜 司S口監 ヘ フ ロUリ

内面放射状暗文
橙 色 底部外面墨書「上」

7
主 H印器

甕A 内外面ハケメ 褐  色
マ ギ 租

白色粒 子 、雲 母
No6

40号住 1
土帥 器

邦 A 体部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

2
土師器
奉A 内外面ハケメ 赤褐色

粗、赤色粒子
雲母

41号住 1
須恵器

抹

(186)
(7 6) 底部回転糸切り

灰黄～
にぶい告進 白色粒子

2 灰  色 Nα 12

3 (88) 底部ヘラ切り後、ヘラナデ
ギ マ 租

白・黒 色 粒 子

4
主 印呑

姿 CⅡ

つ
の
Ｏ

Ｄ
に
３４

底部回転糸切り、胴部叩き目 にぶい橙色
粗、自・赤色粒子
/卜石奏恙

国o6-lυ・

15～ 17

42号住 1
土師器
必A

鬱

５

３
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

白。赤色粒子
′卜礫

混入か?

2 結
Ⅲ

帥
Ｃ

主
奉 外面ヘラ削り、内面ナデ 浅黄橙色

粗、自色粒子
/1、種

亀 肉

No13 16

3
烈
９

３６

グト回 おヽ フ月‖り、日豚 II Jさ 、四 国希摩 ｀

ケメ
にぶい黄橙

ギ A守ユ 、日
°
亦 色

粒子、雲母、小礫
蘊内 ュヽ120578

43号住 1
主 印希

竃形上器
127 8) 外面縦ハケメ、内面横ハケメ にぶい赤褐色 粗、白色粒子

絶内 WⅢ 2 5 6 8

44号住 1
須 恵 器

奉
日縁部 2本の蛇行沈線 灰 色 No2,7 8・ 10号住、16号掘立

45テ}4と 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙 白・赤色粒子

2 橙 色 白・赤色粒子多量 完形

3
Ｏ

ω

ｌ

い

６

４
暗褐色 白・赤色粒子

4
土師器

rH

０
０
８

∝
Ｇ
２

体部手持ヘラ肖」り
虞部回転糸切り

内一橙色
外―費播色

やや粗
白・ホ色粒子

5
ｐ
Ｏ
Ｏ

い
Ｇ
３

体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色
白・赤色粒子
雲母

6 ］⑩〕
内一暗褐色
外―責褐色

やや粗、白。赤色
粒子、小礫

6号ピット内 体部外面塁書

7 弊
イ

ｐ
っ
４

は
Ｇ
４

体・底部手持ヘラ削り
内 面 里 穐 橙 色 白・赤色粒子 鼈内、No10・

15,16・ 30
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(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍ＞
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

45号住 8
F支聖無E主轟

郷
(56)

体・底部手持ヘラ削り
内 蒜 里 魯 橙 色

白 。赤 色 粒 子
萱 母

9 主HHJ希

鉢AI 外面ハケメ、内面ハケメ後ナデ 茶褐色
白・赤色粒子、雲
母、黒色粒子

Nl12・ 23・ 31

仄糊 円喬

霊?
低 灘S口私

かヽ フ R」 ワ

付高台後ナデ、外面施釉
灰  色

口色粒 子
/1、 灌

Nol・ 5・ 6・ 7

二 日中益

小型変 A

‐７

８

‐６
内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色

ヾ ギ 租 、日・亦 包

粒子、雲母、小礫
蘊内 雨)13■ 4

鞘額
(80)

やや粗、小礫、自・

赤色粒子、雲母

器

Ａ

師
等

土

羽
内外面ハケメ

やや粗
白色粒子、雲母

Nl121・ 24

46号住 1
主 H甲喬

皿

体・底部回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

橙 色 白・赤色粒子

2
T受型雫eir「

邦
内面ミガキ後、黒色 黄褐色

白・赤 色 粒 子
三 舟 体部外面墨書「内」?

3
黒色主蕎

高 台 皿

っ
の

９

‐３
に

２
内面ミガキ後、黒色、底部付高台

門

‐５

電

ＮＯ

4 須恵器
苓A 外面回転ヘラ削り オリーブ灰色

5 狽 思 器

奉
外面叩き 暗青灰色 Nl13 32号住

6
上 H印喬

小型甕A
つ
ｏ
つ

い
に
仰

内外面ハケメ 茶褐色
白色粒子
雲母

A25B24

7
二 H印希

甕A? 黄褐色
やや粗
白色粒子、三母

混入品か

8
二日甲希

甕 A 茶褐色
やや社
白色粒子、雲母

凋

５

竜

血

47号住 1
土師器
邦A

セ

４

３

底 部 回転 糸 切 り後 、体・底 部 手 持
ヘ ラ肖Wり

橙  色 赤色粒子
AZ5Ь _/4

ほぼ完形

明赤褐色 A25B24

3
灰 細 削喬

皿
付高台、内面施釉 (全面はけ塗り) 灰 白色

4 斡籍
外面叩き 青灰色

32号住
A夕 SR夕 4

5
上帥 希

甕 A 内外面ハケメ
四 ― 黒 伯 包

外―明赤褐色
やや粗 No2・ 3・ 6・ 7 A25B24

6 須恵器
円面積

脚部長方形透し孔 円面硯脚部片

48号住 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 体部外面塁書

2 察 恩 喬

邦
底部回転糸切り 灰黄色 白色粒子

3
主 帥 希

小型甕A 内外面ハケメ 暗褐色 やや粗

主 印 喬

甕 CI
６

お

８

３５
内外面ナデ にぶい赤褐色

粗、白色粒子
ホ灌タ

竃内、NΩ 3～ ?

49号住 1
主 帥器

邦 A 体部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子 No3 体部外面塁書

50号住 1
土師器
邦A

・２

４

４

体部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ肖Jり

赤色粒子 Nα5・ 6

白・赤色粒子

4 にぶい橙

土 IIIIl蕎

皿
体・底部手持ヘラ削り にぶい赤褐色

152
灰釉陶器

m
ｎ

０

６

い

に

３
付高台、内面施釉 灰 色 白色粒子

152 7
二 H甲 喬

甕A 内外面ハケメ 暗褐色
粗、自色粒子
雲母

No2

51号住 1
二HRI稀

イ C 内面ハケメ 橙  色
やや粗
白・ホ色粒子

2
」二日甲君岳

甕 B 外面ヘラ削り、すデ、内面ハケメ にぶい橙色
やや粗
白魯 対 子

竃内
Noll・ 12

152
ギ ギ 租

白色粒 子

竃困
Nol～ 4・ 10・ 13

内面白色付着物

152 52号住 1
土師器
杯A

０

０

３

‐１

５

４
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 赤色粒子

53号住 1
黒色土器

協

・５

７

４

体部回転ヘラ削り
底部付高台、内面黒色

にボい橙色 No4～ 7

54号住 1
土師器
鉢A

■

４

４

体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り、内面嗜文

No48 完形

０
か
３

ｍ
０
４

橙 色 赤色粒子 Nl120。 34

152
土師器
言 答 係

体部回転ヘラ削り
底部削り出し高台、内面暗文

にぶい橙色 Nl121

152 4
土師器

HH

‐６
６

２

体・底部回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

橙 色

-153-



(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種

量

ｍ
，

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

54号住 5
土師器
帯A

外 面 回転 ヘラ削り、内面渦巻 状 暗
寸 橙 色 赤色粒子

6 外面回転ヘラ削り No19・ 40・ 41

7 須 思 喬

高台イA
瓜 司Stt L7Jり 後 、何 局 百 、回転 ヘ フ

肖Jり
暗灰色 白色粒子、小礫

8
二 H甲希

甕A 内外面ハケメ 暗赤褐色
IB、 日色 tlr十

雲母多量
範内 No16■ 7

9
土師器
円筒土器?

外面縦ナデ、内面横ナデ 橙  色
粗、白色粒子
/1ヽ 礫

Nl126・ 30,

32・ 44

55号住 1 珊増
体部内外面積ミガキ

底部外面に焼成後線亥1「 田」
A23B22

56号住 1
黒色土器

扶 底部回転糸切り、内面黒色 にぶい橙色 やや粗 Nα 4・  5 A25B24

2 黒色土器
高台皿

恩 司S口審 糸 t/」 り後 、何 筒 百

内面黒色
褐 色

ギ ギ 租

白色粒子

3
土 H甲希

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色
ta、 日e柾十
雲母

57号住 1
土師器
イA

‐０

５

４

底郡回転糸切り後、体・底部手持
分ヽラ肖」り

にぶい赤褐色

2
土師器
蓋A 橙 色

3 須恵器
奉A 外面回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

58号住 1
土師器
パA

底部糸切り後、体・底部手持ヘラ
肖吋り 橙 色 白・赤色粒子 Nα 8・ 18

2
土 H甲孫

イA?
体部すテ、風部糸切り後すテ
内面みこみ部花弁状暗文

赤褐色 白色粒子 No27 混入品か

3 土 師器

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 Nl16・ 7・ 14

4

5
,lt型景色上器

イ

つ
９
０

‐７
６
５

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 明赤褐色 赤色粒子 Nα 17・ 34

6
土師器
鉢AI 内外面ハケメ 褐 色

日 包 橿 十

雲母
Nl122・ 31・ 32

7
二 即 希

イA 橙  色 体部外面塁書

8
主 H甲益

甕A 内外面ハケメ 赤褐色
自色粒子
雲母

9 器
Ａ

師
釜

土
羽

内面ハケメ 明赤褐色
白色粒子
雲母

59号住 1
土師器
郷A

つ
０
９

い
ｏ
ロ

体部手持ヘラ削り
底部糸切り後手持ヘラ削り 橙色

白・赤 色粒 子
三母

2 (60)
底部回転糸切り後、体・底部手持
ヘラ削り、内而暗文

赤色粒子
雲母

3 器
郭

帥
台

土
一局

瓜 司
`爾

上 木 t7Jり 彼 何 働 言

回転ヘラ削り
赤色粒子多量

4 悪巳 主希

イ
体 樹

'日
継 ヘ フ Rり、べ 測

'手
荷 ヘ フ

削り、内面ミガキ後、黒色
にぶい橙色

自・赤 色 粒 子
/1ヽ礫

No4・ 5 底部外面墨書

5
っ
の
７

頓
●
４

底部手持ヘラ削り
内面ミガキ後、黒色

黄橙色 月ヽ礫

6 須 恵 器
抹

っ
ω

９

ω
Ｇ

ょ
底部回転糸切り 灰白色 白色粒子 みこみ部線刻

7 須恵器
奉A 外面手持ヘラ削り 青灰色

8
二 H甲希

鉢B
タト回 グス ツ、ミ刀 キ 、関 回 晴 共

底部手持ヘラ削り、ナデ
橙 色 白・赤色粒子

竜 四

No8・ 9

9
五 H印喬

甕CI 内外面ナデ 黄褐色
ギギ租
白色粒子

竜 困

No15。 16

橙 色
やや粗
白・赤色粒子

154 上帥 器

畜 A 期的
・

内外面ハケメ、内面指頭痕 黒褐色
やや 粗
三母 歩塚目

円

７

亀

聰

須恵器
凸帯千

外 面 叩 き、突 帯 上 に耳
席欺 粁 析 同簾 ヘ ラ謝 n 灰  色

155 60号住 1
土師器

皿

体 ・底 司
'国

%ヘ フ 剛 ち

内面渦巻状暗文
橙  色 白・赤色粒子

155 2
二 H印喬

甕A 内外面ハケメ にぶい褐色
やや粗
白色粒子、雲母

155 61号住 1
二帥 喬

不 A

Ｏ

Ｏ

Ｏ

‐２

４

４
体・底部手持ヘラ削り 褐  色 白・赤色粒子 灯明具

155 2
っ
０

７

・２
に

３
笹  色 Nl135

155 3 体部手持ヘラ削り
困

２‐

亀

陥

ユニ日中君害

甕A 外面ハケメ、内面ハケメ後ナデ 黄褐色
やや粗
白色粒子、雲母

Nα22 A21B24

155 5 (90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色
Nl11・ 3・ 5^v8
10-18

155 62号住 1
二日印希

イ A

‐２

■

４
体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

やや粗
白・赤色粒子

灯明具
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(法量は日径・底径 器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 琴号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

155 62号住
二 帥 喬

然 A
っ
０

３

‐４
に

４
体。底部手持ヘラ削り 茶褐色

マギ 租

白・赤色粒子
土 印 番

皿

つ
つ

ｏ

‐４
Ｇ

歩
橙 色 白・赤色粒子

155 63号住 1 珊触
０
０

１

‐２
に

４
褐  色

白・赤色粒子
雲母

黄褐色 白。赤色粒子 内外面黒色付着物

155 3 (90〉
体部肉外面、みこみ部暗更
底部手持ヘラ削り

橙 色
赤色粒子
圭 母 混入品か

155
土 H印器

皿

】
に

２
体・底部回転ヘラ削り 赤色粒子

黒包土蕎

必
ｍ６０５３

底部回転糸切り
内面ミガキ後黒色

灰黄色 やや粗 No10・ 15,16 体部外面塁書「万J

155
黒色土器

協

】

７

５

底 部 回転 糸 切 り後 付 高 台
内面 里 榔 黄褐色

ぐヾ 杜

赤色 粒 子 を多 量

155 7
黒 日 主 Itl

高台皿
底部付高台、内面ミガキ後黒色

白色粒子
雲母

155 須 思 希

笙E?
(50) 底都付高台 灰  色 白色粒子

155 9 灰糊阿器

椀
体・底部回転ヘラ削り、付高台 灰 白色

主 H巾喬

翁形土器
内外面ハケメ、径3 8cmの 孔 茶褐色

ぐ ギ 租

白色粒子、雲母
91号住

64手}tと 1
土師器
イA

５

一 体部手持ヘラ削り 橙  色 白、赤色粒子

156 2
土師器
牽A 内外面ハケメ 黒褐色

やや粗
雲母多量

Zも号4王

A21B24

156 65号住 1
察 思 喬

不
黄褐色 白、赤色粒子

156 2 (80) 底部及び底部周辺回転ヘラ削り 灰 白色 白色粒子

156 3 鞘籍
底部周辺回転ヘラ肖uり

底部回転糸切り
租 、日・亦 包 411+
雲 母

4
器
Ⅲ

師
Ｃ

土
奉

外面縦ナデ、ケズリ 茶褐色
粗、赤色粒子
小礫

電 門

l107～ 10■ 2～ 16

66号住 1
須恵器

杯
底部回転糸切り 灰  色 白色粒子 竃内

2 体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り

3 体部手持ヘラ削り 灰白色 白色粒子、小礫

4 須思 喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り
東 灰 包

～灰色
小礫多量 Nl16・ 11・ 18

5
土師器
小型甕C

体 樹
'回

転 ヘ フ同リ

底 部 回転 糸切 り
褐  色 狙、小礫多量 Nl17・ 9・ 12

6
ヾギ租
白色粒子、雲母

竃内

7
器

Ⅳ

師

Ｃ

上
窄

体部叩き後下半縦ヘラ削り
内面縦ハケメ

橙 色 竃内

8
主H41希

甕 CⅡ 外面二部叩き 褐 色 粗、小礫多量
砲 困

No4・ 16・ 17

67号住 l
主H‖希
甕A 内外面ハケメ 茶褐色

ギ マ 和

白色粒子、雲母

内

３

竃

陥

68号住 l 郎取
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 No19。 20

2
ｐ
ω

５

９
６

４
黄褐色

3
０

０

１

い
は

４
橙 色 赤色粒子多量

4 Nol,18・ 19 体部一部に黒色付着物

5 体部手持ヘラ削り

6 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 褐  色

7 土 H印蕎

皿
(4 4)

体、底部回転ヘラ削り
内面渦巻状暗文

橙  色

8
黒色土器

続

０

２

５

‐４

７

６

底 部 糸 切 り後 、付 高 台
内面 里 魯 黄褐色 粗

9
甲整型黒色土器

郵

(140) 体 部 手 持 ヘ ラ削り
内面 陪 ヤ 里 魯

須恵器
抹

体部回転ヘラ削り
席 獣 同 鎖 糸 初 り

灰  色 Nα22

灰釉陶器
協

ｐ
０
４

ω
Ｇ

，
底部付高台、内面施釉 オリーブ灰

緑釉陶器
協

(90) 底部付高台、内外面施釉 淡い緑

上師器
小I_lttC 茶褐色 白色粒子多量 No13・ 24・ 26

珊鉤
体部下半ケズリ、内面ナデ 褐 色

竃内 No4 5 6
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(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能 ,( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

69号住 1
主 H甲希

イA
翌

４

０
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

2
ワ

５

４
褐 色

黒色土器
抹

(64) 底部回転糸切り、内面黒色

土 師 器

皿
体部手持ヘラ削り

4小司ST持ヘフロ」り
底部糸切り後手持ヘラ削り

橙 色 No9 灯明具

ヱ

４

２
褐 色 完 品

7 黒巴上誘

椀

底部糸切り後付高台
内面ミガキ、暗文後、黒色 底部高台内に朱痕、スリ痕

灰釉陶器
椀

‐４

７

■
付高台、内外面施釉 灰  色 No10・ 11

灰釉陶器

皿

三彩陶器
春 外面を黄・黄緑・白に塗り別ける 灰白色 軟 質 完 形

11
須 恩 喬

鉢A
70号住 1

主HHj希

イA
Ю

５

４

底部回転糸切り後、手持ヘラ削り
外部手持ヘラ削り

橙 色 ピット内

2 内外面手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい橙色 赤色粒子
用 明 具

53号住No13

体部手持ヘラ肖」り、底部糸切り後
手 岸 ヘ ラ削|り 内 面 藷 寸 明赤褐色 Nl13・ 5,6

4
Ｏ

つ

２

‐２

５

４

体部手持ヘラ削り
底部回転糸切り、内面暗文

橙  色 赤色粒子 53手〕tとNo16

5 4小・瓜 樹S手荷 ヘ フ同リワ

内面暗文
明赤褐色

6
コ
０

７

Ｗ
Ｇ

９

体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色 赤色粒子 53号住No3

7 体部手持ヘラ削り、内面暗文
bも ‐4■

体部外面墨書「生J

8 (52) 体・底 部 手 持 ヘ ラ肖1り

内面 膳 寸 53テチ4とNo14

158 9 黒色土器
抹

(110)
内面黒色 にぶい橙色 体部外面墨書

辮静
K司

'ロ

リ 出 し局 言

内面ヘラナデ、黒色
白色粒子

内面に漆状付着物
53手}4と No2

察 思 喬

杯
底部回転糸切り 灰 白色 やや粗 全体に歪み

灰粗 la」 喬

鉢
底部静上糸切り後回転ヘラ削り
内面施釉 白色粒子 Nl122・ 31

咲糊 IAJ希

椀

体・底部回転ヘラ削り
内面施釉、付高台

土師器
小型甕A

ｐ
っ

れ

∞
Ｇ

ｉＯ
内外面ハケメ、底部木葉痕 暗褐色

租 、日 包 橿 十

雲母
No2

土師器
奉A 明赤褐色

内外面ハケメ にぶい赤褐色 亀

No20・ 21

(90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 褐灰色 竃内、N市 7■ト
19■6■ 7■ 921

味粗 IAJ希

長頸壷?
底部回転ヘラ肖1り

付高台、体部上半施鶏
灰  色

味細 阿喬

短頸壷 体部上半施釉 灰白色
NαZZ・ ZO・ Z0

29、 A24B25

71号住 l
上師器
邦A

底部回転糸切り後、体・底部手持
おヽラ肖1り

にぶい橙色 赤色粒子

2
(15

体部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 体部外面塁痕

72号住 1
主 瞬甲喬

皿

唄 剖∫回 転 糸 t7Jク後 、不・盗 樹6手荷
ヘラ削り

赤色粒子 体部外面墨書「子」2ヶ所

2
二 H甲稀

イA 体・底部手持ヘラ削り 橙色～
にぶい黄播埴 体部外面墨書

3
陵型黒色土器

不

】

■

５
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色

74号住 1
土師器
不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 Nα30 体部外面墨書「介」

2
‐２

４

３

底部回転糸切り後、体・底部手持
お、ラ瞥‖り

3
二 帥 喬

皿

セ

４

２

ワ

ａ

歩
体・底部手持ヘラ削り Nl1 12・ 20 体部外面墨書、ほぼ完形

159
７

２

６

‐２

４

２

体部手持ヘラ削り、底部回転糸切
り

竃 四

No5,6
早要型黒色土器

イ

つ
り
少

に
は
⊂

体・底 部 手 持 ヘ ラ削 り
内面 塁 魯 Nl133
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(法量は日径・底径 器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍナ

法

くｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 堵

159 74号住 7
火和阿絡
小瓶

底都回転糸切り、体部上半施釉 灰  色 No25

須 思 希

甕
外面叩き

3b・ υV・ 164i4王

A24B28
主 印 希

甕A 内外面ハケメ 明赤褐色
赤色 粒 子
三母

Nα 2・ 22・ 23

」二H甲名
=小型甕A

れ
Ｏ

Ｏ

“
は

‐４
内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色 雲母

鼈内 No8 9

76号住 1
土印 希
14N A

(56)
底 都 回 欲 糸 t7J後 体・凰 淵

'手
持 ヘ

ラ肖1り 、内面暗文
橙  色

珊が
Nα80

160
主HttrS

小型甕A 内外面ハケメ やや粗

二卸 喬

甕 A t15 色 やや粗、雲母

77号住 1
土師器
不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

2 須恵器
幸A 外面回転ヘラ削り

四 ―頁 仄

外 ―にぶい褐色
やや粗、小礫 35号住Nα2、 48号住、A21B25

3 須恵器
鉄A? 外面叩き 褐灰色 白色粒子 No3・ 4・ 5

4 須思器
甕

(112) 灰  色 Nt16・ 7
34・ 85'38=ナ tと 、10uINo12、 13γイ王、
A22B25

78号住 l
主 H甲 希

イA
底部回転糸切後体・底部手持へ

ラ削り
にぶい橙色 ほぼ完形

2 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

3 にぶい橙色 Nα3・ 4

4
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖1り
Nol・ 2 全体に歪み

5 底部回転糸切 橙  色 白色粒子 No2・ 6

6
二日印希

皿
体・底部手持ヘラ削り、やや厚ψ にぶい橙色 No8・ 12

7
土 H甲 希

不 A 橙 色 体部外面墨書

79号住 1
灰和陶器
平瓶

灰 白色

2 珊額
〇

一　

．

外面ヘラ削り、内面ハケメ 褐灰色 白色粒子、雲母
困

２

竃

血

80号住 1
土師器

HH
底部回転糸切 浅黄色

2
土 H甲喬

イA 底部回転糸切後ナデ 灰 白色 やや粗、小礫 ほぼ完形

3 底部回転糸切 灰オリーブ色 粗 No7・ 8 大きく歪 む

Ｏ

・

底部ナデ にぶい黄橙色

5 底部回転糸切 にぶい橙色 Nl12

土師器
高脚高台皿

底部付高台 橙  色

黒褐色 やや粗

81号住 1
主 H印喬

イ B 底部手持ヘラ削り 橙  色
芥 測S四 lal院 灰 俊 腺 刻

66号住 竃

須 思 稀

イ
(53) 底部回転糸切、外周手持ヘラ削り オリーブ灰色 白色粒子 Nol・ 4

須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 青灰色

82号住 1
土師器
菖lH盲41T 底部付高台 にぶい黄橙色 ほぼ完形

二 即 喬

皿?
灰黄褐色 A22B26

底部回転糸切 にぶい橙色

4
主 印希

高脚高台皿
底部付高台

5
x粗 la」 喬

椀
(70) 底部付高台、内面施釉 黄灰色 小礫

(70)
(58)

底部付高台、無釉 灰白色 A22B26

83号住 1
土師器
必A 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 No5・ 6・ 8。 9

2
土 師器

皿
底部回転糸切 橙  色 白・赤色粒子 Nol・ 2

3 体・底部手持ヘラ削り 竃内
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(法 量 は 口径・底径・器高の順 、一は計測不能、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 土 出上位置 備 考

83号住 4
二 月甲召再

皿

底部回転糸切後、体・底部手持へ

ラ削り
にぶい橙色 白・赤色粒子

竃 lAl

Noll

橙 色 白色粒子
竃 四

Nol

6
」二情甲名岳

イA にぶい橙色 竃内 体部外面墨書

7 須 息 器

蓋 A 灰～褐灰色

84号住 1
主 帥 絲

郷 A
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖可り 橙  色 日縁部内面黒色付着物

体・底部手持ヘラ削り
内一浅黄色
外―椿色

橙  色 小礫

5 底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖Jり

底部外面線刻「万」

7 体部外面塁書「生」

土 帥 器

皿
体部手持ヘラ削り Nl128

体・底部手持ヘラ削り 内外面黒色付着物

11
仄 XR卿橋

皿

底部付高台、内外面施釉 (はけ塗
り)

灰白色 白色粒子
転用硯か、内面赤色塗料付着、100
手夕tと Nα9

162 炊 和 paJ希

′卜瓶
体・底部回転糸切、体部上半施釉 Nl16

土師器
小型奉A 内外面ハケメ 明赤褐色 白色粒子、雲母 100号住Nα 8

162
主 即 葛岳

奉 A 橙  色

工 即 喬

羽 釜 A A21B24

85号住 1 須 思 器

イ 灰褐色

2 底部回転糸切 灰黄色

3 須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 黄褐色

4 灰  色

86号住 1
主 即 喬

不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 小礫、赤色粒子 ピント4

2 体部手持ヘラ削り

3 鞘呻
( 内外面ハケメ 黒褐色

4 須 恵 器
落 外面叩き 暗緑灰色 やや粗 転用硯、朱痕、スリ面

87号住 l 鞘胤
体・底部手持ヘラ削り 褐  色 灯明具

2 (58) 内一黄橙色
外―構色

3 底部回転糸切 橙 色 体部外面墨書

4
主 厨印希

甕A 内外面ハケメ にぶい橙色 雲母、小撰 No4・ 6・ 7

89号住 1
土師器
然A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

2 0) 底部回転糸切 赤色粒子
本 訃 タト回昼 音

102号住No10

3
邦

底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい赤褐色

上 麟甲希

甕A? 底部ヘラ削り
内一明黄褐色
外引こボヤ崎悟有

5
主 印 喬

小型甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色 やや粗
電内
No 10

主 H‖希
羽釜A 内外面ハケメ No2・ 12・ 17

90号住 1
二 呂印名岳

甕A
６

〇

一

内外面ハケメ、底部木葉痕 暗赤灰色 Nol・ 10ヽv14

2 にぶい赤褐色
ギギ租 、日色柾十

雲 母

No6・ 9。 11-
13

91号住 1
二 印 希

イA 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 赤色粒子

主 印 希

皿
体・底部回転ヘラ削り 底部外面塁書
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種

量

ｍ
ケ

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

91号住 3 燕 9主 喬

高台皿?
内面黒色 にぶい橙色

4 味細 ltJ喬

椀
内面と外面の一部に施釉

93号住 l
」二H甲君岳

郵 A
体部手持ヘラ削り、底部回転糸切
内面暗文

赤褐色 赤色粒子 Nα 28・ 40

2 須 思 喬

イ
底部回転糸切 灰  色 白・黒色粒子 Nα5,8

3 灰 白色 Nα38・ 39・ 42

4 須 恵 器
惑

一
Ｉ

一

外面叩き、内面ナデ 暗赤灰色 白色粒子 No16・ 41 85号住、A20B24

5 察 思 喬

長頸壷A 赤灰色 No9 67号住

6
主 Hn喬
甕A 内外面ハケメ 赤褐色 雲母

No18。 19・ 20・

22・ 24・ 26

7 内外面ハケメ、底部木葉痕 白色粒子、雲母 23・ 2527・2932

94号住 1
黒色上益

高 台 皿

底郡回転糸切後、付高台、内面黒
色

浅黄橙色 体都外面墨書?

95号住 1
須恵器

抹
底部回転糸切 明オリーブ灰色

96号住 1 灰 白色

2 察 思 喬

高台杯B 底部回転糸切後、付高台 灰褐色

97号住 1
須 思 喬

イ
底部手持ヘラ削り 灰白色

2 Nα 8・ 9

3
上 帥喬

小型甕 D

〇

一　

一

外面カキメ 灰掲色 やや粗

4 須恵器
書? 灰  色 白色粒子 59・ 6卜 93号住No31、 ■5号住

99号住 1
二日甲喬

罫 A
瓜 樹S四監 木 f/」 佼 、件

°
底 司S子村 ヘ

ラ肖lV9、 内面暗文
にぶい橙色 No20・ 21

2
瓜 酎S回継 糸 L7」俊 、体・底 封も手 荷 ヘ

ラ肖Jり
赤色粒子 No8

3 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 Nc126

4
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り
にぶい橙色 No29

5 須 恵 器
抹 底部回転糸切 にぶい黄橙色

駅賃

赤・白色 粒 子
日縁部内面に黒色付着物

6
歩
６

一

灰  色 31号住

7
仄色 p、 /vIっ に

にぶい橙色
日 包 41r十

砂粒少量

8 須 思 喬

凸帯壷
肩部凸帯上に耳 暗オリーブ灰色 No2

31・ 33・ 38・ 107・ 115・ l17・ 124・ 13ユ

142号住、その他

9 須 思 器

壷?

一
４

一

外面叩き、底部と周辺ナデ 白色粒子、小礫 No31・ 32・ 33

底部回転糸切 灰 白色 白色粒子

100号住 1
土師器
言 合 杯

底部削り出し高台、高台周辺回転
糸切、内而・みこみ部暗文 橙  色 赤色粒子 底部外面に線刻

2 主 H甲喬

邦A 体部回転ヘラ削り、内面暗文

3 (55) 体部手持ヘラ削り、底部回転糸切 白色粒子

165 4 底部回転糸切後、ヘラ削り にぶい黄橙色 赤色粒子 No56

5 察思希 r

高 邦
橙  色 脚部片

6 須恵 器
抹 灰 白色 白・黒色粒子 竃内

7 底部回転糸切 灰  色 白色粒子 No28・ 29

8 底部回転糸切、周辺回転ヘラ削り

9 底部回転糸切 灰 白色 Nol・ 3

No37・ 48

No31・ 41

底部回転ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 No2ユ 77号住

13
須 思 喬

高台不B 底部回転ヘラ削り後、付高台(欠 ) 灰白色 白色粒子 No5。 32

14
主 H市絡

イ B
(94) 橙  色

底 樹S外 国 繰 刻

77手}4とNl19
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、く )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

100号住
器
Ⅱ

師
Ｃ

土
甕 外面かすかに叩き 橙  色 白色粒子

亀 困

No50・ 52

須 恵 器
塞

外面底部叩き 緑灰色 白・黒色粒子 66・ 68・ 84■ 04・ 107号住、その他

17 鍔脚
８

一 にぶい黄橙色 白色粒子

須恵器
鉢A 外面叩き 赤灰色 A21B25

須思器
甕

灰  色 白・黒色粒子
Na3 10 17 20
22 23 26 35 84・ 113号住

102号住 1
主HHJ喬

不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 Noll 灯明具

2
上 BHI希

皿
体・底部回転ヘラ削り にぶい黄橙色 やや粗

3
上 H印喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り、内面暗文 橙  色 Nα9。 16 体部外面墨書「木」

4
土師器
著A 内外面ハケメ 赤褐色 雲母 No17・ 20

103号住 l
希
Ⅲ

帥
Ｃ

土
奉

６

一 外面ヘラ削り後ナデ 橙  色

104号住 1
主 叩 喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

2 体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
状暗文

3 体・底部手持ヘラ削り

4 Ｏ

・

膠・凰 樹
'回

路 ヘ フロリ 、四 回 Vlalな

状暗文
No7 8

5
土師器
奉A

５

一　

．

内外面ハケメ 赤褐色 白色粒子、雲母 Nl111・ 16

6
灰釉陶器
長頸

=?

底部 回転 ヘ ラ削 り、付 高 台 、外 面
怖鍮

灰白色 白色粒子 Nl124

7
察 思 希

横瓶
外面叩き 灰 色 120手 }4とNoll

167 8 須 思 喬

甕

内

２５
電
血

転用硯

105号住 1
土 H印締
年A

ほ封S回審 糸切俊 、件・瓜 司∫千村 へ

ラ削り
橙  色 赤色粒子 No24・ 25

2 体・底都手持ヘラ削り

底 淵∫回転 糸 ty」後 、杯・低 淵
'手

持 ヘ

ラ削り

体・底部手持ヘラ削り
灰褐色

～糖色

体部手持ヘラ削り 明赤褐色 No8

主 H甲喬

皿

膵・底部手持ヘフ削り
(底 面九く仕上げる)

橙 色 黒色粒子

7 灰44HlaJ希

段皿
何 局言 、円タト回瓜 樹

`~紳
施 粗 (ぼ

け塗り)

灰 白色 若千歪む

二帥 益

邦 A 体部外面塁書

11 須 思 喬

短頸壷?

外面―赤灰色
肉面_害 灰魯

A20B26

土師耕
甕A 内外面ハケメ 明赤褐色

No29・ 36・ 39・

41

土師器
羽釜A

106号住 1 珊粘
黒褐色

2 底部ヘラナデ にぶい橙色 やや粗

3 底部回転糸切 橙  色 赤色粒子

168
上師器
笥脚高台ll

付高台

168 5
二 日印需

甕A 内面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色 粗、雲母

107号住 1
主 即 器

邦 A
凰 淵∫口著 禾 切 俊 、体・農 樹

'手
持 ヘ

ラ削り、内面暗文
橙  色 ほぼ完形

2 (58) 体・恩 都 手 持 ヘ フロЧり、底 凱
'口

称

糸切、内面みこみ部暗文

3
土 HRI希

皿
体部回転ヘラ削り Nl122

4
」二日甲君缶

蓋 A
外 lH回転 ヘフ同り 、四回油 呑 択 暗

文
明赤褐色

5 須 思 希

イ
底部回転糸切 灰  色 白色粒子
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

107号住 6 須 息 蕎

然
0) 底部回転糸切 灰黄色 No8

7 須恵器
高台邦?

底部静止糸切後回転ヘラ肖Jり、付
高台

灰白色 やや粗 No24

8 須恵器
蓋A

６

一　

一

外面回転ヘラ削り オリーブ灰色

珊棘
にぶい橙色 底部外面墨書、線刻

二 日甲喬

甕D 体部縦ヘラ削り 橙  色

168
主 即 希

円筒土器
外面ナデ にぶい橙色 粗、白色粒子

竜困
Nα13・ 23

168 須 恵 器
落

一
６

一

暗オリーブ灰色 Nα20 99号住番号8と 同一の可能性

109号住 1
土師器
邦A 底部回転糸切 橙  色 赤色粒子 Nl18

2
土 師器
m 体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子

3
炊和阿補

椀?
付高台 にぶい黄橙色

4 隊 細 pFJ誘

椀 (66)
付高台、内面施釉 白色粒子 No23

168 5
主 印 襦

鉢Al 内外面ハケメ にぶい赤褐色 白色粒子、雲母

6
止 印 喬

甕A 雲母 No2

110号住 1
土師器
邦A

体・底部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色 Nα9 体部外面墨書

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文
Nα2・ 7 ほぼ完形

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 赤色粒子 No24

Nl120・ 21

5 にぶい橙色 Nl123 完形

底郡回転糸切後、体・底部手持へ

ラ肖1り 、内面暗文
明赤褐色

7 体部手持ヘラ削り、底部回転糸切 にぶい赤褐色 白色粒子 器面荒れ

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文
赤色粒子

ほぼ完形
111手チ4とNo22

土日

“

器
高台邦

底部削り出し高台 橙 色 ほぼ完形

10 宏 思 誘

甕
４

一

外面叩き
円―禍灰色

外―にぶヤヽホ格色
白色粒子

11
二 日印益

甕A
一

８

一

内外面ハケメ 灰褐色
ギ マ 租 、日 日 秘 十

雲母
寵内、NQll■ 3・

14 17 19・ 22

169 111号住 1
主印 rs

邦 A
眠 樹

'回
転 糸 切 後 、杯 抵 樹S手持 ヘ

ラ削り、内面暗文
橙  色

2
眠部 凶私 糸 tyJ後 、杯・瓜測∫手持 ヘ

ラ肖」り
No7

3
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文
No9 A24B27

4 Nl118。 19 ほぼ完形

169 5 No2
内外 面 共 摩 滅
庄報 猟 面 黒 喜

169 6 Nl16 ほぼ完形

7
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

黄橙色

8
土師器
高台イ

底部削り出し高台、体部回転ヘラ
削り、内面暗文

にぶい橙色
亀 内

Nl123

9
土師器

皿
体・底部回転糸切 橙  色 Nl1 12・ 13

主 H甲喬

杯 ?
体部外面線刻

須 思 希

高台邦 A
(78) 底部回転糸切後、削り出し高台

須 思 喬

壷?
底部回転ヘラ削り、付高台 緑灰色

底部外面転用硯
スリ而

112号住 l
須恵器

郷
底部回転糸切 明オリーブ灰色

2 灰 色

3 オリーブ灰色

4 (62)

5 須 息 希

高 台 邦
底部回転ヘラ削り後、付高台 灰 色 Nl18
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
且
星

ｍ＞

法

くｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

112号住 6 須 恵 器
言 合 抹 灰 色

7 (78) 底部回転ヘラ削り後、付高台 オリーブ灰色 白色粒子 Nl112

察 思 喬

若 A 外面回転ヘラ削り 灰黄褐色 白色粒子 No2～ 5

9
主 H甲喬

小型甕C
ロクロナデ 橙 色 やや粗、白色粒子

10
上 H巾器

小型甕A 内外面ハケメ 褐 色 粗、白色粒子

113号住 1
主 H中恭

邦 A
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文 赤色粒子 灯明具、ほぼ完形

2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい赤褐色 体部外面墨書「又」

器
杯

師
台

上
高

俗・底 司
'口

監 ヘ フロリ 、瓜 司S日 り 出

し高台
にぶい橙色

4
主 H甲喬

皿
体・底部回転ヘラ削り 橙 色 赤色 粒 子 竃内 体部外面墨書

5 白・赤色粒子 Nα7 8

6 赤色粒子 底部外面墨書

7 ５ ０

．
底部内・外面線刻

8
土師器
蓋A No29

9
黒色土器

抹
底部回転糸切、内面ミガキ後黒色 にぶい橙色

察 思 喬

不
(51) 底部回転糸切 灰白色 白色粒子

主 H甲喬

小型甕C
ロクロナデ にぶい橙色

主 帥 喬

甕A 内外面ハケメ 暗赤褐色 白色粒子、雲母

114号住 1
二 帥 希

イ A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

2 底部静止糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文

3
器
メ

師
台

上
高 底部削り出し高台、内面暗文

4
二 H甲喬

郵D 体・底部ナデ にぶい橙色 やや粗 灯明具

5
二 HRI喬

皿 橙 色 Nl124・ 25

6
F髪型黒ヒ上rf

不
体・底 部 手 持 ヘ ラ削 り、内面 暗 文
里魯

7 察 思 喬

高台邦 A 底部付高台、ナデ 灰 色

8
土師器
邦A

凰濁
`静

上糸切後、体・瓜ヨ
`手

持人

ラ削り、みこみ部暗文
にぶい橙色 底部外面線刻

9 (50) 底部手持ヘラ削り

須 思 孫

長頸壷A
ロクロナデ 灰 色

土 H甲 喬

甕CV 外面カキメ、内面ナデ にぶい橙色

灰釉陶器
壷?

外面施釉 暗赤褐色 やや粗、白色粒子 113号住、A21B28。 30

土師器
磨 A 内外面ハケメ 粗 Nc128

暗褐色
やや粗、白色粒子
雲母、小穫

体部下半スス付着
A23B28

115号住 1
二 日甲喬

イA (60) 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

2 (95)
体部ナテ、横ミガキ、底部糸切後
ナデ

3
主 H旧 希

皿

体部手持ヘラ削り、底部糸切後
手持ヘラ削り 黄橙色 赤色粒子 No30

4 体・底部手持ヘラ削り 白色粒子 No22・ 23

5 黒色土器
続 底部回転糸切、内面黒色 橙 色

内

３‐

電

血

6 Nα29・ 34

7 底部ヘラ削り、内面ミガキ後、暗文
黒亀 Nα l・ 2

8 須恵 器
協 底部回転糸切 にぶい橙色 白色粒子

9 (68) 灰 色

須恵器
高台邦?

底部糸切後、付高台
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種 睡
師

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

115号住 11 斜頬
(64) 底部回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

咲fRIHJ喬

段皿
付高台、内外面施釉 白灰色

主 H印喬

皿
体・底部回転ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 体部外面墨書

土 即 希

邦 A 底部内・外面線刻

土 帥 益

窒 A 内外面ハケメ 明赤褐色 白色粒子、雲母 Nα 5

籍鱒
内外面かすかに指頭痕 灰  色 白色粒子、小礫 Nα 26・ 27

116号住 1
主 H四喬

イA
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖可り
にぶい褐色 白色粒子 No22・ 24

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 にがい黄褐色

主 H甲益

皿
(60)

底 濁
'回

転 糸切 後 、杯・底 測S国監 ヘ

ラ肖」り
にぶい橙色 No10・ 27

土 H印喬

蓋 A
亀 円

No2・ 3,29

土師器
をA

〇

一　

一

内外面ハケメ にぶい赤褐色 No6・ 23・ 31

117号住 1
土師器
m 体・底都手持ヘラ削り 暗褐色 竃内

仄柵 IFJ喬

椀
(86) 付高台、内外面施釉 灰白色

主 印希

篭形土器
内外面ハケメ 暗茶褐色

ギ ギ 租 、日・亦 包

粒子、雲母

118号住 1
二 日甲喬

皿
体。底部手持ヘラ削り 橙  色 やや粗 No2

土帥喬

牽 A 内外面ナデ
粗、自・黒色粒子
雲母

119号住 1
土師器
m 体・底部手持ヘラ削り Nl16・ 15・ 17

2 黒 色 主 誘

椀
内面黒色 褐 色 雲母

172 3
上HHJ訴

小型甕A 内外面ハケメ 暗褐色
ギギ租 、日包 任す

雲母

Nll l,7・ 13・ 14・

16・ 18。 19

4
器
Ａ

師
釜

土
羽

橙 色
ギギ租
雲母多量

Nl18・ 10,11

5
土師器
皿?

底部外面墨書

172 120号住 1
土師器

m
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラき‖り 赤色粒子 体部外面墨書

172 2 ) 体・底部手持ヘラ削り 体・底部外面墨書

172 3
窯色 主喬

ラF?
内面黒色

172 4
土 師 器

皿
体部外面墨書

5
上師器
落A 内企面ハケメ にがい黄橙色

やや 粗
三母

121号住 l
土師器

皿
体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
状 H菩支

にがい赤褐色

172 2 須 思 希

イ
底部回転糸切 浅黄橙色

172 3 須 思 喬

高台イ
底部回転糸切後、付高台 灰 色 Nl12

4 鰯熱5 須 恵 器
恋

(140) 粗
白色粒子、雲母

Nl15・ 8 須恵器の焼成不良品

6
五 日甲喬

小41tt C

(140)
ロクロナデ にぶい褐色 粗

白れ貯子

7
主 印 喬

甕CI? にぶい橙色 Nl18・ 10

8 須恵器
甕

内外面ナデ 灰 色
話 /Nl

Nl111・ 16

122号住 1
土師器
然A

体部わずかに手持ヘラ削り、底部
糸切後、手持ヘラ削り、内面暗文

橙 色 Nl14・ 5 底部外面墨書

2 須 恵 器
蓬 外面叩き、内面青海波 にぶい赤褐色

123号住 1
上師器
邦A (60) 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

土師器
奉CⅣ?

外面ハケメ、内面ナデ 橙 色
やや 粗
三科

124号住 1
土師器
鉢A

(110)
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文

2
土師器

Hn

体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
十 日をす 赤色粒子

3 須恵器
恋

〇

一　

一

褐灰色
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(法量 は口径 ・底径・器 高の順、一は計測不能 、( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器種 睡
でｃｍ，

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 月台    土 出上位置 捕 考

125号住 1
二HRI稀

イA
体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文

明赤褐色 体・底部外面墨書「北」

126号住 1
主 帥希

邦 B
体郡縦の暗文、底部手持ヘラ削り後
ナデ、内面みこみ部暗文状ミガキ 橙 色 Nl13,7

2 須恵器
邦

底都回転ヘラ切後、手持ヘラ削り 灰白色 やや粗、小礫少量

3
土師器
小型甕C

ロクロナデ 暗褐色 やや粗、雲母

127号住 1
土師器
邦A 体部手持ヘラ削り 褐 色 体部外面線刻

2
主 H四喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 暗褐色 竃内

3
二 印 喬

甕A 内外面ハケメ 雲 母

128号住 1
」二日中君岳

郷 A
体部手持ヘラ削り、底部回転糸切
内面暗文

にぶい橙色

2
土 帥 希

小型甕C? 内外面ナデ 赤色粒子

3 内外面ナデ、底部回転糸切 暗褐色 白色粒子

175 129号住 1 ”瘤
(40) 底部手持ヘラ削り 橙  色 底部外面線刻

2
主 H甲喬

小型甕B 内外面ナデ、底部木葉痕 にぶい橙色 白色粒子

175 3 (70) 明赤褐色 白色粒子、雲母 Nl12・ 3

175 4
」二日中

=岳甕 CV 外面カキメ 橙  色 Nl16・ 7・ 9

175 130号住 1
土師器
t/1N A

体部手持ヘラ削り 赤色粒子

底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖‖
り、内而暗支

No6

3 体部手持ヘラ削り
肉

１

亀

陥

4
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

竃 肉

Nl15・ 8

5 にぶい褐色 赤色粒子

175 6
土 fln喬

皿
内面放射状暗文 明赤褐色

7
器
Ⅳ

徳
納 付高台 橙 色

須恵器
長頸

=C
ロクロナデ 青灰色

重G頚か、110・ 115号住
A24B27

9
二 日甲喬

イA 底部外面塁書

内面暗文 底部外面墨書「氏」?

175 131号住 1 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 赤色粒子

175 2
土師器
払? 内面暗文 にぶい黄橙色

132号住 1
土師器
必A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

臼・赤色粒子、砂
粒

体部外面墨書「吉」

2 白・赤色粒子
体部外面墨書
154手争住Nol

3 黒 t■ i希
不

底部回転糸切、内面ミガキ後
黒色 黄褐色

やや粗 、白色粒 子
三母

175 4
ギ安翌黒t土器

不
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色 白・赤色粒子

175 土師器
甕A 内外面ハケメ 茶褐色

ヾ ギ租 、日B柾 す

雲母
Nl17 1311}4と Nα8

6 珊知
(90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 暗褐色

粗、自色粒子、砂
粒、雲母

亀 阿

No3・ 8

133号住 1
土 帥器

皿
体部手持ヘラ削り 黄褐色

やや粗、自・赤色
粒子、雲母

2 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

3 暗褐色

4
上 帥 器

耳皿

９ ５

５ 。

．

底部回転糸切 黄褐色
や禦粗、臼a位子
雲母

5
甲斐型黒色土器

邦
体・底部手持ヘラ削り 黒褐色

日・亦 ヨ 柾 十 、雲

母
竃 内

6
上 帥 喬

罫 A にぶい橙色 白。赤色粒子 底部外面墨書

7 上 H中喬

甕 A

∝

一　

一

内外面ハケメ 茶褐色
ギ ギ私 、日9 1rf
雲母、小礫

No4・ 5

8 須 恵 器
∴ 幕 暮 肩部凸帯上に耳、外面叩き 灰 色 白色粒子、小礫

四

１

竜

ＮＯ
27・ 31・ 35・ 87・ 104号住、その他

176 135号住 1
土師器
邦A? (70) 底部回転糸切 褐 色 137号住
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(法 量は 口径・底径 ・器高の順 、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

136号住 1
須恵器

係
底部回転糸切 灰  色 やや粗、白色粒子

137号住 1
土帥 器

罫 A 底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

176 2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 No3・ 5

3
土 印 孫

皿
淡褐色 No4

4 察 思 喬

高台郵 A 底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色

5
底 樹S糸 切 俊 、回 転 ヘ フロリ 、何 局

暗青灰色

6 須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 暗灰色

7 褐  色

8 須 思 盃

長頸壷C
ロクロナデ 暗青灰色 やや粗

邑 G類か
110。 111号住、A22B29

須 思 孫

イ
灰  色 体部外面墨書

上BHI蕎

甕CI
ロクロナデ 淡褐色

粗、小礫
務 貯 塚 喜 竃 内

11
土師器
奉A? 内外面ハケメ、底部木葉痕 掲 色 やや粗、雲母多量

138号住 1
土師器
邦A

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖lt9、 内面みこみ暗文
橙  色 赤色粒子

2
体・底部手持ヘラ削り、底部ミガキ、
すデ

体部外面から底部にかけて墨書、
「F口」らしく見えるが不明

3
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖Jり
底部内外面、線亥1

体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子 灯明具の可能性あり、ほば完形

土師器

皿
赤色粒子 ほぼ完形

町
イ

体・底 部 手 持 ヘ ラ削り、内面暗 文 、
里 魯

白・赤色粒子 No25・ 27

7
二 日印盃

イA 底部外面線刻

8 体部外面墨書

9 須恵器
邦

底部回転糸切 灰  色 白色粒子

( 底部手持ヘラ削り 緑灰色

底部回転糸切 灰  色

( 7) 暗緑灰色

灰 白色

ぐヾ社 、」?ぐ駅箕

白・黒粒 子
ほぼ完形

15 須恵器
高台邦B 底部回転ヘラ肖1り 、付高台 橙  色 白色粒子

宏 思 喬

高台不A
底部回転糸切後、回転ヘラ削り
付高台

灰黄色 白・黒色粒子

須 恩 希

蓋 A 明赤褐色 自色粒 子

外面回転ヘラ削り 灰黄色 白・赤色粒子 Nl134

177 須 恵 器
高係

灰  色 白色粒子

土師器
小型華C 底都回転糸切、内外面ロクロナデ 橙  色 白。赤色粒子

竃内、Nol・ 22.

31・ 40
110号住

177
主 即 喬

小型甕A? 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色 白色粒子、雲母 No53

177
主 印 喬

甕A 内外面ハケメ 5Ⅲ 5254・ 56・58 番号21と 同一の可能性

177 揺脚
内外面ロクロナデ、底部回転糸切 灰白色 白色粒子

Nα20・ 24。 26・

28・ 29,30・ 46
ほぼ完形

177 須恵器
外面叩き、底部ナデ 灰褐色

177 139号住 1
土師器
邦A

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖」り
淡橙色

177 体・底部手持ヘラ削り 褐 色 体部外面墨書「立」

177

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色
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(法 量は 日径・底径 ・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推 定値 )

挿図番号 出 土 地 点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

139号住 6
上 Hm希
邦 A 体・底部手持ヘラ削り 褐 色 竃内

7 赤褐色 底部外面線刻

8
土師器
高台郭

底部削り出し高台、内面暗文 白褐色 体部外面墨書

9
二 即 喬

皿
体・底部回転ヘラ削り 橙  色

嬢 笥S糸 t7J俊 、葎 弧 部 回転 ヘフ同」

り
やや狙

内
１２

電

Ｎα

体・底部回転ヘラ削り

体・底 部 回転 ヘ ラ削 り、内面 渦 巻
股 膳 寸 Nα 4・ 5

黒色土器
抹 内面黒色 褐 色 体部外面墨書

底部回転糸切、内面黒色 白褐色

須 思 希

壷?
６

・

付高台 灰  色

灰釉陶器
長類壷

外面施釉 灰白色

土師器
小型甕A 外面ハケメ、内面ハケメ後ナデ 暗褐色 雲母

内外面ハケメ、底部木葉痕
ギ ギ 租

雲母

珊熱
内外面ハケメ 雲 母 竃内

橙 色

140号住 l
主HHI稀

イA 体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 ほぼ完形

2
土 師 器

皿

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り
え 形 ぐめ 0か全 む 、日稼 司Sグト国 に

スス付着

141号住 l 珊廂
静止糸切後底～体都手持ヘラ削
り、内外而・みこみ部暗文

灯明具
体部外面焼成後刻書「寺 J

2 赤色粒子
底部外面焼成後亥I書 I寺 」
140号住

3 底郡手持ヘラ肖」り、内面。みこみ部
暗文

にぶい橙色
灯明具
み●み報 749夕‖

4 底部手持ヘラ削り、内外面。みこみ
部暗文

明赤褐色
割 明 具

礎 部 外 而・み こみ 部 譲 亥1

5 橙 色

178 6 籍服
底部手持ヘラ削り、みこみ部暗文 白。赤色粒子 No47 みこみ部線刻

7 珊期
底部手持ヘラ削り 明赤褐色 底部外面線刻

8
土帥器
甕CⅢ 内外面ハケメ 橙  色

粗
白色粒子、雲母

9
上 印 喬

甕CⅣ にぶい橙色
粗
白色粒子

主 餌印喬

小型甕 E 橙  色
租

白色粒子、雲母
Nα42

器

Ｖ

師
Ｃ

土
李 外面カキメ にぶい赤褐色

日・バ t■柾十
雲母

上師器
小型著B

８

．

内面ハケメ 橙 色
粗、白色粒子、雲
母

竃 肉

No31,32 表面風化

J二日甲
==奉 B (10 0) 外面ハケメ、ヘラ削り、内面ハケメ 粗

白色粒子

内外面ナデ にぶい橙色
やや 粗
白魯 対 年

竃円
No5・ 6・ 18・ 19

内外面。底部ナデ 橙  色 Nl1 15・ 17・ 40

土師器
球胴甕A 内外面ハケメ、胴下半ナデ 白・赤色粒子 範内、No3 9 39

43・ 44 45 50

142号住 1
須恵 器

抹 底部回転糸切 青灰色

2 (68) 灰 白色 軟質 底部摩耗

3
上即 喬

不 A 底部外面線刻「井」

4
二 印 喬

小型甕A (

内面ハケメ 明赤褐色 やや粗 竃

143号住 1
二 H印喬

皿
(

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り 橙 色 赤色粒子

2 (54 底部回転糸切 竃内

3
主 H甲孫

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 明赤褐色 やや粗 外面摩耗

4 内 面 ハ ケメ
や や 社

室 母
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍ＞
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

144号住 1
主HHJ喬

イA 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 赤色粒子 体部外面塁書

2 体部手持ヘラ削り、内面暗文

3 体部手持ヘラ削り 体部外面墨書

4
上 出 喬

皿

5 体部回転ヘラ削り、底部回転糸切 白・赤色粒子

6
黒色土器

係
内面黒色 にぶい黄橙色 白色粒子

7
底 司

'口
弘 糸 t7」 、四 回 ミ刀 キ 復

黒色

8
二 印 君ξ

甕A 内外面ハケメ 橙 色 雲母

9 Nα 21・ 24

器
？獅

箱
ロクロナデ 淡黄色 白・黒色粒子

11
土師器
奉A 内外面ハケメ、底部木葉痕 明赤褐色 白色粒子 No4・ 6

12
須恵器

奉
外面叩き 灰  色 No8・ 9

13 須 思 喬

凸帯壷
外面叩き、凸帯上に耳 褐灰色

145号住 1
主ド印希

邦 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

2
主 帥 呑

皿

底部糸切後、体。底部手持ヘラ削
り

にぶい橙色 赤色粒子 体部外面墨書

3
土師器
奉A 内外面ハケメ にぶい赤掲色 雲母多量

146号住 l
須恵器
イ

底部回転糸切 オリーブ灰色 Nl1 1・ 2
ほぼ完 形
依 獣 猟 面 線 夕‖「十 1

2
二 H甲 希

甕CⅡ 外面ロクロナデ、かすかな叩き 橙  色

147号住 1
土師器
郭A 体部手持ヘラ削り 明赤褐色 赤色粒子

2
土師器
小型甕A 内外面ハケメ 赤褐色 雲 母

肉

１１

亀

Ｎｏ

珊熱
明赤褐色

器

Ｉ

師

Ａ

上
鉢 内外面ハケメ、底部木棄痕 赤褐色 No l・ 2,8

148号住 l 鰤駆
眸 神 手 持 ヘ フ ロWり 、瓜 司SttPAFtt b/」

後、手持ヘラ削り
橙 色 白・赤色粒子

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 Nα20

二 日中幕

皿?
体・底部回転ヘラ削り 明赤褐色 No 12

4
器
邦

師
台

上
高

体・底部回転ヘラ削り、削り出し高
台内面暗文

赤色粒子

土師器
阻

体・底部回転ヘラ削り 橙  色

主HRI苓

蓋A 外面回転ヘラ削り 白色粒子

7 須 思 番

高台不?
底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色

須恵器
蓋A

土師器
小型奉A 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色 雲 母

(170)
内外面ハケメ にがい赤褐色 No25。 29

11
主 即 喬

甕A 赤褐色

182

182 149号住 ユ
土 H中器

邦 A
咀』∫口慾糸t7J後 、杯°lFN笥∫キ持劣

ラ肖」り
にぶい橙色 赤色粒子

(46) 体・底部手持ヘラ削り にぶい赤掲色 やや粗、赤色粒子

橙 色 体部外面墨書

土 師 器

皿

咀部 回転 糸 切 後 、体・瓜 測∫キ 膏 ノ

ラ肖‖り
底部外面に線亥1

甲斐型具色と器
杯

体部 手 持 ヘ ラ削り、内面 暗 文 、黒
御

にぶい橙色
肉

４

竃

ｈ

7 緑釉陶器
耳皿?

(60) 全面施釉
淡 黄 ～
湾 昔 搭 魯

151号住
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(法量は 日径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土ナ也点 番 号 器 種

量

ｍ
ナ

法
“

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 柄 考

149号住 8 灰織陶器
酷 m 付高台 灰 白色

9 珊増
明赤褐色 体部外面墨書

内面暗文 橙  色

土師器
甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色

ギ ギ 租

白色粒子

内外面ハケメ 竃内

150号住 1
須恵器

抹
底部回転糸切、周辺回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子、小礫 Nl14・ 5

2 No3・ 5

3 底部手持ヘラ削り? 灰白色
やや軟質
白色粒子

外面摩滅し技法が不明

底部回転糸切、周辺回転ヘラ削り

5
土師器
小型蓬C

ロクロナデ
四 一橙 色

外―黄褐色
イマ 祖

白色 粒 子 、小 礫
No7・ 15

土師器
奉A 内外面ハケメ 茶褐色

Nα 19・ 22・ 23・

26

7
器

Ｉ

師

Ｃ

土
奪 内外面ロクロナデ 黄 橙

ギ ギ 社

/1ヽ 礫
Nα 9。 11

主 H甲孫

甕CⅡ
ロクロすテ、外面上半かすかにロロ
き 黄橙色

やや程、白・赤色
粒子、小礫多量

No9・ 13ハャ15・

18

底部回転糸切、外面かすかに叩き
ロクロナデ 橙  色 14-16

151号住 1
土師器
郷A

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖1り
にぶい橙色 赤色粒子 灯明具、ほぼ完形

土 師 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 黄橙色

土師器
小型奉B 体・底部ヘラ削り、内面ナデ 明赤褐色 粗、白・赤色粒子

亀 困

No16・ 30

上 即 誘

甕CⅢ 内外面ナデ 暗褐色
やや粗、軟質
白色粒子

152号住 1
二即 希

不 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

2 体部手持ヘラ削り 暗赤褐色 白色粒子

体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色
ギ マ 祖

白。赤色粒子
土師 器

皿

(10 0)

橙  色

鯨 粗 IFJ希

椀
内外面施釉 灰 白色

153号住 1
二日印希

不 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖̈ 赤色粒子 体部外面墨書「万」

体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 赤色粒子

橙 色

明黄褐色 Nl140・ 46

183 8 橙  色 赤色粒子

にがい美橙色 赤色粒子 Nc130

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 明赤褐色

12 (42) 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

13

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい黄橙色 No10・ 38

15 にぶい褐色

(70)
体・底部回転ヘラ削り、内面暗文、
みこみ部十宇状暗文

明黄褐色
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(法 量は口径 底径 ・器高の順、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

153号住
二 日中毛患

皿

底淵
'回

転 木切復 、体・瓜 淵
'手

荷 ヘ

ラ肖」り
橙  色

体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

底部外面墨書風墨痕

体・底部回転ヘラ削り 赤色粒子

体部外面線亥1

体・底部手持ヘラ削り

黒色上器
係

底部回転糸切、内面黒色 明黄褐色

F斐型黒色上器
邦

体・底 部 手 持 ヘ ラ削り、内面 ミガキ
里 魯

困―狭色

外―にぶヤ域橙色

橙 色 体部外面昌書

黒色 主 喬

高台皿
付高台、内面黒色 浅黄色

窯包主喬

椀
イ (80) 浅黄橙色

須恵器
長頸壷A 灰 白色

灰和陶器
柿 付高台、内面～口縁部外面施釉

付高台、内面施釉
内一方リーブ灰色
外―灰白色

No32 底部外面ヘラ書

仄和 阿喬

長頸壷
外面施釉

内―灰色
外―オリーブ灰色

Nl112・ 13

主 帥 希

小型整C 体・底部手持ヘラ削り
内一橙色
外―昔椿i

土厨中君岳

郷 A 体部手持ヘラ削り 体部外面墨書

土師器
牽A 内外面ハケメ 赤褐色 Nα21・ 22

154号住 1
土帥 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 褐  色

2
上 H甲稀

甕A 内外面ハケメ 暗赤褐色 雲 母

155号住 1
土師器
郭A

底 樹S口審 ヘ フロリ 後 、件・瓜 司S芋

持ヘラ削り、内面暗文
橙  色

やや粗
ホ■粒子 竃内 体部外面墨書

2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい褐色
ギマ祖
白・赤色粒子

竃内

3
体・底部回転ヘラ削り、内面放射
状十ラセン状暗文

明赤褐色
ギ ギ 租

赤色粒子
No20 内面摩滅

4 (66)
底部静止糸切後、体・底部手持へ

ラ削り、内面暗文
底部外面墨著

5
底部静止糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面みこみ部暗文

6
底部静上糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文

やや社
白・赤色粒子

7
土 印 喬

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面油巻
状暗文

にぶい橙色
ギ ギ 租

白・赤色粒子
No21 体部外面塁書「千」

8 橙  色
ヾギIB

赤色粒子

9 やや粗 No25 底部外面墨書

黒 日 主 希

不

底部回転糸切、内面ミガキ後
黒色

にぶい黄橙色
やや粗
ホ色粒子

竜 肉

No5。 14

無巴主喬

鉢
内面ミガキ後、黒色

但、軟質
茉 魯 対 子 竃内 片 日部欠損

土 H印希

甕 A 内外面ハケメ にぶい赤褐色
租 、日 巴 秘 十 、雲

母
Nα l・ 8。 9・ 24

竃 /Nl

Nc112・ 17

157号住 1
土師器
ネD 底部静止糸切 橙  色 灯明具

2
土師器
メB 底部ナデ No3・ 7

3 須恵器
係

底部回転糸切 黄灰色 竃内

4 体・底部手持ヘラ削り 赤黒色 151号住

5 須恵器
奉A

■

一
２

外面回転ヘラ削り 灰  色 完形、転用硯

6
須恵器
暮? 体・底部回転ヘラ削り Nα 2・ 5 151号住
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(法量は口径 ・底径・器高の順、一は計測 不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
旦
皇

耐

法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 侑 考

157号住 7 珊脚
底 H∫すテ、体罰

`手
持ヘラ削り、内

而暗支 黄橙色 やや軟質

姉妙
ロクロナデ、底部回転糸切 赤褐色 粗 表面剥離

主 印 希

甕A 内外面ハケメ 白褐色

158号住 1
主 H印希

イA 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

にぶい赤褐色

甲斐型黒色土器

17N
(60) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 赤色粒子 底部外面塁書

須忘器
盲台邦A?

底部回転糸切後、回転ヘラ削り
付高台 灰  色 白色粒子

二 日印希

ウ下?
怪 色 底部外面焼成後線刻

6 体部外面墨書

159号住 1
土 印 希

郭 A
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面みこみ部暗文
白・赤 色粒 子
圭舟

明赤褐色 白、赤色粒子 Nl12

体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部噂文 茶褐色 白色粒子、雲母

須恵器
抹

瓜部回転糸切、周縁部回転ヘラ削
り 青灰色 白色粒子

娯 思 盃

高台不A
底部回転糸切後、回転ヘラ削り
付高台

晟 貢 色 ～

灰 黄 色
/1ヽ 礫 底部外面ヘラ書

6 須 思 希

蓋 A 外面回転ヘラ削り 青灰色 白色粒子

7 主 Hl「喬
鉢 B

体部下半ヘラ削り、日縁部横ミガ
キ、内面暗文 橙  色 No 13・ 22

土師器
奉CI ロクロナデ

四回―東侮色

外面―黒掲色
粗、小礫多量

亀内、Nα ll・ 23・

24,26

ロクロナデ 橙  色
ギ ギ 札

白・赤 色粒 子

竃内
No17,30・ 32

主 H甲孫

小型甕B 体部ヘラ削り、底部木葉痕
内面―黄橙色
外面―に/1い精色

粗
白色粒子、雲母

内
３‐

竃

Ｎα
日縁部注目状を呈す

11
主H“器
甕A 内外面ハケメ 茶褐色

やや粗 、白色粒 子
三 母 塚 暑

やや粗、白色泣子
雲母、小礫

司竪レ剣、NOυ °

29,33

須恵器
鉢A

ロクロナデ、体部下半一部ヘラ削
り

門田―明亦衛色

外面―褐灰色
小礫 No25,27

160号住 1
土師器
鉢A 体・底部手持ヘラ削り 明赤掲色 赤色粒子 灯明具

にぶい橙色

橙 色 Nl116・ 19 体部外面墨書「民」

にぶい橙色 赤色粒子、小篠

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖Jり
内面剥離

休・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 Nl19,25

7 (62)
(60)

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子、軟質

8
止 H印希

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
状暗文

にぶい褐色 赤色粒子

,受型黒色■44

郵
内面黒色 Nα5,33 外面剥離

須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 暗灰色 白色粒子

灰釉陶器
移? 付高台、外面施釉 灰  色

主 H甲喬

甕A 内外面ハケメ 赤褐色
粗
白色粒子、雲母

Nl132・ 33・ 35

13
NllZ6・ 37・ 4Z・

44

褐 色

器
Ａ

師
釜

土
羽 赤褐色

牡

白i粒 子 小 灌
Nl131・ 33

内面ナデ 暗褐色
粗、白色粒子
三 科 夕 暑

Nl122

161号住 1
土岬 希

イ A 体・底部手持ヘラ削り 桂  色 赤色粒子
内
２２

竜
鼈

体部外面墨書

2
ユニ日甲君岳

皿
白・赤色粒子 Nl122

3 緑細 PaJ蕎

椀
内面陰刻花文、内外面施細 緑  色

Nα 10・ 11。 1

13・ 15

-170-



(法量は口径・底径・器高のI慣 、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 腱ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

161号住 蛸ｊヽ型甕Ａ
外面ハケメ、内面ナデ にがい橙色

ぐ ギ 租 、日 9梃 十

雲母
同豆、lN0 1・ 4・ も'

20・ 23

器
Ａ

師
釜

土
羽

９

一　

一

ギギ租 、日包屈 十

小 礫

162号住 1
土師器
必A

体・底部回転ヘラ削り、内面かすか
な暗文

明橙色
赤色粒子
小礫少量

底 部 回転 糸切後 、体・底 部 手持 ヘ

ラ肖‖10
にがい橙色 No7・ 19。 22

188 1) 橙 色 赤色粒子

体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

低 淵
`口

称 糸 t7」俊 、体・lFN笥

'手
持 ヘ

ラ削り
明黄褐色

Nl111・ 17・ 19。

20

体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 Nl126

7
土師器

hH

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り
にぶい橙色 赤色粒子 完 形

味粗阿喬

長 頸 壷
ロクロすデ 灰  色

9
主 H印喬

甕A
９

．

内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色 白・赤色粒子雲母 Nl11・ 16

暗赤褐色
但

白色 粒 子 、三母

竃内
Nol・ 2・ 15 23

189 163号住 1
二HHl稀

14h A
体部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

2 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 Nl15・ 10 灯明具

189 3 白色粒子 内外面の荒れ著しヤ

4
P支型黒已工轟

郵
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色

5

6

7
土 師 器

皿
体部手持ヘラ削り

8 体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

9
土帥器
小型甕A 外面ハケメ、内面ナデ にぶい褐色

やや粗
白色粒子、雲母

164号住 1
主 H甲 盃

郵 A 体部手持ヘラ削り 橙  色

2
l・k樹

'禾

t7J俊 、体 弧 樹∫手 持 ヘ フロ」

り、内面暗文
白褐色

3 体・底部手持ヘラ削り、体都暗文 掲 色

4 橙  色

5 体・底部手持ヘラ削り 黄褐色

189 6
二日HI喬
高台郵

底部付高台、回転ヘラ削り、体部
横ミガキ、内面暗文

赤褐色 Nα 16・ 25。 26

7
主 H甲孫

外A? 底都手持ヘラ削り 橙  色 底部外面焼成後線刻

須恵器
然

底 淵
'糸

L7J後 、不・恩 笥S手荷 ヘ フ同u

り
灰  色

9 揺謝
底部糸切後、付高台

棚熱
外面 回転 ヘ ラ削り

察 思 喬

横瓶
外面叩き やや粗

189
主HRI稀

甕A 内外面ハケメ 赤褐色 やや粗、雲母
困

２４

亀

ｈ

内外面ハケメ、底部木葉痕 暗褐色
やや社
白色粒子、雲母

165号住 l
主 帥喬

外 A
体・底部手持ヘラ削り、体部ミガキ

内面みこみ部暗文
橙  色

．
９ 。 みこみ部にも暗文あり

須恵器
抹

底部回転糸切 緑灰色

暗青灰色

5 須恵器
高台邦A?

鞘紺
ロクロナデ やや粗

166号住 1
土師器
邦A 体。底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子 No2
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(法量は日径 ・底径・器高の順 、一は計測不能 、( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

166号住 2 酔
イ

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色 赤色粒子 No6

3
二 帥稀

小型甕 C 内外面ナデ やや粗、赤色粒子

190 4
土 帥希

小型甕 A 外面ハケメ、内面ハケメ後、ナデ 赤褐色
粗、自・黒色粒子
雲母

No8

土師器
奉A 内外面ハケメ 暗褐色

杷

白色粒 子 、雲 母

竃内
Nl17

内外面ハケメ、底部木葉痕 暗赤褐色 白色粒子、雲母 竃内
No10・ 11

167号住 1
二 H甲 喬

イA
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文
赤褐色 Nα 4

2 底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖けり 橙  色 No16 体部外面塁書

体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤色粒子
困

３．

電

血

須恵器
邦

底部回転糸切 灰  色 白色粒子 底部外面に線刻

灰黄色
期 負

白色粒 子
体部外面墨書

灰  色 白色粒子 底部外面線刻

7 須 思 喬

高台杯A 底部回転ヘラ削り、付高台 白色粒子、小礫

主 印 蕎

小型甕C
ロクロナデ にぶい橙色

話 四

No26
主 帥 希

甕 A 内外面ハケメ 赤褐色
臼色粒子
雲母多量

亀 問

No14・ 30

(90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 暗赤褐色
やや粗、黒色粒子、
白色粒子多量、雲母

Nα 9。 10・ 32・

33

169号住 l 珊胤
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 No25 完形

体部外而黒書

曝樹う口 継 糸 切 後 、体・恩 樹
`芋

狩 へ

ラ肖」り
にぶい橙色 赤色粒子

体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白色粒子

にぶい橙色

肉

３６

電

陥

土 師器

皿
赤色粒子 竃

7 8) 白色粒子 Nl121

甲支翌黒巳二雨

郭
体部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい黄橙色 赤色粒子 体部外面墨書

主 印 希

秦A 内外面ハケメ ぐギ 租 、芸 甘

白色粒 子 、小 礫
No41

暗赤褐色
ほ
白色粒子、雲母

Nl15・ 10・ 11

11
４
　
一　

一

須恵器
恋 外面叩き、内面ナデ 褐 灰 色 白色粒子

170号住 1
主 H甲喬
t4hB 体・底部ナデ 橙 色 赤色粒子

2 底部回転ヘラ削り 明赤褐色 Nl12

3 橙 色 底部外面線刻

4 底部周辺手持ヘラ削り、体部横ミ
ガキ にぶい橙色 粒子細かレ

5 底部ヘラ削り後、体・底部ナデ 橙 色

6 珊鷲
体底部ナデ 赤色粒子 底部外面塁書「宅」、線刻

7
二H4J喬

イ B
(96) 底部回転ヘラ削り後、ナデ 底部外面線刻

8
二 H印喬

小型壷A 白色粒子 表面剥離

9 須 思 喬

邦
底部ナデ にぶい橙色 白・赤色粒子 206手〕准主

主HT喬
小型甕D

(60) 外面カキメ、底部木葉痕 赤色粒子

喬
Ｖ

印
Ｃ

上
甕 外面カキメ 橙 色 205手夕4と

上 印 絡

甕 A 内外面ハケメ 白色粒子、雲母

土師器
球胴甕A にぶい褐色

ギマ41j

赤色粒子
Nl13・ 7

192 土師器
甕B 外面ナデ、内面ナデ にぶい橙色 白色粒子、雲母

亀 阿

No21・ 22
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

170号住
上ttW盃

小型甕C?
にぶい橙色 白・赤色粒子

主 即 希

甕A 100) 外面ハケメ、底部木葉痕 橙 色

171号住 l
上 H印 希

イ A 体・底部手持ヘラ削り

2 体部手持ヘラ削り にぶい橙色 竃内

3 体・底部手持ヘラ削り No2 3

4
土師器

m 底部手持ヘラ削り 橙 色 内面漆付着

5
底 謝理 路 糸 切 復 、俗・底 司S回 路 へ

ラ肖」り

6
二 印 喬

甕A 内外面ハケメ にぶい橙色
ぐぐ和
白色粒子

7 内外面かすかなハケメ

8 内外面ハケメ
灰 褐 ～

里 拐 葎
176手計4と No10。 11・ 12

172号住 1
土師器
邦A

底部糸切後、体・外面ミガキ、内面
みこみ部暗文 橙 色 底部外面線刻

2 須恵器
係

底部回転糸切 灰 白色
竃

ｈ

3 底部手持ヘラ削り 灰  色
やや粗
小礫

Nα41

4 須 恩 喬

高台不B
(90) 付高台 灰黄色 白色粒子

5 須恵器
高台イ

回転ヘラ削り、付高台 暗灰色

6 籍訪
体部回転ヘラ削り 灰 白色 ノJヽ石夕進

7 青灰色 脚部片

8
主 即 喬

小型甕C
ロクロナデ、体部ヘラ削り 褐 色

Nα7・ 28・ 29・

44-50

9
二 H甲稀

甕C? ロクロナデ 黄褐色

器
Ⅱ

師
Ｃ

土
甕

ロクロすデ、月同部中口Πき、底部ヘラ
ナデ

白褐色 雲 母
劇αV・ Z5-Zイ・

30,31・ 57・ 60

11
須恵 器

奉
外面叩き にぶい赤褐色 Nα 5・ 15・ 24 170手}tと 、203手}tと 、206手}住

棚撤
灰黄色 白色粒子

体部内面線亥1

177号4と 、20併光と篤

175号住 1
土師器
落C? 底部回転糸切、ロクロナデ

内にぶい黄橙色
外―褐灰■

粗
白石 締 子

察 思 誘

甕
黄灰色

3 外面叩き 灰 色

176号住 l
主 帥稀

イ A 体・底部手持ヘラ削り 獲 色

体部回転ヘラ削り にぶい赤lB色 体都外面墨書

底部回転ヘラ削り後、体・底部手
簿 お、ラ普‖り

内一灰褐色
外―にぶいホ格亀

やや粗
未れ炸子

40) 体・底部手持ヘラ削り にぶい赤褐色

5 (60)
円―桟東橙色

外―橙色
摩花のた姫 依不明、鉢のFlttlt

高い

,箋型黒包主議

イ
体部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい褐色 No9

黒色二希

罰脚高台フ
高台付邦、内面黒色 灰黄褐 171号住

誡
続

内面陰刻、内外面施釉

土師器
卜型奉A 内外面ハケメ

内一暗赤色
力(日日夕kq罵魯 やや粗

暗赤褐色

177号住 l
主 H印苓

イ A 林・底部手持ヘラ削り 橙  色 やや狙、白色泣子 No30

2
マ ギ 租

赤 色粒 子

3 体部手持ヘラ肖1り 赤 色 赤色粒子

(50) 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

5 明赤褐色 白・赤色粒子 No30

体部手持ヘラ削り 赤褐色 赤色粒子
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍｊ

法

＜ｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

177号住 7 珊取
底部静上糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り 暗赤褐色

土 師器

皿

底部回転糸 LJJ後 、体罰∫手持ヘラ削
り 橙 色 やや粗、赤色粒子 Nt12

体・底部手持ヘラ削り

赤色粒子 No22

11 No23 体部外面塁書

底部回転ヘラ削り にぶい橙色 底部外面線刻

土師器
? 底部外面墨書

14
甲斐型景色士器

郵
内面暗文、黒色 明黄褐色 粗、白色粒子 表面剥離し技法不明

器飢

椀

里
い

底 紳 図 監 糸
j/J俊 、何 局 言 、関 薗 ミ

ガキ、黒色
灰 白色 粗

上IIRI喬

小型甕C
ロクロナデ 明赤褐色 やや粗

17
主 H甲喬

小型甕A 内外面ハケメ 赤褐色
杷

白色 粒 子 、雲 母

珊熱
明赤褐色 Nl124・ 28・ 34

土師器
鉢AX?

８ 。

．

内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色 No12・ 13

178号住 l
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 No l

土師器
HH 橙  色

主 H甲 希

甕A 外面ヘラナデ、内面ハケメ 雲 母

179号住 l
主 H甲 希

イ B 底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子

体・底部ナデ

須恵 器
抹 体・底部回転ヘラ削り 浅黄橙色 赤色粒子

須恵器
幸A 黄灰色 白色粒子

主 即 添

甕CⅡ
ロクロナテ、かすかに叩き、底部回
転糸切

にぶい橙色 粗、白色粒子多量 11■ 2■ 3■ 4■ 5

180号住 l
主 H甲 喬

郷 A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 白・赤色粒子

2
土師器
高台郭

体・底部回転ヘラ削り、体部ナデ
内面暗文、肖」り出し高台

195
土師器
小型甕A

外面縦横のハケメ、内面ハケメ、指
pEfr痛 黄褐色

ぐ ギ 和

白・赤色粒子
混入か?

土師器
奉A (SO) 内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色

ギギ租 、日色柾十

雲 母 、小 礫

麓内、Nα 2・ 3,7
8■ 112■ 6

181号住 1
土 帥器

必 A 体・底部手持ヘラ削り 白褐色

上 層印喬

皿
橙  色

3 褐 色 竃 内

4 (50) 明褐色 No6 体部外面墨書「子」

195
土師器
郭A 白褐色

6
土師器

剛 橙  色 底部外面塁書「子」

7 完形、体部外面塁書

8 黄褐色 完 形

9 体・底 部 回 転 ヘ ラ削 り、内面渦 巻
汁 膳 寸 橙  色 赤色粒子

甲奏型暑色と器
●4N 体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 黄褐色

閣

２

亀

配

11
土師器
奉A

内面ハケメ後ナデ、外面ヘラナデ
庇部禾葉嬉 雲 母

絶内、h5、 No7・ 8,

12■5■ 6・ 23

土師器
小型審A? 外面ヘラ削り、内面ナデ Nl113・ 14・ 21

182号住 1
土師器
邦 B 体・底部回転ヘラ削り 黄橙色 白・赤色粒子

2 底部静止糸切後、回転ヘラ削り 底部外面線刻

3
土師器
小型奉B 内外面ナデ 黄掲色

粗、臼色粒子
雲母、小礫

No2

4
土師器
若B (100)

外 面すテ 、肉面ハ ケメ、すテ 、底部
木 葉 痕

にぶい黄褐色
ギ ギ 社 、日・亦 色

粒 子 、雲 母
No4・ 6 底部にモミ痕?
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(法 量は日径 底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種 隆鰤
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

183号住 1
土師器

抹 体・底部手持ヘラ削り にぶい褐色 白・赤色粒子

2 縛納
(140)

外面回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

184号住 1 ゆ細
内外面ハケメ、ナデ にぶい橙色

粗、白・赤色粒子
望 舟

185号住 1
土 印 喬

皿

件・ は 司S口 私 ヘ フ 月Цり、関 国 油 杏

状暗文
橙 色 やや粗、赤色粒子

196 2
主 帥 絡

皿?
底部静上糸切 底部外面みこみ部に線刻

3
黒色主蕎

杯

底部回転糸切後、ヘラ削り、内面
ミガキ、黒色

竃内

底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 灰白色

5 竃内

6
瓜 司

'口
雅 禾 t/」 、関 回 化 升 摂 ミ刃 キ

黒色

7 窯9二希

高台皿
(56) 底部付高台、内面黒色 にぶい橙色

ギギ 杜 、日・亦 包

粒子
底部外面昌書「秋」

味糊円喬

椀
付高台、内面施釉 灰白色

上師器
イA 橙  色 体部外面星書

珊綱
外面ハケメ、底部木乗痕 橙   色 粗

質
や

駅
や

11
上師器
奉A

０

一　

一

内外面ハケメ 明赤褐色 粗、白色粒子

にぶい赤褐色
社 、日色 粒 子 、雲

母

竜困
No2・ 3

186号住 1 斬駆
8) 体・底部手持ヘラ削り 橙 色

ギ ギ 租 、亦 包 杜す

小礫多量

にぶい褐色 白。赤色粒子
竃 四

Nl1 14・ 18

橙 色
やや粗、白・赤色
粒子、小礫

上師器
メ B 底部手持ヘラ削り

自。赤色粒子、雲
母

TIt聖 黒EI締

邦

瓜 司則 %糸 t7」仮 、件
°底 司S手持 ヘ

ラ肖可り
白・赤色粒子

須 思 盃

不
底部回転糸切 灰  色 白色粒子、小礫

197 7
主 印 器

小型甕A 内外面ハケメ 黒褐色
ギ ギ 祖 、日 °亦 9
粒 子 、雲 母 、小 礫

電 州

Nc110

二日中恭

蓬 A
余綺 色 ～

黒 褐 色

やや粗、自色粒子
雲母、小礫

9 茶褐色
籠内、No7・ 12・ 13

15,16・ 17

上師器
小型率A 体・底部ハケメ、底部木葉痕

粗、白色粒子
雲母、小礫

察 思 喬

甕
外面叩き 灰  色 白色粒子 Nα8 転用硯

187号住 1
二 情印喬

イA
KttS糸切俊、体・炊封∫手持ヘフロ」
り、内面暗文

橙 色 Nol

197 2
主 印 春

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
状暗文

3 訥
粽

淡緑色 混 入 品か

4
土師器
奉A 内外面ハケメ 茶褐色 竃内

188号住 1 蜘
邦

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 褐 色

内

２
竃
陥

2 斯婿
橙 色 体部外面塁書

3
主 H甲孫

甕A 内外面ハケメ 茶褐色 雲母
竃 lAl、

No3・ 4・ 6,7・ 8

4
土師器
鉢AI? 白褐色

189号住 1
土師器
パA 体・底部手持ヘラ削り 褐 色

2 淡橙色

3
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 褐 色

4
土師器

HH
体部外面墨書

5
黒色土器

係

底部周辺手持ヘラ削り、内面放射
状ミガキ、鼻色

白、赤色粒子 体部スス付着

6 底部回転糸切、内面黒色 竃内

7 (70) 底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 竃内
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は 推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
亘皇

ｍケ
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 土 出上位置 備 考

189号住 8
T女聖黒BI覇

郭
体・底部手持ヘラ削り 褐  色

9 須思 喬

不
底部回転糸切、底部回転ヘラ削り 灰褐色 No8

須 思 孫

高台イA? 暗灰色 Nα7

土帥 希

甕 A 内外面ハケメ 茶褐色 やや粗、雲母
内

１

電

配

191号住 1
土REl益

郵A
底部回転糸切、体・底部手持ヘラ
肖1り

笹  色
や や 粗
白・未 魯 貯 子

2
底部回転糸切、体・底部手持ヘラ
削り、内面暗文

3 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい橙色 赤色粒子

4 底 司Sp■ tl糸 切 復 、体・瓜 淵
'手

持 ヘ

ラ削り
橙  色

5 体部手持ヘラ削り 赤色粒子 Nl1 15,18

6 外面手持ヘラ削り、内面暗文 体部外面塁書

7
土 師 器

皿

体・底 部 回転 ヘ ラ削 り、内面 渦 巻
崇 膳 寸 白・赤色粒子

赤色粒子 Nα5,12 底部外面墨書

9 明赤褐色 No6

黒 3主 石

椀
付高台 (剥離) 橙 色

ギ ギ 社

白・赤色粒子
完形 (高台欠失)

11
須思 希

不
底部回転糸切 褐灰色 白色粒子

鞘熱
４

　
一　

一

内外面ハケメ にぶい褐色
粗
白色粒子

192号住 1
土師器
邦A 内外面手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

2
土師器
首 台 杯

底部回転ヘラ削り、削り出し高台
内面暗文

察 思 喬

高不
灰白色

193号住 1 斯駆
内面暗文 橙  色

2 鰤躾
底部回転糸切 灰 色

3 須 思 蕎

蓋 A 外面回転ヘラ削り
やや粗
白色粒子

194号住 1
土 帥蕎

邦 A
底部回転糸切後、体。底部手持ヘ

ラ肖Jり
にぶい橙色 赤色粒子

199 体・底部手持ヘラ削り? 明黄褐色

199 体・底部回転ヘラ削り にぶい橙色 白・赤色粒子

主 即 喬

皿
底部手持ヘラ削り

5
主 帥 蕎

小型甕 C
ロクロナデ 赤・黄色粒子

土師器
碧 A 内外面ハケメ 明赤褐色

やや粗
白色粒子、三母

7 須恵器
外面叩き、内面ナデ 灰  色 転用現か

195号住 1
土師器

阿

(130)
にぶい橙色 赤色粒子 Nl12

2
黒 g工 希

郷?
底部回転糸切、内面黒色 灰 白色

マギ 租

白色 粒 子

3
主 H甲希

変A 内外面ハケメ 褐  色
杜

白色 粒 子

4
内一黒褐色
外―にぶい格色

白色 粒 子 多量
室母 多 暑

196号住 1
主 帥器

イ A 体。底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 白・赤色粒子 Nα l

土 師器
m

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ
ラ削η にぶい橙色 白色粒子 No8

3 須恵器
盲台杯A?

(70) 底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色

〇

一

白色粒子 Nα6

197号住 1 珊触
Щ司

'図
審 禾 t7」 、俗・瓜 司も手 村 ヘ フ

獣ln丙 蕊 態 す 橙  色 217号住

鞘
然

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色 白色粒子

3 須恵器
抹

底部回転糸切 灰  色 白・赤色粒子 完 形

須恵器
葛台邦A? 赤灰色 白色粒子 Nα 2・ 11
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(法量は 日径・底径 ・器高の順 、一は計狽1不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍ，
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

197号住
須 恵 器

抹
(60) 底部回転糸切 灰 色 白色粒 子

(12 6)

No46・ 48

7
主 即 喬

小 型奉 C
ロクロナデ にがい黄橙色

200
主HRI喬

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色
粗や

母
や
軍

範内、Nα 14～ 27・

30・ 31・ 37
217号住

暗赤褐色
祖 、日包 杷 十

雲母多量

200 にがい赤褐色
租 、雲 甘

白・赤・黒 色 粒 子
373840・ 41・ 43・

11
土HHl器

奪 B? 外面ナデ にぶい橙色
やや粗
白色粒子多し

217号住

200 須恵器
暮?

６

一

外面叩き、ヘラ削り、底部ナデ 灰赤色 白色粒子 No8・ 11 217手争T■ Noユ

198号住 1
二 即 喬

イA
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ
ラ曽Wn 明黄褐色 赤色粒子

2 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白・赤色粒子

201 3
土師器
甕A 内外面ハケメ 赤褐色

租

白色粒子、雲母

201 内外面ハケメ、底部木棄痕
竜 内

Nl14・ 5,16

199号住 1
土師器
邦A

底部回転糸切後、体・底部手持へ

ラ削り
明赤褐色 底部外面線刻

2 体・底部手持 ヘラ削り、みこみ部暗
寸 底部外面。みこみ部焼成後線刻

201 3 須恵器
然

底部回転糸切後、回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

4 底部回転糸切後、手持ヘラ肖」り
灰 8～

明黄褐色

5 回転糸切 灰  色 白色粒子、小礫 Nα36

6 白色粒子

7 灰白色 白・黒色粒子

8 白色粒子 底部外面線刻

9 灰  色

浅黄橙色 底部外面線刻

須恵器
高台邦A (95) 回転ヘラ削り後、付高台 灰 色 No18・ 20

須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り

白色粒子、小礫 No2・ 17

白色粒子 Nα 41・ 43-45

」二H甲名
=甕 CⅡ

底部回転糸切、ロクロすデ、かすか

な叩き
四―灰 日巴

外―にぶヤヽ橙色
ギ マ 租 、日・亦 包

粒 子 、小 礫
Nα 6・ 42

」二H印君ξ

甕 C? 底部回転糸切、ロクロナデ
肉一休 日色

外―掲灰色
ギギ44、 刑`操
白・赤色粒子

須 恵 器
磨

ロクロナデ、外面にかすかにハケ
メ

暗赤褐色 白色粒子

灰釉陶器
辱 電 書

ロクロナデ 灰 色

202 200号住 1
主 H41喬

イ B (88) 底部静上糸切後、ナデ 橙  色
白・赤 色 粒 子
三 母

底部外面焼成後線刻
170。 172手争4と

202 2 (10 0) 底部静止糸切 白・赤色粒子

3 底部ヘラ削り

4 須恵器
外

底部手持ヘラ削り 灰オリーブ色 白色粒子 172・ 202・ 206号住

5
土師器
小型奪C

６ ０

．

ロクロナデ、体部手持ヘラ削り
内一黄褐色
外―黒褐色

やや粗、自・赤色
粒子、雲母

表面剥離

6 ロクロナデ
内一黄褐色
外―茶褐色

白色粒子、雲母
表面剥離
172号住

7
土 帥 器

球胴奉 B
外面ヘラ削り
丸底

橙 色
Nα 8。 13´～15・

19・ 20。 24

8
土FHl希

甕 B 外面ヘラ削り、内面指頭痕 褐  色
やや粗、自・赤色
粒子、小礫

9
土師器

甑

一

４

一

内外面ナデ、底都板目状圧痕 橙 色 No21

202手争4と 1
土FRl希

鉢AI
９

一　

一

内外面ハケメ 明黄褐色
やや粗、
白・赤色粒子

亀 四

No2-4
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
旦
皇

ｍ＞
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 脩 考

202 203手〕4と 1
主HRI喬

小型甕C
ロクロナデ

内一黄褐色
外零 色

やや 粗
白・来 魯 貯 子

Nα4・ 5 200手争准と

202 2
上 H甲希

甕D 外面ヘラ削り 橙  色 No15-17

202 3 希
Ⅲ

帥
Ｃ

上
甕 外面ナデ 黄褐色

ぐマftl、 日・亦日

粒子、小礫
蜀雪″可、Nllイ・8・

10。 12,13
172号住

204手 }rL 1
J二 日印署岳

邦 A 体・底部手持ヘラ削り 褐 色

2 白褐色 体部外面焼成後線刻

203 3
(12 3)

浅橙色
内
２

竃

陥

白褐色
内
２

竃

随

203 5
主 即 喬

皿
(40) 褐 色 底部外面焼成後線刻「祝」

J三 日甲名岳

甕 A 内外面ハケメ 黄褐色 雲母

205手ヂ准と 1
上 帥 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

203 靭袖
８

一　

一

内外面ハケメ 茶褐色 雲 母

206号 住 1
須恵器

係

４

一　

一

体部回転ヘラ削り オリーブ灰色 白・赤色粒子

203 察 思 喬

奉 A 外面回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子、小礫 Nl11・ 8

3
須 思 喬

短頸iC 掲灰色 白色粒子

鞘勢
ロクロナブ 黄褐色

ギ ギ 柱

白色粒子、小礫
No12 内面黒斑、須恵器鉢Aか ?

207号tと 1 珊霜
瓜司∫回転 糸 t7」後 、体・底 測6芋狩 ヘ

ラ削 り
橙  色

白・赤色粒子
雲母

203 2
底部回転糸切、体郡手持ヘラ削り、
内面暗文

3
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文 白・赤色粒子

4 体部手持ヘラ削り 黒褐色
白・赤色粒子
雲母

体部外面焼成後線刻「北J

5
主 印 希

皿

体 封
'口

審 ヘフ月中 、四 回油 巷 択 H吉

文
橙 色

6
黒色土器

邦
内面黒色 灰黄色 白・赤色粒子 摩滅激しく技法不明

7
土 帥 蕎

邦A? 体・底部手持ヘラ削り、すデ 灰褐色 赤色粒子 底部外面線刻

203 8
土師器
剛? 内面渦巻状暗文?、 底部ミガキ 明赤褐色

203 9 器
Ｖ

帥
Ｃ

土
奉 外面カキメ 橙 色

やや粗、白色粒子
雲母、小礫

208号住 l
須 思 喬

不
底部回転糸切 白・赤色粒子

204 2 灰 色 Nα4・ 7・ 10
体濁∫黒色物付看
底部外面墨書

3
上呂‖蕎
甕 CI

２

一　

一

ロクロナデ 褐  色
ぐギ租
白色粒子、雲母

霊内、Nα5■ 1

12・ 13・ 15

209手 }准と 1
主 帥 蕎

蓋 A 橙  色 白・赤色粒子

2
上師器
春? 外面叩き にぶい橙色

駅質

白・赤 色粒 子
須恵器か

204 3
主 |lm喬

甕 CⅣ 内外面とも縦ハケメ 灰褐色
粗、白色粒子、雲
母

竃内
Nol・ 2・ 3・ 4・ 9

210号住 1
主 印 希

邦 A
0) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 赤色粒子

2 体・底部手持ヘラ削り 白色粒子 底部外面焼成後線刻

3
土 H中蕎

皿
体・底部回転ヘラ削り

4 郷謝
底部回転ヘラ削り、付高台 掲  色

5
土 帥 器

小即率 C
ロクロすデ 橙 色 No14・ 24

204 6
器

Π

帥

Ｃ

土

奉
ロクロナデ、外面叩き

7 鞘熱
内外面ハケメ 褐  色

rd、 日包 秘 寸
奎 尋

2■号住 1 鞘鳳
体。底部ミガキ、内面みこみ部暗文 橙 色 白・赤色粒子 底部外面墨書

2 珊痢
底部糸切、体部手持ヘラ削り にぶい橙色

柴 負 、ギ ギ 4dl

白魯 対 子 灯明具

3
土 帥 器

高 台 罫
(78)

眠部 口%ヘ フロリ 、何 働 百 、/Nl回

みこみ 部 暗 支
橙 色 赤色粒子 底部外面みこみ部線刻

4
喬

？

郵

抹 にぶい橙色 底部外面線刻
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番月 器 種 燿
鰤

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

211号住 5 須恵器
係

底部回転糸切 灰  色 白色粒子

205 6 察 思 喬

高台イ?
82) 底部回転ヘラ削り、付高台

7
二 印 希

奏A 内外面ハケメ 明赤褐色 雲 母
No10'16・ 17

19・ 20

205 212号 住 1
主 H甲喬

イ A
K沖 回路 本 t/」 、1小・lPottS手村 ヘ フ

肖可り
橙 色

白・赤色粒子
T・ 母

2

3
底部回転糸切後、回転ヘラ削り
肖l19出 し高台、内面みこみ部暗文

3
土師器
高台郵

底部回転糸切後、回転ヘラ削り
削り出し高台、内面みこみ部暗文

4 須 思 孫
t4N

底部回転糸切 灰  色 白色粒子

205 5 底部回転ヘラ削り 赤色粒子、小礫

6 底部回転糸切 灰白色 白色粒子

205 7
土師器
蓋A 外面回転ヘラ削り 橙  色

日・亦 色 柾 十

雲 母

205 鶉熱
灰赤色 砂 粒 No5 219号住

(180)
灰  色 白色 粒 子

205 213号住 l
主 印 喬

皿
体・底部回転ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

須思器
甕

外面叩き 灰  色 黒色粒子 転用硯

214号 住 1
土 帥 蕎

郷 A
( 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

日 跡 包 411+
小篠

溝、体部外面塁書

土師 器
m

白・赤色粒子
/よ 礫ヽ

体部手持ヘラ削り、内面放射状暗
寸

白・赤色粒子

205 須 忌 喬

高台郭C
(90) 底部回転ヘラ削り、付高台 灰赤色 赤色粒子、小礫 208号住

206 須 息 希

高 台 邦 ?
外 向 口 仏 ヘ フ同Чり、獅 択 の つ よみ

(欠損)

灰  色 白・赤色粒子 転用硯

土師器
小型甕B 内外面ナデ 黄褐色

ギ ギ 租 、日・黒 包

粒子、雲母
内面に靱の圧痕あり

7
土師器
奪Cv 外面カキメ、叩き 茶褐色

ギギ租、日・亦包
粒子、雲母

8
器
Ⅲ

帥
Ｃ

土
甕 内外面ヘラナデ 橙  色 小 礫 Nl13・ 9

206 9
二 H印続

甕C? 外面細かいハケメ、内面縦ナデ 白・黒・赤色粒子

主 Hl「希
篭 B 内外面ナデ、底部木葉痕 黄橙色 粗、白色粒子

霊内、Nc4・ 7・ 8.

11,12

215号住 1
土 H中喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白。赤色粒子

2 体 。底 部 回転 ヘ ラ削り、内面 渦 巻
搾 藷 寸

赤色粒子 Nα9

3 赤色粒子 完形、体部外面塁書「万」

4
甲妻型黒色土結

郭
体・農 司S口 審 ヘ フ月中 、ロリ 田 し尚

台、内面黒色
浅黄橙色 やや軟質

206 216手ン/■
1

」二日中名;
必 A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 内面に黒斑

206 2

206 3
土師器
高台邦

底部削り出し高台、内面暗文 赤色粒子

4
土 H甲喬

鉢D?
一

Ｓ 〇

一

誉・底部回転ヘラ削り、内面ミガキ やや粗 黒色土器鉢か?

5 須 思 益

高台イ?
炊 樹

'回
審 糸 tJ/J後 、口 監 ヘ フロЧり、

削り出し高台
灰  色 小礫

6 須 恵 器
4E範喜

ロクロナテ 、底 部 回転糸切後 、付高 外国―亦灰日

内面―灰赤色
No7・ 11・ 14

15。 20

207 7
土師器
奉A 内外面ハケメ 茶褐色 やや粗、雲母多量

No10・ Zl・ 23・

24

亀 関

No22・ 29
214号住

黒褐色
電 /Nl、 Nα I∪・Zも'

31,32

(90) 内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色 やや粗 No23・ 24・ 25

217号住 1
須恵器

係
底部回転糸切 オリーブ灰色

日 °亦 色柾 十

軟 質

2
上師器
奉B? 底部木葉痕、体部ヘラ削り 黄褐色

やや粗
白色粒子、小礫
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(法量は 口径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 弓 器 種
且星

ｍ＞

法

ぐｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

218号住 1
土師器
メA 底部回転糸切 にぶい黄褐色

白・赤 色 粒 子
三 母 体部下半スス付着

207 2 (56) 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

207 3 二 H II喬

皿
底部回転糸切 黄橙色

軟質
白・ホ色粒子

Nα 12

207 4 底部回転糸切 褐 色
白・赤色粒子
雲母

No2

207 5 体。底部手持ヘラ削り にぶい掲色
ギギ4J、 日・亦包
粒子、小礫

6
土師器
邦A 橙 色 白・赤色粒子 体部外面墨書

207 7 体部外面墨書

8
仄細 IFJ喬

長頸壷
付高台、ロクロナデ、外面上半施釉 灰  色

竃内
Nα5,6・ 10・ 11

9
主HHJ希

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕
暗 褐 色 ～

里 親 魯
やや粗、白色粒子
奎母、/卜灌

竃内、Nα 3 4 18・

19,20 21

219号住 1
主 即 蕎

然 A
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙  色 Nα 7・ 23

208 2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 赤色粒子 No3

208 3
(112)

瓜 司
'木

t7J復 、俗・凰 司
'手

持 ヘ フ R」

り

4
l‐K樹∫口 監 糸 切 、俗 部 手 持 ヘ フ月4リ

内面暗文 赤色粒子 底部外面線刻

5
主 Hll喬

皿
底部糸切後、手持ヘラ削り 明褐色

6
」二H甲

=岳蓋 A 明赤褐色 No22

7 須恵器
イ

底部回転糸切 灰 色 白色粒子

208 8 No24

208 9 灰白色

208 須 思 喬

高台郷A 底部削り出し高台 赤灰色 Nα 25

208 須 思 希

蓋 A? 灰  色

208 稀
Ｖ

即
Ｃ

ｉ
甕

ロクロナデ 橙  色
竃 門

Nl18・ 17-20 218号住Nl115

土 目下器
内面に細い布 目痕 にぶい橙色 白色粒子、小礫 器 種 不 明

208 220号住

288号住

208 220手〕准と l
須思 希

邦
底部回転ヘラ削り 浅黄橙

2 須 思 器

高台邦A? 付高台 灰  色 黒色粒子

208 3
土師器
客A 内外面ハケメ 明赤褐色 雲 母 212号住

221号住 1
土師器

t4・ A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 黄褐色 白色粒子、雲母

2 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色

3 (80)
体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文

内一黄橙色
休―怒 魯 赤色粒子、雲母 底部外面墨書「宅」と線刻

4 須 思 呑

邦
底都回転糸切、外周回転ヘラ削り 灰  色 白。赤色粒子

209 5
灰釉陶器

重?
上半部施釉 白色粒子

209 土師器
奉A 内外面ハケメ 茶褐色 雲 母

No3-6・ 12・

13・ 15-19

222号住 1
土帥器

イA 体・底部手持ヘラ削り
内 にぶい怪色
外―黒褐色

白 。赤 色 粒 子
三 母 竃内

2 暗褐色 白・赤色粒子

3 内一暗褐色
外―にぶい搭れ

マ ギ 租

白・赤色粒子
竃内

橙  色 白色粒子 No13・ 17 体部外面墨書

5
」二H甲名与

杯 B
(80) 板目状圧痕、手持ヘラ削り 黄橙色 白。赤色粒子 No9

209 」二H甲

=岳皿
体・底都手持ヘラ削り 橙 色 竃内

7 体部手持ヘラ削り
にふい橙色

～ 里 想 格 竃内

体部回転ヘラ削り 黄橙色
ぐ ギ 租

白・赤色粒子
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(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

222号tと
二HT希
高台邦

底部語止糸切、回転ヘラ削り、削
り出し高台、みこみ部暗文

橙  色 白・赤色粒子 底部外面墨書「宅」

甲斐型黒色土器
イ

体。底部手持ヘラ削り、
内面束状暗文 (4単位 )

霜 内

Nα 4・ 5
体部外面焼成後刻書「伴」

209 11
土師器
奉A

外面ハケメ、内面ハクメ、ナデ、底
部木葉痕

黄褐色
ギ ヾ 租

白色粒子、雲母
関

２０

竃

睫
226号 住

223号住 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色

自・赤色粒子
雲母

209 4) 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色
やや粗
白。赤色粒子

209 3 にぶい橙色 白・赤色粒子

白・赤色粒子
雲母

Nα37,39

209 白・赤色粒子

軟 箕 、・やぐ租 、日

赤色粒子、雲母
No26・ 28・ 33 体部外面線刻

209 7
ユニ日甲

=岳
皿

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙 色

白・赤 色粒 子
三 岳

電 円

Nl13・ 4

体・底部手持ヘラ削り
軟質、赤色粒子、
/Jヽ石獲と

体・盗 剖S口私 ヘ フロリ 、四 国 胸 杏

状暗文
白・赤色粒子
ァI、 灌

白・赤色粒子

黒色土器
抹

底部回転糸切、内面黒色 灰 白色
ギ ギ 租 、亦 包 橿十

雲母、小礫

磯型阜色士器

郭

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面黒色
にぶい黄橙色 白・赤色粒子 No9

須 思 喬

短頸壷C
ロクロナデ 灰 色 白色粒子 Nl120

//R思 益
長頸壷?

赤灰色 白・赤色粒子

鰯訂
体・底部回転ヘラ削り、付高台 灰 色 小礫

土師器
小型若D 外面カキメ、内面ナデ

にぶい褐色
～黒褐色

マ ギ 祖 、日・亦 包

粒 子 、小礫
Nα 21

土師器
小I_lttA

外面細かいハケメ、内面ナデ、底
部木葉痕

暗褐色
やや但、自色粒子
雲母、小礫

No7

上 叩 喬

甕A 100)
36 0)

内外面ハケメ、底部木葉痕 褐  色
やや糧、自・赤色
粒子、雲母、小礫

224号 住 1
主 H甲稀

不 A 底部回転糸切、内面暗文 明赤褐色 赤色粒子 No22

2 体・底部手持ヘラ削り

3
甲斐型早色土器

邦
(50) 体・底部手持ヘラ削り、内面黒色

4
土師器

Ⅲ
体・底 部 回転 ヘ ラ削 り、内 面 渦 巻
崇 膳 甘 橙 色

210 5
二 日甲孫

イA (50) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 底部外面墨書「万コ

6
底部回転糸切後、体張 罰∫手持八

ラ肖」り
白色粒子 体部外面墨書

7
土師器
小型甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色

粗
白色粒子、雲母

竃内 Na9 1Ⅲ 17
1819・ 21・ 26・ 29

土師器
牽A 内外面ハケメ 明赤褐色

霜 四

Nl18・ 9・ 34

225号住 1
上師器
邦B

〇

一

底部外周手持ヘラ削り、体・底部
ナデ 笹 色

2 底部手持ヘラ削り にぶい橙色

226号4と l
上 H甲孫

邦 A
凰 樹

'木

b/J復 、件・恩 司S手付 ヘ フ剛

り、内面暗文
橙  色 赤色粒子 体・底部外面墨書「介」

2
底 判S糸 t/J後 、体

°瓜 部 手 荷 ヘ フ同」

り
Nc16・ 8

3 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り

体・底部手持ヘラ削り No3

5
土 帥器

皿
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 完形

6 珊駆
底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り

にぶい橙色

7
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙 色 Nα 16

T賓型黒包二盃

イ
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色 白色粒子、異質

土BFl器

イA 内面暗文 橙 色 体部外面焼成後線刻

土 印希
冊?

底部外面みこみ部焼成後の線刻
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(法量は日径 底径・器高の順 、一は計測不能、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量
ｎ

法
他

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

226号住
次思 器
恋 ? 外面ナデ 褐 色 白色粒子

主 H甲 孫

甕A 内外面ハケメ にぶい橙色
租

赤色粒子、雲母

227号住 1
二 H甲希

郭 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 423手ブtと

227号住 2 底部糸切、体部手持ヘラ削り 体部外面墨書「民」

3
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

赤褐色 No107 灯 明具 、完 形
伝報 猟 面 黒 三「犀 1

4 体・底部手持ヘラ削り 淡褐色 No48・ 49 ほぼ完形

5
( 展部糸 tJ」後、体抵 罰∫手持ヘラ削

り
暗褐色 Nα28・ 30

6 ( 体・底部手持ヘラ削り 褐  色
No97・ 102・

104
日縁部内外面にスス付着

7 底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

淡褐色

8 ( 体・底部手持ヘラ削り 褐  色

9
102・ 104

ほぼ完形

底部糸切後、体。底部手持ヘラ削
り

にぶい褐色 No42

2) 淡茶褐色 Nα 13

体・底部手持ヘラ削り 黒色～褐色
竃 閣

Nα9'4・ 103

(

底部糸切後、体。底部手持ヘラ削
り

橙  色

暗褐色、内外
面上一蝋里亦

Nol10・ 111

掲 色

橙  色 Nα108

褐  色

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

黒 色 ～

膳 拐 魯

211 淡橙色 Nα80・ 109

底部手持ヘラ削り 白褐色 竃内 内外面剥離

体・底部手持ヘラ削り 暗褐色
NOυ υ・ lυ tj・

104・ 106 器面の剥離が著しい

土 Hf「稀

皿
褐 色 Nα43・ 62

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

暗褐色

211 底部糸切後、手持ヘラ削り 赤褐色

甲斐型黒色士器
邦

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 黒 色 No94・ 100 外面も黒色

体・瓜 封
'手

持 ヘ フ訓 り、四 画 涙 射

状暗文十らせん状暗文、黒色
赤褐色

Nl151・ 52・ 53・

54

212 体・底部手持ヘラ肖Jり 、みこみ部らせん状
内面らせん状+放射状暗文、内面黒色

黄褐色 Nα44・ 45

212 体部手持ヘラ削り、内面黒色 白褐色

212 上HW希
鉢AⅡ

外面ハケメ、内面ナデ、底部木棄
痕 橙  色 白・赤色粒子 竃前灰中

423すナFI
425号住

212 土師器
不A (60) 底部糸切後、手持ヘラ削り 掲 色 底部外面塁書

橙 色 体部外面墨書

212 主HT稀
小型甕C 内外面ロクロナデ、底部回転糸切 粗、白色粒子 423手 }准と

212

主 H巾希

小型甕 B 外面ヘラ削り、内面ナデ 暗褐色
ミα17・ 18・ 36・ 37・

38・ 40・ 41・ 63

珊陣
内外面ハケメ、底部木葉痕 やや粗、雲母 No12・ 19

212 NIJ91。 132

212 土師器
甕A

５

一　

一

内外面ハケメ No86

212
８

一 茶褐色 やや粗、雲母多量 Nα131

212 赤褐色 白色粒子、雲母
Nl154。  lυ V・

121・ 123
423号住竃前灰中
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(法量は日径・底径・器高の)買 、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

227号住
主 却 喬

甕 A 内外面ハケメ 赤褐色 やや粗、雲母多量
竃内
Nl1112・ 130

423号住竃前灰中

土 印器

羽 釜 A
外面ハクメ、内面かすかなハケメ
指頭痕

褐 色 やや粗

橙  色
租 、日・亦 色 AIIす

雲 母
423号住竃前灰中

228号住 1
土師器
不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 Nl17・ 8

体部手持ヘラ削り Nl16

二 H印 希

皿
体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 赤色粒子

底 淵
'糸

t7J後 、件・底 濁S手持 ヘ フロJ

り
橙  色

229手〕准と 1 珊熱
内外面ハケメ 暗赤褐色

租 、日色 柾 十

雲母

230号住 1 珊噌
底部 静止 糸切後 、体・底 部 手持 ヘ

ラ晋Hり
橙 色 赤色粒子 完形、灯明具、内外面剥離

2 察 思 希

高台邦A 底部回転ヘラ削り、付高台 灰 色 白・黒 色 粒 子

3
主 H甲希

小型甕C
ロクロナデ 橙  色 粗、白色粒子

231号住 1
土師器
杯A 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色 白・赤色粒子

2 須恵器
邦

底都回転糸切 オリーブ灰色 白色粒子

232号住 1 底部回転ヘラ削り 灰 色

213 2
土師器
奉C?

ロクロナデ 橙 色
竃 lbl

Nα2・ 3

213 233手 }准主 l 姉駆
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 白・赤色粒子

213 2 黄橙色

3 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 掲  色 灯明具

213 4
２

２

１
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

灯朔具
体部外面墨書「民」

5 底部回転糸切 Nα37

6
底部回転糸切後、体部手持ヘラ削
り

7

8
二 HHI呑

皿

9 黄橙色 No46

(190)
橙  色 体部黒斑

11
二 即 喬

鉢AI 内外面ハケメ、底部木棄痕 黄褐色
やや粗
白色粒子、雲母

囚clZ・ .3・ 13・ 3b・

38

土師器
甕 (a

茶褐色 10,12・134043・

須恵器
邦

( 底部回転糸切 青灰色 白色粒子、小礫

(70) 灰白色 白色粒子

揺贈
(80)

灰褐色
～灰色

白色粒子、小礫

は荼日IF」 喬

皿

．
８０ 付高台、ナデ、全面施釉 緑 白色粒子 Nl123・ 27

17 須恵器
甕

外面叩き、内面ナデ、底部ナデ
淡黄色

～灰■ やや粗、小礫多量

234号住 1 郷慰
囁淵畑 転 糸切 後 、杯・凰 封

'手
持 ヘ

ラ肖」り
橙 色 赤色粒子 竃内

235号住 1 珊期
底部ナデ

(

底部手持ヘラ削り にぶい橙色 底部外面線亥1

3
底部回転糸切後、ナデ、外周手持
ヘ ラ普Hη

橙 色

止 H印喬

高台イ
底部糸切後、付高台、内面みこみ
鯨 薄 ヤ

5
土帥器
小瓢

=A
外面ミガキ

須 思 器
高台杯 A「

灰 色 白色粒子

214 7 須恵器
鉢?

底部回転糸切、外周ヘラ削り 灰 白色 白・黒色粒子

215
主 H甲喬

輩CⅢ 内外面ナデ にぶい橙色 白・赤色粒子
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(法量は 日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

235号住 9
二HI「稀
甕D 内外面ナデ にぶい橙色 白色粒子

肉

３７

亀

Ｎｏ

器
Ⅲ

師
Ｃ

土
甕 外面ロクロナデ、削り 橙  色 赤色粒子

土師器
甕B 浅黄橙色 粗、白色粒子

電
Al

Nα32,34

236号住 1
土師器

不
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 やや粗 Nα 2・ 3・ 6

2 明赤褐色

3 体部手持ヘラ削り、内面暗文 にぶい赤褐色
内

７

霊

陥

4 須思 喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り 灰 色 白色粒子
竃内、No8。 9・

10。 11

5
土師器
イA 黒褐色

粗や
石

や
長 竃 内 底部外面線刻

237号住 1
土師器
必A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

2 底 部 回騒 糸切 後 、体・履 部 手持 ヘ

ラ肖叫り
赤色粒子

3 体・底部手持ヘラ削り 215号住

4 白・赤色粒子

5
主 H印希

皿
底部手持ヘラ削り 白色粒子

6 体・底部手持ヘラ削り 橙 色
やや社、赤。日色
粒子

Noユ 215号住竃

7 黒色土器
邦

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色 粗、赤。白色粒子 Nl19。 10・ 23
内外面摩耗し、技法は定かではな
い、215号住舘

8 鞘
邦

体部手持ヘラ削り、内面黒色 赤色粒子

215 9
入fmpa」希

擁
付高台、内外面施釉 No21・ 22 215号住

215 須 思 器

壷?
外面叩き、底部ナデ 灰 色

杜

白色粒 子

上帥 蕎

甕 A?
外面ハクメ、内面ハケメ、ナデ、指
豆百】有 褐 色

マ ギ 和

雲母
竃 四、NOZ・ j`

lⅢ 25・ 29。 30

238号住 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 浅黄橙色 白色粒子 No30

2 底 罰
`回

騒 糸 tJ」後 、体・底 部 手持 ヘ

ラ肖可り
橙 色 赤色粒子 Nol・ 5 体部外面墨書「万」

3 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 白色粒子

4 明赤褐色 白・赤色粒子 体部外面墨書「万」

5 体・底部手持ヘラ削り 橙 色
竃 A」

No26・ 38

6 赤色粒子 No23

7
土 帥 蕎

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面渦巻
状暗文 白・赤色粒子

8 体・底部回転ヘラ削り 赤色粒子
体部外面「万」墨書
底都外而「万 1譲刻

216 9 にぶい橙色

体・底部手持ヘラ削り 橙  色 No33・ 34

体・底部回転ヘラ削り 浅黄橙色 白・赤色粒子

216 黒色土器
抹 底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 にぶい黄橙色 白色粒子 Nl139

黒色土器
言 台 m 底部回転ヘラ削り、付高台、黒色 浅黄橙色 赤色粒子 Nα22

黒 日 二 希

椀
付高台、回転ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子 No32

216 主 H甲喬

小型甕C
ロクロナデ、底部回転糸切 橙 色

土 帥希

鉢 AI 内外面ハケメ 明褐色 雲母
電

/hl

Nl120,40・ 41

239手 }4と 1
土 帥 希

外 A 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 Nα4-6 外面摩滅する

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ
ラきHり

No7 体部外面線刻「大」

体・底部手持ヘラ削り 橙  色 Nα 2・ 3・ 5

甲斐型早色土器
イ

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい褐色

にぶい橙色 Nol・ 2

土師器
奉A 内外面ハケメ にぶい褐色

程、自色粒子
雲母
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 老

240号住 1
主 印喬

不 A
底剖∫国孫糸ty」後、体・恩部子再八

ラ肖Jり
黄橙色

2 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子多量

3 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 褐 色 Nα ll‐∀13

217 4
医部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖可り
淡橙色 Nα 3・ 4・ 10

5 体・底部手持ヘラ肖1り 灰黄褐色

217 6
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り
橙 色 Nl16・ 7

7 体・底部手持ヘラ削り

体部手持ヘラ削り 淡橙色

土 HEI蕎

皿
体・底部手持ヘラ削り 白褐色 赤色粒子多量 Nα9。 14 底部外面塁書

淡褐色 No3・ 4

11 体・底部回転ヘラ削り 赤褐色 No45

体。底部手持ヘラ削り 暗褐色 Nα38

217 13 褐 色

主 H印番

不 B
底 濁∫～ 瓜 剖ツト月 手 村 ヘ フロリ 、lAl

面みこみ部ミガキ
No25

甲斐型旱色土器
不

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 暗赤褐色

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面ミガキ後暗文、黒色

淡黄褐色 Nα 8。 25

17
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文
黒色

Nα 17・ 20。 21

業包 主斎

鉢
内面黒色 淡黄橙色

外面一部ヘラ削り、内面ミガキ後、

黒色
明赤褐色 No43 番号20と 同一の可能性高彰

体・l~A部 回転ヘラ削り、肖Uり出し高
台、内面ミガキ後、黒色

赤褐色 番号19と同一の可能性高ν

９

一　

一

内面黒色 淡黄褐色 Nl132

票色土器
イ

底部回転糸切、内面黒色 黄灰色

味細 IIIJ希

段 皿
付高台 灰白色

217
上 H甲希

甕 A 外面ハケメ、内面ナデ 赤褐色
やや粗
白亀粒子、雲母

No26・ 29,31,

49

217
土師器
小型甕C

ロクロナデ 淡黄褐色
困

３７

亀

血

217 241号住 1
土師器
邦A

瓜 淵
`回

絲 糸 t7」 、杯 剖
`キ

帝 ヘフ削り

内面 暗 文
橙 色

2 察 思 喬

甕
(180) 外面叩き 暗灰色 やや粗

3
主 H中希

甕B 内外面ヘラナデ 暗赤褐色
粗 、白色 粒 子
三 轟 塚 暑

242手}4と 1
主 H印 喬

イ C 底部手持ヘラ削り、内外面ナデ 明黄褐色 体部外面にシワ

2
土H4J絡

邦 B
底部静上糸切後、手持ヘラ肖り
内面ミガキ

黄橙色 白・赤色粒子 No ll・ 12
底部外面線亥1

23・ 226手子准と

3
器
Ｖ

師
Ｃ

土
奪

外面カキメ、かすかな叩き目、内面
ナデ、底部ナデ

褐 色
ギギ租
白・赤色粒子

四
７

竃

Ｎｏ

4
５

一　

一

外面カキメ、内面ナデ 明赤褐色 白色粒子、雲母

5
二 卸 希

小型甕B 内外面ナデ
やや粗 、白色粒 子
夕暑 竃内

6 底部・内外面ナデ 暗赤褐色
粗、白色粒子、雲
母

内

７
竃
配

表面剥離

7 (100) 内外面ナデ 赤褐色 竃 内

土師器
率A 外面ハケメ、内面ナデ 明褐色

ギ ギ 租

白色粒子、雲母
蘊内、Nα9'12■ 3,

15,17・ 19・ 23

243号住 1
上師器
罫A 体・底部手持ヘラ削り 褐  色

橙  色

3

黄褐色

白褐色 Nc127・ 31
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(法量は口径・底径・器高のI慣 、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

243手}在と 6 珊霜
体・底部手持ヘラ削り 褐  色

218 7 淡褐色

8 橙 色

9 黒色土器
欲 内面黒色 褐  色 やや粗

肉外 向摩 耗 似 し報 伝 ほ だ かで は

ない

219
F賓翌黒E工奮

郵
(64) 体・展部手将ヘラ削り、肉面暗文

黒色
赤褐色

内面ミガキ後、暗文、黒色 褐 色 表面剥離

黎色土器
鉢

体・底部回転ヘラ削り、内面ミガキ 橙 色 Nα58 外面象1離

219 灰釉陶器

皿
底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色

土師器
? 掲  色 体部外面塁書

須 恵 器
速

ロクロナデ 暗赤褐色

219 オリーブ黒
～灰色

17
二 月甲喬

甕A
外面上半ハクメ、下半ナデ、内面
ナデ 黄褐色 雲母

Nα 15・ 35・ 37・

38,47・ 50

内外面ハケメ 雲母 Nl133・ 55・ 56

須 恵 器
磨 外面叩き 灰褐色 Nα 13 転用硯、周縁一部磨り

219 244手 }准と 1
土師器
邦A

底部糸切後、ナデ、体部ミガキ、ナ
デ、内而暗支 褐  色 Nl132・ 33

．
９ ８

は 部 口 称 ヘ フ同uり、ミガ 千 、lhJ回 み

こみ部ミガキ 橙  色 竃内
体部外面墨書
底部外而繰刻

(80)
体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文 黄褐色

須 息 希

邦
底部回転糸切 灰白色 No34

219 Nα30

鶴謝
は HSttt7」彼 、四 私 ヘ フロリ 、何 局

灰 色

7 須 忌 器
扶 ? ロクロナデ 暗灰色～

灰褐色
No49

宏 思 喬

蓋A 外面回転ヘラ削り 暗灰色

須 思 蕎

壷?
付高台 灰  色 Nl143

須恵器
甕

７

一　

一

ロクロナデ 暗紫灰色

220 上 帥蕎

奉 CⅡ
ロクロナデ、かすかな叩き 褐  色

ギ ヾ 社

白色粒子
No19-24・ 26

220 黄橙色
やや粗
白色粒子、小礫

罰雪防U、 Nl14・ 6・

13・ 50

220 245号住 1
T支聖黒已主喬

郷
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色

やや粗
白■粒子

体部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい黄橙色 赤色粒子 Nl1 1・ 2

220 略
邦

鄭
一局

脚部はヘラ削りにより面取り にぶい橙色 白色粒子 脚 部 片

246手}4と 1
土 帥 器

邦 A 体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 赤色粒子 Nol・ 2 体部外面塁書

220 土師器
落A 内外面ハケメ 暗赤褐色

やや粗、焼成不良
白色粒子、雲母

220 247号住 l
主 即 喬

郭A
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙 色

220 底部回転糸切 Nl1 7 体部外面塁書

土HRI奉

皿

７ ０

．
２．

体部手持ヘラ削り

灰細陶器
続

唄部 回転 糸 t7」 、付高台、内外 面施

聴 (つ けがけ )
灰  色

5
灰釉陶器
与輛き

ロクロナデ、施釉

6 珊熱
内外面ハケメ 暗赤褐色

7
器

Ａ

師
釜

土
羽 内外面ハケメ 橙 色 雲母、小礫多量

248手テtと 1 珊胤
履部 回騒糸切 、体部 手持 ヘラ肖Uり

内而 暗 支 白褐色 No40・ 41

2 底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面みこみ部暗文 褐 色 Nαl-3

土師器
高 台 抹

76) 瓜 司Sttt7」 後 、国 砿 ヘ フロリ 、削り出

し高台、内面みこみ部暗文
明褐色 Nα25
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

248手}4と
須恵器
イ

底部回転糸切 緑灰色

底部回転糸切、体部一部ナデ 明緑灰色 白色粒子 No7・ 12・ 13

須恵器
高台邦A 付高台 緑灰色

Nl133・ 3b・ 36・

38

7 須恵器
高台邦?

底部糸切後、回転ヘラ削り、付高
暗緑灰色

察 思 希

甕
外面叩き

221
No54・ 55・ 57・

62

No52・ 53

11
土 印 番

小型甕 C 暗白褐色
マ マ 杷

白色粒子多量
Nl16・ 9。 10 表面荒れ

221 珊籍
底部回転糸切 褐  色

杜

白色粒 子 多量
Nl123

器
Ｉ

帥
Ｃ

土
甕

ロクロナデ 明赤褐色
やや粗
白色粒子

Nα15。 16・ 20。

21,34、 43～48

二 印 希

甕C? 底部回転糸切、ロクロナデ 明褐色
粗や

誕
や
ホ

土師器
甕A 内外面ハケメ 茶褐色

やや粗
雲母

竃内
Nα26・ 63

器
Ⅱ

師
Ｃ

土
甕

ロクロナデ、叩き
/Nl一 日伯包

外―明赤褐色
ギ ギ 租

白色粒子多量
電 四

No59・ 60

249手}4と l
土 帥喬

卜型 甕 A 外面ハケメ、内面ナデ 茶褐色
ギ マ程 、日3柾十

雲 母
222号住No3

2
土師器
奉A 内外面ハケメ

ヾ ギ 杜

白色粒子
222号 tと No2

222 250芋}准主 l 鞘粗
底部糸切、体部手持ヘラ削り 橙 色

222 2 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

222 3
伯 隊 ヨ ～

にぶい橙色
赤色粒子

222 4 浅黄橙色

222 5 橙 色 赤色粒子

222 6
土師器

m 体・底部回転ヘラ削り

222 7

222 8
黒日 主希

イ
底部回転糸切、内面黒色 にぶい美橙色

222
J二 日甲君

=
甕 B 外面ナデ、内面ハケメ

T●
‐3～
褐灰色

222 251号住 1
土帥 益

外 A 体・底部手持ヘラ削り にぶい赤褐色
ギ ギ 租

白・赤色粒子
Nl123

222 2 珊綽
橙  色 やや粗 黒色土器鉢か?

222 3 底部回転糸切 にぶい橙色 No24 底部荒れ、黒色上器鉢か?

222 4
黒 日 主 喬

イ
底部糸切、内面ミガキ後黒色 明褐灰色

5
ギ妻翌黒色主需

高台不 (54)

体・瓜 樹S回 審 ヘ フロЧり、日り 出 し局

台、内面ミガキ状暗文
にぶい笹色

マ ギ 租

白・赤色粒子
Nl16

222 6 黒色主喬

鉢
114) 底部回転糸切、内面黒色 やや粗

222 7
灰釉陶器
長頭重?

肩部施和 灰  色

222 8
土師器
奉A

〇

一　

一

内外面ハケメ
粗
白色粒子、雲母

222 9 明赤褐色
粗、白色粒子、雲
母

252テン4と 1
土 H甲喬

イ B
(75) 体部内外面暗文、底部ナデ 橙  色

222 2 須 恵 器
客

外面叩き 灰  色 黒色粒子

223 253号住 1
土師器
イA 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

2 Nα 2・ 14・ 18

赤色粒子 Nα 4・ 5

4
土 師器

皿
(36) 赤色粒子

肉

４

電

陥

5
F安型旱色土器

杯
体・底部手持ヘラ削り、内面束状
の放射状暗文、黒色

白。赤色粒子 竃内 体部外面墨書

2541}4と 1
土 師器

皿
体・底部回転ヘラ削り

- 187 -



(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍナ
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

223 254号住 2
土帥券

皿
(62) 体・底部回転ヘラ削り、内面放射

状暗文 橙  色 赤色粒子

223 255号住 1
主 H甲喬

皿
底部回転ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子

223 2
主 苫HJ希

小型甕A 外面ハケメ、内面ナデ 雲母 竃内

3
J二 日印名

=甕A 内外面ハケメ 明赤褐色

4
土 帥 益

籠形土器
内外面ハケメ にぶい橙色 白色粒子 亀 肉

No 4

2561争 4主 1
上師器
邦A (50)

瓜司
'本

切 俊 、体・嵐 剖S手狩 ヘ フロJ

り 褐  色 Nα3

2
斐型具色士器

不
(50) 体・底部ヘラ肖」り、内面黒色 体部外面線刻

3
主 即 喬

甕A
一
〇

　

一

内外面ハケメ 暗褐色 やや粗、雲母少量 Nα4・5,7・ 8・ 11

223 257号住 1
須 思 希

蓋 A 外面回転ヘラ削り 赤褐色 No l

224 258号住 1
須恵器
高台イA?

４

一
　

一

暗灰色

2 底部糸切後、付高台

3
土師器
円筒土器?

ロクロナデ 橙 色 粗、白色粒子多量

259号住 l
主 HT喬

イA 体・底部手持ヘラ削り 褐 色 No 2

2 底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙  色 やや粗、白色粒子

3 やや粗、小礫

4 体・底部手持ヘラ削り やや粗、砂粒 Nl18・ 13

224 5 履部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り

Nl13・ 12

6
土帥器
寵A 内外面荒いハケメ 暗褐色 やや粗、雲母

224 7
土HRI喬

竃形土器
内外面ハケメ、内面指頭痕 赤褐色

租 、日・黒 色 枢 十

雲母
貢葺,可 、No7・ 8・

9,10・ 14

260号住 1
土HHI希

杯A
底部ヘラ削り後ナデ、体部手持ヘ

ラ削り、内面みこみ部暗文 明褐色 底部外面線刻

224 2
'斐

型黒色土器
高台不

Ｏ

・

底部回転ヘラ削り、削り出し高台 淡褐色 底部外面線刻

224 3 須 恵 器
抹 底部回転糸切 灰黄色

4

224 5 底部回転糸切、外周回転ヘラ削り 灰黄褐色

底部回転糸切 灰白色

224 7 灰  色

揺誌
ロクロナデ 灰白色

やや粗
白・黒色粒子 脚都片

土BHl器

小/1_ltt C 褐 色
粗
白色粒子、小穫

Nl19。 10

二 日甲喬

甕CI 黄褐色 IB、 日色れ子
小穫多畳

225 11
二HRI喬

甕A 内外面ハケメ、底部周辺ヘラ削り 淡橙色 やや粗、白色粒子

261号住 1
主 簡甲喬

邦 A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 内面にスス、灯明具か

225 2 No29

225

225 (60) 体・底部手持ヘラ削り 灰白色 No42

上 印 喬

高台イ
底部削り出し高台 にぶい橙色

225 6 80) 橙 色 赤色粒子 No38

225 7
土 H印器

皿
体・底部回転ヘラ削り 赤色粒子 No32

8 須思 稀

邦
底部糸切 灰  色

225 9
止 H甲稀

甕A 内外面ハケメ 赤褐色
租

黒色粒子、雲母
No6・ 8

225 10 褐 色
協

白色粒子、雲母
Nα 48・ 50

225 11 暗赤褐色 粗
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(法量は 日径・底径 ・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

225 261号住
土師器
牽A 内外面ハケメ 明赤褐色

租

白色粒子、雲母

225 体・底部ハケメ、底部木葉痕 褐 色

225 暗赤褐色

225
二 H甲喬

甕C? ロクロナデ にぶい橙色 粗、白・赤色粒子 Nα10

225
仄細 paJ蕎

長頸壷
外面施釉 灰  色 Nα126

上HT器
ヨ筒土挙

外面ナデ 橙  色 粗、白色粒子 No2・ 20

263号住 1
土師器
邦A 内外面暗文 明黄褐色

226 2
主HT喬
甕 CⅣ

ロクロナデ、一部ハケメ 灰オリーブ色

226 3
二 H印孫
羽釜A 内外面ハケメ にぶい褐色 白色粒子、雲母

226 264号住 l
主 印 希

イA
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

橙  色 赤・白色粒子

2 体・底部手持ヘラ削り
内 にぶい褐色
外―悟色

226 3 底部糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 No28

4 にぶい橙色 灯明具

5 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 みこみ部線刻

226 6
二 日甲喬

皿

凰 淵Sttt7J後、体・恩 樹∫手 持 ヘ フ訓

り
明黄褐色 Nc18・ 21・ 26

226 7 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子 No14・ 15

8 明黄褐色 Noll・ 12

9 体部手持ヘラ削り 橙  色

226 四 ―晴 掏 日

外―橙色

226
主旧HI喬
甕 C? 内外面ナデ にぶい黄橙色 白色粒子

二 印 喬

甕A
外面ハケメ、底部木栗反、内面指
頭痕

褐  色

226 須 思 器

甕
外面叩き

内―暗灰赤色
外―灰赤色

226 265号住 1
上帥 希

不 A 内面みこみ部暗文 橙 色 赤色粒子 No 17・ 18

2 須 恵 器
抹 底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子

3 宏 息 希

高 杯
褐灰色 脚部片

4
主 H甲喬

円筒土経
ロクロナデ 橙  色

ギギ 租

白色 粒 子
Nαl-3

226 266手チ住 1
主 H印希

杯 A 体部手持ヘラ削り にぶい橙色

2

226 3 体・底部手持ヘラ削り Nl124・ 25 底部外面線刻

4
土師 器

皿
底部回転糸切後削り 白・赤色粒子

5
黒 g二 盃

不
4) 体・底部回転ヘラ削り、内面黒色 浅黄橙色 白色粒子

6 内面黒色 にぶい橙色

7
灰 粗 IIJ希

皿
付高台、内面施釉 灰白色

8

9
土師器
小型若A 内外 面 ハ ケメ 灰褐色

やや 祖

雲母

土師器
小型奉D 外面カキメ、内面ロクロナデ にぶい橙色 No15。 19

須 恵 器
碧 外面叩き 灰  色 白色粒子 転用硯

267号住 1
土師器
然A

眠濁畑 騒糸切後、体・医罰∫手持へ

ラ削り 淡褐色

2 須恵器
抹

底部回転糸切 灰黄色

3 淡黄褐色 外面摩耗

227 4 暗青灰色 No12 器形歪む

-189-



(法 量は 口径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

267号住 5 察 思 希

高台郭A? 暗灰色 白色粒子多量 262号住

6 暗青灰色

7 須 思 喬

長頸壷
灰黄色

227 8
土HHI希

甕C? 底部回転糸切 黄褐色
マ マ 租

白・黒色粒子
外面剥離

227
」二日中君与

甕 B? 底部木葉痕 褐  色
租

白色 粒 子 、小礫

土師器
鉢?

粗
/卜礫

須恵器
甕

外面叩き、内面青海波 Nl1 1・ 2

227 268号住 1
須 思 喬

イ
O) 底部回転糸切 暗灰色

2 灰  色

227 3 淡黄褐色 土師質

4 棚熱
外面回転ヘラ削り 暗灰色 やや粗 Nl1 1・ 6・ 10

5 鰯腕
底部回転糸切、ロクロナデ

内一黄橙色
外―淡黄構色

やや粗、軟質 Nl14・ 7・ 8。 9 外面剥離

227 6
土師器
小型窄C 黄橙色

粗 、白色 粒 子
不 息

227 7 粗、白色粒子

8
主 H甲希

甕CI ロクロナデ 淡橙色 やや粗、自色粒子
竃 ツ叫、lNα Z・

11・ 12・ 19。 20

269号住 と
須 息 喬

蓋 A 灰  色 白色粒子 竃内

228
土 帥 益

奉 CI
ロクロナデ にぶい橙色 白・赤色粒子 Nl1 7

270号住 l
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

内
６

電

陥

228 体部手持ヘラ削り 褐 色 Nl13・ 7

228
主 HRI誘

皿
体・底都手持ヘラ削り 竃内

228
底樹

'禾

t7J後 、体 °底 剖S手荷 ヘ フロ」

り
橙 色 Nol・ 2

228
主LRl喬

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 暗褐色 やや粗、雲母
竃 四

No20・ 21

228
土 印恭

窯形土器
暗赤褐色 やや粗、雲母多量

228 271号住 1
器
皿

恵
台

須
高 付高台、盤状 灰色、灰掲色

察 思 喬

菩 A 外面回転ヘラ削り 青灰色 完 形

228 272号住 1
須 思 喬

イ
底部糸切 灰  色 No2・ 3

228 2 灰黄褐色

浅黄橙色

228 4 灰  色 白色粒子

青灰色

宏 思 喬

甕
外面叩き、内面ナデ、底部ナデ

内一黄褐色
休―庁苦魯

228 2731夕 4と 1
工 H甲希

イA
恩 司 Stt t/」 、タト周 手 持 ヘ フ ロリ 、四

面暗文
橙  色

228 2 狽思 希

不
( 灰黄色

3 郎智
ロクロナデ 橙 色 やや粗、白色粒子

274号住 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色 赤色粒子多量

2
底部糸切後、体。底部手持ヘラ削
り 橙 色 異質 320号4と

229 3 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色

4
土師器

m 橙 色

5
Fttlt具 色土器

不
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 異質

229 6
灰釉陶器

m 付高台、内外面施釉 灰 白色 内面赤色顔料付着

229 7
土師器
小型警A 内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色 やや粗、雲母多量

霊 内 、No2・

10。 13・ 14
273号住、24号溝
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(法量は口径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 朧
ｍ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

274号住 8
土師器
碧A 内外面ハケメ 暗褐色

229 9
器

Ⅳ

師

Ｃ

土
奉

外面ハケメ、ヘラ削り、内面縦ハケ
メ 黄橙色

ギ マ 租
白・里 格 対 子

229 275号住 1
主 即 喬

罫 A
底 司Sttt7」 後 、姿・恩 司S手持 ヘ フ ロU

り 褐  色 やや粗 Nl15・ 6・ 36

2 黄褐色

229 3 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

229 4 白褐色 No26・ 31・ 35

229 5 橙  色 やや粗 Nα 19。 20

6
土師器

皿
やや粗、白色粒子

229 7 Nα 24

8 黄褐色

9
甲斐型黒色土器

不
体。底部手持ヘラ削り、内面黒色 No29・ 31・ 34

229 体部手持ヘラ削り、底部糸切、内
面黒色

黄橙色 赤色粒子 No30,32

229 体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙  色

須 恵 器
係 底部糸切 灰  色 みこみ部線刻 (ヘラ書か)

229 鰤和
内外面ハケメ 暗褐色 雲母

229 灰 細 pal」 喬

皿
付高台、内面施釉 白灰白色

229 須 思 希

鉢 B
ロクロナデ 褐灰色

肉

３３

亀

陥

229 276手}准と 1
土師器
不 B 底部ヘラ削り 橙  色

229 2
土師器
高台邦

底部糸切後、回転ヘラ削り、付高

229 3 須忘器
抹

底部回転ヘラ削り 灰  色

4 底部糸切 No20 3■ 号住

5 須 思 喬

高台r4NB
8) 底部回転糸切り、付高台 暗灰黄色 やや粗

230 6 ( 灰白色

230 7 付高台 灰  色

8 須恵器
高台邦A 底部回転ヘラ削り、付高台 暗青灰色 No3・ 17

9 鶉紳
一
〇

一

青灰色 白色粒子多量

狭 思喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り 暗赤褐色 No29

11
戻 思 孫

高イ
ロクロナデ 橙  色 脚部片

230
上 H甲 希

甕C? 白褐色

230 土師器
小型甕C No25

14
器

Ⅲ

師
Ｃ

土
な

ロクロナデ、外面ヘラ削り、内面指
頭痕、底部ヘラ削り

浅責橙色 Nl11・ 13

器

Ｉ

師

Ｃ

土
奉

ロクロナデ、底部ヘラ削り 橙  色 Nl18・ 22・ 23

278号住 1
須忌器

郵
底部糸切 灰  色

2 白灰色 No13 焼成やや不良

230 3 青灰色

4 底部回転糸切 褐灰色

230 5 灰褐色

230 底部糸切 暗灰色

230 7 掲  色 Nl1 2

230
//R息 希
蓋A 外面回転ヘラ削り 青灰色

230 にがい赤褐色
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(法量は日径・底径  器高の順 、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(Gm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

278号住
土 H甲喬

甕B 外面ヘラ削り、内面ナデ 黄橙色 白色粒子、雲母 Nα 5

1]
須 息 喬

甕
ロクロナデ 黒 色 Nc1 1

279号住 1
二 騨 喬

イA 底部ヘラ削り 橙  色 底部外面線刻

須恵器
邦

底部糸切 灰黄色 焼成不良

癬熱
外面回転ヘラ削り 暗緑灰色 白色粒子多量 完形

4 緑灰色

5
二 H甲 喬

円筒土器
外面ヘラ削り、叩き 掲  色

やや粗
白色粒子、小礫

竜 肉

Nα9'10 甕CⅡ の可能性もあり

280手ヂ4と 1
須 思 喬

年
(80) 底部糸切 白灰色

2 須 息 器

高台不?
底部回転ヘラ削り、付高台 暗緑灰色

231 282手チf■ 1
主 Htll蕎

高 台 邦

底部削り出し高台、体部横ミガキ
内面みこみ部ミガキ 橙  色

土師 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 体部外面墨書

甲斐型早色土器
不 体。底部手持ヘラ削り、内面黒色 Nα2

4
宏 思 喬

抹
底部糸切 灰 白色

5 みこみ部焼成後線刻

主HHI喬

甕CⅡ
ロクロナデ、外面叩き 竃内、No4・ 9・

10。 12

283与争tと 1
上印

==邦A 体・底部手持ヘラ削り 褐  色 寵内

土師器

皿
橙 色 体部外面塁書

4
二 即 誘

イA
5

ギ賓型黒8上喬

イ
(40)
(51)

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 褐  色

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文
黒色 体部外面墨書

232 284号住 1
■ H甲希

邦 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

232 掲 色

232 体部手持ヘラ削り

232 4
土帥器
邦 B 底部手持ヘラ削り 橙 色 混入か?

無 t3主誘

イ
底部糸切、内面黒色

232
ギ髪型黒eと浄

不
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 No4・ 5

232 7 土師器
甕A 内外面ハケメ 褐  色 Nα 7

232 285号 4と 1
土師器

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子 295号住

232
(128)

やや粗、赤色粒子 Nl18・ 9

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 白・赤色粒子 295手許tと

232 主 叩 喬

甕CⅣ
外面ハクメ後、肖」り内面縦ハケメ
横ハケメ

にがい黄橙色
やや粗、自・赤色
粒子、室母、小穫

232 主 印喬

甕 CI
ロクロナデ、外面叩き 茶褐色

232 土師器
甕A 内外面ハケメ 黒褐色

租

白色粒子、雲母
骨ロフ再、Nlllg。
21・ 24・ 26

232 暗赤褐色 語内、Nα 13・

14・ 18・ 23
299号住

232 土師器
羽釜A

外面ハケメ、内面ハケメ、ナデ、指
頭痕 褐  色 糧、白色粒子

232 須 忘 器
碧 外面叩き 灰  色 転用硯

286号住 l 珊曜
体・底部手持ヘラ削り 橙  色

233 掲 色 224号住

白褐色

233 底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙  色
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(法量は口径・底径 ・器高の順 、一 は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

233 286号住
土 帥 器

不 A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 暗赤褐色

233 6 黄褐色

7
土 師 器

皿

底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り 橙  色

淡橙色

体・底部手持ヘラ削り 橙 色

233

11
体・底部回転ヘラ削り、内面みこみ
部らせん状暗文

体部外面墨書

233 体・底部手持ヘラ削り

233 体部外面から底部にかけて塁書

甲斐型旱色土器
邦

体・底部手持ヘラ肖1り、内面束状暗文
みこみ部らせん状Hき文、黒亀 掲  色

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色

233 にぶい橙色

17 (64) 体・瓜 樹
'手

荷 ヘ フロUり、内 血 晴 天 、

みこみ部渦巻状暗文、黒色
橙  色

233 体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文、黒色

233 体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 No46

底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 褐  色
白色 粒 子
擁 繕 善 ガ、絶 体部外面焼成後練刻

233 須恵器
慈?

は司ム グ卯 浪 クヽト国ЩJさ 、ア ア 、

内 而 ナ デ
青灰色

233 須 思 喬

凸帯壷
肩部に凸帯、外面叩き

233

蛉呻
内外面ハケメ、底部木葉痕 黒褐色 白色粒子、雲母

二印 喬

甕 A

１

８

一

赤褐色 雲 母 Nα4・ 17

内外面ハケメ 暗褐色 白色粒子、雲母

８

一 橙  色 雲母少量
Nα 2・ 18・ 19・

26・ 28・ 36・ 38

234 赤褐色 白色粒子、雲母 32

287手}准と 1
土 H甲希

イ A 体・底部手持ヘラ削り 浅黄橙色 異質 灯明具

2
瓜 部 口欲 禾切 後 、杯・底 測S十持 へ

ラ削 り
橙 色 赤色粒子

主 H甲希

皿
体。底部手持ヘラ削り

4
底部回転糸切後、体。底部手持へ

ラ削り

灰釉陶器
剛

付高台
郷―仄牙ツ

~ノ 8
外―灰白角

」二日甲〓再

奉 C? ロクロナデ 橙 色 No3・ 5

288号住 1
土 H印喬

郵 A
底 卸

'回
転 糸 t7」後 、件・欧 淵も手 持 ヘ

ラ削り、内面暗文
明赤褐色 赤色粒子

234 2 にぶい橙色 底部外面焼成後線刻

3
底部回転糸切後、底部のみ手持
ヘラ削り、内面暗文

白・赤 色粒 子
里 暫

Nα49,61・ 53

234 4
底部回転糸切後、体・底部回転ヘ

ラ削り 橙 色 赤色粒子 Nl155 底部外面墨書「主」

5
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り
内 面 膳 マ

にぶい橙色

6 体・底部 手持ヘ ラ削り、肉面 みこみ

部 暗 支
橙 色 Nα 3 底部外面墨書

235 7
土帥器
外 B 底部回転糸切後、手持ヘラ削り にぶい橙色 Nl157

235 8
土帥器
係A (30)

体・底 部 手 持 ヘ ラ削 り、内 面 み こみ
獣 膳 す 赤褐色 底部外面線刻・墨書

235 9
器
邦

帥
台

上
高

(35)
俗・底 苗S口 監 ヘ フ月り 、ロリ 出 し局
合 肉 面 陀 ヤ 赤色粒子 底部外面線刻

235 上帥器
HIL

にぶい橙色

235 底 い 口審 木 t/」復 、件・瓜 洵S四 仏 ヘ

ラ却 り、内而 放 射 状 暗 支
橙 色 赤色粒子 No27・ 28

235 体部回転ヘラ削り、内面暗文 にぶい橙色
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(法量は 口径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎    土 出上位置 備 考

288号住
土 H甲喬

皿

体・底部回転ヘラ削り、肉面みこみ

部渦巻状暗文

内―橙色
外―にぶい幡角

赤色粒子 底部外面塁書「長」

須恵器
不

底部回転糸切 灰  色 白色粒子

235
衛  隊

にぶい橙色
白・赤色粒子

灰  色 白色粒子

底部回転糸切後、手持ヘラ削り

No36 底部外面ヘラ書

235 (69) 底部回転糸切

235 察 思 喬

高台杯 ?
お

一

付高台
四 ―匂 隊 9
外―灰色

底部回転糸切後、回転ヘラ削り
付高台

灰  色

235 須 恵 器
客 外面叩き 笹 色 No31・ 41・ 50

235 灰  色 転用硯

土 師器
田簡 +哭

(108)

輪積み、ロクロナデ 明赤褐色
粗 、白色 粒 子 、小
程 塚詈

竃 肉

No25・ 29

235
主 即 喬

甕CI ロクロナデ
内一浅黄橙色
外―灰黄褐色

やや粗、白・赤色
粒子、小礫

Nol・ 32

235
主 抑 希

甕CV にぶい橙色
牡
白■粒子、小稗

Nl1 4

235
二日印君

=
変 D 外面ヘラ削り、内面ナデ

ヾ ギ 祖

白色粒子、雲母
No26・ 33

236 290テ}4と 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 浅黄橙色 白色粒子、異質 No4・ 5・ 7 体部外面塁書

2 ( 底部糸切後手持ヘラ削り 笹 色 赤色粒子

3 体部手持ヘラ削り 白色粒子、異質

にぶい橙色 やや粗 体部外面墨書

主 HRI希

皿
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色 竃 内

体・底部手持ヘラ削り 淡橙色

236 7 にぶい橙色 赤色粒子 底部外面塁書「丈」

黒色土器
係

(122)
底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 淡赤橙色 体部外面墨書「子」、歪み大

F支世黒B上缶

邦
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色 赤色粒子

10
底部糸切後、杯抵 部キ符ヘフ削
り

にぶい橙色

236
主 印 希

小型甕A 内外面ハケメ
租

白色粒子、雲母

二 日中喬

甕 A 外面ハケメ、内面ナデ

291号住 1
土師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子 Nα29

236 2 にぶい橙色 白・赤色粒子 Nα13・ 16

236 3 にぶい黄橙色 赤色粒子 灯明具

4 にぶい橙色 Nα18・ 19

5 白色粒子

6 橙 色 赤色粒子

7 明赤褐色 白・赤色粒子 灯明具

8

9 にぶい橙色 赤色粒子多量
No14・ 22・ 23・

24

236
土日

“

器
メ B

底部外 血線 象」

混 入 品か

236
土帥器

皿
橙 色 白・赤色粒子 No2・ 26

236 底部回転糸切後、体・底部手持ヘ
ラ晋‖η 体部外面塁書「介」

236 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 完形

( 底部回転糸切後、体・底部手持ヘ
ラ晋‖η 橙 色
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(法 量は日径 底径・器高の順 、一は計狽1不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍケ
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出土位置 備 考

236 291号住
黒色土器

抹 底部回転糸切、内面ナデ、黒色 白色粒子 No25

236
味和阿絡

喜 ? 付高台 灰  色

236 17 鰤熱
内外面ハケメ 赤褐色

白色粒子多量
雲母

須 思 孫

甕
ロクロナデ 灰  色 白色粒子 No12

237 292号住 l 斬躾
体・底部手持ヘラ肖1り 、内面暗文 橙  色

白・赤色粒子
/1、種

Nl130・ 31・ 43

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

黄橙色

237 橙  色 白・赤色粒子

4
体・底部手持ヘラ削り、内面束状
暗文

No 7 体部外面塁書「毛」

237 5 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文

237
底都糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

灯明具

237 7 上HT喬
高台イ

体・底 部 回転 ヘ ラ削り、削り出 し目 四 ―東 橙 8
外―橙色

Nα48

237
土 帥 器

皿

体・底 部 回 転 ヘ ラ削 り、内面 油 巷

崇 賠 す
橙  色 Nα40・ 46・ 47

237 底部回転糸切
ギ 割 、共 負 、日

赤色粒子、小礫
Nα34 体部外面塁書「万」

237
票色土器

邦
底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 灰黄色

臼色 粒 子 、雲 母
/卜礫

Nα37

237 黄橙色
自。赤色粒子
雲母、小礫

No38

237
味米日IHJ=岳

椀

体・底部回転ヘラ削り、付高台、内
外面施釉

灰白～緑 293手 }准と

237 須恵 器
碧

外面叩き
/Nl― 隊 H日
外―灰色

白色粒子 Nα23 転用硯

237 灰 色 白色粒子、小礫

237 293号住 l
上帥器
郭A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内而暗文

橙 色 白色粒子

2 黄橙色
白。赤色粒子
/卜 1と,と

Nc192

3
瓜 凱

'糸
切 後 、俗・恩 樹S手持 ヘ フロ」

り

やや粗、異質、白・
ホ色粒子、小礫

Nl1 116。 117

4
底部糸切後、体・l~k部手持ヘラ削
り、内面暗文

白・赤色粒子

5 体・底部手持ヘラ削り 橙  色
日・亦 包 41J十

/卜礫

Nl1140・

148

6
底部糸切後、体。底部手持ヘラ削
り、内面暗文

No 146

7
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 黄橙色 白。赤色粒子 完 形

8 体・底部手持ヘラ削り 白色粒子

237 9 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 白・赤色粒子

237

11
(110) 自・赤色粒子

′卜五身鼈

12 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 白色粒子 Nα 134 完形

白・赤色粒子 No55・ 200

14
白・赤色粒子
雲母

黄橙色
臼・赤色粒子

雲母、小礫
体部外面墨書「木」

237
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り、内面暗文
橙  色 白。赤色粒子 Nc1132・ 172 底部外面焼成後線刻

237 17 Nα80

237 にぶい橙色
やや粗、
白・赤色粒子

Nα99'137・
173

237
瓜 剖

`糸

U/J復 、俗・底 前S手村 ヘ フロ‖

り
橙 色

白・赤色粒子
′I、 灌

完形、灯明具

237
KttSE「町 木切後 、件・底 司

'手
村 ヘ

ラ白ib肉 面 諄 す 白・赤色粒子

237 (40) 体。底部手持ヘラ削り
白・赤色粒子
川、腟

No38・ 39

237
瓜 淵

'四
監 糸 t/J後 、件・瓜 司

'子
村 ヘ

ラ肖‖り
白色粒子

237 体・底都手持ヘラ削り 黄橙色 白・赤色粒子 No15・ 27 421号住
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(法量は日径・底径・器高のI慣 、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

238 293号住
上師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 No52・ 54

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文
やや粗、白・赤色
粒子、小礫

316号住

238 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色 白色粒子

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文
にぶい橙色
～黒褐色

白・赤色粒子
ノよヽ石勢毯

No198 316号住

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

二 帥 喬

高台郵
体・底部回転ヘラ削り、削り出し高
台、内面暗文

黄橙色

主 帥 器

皿
林・底部回転ヘラ削り にぶい橙色 No51・ 56

238 土 師器

皿

体・底 部 回転 ヘ ラ削り、内面渦 巻
汁 H菩 寸 底部外面塁書

238 体・底部回転ヘラ削り 橙  色
Nl198 ・ 174
175

凰 洵
'図

弘 糸 t7」俊 、体・凰 樹
'回

路 ハ

ラ肖可り

やや粗、白・赤色
粒子、小礫

Nα139

238 体・底部回転ヘラ削り
やや粗、異質、白・

赤色粒子、小礫
Nol10・ 112

113

白・赤色粒子 Nl1169・ 187 灯明具

238 上 H中稀

邦 A 体部手持ヘラ削り 白色粒子、雲母 体都外面墨書

238 体・底部手持ヘラ削り 白色粒子 底部外面昌書「木」

238 体。底部手持ヘラ削り、内面暗文
白・赤色粒子
雲母

No155 底部外面塁書

珊熱
(40)

グト回 口%ヘ フロリ 、四回油香 扶 H言

文
白・赤色粒子 外面墨書「木」

F賓型∴色主託

イ
(55)
(60)

体・底部手持ヘラ削り、みこみ部ら
せん状暗文、内面暗文、黒色

にぶい褐色
白・赤色粒子
メ|ヽ 灌

413号住

体・底部回転ヘラ削り、内面暗文 黄橙色 白・赤色粒子

体・底部回転ヘラ削り、内面暗文
ミガキ、黒色 橙 色

日・赤 色 41f十

雲 母

238 体・底部回転ヘラ削り、内面束状暗文
みこみ部らせん状暗文、黒色 白・赤色粒子

票色土器
縮 底部回転糸切、付高台、内面黒色 オリーブ灰 白色粒子、雲母

狽思器
邦

底部回転糸切 灰  色 白色粒子、小礫

238 須 思 喬

高台杯?
底部糸切後付高台

やや粗、白色粒子
小礫少量

No142

238 須 思 器

壷?
底部付高台 白色粒子 Nl1128

須恵器
外面叩き、回転ナデ 褐灰色 白色粒子、小礫

238 土師器
小型なC 底部回転糸切、ロクロナデ 暗褐色

やや粗、白・赤色
粒子、雲母、小礫

Nα44・ 48,70・

77・ 171

土師器
小型甕A 内外面ハケメ 茶褐色

やや粗、自色粒子
雲母、小穫

Nα 87

二 H甲希

甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕
9帥 、日帥 イ

三母
鼈内、No65 143
149■67■ 68

239 内外面ハケメ
ギ ギ 租 、日色 狂十

雲母、小礫
No66・ 202

土師 器
師

内外面ナデ 明褐色
ギ ギ 租

白色 粒 子 、小 礫
Nα95

土 帥 希

小型壷 B
ロクロナデ、底部手持ヘラ削り 褐 色 白・赤色粒子

須 恵 器
恋 外面叩き 褐灰色 白色粒子、小礫 転用硯

239 294手 }住 1
土帥 器

皿
71) 体部回転ヘラ削り 明赤褐色 白・赤色粒子 竃内

239
ギ賓聖祥g主誘

14h

体部手持ヘラ削り、内面ミガキ、暗
文、黒色 橙 色

239 295号住 1
須恵器

イ
(70) 体部手持ヘラ削り 浅黄橙色 完形、灯明具

底部回転糸切 青灰色

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 緑灰色 No68

239 4 底部回転ヘラ削り 灰 白色 白・赤,黒色粒子多量 Nα65 焼成やや不良

239 5 底部手持ヘラ削り 明オリーブ灰色

6 底部回転糸切

239 7 希
Ⅳ

印
Ｃ

上
甕 内外面縦ハケメ 灰黄色

やや粗、白・赤色
粒子、雲母、小礫

360テンtと
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(法量は日径・底径・器高の順、―は計測 不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量
の

法
でｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

296号住 1
土師器
邦A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

笹  色 赤色粒子 Nl1 16・ 17・ 18

体・底部手持ヘラ削り Nc119・ 20

体都手持ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子 No22

橙 色 白・赤色粒子

(SO) 体・底部手持ヘラ削り 白色粒子

239
二 帥 呑

皿

杯・低 樹S回 転 ヘ フRり 、/N」 回以 射

状 暗 文
白・赤色粒子

7 白色粒子

土師器
革A Nl15

239 9 Nl12

須思 奉

邦
(60) 底部回転糸切 灰白色 白・黒色粒子

239 須息 蕎

蓋 A 外面回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子

珊熱
内外面ハケメ、底部木葉痕 明赤褐色

No13・ 16・ 25・

26・ 29

297手}tと 1
土師器
邦A 体部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

2 須忘器
高台邦A 灰  色 白色粒子

298号住 l
二 日T喬

皿
体・底都手持ヘラ削り 橙  色

2
主 H中喬

甕A 内外面ハケメ 褐 色 白色粒子、雲母

299手}4と 1
主 印 喬

邦 A 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 体部外面墨書

2 体部手持ヘラ削り 赤色粒子 内面タール状付着物

3 体・底部手持ヘラ削り
赤色粒子
やや軟質

Wo9・ 13・ 14

15
灯明具

4 体部手持ヘラ削り にぶい赤褐色 白色粒子 体部下半～底部ユ1離

5 橙  色 白・赤色粒子

6 呻
イ

体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

7
主帥審

甕 A

５

一　

一

外面ハケメ、内面ナデ 白色粒子、雲母 Nl116・ 26・ 27

土師器
小/―lttB?

(60)

300号住 1
土帥器
邦A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
均

やや粗、白色粒子 Nc116 器形歪む

240 2 灰白色 粗、白色粒子 Nl19 焼成悪く、歪み大きV

3
土 師器

皿
体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色

やや 粗
白・未 魯 貯 子

4 須恵器
高台不?

底部回転ヘラ削り、付高台 橙 色 白色粒子 A21B24

5 須恵器
革A 外面回転ヘラ削り 灰  色 No8 9

6
灰釉陶器

=?

底刊
`付

局含 、瓜 部 卜十 回転 ヘフ則

り、ン缶素由
灰白色 白色粒子

7
二 卸 喬

小型甕A 内外面ハケメ 暗赤褐色
粗、自色粒子、雲
母

Nα4・ 5

301号住 l
主 H甲孫

皿

凰 司Sttt7J復、体・瓜 司
'手

付 ヘ フ剛

り
橙 色

やや粗 、白色粒子
塁暫

2 郷鼎
体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

Nl111・ 12・ 15,

18

体部手持ヘラ削り 白褐色 Nl12

240
上帥器

HR
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 No20

240
F妻翌黒色土群

邦
体部手持ヘラ削り、内面黒色 白褐色 No16

240 7 珊婿
体部外面墨書

240
土帥器
甕A 内外面ハケメ 褐 色 粗、雲母 No9

302号住 1
土帥器
不A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文

白・赤 色 粒 子
三母

2 竃内
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(法 量は 口径・底径・器高の順、一は計測不能、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 月台     土 出上位置 備 発

302手 }4と
土師器
罫A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 白・赤色粒子 Nα55・ 56・ 57

4 底部回転糸切後、わコ 斗こ手持へ

ラ肖」り 黄橙色 Nα36

5 土 師器

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面放射
状暗文

橙  色 No53

6 体・底部回転ヘラ削り No38・ 72

7 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色 白・赤色粒子

8 体・底部回転ヘラ削り 橙  色
臼・赤色粒子、小
礫

No39。 40

9 黒色土器
抹 体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 黄褐色 /1ヽ 礫 Nα69・ 70・ 71

黒 gi誘

高台皿
底部糸切後、付高台、内面ミガキ
黒色

〃黄褐色 白色粒子、小礫 Nα6

11
灰糊阿誘

壷 ?

一

０

一

底部糸切後、回転ヘラ削り、付高
オリーブ灰色 白色粒子 Nα 7・ 8

12
須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 灰白色 白色粒子、小礫

器
郭

師
台

上
高

体・底部回転ヘラ削り、削り出し高
橙 色 赤色粒子 底部外面墨書「主」

14 須恵器
薙 外面叩き、内面ナデ

四 ―汰 色

外―暗褐色
白色粒子、小礫 Nα46・ 64

土師器
奉A 内外面ハケメ 茶褐色 やや粗、雲母多量 No60・ 67

主 即 盃

小型甕A
70) 内外面ハケメ、底部木葉痕

内一本褐色
外導 褐色 雲母多量

303号住 1
二日甲喬

郭 A
底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り

にぶい橙色 白・赤色粒子

2 底部 回転 糸切 、体・底 部手 持 ヘ ラ
肖‖り 黄橙色

3 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 体部外面塁書

4
土師器
m ( O〉 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り

やや粗、自・赤色
粒子、小穫

5 卿
イ

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色 白・赤色粒子 Nα21・ 22

6
狭測 IHJ希

壷?
ロクロナデ、外面施和 オリーブ灰色 白色粒子

7
」二日中名岳

小型甕A
外面ハケメ、内面ナデ、底部木棄
痕 茶褐色 租 、日 色 柾 十

雲母、小礫
竃 四

Nα16

二帥 蕎

甕 A 内外面ハケメ
やや粗、自色粒子
雲母、礫

霊内
Nα 2・ 4

9 鼈内、No30・ 32・ 34・

3586・ 3738 337号住

土帥器

羽筆 A 外面ハケメ、内面指頭痕
内―黄構色～黒褐色
外にぶい褐色

No3・ 8,9,10。

11・ 13・ 41

304号住 1
主 H甲喬

イA 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子
Zも 1‐ 1■

体部外面塁書「万J

2 (
亦 包 柾 十

焼成軟質
231号住

242 3 にぶい黄橙色

4 橙 色 やや粗 Nl122・ 24

5 5)
底部糸切、体部かすかな手持ヘラ
肖」り

黄橙色 異 賃

や や lfl、 小穫

242 6 ( ワ) 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 ノト礫 Nc126

242 7
二 日甲喬

皿

赤色粒子、小礫多
量

Nc19

8 小 礫 体部外面塁書

242 9 体・底部回転ヘラ削り にぶい橙色 やや粗

242 珊胤
体部外面塁書

内面みこみ部暗文 Nα29 底部外面墨書「宅」、線刻

須 恩 喬

イ
底部回転糸切、体部回転ヘラ削り 青灰色 砂粒

242 須 思 喬

長頚壷?
ロクロナデ 緑灰色 No32

櫛細
一

７

一

外面叩き、内面ナデ、底部周辺ヘ

ラ肖」り
灰  色 No30,33

242 珊熱
内外面ハケメ 褐 色

ぐ マ 租

白色粒子、雲母

242
一

ｏ

一

内外面ハケメ、底部木葉痕 黄褐色 やや粗 No15・ 17・ 20

242 305号住 1
二 H甲希

邦 A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色
ギギ祖 、亦 etlrf
小 穫 多 畳

No 10・ 13
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(法量 は日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出 土地 点 番号 器 種 鵬ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

305号住
土師器
落 C? 底部回転糸切 にぶい橙色 白色粒子

242 3
灰釉陶器

暮? 底部付高台 灰  色 317号住

242 蛸袖
内外面ハケメ 茶褐色 やや粗

寵内、Nα l・ 7・

8。 9。 10・ 12

306手}|と l
察 思 喬

イ
底部回転糸切 灰  色 やや粗

亀 肉

No5・ 7

2
二 印 希

小型甕C 底部静上糸切、周辺ナデ にぶい橙色 やや粗、プト礫多量 Nα 6・ 10。 11

ロクロナデ
電 肉

Nl11・ 4・ 10

243 307号住 1
土 帥 蕎

皿
体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子

須恵器
係

底部回転糸切 灰  色 白色粒子

243 一∞ にぶい黄橙色

243 須 思 喬

甕
外面叩き 灰  色

」三H印名
=甕CⅢ ?

内外面ナデ 羽赤褐色
日 蛛 色 杷 十

雲母
No7・ 13

243
上帥 蕎

甕 A 内外面ハケメ 赤褐色
日・亦 341r十
雲 母

Nα 9・ 18

7 内外面ハケメ、底部木葉痕 白色粒子、雲母 Nα 21・ 22・ 23

308号住 1
土師器
杯A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色

243 体・底部手持ヘラ削り にぶい赤褐色 灯明具

3
良 剖stt L/J後 、件・凰 司S手村 ヘ フ剛

り、内面暗文
にぶい橙色

243 4
土 師 器

皿
体。底部回転ヘラ削り

5
器
Ｉ

師
Ａ

土
鉢

内外面ハケメ にぶい赤褐色

309号住 1 珊胤
(110)

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 赤色粒子

2 No24

3 淡黄色 304手 }4と

4 橙 色 No2

5
二 HHI喬

皿

体部回転ヘラ削り、内面らせん状
暗文

赤色粒子 竃 内

6 須 恵 器
抹

底部回転糸切 灰  色 Nα l、 焼成やや軟

7 灰白色 小礫多量 304号住

8 0) 灰  色 小礫

9 緑灰色

灰  色 /1ヽ 礫

斜熱
外面 回転 ヘ ラ削 り No19'38・ 43

須恵器
姦 暗赤灰色

310号住 1
土情RI喬
イA 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

2
瓜 剖S回転 糸 切 後 、俗 状 樹S手持 八

ラ肖Jり
明褐色 赤色粒子

内

２‐

査
嘔
陥

3 体・底部手持ヘラ削り、内面抗線
状暗文

明赤褐色 白・赤色粒子 291号住

4 体・底部手持ヘラ削り

5 赤褐色 Nα19'20 灯明具

6 明赤褐色 赤色粒子 竃 内

7

8 蜂
邦

内面黒色 橙 色 白色粒子 体部外面塁書

9 未 g二 希
縮 ? 底部回転糸切、付高台 褐 色

棘細 IFJ蔀

m?
底部回転ヘラ削り、付高台、内外
面 怖 蝸 淡緑色

上 H中喬

小即牽 A 外面ハケメ、内面ナデ 明赤褐色 雲 母 Nl14・ 7
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(法量は口径 底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 朧ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

310号住
土師器
鉢AI 内外面ハケメ 暗赤褐色

自・黒色粒子、雲
母

311号住 1
須恵器

係

(114)
(64) 底部回転糸切 灰 白色

鶉筋
体部角付 褐白色 白色粒子

244 3 須 思 喬

鉢B
ロクロナデ、底部回転糸切 灰  色

244 器
Ⅳ

師
Ｃ

土
甕 外面縦・横ハケメ、内面横ハケメ にぶい橙色 白色粒子少量

244 313号住 1 鞘寝
底 樹∫糸切俊 、体・盗 司

'手
荷 ヘ フロリ

体部横ナデ、内面みこみ部暗文
橙  色 赤色粒子 No4・ 14・ 26 底部外面線刻

244 2 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 赤色粒子

3
体部 ナ デ 、手 持 ヘ ラ削 り、内面 晴
寸

赤色粒子

4
P型単色土器
高台イ

底部回転ヘラ削り、削り出し高台
内而みこみ部暗文

赤色粒子

5 須 思 喬

郵
底都回転糸切後、手持ヘラ削り 灰  色 白色粒子

竜 困

No3・ 7

6 底部糸切後、手持ヘラ削り 白色粒子 No16。 18・ 23

244 7 底部回転糸切 小礫 Nl140

245 8 須恵器
高台郷A 底部回転ヘラ削り、付高台 灰 白色 白色粒子 No28・ 29・ 38

9 須恵器
奉A 外面回転ヘラ削り 白色粒子 Nol・ 6

察 思 喬

短棗
=C

ロクロナデ 灰  色 おヽ礫

須 思 希

鉢B
ロクロナデ、底部回転糸切 緑灰色 小礫 No24・ 25

245
主HT希
小型甕C 橙  色 やや粗、小礫 No17・ 38

土 帥 器

客 CⅡ 外面一部叩き やや粗、礫多量 361号住

土師器
窄 CI

(90) 底部木葉痕、ロクロナデ にぶい橙色 やや粗、小礫多量
亀 門

Nl12・ 20・ 27

土 帥器

奉 A
底 部 ヘ ラ削 り、体・底 部 ハ ケメ、体
歎 一 鍬 同鎮 ヘ ラ珈 り 茶褐色

やや粗
白色粒子

Nl110・ 11・ 21

32・ 34・ 44
328手争4と

245 314号住 1
二 日甲喬

不 A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 明黄褐色 赤色粒子 No3・ 4・ 31・ 32

245 2 体・底部手持ヘラ削り 浅黄橙色 粗 Nc18・ 9,10

3 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り にぶい黄褐色 やや粗

4
土 帥 希

皿
体・底部手持ヘラ削り 明黄褐色

5

6 にぶい黄橙色 赤色粒子 No43 343号住

245 7 橙  色
肉

４９

竃

配
388ナ }r■

明黄褐色 やや粗 灯明具

黒色土器
邦

底部回転糸切

灰釉陶器
皿

底郡回転ヘラ削り、足付、内面施
釉 (はけ塗り)

灰白色 Nα7・ 15 318号住

11
灰釉陶器

患? 体・底部施釉 No6 10

12
主 即 喬

甕A 内外面ハケメ
褐色～

綴 匠 魯 粗

315号住 l
主 H甲喬

イA 体・底部手持ヘラ削り 褐  色 赤色粒子 Nl16,7 体部外面墨書

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 灰黄褐色 赤色粒子多量 No26

橙 色
やや粗
白・赤色粒子

灯明具

体部外面塁書

体部手持ヘラ削り、内面暗文 暗褐色

体部手持ヘラ削り 橙  色

7
ａ

二 体都手持ヘラ削り、内面暗文 褐  色 体部外面墨書

土 師器
高 今 抹

底部削り出し高台、内面暗文 橙  色

土師器
皿

体・底部回転ヘラ削り 褐  色
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(法量は日径 底径 器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出 土 地 点 番 号 器 種
量

ｍ＞
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

315号住
土 師 器

皿
体・底部回転ヘラ削り 淡橙色

やや粗
赤色粒子多

Nα15。 16

246
底部糸切後、体・底部回転ヘラ削
り 橙  色 赤色粒子多量 No8,12

体・底部回転ヘラ削り、内面放射
燎 膳 寸 赤褐色 Nα42・ 43

246 体部回転ヘラ削り 褐  色

246
土 H印希

ラ下?
(86) 底部糸切後、ヘラ削り 白褐色 底部外面線刻

上 即 希

皿
体・底部回転ヘラ削り 褐  色 Nl122

土師器
郷A (46)

底部糸切後、手持ヘラ削り、内面
暗文

暗褐色 底部外面線刻

246 掲  色 体部外面墨書

,妻型黒8■誘

イ
(86) 姿・Å 剖〕回 路 ヘ フロЩり、四 囲 灰 射

状、らせん状暗文、みこみ部暗文
橙  色

黒色土希

然
内面ミガキ、黒色、外面上半黒色 掲 色

ギマ杷
雲母、小礫

鞘
イ

体部回転ヘラ削り、内面ミガキ、黒
色

赤褐色 Nl146・ 56

黒色土器
抹 底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 白褐色 やや粗 Nα38

須恵器
喜? ロクロナデ 灰  色

246 須 思 喬

甕
外面叩き 灰白色 No37・ 41

246
土師器
小型甕A 内外面ハケメ 赤褐色

やや粗、白・黒色
粒子、雲母多量

Nα53・ 58・ 60

鞘熱
茶褐色

赤褐色
鼈内、No14・ 49

54・ 55 61 63

内外面ハケメ、底部本乗痕 No56

(34 褐 色
粗 、白・黒 色粒 子
三 母

316号住 1
主 Hい苓
不A

炊 剖Sttt/J後、体 颯 樹
'手

持 ヘ フロ4

り
にがい橙色 赤色粒子 灯明具

246 2 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

3 体・底部回転ヘラ削り 明赤褐色 白・赤色粒子

土 師 器
HH

体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

体・底部回転ヘラ削り 白・赤色粒子 No6

6 赤色粒子 体部外面塁書

7 主 岬 器

甕 C? 底部静上糸切 にぶい黄橙色 白。赤色粒子 Nα2

期婿
橙  色 体部外面塁書

317号住 l
土師器
落 CⅣ 外面縦ハケメ、内面縦・横ハケメ にぶい橙色

やや粗
白色粒子、雲母

Nα5

土師器
奉CI にぶい黄橙色

白。赤色粒子
雲母

No4・ 8・ 11

318号住 1
二 H甲喬

イA
体・底部手持ヘラ削り、体部ミガキ
内而、みこみ部暗文 黄橙色

底部外面墨書・線刻
412号住

体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤色粒子

鞄
郭

恩 部 糸 tyJ復 、杯・底 淵
'手

持 ヘ フ同」

り、内面黒色
褐  色 No22

須 恵 器
抹

底都回転糸切、外周回転ヘラ削り 灰黄色 412号住

須 思 器

高台杯 A 底部回転ヘラ削り、付高台
内―にぶい黄橙色
外―灰黄褐色

察 忌 器

著 A 外面回転ヘラ削り 灰黄色 412号住、338号住寵

7 須 思 孫
幕 ? 底部付高台 灰  色 白色粒子、小礫

狽 思 器

奉

一
４

一

外面叩き、内面ナデ 灰 白色

入和 ImJ喬

幕 ? (70) 体。底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色

五 瞬甲喬

奉 A 内外面ハケメ、底部木葉痕 茶褐色 やや粗 Nl123・ 48

11
土Ral器

羽傘A 外面ハケメ、内面ナデ 小礫、雲母
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(法量は日径 ・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種 腱
師

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 月台    土 出上位置 備 拷

319号住 1
土 師 器

皿

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖Jり
橙  色 赤色粒子 体部外面線刻「祝」

2
主 H甲喬

高台郭
底部回転ヘラ削り、付高台

内―に小い赤褐色

外粥 ■
礫

須 恩 希

郵
底部回転糸切 灰 白色 白色粒子

247

須恵器
高台14NA?

底部回転糸切、回転ヘラ削り、付
高台

黄灰色

郷熱
(140〉 灰  色 高邦の可能性あり

7 須恵器
奉?

(215)

黄灰色

主 H甲喬

甕CI 外面叩き 淡黄色
やや粗
白亀粒子、電母

No25

二 印 喬

羽 釜 A 内面ハケメ
灰 伯 包

～橙 色

ギギ441

白,赤色粒子
No26

320号住 1
二帥 喬

邦
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 やや粗

2 体部手持ヘラ削り 赤色粒子

3
土師 器

皿
体。底部手持ヘラ削り やや粗、赤色粒子

321号住 1
土師器

1ヽ型華C? 底部回転糸切 粗

2
土 帥器

皿
体・底部手持ヘラ削り にボい橙色

3 (50) 橙 色

4 にぶい橙色

5
底部回転糸切後、体・底部回転へ

ラ削り

6
F斐型黒色土器

然
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色 No2・ 3・ 4

7 にぶい橙色

8
黒 包 主 誘

高台皿?
底部回転糸切、付高台、内面黒色 淡黄色

248 9 須 思 孫

イ
灰  色

須恵器
高台郭A (54) 淡黄色

土師器
小型奉C

ロクロナデ にぶい黄橙色

322号住 1
土師器
しヽ? 底部糸切後、手持ヘラ削り 黄橙色

やや粗
由・茉れ炸子

323号 住 l
上 H甲喬

杯 A 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 やや粗 Nα8

248 2
瓜 灘S凶格 木 t7」後 、体・瓜 笥

'手
持 へ

ラ肖」り
黄褐色 No2・ 6

3 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 やや粗、白色粒子

4 底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

やや粗
白・赤色粒子

No9。 10

5 体・底部手持ヘラ削り 褐 色
円

１１

亀

陥

6 暗褐色 やや粗

248 7
止 H印希

小型甕A 外面ハケメ、内面ナデ 暗茶褐色
4B

白色粒子、雲母

248 324手}tと 1
上 抑 喬

郭
体・底部手持ヘラ削り にぶい赤褐色 竃内

2 黄橙色 竃 内

248 3 明褐色 赤色粒子

4
土 師器

附
橙 色 No19。 22・ 39

5
黒色土器

イ
底部回転糸切、内面黒色 明褐灰色 No26・ 28・ 30

6
ギ髪lL黒色土杵

イ
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色 No28

7
黒色土器

鉢
(60) 底部回転糸切、内面黒色 にぶい橙色 やや粗

8 船殖
橙  色 体部外面墨書

248 9 須 忌 器

率
外面叩き

亦 伯 e
～灰 色

灰釉胴器

枷
内面施釉 灰白色 No32
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(法量は口径 ・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種 腱ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出土位置 備 考

324号住 11
主 即 奔

甕A 外面ハケメ 橙  色
ギギ IIl

白色粒子、雲母

249 12
上 H印 希

羽釜 A 内外面ハケメ 赤褐色
やや粗、自・赤色
粒子、雲母

249 13 暗赤褐色
粗 、白・赤 色粒 子
三母

325号准と 1
土H中喬
邦A O)

体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙 色
白・赤色粒子
T・母

珊ゆ
底 測欺 日状 l■浪 、外 用 凹 私 ヘ フ局」

り
黄褐色

やや粗、白・赤色
粒子、雲母

灯明具

黒色土器
抹

内面ミガキ後、黒色 黄橙色
ギ ギ 租 、日・亦 色

粒子、雲母、小礫
竃内

須恵器
抹

底部手持ヘラ削り 灰  色 白色粒子

5 底部回転糸切、周辺回転ヘラ削り
茶褐 色

～ 匡魯

底部手持ヘラ削り 青灰色 白色粒子、小礫

7 底部回転糸切 灰  色
やや社
白色粒子、小礫

灰白色

底部静上糸切、外周・底部周辺回
転ヘラ削り

灰  色
安山岩片
白色粒子、小礫

331号 住

底部手持ヘラ削り 白色粒子

249 11
須思器
蓋 B 外面回転ヘラ削り 白色粒子、小礫 No36・ 37

察 思 喬

長頸壷
白色粒子

ユ三日甲君岳

甕 C? 底部周辺ヘラ削り 橙 色
やや粗、白・赤色
粒子、小礫

蝸納
外面ヘラ削り 赤褐色

粗、日色粒子、小

礫

Nα 3・ 6・ 7・ 13・

14

鶉輛
体部下半ヘラ削り 灰 色 白色粒子 Nl131・ 40

察 思 喬

鉢A 外面叩き
灰色～

灰 白色
No8・ 19。 20 305・ 325。 328・ 331・ 407号住

須 思 稀

甕
頸部外面櫛歯状刺突文 オリーブ灰色

須 思 希

鉢?
底部回転糸切 灰  色 白色粒子、小礫

249 326号住 1 船駆
恩 樹S糸 t7」俊 、体

°ほ 剖S手持 ヘ フロW

り
橙 色 白色粒子 体部外面塁書「子」

2 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 竃内

3 にぶい赤褐色 粗、白色粒子

249 4 体部手持ヘラ削り
ヾギ租
白・赤色粒子

250 5 (46) 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色
肉

７

亀

配

250 6
J二 日中名岳

皿

l・k部糸 t7」 俊 、体・凰 剖∫手 村 ヘ フロЩ

り
橙 色 歪み大き▼

7 体・底部手持ヘラ削り 赤色粒子 No36 灯明具

8
甲斐型黒色上器

邦
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色 やや粗 No22 片 口

9
土師器
ホ型 惑 A 内外面ハケメ 白色粒子

250 327号住 1
二 日甲召ξ

郷A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

250 2 体部手持ヘラ削り

250 3
土日甲喬

甕 A 内外面ハケメ 褐 色 粗、雲母
内

３
竃
陥

250 328手}准主 1
土帥 蕎

不 A 体・底部ミガキ、内面暗文 明橙色

2 底部回転糸切 黄褐色 やや粗

250 体部手持ヘラ削り 褐  色

須恵器
係

底部回転糸切、周辺回転ヘラ肖1り 灰  色 白色粒子 Nα2

5 底部回転糸切 灰 白色 底部外面線刻

250 底部手持ヘラ削り 灰黄褐色

7 須恵器
高台罫A 底部付高台 灰 白色 No16

須恵器
客

紫灰色 白・黒色粒子
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(法量は 日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

329手}tと 1
須恵器

不
底部回転糸切 黄灰色 白色粒子

2 郷誠
一
〇

一

底部周辺ヘラ削り 灰  色 35掘立、ピット5

330号住 1
土師器
邦A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖U

り、内面暗文
橙  色 赤色粒子

250 2 体・底部手持ヘラ削り 赤褐色

250 3
土師器
高台罫

５

ょ

一

橙  色 体部外面線亥1

4
上 H甲喬

郭
体・底部手持ヘラ削り

5
上 H印器

皿
(74) 体・底部回転ヘラ肖Jり

250 6 No3・ 9 体部上半黒色付着物

7
須 恵 器

抹
底部回転糸切 灰 色 やや粗

250 8 鞘熱
(23 0)

内外面ハケメ 赤褐色
粗、自・赤色粒子
雲母

内外面ハケメ、底部木葉痕 暗赤褐色
阻、白色粒子
雲母

須 思 喬

凸帯霊
外面叩き、肩部凸帯 灰  色 頸部ヘラ書

須 思 喬

甕
頸部外面ハケメ 暗紫灰色 白色粒子

上 帥 希

円筒土器
外面ナデ、内面指頭痕 橙 色 粗、白・赤色粒子

331号住 1
上 帥希

蓋 A 外面回転ヘラ削り
日・亦 色 柾 十

雲 母
317号住

2 須恵器
抹

底部回転糸切、手持ヘラ削り 青灰色 白・赤色粒子

3 鶉智
(180)

内―灰 白色
外―青灰色

二 月中希

小型甕C
８

１５
底部回転糸切 褐  色 粗、小礫

内

６
竃
配

5 器
Ⅱ

印
Ｃ

主
甕 外面叩き

ぐ ギ 和

白・赤色粒子
317号住

332号住 1
二日甲喬

然

底 部 口監 糸切後 、体・恩 淵も手持 へ

ラ肖」り
明赤褐色 赤色粒子

2 灰釉陶器

皿

囁部回転ヘラ削り、付高台、内外
面施釉 (つ けがけ)

白色粒子

珊熱
内外面ハケメ 白色粒子、雲母

８

８

一

内外面ハケメ、底部木葉痕 赤褐色
粗、自色粒子
雲母

電内
No7・ 8,9

333号住 l
土H41喬

イB 底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

251 2 にぶい橙色 外面褐色 (塗彩か)

底部糸切後、手持ヘラ削り、みこみ
部ミガキ

橙 色 赤・黒色粒子

334号住 1
土師器
罫A 体部手持ヘラ削り、内面暗文

252 須恵器
抹

底部回転糸切 オリーブ灰色 白色粒子

252 (68) 灰  色

335号住 1 斬駆
体部手持ヘラ削り 橙  色

やや粗
来 魯 針 子 塚 暮

主HHl喬

邦B? (100) 底部手持ヘラ削り 明橙色 赤色粒子多量 No13・ 19

252
主 帥喬

高 台邦

h測
'ヘ

フ則 り、削り出 し局言 、四向

み こみ 部 ミガキ
褐  色

土 師器

皿

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

茶  色 赤色粒子多量 Nα 12・ 13

252 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 Nol・ 30

252
底部 糸切 後 、体・医 罰

`手
持 ヘ フ削

n 褐  色

252 7 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

252
土帥器
儀 C 底部糸切ヘラ削り後、ナデ 明褐色

内面にスス状付着物
334手争准と

252 須 恵 器
罫

底部回転ヘラ削り 黄灰色 赤色粒子、小礫

土帥器
? 橙  色 底部外面線刻

252 明褐色

252 明黄褐色
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(法量 は日径 ・底径 ・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種

量

ｍ
ナ

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

252 335号住
土師器
小型審B 底部ヘラ削り、内面ナデ 橙色～褐色

やや粗
白色粒子多畳

内外面ハケメ 明褐色

336手}准と 1
須 思 喬

高台イ?
底部回転ヘラ削り、付高台 灰黄色

2
工 博甲誘

甕A (80) 内外面ハケメ にぶい赤褐色 やや粗 Nl12

252 3
土師 器

? にぶい黄橙色 底部外面墨書

337号住 1
土師器
郷A 底部糸切後、体・底部暗文 橙  色 赤色粒子

252 2 淡黄色

252 3
(123)

体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

252 4 (S4) 瓜 紳 四監 糸切 俊 、体・瓜 卸
`手

青 ヘ

ラ肖Jり

252 5
上師 器

皿
体・底部手持ヘラ削り

252 6
,安翌黒日主蕎

イ
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色

橙 色 ～

にぶい橙色
366手夕准主

252 7 須 思 益

高台杯 A 回転ヘラ削り、付高台
外一灰色
内一播色

252 8 揺熱
外周回転ヘラ削り

外―浅黄色
内一灰色

竃内
No19

252 9 赤灰色

主 即 喬

イ?
体部外面線刻

252 底部外面黒書

252 体部外面墨書

252 珊蜘
内外面ハケメ 明赤褐色

252 須恵 器
恋 外面叩き 転用硯

252 ロクロナデ 暗青灰色

338手 }准差 l
主 即 喬

郭A
瓜 測∫糸切 後 、体・恩 剖

'手
持 ヘ フロJ

り
橙 色

寵 関

Nl122・ 25

2 底部回転糸切 /1ヽ 礫

253 3
赤色粒子
小礫多量

No 5
体 部 外 面墨 書

I完
」

字 形

253 4
土 師 器

皿

底郡糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

253 5 体・底部手持ヘラ削り 褐 色
内

５‐
竃
陥

253 6 棚頬
底部外面線刻

7 燕 日 主 誘

イ
内面ナデ、体部上半黒色 黒褐色 No23 内外面黒色

253 8 僚細 |II」 希

椀

体・底部回転ヘラ削り、付高台、日

縁部輪花状、内外面施釉
緑 色

9
灰釉陶器
段皿

体部回転ヘラ削り、内外面施和

土師器
語形土器

内外面ハケメ 暗褐色 やや粗
No43・ 44。 45。

47・ 49

253 茶褐色
No7・ 18・ 34・

35。 37・ 50

253 電 関

Nl136・ 47

253 No17・ 40

254
主 H巾 希

羽 釜 A やや粗
範内、Nα 6・ 17・ 20・

33 39 41 46

暗赤褐色
電雪虜可、Nc116・
31・ 38・ 46

棚腕
灰  色

339号住 ユ
土師器

阿

底 部 糸 切 後 、体・底 部 手持 ヘ ラ削
VJ

赤色粒子、小礫 Nα 4・ 5

2
土師器
小型奉A 内外面ハケメ、底部木葉痕 黒褐色 やや粗、雲母 No5,6 354手}准と

3
土師器
奉A 内外面ハケメ 掲  色

340手 ]4と 1
土師器
邦D にぶい橙色

やや粗
白色粒子、雲母

2
土師器
邦A (41) 底部糸切、体部手持ヘラ削り 赤色粒子
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(法量は 日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量
耐

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

340号住 鞘瘤
６

一　

一

浅黄橙色 小 礫

254
主 H甲喬

奉 CI
(22 0)

ロクロナデ、外面叩き やや粗、雲母

341号住 1
主 H印孫

不 A 体・底都手持ヘラ肖Ⅲり、内面暗文 橙 色

2
二 H甲稀

lTN?
(60) 底部手持ヘラ削り にぶい橙色 赤・白色粒子

3 須 思 器

年
底部回転糸切 灰 白色 319号住

4 底部回転糸切後、手持ヘラ削り 黄灰色
口色粒子

安山岩片

5 (30) 底部回転糸切 灰 白色 No7

6 察 恩 喬
宮台係 A?

(134)
白色粒子 Nα 3

7 須 思 喬

蓋 A

Ｌ

一
８

外面回転ヘラ削り 灰  色 No26
肉面転用硯
完形

8
主HHJ希

小型甕C
ロクロナデ にぶい橙色

9
内―にぶい橙色
外―播角

やや狙
白色粒子

上BHl喬

甕 CI
ロクロナデ、外面叩き 橙 色 白色粒子

255 343号住 1
土師器
然A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 赤色粒子

255 2 体。底部手持ヘラ削り にぶい橙色 白・赤色粒子 Nc115。 29

3 橙  色 赤色粒子

255 4 にぶい橙色 Nα25

255 5 橙  色 白色粒子

255 6 白・赤色粒子 No22

255 7 にぶい橙色

橙 色 白色粒子

255 体部手持ヘラ削り にぶい褐色 No17

255 10 明赤褐色 赤色粒子 No17

255 11
医部回転糸切後、体・瓜罰∫手持ヘ

ラ削り

主 H贈喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 黄橙色

やや粗
白i粒子

255 体・底部回転ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

255 体・底部手持ヘラ削り 明赤褐色 Nl119

255
体部回転ヘラ削り、内面渦巻状暗
寸

橙  色 赤色粒子 Nl131

255
黒e二希

邦
底部回転糸切、内面黒色 にぶい黄橙色 赤。黒色粒子 灯明具

255 17
上帥 器

甕 A 内外面ハケメ にぶい赤褐色 雲母 Nc126

255 外面ハケメ、内面ナデ 赤褐色 白色粒子、雲母

255 344号住 1
土師器
邦A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り、内面暗文

明褐色 赤色粒子 No 4

255 2
土師器
奉A 内面暗文 橙色

3 宏 思 喬

不
底都回転糸切 灰  色 白色粒子

255 4
主 H印喬

甕A 内外面ハケメ 赤褐色
粗
白色粒子、雲母

5
土師器
甕 CⅡ 外面かすかな叩き 橙  色 粗、白色粒子

255 345手子TI 1 珊慰
底部回転糸切、体都手持ヘラ削り 赤褐色 赤色粒子

2 体・底部手持ヘラ削り 橙 色
やや 社 、
未格 対 子 歪み大

3
F斐型黒色土器

t4N
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色

4
底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖」
り、内面黒色

暗褐色 歪み大

255 5
主 印 希

甕 A 内外面ハケメ 暗赤褐色
粗、白色粒子
三 母

6 明赤褐色
円

１０

亀

随
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(法量は 日径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 堵

345号住 7
主 印 益

甕A 内外面ハケメ にぶい褐色
粗 、白色 粒 子
三 母

内

２
竃
配

256 内外面ハケメ、底部木葉痕 褐 色 No5

256 9 底部木葉痕 暗褐色
粗
白・ホ亀粒子

256 346手}tと 1
土師器

抹 体・底部手持ヘラ削り 褐 色
関
‐６

竃

陥

256 2 体部外面塁書

3 内面暗文 黄橙色

256 4
土 印 君

=
皿

体部手持ヘラ削り 橙  色

5
土師器
楽

内外面ヘラナデ 責橙色
やや粗
白色粒子、室母

256 6 内外面ハケメ 灰黄褐色

256 7
土師器
奮形土器 暗褐色

マ ギ 租 、去 梓 少 重

白色粒子
竃 lAl

No6・ 7

257 347号住 1
土帥器

鉢
底部糸切、体部手持ヘラ削り 褐 色 No3・ 8

257 2
上 印 希

甕
内外面ハケメ 赤褐色

ギ ギ 杜 、芸 付 多重

白・黒色粒子
Nl13・ 4

257 348号住 1
主印器

不
体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 Nα 4・ 5

2 体部外面墨書

257 3 橙 色

4

257 5
」二日四〓岳

皿
体部回転ヘラ削り

257 6 体・底部回転ヘラ削り

257 7 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色 やや粗

257 8 須 恵 器
薯 外面叩き 灰  色 白色粒子 転用硯

257 349手 }fL 1
土師 器

抹 底部回転ヘラ削り 橙  色

2
灰釉陶器

底部付高台 暗灰黄色 Nol 底部外面ヘラ書

257 3
二 即 喬

甕
内外面ナデ にぶい黄橙 やや粗 Nα5

257 4 ロクロナデ、外面カキメ 明赤褐色
やや粗
白色粒子

258 350号住 1
土師 器

皿

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ削り
橙  色 体部下半炭化物付着

258 2
土師 器

碧 内外面ハケメ 赤褐色
やや粗
白■粒子、雲母

351号住 1
土師器

抹 体・底部手持ヘラ削り 橙 色
竃 関

Nα 10

2 察 思 希

イ
体都回転ヘラ削り 黄褐色

258 3 底郡静上糸切、底郡外周手持へ

ラ肖Jり
灰 色

258 4
土師器

窄 内外面ハケメ、底部木葉痕 黄橙色
やや粗
白・黒色粒子

258 5 ロクロナデ 暗褐色 粗、小礫多量
竃、No2・ 4・ 7・

19・ 22・ 24

6 ロクロナデ、外面かすかな叩き 褐 色
やや 粗
白名 奸 子 ガ、櫂

No8・ 9

258 352号住 1
土師器

抹 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 赤色粒子

258 2
土 厨甲喬

甕
内外面ハケメ 明黄褐色 やや粗

258 353手 }准と 1
土師器

杯
体・底部手持ヘラ削り 橙 色

258 2 体・底部手持ヘラ削り 竃 内

258 3 底部糸切、体部手持ヘラ削り
内

３

竃

Ｎｏ

258 土 師器
奉

内外面ハケメ やや粗、雲母

354号住 l
土師器

郷
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖1り

赤色粒子
やや粗

2 体・底都手持ヘラ削り Nl1 12・ 13

258 3
内―灰黄協色
外Jこボい黄協色
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(法量は 日径 ・底径 ・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法・形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 偏 考

354号住 町
杯

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 明黄褐色 亀 内

258 5 須 息 稀

杯
底部糸切 オリーブ灰色

258 6
二 印 希

甕 A 内外面ハケメ 明赤褐色 やや粗 竃内

7 須 恵 器
碁 外面櫛描波状文

内一灰白色
外一オリーブ灰1

259 355号 住 l
土 師 器

碧
ロクロナデ にぶい橙色 白色粒子

259 356手}tと l
土師器
イ 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色

底部回転糸切 赤色粒子 底部外面塁書「中」

3 須 思 希

杯
黄灰色 白色粒子

259 灰  色

須 恵 器
芸 外面回転ヘラ削り 淡黄色

ギ ギ 租

白色粒子

259 6 須恵器
底部回転ヘラ削り、付高台 灰白色 Nα 6

7
土師器

姦 底部回転糸切 にぶい橙色
ギギ rB

白色粒子

内外面ハケメ にぶい赤掲色
やや粗
雲母

259 357号住 1
二 日甲喬

イ
体・底部手持ヘラ削り 白褐色 Nc12・ 13

2 褐 色 赤色粒子多量

体部手持ヘラ削り 橙  色

259 4 黄褐色

259 5 体・底部手持ヘラ削り 黄橙色 No6 内外面ま1離

6
止 H甲誘

皿
底部手持ヘラ削り 橙  色

白・赤色粒子
やや粗 完形

259 7 黒 色 主 誘

鉢?
内面黒色 淡褐色

灰 細 lal希

皿
付 高 台 灰  色

259 土 師 器
密 外面ヘラナデ、内面ハケメ 暗褐色 粗、雲母

259 10 内外面ハケメ、底部木葉痕 No3・ 21

暗褐色 やや粗、雲母 内面タール状

259 358号住 1
上 日甲喬

イ
底部ヘラ削り、すデ 淡橙色 Nα3・ 5

259 2 底部ヘラ削り、ミガキ、内外面みこ

み部ミガキ

259 3 内外 面 、み こみ 部 ミガキ

259 4 橙 色 No22

259 5 須恵器
係

底部糸切、周辺手持ヘラ削り 暗灰色

6
土帥恭

甕
外面ヘラ削り、内面ナデ 褐  色

やや粗
白。赤色粒子

359号住 1
二 日印希

tTh
体・底部手持ヘラ削り 灰褐色

2 底部回転糸切 灰 白色

260 3
土 師器

磨
内外面ハケメ にぶい橙色 白色粒子 竃内

260 360号准と 1
土 師器

抹 底部静止糸切、体部手持ヘラ削り 内面上半部黒色付着物

2
土師器

恋 底都回転糸切、ロクロナデ
やや粗
白色粒子

No3・ 8・ 13

3 ロクロナデ 橙  色 白色粒子

361号住 1
土師器

杯

底部削り出し高台、内面みこみ音F

培す 淡橙色 底部外面墨書「宅」

2 須恵器
鉢 底部回転糸切 暗青灰色 ′Jヽ礫

3 灰白色

4
土師器
奉 底部回転糸切 淡橙色

やや粗
白色粒子

5 内外面ハケメ 褐  色 粗、小礫
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(法量は口径 ・底径・器高の順、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

260 361号住 6
主 H市喬

甕
外面叩き 白褐色 粗、小礫 No7・ 9・ 17・ 18 須忘器鉢Aか ?

260 362号住 l
」二H申君

=
甕 CI 橙  色

租 、日 341r寸
ホ種2魯

騒 四

No2・ 3・ 5・ 8

363手〕T■ 1
須恵器
長頸壷C 底部静上糸切 暗灰色 竃

260 2 須忘器
奉

(43 0)

暗青灰色

364号住 1
土帥器
邦A

凰 司
'木

tyJ後 、体・瓜 部 手荷 ヘ フ同」

り
橙  色

2 Nα25 灯明具
仏 蔀 猟 面 黒 ≧「今

3 体・底部手持ヘラ削り 褐  色 No2

体部手持ヘラ削り 茶褐色

土 師 器

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 Nl119 体部外面墨書「介J

6 淡橙色
ギ マ 祖

白色 粒 子

7 橙  色 No22

8) 黄褐色

9 酔
不

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 暗褐色

味粗 lTl益

皿
内面施釉 灰 白色

11
灰和∽器
長頸三?

外面上半施釉 灰  色

土師器
奉A 内外面ハケメ 暗褐色 雲母 No24

二 日四喬

鉢AI 暗茶褐色 やや粗、雲母 Nl13・ 15

365号住 1
止 H甲喬

邦 A 体・底部手持ヘラ削り
内―にぶい橙色
外―橙色

赤色粒子 竃内 灯明具

2
上 帥 番

皿
橙 色 竃内

甲斐型黒色と器
イ

体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい黄橙色 364号住、366号 住

4
土師器
奉A

〇

一 内外面ハケメ 赤褐色 やや粗

5 にぶい橙色

6
主 叩 喬

羽釜A 明赤褐色 Nα7・ 16

7
主 H印喬

甕A? 笹 色 やや粗

366号住 1
'筆

型黒色主希

郭
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 褐 色 No6

須恵器
甕 暗灰色

367号住 1
土師器

係 体・底部手持ヘラ削り 掲 色 No2

262 2
土 帥 器

皿
283号住

368号住 1
主HRI希

郵
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

茶褐色

262 2 狭 細 paJ希

椀
底部糸切、付高台、内外面施釉 灰 白色 Nol・ 2

262 369手チtと 1
土 H中希

皿

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

橙  色

262 2
甲斐型黒色土務

イ
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 褐 色 体都外面墨書

262 370号住 1 珊堰
畷罰

`糸

tyJ後 、手持ヘフ削り、体部
外面ミガキ、内面暗文

にぶい橙色 No9 完形
体部外面線刻「山J

262 2
黒 日 主 茄

イ
底部手持ヘラ削り、内面ミガキ 白色粒子、小礫 No 13

262 3 須 思 稀

邦
底部手持ヘラ削り 灰  色 白・赤色粒子 完形

262 底部回転糸切 白色粒子、小礫 Nl111・ 12

262 5 完形

262 6 灰白色 白色粒子 Nl12・ 18 底部外面焼成後線刻

262 7 底部手持ヘラ削り 灰黄色
やや粗
白・赤色粒子

262 8
主 岬 喬

小型甕A 内外面ヘラナデ、底部木葉痕 暗赤褐色 粗 、白色粒 子

262 9 須 思 喬

甕?
外面叩き、底部ヘラ削り

肉 一亦 灰

外 ―暗 灰
白色粒子 No3・ 18・ 19
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(法量は 口径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(em)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎    土 出上位置 備 考

262 370号住
須恵器
密? 外面叩き 灰褐色 白色粒子、小礫 Nα 8・ 14

263 371号 住 l
上師器
邦A 内面みこみ部暗文 褐  色 底部外面塁書「宅」

263 須恵器
帝?

底都付高台 灰 白色

263
二 日甲孫

甕
内外面ハケメ、底都木葉痕 茶褐色 やや粗

372手 }4主 1
主 H甲 希

イA 内面暗文 にぶい橙色 赤色粒子

263
二HT器
鉢 B

咀 判
'手

持 ヘ フロリ 、外 国 ヘ フ剛 リ

内面みこみ部暗文

263
器
？師

箱
ロクロリーデ 橙  色

マ ギ 租

白・赤色粒子

4
須恵器

抹
底部回転糸切 にぶい黄橙色 白色粒子

5 灰  色

263 6 回転ヘラ削り

7 (80) 底部回転糸切後、手持ヘラ削り

8 須恵器
高台イB

低 判
'回

転 糸 t7J後 、国 継 ヘ フ則 り

付高台

263 9 揺諏
底部回転ヘラ削り、付高台 白色粒子

須 恵 器
恋

外面叩き、底部ヘラ削り 灰白色 白・赤色粒子
No3・ b・ 7・ 14

18・ 20
372号住

373号住 l
器
Ⅱ

帥
Ｃ

土
奉 底部糸切、ロクロナデ、外面叩き 淡褐色 粗、白色粒子

3・ 4・ 5・ 6・

374号住 l
主 即 希

小型甕A?
外面ハケメ、ヘラナデ、内面ハケ
メ

にぶい赤褐色 白色粒子 11

2
主印gFF

球胴甕A 外面カキメ 明赤褐色 No3・ 7・ 12

3
主H“蕎
甕CV? にぶい橙色 白色粒子、雲母

Nα l・ 5・6・ 7・ 8・

9・ 10
376号住 鉢か?

264 375手 }4主 1
土師器
邦 B 啓・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

2
土師器
窄B 内外面ナデ にぶい橙色 粗、白色粒子

電内
Nol・ 3

3と 同一

3 内外面ナデ、底部木葉痕 2と同一

265 376号住 1
須 思 希

不
底部回転糸切 黄灰色 白色粒子

265 2
土目下器
甕A 内外面ハケメ 明赤褐色 白色粒子、雲母

竃内、No3・ 7・

8。 12・ 14

3 白色粒子、雲母
電レ剣、Nα Z° b・

9・ 10。 11

265 377号住 1 鞘取
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色 Nα 33

265 2 体・底部回転ヘラ削り、内面みこみ
部暗文

赤色粒子 No20 ほぼ完形

3 須 思 盃

不
底部回転糸切 明オリーブ灰色

亀肉
No7・ 27

須恵器
高台14N A

底部回転ヘラ削り、付高台 オリーブ灰色 Nα 25。 26・ 27

6 須恵器
高邦

橙  色 脚部片

265 7 須恵器
鉢 B

ロクロナデ
外―青灰色
内 R音 青灰色

265 底部回転糸切 青灰色

265
止 印 誘

甕CI 底都回転糸切、ロクロナデ
外にボい黄橙色
肉 ]日 苦慧a

節 、No3・ 2223
32 35・ 38

372手ブ4と

265 須恵器
甕

外面叩き、内面青海波、ヘラ削り 青灰色
No2・ 5・ 9・ 1コ

15

378手〕tと 1
須恵器

t4h
底部回転糸切 灰白色

266 須 息 益

高台邦 A 底部回転糸切、付高台 白色粒子 底部外面塁書

土 印益

密 CⅡ
ロクロナデ、外面叩き 橙  色 粗、白色粒子

竜 Al

Nα l・ 20

土 帥絡

奉 CI
ロクロナデ にぶい橙色

ギギ租
白色粒子、小撰

Nl19・ 12・ 13・

15・ 16・ 19。 21

須恵器
を

外面叩き、内面あて具反、底部圧
痕

暗灰色 小礫 体部は完存

266 須恵器
を 外面櫛歯状刺突文 灰黄褐色

379手争在と 1
土師器
邦A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

橙  色 赤色粒子
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(法 量は 日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(em)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 土 出上位置 備 考

379手}tと
土師器
邦A

底部回転糸切、体・底部手持ヘラ
削り、内面暗文

橙  色 赤色粒子

土師器
言 合 係

底部回転ヘラ削り、削り出し高台 Nol・ 10

土師器
皿

(160)
体部回転ヘラ削り 浅黄橙色

5 橙  色 体部外面墨書

266
±8昴器
小型甕A 内外面ハケメ にぶい赤褐色 白色粒子

土師器
甕A 明赤褐色 白色粒子、雲母

竃 関

No6・ 9

にがい赤褐色 赤色粒子

須恵器
奉

外面叩き 白色粒子

267 381号住 1
土 H甲喬

郵 B 底部静止糸切後、手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子 底部外面線刻

267 2 赤色粒子 底部外面線亥1

3 珊都
内外面ナデ 灰褐色 白色粒子

382手チ4と 1
土師器
鉢D 橙  色

日 9柾 十

やや粗

267 383号住 1
土師器
鉢A

体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文

赤色粒子

2 須恵器
郵

底部回転糸切 灰白色 軟質

267 3 灰  色 白色粒子

267 4
底部語上糸切後、外月手持ハヽフ削
り

Nα 8・ 22

267 5

6 底部回転糸切 灰 白色 Nol・ 3・ 13

7 軟質
内

３３

套愚
附

267 8 白色粒子 Nα5・ 6

267 9 軟質

土 帥 蕎

小型奉 C 底部回転糸切、ロクロナデ 浅黄橙色
Nα2・ 10・ 16・

14・ 18

267
上師器
審CI にぶい橙色

IB、 日包 411+
軟 質

蘊内、No27・ 28・

29 34・ 36 37

384号住 1
二 情甲喬

杯
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子 Nα25 体部外面墨書「万」

2 0) 赤色粒子

3 ( No22

4
須恵 器

恣 外面櫛描波状文
四―東仄 色

外―灰自色
白色粒子

385手争tと 1
土 帥器

皿
底部回転糸切 にぶい黄橙色 白,赤色粒子

268 2 須 思 希

イ
灰  色 白色粒子 412号住

3
味判 lHJ希

椀
底部付高台 灰白色 白色粒子、軟質 Nol・ 3

4 鰯艇
灰黄褐色 白色粒子 Nα 4・ 6

387号住 1 靭期
底部手持ヘラ削り、ミガキ、体部み
こみ部暗文、ミガキ

橙  色

2 察 思 喬

不
底部回転糸切

明オリーブ灰色
F 侮

389手 }4と 1 斬鼎
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色

268 2 体・底部手持ヘラ削り
内に心い貢橙色

外―橙色

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り にがい黄橙色

体・底部手持ヘラ削り 灰黄褐色 赤色粒子
円

９

亀

陥

土帥 器

客 A 内外面ハケメ
にぶい黄橙色
橙 色

やや粗、雲母
竜困
No6・ 15

390号住 1
土帥蕎

イ A 体部手持ヘラ削り にぶい橙色 白色粒子 375号住

須恵器
高台邦B 底部回転糸切、付高台 灰褐色

268
土師器
畜 CI 外面叩き にぶい橙色

ギ ギ 租

白色粒子、雲母

困

２

竃

Ｎｏ
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(法量は日径 ・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍ，
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

268 391号住 1
土 Hlp絲

皿

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙  色 白・赤色粒子

須恵器
高台邦B

底部回転糸切後、回転ヘラ削り、
符 高 合 赤灰色 白色粒子、雲母

須恵器
しヽ? にがい赤褐色 白色粒子

268 隊 細 IFJ喬

皿

瓜 』 口 聰 ヘ フロリ 、何 局 言 、内 外

面施和
灰 白色 黒色粒子

268 5
二 印 喬

寵形土器
内外面ハケメ 赤褐色

やや粗
白色粒子、雲母

269 392手 }准と 1
土HT稀
郭A 体・底部手持ヘラ削り 橙 色

赤色粒 子 、やや粗
鏃菅 塁 暫

竜 困

Nol・ 3

269 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 明赤褐色 白・赤色粒子

体・底部手持ヘラ削り 橙 色
柴 負 、ギ ギ 和

白色粒子
No2・ 3

269 4
土帥器

配
白・赤色粒子

269 5
絋細 IFJ喬

耳 皿
底部回転糸切、内外面施釉 緑 色

393テチ在と l
縄文土器
深鉢

縄 文 縄文前期末か

394号 住 1
縄天主喬

深 鉢
沈線、縄文底部絹代 暗褐色

粗、白色粒子、小
礫、安山岩片多畳

称名寺式
421号住

269 395号住 1
須恵器

邦
浅黄色

赤色粒子
焼成軟質

全体磨滅し技法は不明

須恵器
奉A

(181)

灰白色 黒色粒子

269 3
二日甲孫

奉 C?
ロクロナデ 明赤褐色

ギ ギ 札

白色粒子
Nα14・ 24

269 須 思 稀

甕
暗赤灰色 白色粒子

270
主HT希
甕 CV

ロクロナデ にぶい橙色
鞘 白色粒子、
樺 辞や や 誡 暫

蘊内、Nα 2・ 510.
15・ 20 21・ 23

270 396手争4と 1
土帥希

郵 B 底部ヘラ削り、ナデ 赤色粒子

須恵器
杯? 底部回転糸切 灰白色 白色粒子

270 3 器
重

思
頸

須
短 灰 色

270 主 印 希

小型甕C
(89)
(16 5)

ロクロナデ、底部回転糸切 にぶい橙色 粗、白色粒子多量 焼成やや不良

5
土Hll稀

甕CI ロクロナデ にぶい橙色
粗
白魯 炸 子 塚暑

No3・ 5・ 6

270 主置い希
小型甕A

外面ハケメ、内面ナデ、底部木棄
痕 明赤褐色 Nl14・ 7・ 8

270 7 魅
暮

外面ハケメ、櫛描文 掲灰色 白色粒子

397号住 1
土師器
不A 体・底部手持ヘラ削り 橙  色

亦 色 柾 十

焼 成 や や 軟 質
No3

270 2
主 H甲希

甕A 内外面ハケメ 明赤褐色
やや粗
白色粒子、雲母

3

270 橙  色 白色粒子 No4・ 5・ 6

398手 }准と 1
須 恵 器

抹 底部回転糸切 淡黄色

2 灰  色 底都外面焼成後線刻

3 須 思 喬

蓋 A 外面回転ヘラ肖Jり

須 思 孫

甕
外面叩き

外―暗青灰色
内一反れ

須恵器
鉢 B ロクロナデ 灰褐色 焼成やや不良

須恵器
鉢A

９

一　

．

298手争准差

7
須恵器
暮? 外面叩き

外―赤灰色
内一灰オリーブ色

No7・ 29・ 35・

36

主 即 喬

奉 CI? 橙 色 Nα30,38

399号住 1
須 思 器

罫
底部回転糸切 青灰色

400号住 1
土帥器
鉢A 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 黒色粒子 Nol・ 2 347手}准と

土帥器
HH

赤色粒子

甲妻型黒色土益

必
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 No8・ 10
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(法量は日径・底径 器高の)買 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 隆ω
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   上 出上位置 備 老

400号住 5
土 H印誘

甕A 内外面ハケメ 明黄褐色

401号住 1
主厨印喬

イ A にぶい赤褐色

2
土師器
小型甕E 橙 色 白色粒子

402手〕TI 1
上師器
邦A 体・底部手持ヘラ削り 白・赤色粒子 No3・ 4

2 赤色粒子

土師器
側

明赤褐色 白・赤色粒子 竃内

上 却 喬

小型甕A 内外面ハケメ 赤褐色 白色粒子、雲母

5
土H印孫
甕A にぶい赤褐色 竃内

272 403手}|と 1 郷慰
( 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

272
土 師器

「H

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

土師器
外A? 底部外面墨書

体部外面塁書

404号住 1
主 H印喬

甕B 底部回転糸切、外面ヘラ削り にぶい赤褐色 白色粒子

2
上 H印益

球胴甕?
内外面ナデ、底部木葉痕 明褐色 竃 内

405号住 1
土師器
邦A 体部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

272 須恵器
高台邦?

底部回転ヘラ削り、付高台 青灰色 白色粒子

272
土師器
不A? 体都手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子 体部外面線刻「山」

272 406号准と 1
二 H印喬

邦 A 赤色粒子 須恵器か

272 体部手持ヘラ削り 竃内

272
底部回転糸切後、体。底部手持ヘ

ラ削り
にぶい褐色 赤色粒子

272 407手争准と 1 鶉紺
にぶい黄橙色

272 408号住 1
鶴文土器
深鉢

外面ヘラナデ、底部ミガキ 暗褐色
白色粒子
雲母、小礫

4号埋甕

2 底部網代痕 にぶい黄橙色
やや粗
白色粒子

272 3 外面櫛歯状沈線
粗、白色粒子
′|ヽ 灌

417号住

272 4 縄文土器
鉢

外面縄文 明黄褐色
柱 、日包■lrす

雲 母

272 5 外 面 ナ デ にぶい褐色 粗、白色粒子

409号住 1
主 H甲喬

郭 A
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

橙 色

273 2 ( 6) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文

273 3 郷熱4
土師器
奉A 内外面ハケメ やや粗 No3・ 29

273 5 内外面ハケメ、底部木葉痕 にぶい赤褐色 No23・ 25

273 6 察 思 希

凸帯壷
外面叩き、肩部凸帯 灰  色

273 410号住 l
須 思 孫

邦
底部回転糸切 灰 白色 白・黒色粒子

273 2
主 H中希

密 CI 底部回転糸切、ロクロナデ にぶい橙色
rB

白・赤色粒子
竃内
Nc14・ 9

273 4■号住 1
上師器
邦A

(54) 体・底部手持ヘラ削り 橙 色 Nll l

273 2 体部手持ヘラ削り 赤色粒子 寵内

273 3 体・底部手持ヘラ削り

273 412号住 1
土師器
罫A

(122)
体・底部手持ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

273 2
底部回転ヘラ削り、内面。みこみ部
をす 底部外面線亥1

273 3 底部静止糸切後、底部ヘラ削り 黄橙色 底部外面焼成後線刻

273 4
五日HI君岳
罫D

やや粗
赤色粒子、小礫

脚か?
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(法量は日径 ・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍ，
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   上 出上位置 備 考

412号 住
須 恵 器

係
灰黄色 白色粒子

底部周辺手持ヘラ削り 灰  色 白・赤色粒子 灯明具

273 7 底部回転糸切 灰オリーブ色
白・赤色粒子、
/卜下奏鼈

338手 }tと

273 8 淡黄色 白色粒子、小礫

9 灰 白色 白色粒子

灰  色 白色粒子、小礫

273
底部回転糸切、外周・周辺回転ヘ

ラ肖」り
白色粒子

273 底部回転糸切 灰 白色 白色粒子、小礫 No39。 42

273 負忌 器

奉 A 外面回転ヘラ削り 青灰色 白色粒子

273 灰  色 白色粒子、小礫

273 青灰色

黄灰色 やや粗、白色粒子 417・ 421号住

灰  色 白色粒子 318号住

白色粒子、小礫 318・ 417号住

主 H甲 希

小型甕C 底部回転糸切 橙  色
表面剥離
338・ 421堤夕4と

二 印 稀

小型甕B 底部木葉痕、内外面ナデ
外 ―黒伯 包

内一黄褐色
粗、白色粒子 No6・ 17

主 帥 絡

小型甕 C 底部回転糸切、内外面ナデ にぶい橙色
ややt■

赤色粒子、小礫
土師器
奉CI 底部静止糸切、ロクロナデ 黄褐色 粗、小礫多量

寵内 Nr)5910・
13 14・ 31

318・ 338手争准主

土 帥器

球胴奉 A 内外面ハケメ、底部木葉痕
黒褐色～

苦 憑 魯

やや粗、白色粒子
雲母、小礎

Nl130・ 48

宏 思 喬

甕
外面波状文 灰黄褐色 白色粒子 338号住

灰 色

274 須 息 希

壷 ?
底部回転ヘラ削り、付高台、外面
叩き

暗灰色 白色粒子、小礫 Nc132 318・ 338号住

底部付高台 灰  色
やや粗
白色粒子、小礫

底部回転ヘラ削り、付高台 白色粒子

413号 住 l
主 H甲希

イA 体・底部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

体・底部回転ヘラ削り 白色粒子

主 H申喬

皿
白・赤色粒子

黒色土器
協 底部付高台、内面ミガキ黒色 にぶい黄橙色 白色粒子

土師器
係? 橙  色 底部外面塁書

414号住 1
主 H甲 喬

イA? 体・底部手持ヘラ削り

2 底部回転糸切、周辺回転ヘラ削り にぶい黄橙色 No8

須恵器
郷

底部回転糸切 灰白色 Nl128

4 底部糸切、ナデ

須恵器
高台邦B 底部付高台 青灰色

仄粗 patl誘

平 瓶
灰白色 No29 混入か

275 7
主 即 喬

甕CI ロクロナデ
外―にかいtlu
内にぶい黄橙色

Nα9

275
二 H印 喬

甕A 内外面ハケメ 明赤褐色 やや粗

275 須 思 希

甕?
外―明盲隊色

内―紫灰色
Nα20

275 (146) 外面叩き
外―暗育妹色

内一青灰色
No12・ 21

275 415号住 1
主 H甲 稀

竃形上器
内外面ハケメ 暗褐色

日・亦 色紅 十

雲 母

275 416号住 1
主 H甲希

不 A
底部糸切、体部手持ヘラ削り、内
面暗文

橙 色 赤色粒子
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(法 量は日径・底径・ 器高の順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出 土地 点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   士 出上位置 備 考

275 416号住 2 須恵器
邦

底部回転糸切 浅黄色

275 3 鍔熱
灰  色

275 4 須恵器
底部回転糸切、付高台

外 HttX色

内一灰赤色
Nl15・ 6・ 7・ 11

5
須恵器
書? 外 面 叩 き

外―暗青灰色
内―紫灰色

6 察 思 喬

甕
浅黄色

竃ツ可、NOZ・ V・

10,12・ 14

417号住 l
侮 メ 主 誘

深鉢
底部網代痕、外面沈線文 にぶい橙色

白・赤 色 粒 子
′十、灌 塚暑

2
日縁部味状IB手、微隆起緑文、縄
文

黒褐色
白・赤色粒子
雲母、小礫

3 微隆起線文、縄文 茶褐色
亦 色 秘 十

雲母、小礫

4 にぶい黄褐色 白色粒子、小礫

5 微隆起線文、沈線、縄文 黄褐色 雲母、小礫

276 6 にぶい黄掲色 白色粒子、小礫

7 沈線、縄文 にぶい美橙色

8 微隆起線文、沈線、縄文 黄褐色 炉 内

9 微隆起線文、縄文
日・ 亦 巳 秘 十

′卜礫
炉 内

276
粗、赤色粒子
雲母、小礫

276 418号住 1
上 日甲喬

皿
体部回転ヘラ削り 橙  色

須恵器
重?

外面叩き 青灰色 No l

276 419号 住 l
土師器
イA

底部回転糸切後、体・底部手持へ

ラ肖1り
灰白色 やや粗

276
器
郭

師
台

上
高

底部回転糸切り、削り出し高台 浅黄橙色

420号住 I
主 H甲喬

イA
276 2

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り
内面暗文

橙  色 赤 色 粒 子 みこみ部線刻

276 3 須 思 苓

イ
底部回転糸切 灰黄色 白色粒子

276 須恵器
蓋A 外面回転ヘラ削り 灰  色

276
土師器
小型審C 底部回転糸切、ロクロナデ にぶい黄橙色

ギギ租
白色粒子

土帥器
甕A 内外面ハケメ、底部木葉痕 にがい赤褐色 No2

421号住 1
純 共 主 喬

深鉢
縄文、沈線文 明黄褐色

白色 粒 子 多量
灌

No8・ 10・ 11

14

276 2 沈線文、ハ字文 茶褐色
白色粒子、雲母
小礫

293手〕准とNα 16

277 3 沈森文 暗褐色
ギヾ祖、日色秘十

雲母、小礫
No19

277 4 沈線文、櫛歯状ハ字文 にぶい褐色 白色粒子、雲母

277 5 沈線文 暗褐色
やや粗、白・赤色
粒子、雲母、小礫

6 沈線文、櫛歯状文 ・里
小

灌

赤

ホ
色粒 子

277 7 沈線文、ハ字文 黄褐色
やギ杷
小穫、重母

8
マ ギ 樹 、亦 8秘 十

雲母、小礫
No6。 9

277 9
土師器
邦A

底部回転糸切後、体郡手持ヘラ削
り

橙 色 赤色粒子 混 入

察思 希

杯
底部回転糸切

灰白色

鰤頬
内面暗文 体部外面塁書、混入

底都外面墨書「松」、混入

277
味細 lFJ喬

長 頸 壷
把手付 把手部、混入

422手}tと 1 斬霜
(71) 底部ヘラ削り、ナデ 橙 色 赤色粒子 底部外面。みこみ部線刻

277 2
主HttrFI

イA (78)
瓜部静上糸切後、ヘラ削り、すデ
内面みこみ部暗文

底部外面線刻

-215-



(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

277 422号住
須恵器

然
灰白色 白色粒子

4 底部ナデ

277 5 須恵器
蓋A

(180)
灰  色

277 6
土師器
小T_ltt C

ロクロナデ 明黄褐色

277 423テン4と 1
二 日甲喬

甕CI 橙 色 粗、白色粒子
困
１

鼈
鼈

2 竃 内

277 3
主 印 希

円筒 土器
外面叩き

粗、自・赤色粒子
やや銃暫

277 424手 }tL
須恵器

イ
オリーブ灰色 晒 内

277 425号住 1
須恵器
幸A

８

一 緑灰 白色
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挿図番号 出土地点 番 号 器 種

量

ｍ
＞

法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

2号掘立 1
須恵器
鉢A 外面叩き

四 一妖 亦 色

外 ―赤 灰 色
白色粒子

10号掘立 2 鞘れ
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 橙  色 赤色粒子 完形、底部外面墨書「木」、灯明具

3
底部糸切後ナデ、体部手持ヘラ削
り

にぶい黄橙色 ピット

278 4 体。底部手持ヘラ削り、内面みこみ

部暗文
ピット

5 底都回転糸切 赤色粒子 No39

278 6 須恵器
葛台邦A 底都回転ヘラ削り、付高台 灰 色 白色粒子 A23B24

7 須恵器
抹

にぶい橙色 No28

278 8 底部回転糸切 にぶい黄橙色 白・赤色粒子

278 9 須 思 喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り 橙  色 白色粒子 ピット

灰  色 白・赤色粒子 No35

11
須 恵 器

磨
暗褐色 白色粒子

須恵器
長頸壷?

灰 色 No40 壷Gか

須恵器
霊

Nα 16・ 18・

22・ 31
ピット

278 ■号掘立
主 印 喬

皿
内面渦巻状暗文 明褐色

須息 喬

不
底部回転糸切 灰白色

17号掘立
土師器
姦 A 内外面ハケメ 明赤褐色

18号掘立 17
須恵器
蔚台必 B 底部付高台 褐灰色

21号掘立
土師器

HH
底部回転ヘラ削り 橙  色 赤色粒子

278 察 思 喬

蓋 A 外面回転ヘラ削り 灰  色 白・黒色粒子

279 28号掘立 弊
不

眠 剖
'回

転 木 tyJ後 、件・瓜 樹
'手

荷 八

ラ削り、内面暗文、黒色 橙 色 赤色粒子 No 2

279 31号掘立
二 日印希

邦 A 体部手持ヘラ削り 灰  色 85号住

279 橙 色

279
底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラき西り 赤 色 粒 子

279 35号掘立
黒 色 主 喬

イ
底部手持ヘラ削り、内面黒色 黄褐色

やや粗
白色粒子、雲母

ピット、タト面剥離

279
ギ髪型黒ti薪

不
体部手持ヘラ削り、内面黒色 橙 色 やや粗 ピット

279 38号掘立
上HttZFF

然A
底 樹Sttty」 後 、ア ア 、体 剖

'手
持 ヘ フ

削り、内面、みこみ部暗文
赤褐色 体部外面、底部外面墨書「十」

51号掘立
土 帥 恭

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙  色 完形、歪みあり

279

第 2節

第 4表 掘立柱建物址出土土器観察表

第 3節

第 5表 土拡出土土器観察表

掘立柱建物址出土土器

(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測 不能 、 ( )は推定値 )

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

土 拡 出 土 土 器

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 腱
ｍ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

1号土拡 1
縄 文 晩
深 紘

日縁部一条の沈繰、外面はヘラ削
り後ナデ

灰褐色 白色粒子 2と合わせ日で埋置

280 2
日縁部一条の沈線、内外面ヘラナ
デ、ヘラ削り、底部ナデ

明灰褐色 白色粒子、雲母
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(法量は日径 ・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎 土 出上位置 備 考

280 3号土拡 3 ］齢
内外面ヘラナデ、ヘラ削り 黄褐色

租 、女 山 君 斤 多 重

自・赤色粒子、雲母
Nl11・ 2・ 3

280 4号土 砿 4
土師器
イA

底部回転糸切後、体・底部手持へ

ラ削り 橙  色 赤色粒子 5手夕」二畑 o5

280 5 須恵器
抹

底部回転糸切
にぶい橙色
褐灰色

5号土痢鼈1

6 須 恵 器
菖合抹 A 灰  色 白色粒子 5弓争ニヒ立封《13

7
宏 思 喬

長頸壷?
ロクロナデ

5号土呟
No10

8
土師器
円筒土器

底部木葉痕、外面ヘラ削り、内面
ナデ

にぶい赤褐色
粗
白色粒子多、ア!鞣

5テン」ヒ均山ヾα6

9
土師器
鉢AI 底部木葉痕、内外面ハケメ 褐  色

祖 、日・黒 包 柾 十

雲母
5号土呟
No7・ 9

5号土拡 10
縄文前
深鉢

縄 文 にぶい褐色
小礫、自・黒色粒
子、雲母

7号土拡
Nol・ 6

6号上拡 11
口稼部押じ竹管文、渦巻文、胴詈F

縄文、押引竹管文
暗褐、橙色

やや粗
白色粒子、雲母

8号土拡
Nol・ 2,3・ 4・ 7

十三菩提式

縄文、押引竹管文、押圧文 にぶい赤褐色
粗、雲母・白色粒
子多量、ホ色粒子

8手ンJと力広No5

縄文、底部外周に押圧
やや粗、白色粒子
黒色粒子多量

8号土拡
No l・ 10

縄 文 暗褐色
ギ マ 租

白・赤色粒子
8号土拡No9 種子圧痕

22号土拡
二日中呑

イ A 底部糸切後、手持ヘラ削り 橙  色 135号 土拡 底部外面塁書「木」

39号土拡 鶴謝
底部回転糸切り、付高台 灰  色

142号 土拡
No2

須恵器
鉢A 外面叩き 灰 白色

142号 土拡
Nol

36号土拡
仄細 |||」 喬

皿
付高台、内面施釉 オリーブ灰色 17号土拡舶 1

主 H甲喬

竃形土器
内外面ハケメ

赤褐色
里 想 魯

17号土拡
No5-12

第4節

第 6表 単独埋奏出土土器観察表

第5節

第 7表 溝址出上土器観察表

単 独 埋 甕 出 土 土 器

(法 量は 日径・底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

(法量 は 日径 底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

滞 址 出 土 土 器

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎 土 出上位置 備 考

1号埋甕 1
縄 文・中

浬 扶 沈線文、縄文、底部ナデ 褐  色 白 。赤色粒子 A23B28 底都穿孔 (径 2 5cm)

2号埋甕 2 隆線、縄文、底部ナデ にぶい褐色 白色粒子、小礫 A22・ 23B28 体部内面線刻、底部穿乳確郵 5cnll

282 3 縄文、底部網代 にぶい黄褐色
日 ・ 亦 包 橿 十 、/

礫
2の内部から出土

3号埋甕 4 微隆起線文、縄文、底部ナデ にぶい橙色 白色粒子、小礫

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 土 出上位置 備 考

283 1号溝 1
土師器
邦A 体部手持ヘラ削り にがい美橙色 白色粒子多量 Nα6

283 2 体・底部手持ヘラ削り 赤掲色

283 (50) 瓜封
'回

転 木 t7」後 、1/F・底 判j芋狩 ヘ

ラ肖吋り 橙  色 赤色粒子

4
灰和陶器

皿
付高台、内外面施釉 灰 白色

283 灰釉陶器
椀 底部回転ヘラ削り、付高台

4号溝
土帥器

邦 A 内面暗文 橙  色
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(法量は 口径・底径・器高の順、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

5号溝 7 須恵器
高台イB 底部回転ヘラ削り、付高台 青灰色

8 縄文土器

深 鉄
混 入

7号溝
工 即 苓

皿
底 部 回転 糸 切 黄灰色

283 10
二 印 蕎

皿?
底部回転ヘラ削り 橙  色

11

11号溝 12
須恵器

イ
(60) 底部回転糸切 灰  色 白色粒子

283 底部回転糸切後、手持ヘラ削り 黄灰 色 やや粗、白色粒子

14 中討
底部回転糸切 灰  色 白・黒色粒子

須恵器
長頸壷?

ロクロナデ

器
壷

恵
帯

須
凸

外面叩き、肩都突帯 灰  色 白色粒子 四耳重か

17
鰭共二喬

深 鉢
竹管文 にぶい赤褐色 諸磯 b式か

縄文、竹管文

283 14号溝
狽忌 苓

罫
底部回転糸切 にぶい黄橙色

15号溝
土師器
必A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ肖H

り、日音文
橙  色 赤色粒子 (旧 )22溝

主 H中 蕎

皿
体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

塚 思 喬

不
底部回転ヘラ削り、内面ミガキ 褐 色 白・赤色粒子

283
鶴文土器

没欲
ヘラ削り後、沈線文 黄褐色

白・黒 、赤 色粒 子

万ヽ 礫
堀之内式

284 16号溝
二 即 希

杯A
底部回転糸切、体部手持ヘラ削り、
内面暗文

橙 色 (旧 )20溝

須恵器
イ

底部回転糸切 オリーブ灰色
ヾギ 租 、日・黒 e
粒 子

(十 日,Zυ泊専

No18

土 帥 洛

甕 CⅣ 外面かすかなハケメ、内面ナデ にぶい橙色
ぐ却 、日・ 亦 巴

締 子

(IH,と U椰

Nl141

縄X主喬

深鉢
沈線文 黒褐色 黒・白色粒子

(十日)20溝
Nl1 10

堀之内式

縄 文 (旧 )20溝

条痕文 (晩期) にぶい橙色 粗
(十日)20若写
Nc124

17号溝
上帥 器

皿
ナ デ 粗、雲母

く1日 ,贈格
Nol

にぶい褐色
臼色 粒 子

密 山井 片

(H′ W椰
No2

土 師 器

皿
白色粒子 (1日 )19響写 体部外面墨書

仄 粗 lnJ誘

皿
付高台、外面施紬 にぶい美橙色 白色粒子

(十日)19琴看
No3

284 諏
附

沈線文 (十日)19溝

20号溝
二 即 益

外 B
囁部手持ヘラ削り、内面暗文状ミ
ガキ

にぶい橙色 赤色粒子 (日 )26溝

須 恵 器
抹

底部回転ヘラ削り にぶい黄色 白色粒子

第 6節

第 8表 畝状遺構出土土器観察表

畝 状 遺 構 出 土 土 器

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出 土 地 点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

2号畝 1
土帥器
メA

底部回転糸 tJ」後、杯・l■t刊
`キ

膏ヘ

ラ削り、内面暗文
橙  色 白色粒子 体部外面塁書

みこみ部暗文 明赤褐色 底部外面線刻 (焼成後)

にぶい橙色

橙 色 体部外面塁書「万J

5
土師器
甕A 内外面ハケメ にがい赤褐色

ttu、 日・黒 g位す 、

三 科
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挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍ，
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

1号溝状遺構 1
土師器
郵A 体・底部回転ヘラ削り 橙  色 やや硬質 Nα120

主臓甲喬

イ C
2)

応・底部手持ヘラ削り、内外面ノ

ケメ状のナデ
淡黄色

異質、雲母、長石、赤
色粒子やや多い

3
土HHj器

年A 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

285 4 底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

浅黄色

(64) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 橙  色

体・底部手持ヘラ削り

285 7
は 司

`四
監 糸 切 俊 、件・瓜 剖

'手
持 ヘ

ラ削り
赤色粒子

285 」三日甲
=岳小型壷C?

No26 鉢か

285 11
土師器
邦A (54)

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

にぶい橙色

285 上 師 器
盲 4係

底部～周辺回転ヘラ削り、付高台
みこみ部放射状ミガキ 橙  色 No52・ 53

(73) 体・底部回転ヘラ削り 赤色粒子

285 14 付高台

主 却 呑

蓋 A 内外面渦巻状暗文

285 外面回転ヘラ削り

285 17
土 師 器
菖 抹 No257 脚部片

285 外面ナデ 橙  色 赤色粒子

P支型常日二轟

不
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面黒色

285 主 H印喬

甕CV?
ロクロナデ、カキメ 橙  色 白色粒子

土 印 器

甕 B 内外面ナデ 白。赤色粒子 Nα4 5

須恵器
邦

底部回転糸切 明褐灰色 白色粒子 No176

灰 白色

285 淡黄色 赤 色粒 子

体・底部手持ヘラ削り 灰 色 Nl127

285 灰黄褐色 白・赤色粒子 Nα 70

低罰
`回

転糸 LJJ後 、71・ 司手持ヘフ削
り 灰  色 白色粒子 No57

底部手持ヘラ削り 青灰色 白色粒子

6) 底部回転糸切 灰  色

285 ( 底部回転ヘラ削り やや粗、白色粒子

底部回転糸切
やや粗、白・赤色
貯 旱

須 思 希

高台杯B 底部手持ヘラ削り Nl1115

285 底部回転糸切り、付高台 浅黄色
やや粗、白・赤色
粒子

灰  色

須 思 喬

高台イ A 灰 白色 白色粒子
Nl1341,342

343

須 思 喬

高台皿 灰  色 白・黒色粒子 Nl1142

第 7節

第 9表  1号溝状遺構出土土器観察表

溝状遺構 出土土器

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)
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(法 量は 日径 底径・器高の順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

285 l号溝状遺罪
須恵器
鉢D ロクロナデ、鉄鉢形 にがい黄橙色

285 須恵器
蓋A 褐灰色 白色粒子 Nα 228,315

外面 回転 ヘ ラ削 り 紫灰色 白色粒子少量 No286

須恵器
奉 C にぶい赤褐色 白色粒子

285 宏 思 喬

鉢B 底部回転糸切、ロクロナデ 灰黄色 No140・ 141

286 灰  色 白・黒色粒子

286 白色粒子

286 須恵器
鉢A 外面 叩き オリーブ灰色

ギ ギ 札

白色粒子
Nl1125

須 恵 器
恋

ロクロナデ 灰  色 No226

2段の櫛歯状刺突文 灰 白色 No28・ 172

3段の4W「 描波状文 暗灰色
Nl1159,193・ 195,196・ 197・ 212・ 215。 217・ 218・ 220。

244・ 251・ 252・ 254・ 280。 332

286 灰白色 No28,199

黄灰色 白色粒子

外面叩き 灰  色 No275

287 外面叩き、内面青海波 にぶい掲色 白・黒色粒子

287 外面叩き 褐灰色 白・赤色粒子
Nl1157・ 158・

187

287 120) 灰  色 白・黒色粒子 別の甕片が底部に付着

外面叩き(叩き目が特殊文様 ) Nl139

須恵器
壷?

外面叩き 灰赤色 白色粒子 Nα 150。 227

灰  色 No336

須恵器
品啓暮 ?

外面叩き、底部に凸帯、内面ハケ
メ

白・赤色粒子 凸帯付

外面叩き、肩部に凸帯、耳 褐灰色 白色粒子
No51 ・117
135。 138 凸帯付四耳重

288 須 思 喬

円面 硯
長方形の透かし 黒褐色 脚部片

288
火細阿器

椀
付高台、内外面施細 灰 白色

暗灰黄色 白色粒子 Nl1112

288 緑釉陶器
縮

内外面施釉 緑  色

灰料 lal喬

椀
(72) 付高台、内面施釉 灰 白色

288
隊 判 lVJ希

皿?
(76) 付高台

灰細 raJ希

椀
付高台、内外面施約 浅黄色

灰 /HIlaJ蕎

皿
付高台、内外面施紬 (つ けかけ)

明緑 1/k色 ～

オリーブ灰色

付高台、内面施釉 灰  色

灰和陶器
短頸壷

(49)
灰 白色 No75

288
灰細 VIIJ喬

耳  皿
釉ほとんどなし 灰オリーブ色

外面施粕

灰/EIlal蕎

蓋
灰 色

288
灰釉陶器
早 範 荏

オリーブ灰色 Nα37

明オリーブ灰色

灰釉陶器
壷?

付高台 灰 白色

明オリーブ灰色

外面施蘊
外由―オリーフ狭也

内面―明言灰色

土師器
高台邦

底部糸切後、体・底部回転ヘラ削り、
肖1り 出し高台、内外面みこみ部暗文

橙  色 Nα 53 底部外面墨書「宅」
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(法量は 日径 底径 器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍ，
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

288 l号溝状遺準 ”胤
褐  色 体部外面墨書

橙  色

主 即 呑

不A? 体部手持ヘラ削り

288

288 体・底部手持ヘラ削り

白褐色

288 主 H中喬

皿
褐  色 白色粒子多量

主 HEj蕎

邦A? 底部手持ヘラ削り 橙  色 底部外面墨書

底部外面塁書「宅」

288 土師器
高台邦

体・底部回転ヘラ削り、削り出し高
台、みこみ部暗文 褐 色 底部外面墨書「宅」?

土師器
杯A

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、みこみ部暗文 橙 色 底部外面墨書「宅」

瓜 司SttL/J後、体・l‐kttS手 村 ヘ フロ」

り
底部外面墨書「宅」?

底部ミガキ 底部外面墨書

288 体・底部手持ヘラ削り 底部外面昌書「万」

底 部 糸切 後 、体・底 部 み こみ 部 暗
甘 底部外面塁書

288
土師器
HH?

底部手持ヘラ削り
みこみ部 H音文

底部外面昌書「家」

体・底部回転ヘラ削り 底部外面星書「中J

二 H甲希

イA (46) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 褐  色 底部外面墨書、薄レ

橙 色 底部外面墨書

288 体・底部手持ヘラ削り、内面みこみ
部暗文

白褐色

288 土師 器
9 底部糸切後回転ヘラ削り 橙 色

288 底部外面塁痕?

みこみ部暗文 底部外面墨書

底都手持ヘラ削り 褐 色 底部外面塁書「丙」

主 印 呑

高 台 邦
底部削り出し高台 橙 色 底部外面墨書

須恵器
高台郭?

底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色 やや粗、白色粒子

289 須恵器
係

底部手持ヘラ肖」り 灰白色
マA4B、 日・ 亦包

絃 子 、や や 軟 暫
底都外面墨書「宅」?

289 主 即 盃

高台イ
瓜 司

'糸

tf7J使 、4・ は 司S四欺 ヘ フロリ 、

肖l19出し高台、内面みこみ部暗文
掲 色 No166 底部外面線刻

上 H印喬

イA (60)
恩 凱∫禾 t7J後 、体・底 剖S手持 ヘ フ同り

り、内面暗文
橙  色

289 褐  色 みこみ部焼成後線刻

底 部 手 持 ヘ ラ肖」り 白褐色 底部外面線亥1

体・底部手持ヘラ削り 橙  色

289

体・底部 手持ヘ ラ削り、みこみ郡婚
支

底部内外面線刻

(70) 体・底部手持ヘラ削り 底部外面線刻

土Ral器

高台鉢
俗 抵 剖

'回
転 ヘ フロリ 、ロリ 出 しれ

合 丙 面 入 ●/7獣陪 ヤ

瓜司∫計 上 糸 t7J復 、回路 ヘ フロリ 、

却|り 出し高 台 、内而 み こみ 部 陪 支

主 H甲喬
? 体・底部手持ヘラ削り、ナデ 白褐色

底都糸切後、手持ヘラ削り にぶい赤褐色
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挿図番号 出土地点 番号 器 種
且
星

ｍ，
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色 調 土 出上位置 備 考

289 l号溝状遺滓
上印 器

?
底部手持ヘラ削り、みこみ部暗文
(ミガキ)

橙 色 底部外面線刻

底部手持ヘラ削り 褐  色

底部ナデ 白褐色 みこみ都線刻

土師器
邦A

．
５ ２

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り、内面暗文

黄褐色 底部外面ヘラ書

土師器
? 底部ミガキ、みこみ部暗文 (ミガキ) 橙  色 底部外面線刻

125 底部静上糸切後、手持ヘラ削り 褐 色 底部外面焼成後線刻

126 底部ナデ、みこみ部暗文 白褐色 底部外面線刻

289 みこみ部暗文 褐  色
底部外面焼成後繰亥」、焼成 Rl況

線

289
土 師 器

皿

底部静止糸切後、回転ヘラ肖」り
みこみ部暗文

橙  色 底部外面線刻

289
土師器

? 底部糸切後、手持ヘラ削り、ナデ 底部外面焼成後線刻

底部外面線刻

289 底部ナデ 底部外面焼成後線刻

289 底部回転ヘラ削り 底部外面線刻、皿か

底部静止糸切後、手持ヘラ削り

289 にぶい橙色

底部ヘラ削り 橙  色 みこみ部線刻

289 察 思 喬
14N

底部回転糸切 灰  色 Nα 3・ 4・ 5 底部外面線刻

須 思 孫

高台郷 ?
底部回転ヘラ削り、付高台 褐灰色 転用硯か、底部外面ヘラ書

灰糊円奉

長 頸 壷
ロクロツーデ 浅黄色

256・ 309 頸部ヘラ書

第10表  2号溝状遺構出土土器観察表

(法量は日径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍナ
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色 調 土 出上位置 偏 考

2号溝状遺檸 l
二HRI喬

イD 底部木葉痕、体部ナデ にぶい黄橙色 やや粗 Nα149 灯明具

主 岬 希

杯 A
瓜 司Sttt7」 後 、体 抵 樹

'子
村 ヘ フロB

り、内面暗文
橙 色 赤色粒子 Nc1112 完形

二 印 呑

蓋 A
円向渦呑状 H首災 、外 画 四継 ヘフロ」

り
にぶい橙色

土師器
落 C?

．

８ ５ 底部回転糸切 にぶい黄橙色 白色粒子 No163

290
土帥待
高台イ

底部回転ヘラ削り、付高台、内外
而ミガキ

浅黄色

290 須 思 喬

郵
底部回転糸切 灰  色 白色粒子 Nα l18

290 7 褐灰色 No159

8 灰 白色

9 No 155

290 黄灰色 白色粒子 Nc1129

灰 白色 白色粒子、小礫

290 黄灰色 Nol17

オリーブ灰色 白色粒子

須恵器
高台不B 底部回転ヘラ削り、付高台

肉―灰東伯色

外―灰 色
No132

290 須恵器
高台邦A

底部静上糸切後、回転ヘラ削り、
付高台

灰 色 Nl1 182

須恵器
高台lTN?

底部回転ヘラ削り、付高台 黄灰色 Nαl15

四 ―隊 t3

外―にぶ▼璃色
No 150

灰  色 白色粒子
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎    土 出上位置 偏 考

2号溝状遺滓
須 思 希

蓋 A 外面回転ヘラ削り 灰  色 No184

須恵器
高 145

ロクロナデ 白色粒子

須恵器
鉢 B にぶい褐色 No125

灰 色 白色粒子

底部回転糸切、ロクロナデ No193 水 田 、A14B19

須 思 孫

甕
ロクロナデ 暗灰色 Nα157

須 思 希

長 頸 壷
にぶい赤褐色 白色粒子 Nα146

オリーブ黒 No134

290 須 恵 器
出暮書

外面叩き、肩部、凸帯、耳 灰 色 白色粒子
Nα172・ 173・

176

須恵 器
落 外面叩き

Nαυ3・ ソ4・ lur

Nl1130・ 147
５

一　

一

内一赤灰色
外―灰色

No126■ 35・ 156

Nα 169・ 180・ 186
水田南

292 31
主 H印 喬

皿

体・底部回転ヘラ削り、内面放射
蛉 膳 す 橙 色 赤色粒子 No102 底部外面塁書「木」

二 H甲 苓

必A? 内面暗文 にぶい橙色 体部外面墨書

体部手持ヘラ削り、内面暗文

揺婿
灰 白色 底部外面墨書

292
土師器
小型著C

ロクロナデ 明褐灰色
ギ ギ 租 、ギ ギ も/D

Vヽ 、白色 粒 子
人面墨書、35～ 38は 同一個体

292

292

292

292
土呂‖希

?

292 須恵器
抹

底部畿堂糸切後、体・底部手持へ

ラ肖」り
灰  色 白色粒子 No189 体部外面墨書「稲」

292 底部回転糸切、体部手持ヘラ削り 白色粒子 底部外面墨書

292 須思 喬

郵
底部回転糸切 灰白色 /1ヽ礫 Nα155 体部外面塁書 1久」

みこみ部線刻

灰  色 体部外面塁書

292 底部手持ヘラ削り 灰 白色 白色粒子 底部外面墨書「吉」

オリーブ灰色 白色粒子、小礫 体部外面昌書「吉」

292 黄灰色 白色粒子 体部外面墨書

292
内一灰褐色
外―黄灰色

灰  色 底部外面墨書

292 55) 底部回転糸切 黄灰色 白色粒子 底部外面塁書「宅」?

灰 白色 底部みこみ部墨書

292 灰  色 白色粒子 No171 底部外面塁書「宅」?

底部回糸切り 底部外面塁書

褐灰色 体部外面、底部外面塁書

292 灰  色 体部外面墨書

292 付高台 (欠 ) 掲灰色

292 にぶい美橙色 底部外面塁書

292 須 思 喬

高台杯 ?
底部回転糸切、付高台 にぶい赤褐色 白色粒子 Nl1 170 底都外面墨書「主」

底部回転ヘラ削り、付高台 にぶい黄橙色 Nt1153 底部外面墨書

292
上 H印 希

邦 A
(70) 底都回転糸切、内面暗文 にぶい褐色 底部外面ヘラ書

須思 希
t4・

底部回転糸切 灰  色 白色粒子 No167
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挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｍｊ
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

3号溝状遺市 1
土帥器
邦 B 底部糸切後、手持ヘラ削り にぶい橙色

2 黒 日 工 喬

不
4小・瓜 笥判 審 おヽ フロ‖り、関 回 梗 ミ刀

キ、黒色

293 3 須 思 喬

椀
付高台 灰  色 白色粒子

第11表  3号溝状遺構出土上器観察表

第 8節

(法量は日径・底径・器高の順、一は計狽1不 能、 ( )は推定値 )

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

(法量は口径・底径・器高のI贋 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

奈良 。平安時代以外出土土器

性格不明ピット群出土土器

第12表 性格不明ピット群出土土器観察表

第 9節

第13表  奈良・平安時代以外出土土器観察表

挿図番号 出土地点 番 号 器 種 躍ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

296 2号ピット l
土師器
邦A

底部回転糸切、体部手持ヘラ削り、
内面暗文 橙 色

296 333号ピット 2 体・底部手持ヘラ削り 褐 色 完形、体部外面塁書「介」

3
８

一　

一

体部手持ヘラ削り

242号ピット (56)
瓜 部 四 騒 糸 切 、件 司

`芋
帝 ヘ フロ1リ

内面、みこみ部暗文
明赤褐色 Nl12

5号ピット 5
主 H甲喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 灰褐色

296 4号ピント 6 (34) 褐  色

333号ピット 7 橙 色

242号ピット
須恵器

係
底部回転糸切 明赤褐色

1号ピット
復 思 喬

菩 A 外面回転ヘラ削り 赤褐色

3号ピット 灰黄色

挿図番号 出土地点 番号 器 種 躍
的

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

297 2号配石 1
縄 文・後
深扶

日縁部沈線文、頸部隆帯文 褐 色 やや粗 白・赤色粒子
１

一
　

一

日縁部沈線文
やや粗 、白色粒子
圭科

297 縄文
やや粗
白色粒子

297 縄 災・使

鉢
無 文

徹

白・赤色粒子、礫

4号配石
縄 X・ IP

深 鉢

一
２

一

沈繰文、櫛歯状況線文、脚付 (円

子Lどうり)

にぶい橙色
褐灰色

ヾギ租日・亦8柾
子

曽利Ⅳ～V式

297 表 採
縄文。前
深鉢

沈線文、結節浮線文、円形貼付文 灰褐色 白色粒子 諸磯 C式

297 279手 }4と 7 (110) 茶褐色 雲母

297 表 採 山形口縁、結節文、貼付文、円孔 黄褐色
白・黒色粒子、小
睦 十三菩提式

297 縄文・中
迎 鉄 隆帯文、沈線文 明褐灰色 白色粒子 井戸尻式

297 A18B26 沈線文、ハの字状、沈線文 掲 色
ぐギ 租 、日・亦・黒
岳貯 子 川、灌 曽利V式

297 181号住 11 (78) 脚付 (円 孔あり) 赤褐色
やや粗、白色粒子
霊母

297 表 採 隆帯、沈線文、縄文 にぶい褐色 白色粒子 中期末

297 A22B30 沈線文、縄文 黒褐色 やや粗

297 縄文中～
絡加 湮払 褐  色
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(法 量 は 日径・底径・器高の順 ,一は計測不能 、 ( )は 推 定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

297 表 採
縄文後
深鉢

沈線文、刺突文 黒褐色 白色粒子

318号住 沈線文 灰黄褐色 No25・ 55
加曽利 B式
412号住、417号住

297 27号住 17
２

一　

一

白色粒子 曽谷式併行

97号住
縄 文 晩
深 鉄

黒褐色
女 四君 斤 、黒 包 橿

子多量
18～ 20は同一lEI体 、96号住 Nα 2

清水天王山式

297 清水天王山式

96号住

10号溝
縄又呪～

弥生、深鉢
条痕文、日唇部押圧文

貢褐色～

明赤褐色
粗、白・黒・赤色泣
子、ノJヽ礫

(日 )10澪
Nol-5

271号住
縄 天 塊

浅 鉢
浮線文 掲 色 外面朱塗り

298 A20B26 弥生前 沈線文 にぶい美褐色
ギ ギ 租 、日e杜 十

雲母、小礫
口縁部紛失 (調査中)

298 242手 }住
弥 生 甲

霊
外面ハケメ、簾状文、内面ミガキ 灰黄褐色 白色粒子 弥生中期前半

A20B27 主 H甲希

S字甕
外面ハケメ、内面ナデ 茶褐色

やや粗、自色粒子
雲母、小礫

t号溝状遺構
縄文前

鉢
沈線文、縄文、ミガキ にぶい赤褐色 白・赤色粒子 話磯 b式

縄文前
深鉢

沈線文、縄文 白色粒子

縄 天 甲

深 鉢
沈線文、条線文 黄褐色

やぐl■ 、日・赤色
粒子、雲母、小礫

曽利Ⅳ～V式

沈線文、ハの字文 黄橙色
日

母
亦 包 柾 す 、去

曽利V式、脚付

隆線文、縄文 にぶい橙色 白色粒子 No339

298
縄 災 復

深鉢
沈線文、縄文 にぶい褐色 白・赤色粒子

298

褐灰色 白色粒子

灰褐色 白色粒子、雲母

黄褐色
自・赤色粒子、雲
母、小礫

堀之内式

隆線文、沈線文 暗褐色 白色粒子 No354

298 沈線文 褐灰色

298 沈線文、縄文 にぶい策褐色

縄文後
注目

にぶい橙色 白・赤色粒子 No45 注目部片

298 縄 文 後
深 欲

沈線文、列点文 灰黄色
日 色 柾 す 、芸 世

/1ヽ 礫
Nl1225

298 2号溝状遺市 鰤緋
(38 0)

竹管文、縄文、突起 にぶい褐色 白色粒子

298 縄 共 甲

深鉢
沈線文、条線文 褐灰色 白色粒子、雲母 No141 A14B19

298 弥 生 俊

深鉢
櫛描波状文 黒褐色 白色粒子

298 明褐灰色

298 灰黄褐色

土師器
S字奉

外 面 ハ ケメ にぶい黄橙色

縄天晩

鉢
日縁部文様帯、浮線網状文 褐灰色 白・赤色粒子

にぶい橙色 白色粒子

白・赤色粒子、雲
母

浮線網状文 白色粒子

299 黒褐色 白。赤色粒子

明褐灰色 白色粒子、雲母

褐灰色 白色粒子

灰褐色

褐灰色
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(法量 は 日径・底径・器高の順 、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

299 2号溝状遺翠
縄 災 呪

鉢
浮線網状文 にぶい橙色

白・赤色粒子、雲
母

褐灰色 白色粒子

299 灰褐色 白・赤色粒子

脚評
沈線文 褐灰色 白色粒子

縄 火 呪

鉢
明掲灰色 白・赤色粒子

縄 火 呪

深 鉢
日縁部稜、無文帯、条痕文 灰褐色 粗、白・赤色粒子

Nα15,95・

115
A14B19No15

299 口縁部 1本沈線 褐灰色 白色粒子、雲母

白。赤色粒子

日縁部内外 1本沈線 にぶい黄橙色 白色粒子

299 日縁部 1本沈線 明褐灰色

口縁部 2本沈線、無文帯条痕文 にぶい橙色

掲灰色 白色粒子、雲母

日縁 部 2本沈 線 にぶい橙色 白・赤色粒子

299 白色粒子

褐灰色

灰黄褐色 白色粒子

299 褐灰色
ぐや租
白色粒子

にぶい橙色 白色粒子、雲母

褐灰色

日縁部 2本、内面 1本沈線 白・赤色粒子

299 灰褐色

口縁部内外 2本沈森 褐灰色 白色粒子

299 日縁部、3本沈線

日縁部 3本、内面 2本沈線 にぶい橙色

299 日縁部内外 3本沈線 にぶい褐色 白・赤色粒子

299 日縁部 4本沈線 にぶい橙色 白色粒子、雲母

299 日縁部4本沈線文 灰褐色 白色粒子

299 にぶい橙色 白。赤色粒子

日縁部 5本、内面 4本沈線 褐灰色 白色粒子 鉢か

299 無文帯、条痕文 明褐灰色 肩部片

日縁部 3本沈線、条痕文
上―褐灰色
下―暗灰色

やや粗
白石 炸 ■

Nol13・ 127 補修孔 1

日縁部沈線 7本以上、条痕文 明褐灰色
臼・赤・黒色粒子
小礫

条痕文、言文 灰黄褐色 白色粒子

条痕文、竹管文 明褐灰色

300 褐灰色

条痕文 (貝殻状) 明褐灰色

縄 共 呪

皿
口縁部 2本沈練 黄灰色

やや粗
やや▼、スい

縄 共 H/L

深 鉢 ?
口縁部巾広沈線、かすかな条痕? 灰黄褐色 白色粒子、雲母

縄 共 呪

深 鉢
日縁部押圧文、無文帯状痕文 褐灰色

やや粗、やや軟質
白色粒子、雲母

_A14 13 19No31-33

にぶい橙色
やや粗
白魯 貯 子

2号水田サブトレ
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(法量は 国径・底径・器高の順 、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

2号溝状遺導
縄文晩
深鉢

口縁部押圧文 にぶい橙色 白色粒子

灰褐色 白色粒子、雲母

褐灰色 白色粒子

明褐灰色

褐灰色

にぶい橙色 壷か

褐灰色

灰褐色

にぶい橙色 白・赤色粒子

にぶい黄褐色 白色粒子

日縁部押圧文、稜 灰褐色 白・赤色粒子

褐灰色 白色粒子、雲母

300 日縁部小波文、3本沈線 灰黄褐色

日稼部小涙状文 稜ヽ、無文帯、条
痕文

褐灰色
やや粗、やや軟質
白色粒子、雲母

日縁部、小波状文、無文
やや粗、白色粒子
雲母

黒褐色 白色粒子

灰褐色

(42 0)

日縁部押圧文、条痕文 褐灰色

黒褐色
白色粒子 、やや軟
暫

」
７

一

灰黄褐色
やや粗 、白色粒 子
ノトお窒と

A14B19No9。 10。 43

呪共
士霊

縄 にぶい黄橙色
にぶい褐色 白・赤色粒子 A14B19Nl125

褐灰色
ギ ギ 租 、ギ ギ 軟 負

白色粒子、雲母
A14B19Nα 5

縄 文 晩
深 仏 白色粒子

にがい黄橙色

灰褐色 白・赤色粒子

日縁部押圧文、沈線 2本、条痕文 白色粒子、雲母

日縁部小波状文、条痕文 掲灰色 白色粒子

灰褐色

H稼司StT庄共 帯 Z不、条 沢 共 、四

面条痕文
にぶい褐色 やや粗

口縁部押圧文、凸帯 2本 灰褐色 やや粗、やや軟質

白・赤色粒子

129 にぶい橙色 白色粒子

把手 (円形竹管文 )、 押圧凸帯文
内而条痛支 白・赤色粒子

301 押圧文、凸帯 にがい赤褐色 白色粒子

301 にぶい橙色 白。赤色粒子

301 灰褐色 白色粒子

302 条痕文 にぶい褐色

明褐灰色
やや粗
白色粒子

302 にぶい橙色 白。赤色粒子

にぶい褐色 Nl1190
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(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、く )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎    士 出上位置 備 考

2号溝状遺構
縄 共 明

深鉢
にぶい褐色

やや粗、やや軟質
白色粒子

補修孔 1

139 灰褐色
やや粗
白色粒子

にぶい黄橙色

内 ―にかい御包

外―褐灰色
Nl1143

明掲灰色 白・赤色粒子

灰褐色

302 にぶい褐色
白・赤色粒子、雲
母

褐灰色 白色粒子

縄文晩
鉢

(80)
マ ギ 租

白色 粒 子

302 脚齢
(70) 底部精円形 明褐灰色

底部網代痕 灰褐色
ヾ ヾ 札

白色 粒 子 、雲 母

302 (100) にぶい褐色
やや粗
白色粒子

底部網代痕、外面条痕文 にぶい橙色 白色粒子

302 明褐灰色
やや社、やヾ軟質
白色粒子

302 条痕文

にぶい褐色
やや粗
白色粒子

明褐灰色 白色粒子

2号水田
縄文晩

鉢
無文、外面ミガキ 灰褐色 Nα28・ 29

子L2、 2手}ァKF日
~F、

2子≡

“

丁羮ヨNo137
A14B19、 2号水田水路

日縁部 2本の沈線文、小波状文 掲灰色
日 日 裡 十 、ギ ギ 臥

質
Nl127 子し2、 2手}ⅢT再自No131

日縁部 3本の沈線文、大波状文
‐ヽ十や租、本力ぐ彩(負

白色粒子
A14B19

日縁部キザミ文 黄褐色 No8

日縁部押圧文、条痕文
色
色

表
白

淡
灰

白・赤色粒子

日縁部稜、無文帯、条痕文 にぶい褐色

303
弥生前 日縁部、押圧文、押圧凸帯文、条

痕文、内面条痕文
にぶい橙色

やや粗、自・赤色
粒子、雲母

蜘離
条痕文、稲妻文 明褐灰色

日・亦 色 杞 す 、雲

母

303 褐灰色 白色粒子

303 条痕文 にぶい赤褐色 白色粒子、雲母 モミ状圧痕

4号溝状遺梓
縄文晩

鉢
日縁部、波状文、沈線文 3本 にぶい橙色 白色粒子

167 縄 文 晩
深 鉄 ? 日縁部、沈線 2本、内面 1本沈線 明褐灰色

縄天晩

鉢?
5本の沈線 褐灰色

縄 共 呪

深鉢
9本以上の沈線、条痕文 にぶい橙色

日縁部押圧文、無文帯、条痕文 褐灰色

日縁部押圧文、稜 にぶい赤褐色
白。赤色粒子、雲
母

にぶい橙色 白色粒子、雲母

日縁部押圧文、無文書、条痕文 にぶい褐色
ギ ギ 租

白色粒子

押圧凸帯文、条痕文 褐灰色
=ヾ軍阻、やマ軟負

白色粒子

条痕文 灰褐色 白色粒子

灰黄褐色 白色粒子、雲母

条痕文、稲妻文 灰褐色 白色粒子

枷”
178 無文 にぶい橙色 白・赤色粒子
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(法量は 日径・底径・器高の順 、一は計測 不能 .( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
量

ｎナ
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

2号水田
サブトレ 脚陥

条痕文 褐灰色 白色粒子

にぶい橙色

脚鯛
日縁部 1本沈線 褐灰色

2号水田下
縄 共 呪

深鉢
日縁部 1本沈線、稜 白色粒子、雲母

日縁部内外 1本沈線 明褐灰色 白色粒子

口縁部押圧文、1本沈線 灰掲色 白・赤色粒子

日縁部押圧文 にぶい橙色 白色粒子

日縁部、波状文、稜、無文帯 白。赤色粒子

無文帯、条痕文 灰褐色 白色粒子

条痕文、沈線文 褐灰色

1本以上の沈線文 明褐灰色 白・赤色粒子

沈線文 にぶい橙色

縄文晩
暮? (24) 内面条痕文 白色粒子

192 脚触
条痕文、ヘラ削り

粗 、や や 軟 質
白魯 貯 子 夕 暑

A14B19 縄 共 呪

鉢
浮線網状文 白色粒子

褐灰色

脚触
日縁部 1本沈線 にぶい褐色

196 にぶい橙色

日縁部 2本、内面 1本沈線 明褐灰色

日縁部内外 2本沈線 灰黄褐色

199 日縁部 2本沈線、条痕文 灰褐色

304 日縁部 6本以上沈線 にぶい橙色

日縁部外反、無文帯、荒い条痕文 灰褐色
やや粗
白色粒子

Nl156

202 縄文晩 日縁部押圧文、条痕文 にぶい橙色
やや粗、やや軟質
白色粒子

305 縄 共 呪

深鉢
灰褐色 やや粗 Nα 22

にぶい褐色 白色粒子、雲母

日縁部押圧文、無文 にぶい橙色 白色粒子

206 日縁部波状文、条痕文 灰褐色
やや粗、軟質
白色粒子

白色粒子

条痕文 にぶい橙色 白・赤色粒子

305 縄 X呪
皿

赤灰色
日 跡 包柾 す 、雲

母

縄文晩
深鉢

Ｏ

． 日縁部押圧文、無文帯、条痕文 にぶい橙色
やや粗、やや軟質
白色粒子

No56

211 Nol・ 3

無文帯、条痕文 にぶい褐色 白色粒子 Nα2・ 56

305
ギギ 租

白色 粒 子
Nα 58

灰褐色

306 条痕文 褐灰色
ギギ 租 、日色 柾十

やや軟質

306 無文、すデ 灰褐色 白色粒子 No6・ 8・ 1

306 条痕文
ギ ギ 租

白色粒子
水田南

４

一

底部網代痕
肉―倒 灰 色

外―にぶV鼈色

杜

白色粒子
No69
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挿図番号 出土地点 番 号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

A21B28 1
土 師器

皿
底部回転糸切 橙  色

マギ祖、日・亦包

粒子

2 にぶい橙色

A17B27 3 珊懸
体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 褐  色 白・赤色粒子

A21B23 4 橙  色
白色粒子、雲母
川、腔

294 A24B21 5
は 剖

'四
名 糸 ty」俊 、体・瓜 剖

'手
持 ヘ

ラ削り、内面暗文
白・赤色粒子

A21B25 6
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

黄褐色 日
礫

亦 包 柾 す 、

A21B29 7 体・底部手持ヘラ肖1り にぶい橙色 白・赤色粒子 灯明具

8
底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り

にぶい褐色
自・赤色粒子、/

礫

A25B27 9
(1

体・底部手持ヘラ削り 橙  色 白・赤色粒子

表 採
瓜 司∫口 監 糸 t/」復 、俗・底 司S手付

ハ

ラ肖」り
赤色粒子

A21B29 体・底部手持ヘラ削り
日
礫

亦 色 杷 十 、

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖」り
にぶい橙色 白・赤色粒子

底部糸切後、体・底部手持ヘラ削
り 橙  色

A21B26 体・底部手持ヘラ削り にぶい橙色

A21B30 底部静上糸切後、手持ヘラ削り 橙  色 白色粒子

A22 上 印 希

高 台 郭
底部回転ヘラ削り、削り出し高台 白・赤色粒子

A21B23 17
上 師器

皿

底部回転糸切後、体・底部手持ヘ

ラ肖」り

A20B29 体・底 部 回転 ヘ ラ削 り、内面 渦 巻
峠日喜す 黄褐色

A20B27 体・底部手持ヘラ削り にぶい褐色
白・赤色粒子、雲
母、小礫

A19B26 二 帥 希

壷A 外面暗文 橙  色 白色粒子、雲母

A18B26 黒色土器
邦

底部回転糸切、内面ミガキ、黒色 灰白色 白色粒子、小礫

A21B25 P髪聖黒ti誦

邦
体・底部手持ヘラ削り、内面黒色 にぶい橙色

ベカマ租、日・亦色
粒子、小礫

A21B29 橙   色
やや粗、自色泣子
/卜礫

にぶい橙色 白・赤色粒子

A23B26 主 H甲喬

小型甕B ナデ
やや阻、白・赤・黒
角粒子

A21
B25・ 26

J二 日甲著岳

球胴甕 ?
球胴 橙  色

日・亦 色 租 十 、去

母、小礫
表面ユI離

A20B27 ７０
月同言Бイこ子L(文然励と1莉 ) にぶい橙色 白色粒子、雲母 香炉か?

A24B27 土師器
姦

ロクロナデ 黒褐色
やや粗、安山岩片
花筒岩片、雲母

A251321 須 思 喬

イ
底部回転糸切 灰オリーブ色

やや良、白・赤色
粒子、小礫

A21B28 灰  色 白色粒子、小礫

A25B16 オリーブ灰色
日・亦 色紅 十 、利`

礫

A21B29 底 部 ナ デ にぶい黄色

A20B26 底部回転糸切後、外周～周縁回
転ヘラ削り

灰  色 白色粒子

A21B28 底部回転糸切 白色粒子、小礫

A23B28 青灰色

A20B27 (70) 底部回転ヘラ削り 黄灰色

A20B29 底部回転糸切

第10節

第14表 遺構外出上土器観察表

遺 構 外 出 土 土 器

(法量は口径・底径・器高のI頃 、一は計測不能、( )は推定値)
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(法量は口径・底径  器高の順 、一は計測不能、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
旦皇
耐

法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

A18B24 須恵器
高台邦A 底部回転ヘラ削り、付高台 灰  色 白色粒子、小礫

A25B28 体・底部回転ヘラ削り、削り出し高
白色粒子、小礫

A24
B27・ 28

体・底部回転ヘラ削り、付高台

A23B29 察 思 喬

不 ?
青灰色

295 A24B23 須 恩 喬

蓋A 灰  色 白色粒子、小礫

295 A24B27 外面回転ヘラ削り 灰褐色

295 A24B23 にぶい褐色

295 A22B28 青灰色 白色粒子

295 A23B24

A22B25 暗青灰色

A20B23 轄訪
灰  色

295 A22B27 暗灰色

295 A22B28 須恵器
蕃? 灰  色

295 ロクロナデ 暗灰色

295 A23B24 須 思 希

甕
灰  色

A22B27 黄灰色

295 A22B27 器
瓶

恵須
平

底部回転ヘラ削り 白灰色

A25B24 須 恵 器
選き? 底部回転糸切、付高台 暗灰色

295 A20B26 灰釉陶器
椀?

付高台 オリーブ灰色 白色粒子

295 A21B24 付高台、内外面施釉 灰 白色

295 A21B24 隊料・lfl稀

皿
内外面施釉 黄緑色 小破片のため、日径は不明

A22B27 x/mlTJ稀
皿

付高台、内外面施釉 灰 色 白色粒子

A23B25 灰白色

295 A23B25 緑釉陶器
砕 HH

付高台、全面施釉
内面―緑色
外面―灰白色

A20B27 味細 Jh」 希

段 皿
付高台、内面施釉 灰白色

295
味細 JFJ益

蓋
灰  色 白色粒子

A20B19 陶器
小型壷

底部回転糸切、外面鉄釉
和 ―黒 色

地色 ―灰 色

295 A22B25 陶器

皿
底部回転ヘラ削り、内外面鉄釉 にぶい黄褐色

表 採
陶器

竹管文 灰オリーブ色 白色粒子 渥美

A23B26 察 思 喬

円面 硯
長方形の透かし 褐灰色 白色粒子、小礫 脚部片

295 A27B22 灰  色

295 A27B25 長方形の透かし、円形貼付 白色粒子

A25B15 須 恵 器
禁 田編

外面叩き 青灰色

295 A22B28 土師器
邦A 内面暗文 桂  色 白・赤色粒子 体部外面墨書

A23B26 白・赤 色粒 子 、小
腿

A21B29 体部手持ヘラ削り 黄褐色
白・赤色粒子、雲
母

茶褐色 白色粒子 体部内面塁書

A21B27 主 H印喬

皿
体・底部手持ヘラ削り 橙 色

白・赤色粒子、小
題

体部外面塁書

A23B27 主H ll喬

イA
瓜 司

`木

t7J復 、件 状 樹
'手

持 ヘ フ同」
n 白・赤色粒子 底部外面塁書「木」

296 (45)
瓜 剖Stt L7」 後 、体・底 樹S手持 ヘ フロ‖
h丙 百 膳 ヤ 褐 色 底部外面塁書

296 A22B28 (50) 体・底部手持ヘラ削り、内面暗文 黄橙色 底部外面墨書「木」
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
量

ｍナ
法
ぐｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 偏 考

A23B26 土 帥器
剛? 底部回転糸切 褐 色 白色 粒 子 底部外面塁書

A23B27 底部回転ヘラ削り 橙 色 白・赤色粒子

296 A23B25 体・底部手持ヘラ肖1り
白・赤色粒子、小
灌

体部外面塁書

表 採
上 卸 蕎

杯 B 底部回転ヘラ削り 底部外面墨書「万」

A24B21 上 帥喬

イ A 体・底 部 手 持 ヘ ラ肖」り にぶい橙色
日

母
亦 包 秘 十 、雲

底部外面焼成後線刻

296 A21B28 土師器
皿?

体・底部回転ヘラ削り 橙  色 白色粒子、小礫 底部外面ヘラ書

底部手持ヘラ削り 黄褐色 白色粒 子 、雲 母 底部外面焼成後線刻

296 橙  色 白・赤色粒子

296 A21B29 黄橙色

茶褐色

296 A18B27 須恵器
係

底部回転糸切 灰オリーブ色
白。赤色粒子、小
礫

体部外面焼成後線刻

296 A25B27 須恵器
芸 外面回転ヘラ削り 灰  色 白色粒子、小礫

A23B27 須 思 喬

笙
ロクロナデ 灰オリーブ色 外面ヘラ書

第11節

第15表  宮ノ前遺跡出土石器および石製品観察表
(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能、( )は推定値)

石器 お よび石製品

挿図番号 出土地点 番 号 種 別
旦
星

ｍチ

法

くｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 石 材 襲

⑭
出上位置 備 考

287手 }准と 1 石  錯
19× 0 5cmの長方形孔、冥面4箇

所に2ヶづつの孔
青緑色 蛇紋岩 ほぼ完形、巡方

2■号住 2 不  明 硯か、裏面に線刻 黄白色 疑灰岩 133

134号住 3 水  晶 結晶、加工なし 白 色 水  晶 102 3

210号住 不  明 砲弾状、片面に穿孔 黄白色
花闘岩類
(ア プライト)

軟質、完形

169手子住 5 碁石状
石製品

黒  色 砂 岩 完形

345号住 6 紡錘車
匈
・‐２

子し空≧0 6cm 黒褐色 結品片岩 完形

16号溝 7 紡錘車
４ ４

・
０ ８

黄白色 緑色凝灰岩

231号住 8
土  荻

石製品
両面穿子し、孔径09～0 2cm 灰白色 灰自色軽石 17 軟質

307手争tと 不  明 全面磨き 黒  色 頁 岩 10

420号住 不  明
35× 3cm、 探さ0 5cln大の円形の

凹み、裏面に穿孔
白黄色 灰白色軽石 軟質

68号住 11
FE 状

石 製 品

３２

カ

‐６
加工痕あり 灰褐色 デイサイト 1200

223号住
柱  状
オ 製 品 灰黄色 10500

31号住 砥  石 磨面 4面、細かい擦痕 灰褐色 疑灰岩

45号住 磨面 4面、やや太い擦痕 黄褐色 完 形

89号住 磨面 4面

100号住 灰 白色
イヒ岡 君 銀

(アプライト)

やや粗

176号住 17 磨 面 4～5面 明褐灰色 砂 岩

179号住 置き砥、太い擦痕、磨面8面以上 灰 色 安山岩 2390 粗

187号住 磨面2面、やや太い擦痕 灰褐色 320

191号住 磨 面 4面 灰黄色 凝灰岩

215号住 磨 面 5面 白褐色 やや粗
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(法 量は長軸長・短軸長  厚さの順 、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番 号 種 別
量

ｍｊ
法
てｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 石 材
重量
(宮 )

出上位置 備 考

308 210号住 砥  石 磨面4面、1面には凹状溝 灰  色 砂 岩 やや粗

218号 住 灰白色 凝灰岩 完形

220号住 磨面4面 、1面には凹状溝 灰黄色 花筒岩類 No5 粗

250号 住 磨面4～ 5面 白色軽石 粗、アカコスリ状

261号住 磨面4面、細かい擦痕 灰褐色 凝灰岩

285号住 磨面5面、細かい擦痕 灰黄色

309;}4と ‐０

■
磨面4面、細かい擦痕 黄褐色

313号住 磨面5面 黄灰色 やや粗

321号住 磨面4面

325号住 磨面3面 、細かい擦痕 黄橙色 完 形

327号住 磨面4面、側面に太い筋状擦痕 黄灰色

331号住 磨面4面、細かい擦痕 灰黄色

309手 }准と 磨面5面、やや太い擦痕 橙  色

343号住 磨面4面 灰黄色

7号溝 磨面4面 、端部に太く深い擦痕 白灰色 花前岩類

1号溝状遺市 磨面4面 、端部に擦切痕 黒灰色 疑灰岩

342号住 俵編石器 自然石利用 青灰色 安山岩

252

灰褐色 259

紫灰色

青灰色 272

紫灰色

青灰色 Nl18

紫灰色 207 Nα9

灰  色 253

青灰色

黒青灰色

灰褐色 砂 岩 175

灰  色 安山岩 227

309号住 磨  石 稜端部に敲打痕 暗青灰色

195号住 打製石介
先端刃ヨ跨 れ、lkl縁刃YA~し稜濁∫欠
膿、片而のみ 自然而″残十 緑黒色 砂質粘板岩

210号住
先 瑞

~司
'欠

惧 、1則 稼
~司S刃 慣 し

陵部磨耗
粘板岩

312 264手許4と 両端欠損、側縁一部刃潰し 灰黄色
lFL質ホルン
フェアレス

328手}4と 側縁刃潰し 青灰色 粘板岩 ホルンフェルス化、完形

312 334号住 側縁一部刃潰し 暗緑灰色 完 形

421号住
片面に自然面、両面磨耗、先端欠
娼 灰黄色 安山岩 184

4号配石

後部欠損、先端稜部磨耗 暗緑灰色 粘板岩

阪状、節埋に冶つてクすくする
周縁は次けやすく全体に草、ろい 緑黒色 千枚岩

2号溝状遺帝 片面に自然面、側縁刃潰し 暗青灰色 砂質粘板岩 完形
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(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 種 別
量

ｍケ
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 石 材 襲
り

出土位置 備 考

2号溝状遺梓 打製石斧
先端 部斜 行 、磨耗 、側縁 刃馳 、後
鍬 在 娼

暗青灰色 粘板岩

先端部尖り、磨耗 オリーブ黄色 砂  岩 破片の可能性あり

13号土欺 先端部潰れ 緑黒色 粘板岩 完形

A21B27 側縁刃潰し 暗青灰色

先端部、斜行、くびれ 黄灰色 ホルンフェルス化、全体に軟化

先端部斜行、くびれ、くびれ部に刃
清し、先端潰れ

灰  色 265 完 形

2号水田
東トレンチ

側縁部刃潰し、先端稜部磨耗著し
Vヽ

緑灰色 ほぼ完形

A21B25 先端部斜行、くびれ、側縁部刃潰
し

灰  色 砂質粘板岩 完形

A22B27 側 稼 笥朔 債 し、先茄 ■鯵章 し、耀争粍 、

先端部やや斜行
暗緑灰色 粘板 岩 351

A231323 側縁部刃潰し 緑黒色 321 ホルンフェルス化、完形、全体軟化

A23B27 後部欠損、くびれ、lRl縁 刃潰し者
しVヽ

黄灰色 ホルンフェアレス

312 A27B27 片面に自然面残る、側縁刃潰し
上端部磨耗

緑黒色 粘板岩 完形

408号住 凹  石 両面に凹み、自然礫、やや軟質 灰 白色 デイサイト 431

417号住
側面整形、両面磨耗、凹み、両端
やや磨耗

黄灰色 安山岩

7号溝 4面に凹み、自然礫、やや軟質 灰黄色 デイサイト
平安以降か

完形

313 4号配石 両面に凹み、自然礫 暗灰色 安山岩 完 形

A19B25 両面凹み、両面、周縁やや磨耗
自然礫か

灰白色 完 形

A19B24 両面凹み、TRl縁にも浅い凹み、敲
打痕 (lRl面 整形か)

A22B27 両面に2ヶ づつの凹み、側縁に敲
打痕 (側 面整形か)、 やや磨耗

灰褐色 548

A19B24 両面に2ヶづつの凹み、周縁整形
にぶ い

苦 搭 魯
537

211号住 磨  石 自然礫、片面やや磨耗 灰黄色

394号住 全棒磨耗、硬質 オリーブ灰色 礫 岩 土器研磨具か、完形

408号住 全面磨耗、硬質、重量感あり
暗 左ツ

~

ブ灰色
砂 岩 完形

A19B25 部分的に敲打痕、全体的に磨耗 黄灰色 花南岩類 193

5号配石 石 棒 先端平担、全面研磨 灰 白色 安山岩 後部欠損

先 踊げ 嬌 、件 剖S敲悧 、彼 茄 前Sケ IIN」

に研磨

両端欠損、後端部分的に研暦、体
部研磨

灰 色

417号住 黄灰色 デイサイト 6号配石

2号溝状遺帯 先端部打痕、後部欠損、体部研磨 550 緑色変質した石材

′ゝ17B25 両端部欠損、体部敲打 灰白色 2060

137号住 石  剣 全面研磨、断面精円形 オリーブ灰色 結 晶 片岩 137 5 両端欠損

A23B22 石  冠 全体研磨 灰白色 安山岩 134 5 表面赤色化 (被熱)、 破損

412号住 不  明 石冠状、全面敲打 灰 色 154土拡

A18B26 石  錘 両端切目(研磨) 暗緑灰色 粘板岩 120 5 両面磨耗
完形

244手争4主 両端打ち久き 灰オリーブ色 砂  岩 191 5 完形

210号 住 灰  色

220号住 凹  石
自然礫、片面中央に凹みlヶ (径

6 6cn、 深さ1 5cm)、 内面磨耗
安山岩 5500

平安か、両面に小孔があるが、自
然のものか

1号河道
自然礫、片面中央に凹みlヶ (径

5 5cm、 深さ1 3cm)
平安か

7号溝
自線 片面中央に凹みlヶ (額 5cmX

5 5cm、 深さ1 lcm)、 敲打痕
2690

A23B28 自然礫、片面中央に凹みウに&m、

深さ2cm)
灰褐色 3020

表 採
自然礫、片面中央に凹みlヶ (径

5 5cm、 深さ1 4cm)、 内面磨耗
灰 白色 800
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(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能 、 ( )は推 定値 )

挿図番号 出土地点 番号 種 別
法 量
(em)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 石  材
重量
(g)

出上位置 偏 考

160号住 磨製石斧
全 向 版 子J、 元 瑞 卸∫研 磨 、彼 端 部 T

痕
緑灰色 緑色岩 完 形

323号住 全面研磨、片刃状 灰黄褐色 蛇紋岩類

2号溝状遺雫 全面敲打、研磨、後端部打痕 暗灰黄色 緑色岩 367 刃部欠損、欠損後打痕あり

A21B27 全面研磨 緑灰色 緑色岩? 装着部はミガキが弱い、完形

218号住 石  皿 脚2ヶ 、敲打により作り出す 灰 白色 デイサイト 7060 %の破片

灰  色 安山岩 5850 %の破片

394号住 2120 破片

4号配石 111 縁 を作 り出す 557 破片、破損部を磨り石として利用
十る

A21B25 両面使用、孔があく 灰 白色 デイサイト 2390 %の破片

A19B26 灰 色 安山岩 2260 完形

表 採 灰黄色 11150

石皿の未製品 灰褐色 20200

灰  色 23400

79子}准と 蜂ノ巣石 自然礫、2面に凹み

84号住

205号住 自然礫、1面 に凹み

408号住 灰  色 No2

自然換、2面に凹み オリーブ灰色

灰白色

2号配石 灰  色 2950

黄褐色

灰 色 7750 No23

灰白色 デイサイト

318 2650

412号住 青灰色 安山岩
154号 土拡
Nα l

A16B25 灰  色

A17B26 2250

A18B26 Nl13

A18B20

A21B27 黄灰色

灰  色

A21B26 黄灰色 6400 Nα2

A21B27 灰白色 7150 Nl13

表 採

A22B27 灰  色

408手}tと 丸  石 自然礫

6号住 石 鏃 無茎、大型、側縁は鋸歯状 茶褐色 チャート 完形

A21B21 無茎 黒  色 黒曜石

47准と 無茎、側縁は鋸歯状

229tと 無茎、片面に自然面を残す 完形

57住 無茎、微小 灰  色
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(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能 、 ( )は推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 種 別
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 石  材
重量
(g)

出上位置 備 考

320 39住 石 鏃 有茎、側縁は鋸歯状 黒  色 黒曜石 1 47

320 11溝 有茎 1 76

有茎、側縁は鋸歯状 1 02 完形

152住 暗灰色

320 1074と 有茎、両面に大きなユ1離面を残す 黒 色 竃

320 A19B26 不  明 釣針状 茶褐色 チャート

320 222住 石  匙 全体に磨耗 黒灰色 黒曜石 完 形

320 ■溝 黒  色

321 368号住 台  石 自然礫、両面に磨耗 灰  色 安山岩 24500

表  採 石  臼 穀 臼 (上臼 ) 破 片

155

156 穀臼(下臼)

穀臼(上臼)

第12節

第16表 宮ノ前遺跡出土瓦観察表

口
ＨＨ

(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 種 別
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

343号住 1 平  瓦
凸面格子叩き
凹面布 日、桶板痕

青褐色 黒色粒子 敷島町天狗沢瓦窯址と同一叩き

322 2号土拡 2 凹面、布目、桶板痕 灰  白
黒・臼色粒子
安山岩片

凸面剥離
宮ノ前第 2遺構と同一

322 3号溝 3
面
面

凸

剛
縄叩き
赤 日

灰  褐 官ノ前第 2遺跡と同一

第17表  宮ノ前遺跡出土ミニチュア土器観察表(奈良・平安)  (法 量は日径・底径・器高の順、一は計測芍ヒ、()は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 器 種
且
鼻

⑪
法
くｃ

技 法 ・ 形 態 の特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

141号住 1
手捏 ね

抹
底部木乗痕、体部手持ヘラ削り
ナデ 橙  色 白色粒子 Nα50

322 157号住 2 手 程 鵞

不状
ナ デ 白掲色 粗

322 158号住 8 にぶい橙色
白色 粒 子
雉暫

322 162号住 にぶい黄橙色
ぐ ギ 租

白色粒子

322 172号住 5 褐 色

322 底部木葉痕、ナデ 雲 母

322 200号住 7 ナ デ 黄褐色
粗 、石 英 、雲母 、フ

灌

322 235号住 にぶい黄橙色 粗、白・黒色粒子

322 底部木葉痕、ナデ 橙 色 粗、白色粒子 日縁部外面黒色変化

322 244芋}4と 褐 色 やや粗 No41

322 249号住 11 ナ デ 黄褐色
ギ ギ 租 、日・亦 包

粒子、雲母

322 灰白色

322 掲 色
租 、亦

°
日 色 秘 十

石英

322 288手}t 14 (30) にぶい黄橙色 白色粒子

303;}准 と 黄褐色
臼色 粒 子 、石 天
‐‐母
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(法量は口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 器 種
二皇

ｎナ

法

くｃ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色   調 胎   土 出上位置 備 考

322 304号住
手r‐ 程

不状
ナ デ 黄褐色 やや粗

325号住 17
やや粗、白・赤色
粒子

322 341号住 にぶい橙色 やや粗

322 343号住

11号澪 橙  色 やや粗、白色粒子 完 形

1号溝状遺や 底部板状圧痕、ナデ にぶい橙色 白・赤色粒子 No42

ナ デ

322 A20B26 黄褐色
粗 、石 英 、雲母 、小
種

第18表 宮ノ前遺跡出土土鐘観察表
(法量は長軸長・短軸長・厚さの順、一は計測不能、( )は推定値)

帝図番号 出土地点 番 号 種 別
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色 調 月台  土
重 量
(g) 出上位置 備 考

10号住 1 上  錘 紡錘形、表面に筋状の圧痕 にぶい橙色 白色粒子 完形、磨耗なし

30号住 2 橙 色
日3411+
石英、岩片

73 磨 耗

323 3 にぶい橙色
白・黒色粒
子

11 1 両端磨滅、欠損

323 4 灰  色
日■雫B杜
子

磨 耗

5 灰褐色
日・亦 色 柾

子
■ 9 磨耗、片減り

6
亦 褐 ～

灰色
白色粒子 15 2 両端縁部、胴部磨耗

323 7 灰褐色 白色粒子 磨 耗

323 8
白・黒色粒
子

323 9 にぶい橙色
日

。
赤 t抄笠

子 磨耗、端部一部欠損

323 灰褐色 白色粒子 磨耗

11 にぶい橙色 安山岩片 磨耗、端部欠損

灰褐色
日・亦色柾

子
端部欠損、磨耗

323
白・黒色粒
子

磨耗、端部久損

褐色～黒色 赤色粒子 10 2 磨 耗

323 灰褐色
日日rtlI十

花前岩片

323
灰 伯 色

～ 黒 色

日・黒色柾

子

35号 住 17 にぶい褐色 白色粒子 115 Nc1 16 端部欠損、磨耗なし

323 40号住 両端面ヘラ削り 灰褐色 176 磨耗

323 42号住 胴部一部ヘラ削り 橙 色
自'赤色粒子
多量、やや粗

磨耗なし

323 50号住 灰褐色
日・亦 3柾
子

磨 耗

323 62号住
日・黒 色 柾

子、長石
140 両端欠損、磨耗

323
日・亦包柾

子
磨耗、やや片減り

灰白色
～黒色

白・黒 色粒

子
磨耗、端部久損

323 63号住 にぶい橙色
自'赤・黒色粒
子、ややIR

磨耗、胴部剥離

323 69号住 灰  色 白色粒子 磨耗、やや片減り

323 87号住 黒褐色 円筒状、やや磨耗

120号住 胴部指頭痕 灰褐色 円筒状、磨耗なし

胴部。両端面ヘラ肖1り 橙 色 磨耗なし

323 255号住 明橙色 磨耗、両端欠損

323 293号住
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(法量は長軸長・短軸長・孔径の順、一は計浪1不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番 号 種  別
法 量
(cn)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色 調 胎  土 襲
り

出上位置 備 考

323 310号住 土  錘 褐 色
口・亦 aFrす

岩片、やや粗
73 磨耗、両端久損

323 318号住 月同部・両 端 面 ヘ ラ肖可り にぶい橙色
日・亦色 41f

子
円筒状、磨耗なし

364号4と 両端面ヘラ削り、胴部指頭痕 黄褐色 白色粒子 No29

409手ヂtと 153 磨 耗

10号掘立 晴 御 a
～ 黒 角

白色粒子 円筒状、磨耗

177

323 やや磨耗

11号清
灰 僑 色 ～

赤 褐 色
磨 耗

1号溝状遺構 にぶい褐色 安山岩片 半分欠損、やや磨耗、円筒状

表 採 灰褐色 白色粒子 両端欠損、磨耗

挿図番号 出土地点 番 号 種 別
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

86号住 1 ふいご羽日 指頭痕
灰 倫 色 ～

未 拐 侮

長石、石英、雲母
多量、粗

Nl12 先端発泡

105号 住 2 密、白色粒子 Nα12・ 13

岩片、白色粒子多
暑

先端やや発泡

317号住 4 白色粒子 325住No l 破損面も黒色

323 330手夕tと 5 橙  色

323 A21B23 6
灰白色
～橙色

ズШ君斤、長ね歩
量、粗

先端発泡

A21B26 7 赤～橙色 白色粒子 先端発泡、ガラス質

第19表 宮ノ前遺跡出土羽口観察表

第20表  宮ノ前遺跡出土耳栓観察表

第21表  宮ノ前遺跡出土土製円板観察表

(法量は長軸長・短軸長・孔径の順、一は計測不能、( )は推定値)

(法量は径・厚さの順 、一は計測 不能 、 ( )は推定値 )

(法量は径・厚さの順、一は計測不能、( )は推定値)

挿図番号 出土地点 番号 種 別
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色 調 胎  土
重量
(g)

出上位置 備 考

384号住 1 耳  栓
42
23

炊 衛 色 ～

赤褐色
女 四 君 戸

多量、粗
完存

4手}酉己写ξ 2
33
16 ナデ 灰褐色 白色粒子

A181326
32
17 黒褐色

白色粒 子
三 魯

挿図番号 出土地点 番 号 種  別 腱
ｍ

技 法 。形 態 の 特 徴 色  調 胎  土
重量
(g) 出上位置 備 考

20号住 l 上製円板
3 r

07 無 文 黄褐色
日・黒包柾

子
周縁は細かい打ち欠き

25号住
40
09 刺突文 (曽利式か) 周縁は荒い打ち欠き

47号住
33
08 無 文 117

58号住 4
38
08

暗褐 ～
搭 為

白・黒 色粒
子 塚暑

100号住 10 褐 色
日・黒 包 杷

子
周縁磨耗

324 170号住
ZZ
04 甲斐型イ底部片 橙  色

日・亦包桓

子
周縁研磨

324 180号住 7
33
07 無 文

黄臼色
～黒色

亦・日色柾

子 、雲 母
周縁磨耗

324 182号住
44
12 沈線文 (曽利V式 )

倒 色 ～

吉 拐 れ
黒・日色柾

子

324 218号住
40
07 無 文

情 TIS色 ～

赤 褐 色
125 周縁一部磨耗

324 251号住
41
08 沈線文 (堀之内式か)

灰 色 ～

黄褐色
臼・黒色粒

子

324 288号住 ll
35
11 無文

貢倫 色 ～

灰 褐 色

黒・日色柾

子 、粗
178 周縁磨耗

384手}4と
33
08 明赤褐色

臼色粒子
雲母
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(法 量は径・厚さの順 、一は計測不能 、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 種 丹」 隆ｍ
技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎  上

重量
(g)

出上位置 備 差

408手 }4と 土製円板
47
10 沈線文 (後期か) 灰褐色 白色粒子 周縁一部磨耗

4号配石 無 文
貢 褐 包 ～

黒褐色
11 0 同縁全体をていねいに磨く、片面

全体が素1離

2号溝状遺構
36
12 縄文 (中期末か )

灰褐色
～褐色

自'赤 環鼈的
子多量、粗

17 1

40
08 無文 (晩期か ) 灰褐色

日・黒 色柾

子
12 6 周縁一部磨耗

43
09 条痕文 (晩期)

黒 禍 色

～ 里 魯

324 無 文 灰褐色
ロラボB秘
子

周縁部全体が斜めに磨耗

貢橙 ヨ

～ 黒 色
18 2 隅九方形

う 0

09 条痕文 (晩期) 黒褐色 白色粒子 隅丸方形、周縁一部磨耗

324
58
09 橙 色

白・黒色粒
子多量

周縁一部磨耗

56
09

明褐色～
黒楊色

白。赤色粒
子、雲母

周縁荒い打ち欠き

64
08 黒褐色

日・黒 包 杜

子

A19B26 無 文 黄褐色 周縁全体磨耗

A20B27 沈線文 (晩期) 灰褐色 隅丸方形

42
09 無文 黄褐色 白色粒子 周縁一部磨耗

32
09 沈線文 暗褐色

白・黒色粒
子

11 2 周縁ほぼ全体磨耗

A21B22 32
07 沈線文 (条痕か) 灰褐色 周縁は荒い打ち欠き

A22B26 36
12 沈線文 明褐色

日・黒 色 秘

子、石英
周縁全体磨耗

A22B28 列点文 (曽利式か) 灰褐色
日 ■黒包 柾

子
周縁荒い打ち久き、裏面剥離

無 文
亦倫 色 ～

黄褐 色
14 3 周縁全体磨耗

A23B20 40
08

貢 衡 色

～ 黒 色
17 2 周縁荒い打ち欠き

324 A23B21 35
09 灰褐色

34
06 沈線 黄褐色 日縁部片

40
07 無 文

頁 角 色 ～

灰褐色
白色粒子 12 2 鋭角に打ち欠く

324 明黄褐色
日・黒色柾

子

灰褐 色 ～

未 楊 魯
不 整 円形

324
41
08 灰黄色

白・黒色粒
子、石英

39
07 赤褐色

荒 い長 石

石 英粒 子
13 2 鋭角に打ち欠く

黒褐色
女 四 君 斤

長石片

324 黒  色 白色粒子 77

A23B21
07 明褐色

臼・黒色粒

子

A23B22 45
18 灰褐色

白色粒 子
三母 笏 畳

191

A23B29 46
11

赤褐色
～黒色

安山岩片
里れ炸子 周縁一部磨耗

第22表  宮ノ前遺跡出土土製蓋観察表
(法 量は径・厚さの順 、一は計測不能、 ( )は 推定値 )

挿図番号 出土地点 番号 器 種
法 量
(cm)

技 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

325 161号住 l 蓋
30

ナデ、横に孔 にぶい茶橙色 やや粗、白色粒子 ほぼ完形

325 300手 }准主 2
74
21 1対の孔 暗褐色 粗、石英

325 A20B26 3
71
15 2子し1対 黄褐色

やや粗、石英、小
礫

4 、14 υブ
47 横に孔、ナデ 褐 色

粗、石英、赤色粒
子、小礫

A21B27 5
う υ

35 2子し1対 白・黒色粒子 完 形
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挿図番号 出土地点 番号 器 種 雄ｍ
技 法・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

325 2号溝状遺構 6 手捏ね ナデ 灰褐色 白色粒子、雲母

325 2号配石 7 縄 文 にぶい黄橙色 粗、白色粒子 No9

325 2号水田 内面黒色 にぶい橙色 白・赤色粒子 No17

325 A14B19 ナ デ にぶい褐色 白色粒子、やや粗 No67

第23表 宮ノ前遺跡出土ミニチュア土器観察表(縄文時代 )

第24表 宮ノ前遺跡出土その他土製品観察表

(法量は日径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値)

(法量は長軸長・短軸長・ 厚さの順 、一は計測不能 、 (

挿図番号 出土地点 番 号 種 別 朧ｍ
技 法・・形 態 の特徴 色  調 胎   土 出上位置 備 考

325 7号溝 不  明 孔を3ヶもつ 明赤褐色

325 A23B24 孔をlヶもつ (焼成前穿孔) 黄褐色
日・黒 色 拉 す 、狙

降

A23B28 土 偶 左腕片、3本沈線による指の表現 にぶい褐色
祉 、日儡 柾 十 、狛

実、小礫、雲母

326 78号住
成
柱土

屍
粘

ナ デ 暗黄褐色
看 斤 、4｀操 、日色

粒子多量

326 119号住
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第13節

第25表 宮ノ前遺跡出土木製品一覧表

口
ＨＨ

※ ( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種 類

法    量 (mm)
備 考

実
測
配長  さ 幅 厚

327 2号溝状遺構 1 皿
復元 日径

220
高 17 2^ャ 5 かなり脆く、大きく3片に分かれる。底部内面に削り痕がみられる。

327 2号溝状遺構 2 皿 一局 2
非常に脆い。全体に薄手のつくりである。底部内面にわずかだが削り

痕がみられる。

327 2号溝状遺構 皿 吉
回 かなり脆い。底部内面にわずかだが削り痕がみられる。

327 2号溝状遺精 円形曲物 径 175
蓋板の周縁には段をめぐらす。IRl板 は1列 4段で内綴じ。4箇所で結合。

桜皮残る。

2号溝状遺構 5 円形由物 径 152
底板のみ残存。木釘による結合痕が3箇所にみられる。あと数箇所ある

と思われるが不明。

2号溝状遺構 6 円形由物
推定径

160

底板の約%ほど残。3箇所にほぼ均等な間隔で釘による結合痕がみら

オtる 。

327 2号溝状遺構 7 円形曲物 径 181 高 (15)
側板が一部残。蓋板も一部欠損するがほぼ残。周縁は低い段をめぐら

す。3箇所で側板との結合孔が認められ桜皮も残存する。

2号溝状遺構 円形曲物 径 175
底板のみ残。側板の結合方法は釘結合。釘孔はほぼ均等に5箇所認

められる。内面が黒変している。

2号溝状遺構 円形曲物か
推定長径

145
2-3

底 板 のみ残 。非 常 に脆 く5つの破 片 から成 り立つ 。木 釘 の結 合痕 は 1箇

所 のみ確 認 。円形 というより楕 円形 由物 かもしれ ない。内面 には何 らか

の工 具 痕 がみ られ る。

327 3号溝状遺構 円形由物
推定径

170

底板のみ残。非常に脆く4つの破片から成り立つ。周縁は低い段をめぐ

らすが、残存するのはわずか。側板との結合孔も不明瞭。
159

2号溝状遺構 11 円形曲物
推定径

108
1-6 底板か。)F常に脆く、木釘痕、皮紐孔などは認められず結合方法は不

明。

2号溝状遺構 円形曲物
推定径

175
8

底板だろう。わずかな破片のため木釘孔などは認められず。厚手のつ

くりである。

2号溝状遺構 蓋 板
推定径

124
7 周縁を面取りしている。粗雑なつくりで内面にこげめがみられる。

2号溝状遺構 14 円形曲物 (165) (51) 3
側板のみ。下半部も存在するが、上半部のみ実測。端部とその内側2

箇所を綴じ、1列 2段以上の内綴じである。桜皮も残る。内側端部にケ
ビキが入れられる。

189

328 2号溝状遺構 15 折 敷 (576) (151) 5～ 10
約 %残 存 。底 板 のみ 。精 円形 を呈す ると思 われ 、周縁 は段 を 目ぐらす 。

側 板 の結 合 には桜 皮 を用 い 、そ の結 合 孔 が3箇所 み られ る。そ のうち

2箇 所 で桜 皮 残 存 。

2号溝状遺構 折 敷 (186) (202) 3～ 6
約%残存。底板のみ。非常に脆く6つ以上の破片から成る。周縁は低い

段をめぐらす。側板との結合のための結合孔が2箇所みられる。いずれ

も桜皮が残る。長方形を呈すると思われる。

328 2号溝状遺構 17 折 敷 (364) (111) 9
約%以上残。3つに割れている。上下両端がかすかに磨り減る。段はも
たず、木釘による側板の結合と思われるが木釘痕などは不明。

329 2号溝状遺構 瓢箪柄杓 (396) 7-13 7-13 身部の瓢箪は柄の装着部周辺以外ほとんど欠損。柄部は九棒状で先

端にVヽくにしたがい糸田くなる。

2号溝状遺構 柄 柄杓の柄部だろう。角棒状。やや脆い。

2号溝状遺構 柄 (296) 柄杓の柄部だろう。九棒状。 122

329 2号溝状遺構 柄 8 柄杓の柄部だろう。丸棒状。

329 2号溝状遺構 柄 柄杓の柄部だろう。九棒状。刻みが2箇所程度みられる。

329 2号溝状遺構 柄 (244) 8-10 8-11 柄杓の柄部だろう。角棒状
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※( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種   類

法      量 (mm)
実 浜J

備
考

長  さ 幅 厚

329 2号溝状遺構 柄 9～23 8-21 柄杓の柄部だろう。断面形は精円形を呈し、九棒状。

329 2号溝状遺構 柄 (255) 9-15 柄杓の柄部だろう。断面形は正三角形状を呈す。

329 2号溝状遺構 柄 (208) 15-25 柄杓の柄部だろう。面取りを施し、断面形は八角形を呈する。

329 2号溝状遺構 柄 (190)
柄杓の柄部だろう。身部方向の先端の断面形状は円形を呈すが、握

部は台形状を呈す。

2号溝状遺構 柄 (194) 7 柄杓の柄部だろう。断面形は精円形を呈す。

2号溝状遺構 柄 柄杓の柄部だろう。断面形は方形を呈す。

329 2号溝状遺構 柄 柄杓の柄部だろう。断面形は円形を呈す。

2号溝状遺構 柄 (175) 柄杓の柄部だろう。断面形は方形を呈す。 203

329 2号溝状遺構 柄 柄杓の柄部だろう。断面形は円形を呈す。

2号溝状遺構 柄 15ヽ▼18 11-13 柄杓の柄部だろう。断面形は精円形。

2号溝状遺構 柄 (108) 柄杓の柄部だろう。断面形は精円形。

2号溝状遺構 横  櫛
幅

４

縦

３

幅

働

横

に

厚さ

25-6
長方形を呈すると思われ肩部に丸みをもつ。つくりは丁寧で歯はやや

粗い。歯の切り通し線は背の上縁の曲線に沿つている。

2号溝状遺構 糸  巻
糸巻の横木の一部だろう。板の中央を幅広くのこし両端を棒状に削り

出したタイプのものだろう。

2号溝状遺構 馬   鍬 馬鍬の台木片。非常に脆く、4つ以上の破片から成る。

2号溝状遺構 馬   鍬 台木の一部。非常に脆いが、表面は丁寧に削つている。

330 2号溝状遺構 横  槌
長

部

全

柄

部

部

身

柄

身部 45

柄部 20

身と柄が明瞭に分かれているが、身部はその使用が激しくかなり中央

部が窪んでいる。

330 2号溝状遺構 柄 (330) 21-33
鎌の柄と思われる。柄元を欠く。まっすぐな握りで柄尻はやや幅広に削

り残している。全体の仕上げは粗く、断面形は方形を呈す。

2号溝状遺構 柄 (289)
鎌の柄の未製品と思われる。全体に粗く削つている。断面形は長方形

を呈す。

2号溝状遺構 用途不明
熊手状に歯をもつ。歯の間隔は粗い。柄を装着するた効 ▼しが穿れて

いる。農耕具の一種であろうか。

2号溝状遺構 斎   串 完存。上端部は圭頭状を呈する。扁平な薄板状。

2号溝状遺構 斎   串 7 完存。上端部は圭頭状を呈する。立体的。 11

2号溝状遺構 斎   串 7 完存。上端部は圭頭状を呈する。立体的。

2号溝状遺構 斎  串 上端部の一部のみ残存。圭頭状を呈する。扁平な薄板状。

2号溝状遺構 斎  串 下半部欠損。上端部は圭頭状を呈する。薄板状。 166

2号溝状遺樗 斎  串 下端部久損。上端部は圭頭状を呈する。薄板状。

2号溝状遺構 斎  串 13 7 下端部欠損。上端部は圭頭状を呈する。薄板状。
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※ ( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種 類

法      量 (mm)
備 考

実
測
Ｎα長  さ 幅 厚

2号溝状遺構 斎   幕 (141) 17 下端部欠損。上端部は圭頭状を呈する。薄板状。

2号溝状遺構 斎  串 (137) 6 下端部欠損。上端部はやや不明瞭ながら圭頭状を呈す。やや立体的。

2号溝状遺構 斎  串 (153) 3 側辺一部欠損。上端部は一方のみ斜めに削り落とす。やや立体的。

2号溝状遺構 斎  串 9 7 ほぼ中間で破損する。上端部は一方のみ斜めの削り落とし。

2号溝状遺構 斎   串
側辺と下端部が一部欠損。上端部は一方のみ斜めの削り落とし。立体

的。

2号溝状遺構 斎  串 292 17 完存。上端部は不明瞭だが、一方のみ斜めの削り落とし。立体的。

2号溝状遺構 斎   串 (347) 4
下端部を欠損。上端部は不明瞭だが、圭頭状もしくは斜めに切り落と

している。やや立体的。

2号溝状遺構 斎  串 8 完存。上端部の2箇所に切り込みを入れる。立体的。

332 2号溝状遺構 斎  串 (171) 5 下端部久損。上端部の1箇所に切り込みを入れる。立体的。

2号溝状遺構 斎   串 (131) 下半部久損。上端部の1箇所に切り込みを入れる。立体的。

332 2号溝状遺構 斎   串 9 ほぼ完存。上端部の1箇所に切り込みを入れる。立体的。 2

2号溝状遺構 斎  串 (240) 7 下半部欠損。上端部と側辺部の2箇所に切り込みを入れる。薄板状。

2号溝状遺精 斎  串 282 7
完存。上端部の1箇所に切り込みを入れる。下端部にこげめがみられ

る。立体的。
l

2号溝状遺構 斎   串 8
完存。上端部は不明瞭ながら圭頭状に削り、側辺部の1箇所に切り込

みを入れる。下端部が炭化する。立体的。
3

332 2号溝状遺構 斎   串 336 11 9 完存。切り込みなどはみられない。下端部が炭化する。立体的。

2号溝状遺構 斎  串 7 上端部と下端部のTRl辺 を欠損。切り込みなどはみられない。立体的。

2号溝状遺構 斎  串 (442) 4 上端部久損。切り込みなどはみられない。薄板状。

2号溝状遺構 斎  串 (163) 6 上半部欠損。立体的。

332 2号溝状遺構 斎  串 (157) 7 上半部久損。立体的。

2号溝状遺構 斎  串 6 完存。上端部は圭頭状に削り落としたようにみえる。立体的。

2号溝状遺構 斉   串 (183) 7
両端の側辺わずかに欠損。側辺に切り掛け状のものがみられる。立体

的。

2号溝状遺構 人 形 か
完存。上端部近くの両側辺にえぐりを入れている。全体に丁寧なつく

りで各稜はきちんと面取りしている。人形かどうか定かでない。立体的。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 9 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 3 下端部が炭化。薄板状

2号溝状遺構 棒状木製品 (182) 5 下端部が炭化。
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※( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種 類

法     量 (mul)

備 考
実
測
陥長  さ 幅 厚

2号溝状遺構 棒状木製品 (131) 8 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 8
下端部が炭化。上端部は斜めに削られているようである。斎串かもしれ

ない。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部と上端部の裏面が炭化する。

333 2号溝状遺構 棒状木製品 (119) 下端部が炭化。 163

333 2号溝状遺構 棒状木製品 (146) 6 下端部が炭化。 167

2号溝状遺構 棒状木製品 (123) 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (124) 6 下端都が炭化。薄板状。

333 2号溝状遺構 棒状木製品 (129) 9 下端部が炭化。

333 2号溝状遺構 棒状木製品 (140) 9 下端部が炭化。

333 2号溝状遺袴 椿状木製品 (147) 下端部のやや広い範囲が炭化する。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (171) 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (110) 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (135) 8 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。 175

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

333 2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (49) 9 下端都が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (58) 下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (145) 7 上端部が炭化。

333 2号溝状遺構 棒状木製品 (86) 7 上端部が炭化。 157

2号溝状遺構 棒状木製品 上端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 上下端部が炭化。 180
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※ ( )は 現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種 類

法 (mm)
備 考

実
測
陥長 さ 幅 厚

2号溝状遺構 棒状木製品 上下端部が炭化。表面も散在的に炭化する。断面円形。

2号溝状遺構 棒状木製品 7 上下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (158) 11 上下端部が炭化。 132

2号溝状遺構 棒状木製品 (163) 上下端部が炭化。

2号溝状遺構 105 棒状木製品 上下端部が炭化。

2号溝状遺構 106 棒状木製品 8 7 上下端部が炭化。

2号溝状遺構 棒状木製品 (241) 8 側辺部の一部を久損。 7

2号溝状遺構 棒状木製品 9 上下端部の一部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 9 5 側辺部の一部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 6 下端部を丁寧に肖」つている。

2号溝状遺構 棒状木製品 上下端部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 7 上半部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 上半部を欠損。表面に削りの痕跡がみられる。

2号溝状遺構 棒状木製品 6 上半都を久損。

2号溝状遺構 棒状木製品 4 薄板状で脆い。

2号溝状遺構 棒状木製品 (156) 13 3 薄板状。

2号溝状遺構 棒状木製品 (128) 9 上下端部を欠損。 169

2号濫状遺構 棒状木製品 (138) 6 上下端部を欠損。やや脆い。

2号溝状遺構 棒状木製品 (150) 上下端部を欠損。断面形は円形を呈す。

2号溝状遺構 棒状木製品 (140) 11 8 上下端部を欠損。

334 2号濫状遺構 棒状木製品 (159) 5 下半部の一部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 (186) 11 上下端部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 (170) 上下端部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 (152) 上下端部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 (242) 上下端部を欠損。薄板状。
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※ ( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種   類

法     量 (mm)
考備

実
測
Ｎα長  さ 幅 厚

2号溝状遺構 126 棒状木製品 (223) 11 薄板状。両端部を欠損。

2号溝状遺構 棒状本製品 破損が著しい。

2号溝状遺構 棒状木製品 (157) 上半部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 上端部を削る。下半部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 8 下半部を欠損。

2号溝状遺構 棒状木製品 下半部を欠損。

335 2号溝状遺構 棒状木製品 5 下半部を欠損。

335 2号溝状遺構 棒状木製品 下半部を欠損。欠損が著しく上半部は裂けている。

335 2号溝状遺構 棒状木製品 (215) 下半部を欠損る

335 2号溝状遺構 棒状木製品 (102) 5 上半部を欠損。薄板状。 153

335 2号溝状遺構 136 棒状木製品 (245) 7 両端部を欠損。 6

335 2号溝状遺構 棒状木製品 6 5 上端部を久損。下端部が炭化。

335 2号溝状遺構 棒状本製品 5 5 両端部を久損。

335 2号溝状遺構 棒状木製品 3 上端部を欠損。

335 2号溝状遺構 棒状木製品 6 両端部を削り整えている。

2号溝状遺構 板状木製品 8 上半部の一部を欠損。下端部は炭化している。薄板状。

335 2号溝状遺構 板状木製品 (328) 3 下半部を欠損。やや脆い。薄板状。

2号溝状遺構 板状木製品 (524)
上端部を欠損。5つの破片から成る。やや脆い。下端およびその周辺が

炭化している。

2号溝状遺構 九 木 弓
一方の端部は久損。もう一方の端部には両面を削り出し柄状の弼をつ

くる。全体に非常に脆い。いくつかの破片から成る。

2号溝状遺構 丸木弓? (255) 両端部を欠損。

2号溝状遺構 丸木弓? 両端部を欠損。

337 2号溝状遺構 杭
ほぼ完存。断面形は方形を呈し、4面に加工痕がみられる。下端は鋭

く尖らせている。
128

337 2号溝状遺構 抗 下端部の一部を欠損。加工痕もわずかながらみられる。

337 2号溝状遺構 杭
下端部の一部を欠損。表面には樹皮が残る。両端部は削りを加えてい

る。

337 2号溝状遺構 杭 (360)
上半部を欠損。表面には樹皮が残る。下端部は削って鋭く尖らせてい

る。
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※( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点
番

号
種 類

法      量 (mm)
備 考

実
測
Ｎｏ長  さ 幅 厚

337 2号溝状遺構 杭 (228)
上半部を欠損。表面は樹皮を取り除いた程度。下端部は削りを加えて

いる。同箇所が炭化している。

2号溝状遺構 杭 (225) 上半部を欠損。表面には加工痕が残り、下端部は炭化している。

337 2号溝状遺構 杭 (338)
上半部を欠損している。表面は樹皮を取り除いた程度。下端部は削り

によつて尖らせている。

337 2号溝状遺構 154 杭?
非常に短いものである。杭かどうか定かではない。表面には樹皮
が残る。上端 と下端には削 り痕がみ られ ることからこれで完結す

るものだろう。

2号溝状遺樗 杭?
非常に短いものである。154と 同様杭かどうか定かではない。表面に樹

皮が残り、上端と下端に削り痕がみられる。

2号溝状遺構 杭 725 下端部の一部を久損。全体に加工痕がみられる。

2号溝状遺構 杭 ? (494) 樹皮が残る杭状の断片である。散在的に加工痕がみられる。

2号溝状遺構 部  材 (860)
片方の端部を欠損。断面形は長方形を呈し、丁寧に整形されている。

残存する端部には削り出しによって柄がつくられる。

2号溝状遺構 159 用途不明
非常に丁寧につくられている。各々の稜には面取りを施す。やや裾広

がりの長方形を呈し、一方の端部は柄状に削り細めている。

339 2号溝状遺構 板状木製品 (438) (208) 厚い板状のもので両面に刀痕らしきものが散見できる。組板だろうか。

2号溝状遺構 板状木製品 (470)
表面に3～5mm四方の方形の小孔が多数みられる。何かの部材だろう

か 。

2号溝状遺構 板状木製品 (224) 薄板の断片。曲物の底板だろうか。

2号溝状遺構 板状木製品 (2■ ) 5 薄板の断片。曲物の底板だろうか。

339 2号溝状遺構 板状木製品 (220) 4 薄板の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (215) 2 薄板の断片。表面に削り痕がみられる。

339 2号溝状遺構 板状本製品 (140) 2 薄板の断片。曲物の底板だろうか。

339 2号溝状遺構 板状木製品 (272) 6 薄板で棒状を呈す。特に加工された痕跡はみられない。

2号溝状遺構 板状木製品 (202) 5 薄板の断片。

2号溝状遺構 板状木製品 (242) 薄板の断片。

2号溝状遺構 板状木製品 (176) (25) 3 薄板で脆い。何かの底板か。

2号溝状遺構 板状木製品 (143) (25) 薄板の断片。

2号溝状遺構 板状木製品 (168) 薄板の断片。

339 2号溝状遺構 板状木製品 (145) 薄板の断片。

2号溝状遺構 板状木製品 (92) 薄板の断片で用途不明。

339 2号溝状遺構 175 板状木製品 (160) 上端部はおそらく圭頭状を呈すると思われる。斎串だろうか。
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※( )は現存値

挿図番号 出 土 地 点

番

号
種 類

わ【            看魯 (mm)
備 考

実
測
陥長  さ 幅 厚

339 2号溝状遺構 板状木製品 (320) (90)
やや大きめの断片である。表面に3～ 5mm四方の小孔がみられる。何か

の部材だろうか。

2号溝状遺構 板状木製品 (327) 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 178 板状木製品 (265) 9 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 179 板状木製品 (267) 板材の断片。用途小明。

340 2号溝状遺構 板状木製品 (238) 薄板の断片。曲物の底板だろうか

2号溝状遺構 板状木製品 6 薄板の断片。曲物の底板だろうか。

2号溝状遺構 板状木製品 (203) 11 やや厚めの板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (131) 8 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺精 板状木製品 板材の断片。用途不明。

340 2号溝状遺構 角棒状木製品 (345) 表面に削り痕がみられる。何かの部材か。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (157) 表面に削り痕がみられる。何かの部材か。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (244) 表面に削り痕がみられる。何かの部材か。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (250) 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (309) 表面に削り痕がみられる。何かの部材か。

340 2号溝状遺構 角棒状木製品 (240) 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (58) 7 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (122) 5 薄板の断片。用途不明。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (178) 表面に削り痕がみられる。何かの部材か。

340 2号溝状遺構 角棒状木製品 (135) 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 角棒状木製品 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 196 角棒状木製品 (92) 角材の断片。用途不明。 204

2号溝状遺構 角棒状木製品 (315) 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (290) (80) 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 (296) (90) 板材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 角棒状木製品 (247) 角材の断片。用途不明。

2号溝状遺構 板状木製品 板材か角材の断片。用途不明。
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第14節

金 属 製 品

第26表 宮ノ前遺跡出上金属製品一覧表 ※ ( )は 現存値

出土地点 番 号 種  類
長 さ

(mm)

幅
ｍ

厚 さ
(IIm)

出上位置 備 考

3住 1 釘 8 覆土 鉄製。ほぼ完存。

3住 釘 7 覆上 鉄製。ほぼ完存。

3住 釘 か (82) 6 覆 土 鉄製。頭部欠。

3住 鏃

鏃身部(32)

箆被部(18)

基 部(31)

部

都

部

身

被

鏃

箆

茎
覆土

鉄製。茎部一部欠。鏃身部は両丸造で長三角形呈す。箆被は存在

したと思われる。

3住 斧 4
竃前面

ほぼ床直
鉄製。着装部は袋状。折り返しは全周しない。

6住 整か 7 2 覆土 鉄製。先端がやや扁平で整状を呈する。

6住 7 鏃か 3 覆土 鉄製。鏃の茎部か。

6住 8 餃具 (35) (36) 4 覆土 鉄製。餃具の刺金だろう。

9住 9 棒状鉄製品 (25) 35 竃内 鉄製。折れ曲がる。

21住 望か 2 覆土 鉄製。頭部を欠。

16住 釘 108 7 覆土 鉄製。完存。

18住 釘 (60) 2 覆土 鉄製。ほぼ完存だが、くの字状に折れ曲がる。

342 18住 棒状鉄製品 (62) 25 覆土 鉄製。何かの茎部か

21住 刀 子 覆土 鉄製。切先および茎部欠。

21住 鎌 覆土 鉄製。切先、装着部を欠く。銹のためやや膨張する。

22住 鏃
鏃身都 52

頸 部(19)

鏃身部 2

顕 部 3〔

竃脇

ほぼ床直

鉄製。箆被不明藤。鏃身部は両九造で長三角形を呈す。逆刺はな

Vヽ。茎部欠。

254L 17 釘 5 5 覆士 鉄製。脚部欠。

343 31住 刀  子 覆土 鉄製。ほぼ完存。刀部の摩耗著しい。茎部全体に本質残る。

31住 刀  子 覆土 鉄製。切先および茎部を一部久。

33住 斧 2
東壁寄り

ほぼ床直
鉄製。ほぼ完存。着装部は袋状。折り返しは全周しなし

354と 鏃
鏃身都 79

頸 部(7)
9 覆土

鉄製。片丸造盤箭式の鏃と思われる。頸部は久失し棘の有無は不

明。

354と 棒状鉄製品 6 履土 鉄製。紡錘車の紡軸か。

36r■_ 刀  子 覆 土 鉄製。身部および茎部の一部欠。
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※ ( )は現存値

薫図番提 出土地点 番号 種  類
長 さ

(mm)

幅

ぐｍｍ

厚 さ
(mm)

出上位置 備 考

36住 鏃
鏃身部

(53)
2 覆土 鉄製。鏃身都のみ残。長三角形を呈し、両九造。

37住 釘 か 8 8 覆 土 鉄製。頭部欠。

37准と 筒状銅製品 覆上 銅製。筒状を呈するが用途不明。

343 451■ 鏃
鏃身部(40)

頸 部(44)

鏃身部―

頸 部 3
覆土 鉄製。全体に銹りため膨張が著しい。鏃身部の形態も不明瞭。

48准と 鋲 4 3 ほぼ床直 鉄製。脚先欠。脚部途中で折れている。

49住 釘 7 8
寵

崩落土内
鉄製。ほば完存するが、脚部先端が折れ曲がる。

504こ 鎌 (59) 17 2 覆土 鉄製。刃部の一部のみ残存。

51住 釘 7 3 覆土 鉄製。頭部と脚部先欠。

343 59住 肘金具 6 覆土 鉄製。頭部が環状を呈する。

63准主 刀  子 (67) 覆土 鉄製。茎部欠。

65住 苧引金具 ほぼ床直 鉄製。脚部の両端に本質残る。刃は摩耗のためかあまり鋭くない。

69fF 3とか 55 覆土 鉄製。両端が釘状に尖る。

69tと 棒状鉄製品 5 覆土 鉄製。鏃の茎部か。

714と 刀  子 15 35 覆 土 鉄製。切先欠。欠損がやや著し�

71住 棒状鉄製品 65 5 覆 土 鉄製。釘の脚部か鏃の茎部

754と 釘 8 6 覆土 鉄製。脚部欠。

75住 不  明 (12) 覆土 鉄製。用途不明。

78住 鎌 2 覆土 鉄製。切先欠。刃部は消耗して、欠けている。装着角度■1

83住 釘 8 覆土 鉄製。頭部、脚部先久。頭部も一部欠。

344 86住 刀  子 9 覆土 鉄製。切先、茎部久。

87tと 餃 具 7 覆土 鉄製。刺金だろう。

994と 釘 7 覆土 鉄製。頭部欠。

994と 刀  子 覆土 鉄製。未製品と思われ、刃もついていなV

100TL 刀  子 覆土 鉄製。切先欠。

100准と 観  子 7 覆土
金鋼製。全体に鍍金を施すがユ1落が激しいユ00住 に伴うものでは

ない。
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※ ( )は現存値

挿図番号 出土地点 番号 種  類
長 さ

(mm)

幅
でｍｍｊ

厚 さ
(mm)

出上位置 備 考

1004と 刀  子 9 覆 土 鉄製。茎部だと思われる。

104住 刀  子 7 3 覆土 鉄製。銹のため形態が不明瞭。

1054と 斧 (85) 5 覆 土 鉄製。刃部欠。着装部は袋状。本質が残る。折り返しは全周しなψ

105住 刀  子 (29) 5 2 覆土 鉄製。茎部だろう。

107tと 刀  子 (52) 7 3 覆土 鉄製。茎部だろう。

1■住 刀  子 (102) 3 覆土 鉄製。切先、茎部久。

113住 紡錘車 (280) 5 5
北壁寄り

床直
鉄製。紡錘である。

113住 棒状鉄製品 5 覆土 鉄製。紡錘車の紡鞘か。

345 113住 棒状鉄製品 (44) 4 覆土 鉄製。鏃の茎部か。

■4住 刀  子 8 覆土 鉄製。身部の一部を欠く。

345 115住 板状鉄製品 5 覆 土 鉄製。用途不明。

115住 鎌 5 覆 土
鉄製。折れ曲がつた状態で出上。刃部は欠けて消耗が激しい。装着

角度■1° 。

1224と 鏃か 8 3 覆 土 鉄製。撃箭式と思われ、鏃身部が短い。箆被部に本質が残る。

132fL 鏃

嫉身部465
箆被部 37
茎 部 (9)

部
都
部

身
被

鏃
箆
頸

覆 土
鉄製。茎部一部欠。鏃身部は長三角形を呈し、両九造。箆被はやや

長い。

137tと 斧 (100) 覆 土 鉄製。刃部から折れ由がる。着装部は袋状。折り返しは全周しない。

345 1384と 鏃

鏃身部 30

箆被部 27

茎部 (18)

鏃身部 4

箆被部 5

頸 部 4
覆 土 鉄製。茎部が一部欠。鏃身部は正三角形を呈し、両九造。

345 138tと 鏃
鏃身部 41

頸 部(24)

鏃身部 3

頸 部 2
覆 土 鉄製。茎部が一部欠。方頭斧箭式。

141住 円 鏡 径 約83 縁部 35 覆 土

銅製。本住居に伴うものではないと思われる。縁はやや厚く外傾し、

内部は細い線によつて分けられ単圏である。文様およびその構成は

不明。

143住 鎌 155 17 4 覆 土 鉄製。ほぼ完存。刃部はかなり細い。装着角度129° 。

144住 椿状鉄製品 覆土 鉄製。用途不明。

347 1464と 棒状鉄製品 6 5
南壁際

床直
鉄製。鏃の茎部か。

1524と 刀  子 11 覆 土 鉄製。茎部を欠。

153住 棒状鉄製品 7 覆 土 鉄製。釘の脚部か。

158住 肇か 5 ほぼ床直 鉄製。楔状。頭部を欠。

158住 刀  子 (44) 55 2 覆 土 鉄製。身部を欠。
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※( )は現存値

鷹図番捐 出土地点 番号 種  類
長 さ

(nm)

幅
ｍ

厚 さ
(m)

出上位置 備 考

1594と 刀  子 6 覆土 鉄製。身部を欠。

159T■ 棒状鉄製品 7 覆土 鉄製。釘の脚部か。

160r■ 環 床面近く 銅製。表面のユ1落が著しい。完存。

1604と 棒状鉄製品 7 床面近く 鉄製。刀子の茎部か。

1604と 錬子用金具か 覆土 鉄製。頭部は環状を呈する。本質等は残存せず。

161住 刀  子 6
竃脇

床面近く
鉄製。ほぼ完存。茎部に小孔を穿つ。

161住 刀  子 (55) 覆 土 鉄製。銹のため膨張。

163住 棒状鉄製品 5 3 覆土 鉄製。何かの茎部だろう。

169住 刀  子 床 直 鉄製。身部の一部と茎部を久。

169tと 棒状鉄製品 5 覆土 鉄製。何かの茎部か。

173r■ 釘
85

(61)

8

6

6

5
覆土 鉄製。2本の釘が銹着。1本は完存。もう1本は脚尻欠。

173住 鎌 覆土 鉄製。切先のみ残存。

177住 棒状鉄製品 (77) 7 7 覆上 鉄製。断面は方形に近い精円形。紡軸か。

1794と 釘 7 5 覆土 鉄製。脚部先を欠。

1794と 刀  子 7 ほぼ床直 鉄製。身部を久。

184住 鏃

鏃身部 24

箆被部 39

茎 部 (9)

部
部
部

身
被

鏃
箆
茎

覆土
鉄製。茎部を一部久。鏃身部は銹のため少し膨張。正三角形を呈し、

両九造。箆被部はやや長め。

348 203raE 刀  子 8 覆土 鉄製。銹のため全体にやや膨張している。

210住 棒状鉄製品 6 5 床面近く 鉄製。紡軸の一部か。

210住 棒状鉄製品 8 床面近く 鉄製。釘の脚部か。

212住 刀  子 (78) 7 覆土 鉄製。茎部を欠。

212住 釘 (125) 7 覆 土 鉄製。完存するが、脚尻が曲がる。

218f■ 刀  子 覆土 鉄製。茎部の一部のみ残。

2254と 棒状鉄製品 4 覆土 鉄製。紡軸の一部か。

2264と 刀  子 覆土 鉄製。茎部を一部欠。

227住 苧引金具 4 床面近く 鉄製。脚部と身部の一部に木質が残る。刃部は鋭い
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挿図番弓 出土地点 番 号 種  類
長 さ
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幅

輪
厚 さ

(It 4)

出上位置 偏 考

227住 刀  子 5 床面近く 鉄製。身部を%程欠。

227住 紡錘車
径輪

５‐

紡 軸

輪

紡

紡
床面近く 鉄製。紡軸は所々で欠損している。

230住 紡錘草 ぞ琶 57 軸孔径 5 3 床面近く 鉄製。紡輪。縁辺を所々欠く。

235ri 板状鉄製品 (39) 8 25 亀内 鉄製。刀子の茎部か。

2384と 半月形穂摘具 (93) 15 覆土 鉄製。薄く細長い板状のもの。孔が穿れる。

243准主 刀  子 覆土 鉄製。切先と茎部の一部を欠く。銹のため全体にやや膨張気味。

349 243住 刀  子 覆 土 鉄製。身部を欠。銹のため全体に膨張する。

244tと 釘 7 ほぼ床直 鉄製。完存。やや湾由する。

244tと 釘 7 ほぼ床直 鉄製。完存。

2444と 釘 5 4 ほぼ床直 鉄製。完存。

2444と 刀  子 3 ほぼ床直 鉄製。茎部のみ残。銹のため全体に膨張している。

247tと 釘 ‐２２
ω

覆土
鉄製。2本の釘が銹着。うち1本は完存。もう1本は脚部がわずかに残。

湾曲する。

250准主 刀  子 3 覆土 鉄製。切先と茎部の一部を欠。

2514と 釘

(101)

(71)

(79)

覆 土 鉄製。3本の釘が銹着。頭部や脚都先を欠。湾曲する。

2714と 刀  子 5 覆土 鉄製。茎部をわずかに欠くが、ほぼ完存。銹のためやや膨張。

274准と 釘 5 覆土 鉄製。脚部先を欠。

2784と 刀  子 5 床面近く 鉄製。身部と茎部先を欠。銹のためやや膨張する。

2824と 棒状鉄製品 (51) 5 覆土 鉄製。紡軸か。

2874と 棒状鉄製品 7 覆土 鉄製。紡軸か。

2874と 錯帯金具 2 覆土 鋼製。鈍尾。表金具。縁部は面取りしている。

288住 刀  子 (129) 6 覆 土 鉄製。茎部先を欠く。銹のため膨張している。

2884と 刀  子 3 覆土 鉄製。ほぼ完存。

288准と 鏃 (98) 5 覆土 鉄製。箆被部と茎部が残。銹による痛みが激しい。

288tと 122 板状鉄製品 覆土 鉄製。用途不明。

2884と 棒状鉄製品 (24) 覆 士 鉄製。何かの茎部が曲がったものか。
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帝図番弓 出土地点 番 号 種   類
長 さ
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幅

耐
厚 さ

(mm)
出上位置 備 考

350 2924と 棒状鉄製品 55 4 床面近く 鉄製。鏃の茎部か釘の脚部だろう。

293tと 刀  子 5 床面近く 鉄製。茎部。銹のため膨張する。

2934と 刀  子 覆土 鉄製。身部を欠く。銹のため膨張している。

2931■ 127 刀  子 5 覆土 鉄製。茎部。銹のため膨張している。

350 294准主 128 刀  子 3 床面近く 鉄製。切先を欠く。茎部は欠いて折れ曲がつている。

2984と 棒状鉄製品 4 覆 土 鉄製。何かの茎部か。

350 3014こ 鎌 床面近く 鉄製。ほぼ完存。装着角度■2° 。

350 3024と 刀  子 4 床 直 鉄製。何箇所かで折れ久損する。銹のため膨張している。

3024と 刀  子 5 覆 土 鉄製。切先と茎部を欠く。銹のため膨張している。

3024と ピン状銅製品 2 覆土 銅製。断面は円形。用途不明。

302tと 刀  子 3 覆土 鉄製。茎部先を欠く。わずかに本質残る。

350 304tと 鋤か鍬 床面近く 鉄製。片側耳部のみ療。袋状を呈する。

350 3074と 刀  子 覆土 鉄製。切先と茎部先を欠く。銹のた靭シ張している。

3■住 刀  子
カマド

前面床直
鉄製。身部で折れ欠損。銹のため膨張が著しい。

314住 刀  子 (40) 覆土 鉄製。茎部の一部。

315住 刀  子 ほぼ床直 鉄製。身部の一部。

318住 釘 5 覆土 鉄製。脚都先を欠く。

318住 刀  子
復元値

135
覆土 鉄製。完存するが、茎部から折れ曲がつている。

3184と 142 鏃

鏃身都 44

箆被部 29

茎 部(30)

部

都

部

身

被

鏃

箆

茎
覆土

鉄製。茎部を少し欠く。鏃身部は月易刺が発達した正三角形を呈し、

両九造。

351 318住 棒状鉄製品 5 25 覆土 鉄製。何かの茎部か。

3214と 刀  子 (48) 覆 土 鉄製。身部か。

331tと 刀  子 覆 土 鉄製。身部か。

335tと 鏃

鏃身部 44

箆被部 19

茎 部(24)

部
部
部

身
被

鏃
箆
茎

覆 上 鉄製。茎部を一部久く。鏃身部は長三角形を呈し、両丸造。

3544と 刀  子 (56) 8 25 覆 土 鉄製。身部だろう。

356住 棒状鉄製品 75 床面近く 鉄製。釘の脚部だろう。
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薫図番弓 出土地点 番 号 種  類
長 さ

(mm)

幅
くｍｍ＞

)享  さ
(mm)

出上位置 備 考

3704と 釘
55
65

ほぼ床直 鉄製。2本の釘が銹着。うち1本は折れ曲がる。ともに脚部先を欠く

375tと 棒状鉄製品
電

崩落土内
鉄製。釘か。

3754と 刀  子 (27) 5 寵内 鉄製。茎部だろう。

3774と 152 棒状鉄製品 7 ほぼ床直 鉄製。何かの茎部だと思われるが、用途不明。

3794と 鏃

部

部

都

身

被

鏃

箆

茎

鏃身部 3

箆被部 4
茎 部 4

竃

崩落土内
鉄製。茎部を一部欠く。鏃身部は正三角形を呈し、両九造。

3824と 棒状鉄製品 5 覆土
鉄製。何かの茎部だと思われるが用途不明。縁部が叩かれているよ

うだ。

385准と 155 紡錘車 径 (34) 軸孔 10 床 直 鉄製。破損が著しい。軸孔も大きく広がってしまつている。

395r■ 棒状鉄製品 5 1 覆土 鉄製。刀子の茎部か。

410住 棒状鉄製品 55 覆土 鉄製。紡軸か。

412住 棒状鉄製品 5 4 覆土 鉄製。釘の脚か。

416住 鏃
箆被部(54)

茎 部(15)
9

箆被部 45
茎 部 4

覆 土 鉄製。鏃の箆被部～茎部である。銹のため膨張している。

421住 肘金具 9 覆 土 鉄製。頭部は環状を呈す。脚部先は欠失し頭部から折れ由がる。

10堀立 鎚飽状鉄製品 9 5
掘り方

覆土

鉄製。先端は叩きつぶされているのか、やや扁平である。銹のため膨

張している。

25掘立 関金具 5
掘り方

覆土
鉄製。U字形を呈し、中位やや下半からL宇形に曲がる。

25掘立 釘 7 6
掘り方

覆土
鉄製。完存するが中位下半から折れ曲がる。

25掘立 釘 6
掘り方

覆土
鉄製。脚部先を欠く。

26掘立 紡錘車 径44 草由7し 5× 4
掘り方

覆土
鉄製。紡軸である。

352 33掘立 釘 4
掘り方

覆土
鉄製。頭部を欠く。S宇状に湾曲している。

33掘立 釘 5
掘り方

覆土
鉄製。完存。

352 48掘 立 168 鍋 脚 30ヽシ37 17-19
掘り方

床面近く
鉄鋳物。断面形は内側がやや内湾する三角形を呈す。脚先は欠く。

352 7溝 鏃
鏃身部 22

箆被部(33)

鏃身部

箆被部
覆土 鉄製。形部を欠く。銹のため膨張している。逆刺の有無は不明。

7溝 紡錘草 (177) 紡輪径45
軸

輪

紡

紡
覆土 鉄製。紡軸の両端を欠く

7溝 環頭釘 覆土 鉄製。脚部欠。

7溝 棒状鉄製品 覆土 鉄製。用途不明。

352 ■溝 棒状鉄製品 覆土 鉄製。何かの茎部か。
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※ ( )は現存値

斎図香弓 出土地点 番号 種  類
長 さ

(mm)

幅
てｍｍ，

厚 さ
(mm)

出上位置 備 考

■清 刀  子 6 覆土 鉄製。茎部だろう。

352 11溝 棒状鉄製品 6 覆土 鉄製。何かの茎部か。

11溝 棒状鉄製品 3 覆土 鉄製。鏃の茎部か。

11溝 筒状鉄製品 1 覆土 鉄製。用途不明。

352 11溝 棒状鉄製品 9 覆 土 鉄製。釘か。

352 13着写 鏃

鏃身部 33

徒被都 28

茎 部(16)

鏃身部 35
箆被部 6

茎 部 4

覆土 鉄製。箆被部は棘状を呈す。鏃身部は五角形を呈し平造である。

352 13帝写 棒状鉄製品 (39) 65 覆 土 鉄製。釘の脚都先か。

353 1溝状 棒状鉄製品 (68) 覆 土 鉄製。釘か。

1澪状 182 棒状鉄製品 (60) 15 7 覆 土 鉄製。用途不明。

353
A14B25
グリッド

棒状鉄製品 鉄製。何かの茎部か。

A18B23
グリッド

棒状鉄製品 (77) 鉄製。湾曲する。用途不明。

A19B26
グリンド

185 釘 9 9 鉄製。脚部欠。

353
A19B27
グリッド

186 棒状鉄製品 6 5 鉄製。何かの茎部が折れ曲がつたものか。

A20B21
グリッド

釘 3 3
鉄製。ほぼ完存するがへの字状に曲がる。頭部～脚部にかけて木

質残る。

A20B24
グリンド

188 釘 7 鉄製。ほぼ完存。

A20B27
グリッド

棒状鉄製品 8 鉄製。先端はやや扁平に整状を呈する。何らかの工具だろう。

353
A19B26
グリッド

釘 11 8 鉄製。完存

A21B23
グリッド

不  明 5 鉄製。三角形の板状を呈すが、用途不明。

A21B29
グリンド

鏃

鏃身部 (24)

箆被部 (62)

茎 部 (20)

鏃身部 35
箆被部 7

茎 部 5

鉄製。鏃身部・箆被部・茎部をそれぞれ一部欠く

A22B30
グリンド

板状鉄製品 (75) 17 3
鉄製。縁部を折り曲げ断面形はU宇状を呈す。瓢箪状の穿孔をも

つ。何かの留金だろうか。

A24B26
グリッド

環 径28-30 7 鉄製。完存。

A29B17
グリッド

195 釘 (89) 9 鉄製。ほぼ完存するが、頭部は脚部から折れる。

353
A29B17
グリッド

釘 8 鉄製。脚部先を欠く。頭部も脚部から折れる。

A24B16
グリッド

197 銭 貨 径234 熙寧元賓か。ほぼ完存。摩滅著しい。初鋳1068年 。北宋。

353
A24B28
グリッド

198 銭 貨 ぞき22 0 紹聖通費か。ほぼ完存。摩滅著しい。初鋳1094年 。南宋。

表  採 銭 貨 そ乙23 0 開元通費。完存。初鋳621年。唐。
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第 5章

生産域 (埋没旧河道内)の調査
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第 1節

宮ノ前遺跡の地形環境分析

高  橋   学  (立命館大学・地理)

はじめに

近年、水田遺構や畠と考えられる畝状遺構など生産遺跡の調査が増えるにつれ、考古学とその隣接科学との関

わりがより密接になってきたといえる。これまでの集落遺跡や埋葬遺跡に生産遺跡の調査が加わることによつて、

考古学は単なる遺物学、遺構学から脱し、「人間の生活」を研究する科学になりつつあるといえよう。

地形環境分析は環境考古学、なかでもジオアーケオロジーの観点から自然環境と人間活動との関わりを明らか

にすることを目的として考案された分析方法である (第 8図参照)。 この分析は、過去の自然環境を復原し、その

上で土地利用・土地開発や災害について考えようとするものであり、地形域環境分析、地形面環境分析、地形帯

環境分析、微地形環境分析、極微地形環境分析の 5段階のサブアナリシスから構成されている。今回報告する宮

ノ前遺跡のような一集落規模の遺跡の場合、特に微地形環境分析が重要な役割を果たす。

地域の概観

さて、甲府盆地の北西に位置する韮崎地域を巨視的に見ると、わが国で最も地質構造が複雑なところというこ

とができる。それは、ここが東北日本≧西南日本を分ける地質学上の境界線である糸魚川一静岡構造線 (フ ォッ

サマグナ)に あたつていることによる。この地質的弱線には、富士山をはじめ八ヶ岳など多くの火山が分布 して

いる。

このような地質特性は人間の生活に大きく関与していることが知られている。たとえば、糸魚川―静岡構造線

は別名大地溝帯とも呼ばれていることからも判るように帯状の谷をなしており、太平洋側 と中部山岳地域そして

日本海側 とを結ぶ回廊として重要な交通路となってきたのである。釜無川に沿つては」R中央線や国道20号線が、

また、塩川に沿つては、甲府と佐久を結ぶ国道141号線が延びている。前者は官道の信州往還、そして後者は脇往

還であり、韮崎はその分岐点の宿場町として近世以降に発達した。

塩川は、関東山地の金峰山 (標高 :2,598m)に 発する本谷川と瑞椿山 (みずかきやま :標高2,230m)に源を持

つ釜瀬川が合流した河川であり、八ヶ岳 (標高 :2,899m)か ら流れ落ちる須玉川を合わせて南東流し、韮崎市南

部で釜無川に注ぐ。その流域長は37km、 流域面積385k雷を計る。

韮崎以北においては、塩川と釜無川とは比高70～ 80m、 延長約30kmの 七里岩台地と呼ばれる丘陵によって境さ

れている。この七里岩台地は、八ヶ岳の泥流によって構成されており、頂部の平坦面には過去の履歴を物語る小

円丘が特徴的に発達している。戦国時代に武田勝頼が築いた新府城は、この小円丘とその周囲の開析谷をうまく

利用して造られた城である。

七里岩台地と茅ヶ岳 (標高 :1,704m)とに挟まれた塩川は、幅1,000m程の谷底平野を形成している。この谷底

平野のうち南部の地域は、かつて「藤井庄五千石」(甲斐国志)と 呼ばれたところであり、現在は水田としての土

地利用が卓越 している。

宮ノ前遺跡は、この藤井平のほぼ中央部、鳥居集落の西側に位置しており、韮崎市立韮崎北東小学校の建設に

先立ち韮崎市遺跡調査会によつて調査された。

塩川流域の地形面・地形帯環境分析

「藤井平」は、従来、塩川の形成した氾濫原と位置づけられてきた。確かに、この場所は広義の氾濫原面とし

て形成されたとする従来の説は成因としては誤 りではない。しかしながら、地形環境分析によれば、この氾濫原

面は少なくとも新旧2面の時期を異にする地形面の集合体と考えられる。すなわち、現在の塩川の流路に沿つて、
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地形 域環境 分析

。10m～ 20m等 高線 図 (1/5万 地形 図～ 1/20万 地勢図を編集 )

・地形域分類 図 (空 中写真判読 (1/4万 ～衛星デー1夕 )。 現地調査 )

。地質構造 図
・植 生図、土壌 図等収集

105年 ～ オ ー ダー の地形発 達 史

地形 面環境 分析

2.5m～ 5m等 高線 図 (1/2.5万 地 形 図 を編集 )

地 形 面分類 図 (空 中写真判 読 (1/2万 〉 。現地調 査 )

地 形 断面 図
地 質 断 面 図 (現 地調査 。ボー リングデ ー タ )

104年 オー ダー の地 形発 達 史

地形 帯環 境 分析

lm等 高線 図 (1/2500を 編集 )

地形帯分類 図 (空 中写真判読 (1/1万 )。 現地調査 )

地質断面図 (ボ ー リングデー タ )

土地利用 図

103年 オー ダー の地形発 達 史

微地形環境分析

10cln等 高線 図 (実測・工事用地盤 図 よ り作成 )

微地形分類 図 (空 中写真判読 (1/5000)。 現地調査 )

試錐 (ボ ー リングステ ッキ )

|

試掘による表層地質観察 (埋没地形確認 )

102年 オーダーの地形発達史、災害史、土地利用変遷史
発掘地点・範 囲・深 さの選定 (遺 跡 の広が り推定 )

極微 地 形環 境 分析

・層序 の確立 (旧 表土を指標 としたステー ジの設定 )

・極微地形構成層 の観察 (分 布範 囲、成 因、形成時期、土地条件 、土地利用等 )

・極微地形変化 の原因、時期 の推定
・災害図

氾濫 (降 灰 )堆 積 ご との地形発 達史、災害史、土地利用変遷 史

景 観 変遷 史  (他 分 野 の研 究 成 果 と総 合化 )

第 8図 地形環境分析の方法と手順

-261-



見かけ上50cm～ 100c14の 比高を持つ崖が存在し、この崖の下は文字どお り氾濫原面となっているが、崖の上におい

ては塩)||の 氾濫がおよばなくなっている。いいかえれば、既に形成過程から破壊過程に入 り旧氾濫原面 (段丘面 )

となっているのである。ただし、この地形面が段丘面と化したのは、後に詳述するように、平安時代あるいはそ

れ以降のことであり、瀬戸内海沿岸平野における完新世段丘Ⅱ面に対比される。この地形面上には条里型土地割

の水田が展開している。他方、現氾濫原面は、旧河道や中州などの微地形の不規則な土地割となっている。

さて、塩川は霞堤あるいは、信玄堤と呼ばれる不連続堤によって流路が人工的に固定されている。霞堤は、降

雨などによって増水があった場合、堤防の不連続部分から上流側に向かい水を逆流させ勢いを弱める役割を果た

す治水方法である。この治水方法が有効に作用するのは、地形の傾斜が急である場合、あるいは完新世段丘面 と

現氾濫原面が区別できる場合であり、そのふたつの条件をいずれも満足させてお り、地域の特徴に適合した治水

方法といえる。

塩ナ||の 形成 した現氾濫原面および完新世段丘Π面は、第 9図 に示したように幅の狭い扇状地帯である。したがつ

て、湯水のある藤井平の南端を除き、河川の水は地下に浸透 してしまい水不足に陥り易い。完新世段丘Ⅱ面上で

は特にその傾向が著しい。

藤井平平野の微地形環境分析

微地形分析を実施 した場合、条里型土地割の水田が展開し、比較的平坦な完新世段丘Ⅱ面・扇状地帯は、さら

に細かく分類される1)。

第 9図 に示 したように、現在は地表面下に埋没した微地形 (以下、埋没微地形と呼ぶ)がみとめられる。すな

わち、かつての塩川の流路が藤井平をまるで網 目をかけたように流下するのである。また、流路と流路の間は中

州となっている。前者をここでは埋没旧河道と呼び、後者を埋没旧中州と称することにする。埋没旧中州は、長

軸がおよそ250m、 短軸は約150m程度の規模のものが多い。

今回、発掘調査された宮ノ前遺跡の大部分は、埋没旧中州に位置 していた。調査開始以前には水田として不U用

されていたこの場所は、平安時代には集落の立地する微高地として機能していた。当時ここは巨礫で構成された

中州であつたのである。そして、その後、微高地としての機能を失ない水日となったのである。同様な微地形環

境を示すところは、藤井平において他にも多数みとめられる。たとえば、昭和62年度に韮崎市教育委員会によつ

て発掘調査され奈良・平安時代の集落が確認された前田遺跡 (韮崎市教育委員会1988)、 昭和63年度に調査され縄

文時代、古墳時代、奈良 。平安時代の集落の存在が明らかになった後田遺跡 (韮崎市教育委員会1989)な ど、 こ

れまでに藤井平において知られている集落遺跡のほとんどが埋没旧中州と深い関わりにある。すなわち、藤井平

は、奈良 。平安時代まではあちらこちらに集落の立地した中州が点在する景観を示していたのである。現在に生

きる我々が通常目にするのは、水田から集落 (住宅)へ といった土地利用の変化であり、その反対の場合はほと

んどない。≧ころが平安時代には、集落 (住宅)か ら水田へといつた地目の転換が生じていたのである。しかも、

この傾向はこの地域にかかわらず、筆者がこれまでおもに調査してきた瀬戸内海沿岸の平野では極めて一般的に

みとめられるのである。現在、水田として土地利用されているところから集落の遺構や墓などが発掘調査によつ

て検出される場合のほとんどは、埋没した自然堤防や中州と関係 している。いいかえれば、少なくとも古代以前

の地形環境は現在と大きく異なってお り、復原という手順を踏まえることなく土地利用について検討する事は危

険といえよう。

ところで、1960年代以降における都市への人口集中と住宅不足が顕著になる以前においては、土地利用は微地

形と密接に関わつていた◇このため、微地形の状況を把握することは、土地利用のあり方を失口ることでもあつた。

したがつて、埋没微地形の状況を知ることによって、過去における土地利用上の様々な問題解決の糸口が発見で

きる可能性がある。たとえば、発掘調査が実施される以前に埋没微地形の様相が明らかになっていれば、これか

ら発掘する場所がどのような土地利用であったか推定することができる。集落の中心近くを調査する場合と、そ

の縁辺を調査する場合、あるいは水田などの生産域を調査する場合では、準備作業や発掘手順に様々な違いがで
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霞 堤

丘  陵

現河道

旧河道

中 州

埋没旧河道

埋没旧中州

藤井平平野

第 9図 藤井平平野 微地形分類図
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てこよう。また、埋没微地形の状態を知ることは、過去に発掘調査の終了してしまった遺跡においても、そこか

ら得られたデータの解釈に有効と考えられる。現地表面における遺跡の表面採集結果から遺跡の中心と考えられ

ていた場所が集落の縁辺で、本当の集落の中心部分は遺跡の推定地から外れていることも、これまでしばしばあつ

た。しかし、このようなミスは微地形環境分析によつて防ぐことができる。さらに、ある集落に隣接する集落の

存在が明らかになることで、集落間の関係を考えることもできよう。これまで拠点集落と呼ばれていた遺跡につ

いても、このような観点から再検討の必要がある。はたして拠点集落と呼ばれている遺跡は本当に拠点であつた

のか、あるいは、たまたま調査された遺跡の中で優位な遺跡であったに過ぎないのかが問題 となる。

埋没微地形を把握することは、集落遺跡にとって意味があるだけではない。埋没旧河道や埋没後背湿地の状況

から水田域の広がりについて検討 し、米の生産量などについてもポテンシャルを推定できる可能性がある。これ

まで、単位面積あたりの生産量にかかわる検討はなされてきているものの、上記のような観点はほとんど触れら

れてはいないのではなかろうか。

宮ノ前遺跡の微地形変化と土地開発

宮ノ前遺跡の集落は、微地形環境分析の結果、藤井平の他の集落遺跡と同様に扇状地帯 。埋没旧中州上に立地

していた。今回の調査では8世紀から11世紀にかけての竪穴住居や掘立柱建物が多数検出されている。また、発

掘された範囲のほぼ全域にわたり条里型土地割を反映したと考えられる溝址が、N14° W方向およびそれに直交す

る方向に延びていた。これらの溝址は 1町 (60歩 :お よそ109m)お よびそれをN倍、あるいはVN倍 した間隔で

整然と展開しており、集落の中を貫通しているために住居址と複数箇所で切 り合い関係が認められ、掘削時期を

推定することができる。

まず、N14° W方向の溝址と住居址の関係に注 目してみよう。N14° Wの方向性を持つ溝 として、西から東に向か

い溝址11, 7, 8, 9,10が ある。また、わずかに方向を異にする溝址14,13が ある。この方向に延びる溝は、

ほとんどの住居J■ を破壊して掘削されている。この中で最も新しい時期に属するものとして、宮ノ前X期 (10世

紀後半)の住居址がある。宮ノ前遺跡では11世紀まで住居址が存在したが、これらは溝 との切 り合い関係を確か

めることができなかった。以上のことから、N14° W方向に延びる溝は10世紀後半より後に掘削されたものである

ことが判明する。

次に、溝 と溝との距離に目を向けよう。これ らの溝のうち、 9号溝址と10号溝址、13号溝址と14号溝址、さら

には7号溝址と8号溝址は、その平面プランから道路の側溝である可能性が指摘できる。 7号溝址と9号溝址な

いし10号溝址との距離は、およそ1/5町 (12歩 :約 21m)、 11号溝址と8号溝址も1/5町の間隔がある。そして、9

号溝址あるいは10号溝址と14号溝址ないし13号溝址とは、およそ2/5町 (24歩 :約42m)離れて位置している。遺

跡の東側の規格性と西側のそれとの間には、 7号溝址、 8号溝址の部分でズレが生 じてお り、開発プロセスを考

える上で注目される。

次に、東西に延びる溝について検討 してみよう。東西に延びる溝のうち16号溝址は、多くの住居址と切 り合い

関係にあり、掘削時期を検討するために好都合である。この構は、宮ノ前Ⅵ期 (9世紀第 2四半紀中心)に属す

る住居址241よ り新しく、宮ノ前Ⅶ期 (9世紀第 3四半紀中心)の住居址157、 196、 207よ り古いとみられている。

すなわち、 9世紀後半以前にいつたん溝の掘削が行われたものの、比較的短期間に機能しなくなった可能性が高

い。この16号溝址と6号溝址とはおよそ 1町 (60歩 :109m)の距離があり平行 している。また、これを2等分 し

た半町 (30歩 :約54.5m)の位置には12号溝址が存在する。さらに、 6号溝址 と12号溝址の間隔を2等分する1/

4町のところには 5号溝址が東西に延びる。そして、これと同じ距離を6号溝址から北の方向にとつたところには

1号溝址が掘削されている。このように東西方向の溝は、共通したプランによる規格性を持つ可能性が高い。

さて、以上のことを総合すると、次のような仮説を立てることが可能であろう。すなわち、宮ノ前遺跡の埋没

旧中州においては、 9世紀後半以前に条里型土地割に基づく東西方向の溝が掘削されたが、その試みは成功しな

かったか、成功したとしても何らかの理由で短期間の間に機能を失つた。この時期には、今回発掘調査した宮ノ
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前遺跡のほとんどの範囲は集落として土地利用されていた。そして、10世紀後半以降になって、N14° Wの方向性

を持つ溝が掘削され、道路が設置された。そして、10世紀後半以降になると集落は衰退が始まり、11世紀にはほ

とんど消滅した。そして、その後、全面的に条里型土地割に基づく水田景観が成立したことになる。

このような現象は、古代における藤井平の地形環境の変貌 と考え合わせてみると興味深い。すなわち、東西方

向に延びる溝が掘削された頃 (9世紀後半以前)には、宮ノ前遺跡付近はまだ塩川の氾濫原面であり、地下水位

も高く、潅漑用水も比較的容易に得られたものと思われる。また、わずかな河川の増水でも塩川の流路は変化 し

た。中州、旧河道 といつた微形地がまだ明瞭であり、土地条件はこれを反映していた。ところが、10世紀後半に

なると塩川の河床低下により完新世段丘Ⅱ面の段崖が形成され、宮ノ前遺跡付近の地形環境は大きく変化 した。

地下水位は低下し、潅漑用水は引水が困難になった。決水の危険性は低下したものの、水不足のため耕地の経営

にはさまざまな工夫を必要としたであろう。場合によっては、耕地が荒廃 し荒野に帰した可能性す らある。この

ことは、10世紀後半以降、宮ノ前遺跡の集落が衰退し始めた要因のひとつかもしれない。この状態を打破するた

めに設置されたのが、N14° Wの方向の溝や道路である。その時期については、10世紀後半を遡ることはないが今

のところ明確ではない。河床低下のため従来の地点からは潅肌用水の取水が困難であるために、上流側に取水口

を設ける必要があつた。このため、段丘崖の形成以前のように東西方向に延びる溝では機能が十分に果たせない

ため、N14° W方向の溝が用水路 として重要になった。いわば、再開発として条里型水田が開発されたのである。

そして、この水田景観は、完新世段丘Ⅱ面の段丘崖によつて洪水にほとんど遭 うことなく、現在まで継続 してき

たものと考えられるのであるも

ところで、調査範囲の西端付近には、初期型の水田址が存在する可能性が考えられた。ここでは、試掘によつ

て15面の地表面が確認され、そのうち残存状態が良好でプラン ト。オパール分析の結果からも水田の可能性が指

摘された4面めの旧地表面 (4a)と 14面 めの地表面 (14a)と が発掘調査された。その結果、4a上面からは条里

型土地割を示す水田址が検出された。(図版編第129図参照)。 また、14a上面からは不定型小区画水田が発見され

た (図版編第129図参照)。 このうち 1号水田址と名付けられた 4a上面の遺構は、平安時代後期に属すると考えら

れている。これに対 し、2号水田址とされた14aの上面の遺構は、弥生時代前期中葉から後葉の間に位置づけられ

ている。

1号水田址の時期は、 9世紀の第 2四半期から10世紀前半に最盛期をむかえた宮ノ前遺跡の集落が急速に規模

を縮小する時期に対応している。おそらく、この段階に藤井平に広く展開していた中州、網状の河道および旧河

道といった微地形が埋没し、現在見るようなほぼ平坦な状態に至つた可能性が高い。

他方、 2号水田址の段階においては、場所によって土地条件に大きな差が存在しており、水田が開発できると

ころは極めて限られていた。すなわち、微起伏の存在する段階において水田耕作が可能であつたのは、扇状地帯 。

旧河道あるいは中州のうち相対的に低い縁辺部分に限られていたのである。この部分は面積が狭いものの潅漑用

水が得易く、 しかも水管理が容易という利点がある。しかしながら、旧河道はしばしば洪水の際に河道 と化すこ

とがある欠点も持っていた2)。

以上、検討してきた宮ノ前遺跡における微地形変化と土地開発について概略を整理すると次のようになる。

1)2号水田址は微起伏の顕著な段階に旧河道に開発された水田であり、水田に水をはるために起伏にあわせ

て 3～ 11だ と狭い面積に小さく区画されている。このため、水日のプランは不定形になっている。水田が営まれ

た時期は弥生時代前期中葉から後葉にあたる条痕文系土器が、そして水田を埋没させる決水砂層には、波状文を

持つ弥生時代中期後棄から後期前葉の土器が含まれていた。また、水田耕土の14c年
代は2670± 80y.B.P。 (N-5747)、

2190± 80y.BP。 (N-5748)の値が得られている。

2)旧河道部分は少なくとも10回におよぶ洪水による埋積と水田の復旧あるいは再開発を繰 り返 した。この結

果、起伏は徐々に減少し、平坦化 していつた。

3)中州上では条里型土地割 との関わりが深い東西方向の溝が掘削された。この段階ではまだ塩川の河床は低

下しておらず、段丘化後と比較すれば、藤井平は潅漑条件に恵まれていたと考えられる◇溝の掘削は住居址との
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切り合い関係からおよそ 9世紀後半以前と考えられる。

4)中州上では8世紀第 1四半期から住居址が営まれる様にな り、8世紀第 2四半期頃から10世紀前半にかけ

て集落が最盛期をむかえた。そして、10世紀後半には、急速に集落を構成する住居の数が減少した。

5)旧河道部分において 1号水田址が開発される段階には、かなり起伏がなくなっており、規格を意識 した水

田がつくれるようになった。N14° Wの溝が掘削され宮ノ前遺跡付近は現在みるような条里型土地割の水田となっ

たものと考えられる。

6)塩川の河床低下により藤井平が完新世段丘Ⅱ面となったことで、塩川本流の洪水による地層の堆積が顕著

でなくなった。このため、藤井平の条里型土地割は、現在にまで継承されることになった。本流性の洪水による

被害を受けにくくなった一方で、完新世段丘Ⅱ面上では、地下水位の低下や潅漑条件の悪化が生じた可能性が高

い。段丘化 した時期は、平安時代まで機能した溝が本流性とみられる砂礫によって埋積されていることから、そ

れ以降のことと判断される。

7)完新世段丘Ⅱ面の形成により、現氾濫原面では塩川の洪水による被害が増加 し、顕著な旧河道や 自然堤防

が形成された。人工的に築造された霞堤は、単に洪水を防ぐと言 うよりは、現氾濫原面を河床として機能させ洪

水流の力を減少させることで、完新世段丘Ⅱ面の段丘崖を侵食から守るためのものであった可能性が高い。

おわりに

甲府盆地およびその周辺の地形環境分析は、ようやく緒についたところである。今後、データを集積すること

で環境を考慮した、より精度の高い地域史を編むことが必要であろう。また、臨海平野あるいは西南 日本 との比

較によって、この地域の地域性を明らかにしていく必要があると考えられる。
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平野 修・外山秀― (1990)「弥生時代前期の水田址」帝京大学山梨文化財研究所報 10

1) 一般に、モノクロ空中写真では、地下水位が低 く乾燥しやすい場所が淡い トーンに、反対に湿った土地は濃

い トーンとして写る。たとえ、微地形が地表面下に埋もれてしまって、現在の土地割や小字名などには影智

を与えていない場合であつても、土地の乾湿の状態がツイルマークとして読みとることができるのである。

筆者は地形環境と土地利用の関わりといつた観点から日本列島における初期の水田耕作を2時期に分けて考

えている。このうち第 1段階は、宮ノ前遺跡でみとめられるような扇状地帯・旧河道に水田が開発される段

階である。この時期の水田耕作は、ちようどパイロット事業のような位置づけが考えられるのである。他方、

弥生時代前期末から中期前半に三角州帯 。後背湿地に本格的に水田開発が開始したのが第 2段階である。第

1段階と第 2段階の間には、扇状地帯における完新世段丘 I面の形成 と三角州帯における三角州帯の急速な

拡大といつた地形環境の変貌が存在する。しかしながら、縄文時代晩期と弥生時代前期の間には、このよう

な地形環境の変化はみとめられていない点注意が必要である◇

2)
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第2節

宮ノ前遺跡出土の縄文時代晩期末葉から

弥生時代中期初頭の土器群

中 山 誠 二 (山 梨県埋蔵文化財センター )

本節では宮ノ前遺跡南西部の埋没旧河道か ら発見された 2号水日の直下および直上にあたる層から検出された

土器群と、微高地上から検出された縄文晩期末葉か ら弥生時代中期初頭に至る土器について若千の検討を加えて

みたい。

該期の土器の中には、浅鉢形土器、深鉢形土器、甕形土器、壷形土器、蓋形土器、小型の手捏ね土器の 6種類

の器種が存在する。これ らは、中部地方に成立 した浮線文土器群 と東海地方に発達 した条痕文土器群の 2つの系

譜に大別 される。 しかし、いくつかの器種についてはそのいずれに系譜がたどれるか、半1断できない土器を含ん

でいる。そこで、分類にあたっては、まず形態的特徴を重視 して器種分類を行ない、次に各部位の特徴の差、文

様構成、器面調整の違いをもとに細分を行なっていきたい。

深鉢形土器 と奏形土器は一般に煮沸形態 として一括 される場合が多いが、該期のこ形土器の中には煮沸の痕跡

をもつものが知 られ、機能的に未分化であることが指摘 されている(1)。 したがって、ここでは純粋に形態的な分類

にとどめ、 口縁部から頸部のくびれの有無をもつて甕 と深鉢の分類を行なう。

また、本遺跡出土土器の壷形土器 と甕形土器の中には、その境界の不明瞭な資料がいくつか存在する。同時期

の条痕文土器の分類を行なった愛知県麻生田大橋遺跡では、その目安 として胴部最大径に対する口径比が0。 7を超

えるものをを、0.7以 下のものを壷 として とらえている(2)。 本遺跡では、壷に該当するものの数が少なく、境界設

定を行な う際の統計的なデータが不足 しているため、麻生田大橋遺跡の分類基準に従つておきたい。

1 土器の分類

(1)鉢形土器 (図版編第297～ 306図参照)

鉢A 底部から口縁部にかけてほぼ直線的に開く浅鉢。口縁端都の特徴からいくつかに細分される。底部はや

や上げ底 となるものが多い。

Al 口縁部が平縁。 (209)

A2 日縁内外に数条の平行沈線文をめぐらす。 (85。 93)

A3 口縁部に山形小突起をめぐらしたような日外帯を有する。 (156)

A4 口縁部に日外帯、口縁下に平行沈線をめぐらす。 (158)

A5 口縁部直下から浮線による匹字文 。網状文を施す。 (53・ 55)

鉢 B 底部からやや内湾する浅鉢。

Bl 口縁下に沈線をめぐらす。 (181)

B2 口縁に日外帯、口縁下に平行沈線をめぐらす。 (157)

B3 口縁下に浮線網状文を施す。 (54)

鉢 C やや内湾 した胴部を持ち、口縁直下が継れ、日縁端部が外反する浅鉢。この種の浅鉢は日外帯および胴

部に浮線文を特徴 とする。 (22・ 47～ 50。 166・ 193・ 194)

鉢D 胴部が内湾 し、最大径部分に浮線文を施す鉢。 (52)

鉢 E やや内湾 口縁をもつ無文の鉢。 (145)

鉢 F 胴部が内湾 し、肩部が 「く」字状に屈曲する浅鉢。
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(2)蓋形土器 (図版編第325図参照)

蓋 円形の湾由した蓋。摘みはなく、円形の小孔が 2つづつあけられる。 (3)

(3)深鉢形土器 (図版編第297～ 306図 参照)

深鉢A くびれ部をもたずほぼ直線的に口縁部にかけて開く深鉢。胴部はヘラ削りによる調整痕をそのまま残す。

Al 口縁部が平縁。 (139。 142。 144・ 178)

A2 口縁端部に山形の小突起を有する。 (140)

深鉢B 肩部でやや屈曲する深鉢。胴部全体にヘラ削りがなされる。 (138。 143)

深鉢C 口縁部がやや外反する深鉢で、口縁端部に山形突起を有する。口縁直下からヘラ状工具による条線が

施される。 (125)

深鉢D 口縁部がやや外反する深鉢で、日縁端部に刻みをめぐらす。 (159)

深鉢E くびれ部をもたずほぼ直線的に口縁部にかけて開く深鉢。胴部に (細密)条痕を施す。口縁下に沈線

をもたないもの (El)と 平行沈線をもつもの (E2)が ある。 (176。 182・ 199・ 208)

深鉢F 口縁下に太い凹線をめぐらし、胴部に条線をほどこす。 (94・ 196)

深鉢G 口縁端部に指頭または工具による押圧文風の刻みをめぐらす、条痕文系の深鉢。(115～ 117・ 120～ 124・

160。 203)

(41甕形上器 (図版編第297～ 306図 参照)

麦A 頸部がくびれ、肩部に稜をもつ粗製菱で、大半は頸部を無文帯とし、肩部以下をクシ状工具等で (細密 )

条痕文を施す。胴部破片の中には細密条痕文を地紋に稲妻状沈線が描かれるものがあるが、これらは主に本

類に含まれると考えられる。

口縁端部の形態から6つに細分される。

Al 口縁端部が外反 し、折 り返 し口縁状を呈する。 (62・ 201)

A2 口縁部が比厚し、幅広の帯状の口縁をなす。 (161)

A3 口縁下に幅広の凹線が 1条から数条めぐる。 (63。 64・ 67～ 75。 77・ 79・ 82～ 84・ 195)

A4 口縁部が比厚し、端部に日外帯が施される。 (111・ 186)

A5 口縁端部に指頭または工具による圧痕風の刻みがめぐる。 (95～ 107・ 109。 171～ 173・ 185。 205。 210・ 211)

A6 口縁端部に長円形の刻みをめぐらし、口縁下に凹線をもつ。 (108・ 110)

変B 頸部くびれ部に無文帯をもたず、口縁下から直接 (細密)条痕文が施される。口縁には平行沈線がめぐ

る。 (87)
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甕C 頸部が緩やかにくびれ肩部が稜をなさない粗製奏。口縁端部に日外帯を有し、胴部はヘラ調整のみが残

る。 (112～ 114)

甕D 頸部がくびれ、肩部が稜をなす半精製甕で、口縁部内外に沈線がめぐる。頸部は無文で残す。(76・ 78・ 80・

81。 167・ 183。 197・ 198)

甕E 頸部がくびれ、肩部が稜をなす半精製甕で、口縁から肩部に平行沈線がめぐる。 (88・ 169・ 189。 200)

甕F 胴部最大径が口縁部より大きくなる条痕文系の甕。口縁部に日外帯を有し、その直下から条痕が全面に

施される。 (119。 170)

養G 頸部は緩やかにくびれ、肩部に稜をもたない条痕文系奏。口縁端部に刻みがめぐり、外面全体に条痕文

が施される。

Gl 口縁端部に刻みを有する。 (21・ 204。 206)

G2 口縁端部および口縁下に刻み目帯を有する。 (126)

(5)壷 形土器 (図版編第297～ 306図参照)

壷A 沈線文化 した網状文を胴部に施す。 (60・ 61)

壺B 口縁端部に押圧文風の刻みをめぐらす条痕文系壷。口縁部が内傾するもの (Bl:202)と やや外反 し頸

部にくびれを有するもの (B2:118)が ある。また、肩部に刻み目突帯をもつ土器群 (131～ 133)も このタ

イプに属すると考えられる。

壷C 口縁部に刻みをもつ 2条の突帯をめぐらす条痕文系の壷。橋状把手をもつものもある。 (127～ 130。 162)

Cl 口縁部がわずかに外反するが、頸部がほぼ直立する。 (127～ 129)

C2 頸部から口縁部にかけて大きく外反する。 (162)

壷D 肩部から胴部にクシ状工具による平行沈線文や四角形の区画文などの文様帯をもつ壷。 (23)

(6)小型手捏ね土器 (図版編第325図参照)

半球状の小型捏ね土器。(9)

2 編年的位置づけ

(1)各器種の特徴と類例

ここでは、各器種の形態および文様構成等に関する特徴をあげ、他の遺跡 と比較検討を行ないながら、編年的

位置づけをしたい。

鉢系列の土器は、大きくは 5つに分類され、鉢A～鉢Cの浅鉢、鉢Dと 鉢Eのやや内湾した深みの鉢がみ られ

る。

まず、器形的な特徴は、肩部が屈曲し眼鏡状の隆帯をもつタイプの浅鉢は一点もなく、底部から口縁部にかけ

て直線的 (あ るいはやや内湾気味)に立ち上がるものが多い。鉢 C類の頸部のくびれもわずかで、頸部無文帯の

幅も狭い。

口縁部分は平縁または山形の小突起が連続したような口外帯をもつものがほとんどで、口縁下に平行沈線や浮

線文を施す。この浮線文の文様パターンは、浮線網状文または変形工字文と呼ばれるもので、網状の結節点から

三分岐 (58)ないし四分岐 (59。 193・ 194)する文様も見られる。これ らの浅鉢は、山梨県中道遺跡(3)、 同県金生遺

跡第 7群 2類土器攣)、 長野県氷遺跡第 1群土器(5)、 同県御社宮司遺跡晩期第Ⅱ群土器(6)、 静岡県駿河山王遺跡 (7)な

どに多くみとめられる。

蓋は、 2対の小孔を対称にもち、湾曲した形態を示す。この時期小型の壷などには、やはり小孔があけられた

ものが見られることから、それらと対になるものと考えられる。

深鉢は、形態的には 7つに細分されるが、器面調整の特徴からは器面全体をヘラ削りするだけの粗製深鉢、繊

維束などによる細密条痕を施す深鉢、クシ状工具による条幅の大きな条痕を施す深鉢の 3種類に大別される。

細密条痕文系の深鉢・甕には、胴部に稲妻状の沈線が垂下するものもみられ (89,90。 163・ 164。 177・ 188)、 氷 I
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式の特徴を示している。

甕形土器は、肩部有段の氷式系の甕と条痕文系の甕に大きく分類される。

肩部に稜をもち頸部無文帯を特徴とする甕Aは、口縁部の形態にバ リエーションをもちいくつかに分類される。

同時期の遺跡で特徴的な口縁端部に日外帯をもつA4タ イプは比較的少なく、指頭または工具による押圧文風の

刻みをもつA5・ A6タイプが多く認められる。これらの特徴が氷 I式の変の日外帯からの変化であるのか、条

痕文系土器の刻み目突帯部からの影響によるものか現時点では判断できないが、いずれにしろそれ以降の甕の口

縁部亥1み 目の手法に連続 した特徴 として注目される0。 この終A5類の類例は、長野県御社宮司遺跡、石行遺跡 (9)

などにわずかに見られるが、これ らの2遺跡および氷遺跡 1群土器では、口縁端部刻み目よりむしろ日外帯ある

いは平行沈線文をめぐらす篭が主体であり本遺跡 とは異なった傾向を示す。この差異が時期差によるものか、地

域差によるものか、今後類例を待つて検討 していく必要があろう。

また、同類の奏で回縁下に平行沈線をめぐらした甕A3類は、甕D類 と比べ沈線が幅広となる傾向を示す。

甕D類は口縁内外の平行沈線文を特徴とする半精製甕であるが、これらは氷 I式の後半には普遍的に見られる

タイプである。奏E類は、頸部無文帯を残さず平行沈線文が幾重にもめぐらされるもので、長野県長畑遺跡(1° )の

甕や石行遺跡の壷に同様の手法を見ることができる。

深鉢G類および甕F,G類 は、条痕文系土器群に属すもので、器面に施された条痕は氷系のものと比べ概 して

粗く、クシ状工具を利用して施文している例が多い。この内、やや新相を示す窪Gl類をのぞいてすべて2号水

田下層から出土しており、他の氷系土器群と共伴 している。同様の共伴現象は長野県氷遺跡に見られる。永峯光

一氏はこれらを第 3群土器として扱い、その多くを 2群土器と共に氷Ⅱ式土器に比定されるとしたが(11)、 これは

層位的な根拠に基づく時期差とい うよりも型式学的な分類をてがかりとするものであった。

本遺跡出上の条痕文系深鉢および甕は、①条痕施文に貝殻を使用していない点、②端部の面取りが見られず刻

みないし日外帯風の長円形の凹みをめぐらす点、③樫王式に特徴的な砲弾形の深鉢が認められない点などで、そ

の起源地である東海西部地方の深鉢・養系列の土器群とは相当変化 し、突帯をもつ広口壷と同様に在地化してい

ると考えられる。

したがって、宮ノ前遺跡の土器群は、西日本突帯文土器の流れから成立した東海地方西部の条痕文土器が、浮

線文土器の後半期になって中部地方に入 りこみ、独自の展開をみせていく時期のものと理解される。これに続 く

水神平式並行の時期には、条痕文土器は土器構成の主体をなし、浮線文土器中に見られた深鉢や甕の特徴を形骸

的に残しながら変化していく。

壷形土器は、沈線文化 した網状文をもつものと、条痕文系の 2つのタイプに大きく分類される。

壷Aと した沈線網状文をもつこはわずかに2点のみであるが、文様構成は網の結節点から四分岐するもので、

本遺跡鉢 C類や金生遺跡27号住で見られた浮線文壷の文様に通じるものである。

中部地方の浮線網状文はこれまで東北地方大洞A式に並行関係が求められていたが、近年の研究では大洞 A′式

段階にも浮線文が残ることが明らかにされている。本遺跡で同一層準から浮線 と沈線の 2つの手法による網状文

が検出されたことは、これらの同時期性を考える上で興味深い。また、その後の条痕文土器の影響によつて、本

県には沈線文化した変形工宇文系土器が東北地方や北陸東部ほど発達しないが、その中でも数少ない資料といえ

る。

条痕文系の壼は、D類をのぞいては胴部に文様はなく、単一方向に斜行する条痕文が施されるのみである。条

痕の施文工具は、三枚貝と考えられるものはなく、クシ状工具または植物繊維の東などによる。

口縁端部に刻みをめぐらし、口縁直下から条痕文を施した壷Bは、形態的には麻生田大橋遺跡Ⅱb～ ⅡC期の

壷に類似する(121。
中都地方では、荒神沢遺跡 (142)で 出土している壷(13)と

類似するが、宮ノ前遺跡では突帯を

もたず、日縁端部の刻みのみとなるッ点やや古相を示すのであろうか。

2重突帯を特徴とする壷Cは、設楽博己氏によって「在地型の突帯文壷」として注目されたものであり(14)、 条

痕文土器の起源地である東海西部地方よりむしろその影響を受けた中部から関東地方に多く認めれられる土器で
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ある。このタイプのこには、橋状把手がつ くものもあり、長野県篠 ノ井遺跡群 (15)、 塩崎遺跡群
(16)等 に類例が求め

られる。また、肩部に有刻の突帯をもつ破片 (131～ 133)は、樫王式期～水神平式期の条痕壷にもしばしば散見

することのできる特徴である。

(2)宮 ノ前遺跡の上器群

さて、以上のような検討を通 して宮ノ前遺跡出土の該期土器群について編年的位置づけを行ないたい。

本遺跡出土土器が、系譜的には在地の浮線文土器群 と東海西部系の条痕文土器群の 2つにたどれることは明白

であるが、その両者がそれぞれの編年の中でどこに位置づけられるかが問題 となる。

①浮線文系土器群

中部地方を中心に分布する浮線文土器群が、3つの時期に区分されることは、中村工郎(17)、 設楽博己(18)、 石川

日出志(19)氏 らによつておこなわれ、従来東北地方大洞A式に単純に並行すると考えられていたものの中で、新相

を示すものは大洞A′式段階に降ることが明らかにされた。これらの仮説は、その後の御社宮司遺跡や石行遺跡等

の資料の追加や女鳥羽川式段階をつなぐ一津遺跡(20)な どの資料の補完によつて、さらに確かなものとなってきて

いる。中沢道彦氏は、浮線文土器群を女鳥羽川段階、離山段階、氷式段階に区分 し、その前半期を氷式から分離

する立場をとっている91)。 では、宮ノ前遺跡の土器群はどのような編年的位置に置かれるであろうか。

宮ノ前遺跡の浮線文土器群は、類例が長野県石行遺跡、作F社官司遺跡、氷遺跡に多く求められたように、氷 I

式の最新相の第 3段階ともいえる内容をもつと考えられ、第 1～ 2段階に比定される古相の土器群は全く見られ

ない。特に甕の中で口縁端部に押圧風の刻みがめぐるタイプのものは、他遺跡ではあまり発達をみないが、本遺

跡では数量的に目立った存在となっている。これがそれ以降の弥生土器に受け継がれていく手法のひとつと考え

ると、氷式のをの変容を考える上でも重要である。

氷 I式の新相段階に対比される例は本県ではこれまで金生遺跡や中道遺跡の一部などわずかであつたが、本遺

跡の浮線文土器はこの中でも質量共に良好な資料といえる。

②条痕文系土器群

条痕壷B、 甕Fは 口径が胴部最大径に比べ小さく、口縁端部の刻みを特徴とし、前にのべたように東海地方馬

見塚式～樫王式のものと近い。

「在地型突帯文壷」とされた壷Cの 内、Cl(No127・ 128)は 口縁部がほとんど外反せず、水神平式というより

むしろ樫王式期のこの影響下に在地化されたと考えられ、金生遺跡17住出土の貝殻条痕をもつ広口壷と類似して

いる。これに対し、C2(No162)は 口縁部が大きく外反する突帯壷で、県内でも柳坪A遺跡や金の尾遺跡などの

広口壷に共通する特徴を有する。壺Cは、編年的には樫王式から水神平式並行期に位置づけられるが、Clが C

2に比べ、形態的に古い様相を示していることは、 2号水田の時期決定を行なう際にも重要視される。

甕Gl類のNo21と 重D類のNo23は、その他の同系列の上器と比べやや新出の様相をもつてお り、弥生時代前期

後葉から中期初頭に比定される。これ らは出土地点が奈良～平安時代集落をのせる微高地上にあり、水田址の上

下層から出土した土器とは層位的連続性はもたないが、当時の集落がこの微高地上の未調査地区にも展開した可

能性も示唆する。

以上のことから、本遺跡出土の東海西部系の条痕文土器は、縄文晩期最終末～弥生時代前期にわたる 2、 3型

式の間に対比される土器群であることが理解される。

③県内および中部日本での編年的位置

該期の宮ノ前遺跡出土土器群は、大きくは2つの時期に分離することができると考える。一つは、 2号水田下

層と4号溝状遺構から出土した浮線文土器群とそれに伴う条痕文系土器群で、ここではこれを 「官ノ前 1期」と

呼んでおきたい。また、 2号水日の上部と微高地上から出上した条痕文系土器は、量的には非常に少ないが、文

様や形態的特徴から1期 とは分離し、「宮ノ前 2期」とする。

宮ノ前 1期の土器群は、他遺跡 との対比資料を通して見た場合、氷 I式新相を示すことは前述 した。該期の条
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痕文系土器は、東海地方西部では馬見塚式から樫王式に対比される時期 と考えられる。宮ノ前 2期の土器群は、

1期 の条痕文土器よりも明らかに新しい様相を示しており、弥生時代前期後葉の水神平式並行期に対比される「苅

谷原・柳坪式」(22)の範疇に位置づけられるが、微高地上出上の壷 (No23)と 甕 (No 21)は 2号水日上部出土土器よ

りやや新しくなる可能性もあろう。

それでは、宮ノ前遺跡の該期の土器群は県内ならびに中部日本地域でどのような編年的位置づけがなされるで

あろうか。第27表 によって表してみたい。この表は、中部 日本地域を中心に日本列島の縄文時代晩期から弥生時

代中期初頭の上器型式または様式を I～Ⅷ期にわけ、その対比関係を大まかに示したものである。先の検討を通

して、宮ノ前 1期はⅥ期の段階に、 2期はⅦ期を主体とする段階におくことができよう。

3 土器組成

出土土器は2号水田下層に比定されるものが多く、その上面および 4号溝状遺構内の出土遺物が少ないため、

単純に数量的な比較はできないが、客観的な数値のみをあげておく。

第27表 縄文晩期～弥生中期初頭の型式および遺跡対応表

(外山秀―・中山誠二 1992「 日本における稲作の開始と波及」『植生史研究』第9号に加筆修正 )

時

期

西 日 本 中
立
口 日 本

東

九  州 畿  内

東   海 中 部 高 地 陸 関 東

愛  知 静  岡 長  野 山 梨 新 潟 石 南 部  中北都

I

田
　
石

広

大
滋賀里 I

滋賀里 Ⅱ

滋賀里Ⅲ

滋賀里Ⅳ

口 酒 井

船  橋

寺  津

吉胡BI

本刈谷

稲荷 山

西之 山

馬見塚F地点

五貢森

馬見塚D地点

下 り松

樫 王

清水天王山

下層b中層a

清水天王山

中層b

清水天王山

上層a

上皆戸

山 王

浜松向山

山 王

(見性寺)

姫  宮

見性寺

岡 ノ 峯

大  花
中 谷

一呈

中

塚

谷

中  谷

尾 咲 原

金生A29住

鵜 の 島

金生A2号配

鵜 の 島

金  生

中  道

報 諧謡驚

金生A17住

矢   津
八日市新保Ⅱ

徊繊 Ⅲ
安行 3a 大洞B

Il

Ⅲ

古  閑
佐野 Ia

茶 臼 山

細

松

池

葉
中屋 I 安行 3b 大学同BC

宮の本

礫石原

佐野 Ib

上 の 平
朝 日 中屋 Ⅱ 安行 3C 大洞 Cl

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

山ノ寺

夜 自 I

佐 野 Π

山 ノ 神
上 野 原 下  野

安行3d前 浦

杉田Π 殿内BⅢ
大洞 C2

夜 臼 Ⅱ

板付 I

長  原

畿内第1様式古

女鳥羽川

樋日五反田

離  山

氷I鮮}中 )

鳥 屋 1

藤  橋

鳥屋 2a
長  竹

杉田Ⅲ 殿内BⅣ
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2号水田下に比定される宮ノ前 1期 の土器は、口縁部

破片から総数253点 が存在 し、浅鉢が35点 (13.8%)、 深

鉢60点 (23.7%)、 奏149点 (58.9%)、 壷 9点 (3.5%)

である。また、 2号水田面上層および 4号溝状遺構から

は器形が判断できる22点 の内、浅鉢が 6点 (27.2%)、 深

鉢が 4点 (18.2%)、 甕が11点 (50,0%)、 壷が 1点 (45%)

であるが、これ らの土器は型式的には宮ノ前 1期 と2期

に分離される内容をもつ。いずれにしても、全体の中で、

変・深鉢が占める割合が非常に多く、続いて浅鉢、この

順 となる。

全体数が多い 2号水田下層のデータを他遺跡 と比較 し

てみると、本県金生遺跡 17号住居址 と近い数値を得て

いる。金生遺跡のデータでは、205点 の土器片中、深鉢158

点 (77%)、 甕 9点 (4.3%)、 浅鉢35点 (17.0%)、 壷 2

点 (1%)で ある(23)。

また、本遺跡の条痕文系土器の出現率を見ると2号水

田下では未だに10%強の数値が出ているにすぎない。こ

のことは、条痕文系土器が主体 となる柳坪遺跡などとは

対称的で、浮線文土器文化の中に東海西部系の条痕文土

器が流入 し、短期間にその比率が逆転 していく様子をよく

第12図 土 器

示 している。

4 2号水田の時期決定

官ノ前遺跡 2号水田は、概報等で記述してきたようにいくつかの根拠を以て「弥生前期水田」と判断される(24)。

その大きな根拠のひとつに2号水田面の上下の層から出土した土器が重要な時期決定の鍵を握ることは言うまで

もない。前項と内容的に重複する部分もあるが、本項ではこの点に焦点を当てて記述 したい。

図示された資料の内、 2号水日の直下層から検出されたものは、No47～ No155。 No182～No218、 2号水田直上層

ならびに水田面を切る4号溝状遺構から検出されたものは、No156～ No181である。

2号水田の上下および水田面をきる4号溝状遺構から出土している浮線文系土器は、型式学的には同下のもの

で、これらを2つに分離する根拠はなく、前項の考察の中で宮ノ前 1期 に対比される。これらは広義の氷 I式の

なかでも新相に属し、東海地方の樫王式、東北地方の大洞 A′式に並行すると考える。他方、条痕文系土器の内、

2号水田下のものは上記の浮線文土器群と共伴するもので、樫王式期から水神平式の古い時期に対比される一群

と判断され、浮線文土器との編年とも大きなずれはない。したがって、第27表 ではこれらをⅥ期においた。

水田面の下限を示す資料として重要なのは、No162の 条痕文壷で、2号水田面直上から出土している。この土器

は 2号水田下で出土した同系列の土器と比べ新相を示しており、前項では宮ノ前 2期 とした。他遺跡の類例から

弥生時代前期後葉の苅谷原・柳坪式期に位置づけられ、第27表ではⅦ期においた。

したがって、この埋没旧河道に堆積 した旧地表面の土壌化一水田の経営-4号溝状遺構の掘削一決水砂による

水田面の被覆の過程は、 1～ 2型式内のきわめて短い時期にあつたと読み取ることができる。

出土土器から判断するかざり、 2号水田は第27表 のⅥ期～Ⅶ期に対比される弥生時代前期中葉から後葉に営ま

れたと考えるのが現在のところもつとも妥当と考えられ、主体とする土器からその上限は、縄文文化の伝統を強

く残す浮線文文化の最終段階 (第27表のⅥ期)に及んでいる可能性が高い。このことは、本遺跡 2号水田下の土

器や近接する中道遺跡の土器胎土からイネの機動細胞プラント・オパール分析が検出されたことからも検証する

ことができる。この点の詳細については、第 3節の外山氏の分析に譲 りたい。

成組

鉢

鉢
浅

深
甕
壷

□

厖

日

Ｎ

35  13 80/c
60 2370/O
149 5880/0
9 35%

合 計  253

2号水田面下層

鉢

鉢

浅

深
奎
壺

□

物

日

圏

合 計  22

272%
181%
50 0C/O

45%

2号水田面上層・ 4号潜状遺構
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第 3節

宮ノ前遺跡におけるプラント・オパール分析

外 山 秀 一 (帝京大学山梨文化財研究所 )

I. はじめに

甲府盆地北西部を南流する塩川の右岸地域には、完新世段丘Ⅱ面が発達している1)。

通称藤井平とよばれるこの

段丘面は、その東に茅ヶ岳からつづく丘陵地と塩,「 |、 西に岩屑流からなる韮崎台地を配し、人々の居住環境とし

てはきわめて恵まれたところとなっている。

現在、主に水田として利用され一見低平にみえるこの地域には、空中写真を判読すると、自然堤防状や中州状

の微高地や、旧河道などの埋没した微地形が確認される2)(写
真 1)。 埋没微高地は紡垂状あるいは塊状に点在し、

藤井平でこれまでに確認された集落址の全てが、こうした微高地上にのる3)。
他方、埋没旧河道は微高地を取 り巻

くように帯状に連続するが、そこでは生産域の存在が推定されるのである。

『甲斐国志』の巻之四十七に「穴山ヨリ南ミ/1｀ 田川 。駒井 。坂井 。中条・下条 。韮崎等ノ教村フ里人ハ藤井ノ庄

五千石 卜云フ(中略)藤井渠ヲ穿ツ水利自在ヲ得テ夏時ハ水田 トシ冬″、陸田 トナス且ッ諸村ノ末二居 り余水衆ヅ来ル

フ以テ田地殊二肥饒ナリ」と記されるように4)、
藤井平は古来豊饒の地であった。

この藤井平に位置する中道遺跡では糎殻圧痕土器が出土し、またかかる土器の胎上分析の結果イネのプラント・

オパールが検出された5)。 この土器は弥生時代前期前葉に比定されており、当地域における稲と稲作の開始と波及

を探る貴重な資料となった。こうした稲作の問題を解決するうえにおいても、同段丘面上の埋没旧河道の堆積物

は重要な鍵を握っているといえる。

今回調査・分析の対象とした宮ノ前遺跡では、埋没微高地上に平安時代を中心として423軒 の集落址や掘立柱建

物址をのせ、加えて条里関係の遺構の検出をみている6)。
他方、遺跡の西から南西部にかけて連続する埋没旧河道

においては、水田址の存在が示唆された。

そこで、当遺跡では、埋没旧河道をきる トレンチで採取した土壌試料のプラント・オパール定量分析と出土し

た土器の胎土分析を実施し、土地条件の変化と土地利用の違い、稲作の問題について検討した。

写真1 宮ノ前遺跡周辺の空中写真 (国土地理院 1/1万 )
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Ⅱ.地層の堆積状況と試料の採取

試掘調査では、東西の トレンチを設定 して地層の堆積状況 と埋没 した微地形の分布状況を検討 した。その結果、

埋没した旧河道 と河道内の中州状の微高地、さらに東側には集落址をのせる自然堤防状の微高地が確認された。

そこでは、教層の土壌層 とともに畦状遺構、さらに鋤痕、人 と動物の足跡などが検出されている7)。

プラン ト・オパール分析用の試料は、トレンチの西側よりA～ Cの 3地点において採取した (第 13図 )。 各地点

の地層の堆積 と遺物の出土状況は、以下のとお りである。

1)A地 点

A地点は、埋没旧河道の西側の部分をしめる。地表面下約130cmま での地層は、la層 ～15a層 の21層 に細分され

るが、それ らは主にシル ト質細砂を主体 とする下位層 と砂質シル トで構成 される上位層 とからなる。そのうち 2

a層 ～14a層 まで計19試料を採取 した。なお、14a層 の14c年
代測定結果は、2190± 80yB.P。 (N5748)で ある。ま

た、 4層 と5層 からは奈良～平安時代の上器が出土し、 2層以浅が中世以降の堆積物 とみられる
3)。

2)B地 点

B地点は、埋没旧河道内の中州状微高地の縁辺部にあたる。地表面下約110cmま での地層は、la層 ～10a層 の13

層に分けられ、下位より細砂層、シル ト質細砂層、極細砂質シル ト層の堆積状況を示 している。そのうち 2a層～

9b層 より10試料を採取 した。当地点では、 4a層 中で土器が一片確認されたのみで、時期を特定できる遺物の出

土はみられない。

3)C地 点

C地点は、埋没旧河道の東側の部分であるが、地表面下約140cmま での地層は、la層 ～15a層 までの11層 に分け

られる。地層の堆積状況は、下位より砂礫層、シル ト質細砂層、細砂～中砂層、極細砂質シル ト層である。その

うち 3a層～14b層 より8試料を採取 した。14b層 中からは浮線文系土器 と一部条痕文系土器が、また14a層上面か

らは条痕文系土器が出土 している。なお、14a層 の14c年
代測定の結果、2670± 80yB.P。 (N5747)の 値が得 られ

ている。また、上位の 9b層中には弥生時代中期後葉～後期前葉の波状文を施す土器片が挟在する9)。

魃_

|

騨
一

'C eat tm

試料採取地点 (図版編 第129図 )
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Ш.分析の方法

1)定量分析

定量分析法による試料の処理は、藤原 (1976)1° )に 基づき、絶対乾燥―重量測定・仮比重測定―ガラス・ビー

ズの混入―ホモジナイザーによる分散―ス トークス法による細粒物質の除去―乾燥の順序でおこない、オイキッ

ト液によリプレパラー トを作成 した。プラント・オパールの分類学的検討は、400倍ないし600倍の偏光顕微鏡下

で、主にイネ科の機動細胞プラント・オパールの形態分類に基づいておこなった。

そして、検出されたガラス・ビーズ (約300個 )と プラント・オパールとの比率から、試料 lgあたりの各プラ

ント・オパールの個数ならびに総数を求めた。さらに、イネ、ヨシ属、ウシクサ族ならびにタケ亜科の機動細胞

プラント・オパールについては、地上部全ての重さ (乾物重)を層厚 l cm・ 面積10aあたりの検出量で示した。な

お、タケ亜科の分類については、主に杉山・藤原 (1986)11)、 杉山 (1987)12)に よった。

分析の結果を、図14-a・ b・ CのA(検出数)と B(検出量)に示す。

2)土器胎土分析

分析の方法は、藤原 (1981)13)に 従い、グラインダーによる土器表面の研磨―超音波装置による試料の洗浄一

吸水・軟化―細砕―超音波装置による細流物質の分散―乾燥―重液分離―乾燥の順序でおこない、オイキット液

によリプレパラー トを作成した。そして、400倍ないし600倍 の偏光顕微鏡下で、イネの機動細胞プラント・オパー

ルを中心に検出した。

Ⅳ。結果

1)A地点 (第14図 ―a・ 第15図 ―a)

分析の結果は、地層の堆積状況によく対応 している。その層位的産状に基づいてプラン ト・オパール群集帯は

下位よりa～ h帯の8帯に区分され、さらにb帯はbェ～b3帯 に細分される。イネとヨシ属の検出量の変化に注目する

と、a帯で高出現したヨシ属はb帯では減少し、かわってイネが増加傾向を示す。そうしたなかで、bl帯 とc帯、e

帯、g帯でイネの減少がみられる。

2)B地点 (第14図 ―b。 第15図―b)

プラン ト・オパール群集帯は、下位よりa～e帯の 5帯に区分される。a帯では全般的に検出量は少ないが、b帯

の上部になるに従いイネを始めとして検出総数と量が増す。c帯ではイネの僅かな減少がみられるものの、その後

は安定した出現傾向を示す。d帯になるとイネを始めとして全般的に増加する。e帯の試料 2で は、c帯 と同様に一

時的な減少をみるが、試料 1では回復する。

3)C地点 (第14図 ―C。 第15図 ―C)

プラン ト・オパール群集帯は、下位よりa～c帯の 3帯に分けられ、さらにa帯はal帯 とa2帯、c帯はcl帯 ≧c2帯の

2亜帯にそれぞれ細分される。a帯層準のシル ト質細砂層では、ヨシ属とネザサ節を始めとするタケ亜科に代表さ

れ検出総数も多い。≧りわけ、ヨシ属がal帯上部の試料 7で ピークを示す。その後、a2帯になるとヨシ属が急減す

るとともに、検出数の減少がみられる。また、al帯の試料 7と a2帯の試料 6で僅かではあるが、イネが検出される。

b帯層準になると地層は細砂～中砂に変わり、検出総数と量は急減する。c帯層準の極細砂質シル ト層では、全般

的に増加 し、とりわけイネが安定した出現傾向を示す。また、cl帯の試料 2ではウシクサ族が一時的に増加する。

C2帯になると、検出教は減少するが、イネの出現傾向には変わりはない。
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層 名
試料
番号

時代 PO帯 特 徴
土  地  条  件   1地 形変化

(試料採取地点およびその近辺 )

2a 1 鎌倉

以降
h イネ・検出数の急増 安定、比較的低湿 後

背

低

地

2b つ
を

3b 3 g イネ・検出数の急減 不安定

4a 4

平安

奈良

f イネ・検出数の増加 安定、比較的低湿
4a′

4a′ 6
e イネの減少 やや不安定、比較的低湿

5a 7

7a 8
d イネ・検出数の増加 やや安定、比較的低湿

河

道

跡

の

埋

積

7b

8a

C イネ・検出数の減少 やや不安定、比較的低湿9b

10a 12

1la b3 イネ・検出数の増加

やや安定、比較的低湿

12a
b2 イネの増力日

12b

13a
bl ヨシ属・検出数の減少

13b

14a
18 弥生

前期

全般的に検出数多い

ヨシ属の高出現
安定、低湿 河 道 底

19

第 15図 ― a プ ラ ン ト・ オ パ ー ル 分 析 結 果  A地 点 (外 山1990を 一部修正)(*時代は包含された土器の編年による)

層名
試料

番号
時代 PO帯 特 徴

土  地  条  件   1地 形変化

(試料採取地点およびその近辺 )

la 1

検出数の減少 やや安定、比較的低湿 後

背

低

地

4a 2

4a′ 3
d イネ・検出数の増加 安定、比較的低湿

5a 4

5a′ 5
C

安定した出現

検出教の減少
やや安定、比較的低湿 中

州
状
の
微
高
地

河
道

跡

の
埋
積

7a 6

8a

b イネ 。検出数の増加 徐々に安定、比較的低湿8a' 8

9a 9

9b 10 a 全般的に検出数少ない 不安定

第15図 ―b プラン ト・オパール分析結果 B地点

層名
試料
番号

時代 PO帯 特 徴
土  地  条  件   1地 形変化

(試料採取地点およびその近辺 )

3a 1 C2 検出数の減少 やや安定、比較的低湿

後背低地4a 2
Cl

イネ・ ウシクサ族 。検出数の増

力日
安定、比較的低湿

4a′ 3

9b 弥生

後期

?

b ヨシ属・タケ亜科・検出数の減

少

不安定
河道跡の

埋積10a 5

13a 6 a2 やや安定、比較的低湿

河 道 底14a 7 弥生

前期
aュ

ヨシ属の急増

全般的に検出数多い
安定、低湿

14b

第15図 ―C プラン ト。オパール分析結果 C地点 (※日寺代は包含された土器の編年による)
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V.考察

1)土地条件と土地利用

分析の結果、A地点とC地点では埋没旧河道、またB地点では埋没中州状の微高地においてプラン ト・オパー

ルの検出状況を把握 したが、ここでは各地点の地形の変化に伴 う土地条件や土地利用の違いについてさらに検討

する。

A地点の河道底では、ヨシ類の生育するやや低湿な環境から、その後稲の栽培される状況へと変わる。これは、

低湿な状況にあった河道底の埋積の過程で水田が営まれたことを示すものである。なお、イネのプラント'オパー

ルの出現し始める14a層 の14c年
代測定の結果は、2190± 80yB.P.(N5748)で ある。

その後、河道内は公々に埋積を受けたとみられ、地層の堆積状況に応 じてプラント。オパールの出現傾向の細

かな変化が認められる。すなわち、bl帯 とc桔、g帯にみられるように検出総数と量の減少する層準があり、土地

条件が一時的に不安定になったことがわかる。このうち、g帯層準は鎌倉時代までの時期にあたるが、3b層の一

時的な堆積後土壌化することなく2層 の堆積をみる。そして、中世以降になるとA地点での土砂の堆積は少なく

なり、安定した状況が続いたとみられる。こうした土地条件のなかで、稲の栽培は継続された。

B地点では、A地点と同様にプラント・オパールの増減の繰 り返 しがみられることから、旧河道内への度重な

る地層の堆積とそれに伴 う中州状の微高地の形成があったとみられる。また、そこでは全層を通じてイネが検出

されており、河道の埋積過程においてもこうした僅かな微高地の縁辺を利用して稲が栽培されていたようである。

C地点では、その西側に埋没した自然堤防状の微高地があり、そこでは河道底 とほぼ同時期の条痕文系土器が

出土している14)。
a帯にみられるヨシ属の高出現とネザサ節を始めとするタケ亜科の検出は、こうした近辺の微地

形とそこでの土地条件の状況を示しているとみられる。また、a帯の14a層 層準で僅かながらイネが検出され、発

掘調査では、同層の上面において、弥生前期中葉～後葉に位置づけられる水田址 (2号水田址)が発掘された。

なお、同層の14c年
代測定の結果は、2670± 80yB.P,(N5747)で ある。

水日はその後細砂～中砂層で埋積され、不安定な土地条件となる。さらに、上位のc帯層準になると検出総数と

量が増加して安定するが、こうした状況はA・ Bの両地点においても同様にみられる。なお、c帯ではウシクサ族

が一時的に増加することから、近辺にやや高燥な土地条件のあったことが推定されるが、これは東側に平安時代

の集落址をのせる微高地があり、その影響を少なからず受けたとみられる。

このように、C地点ではa帯 とb帯、b帯 とc帯においてそれぞれプラン ト・オパールの出現傾向に大きな違いが

あり、またそれは地層の堆積状況と対応することから、各層準に堆積時期の違いと環境の変化のあったことが伺

われる。

こうして、平安時代まで安定と不安定を繰 り返してきた土地条件は、その後A地点のg帯でみられるように一時

的な土砂の堆積を伴 う不安定な時期を経て安定してゆく。完新世段丘Ⅱ面の形成は古代末とされる
15)。

段丘化す

ることでやや高燥化するが、そこに水利潅漑システムが導入されるならば土地生産性は高くなる16)。

当遺跡では平安時代中期の住居址群をきって、現在の条里区画の方向に沿う形で水路と考えられる溝状遺構が

検出されている。つまり、それまで居住域であったところに、その後水路を通さなければならなかった環境の変

化ならびに人為的要因のあったことが考えられるのである。遺跡から検出された溝状遺構とA地点のh帯にみられ

るイネの急増は、このことを示しているのかもしれない17)

また、これまでの発掘調査で明らかになった遺跡教の変化をみると、段丘面上では平安時代に10を教えたもの

がその後 1遺跡に減少する18)。 これは、中世以降の人々の居住環境 と段丘面の開発という視点でとらえる必要が

あり、地形の変化が土地条件や土地利用、人々の居住環境の変化をもたらしているといえよう
19)。

2)水 田址の発掘とその時期

当遺跡では、A～ C地点のイネの検出状況に基づいて、遺存状態の良好なA地点の 4a層 とC地点の14a層 の上

面で水田址を発掘 した。前者は、定形の中区画の水田址で、平安時代の後半にあたると考えられる (1号水田址 )。
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他方後者は、前述したように地表面下約120cmか ら検出された不定形小区画の水田である。

2号水田址は、調査面積の制約を受け、東西約 8m、 南北約1l mの狭い範囲で確認された。西側の部分は9世

紀前半まで機能したと思われる溝状遺構 (2号溝状遺構)に よつて削剥されている。また、南北に走る溝状遺構

(4号溝状遺構)に よつても水田面は一部掘 り込まれているが、地層の切 り合い関係や出土土器の時期などを検

討したところ、4号溝状遺構と水田址との時間差はみられない。

水田址は、以前河道であった所が流路が変更したために水たまりとなり、そうした湿地を利用してつくられた

ものである。したがって、各水田の区画は狭い範囲のなかで地形にかなり制約を受けた形状となっている。調査

範囲内では 8面の水田址が確認されたが、形態はいずれも小区画の不定形をなす。

ところで、水田址の時期を決定する際に、いつ埋ったかが絶えず問題とされる。水田址を埋積 した地層が土器

を包含している場合、最も新しい土器の時期でその水田址の下限が決定される。その際、当時の土地条件が安定

し、水田として地表面であつた時期の長さに応じて、水田址の時期との間隙は大きくなる。

ところが実際は、この土器包含層が水田址の時期決定の際の重要な要素となっているのである。土器包含層の

場合、その編年をもつて地層の時期が決定されることが少なくないが、土器の時期と地層のそれとは必ずしも一

致しない。従来、こうした包含層を対象としてプラント・オパール分析がおこなわれ、水日の時期が決定されて

きた20)。

土器は遺構面に伴 う場合にその時期 (編年)の有効性を高めるが、水田は本来上器を残さないところであり、

それが時期決定を困難にする要因としてあげられる。水田に限らず、生産址の時期決定にはこうした難しい側面

を伴 う。

水田址の時期決定においては、水田層や水田面から出土した木器や大型植物遺体、水田土壌などの14c年
代測定

値、また水田層ならびにその上位と下位層中から出土した土器や靱痕土器の型式編年上の位置づけなどの情報が

集まり、さらにこうした諸条件の一致をみなければならない21)。

そこで、当遺跡では以下の点に留意して、 2号水田址の時期を決定した (第 16図 )。

1.水田層の下層より、浮線文系土器 (氷 I式第 3段階新相)22)を 主体とし、一部条痕文系土器 (樫王式～水神

平式古段階)が出土し、前者の一片に柳殻の圧痕が確認された。また水田址上面より条痕文系土器 (水神平式

イネの

プラントオパール

日 1

試
料
番
号

層
　
　
相

地

層

名

(ユ 1細密条痕に稲妻状沈線を施した甕

□ 単斜条痕をもち内面に靱穀圧痕をもつ変

(3)有亥1突帯をもち単斜条痕を施した広日■

イネのプラント・オパール

水口守

第16図 イネ資料の出土状況 (C地点)

2670■ 80yB P
(N5747)

2190± 80yB P

緩 欝苗遅
イネのプラント・オパール

-285-



期)が出土し、さらに水田面を掘 り込む4号溝状遺構内では水田層下層と同時期の土器が出土している。水田

層の上層と下層には、ともに前述の時期に比定される土器以外の土器群を全く含んでおらず、その他の土器と

は層位的な関係をもたない。このことから、層位と土器の編年との間に対応関係をみいだすことができる。

2.編年された時期に稲が存在したかを検討するために、土器胎土分析をおこなつた。対象とした試料は、水田

層の下層より出土した(1洋田密条痕に稲妻状沈線を施した氷 I式第 3段階 (弥生時代前期前葉)の甕と、(2)単斜

条痕をもち内面に靱殻圧痕をもつ寮 (同前葉)、 さらに水田址上面より出土し、(3)口 縁の下に有刻突帯をもち単

斜条痕を施した広口壷 (同後葉)の 3点である。その結果、 3試料全てからイネのプラント・オパールが検出

された。

3.水田層ならびに同層準の地層について14c年
代測定を依頼した結果、2670± 80yB,P。 (N5747)と 2190± 80yB.P.

(N-5748)の年代値が得られた。

以上の諸点から、水田址の時期は弥生時代前期中葉～後葉の間と考えられるが、編年された土器の下限をとっ

て、ここでは前期後葉に位置づけることにしたい。このうち、浮線文土器が系譜的に在地の土器群にたどれる23)

とするならば、水田が営まれた時期もしくはそれ以前に、この地に稲が存在 していたことになる。

このように、イネの情報は浮線文系土器群や条痕文系土器群とともにここ山梨に伝わつており、甲府盆地の一

部ではすでに弥生時代前期に水稲農耕を受容していたことが明らかになった24)。

同時期における東 日本のイネに関する資料は、けつして少なくない。岐阜、静岡、神奈川、埼玉、茨城を除く

各地で、柳痕土器や炭化米・柳 。稲藁、さらには土器胎土中のイネのプラント・オパールなどの検出例がすでに

報告されている
25)。 これに対し、前期の水田址に関する情報は、青森県の砂沢遺跡

26)と
当遺跡で得られているの

みである。このように、稲と稲作技術の波及に時間的なズレのあることがわかる。前述したように、水田址の時

期決定に問題を残すものの、同様の傾向はわが国の各地においてもみられることを筆者等は示唆した27)が
、こぅ

した稲作農耕文化を構成する諸要素の波及時期と各地での稲作農耕の開始の問題は、新たな視点にたって再考す

る時期にきているといえる。

Ⅵ。おわりに

当遺跡においては、A～ Cの 3地点において、プラント・オパール分析を実施し、土地条件と土地利用、稲作

の開始の問題を検討した。

各地点の分析結果は、微地形や地層の堆積状況に対応したプラント・オパールの出現傾向を示した。そして、

河道内では中州が形成されるとともに、それが埋積される過程において稲が栽培された。

稲作の開始当初は、こうした旧河道などの微凹地を利用して稲が栽培されていたとみられ、当時の生産域の多

くは完新世段丘Ⅱ面の埋没旧河道内に存在することが推定される。ここ藤井平においても、そうした遺構はその

後の削承1を受けることなく、埋没しているに違いない。

また、当遺跡における弥生前期の水田址の発掘は、東 日本の稲作の開始とその波及の時期などの問題を考える

うえで今後重要な位置づけがなされるであるうし、土器編年による時代区分と稲作農耕文化との関係を再検討す

る意味においても貴重な資料といえる。

山梨における稲作の開始と波及の時期については、数少ない資料から結論づけることはできないが、現在県内

の縄文時代晩期～弥生時代前期の土器の胎土分析を進めており、こうした成果を踏まえたうえで改めて検討する

ことイこしたい。

註)

1)高橋 学 本報告 第 5章 第 1節

2)空中写真にみられるやや白い トーンの部分が埋没微高地で、それを取 り巻くように細長く分布するやや暗い

トーンの部分が埋没旧河道にあたる。

- 286 -



3)山下孝司 (1989)『後田遺跡―県営圃場整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書―』韮崎市教育委員会・

峡北土地改良事務所

4)佐藤八郎・佐藤森三校訂 (1970)『大日本地誌大系45甲斐国志 第 2巻』雄山閣

5)a外山秀― (1988)「 中道遺跡から出土した縄文土器のプラント・オパール胎土分析」帝京大学山梨文化財研

究所報 第 6号

b設楽博己・外山秀―・山下孝司 (1989)「 山梨県中道遺跡出土の柳痕土器」考古学ジャーナル 第304号

6)平野 修・外山秀― (1990)「弥生前期の水田址―山梨県韮崎市宮ノ前遺跡一」帝京大学山梨文化財研究所報

第10号

7)帝京大学山梨文化財研究所 平野 修・櫛原功―・宮澤公雄の各氏のご教示による。

8)前掲 7)

9)前掲 5)

10)藤原宏志 (1976)「プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 教種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法―」

考古学と自然科学 9号

11)杉 山真二・藤原宏志 (1986)「機動細胞珪酸体の形態によるタケ亜科植物の同定―古環境推定の基礎資料とし

て一」考古学と自然科学 19号

12)杉山真二 (1987)「 タケ亜科植物の機動細胞珪酸体」富士竹類植物園報告 31号

13)藤原宏志 (1981)「 プラント・オパール分析法の基礎的研究 (4)一熊本地方における縄文土器胎土に含まれ

るプラント・オパールの検出」考古学と自然科学 14号

14)中 山誠二 本報告 第 5章 第 2節

15)高橋 学 (1990)「地形環境からみた条里遺構年代決定の問題点」条里制研究 第 6号

16)藤井平には藤井堰や穴山亀石堰と称する堰が開削されており、安定した土地条件と水利潅漑システムの整備

といつた稲作に適した条件がこの地には整つていたといえよう。

17)外山秀― (1990)「 プラント・オパール分析からみた歴史時代の土地条件―香川・林町遺跡 (仮称)、 山梨・

宮ノ前遺跡、滋賀・光相寺遺跡・吉地薬師堂遺跡を例に一」前掲15)

18)前掲 3)

19)前掲17)

20)従来のプラント・オパール分析と水田址の発掘、そしてその時期決定については、拙稿 (1991)に おいて、

それらの問題点を指摘し、今後の分析と水田址の発掘のあり方について模索した。

外山秀― (1991)「 プラント・オパール分析と水田址の発掘」帝京大学山梨文化財研究所報 第14号

21)外 山秀―・中山誠二 (1990)「 中部日本における稲作農耕の起源 とその波及 (序論)― プラント・オパール土

器胎土分析法による試み一」帝京大学山梨文化財研究所研究報告 第 3集

22)当 遺跡から出土した土器について、その後詳細な編年的位置づけがおこなわれた。その結果、氷 I式 (古段

階)の変は氷 I式第 3段階の新相と変更された。前掲14)

23)前掲14)

24)外 山秀― (1991)「 身洗沢遺跡の立地環境と稲作」山梨県立考古博物館・山梨県埋蔵文化財センター『研究紀
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プラント・オパール
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写真 2
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猿

46樹木起源刺状 47不明・プラン トオパール   48。 49不 明   50動 物珪酸体

55ウ シクサ族 56・ 57ク マザサ属型 58刺状細胞   59棒 状細胞角状

61樹木起源その他   62不 明 63・ 64火山ガラス (55～64土器胎土分析 )

(36・ 48・ 50・ 63 ×100、  受ζ,91L ×200)

写真 3  プラン ト・オパール、その他

一謬

一
６ ２

35棒状細胞丸状A型 36棒状細胞丸状B型   37棒 状細胞角状   38～ 44棒状細胞鋸歯状

45毛状細胞

51～54珪藻

60棒状細胞鋸歯状
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第4節

宮ノ前遺跡における縄文時代の遺構と遺物

本遺跡では奈良・平安時代の遺構のほかに縄文時代の遺構をいくつか検出した。本節ではその中から主な遺構・

遺物を取 り上げ、若千の考察を加えてまとめとする。

前期では諸磯b式期の浮線文系土器片があり、c式期から十二菩晃式期にかけて土器量の増加がみ られる。遺構

も393号住、5・ 6号土欺がある。塩川右岸の低平な藤井平地域が居住域 としてはじめて利用されている。この時

期は住居教そのものが少なく、甲府盆地では1989年段階の集成でわずか 4軒であった (櫛原 1989)。 最近藤井平

地域に位置する上本田遺跡でさらに 1軒の調査事例が報告されている (山 下 1992)。 住居址の平面形は円形が主

であり、柱穴は小規模なものが壁ぎわに数本めぐる例が多く、宮ノ前393号住、上本田 7号住 もそ うした特徴を示

している。炉は埋養炉が多い傾向があるが、宮ノ前・上本田ともにはつきりしていない。 6号土拡11・ 12は、口

縁が広 く開き口縁部が立ち上がる器形で、縄文地文上に半萩竹管文を粘土紐上に施文 した結節浮線文を多用 し、

胴部では縦方向に、口縁～頸部では横方向に数条巡 らす。また 1に は口縁部に粘土組の渦巻文が、 2に は頸部に

隆線上を連続指押 さえした指頭圧隆線が 1条存在する。小林謙一氏の分類 (小林 1986)に従 うならば、文様的

にはC2a群 (前期末Ⅲ期)であるが、器形的にはD群 (前期末 V期 )である。また遺構外の297図 8は トロフィー

形の波頂部片で、隆線上結節沈線をもち、Bl類 (前期末Ⅱ期)に相当する。宮ノ前遺跡に南接する北後田遺跡

ではB区 1号土拡から前期末の土器が出土 してお り、口縁部・顎部・胴部の 3文様帯が明確化 し、指頭圧隆線を

顎部に、半載竹管文による鋸歯文 。渦巻文・ レンズ状文を描いたもので、宮ノ前 6号土欺よりも後出的なD群 (前

期末V期)で ある。また上本田遺跡では三角印刻をもつ B2b類 (前期末Ⅳ期)が ある。このように藤井平地域が

前期末に居住域あるいは生活域として利用されたひ とつの理由として氾濫原の安定化が予想 される。また河川流

域に食料を求めて生活基盤を置いた可能性も高く、石器組成などを検討 してみる必要があろうが、本遺跡では良

好な資料に恵まれていない。

中期では421号住があり、炉周辺から中期末、曽利 V式期の土器が出土している。中期後半の状況に関しては第

2章第 2節で述べたとお り、中期後半でも曽利Ⅳ式期をピークとした住居数の増加が知 られている。421号住の土

器は、中期でも最終末の土器群である。住居の規模が不明確で土器の混在 も考えられるが、一応時期的にまとまっ

た資料 となっている。 1～ 8の うち、 1が縄文地文、 2,3。 7・ 8が連続ハの字状沈線文、 4・ 6が櫛歯状刺

突による連続ハの字状文である。連続ハの字状沈線文はやや疎で、長 くのびた形 となっている。文様モチーフは

日状区画をもつ 4の ほか、区画線が 2本の閉じた沈線に変化 した 2・ 3。 5が主体的で、また1は縦区画線をもた

ず、区画線の変形 と思われる J字文をもち、後期初頭 との並行関係 も予想 される土器である。中期末の区画文消

滅後、後期称名寺式期へ と移行する漸移的な段階と考えられる。 1～ 3は 口縁部の横位二重沈線がU字状に変化

してお り、特徴的である。曽利V式土器の変遷は、枠状区画がある段階、弧線文・縦区画線に変化 した段階、区

画文が消失 した段階の 3細分が可能である (櫛原 1989)が 、421号住の資料は曽利V式 Ⅱ段階に位置付けられる

もので、口縁部文様帯が弧線化 した土器群 としてⅡ段階の中でもより新 しい位置付けが可能であろう。

後期では394号住、408号住、417号住がある。394号住は称名寺式土器を埋設 したピットを炉 と考えて、それを

中心に配石の見られた範囲を住居 としたが、土器周辺に焼上がほとんどなく、称名寺式期の住居 として認定でき

るかどうか曖味である。土器は 2段の区画内に逆 」宇文を縦位に配列 し、沈線間に縄文を充填 したもので、器面

の粗いナデが頭著である。408号住は円形に浅 く掘 り窪め、壁に横長の礫を縁石 として部分的に連続 して並べたも

のである。炉は不明で、住居に近接 して存在 した埋変を住居出入 り口部に伴 う屋内埋甕 と判断した。この時期の

住居址は最近須玉町上ノ原遺跡で数多く検出し、縁石の外側に接 してピントが並ぶ住居形態が一般的であること

がわかつてお り、本住居址の場合、縁石外周付近での柱穴確認が不十分であったことが反省 される。住居址内出

土土器によれば堀之内 1式新期であるが埋養がやや古手の器形を示 してお り、住居址 と埋菱 との関連についても
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明確 とはいいがたい。堀之内式期に県内では出入 り田部埋甕を伴 うような住居はほとんど知 られてお らず、上ノ

原遺跡でも確認されていない。417号住は方形石囲炉 とその前方に位置する配石土拡を一体のものと考え、柄鏡形

住居 と判断 したものである。土拡中には完形土器が斜位に、住居側に傾いて検出された。このような出入 り口部

に配石を伴 う例に県内では境川村金山遺跡、一の沢西遺跡 2号住がある。土器は埋養以外は微隆起繰文土器で、

口縁部に一条の微隆起線を貼付 し、胴部には縦区画文、渦巻文のモチーフを沈線により描 くもの (3・ 5～ 8)、

微隆起線文で描 くもの (2・ 9。 10)が ある。 1の埋甕は口縁部に微隆起線文を一条巡 らせ、胴部には J字文を

上下に向かい合わせて配 している。縄文充填はなく、地文は無文のままという特異な土器である。器形および 」

字文の縦位配列は称名寺式的モチーフであ り、称名寺式の模倣形態 と思われる。

そのほか422号住は敷石住居で、412号住の竃調査時に確認されたものであるが、炉 と思われる石囲いの東側に

敷石を施 している。土器は皆無であり、時期は不明である。

遺構外土器には以上のほかに堀之内 2式、後期後半 (第 297図 17)、 晩期前半 (18～ 20)がある。晩期末以降で

は 2号溝状遺構を中心に豊富な土器が出土 してお り、本章第 2節、中山氏の考察を参照されたい。

遺物には打・磨製石斧、石皿、磨石、凹石、石棒、石冠、石剣、蜂ノ巣石、丸石、石鏃、耳飾 りな どがある。

石器の石材は打製石斧に粘板岩、石皿・磨石・凹石 。峰ノ巣石に安山岩が多く使用されている。粘板岩、安山岩

はともに塩川の河川敷や遺跡の立地する段丘面に無数に存在する礫である。凹石の中には通常よりも大きく深い

凹みを有するものがある (99～ 103)。 凹石は通常片手にもつことができる程度の大きさで、精円形で 2面の使用

面に凹みがみ られるのに対 し、大きな凹みを有するタイプは大型 。円形で凹みが直径 6～ 8 cm、 深 さ 1～ 1.5cm程

度もあり、凹みは片面のみが多い。 1点だけ住居内出土例があり、奈良・平安時代以降の所産であろ うと考えて

いる。類例は北後田遺跡 B区 32号住 (平安か)な どにあるが、住居址内検出例はまだ少なく、この種の石器に対

する関心も低い。想像が許 されるならば胡桃を割るための台石ではないだろうか。胡桃に関しては、平城宮大膳

職跡出土木簡に「(甲 斐国)山梨郡雑役胡桃子一古」と記された荷札があ り、甲斐国では雑役の中男作物 として貢

納 されたことがよく知 られている。身だけとしたのか、あるいは油にして運搬 したのか定かでないが、いずれに

しても堅い殻を割る必要性があり、こうした石器が使用 されたと考えたい。耳飾 り (第324図 1～ 3)は同形 。同

文で、おそ らく堀之内式期の所産とみ られる。中期後半以降後期前半代には耳飾 りがほとんどなく、安行 I式期

以降増加する傾向にあり、これ らの耳飾 りは後期以降の装飾性豊かな耳飾 りの初現的な資料 といえる。
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第 5節

宮ノ前遺跡における奈良 。平安時代の土器・陶器

ここでは宮ノ前遺跡の多種多様な土器・陶器類を概観 し、流れを見てゆきたい。手順 としてはまず土器・陶器

の種別ごとに器種分類する。次に時期設定の指標 となるイの変遷を追って段階・時期を設定する。そして住居資

料の中から良好な例を抜き出し器種構成を検討 して、個々の器種についても器形・法量や技術的な変化を探る。

最後に近年の研究成果をもとに各時期に年代観を与えてみようと思 う。

(1)器種の分類 (第 17・ 18図 )

土器・陶器類は、土師器、黒色土器、甲斐型黒色土器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、奈良三彩の 7種に分け

られる。黒色土器・甲斐型黒色土器も土師器ではあるが、黒色土器は内面にミガキ調整を加えたうえで黒色処理

したものであり、甲斐型黒色土器 も内面の暗文を多用するなど技術的な特徴がある。 したがって土師器 とは区別

して取 り扱 うこととする。なお同一器種でも器形が異なり用途の相違が予想 される場合には、アルファベ ッ トで

A・ B・ C… …・と付記 し、さらに調整技法が異なる場合、明らかな法量差が認められる場合にはローマ数字で I・

Ⅱ・Ⅲ………と付記 して分類する。

種  別 器  種 特 徴

土 師 器

坪 A

無高台のイで、「甲斐型14h」 とよばれる一群の郷を主体 とする。甲斐型郷 とは赤色粒子を含む

良質な胎土を示 し、内面暗文や体・底都外面の手持ちヘラ削 りを技術的な特徴 とするもので

ある。まれに回転ヘラ削 り調整されたものもある。1983年 に坂本美夫氏、末木健氏、堀内真

氏により3期 7小期の変遷案が提起 され (坂本ほか 1983)、 1992年の甲斐型土器研究グルー

プによる研究集会でもその変遷過程は大筋において支持されている (甲 斐型土器研 1992)。

邦 B 無高台、盤状の郵。器高が低く、底径が大きい。内外面にミガキを加えるものがある。

郵 C 無高台で、非ロクロ調整。内面にはハケメ状のナデ調整を行 う場合がある。

郷 D 小型で、底・体都無調整。ほとんど灯芯痕をもつことから、灯明具 として作 られたらしい。

高 台 イ
底部に削り出し、ないしは貼り付けによる高台をもち、体部外面下半、高台部側面を回転ヘ

ラ削り調整する。甲斐型郭と同じ胎上である。

高脚高台郭 末広の高い高台をもつ。椀類の高台がのびた形態である。

局 郷
脚部片のみで、全形は不明。脚部にはラッパ状に広がる円筒状のものと面取 りしたものがあ

るが、前者は須恵器かもしれない。

椀 邦に高台を付けた形態。

皿
無高台の皿で、口縁形態や内面の暗文など細部は甲斐型イ と同じ変化を示す。甲斐型郭 と同

じ胎土である。

耳 皿 無高台。灰釉耳皿の模倣 と思われる。出土量は少ない。

高脚高台皿 末広が りの高い高台をもつ皿。

蓋 A 須恵器蓋 と同じ形態で、甲斐型郷 と同じ胎上である。

蓋 B
皿状の蓋で、削 り出しによる環状つまみをもつ。日縁端部は蓋と同様に小さな立ち下がりが

ある。ここでは一応蓋 としたが、皿の可能性 もある。

甕 A

口縁部が短 く屈曲した長胴甕で、内面横ハケメ、外面縦ハケメ調整を行い、内面には指頭痕が

残る。「甲斐型寮」とよばれている一群の甕を主体 とし、金色雲母を多く含んだ胎土に特徴が

ある。底部には木葉痕をもつことが多い。「甲斐型寮」は、保坂康夫氏により口縁形態が薄 口

縁型―厚口縁型一末広口縁型へと変化することが指摘されている (保坂 1989)。

甕 B
内外面ナデ調整を行 う。口縁部は緩やかに外反する。非 ロクロ整形のため、歪みがある。ハ

ケメ調整風のナデも存在する。

奎 C I ロクロ調整のままの長胴甕。破片では寮 CⅡ との区別が難 しい。

甕  C Ⅱ
ロクロ調整を行い、外面中央付近に軽 く外面タタキ調整を加える。内面には対応する当て具

痕は見られない。

甕 C Ⅲ ロクロ調整を行い、さらに外面ナデ調整を加える。
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種  別 器  種 特 徴

土 師 器

密 C Ⅳ
ロクロ調整を行い、さらにハケメ調整を加える。内面にハケメ調整を施す場合、縦方向に行つ

ていることが多い。ナデやハケメ調整を併用することもある。

甕 C V カキメ (註 1)状 を呈すロクロ調整を行 う。

甕 D 外面にヘラケズ リ調整を行い、器壁を薄 くしている。いわゆる武蔵型寮。

小 型 甕 A 内外面にハケメ調整を施 し、甕Aと 同一技法である。大・中・小 3種類に分けられる。

小 型 甕 B 甕 Bと 同一技法で、内外面ナデ調整を行 う。

卜型 養 C ロクロ調整で、外面をナデもしくはヘラ削り調整するものがある。

小 型 甕 D ロクロ調整により外面にカキメをもつ。

小 型 密 E 口縁部が短 く直立 し、口が大きく開く。

球 胴 甕 A 球胴で小さな底部をもち、口縁部は短 く直立する。内外面はハケメ調整後、ナデ調整を加える。

球 胴 甕 B 小型で底部は丸底。外面はナデ。 1例のみ。

羽 釜 A 口縁都下に鍔をもつ。甕Aと 同じく内外面ヘラケズ リ調整を行 う。

羽 釜 B 2条の鍔状の凸帯をもつ。 1例のみであり類例 もなく、甑の可能性 もある。

甑 底部付近の破片資料しかなく、全体像は不明。長胴甕に似た形態で、底部はそつくり抜けている。

鉢 A I 口径が大きく開いた平底の鉢で、甕と同じく短い口縁部がある。内外面の調整、胎土は甲斐型甕と

同じ。口縁部形態の変化についても甲斐型甕と同じであるとの指摘がある (保坂和 1992)。

鉢 A コ 鉢AIを小型化 したもの。調整技法などもほぼ同じである。

鉢 B
平底で月同部は丸く張 り、口縁部は緩やかに開きやや長 くのびる。胎土は甲斐型郷 と同じで内

面に暗文を施す例がある。

鉢 C
平底で、底部がやや大きく箱状を呈し、口縁部が短 く屈折する。胎土は甲斐型郭と同じで調

整、内面の暗文も同じように施す例がある。

鉢 D 広口で、器体部の傾きも大きく、口縁部の屈折は緩やかである。

卜型 壷 A 薬壷状を呈 し、丸い体部から口縁部が短 く立ち上がる例、立ち上がりがほとんどない例がある。

小 型 壺 B 平底で筒状を呈し、蓋受け状の短い立ち上が りがある。 1例 のみである。

竃 形 土 器
円筒状の体部を%ほ ど開口し炊き口を設け、その周囲に日状の庇を貼 り付けている。体部側

面には円形の孔を開けている。胎土は甲斐型甕と同一である。「置き寵」とも呼称されている。

円 筒 土 器
全形のわかる資料はないが、円筒形で片方の端部が丸瓦のように玉縁状をなしている。おそ らくソ

ケットのようにつなぐための構造であろう。体部にタタキ調整を行 う例がある。

手捏ね土器 臼状、外状、椀状がある。内外面荒いナデ調整が行われ、指頭痕を残す例がある。

黒 色土器

郭

平底で、内面にはナデ・ミガキ調整を行った後、黒色処理が行われている。外面のナデ調整

も甲斐型郷にくらべて顕著である。少数ながら内外面に黒色処理を施 した例もある。胎土は

甲斐型郵 と大きく異なる。

高脚高台郭 郭底部に長い高台をつけたもので、 1例 のみ。

皿 無高台で、内面に黒色処理を施す。類例は少ない

高 台 皿 貼 り付け高台をもち、内面に黒色処理を施す。

椀 貼 り付け高台をもち、内面に黒色処理を施す。

鉢 無高台の大型の鉢で、内面に黒色処理を施 し、片 口をもつことがある。

甲 斐 型

黒色土器

郷
土師器邦A(甲 斐型年)と器形・外面調整技法・胎土は同じであるが、内面に放射状暗文とらせ

ん状暗文を併用したり、ミガキ調整を行い、黒色処理を行つている。内外面黒色処理した例もある。

高 台 イ 土師器高台年を内面黒色処理 した例である。

須 恵 器

イ

無高台で、ロクロ調整が行われている。底部は回転ヘラ切 り、回転糸切によって切 り離 し、

手持ちヘラ削り調整する場合、しない場合などがあ り、底部調整の違いを変遷の指標 とした

分析が行われている。

角 不 無高台郭で、体部下半に一対の角状突起をもつ。

高 台 邦 A 高台のある身深の郵。蓋Aと 組み合 う。

高 台 邦 B 高台のある身浅のイ。蓋Aと 組み合 う。
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准三  月噂 器  種 特 徴

須 恵 器

高 台 郷 C 体部が湾曲し、稜をもつ。

高 台 郷 D 小さなコップ状で、高台をもつ。出土量は少ない

高 台 イ E 丸味をもつた底部で、高台よりも底がでる。全形は不明で、蓋の可能性もある。

高 台 皿 高台を持つ皿。出土量は少ない。

蓋 A
高台郷に伴 う年蓋。弓な りにはらんだ天丼部中央に宝珠ない しは円盤状のつまみをもつ。端

部には短い立ち下が りがある。天丼部上半には回転ヘラ削 り調整が行われる。

蓋 B 短頸壷の蓋。端部の立ち下が りが長 く、天丼部は平坦である。宝珠状のつまみをもつ。

一局 不
蓋Aを逆にしたものに高脚を付けた形態を示す。口縁端部は短 く直立する。脚部は末広で、

窓などの装飾はない。

長 頸 壷 A 高台をもち、体部は球月同でラッパ状の長い頸部がつく。口縁都には面をもつ。把手をもつも

のがある。

長 頸 壷 B 全形は不明であるが、屈曲した肩部を示 し、頸部はランパ状である。 1例のみ。

長 頸 壷 C
平城宮分類でい う「壷 G」 。本遺跡では破片資料のみ。無高台で、屈曲した肩部をもつ細身の

体部にラッパ状の頸部がつ くと思われる。伊豆方面で窯跡が見つかつているので、搬入品で

あろうと思われる。畿内では長岡京期を中心に発見例が多く、年代を知る手がかりとなる。

短 頸 壷 A 球胴で高台をもち、短 く直立した立ち上がりをもつ。蓋 Bと 組み合 うと思われる。

短 頸 壷 B 無高台で、短 く直立 した立ち上がりをもつ。出土量は少ない。

短 頸 壺 C 小型で薬壷状を呈す。出土量は少ない。

凸 帯 壺

いわゆる凸帯付四 (二)耳壷。無高台で、丸い肩部に断面三角形の凸帯を 1条巡らし、 2～
4個 の耳を貼付 している。耳には上方からの束1突 があることが多い。頸部はラッパ状で、口

縁部に面をもつ。外面にはタタキ調整が行われる。長野県に多く、山梨県内でも北巨摩地方

に多いほか、盆地中央部でも小破片が散見されている。

変
底部は平底または丸底。丸味のある胴部にハの字状に開いた日縁部をもつ。外面は叩き、内

面はナデが多い。ノト型～大型がある。

鉢 A
広口で大型。肩部は緩やかに内湾 し、口頸部は短 く外反する。体部外面にタタキ調整を行 う

ものがある。底部はおそらく平底。

鉢 B 広口で小型。 ロクロ調整が行われる。

鉢 C 広口で小型。口縁は直立ぎみである。

鉢 D 鉄鉢状を示 し、キャリパー状に内湾する。体部下半は回転ヘラ削 り調整が行われる。

横 瓶 楕円球胴に短い口頸部がつく。体部はタタキ調整。出土量は少ない

円 面 硯 3点ほど見つかつている。縁をもつ円面部から末広の高脚をもち、脚部には長方形の窓がある。

灰釉陶器

椀
高台には角高台、三 日月高台、三角高台が、また釉掛け方法には刷毛塗り、漬け掛けがあり、美

濃編年のK14・ K90。 053・ H72号各窯式及び同段階の搬入品である。

皿 高台は抗 と同じである。

段 皿 皿の中央に段がある。

耳 皿 無高台。

鉢 無高台で、杭よりも口径が大きい。

長 頸 壷 須恵器長頸壷Aと 同形。

短 頸 壷 須恵器短頸壷Aと 同形 と思われる。

蓋 短頸壺の蓋。径が小さく、天丼部は平 らで回縁端部には立ち下が りがある。

瓶 無高台で、体部は丸 く口頸部は細い

緑釉陶器

椀
口縁部を 4ヵ 所ほど内側に押さえた輪花椀がある。また体部内面に沈線で花弁を描いた陰刻

花文もみられる。

皿 高台あり。

耳 皿 無高台。

奈良三彩 蓋 小壷の蓋で外面に白・黄・緑の 3色 による塗 り分けが行われている。 1例 のみ。
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(2)土師器杯の変遷

①土師器不 Aの変遷 (第19図 )

土師器邦 Aの中で主体 となる、いわゆる甲斐型不については、坂本氏 らにより口縁部形態、器体部整形、暗文、

底都整形の分析に基づ く時期設定が示され (坂本ほか 1983)、 その後山下孝司氏が整理 している (山 下 1986)。

山下氏は甲斐型年の変遷について、まず底径 と口径の法量変化か ら8期の段階を設定 した。そして整形・調整技

法変化 と各段階の対応を検討 した うえで、 I・ Π期に成立した甲斐型不の特徴ある技術要素がその後消失 してい

く状況を追い、結果的には坂本氏の成果に合致することを確認 している。

ここでは従来の研究成果を踏まえ、住居址出土資料の中か ら良好な資料を抜き出して形態 。技法・法量などか

ら画期を見い出し、段階設定について検討 した結果、甲斐型邦の 8段階の変遷を想定 した。また手持ちヘラ削 り

を行わない甲斐型郷以降の郭類についても取 り上げ、 2段階を設定 し、全体で土師器不 Aの 10段階細分 とした。

官ノ前遺跡の土師器は甲斐型イが中心をなすので、甲斐型 t4h‐ の変遷が決まると甲斐型イ以前 と以後、 とい う視点

に立って土器群の全体的な流れを把握することができる。

[土師器不A l段 階]

器壁が全体に厚 く、重量感がある。大型で箱状を呈 し、日径 15cm、 底径 9～ 10cm、 高さ6 cmほ どである。底部

は静止ない し回転糸切 り、手持ちヘラ削 り後にヘラミガキを行 う。内面 。見込み部には細密な放射状暗文を丹念

に施す。

235号住 :3は口径 14.6cm、 底径9,7cm、 高さ5.9cm。 底部は静止糸切 り後、外周から体部下半にかけて手持ちヘ

ラ削りし、九 く仕上げている。暗文は細密。外面のヘラミガキははつきりしない。

[土師器不 A 2段 階 ]

底部は約 8～ 9∽ と大きく、静止ないしは回転糸切 り、手持ちヘラ削 り後にヘラミガキを施す。体部外面は底

部に近いところを手持ち横ヘラ削 りし、その上から波状ない しは横ヘラミガキをおこな う。内面・見込み部には

放射状暗文を施す。暗文は細密で、暗文端部が花弁状にならないものが多い。 口縁部は直立し、尖る。 口径は約

13～ 14cm、 高さは5cm前後であるが、小型例 もある。

172号住 :1は内面 。見込み部 ともに細密な放射状暗文を施 し、体部外面に不鮮明ながら波状のミガキを施 して

いるようである。底部は静止 ?糸切 り後手持ちヘラ削 りを行い、全面ヘラミガキをする。口径 13.2cm、 底径 8,2cm、

高さ5.6cm。

260号住 :1は口径 12.4cm、 底径 8 cm、 高さ 5 cm。 暗文は細密。外面のヘラケズ リは横方向で、はっきりしない。

ヘラミガキもよくみえない。

325号住 :1は 口径 14,4cm、 底径 8 cm、 高さ5,5cm。 体部外面にかすかなヘラミガキ、底部近 くには横ヘラ削 り、

内面には細密暗文がみ られる。

370号住 :1は内面・見込み部 ともにかすかな放射状暗文があ り、体部外面には不鮮明であるがヘラミガキを施

す。底部は回転糸切 り後手持ちヘラ削りをするが、ヘラミガキについてはよくわからない。口径12.7cm、 底径 8.2cm、

高さ4 8cm。

372号住 :1は内面には細密暗文、見込み部ははっきりしない。底部にはかすかにヘラミガキ。口径 14cm、 底径

9。 1釦 、高さ5.lcm。

383号住 :1は底径 8 cmで、底部のヘラミガキはかすかにあるようだ。暗文は細密。体部・見込み部境にはヘラ

ミガキ調整を行 う。

412号住 :2は底部を回転ヘラ削 り後ヘラミガキ、内面 。見込み部に幅広の暗文を施す。体部外面はよくわか ら

ない。口径 13cm、 底径 9 cm、 高さ 4 cln。

[土師器杯A 3段 階]

底部のヘラミガキがほとんどなくな り、体部のヘラミガキはかすかに残る程度。下半には斜め手持ちヘ ラ削 り

が行なわれる。暗文は前段階同様、内面・見込み部に施 されるが、暗文間の隙間が広が り、端部は花弁状にな り
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つつある。底径 7～ 8 cm、 口径12～ 13cmと 縮小化する。高さは 5 cm前後である。

199号住 :1は 口径12.2cm、 底径7.5cm、 高さ4.5cm。 底部ヘラミガキはなく、体部ヘラミガキもかすかである。

暗文は疎。2は底径7.4cmで見込み部に細密暗文を施 し、底部にはヘラミガキがかすかにみられ、1段階の特徴が

ある。

313号住 :1は底部回転糸切 り後、手持ちヘラ削 り。体部外面にかすかな横ヘラミガキ。口径 12.4cm、 底径7.4cm、

高さ5 1cm。 2は体・底部 ともにヘラミガキがない。口径13釦、底径8cm、 高さ5cm。 3は体部外面にかすかな横ヘ

ラミガキがある。口径 13cm、 底径 8 cm、 高さ 5 cm。

[土師器杯A 4段 階]

口径・底径の縮小化が進み、口径約 1lcm、 底径約6cm、 高さ4 cm前 後 となる。体部のヘラミガキはなくなる。暗

文は内面 。見込み部に施 される。体部の暗文は一筆描き的な花弁状である。

93号住 :1は 口径11.lcm、 底径6.3cln、 高さ4.3cmで 、暗文は体部内面だけである。

138号住 :1は 口径10.5cm、 底径6.lcm、 高さ4.8cm。 2は 口径 1lcm、 底径6.8師、高さ3,9cm。

159号住 :1は 口径11.6cm、 底径 7 cm、 高さ3.8cm、 2は 口径1lcm、 底径6.2cm、 高さ4.5cm、 3は 口径 11.2cnl、

底径6cm、 高さ4.lcmで 、それぞれ内面 。見込み部に暗文を施す。

248号住 :1は 口径9.8cm、 底径 7clla、 高さ4.4cm、 2は口径 10.8cm、 底径6.2cm、 高さ4.4cm。

[土師器不A 5段 階]

前段階までは底部から器壁が直立気味に立ち上がる箱状であつたが、この段階以降は器壁が斜めにのびて開く

器形 とな り、器体部の外傾が顕著になる。口径は1lcm前後 と前段陪 と変わらないが底径は 5 cm前後 となり、底径

が口径の%程度 と縮小化が著 しい。高さは 4 cm前 後である。見込み部の暗文は消滅する。内面の暗文は存続する

が、同時にまったく暗文をもたない例が共伴する。

13号住 :1は 口径 11.2cm、 底径5.3cm、 高さ4.2cm。 2は 口径11 4cm、 底径 5.6cm、 高さ4.5cm。 3は 口径 14cm、

底径 7 cm、 高さ5.4cmで 、口径・底径 ともに大きい。体部外面には 2と 同一墨書文字があり、使用時期は同じと思

われる。

21号住 :7点 図示 している。口径は10～12cmで 、1lcm台 が 5例ある。底径は4.4～6cmで 、5 cm台 が 4例である。

高さは3.7～4.4cmで 、 4 cm付 近に集中する。暗文のない郭が 2点ある。

111号住 :7点図示 しているが、口径は10.4～ 11.lcmで 1lcmが 4点 ある。底径は4.8～ 6釦で 5 cm付近が多く、

高さは3.8～4.7cmで 4cm台 前半が多い。内面に暗文を施さないィが 2点ある。

130号住 :5点図示。口径10.6～ 12.8cmで 10cnl後半台が 4例、底径4.8～ 5.6cmで 5 cmが 3例、高さ3.9～ 4.6cmで

4 cm台 が 4例である。暗文のない不が 2例ある。

207号住 :4点図示 した。 日径11～ 11.6cm、 底径4.2～ 5。 8cm、 高さ4.1～ 4.3cmで 、暗文のない不が 1例 ある。

261号住 :4点図示。日径は10～ 11.6cm、 底径は4.6～ 6 cm、 高さは3.3～ 4.3cmで 、 3 cm台 が 3例である。暗文

のない郭が 1点 ある。

293号住 :郭 Aは 31点 図化 しているが、日径は10～12.4cmで 1lcm付近が多い。底径3.9～ 6.3cmで 5 cm付近が多い。

また高さ3.4～4.8帥で 4 cm前 後が多い。体部内面に暗文をもつものが17点 、もたないものが12点で、同一器種で

ありながら暗文を施 さない郷 も多く存在する。

302号住 :4点図示。口径10.2～ 11.2clllで 1lcm台 が 3例、底径は4.2～ 5 cm、 高さは 4～ 5.3cmで 4 cm台前半が 3

例である。暗文のない不が 1点 ある。

[土師器郭A 6段 階]

さらに底部が縮小 し口径の%以下とな り、底径 4 cm前後が多い。器体部の傾きは一層大きくなる。内面に暗文

を施す。外面 。内面見込み部にロクロナデ調整痕が残る場合が多い。

70号住 :8点図示。口径10.4～ 12.6cmで12釦台が 3例、底径は4.2～ 5.6cmで 5 cm台 が 4例、高さは3.7～ 4.8cm

で 4 cm台前半が 4例ある。暗文のない邦が 1点 あり、斜めヘラ削 りが施 されていない。在地的な邦であろう。
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110号住 :8点 図示。口径10.2～ 11.2cmで 10cm台 が 5例、底径は4～5 6cmで 4 cm台 が 4例、高さは3.7～ 4 5cmで

3.7～4.2cmが 7例ある。暗文のない邦が 1点 あるが、器壁の厚さや器形が本来の甲斐型郭ではない。

292号住 :6点図示。口径11.6～ 13.lcmで 1lcm後 半台が 3例、13cm台 が 2例 ある。底径は 4～ 5 cmで 4 cmが 3例

ある。高さは4.3～ 5 cmですべて4.3～4.4cmが 5例である。暗文のない郭が 1点ある。

315号住 :7点図示。日径11～ 12.8cmで 1lcm台 が 3例、底径は4.8～ 5,8cm、 高さは 4～ 4.5cmで すべて 4 cnl台前

半である。暗文のない郭が 2点 ある。

[上師器郷A 7段 階]

内面暗文が消滅する。口唇部がわずかに外反 し玉縁化するものが主体的である。法量は口径11～ 12cm、 13～ 14cm、

16～ 17cmの 3種があり、器種が分化する。底部は回転糸切 り後、手持ちヘラ削 りをする。

4号住 :5点 図示。日径114～ 13cm、 底径は3.7～ 4.6cm、 高さは4.1～ 4.4cm。

32号住 i3点 図示。口径12～16cmで 、口径 12c14、 14cm、 16cmが各 1例づつある。底径は 5～ 7 cm、 高さは4.1～

5,7cmで 、口径が大きいほど各部位の数値 も少 しづつ大きい。日径16cmの ものは底部回転糸切 り未調整で、体部外

面の調整も行っていない。

68号住 :6点 図示。日径12～17cmで 、12cmが 3例、14cmが 1例 、17cmが 1点 であ り、 3種の法量による器種分

化がある。底径は 4～ 5 cm、 高さは4.1～ 5.3clllで 、口径12cmは高さ 4 cm台 、14cmは高さ 5 cm台 である。

153号住 :16点図示。口径11～ 17cmで 、1lcm台 が 7点 、12cm台 が 5点、13～ 14cm台が 2点、17cnlが 1点 である。

このうち口径12cm、 14cm、 17cmの 各 1例に内面暗文がある。底径は3.8～ 4.8cmで、底径4.5cm以 下が11例 を教える。

高さは3.6～ 5.2cmで 、 3 cm後 半台が 4例、 4 cm台 が 9例、 5 cm台 が 1例 である。

243号住 !8点 図示◇口径11.6～ 14cmで、13～ 14cmは 2例。底径は 4～ 5.6釦 で 4 cnI台 が 7例ある。高さは3.7～

5.4cmで 、4.5cm以 下が 6例である。

250号住 :5点 図示。口径11～ 16.5cmで 11～ 12cm台 が 4例、底径は4.4～ 6 cm、 高 さは3.9～ 5.lcmで 口径11～ 12cm

のものは高さ4.3cm以 下である。

[土師器杯A 8段 階]

口縁が隆玉縁化する。口径が12cm前 後、14cm前後、17cm前後の 3種に分化 している。体部下半・底部には手持

ちヘラ削 りが施 される。

227号住 :21点図示。口径11.2～ 18釦で11～12cm台 が10例 、13～14cm台 が 7例、17～ 18cm台 が 3例である。底径

は3.2～6.5cmで 、口径11～12cm台 は 4帥前半台が多く、口径13～14cm台 は 5 cm台 が、口径17～18cm台 は 6 cm台 が

多い。高さは3.7～6.4cmで 、口径11～ 14帥台は 4 cm台 が多く、日径17～18cm台 は 6 cm台 が多い。

233号住 :7点図示。口径12～ 17.2cmで、12cm台 は 6例、17cm台 は 1例 。底径は4.2～ 7.4cm。 高さは3.8～ 6.2cm

で口径12cm台 は3.8～ 4.2cm、 17cm台 は6.2cmで ある。口径12cm台 のものは全体に口縁部の反 りが大きい。

240号住 :8点 図示。日径11.6～ 16.4cmで、11～12cm台 は 6例、14cm台 、16cm台 は各 1例。底径は3.2～ 5.6cmで 、

口径11～12cm台 の底部は3.2～ 5 cm、 口径14cm台 は6.2cm、 16cm台 は5.6cmである。高 さは3.7～ 5.4cmで 口径11～14cm

台高さは 4 cm台 が多く、口径16cm台 は5.8cmである。

[上師器杯A 9段 階]

原則的には体部・底部の手持ちヘラ削 り調整がなくなり、未調整 となる。日縁部は隆玉縁のものが減 り、玉縁

的なものが多い。この段階以降を甲斐型邦 と区別するのが通常である。 しかし手持ちヘラ削 り以外の技法は甲斐

型邦 と同様で、技術的な系譜を甲斐型郵に求めることができる。

11号住 :器壁、底部は前段階同様に薄い。図示 したのは 7′点で、この中に底部 と底部外周～体部下部を手持ち

ヘラ削 りするものが 2点ある。それ らの手持ちヘラ削りは横方向で、体部にはほとんど及ばず、 8。 9段階の中

間的な資料であるが、確実に体・底部の未調整化へ向かいつつあるのでこの段階に含めておく。ほかに第 8段階

の邦を 1点含んでいる。口径116～ 15.8釦 で11～12cm台 が 4例、13～ 15cm台 は 3例。8段階の邦 も15cm台 である。

底径は 6～ 7.6cmで 、前段階までと比べ、手持ちヘラ削りを行わない分だけ径が大きくなったとも思われる。高さ
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は 3～ 5 cmで 、 3 cm代 が 4例 と器高の低いものが多い。

23号住 :9点 の不が図示 してあるが、うち 6点は 8段階の資料である。本段階の邦は 3点で、日径11.5～ 14.4cm。

1lcm台 2例、14cm台 1例 であり、器種分化が認められる。底径は4.5～ 5.7cm。 高さは 4～ 5 cm。 口縁部に前段階

の隆玉縁の名残がある。ほかの 8段階の郭はすべて口径が13～ 14cmで ある。

218号住 :2点 (1。 2)図示 している。 1は 口径 12cm、 底径5.5cm、 高さ3.7cm。 2は 回径 18clnの 第 8段階の杯

である。

338号住 :3点 (1・ 2・ 3)図示。口径13～ 14cnl、 底径 5～ 6 cm、 高さ4.1～4.5c14で 、全体に大きい。 1は体

部下部・底部を手持ちヘラ削 りする。 3は底部が厚 く台状を呈 しつつあ り、次の段階への過渡的な様相がある。

おそらく技法的にはロクロ水挽きによる成形であろう。

[土師器坪 A 10段階]

器高が低い皿状 となる。底部、器壁は厚 く、ロクロ水挽きによつて粘土塊か ら連続的に作 り上げてお り、器壁

は底部から口縁部へかけて公々に厚みを減 じている。この段階になると資料点数が少なくな り、法量分化ははつ

きりしない。

80号住 :2は 口径 12.6cm、 底径5.2cm、 高さ3.9cm。 底部は回転糸切 り後、ナデを行 う。 3は 口径13.5cm、 底径

5.8cm、 高さ4.6cm。 底部は回転糸切 り未調整である。

106号住 :2は 口径 15.6cm、 底径 7.2cm、 高さ3.9cm。 底部はナデを行 う。

②土師器坪Bの変遷

甲斐型郭出現以前に位置付けられる、いわゆる盤状の郭を主とする土師器については、まず1983年 に坂本美夫

氏らによる奈良時代の土器編年で4細分の試案が提示された (坂本ほか 1983)。 それは次のようなものであつた。

I期 :体部下半に稜の痕跡があり、以下を手持ちヘラ削りする。共伴する須恵器杯は底部全面を回転ヘラ削り

する。 8世紀第 1四半期。

コ期 :底部端に丸味を持つ大きな平底を呈する盤状のもの。体部下半から底部にかけて小刻みなヘラ削り。ヘ

ラミガキや暗文をもつものも少数あり。内外面に入念なヘラミガキのなされた器高の深い邦あり。 8世紀第 2四

半期。

Ⅲ期 :盤状で、底部端が角ばつて口縁部へ至る。底部は静上又は回転糸切 り後、周辺、あるいは全面ヘラ削り

する。ヘラミガキ、暗文もあり。 8世紀第 3四半期。

Ⅳ期 :径が縮小し、身は深くなる。内面に横位のヘラミガキ。須恵器邦は回転糸切 り後周辺をヘラ削りする。

8世紀第 4四半期。

その後山下孝司氏が底部調整に着 目して坂本編年の検討を行つている (山 下 1989)。 これらの研究は底部調整

(整形)の観察にもとずくものであるが、年代観を含め再考の余地があると思われる。ここでは郵内外面の暗文

状ヘラミガキ調整が甲斐型邦出現に結び付く技術であろうと考え、暗文状ヘラミガキの有無で邦Bを検討し、 2

段階細分を行った。宮ノ前遺跡には不Bの資料は多いとは言えず、やや大雑把な細分である点は否めない。

[土師器不B l段階]

底部は主に回転ヘラ切 りによる切 り離し後、手持ちヘラ削り、回転ヘラ削りを行 う。体部は直線的に大きく傾

き、口縁部は広がる。体部外面はナデ調整によって平滑で、ロクロナデ痕はない。内外面に横 ミガキ調整を行 う

ものがある。日唇部は尖る。

170号住 :盤状の郭は6点図示している (1～ 5。 7)。 1は 口径1lcm、 底径6.9cm、 高さ3.5cm。 底部は手持ちヘ

ラ削り?後、ナデ。体部外面～底部周縁にかけてはナデを行い、角部は丸い。内面は横 ミガキ。 2は 口径13cm、

底径9.4cm、 高さ2.7cm。 底部は回転ヘラ削り。体部内外面にミガキ調整はない。 3は 日径17.8cm、 底径 8硼、高

さ3.5m。 体部下半に稜があり、底部と底部周辺は手持ちヘラ削りが行われる。4は 口径19帥、底径10.9cm、 高さ

4.8cm。 底部は回転ヘラ切 り後に手持ちヘラ削りを行っているようだ。また底部周縁の角部は少しだけヘラ削りさ

れる。内面は丹念な横 ミガキ。外面にも横 ミガキがある。5は底径9釦。内外面にミガキはない。7は底径9.6cm。
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回転ヘラ削 りが認められる。

[上師器不 B 2段 階]

1段階 と器形は同様であるが、底部は静上糸切 り後、手持ちヘラ削 りが多く、内外面・見込み部に暗文状のヘ

ラミガキを施す。そのほかに、口径が大きく底部の厚い、重量感のある郭があ り、器形的・技法的に必A第 1段

階 との共通点が多い。

126号住 :1は 口径 17.7cm、 底径 9.8cm、 高さ5,3cm。 底部から周辺部にかけて手持ちヘラ削 りを行い、角部は丸

味をもつ。体部外面はナデの後、縦方向の暗文。内面には不鮮明な暗文状の横ヘラミガキ、見込み部には暗文状

の放射状ヘラミガキがある。

141号住 :7点図示。口径13.8～ 15cm、 底径は7.6～ 10cm、 高さは2.9～ 3.5cmで 同じような器形を示 している。

底部から体部にかけて丸 く、内外面に横方向の暗文を施 し、見込み部に放射状のヘラミガキを施す例が多い。 1

は日径14cm、 底径7.6cm、 高さ3 3cmで、底部は静止糸切 り後、周辺～体部下半を手持ちヘラ削 りする。内外面か

すかな横ヘラミガキ、見込み部は放射状ヘラミガキ。 2は 口径 13.8cm、 底径9.6cm、 高さ3.2cm。 底部は静止糸切

り後、周辺～体部下半をヘラ削 りする。内外面・見込み部にかすかなヘラミガキがある。 3は 口径14.6cm、 底径

10.6cal、 高さ3.2cm.体部内面 。見込み部に暗文状ヘラミガキがあるが、外面にはない。底部は手持ちヘラ削 り。

4は 口径14,9cm、 底径1lcm、 高さ3.5cm。 内外面・見込み部にかすかなヘラミガキ。底部は手持ちヘラ削り。 5は

口径 15cm、 底径10cm、 高さ2.9cm。 底部は手持ちヘラ削 り。内外面 。見込み部に暗文状ヘラミガキがある。 7は底

径10,2cmで 、底部は手持ちヘラ削 りで、内外面 ともにミガキはない。

235号住 :1・ 2は邦 B、 3は郭Al段階である。 1は 口径11.8m、 底径 7.4cm、 高さ2.8cm。 底部は手持ちヘラ

削 り。 2は 口径 14cm、 底径 10.2cm、 高さ 4 cm。 底部は手持ちヘラ削 り。 3は 口径14.6銅 、底径9,7cm、 高さ5,9cm。

底部は静上糸切 り後、周縁部を手持ちヘラ削 り。内面には細密暗文。

252号住 :1は 口径 14.9cm、 底径7.5銅 、高さ 5 cm。 底部から周辺部にかけてヘラ削 りおよびナデを行い、丸 く

滑らかである。体部外面はナデの後、縦方向の暗文。内面には放射状暗文。見込み部は不明である。底部は厚い。

328号住 :1は 口径H.9cm、 底径 7 cm、 高さ3.5cm。 内面放射状暗文、外面横方向の暗文。

358号住 :4点図示。1は 口径13.2cm、 底径8.8cm、 高さ3.lcm。 静上糸切 り後、手持ちヘラ削 り。2は 口径 17.4cm、

底径 10cm、 高さ4.8帥。内外面に不鮮明な横ヘラミガキ、見込み部に放射状ヘラミガキ。底部～周辺部を手持ちヘ

ラ削りする。 3は底径 10cm。 底部・体部外面にナデ。見込み部は放射状ヘラミガキ。 4は底径 8 cm。 底部は手持

ちヘラ削 り。内外面にヘラミガキはない。

387号住 :1は 口径 16.lcm、 底径 10.7cln、 高さ5.lcm。 底部から周辺部にかけて手持ちヘラ削 り・ナデを行い、

角部には丸味をもつ。体部外面はナデの後、縦方向の暗文。内面にはかすかな横ヘラミガキ、見込み部には暗文

状の放射状ヘラミガキを施す。底部は厚 く重量感がある。

③宮ノ前遺跡の時期設定

土師器郭A・ Bの段階を基軸に、宮ノ前遺跡の時期設定を行なうが、土師器邦Aの 10段階の変遷で甲斐型不出

現以降の段階を設定しているので、ここでは不 BとイAの変遷がどのようにつながるか検討する必要がある。

邦B2段階では、郭Al段階の大型のイが387号住で伴出している。また郭B2段階では、邦の内外面や見込み

部にナデ調整の後、暗文または暗文状ヘラミガキがなされるものがあるが、技術的には郭Al段階に結びつく。

また器形や、底部 。器壁の厚さもよく似ている。したがって郭B2段階と邦Al段階がほぼ同一段階にあると考

えたい。以上により郭A・ Bの変遷を11段階で提えることができ、他の器種構成をふくめた宮ノ前遺跡の土器群

全体の変遷を11期 で考えていく。時期設定は次のとうりである。

宮ノ前 I期……………土師器不Bl段階

宮ノ前Ⅱ期………………土師器邦B2段階 。土師器イAl段階

宮ノ前Ⅲ期………………土師器イA2段階

宮ノ前Ⅳ期……………土師器邦A3段階
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宮ノ前V期………………土師器郭A4段 階

宮ノ前Ⅵ期……………土師器郭A5段 階

宮ノ前Ⅶ期…… ………土師器邦A6段階

宮ノ前Ⅷ期………………土師器邦A7段階

宮ノ前Ⅸ期……・……土師器郷A8段 階

宮ノ前X期……………土師器邦A9段階

宮ノ前�期…………土師器郭A10段階

(3)各器種の変遷 (第 23図 )

上師器

[杯 C]

器形にも変化があるようだが、出土例が少ないので住居址出土例 を掲げるに止める。

I～ Ⅱ期 :51号住では外面ナデ、内面横ハケメ調整 した郭が 1点ある (1)。 同じ住居址出土の密 Bと 内外面 と

もに同一の調整技法である。 1号溝状遺構でも、時期は不明であるが内面にハケメ調整 した郷がある (2)。

Ⅱ期 :242号住では、非 ロクロ調整の郭があり (1)、 体部外面に縦ジワが入る。底部は手持ちヘラ削 りであ り、

内面にハケメはない。Ⅲ期以降では未確認である。

[不 D]

I期 :157号住 1は 日径 10.2cm、 底径7.4cm、 高さ2.8cmで皿状 (邦 Dl)。 底部は静止糸切 りで外面の調整はな

い。灯明具。340号住 1は 口径9.6cm、 底径 6 cm、 高さ4 cmで 杯状 (邦 D2)。 外面調整はない。段階は不明である

が 2号溝状遺構 1も D2で 340号住 1に類似 し、灯明具 としての使用痕がある。

Ⅱ期 :412号住 4は 口縁部が曲線を描いて開く皿状である (郷 D3)。

Ⅲ期 :211号住 2は底部糸切 り未調整。口径9.8cm、 底径5.lcm、 高さ 3 cmで Dl。 灯明具。325号住 2は 口径 1lcm、

底径6.6cm、 高さ2.6cmで Dl。 底部は静止糸切 り、外周回転ヘラ削 り。体部調整な し。灯明具。

Ⅵ期 :114号住 4が ある。412号住 4に類似 した灯明具。

Ⅶ期以降では未確認であるが、通常の都や皿の灯明具への転用が一般化 し、不 Dは消滅 したのであろう。甲府

市桜井畑遺跡A区では 1号掘立柱建物址でこの種の上師器が多数出土 した (中 山 1990)。 報告書では「小型不 A・

B」 に分類 し、A6点 、B3点 はいずれも灯明具として使用 されている。宮ノ前V期に併行する。

[高台杯 ]

高台郷については保坂康夫氏が内湾型、外傾型、扁平型の 3種類に分類 し、 8世紀前半代、盤状イ と出現を同

じくすること、内湾型か ら外傾型への変遷などを整理 した (保坂 1992)。 また高台の特徴 としての「削 り調整高

台」を指摘 している。

I期 :不 明。

Ⅱ期 :235号住に器高の低い高台郭がある (4)。 口径 13.2cm、 底径 8.6cm、 高さ3.8cm。 付け高台で内面見込み

部に放射状暗文がある。 1号溝状遺構78は保坂氏のい う内湾型で外面縦方向の暗文、内面横方向の暗文、見込み

部は放射状暗文。体・底部回転ヘラ削 り後、削 り出し高台。口径15.lcm、 底径9.7cm、 高さ6.6cm。 335号住 3も Ⅱ

期であろう。口径16.4cm、 底径8 6cm、 高さ7.2cm。 削 り出 し高台。内面横・見込み部放射状 ミガキ。

Ⅲ期 :260号住に甲斐型黒色土器の高台郭がある。

Ⅳ期 :313号住に甲斐型黒色土器の高台郭がある。100号住 1も 小型ではあるがこの時期であろう。口径10.8cm、

底径6.5cm、 高さ4.9cm。 164号住 6は混入資料であるが、外面に横 ミガキを加えているので、この時期であろ う。

日径 15.8cm、 底径 8 cm、 高さ6.6cm。

V期 :248号住 3がある。

Ⅵ期 16号住 2が ある。口径15.3cm、 底径8.5cm、 高さ5.9釦。棒部回転ヘラ削 り、削 り出し高台。111号住 8は
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口径15.4cm、 底径8,7cm、 高さ6.5cm。 体部回転ヘラ削 り、削 り出し高台。216号住 も外傾型で、口径 16cm、 底径6.8cm、

高さ5.6cm。 体部回転ヘラ削 り、削 り出し高台。379号住 3は 口径14.2cm、 底径8.2cm、 高さ7.8cm。 内面に暗文が

ない。ほかに293号住にもある(29)。 216。 293号住例の高台部は、体部下の角部を斜めに回転ヘラ削 りして作 り出

している。

Ⅶ期 :113号住 3。 外傾型で、口径16.6cm、 底径7.4cm、 高さ5.5cm。 体部回転ヘラ削 り、削り出し高台。180号

住 2は小型で、外面に横ナデがある。口径 10.4cm、 底径5.2cm、 高さ4.5cm。 ほかに292号住 7、 315号住 8が ある◇

[高脚高台杯 ]

Ⅸ期に82号住 1な どが出現する。

[高杯]

100号住 5は 円筒状の脚部片 (Ⅳ期 )、 245号住 3は縦に面取 りをした脚部片である。

[椀 ]

9号住 3は大型の甲斐型邦に高台をつけたかたちで、灰釉陶器の模倣であろう。日径17cm、 底径7.4cm、 高さ6.6cm。

Ⅸ期。

[皿 ]

Ⅵ期 :13号住 8、 39号住 6、 54号住 4、 102号住 2、 107号住 3、 114号住 5、 130号住 6、 207号住 5、 219号住

5、 288号住10～ 13、 293号住30～ 35、 296号住 6・ 7、 302号住 5・ 6、 309号住 5、 330号住 5。 6、 379号住 4な

どがある。口径は126～ 18cmで 14～ 16cm台 が多い。底径は5～ 10.2cmで 6～ 7硼台が多い。高さは2.1～ 3.2cmで 2

cm台後半が多い。底部を回転糸切 り後、底部～体部を回転ヘラ削 りする。ただ し219号住 5は回転ヘラ削りをして

いない。器形は体部から口縁部が屈折 して開き、外面に稜をもつ。灰釉陶器の稜皿に似た器形である。内面およ

び見込み部には渦巻き状暗文、 らせん状暗文、放射状暗文を施す ものがあり、無暗文もある。その数は、ここに

あげた住居址の集計では、渦巻き-4、 らせん -1、 放射 -6、 無暗文 -12で 、暗文のある皿 とない皿はほぼ同

数である。

Ⅶ期 :16号住 2、 25号住 7、 27号住 6、 28号住 4、 46号住 1、 113号住 4～ 6、 116号住 3、 124号住 2、 139号

住 9～ 12、 155号住 7～ 9、 185号住 1、 187号住 2、 191号住 7～ 9、 196号住 2、 223号住 8～ 10、 238号住 7～ 11、

292号住 8・ 9、 315号住 9～ 13な どがある。日径・底径 乙も前段階よりも小さくな り、口径は10。 7～ 14.4cmで12～

13帥台がほとんどである。底径は3.1～ 6.6cmで 4～ 5 cm台 が多い。高さは前期 とほぼ同じで、2.1～ 3 4cmで 2 cm

台後半が多い。体底部の調整はほとんどは回転ヘラ削 りであるが、38点 中 4点が手持ちヘラ削りであつた。器形

は体部から口縁部への屈曲が弱 くな り、緩やかに連続的になる。外面の稜 も弱い。暗文は、渦巻き-18、 放射 一

1、 無暗文 -19で 、暗文がある比率は 5割、そのほとんどが渦巻きである。瀬田正明氏は、皿の暗文のあ り方を

山梨県内でみたところ、甲斐Ⅸ期 (宮 ノ前Ⅶ期)以降、渦巻き暗文は全県下にみ られるが、放射状暗文はほぼ峡

東地方に限られることを明らかにした (瀬 田 1992)。 宮ノ前遺跡でもそのとうりであった。

Ⅷ期 :4号住 6、 31号住 1～ 4、 68号住 7、 115号住 3・ 4、 144号住 5、 152号住 4・ 5、 153号住17～ 22、 162

号住 7、 181号住 4・ 7～ 9、 194号住 4、 226号住 5、 270号住 3・ 4、 286号住 7～ 11、 290号住 5・ 6、 291号住

11～ 14、 304号住 7～ 9、 314号住 4～ 8、 316号住 4～ 6、 324号住 4、 343号住12～ 15、 348号住 5～ 7、 367号住

2、 400号住 3な どがある。日径は10～15釦で12cm台 が74%と な り、口径の縮小化が一段 と進む。底径 と高 さは前

期 とほぼ同じで、底径は2.7～ 9,7cmで 4～ 5 cm台 が多く、高さは1.9～ 3 cmで 2 cm台後半が多い。体・底部調整は

回転ヘラ削 り14に対 し、手持ちヘラ削 りは44で、76%が手持ちヘラ削 りとなる。回転ヘラ削 りのものに暗文をも

つものがあり、渦巻き-4、 らせん-1が あるが、郷Aと 同様に暗文の消失化は著 しい。器形は、内面がわずか

に屈曲して立ち上がるものと底部から連続的に立ち上がるものがあ り、外面の稜線は不明確になる。口縁部は玉

縁 となる。

Ⅸ期 :10号住 8～ 12、 17号住 3、 18号住 7～ 9、 19号住 6～ 8、 24号住 3、 35号住 7～ 9、 38号住 6・ 7、 45

号住 4～ 6、 58号住 3・ 4、 62号住 3、 69号住 4～ 6、 74号住 3～ 5、 83号住 2～ 5、 84号住 10、 105号住 6、 120
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号住 1・ 2、 133号住 2・ 3、 161号住 2、 163号住 7。 8、 169号住 6・ 7、 177号住 8～ 11、 227号住22～ 24、 228

号住 3・ 4、 233号住 8～ 10、 240号住 9～ 13、 264号住 6～ 8、 275号住 6～ 8、 287号住 3・ 4、 301号住 1・ 5、

323号住 2・ 4、 364号住 5～ 8、 365号住 2、 402号住 3、 403号住 2な どがある。口径は6～ 16.5cmで 12。 13cm台

が 9割近 くをしめる。前段階よりも若干口径が大きくなっているが、これは口縁部の隆玉縁化の影響であろう。

底径は2.6～ 9釦で 3～ 4 cm台 が多く全体の85%で あり、前期より小型化する。高さは 2～ 3.7cmで 2 cm台後半が

多い。暗文は完全に消失 し、内面はなめらかに立ち上が り、体部が屈曲するものはない。口縁部は郷 Aと 同じく

隆玉縁化する。体部下半は手持ちヘラ削 りを基本 とする。底部はほとんどが回転糸切 り後、手持ちヘ ラ削 りであ

るが、80例 中10ほ ど糸切 りのままの未調整があった (24号住 3、 38号住 6、 45号住 4、 74号住 5、 83号住 2、 177

号住 8、 233号住 8～ 10)。 次の時期以降の手持ちヘラ削 りの省略化が始まっている。

X期 :こ の時期になると、郭 と皿の区別が困難になる。11号住 5。 10。 11、 218号住 3～ 5、 338号住 4・ 5が

ある。口径は11～ 13.3cm、 底径は3.4～ 6 cm、 高さは18～ 2.7cm。 口径はほとんど前段階 と変わ らない。口縁部は

隆起玉縁～玉縁を呈す。体部下半の手持ちヘラ削 りはまだ半数程度に残っているが、共伴する邦Aをみ ると完全

になくなっている。また手持ちヘラ削 りが残っている例でも、218号住 5の ように削 りの長 さが短 くなっている。

体底部未調整のものは底径が大きい傾向があり、11号住10は底径5,8cm、 218号住 3・ 4は ともに 6 cmである。

Ⅸ期 :口 径が小さくな り、前期までの器形 とは断絶がある。80号住 1は 口径 10cm、 底径5.2cm、 高さ2.2cm。 胎

土には雲母などが入 り、甲斐型郵 とは異質になっている。385号住 1は 口径9.2cm、 底径 4 cm、 高さ2.7cm。 両者 と

も回転糸切 り未調整である。体部にくらべ底部が厚 くな り、成形技法の変化が予想 される。

[耳皿]

133号住 4は底部回転糸切 り未調整。口径9.5cm、 底径 5 cm、 高さ1.4～ 2.4cm。 形態は灰釉耳皿の模倣であろう。

Ⅸ期。

[高脚高台皿 ]

80号住 6・ 7な どⅨ期に出現する。

[蓋 A]

V・ Ⅵ期に存在 し、しかも出土量は少ない。山梨県内の分析では、甲斐Ⅶ期 (宮 ノ前V期)に数は少ないが出

現 し、Ⅷ oⅨ期 (宮 ノ前Ⅵ・Ⅶ期)に盛行するようである (猪股 1992)。

V期 :212号住 7は上半部回転ヘラ削りで、外面に ミガキ様の渦巻き状暗文がある。口径 17cm。 端部は短い立ち

下が りがある。

Ⅵ期 :13号住 10、 54号住 5・ 6、 107号住 4、 219号住 6、 293号住 39、 296号住 8・ 9がある。口径15.2～ 18cm

で高さは3.8～ 4.4cm。 上半部は回転ヘラ削 りが行われ、内面に渦巻き状暗文をもつものがある (54号住 5、 107号

住 4、 293号住 39)。 端部はいずれも短い立ち下が りがある。つまみは擬宝珠状 (54号住 6)、 扁平な擬宝珠 (293

号住39)、 中央突起 (293号 住 6)がある。

[蓋 B]

5号住 1のみである。口径23.2cm、 つまみ径9.6cm、 高さ4.4cm。 つまみ部は削り出しによる。端部は短い立ち下がり

がある。本例は時期不明であるが、甲府市桜井畑遺跡では甲斐Ⅸ期 (宮ノ前Ⅷ期)に類例が存在する(坂本ほか 1989)。

[甕 A]

I期 :141号住 8は器壁は厚 く、口縁は長い。

Ⅱ期 :242号住 8は器壁～口縁部まで厚めに作 られている。外面、内面 口縁部ハケメ。

Ⅲ期 :密 Aは ほとんどない。260号住11は内面横ハケ、外面縦ハケをもち、体部下部を横ヘラ削 りす る。器壁は

厚い。209号住 3は ロクロ成形の甕 CⅣであるが、外面縦ハケ、内面縦ハケ、一部横ハケで、甲斐型奏の調整技法

を示 している。

Ⅳ期 :資料が増加 し、313号住15を典型 とする。Ш期 とほとんど同じであるが、器壁が厚 く、日縁はやや長い。

底部はヘラ削 り。体部下部は横ヘラ削 り。内面は横ハケの後、縦方向のナデ。日縁部の内面屈折部は九い。
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第21図  土師器甕Aの変遷 (数字は住居址番号 )
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第22図 須恵器不の変遷 (数字は住居址番号 )
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V期 :93号住 6・ 7では器壁が薄くなりつつあり、内面の指頭痕が顕著となる。甲斐型養のかたちが出来上が

る。口縁部の屈曲部は前期同様に丸く、薄口縁である。体部下部の横ヘラ削りはない。159号住11では内面に縦ナ

デが行なわれている。

Ⅵ期 :21号住12は内面に縦ナデをもつ。薄口縁で短くなる。261号住では口縁部が「く」の字状に屈曲する。293

号住51で は胴部中央やや上に胴部最大径をもち、胴が緩やかにはらんだ器形である。

Ⅶ期 :Ⅵ期とほぼ同じである場合 (70号住など)と 、やや厚い場合 (315号住など)がある。後者では口縁部の

長さも短くなっている。内面の縦ナデはない。

Ⅷ期 :厚 口縁となり、口唇部に面を取 り、横ハケメ調整する。厚口縁は、日縁部下面に口縁部と同じくらいの

厚みをもつ粘土紐を貼 りつけ、器壁の倍程度の厚さとしている。 4・ 153。 243号住に好例がある。

Ⅸ期 :口 縁部をさらに厚 くし、口縁部から体部へと緩やかなカーブを描いて推移する、末広口縁となる。口唇

部の面は幅が広くなり、器壁の 3倍程度を示すこともある。体部下半に接合帯があり、器体の傾きが変化してい

る。また体部上半は前段階までは内湾ぎみであったが、湾曲が弱まって直線的になり、直立ないしやや開く器形

である。器高は全形を知る資料はないが、短くなっているようだ。227・ 233号住に好例がある。259号住では日縁

部と体部がほとんど一体となり、ハケメも幅広になっている。

X期 :218号住では極端な末広口縁の例がある。内外面の調整技法は前期までと変化なし。

�期 :106号住に奏底部があるが、外面は無文のようである。内面は横ハケメ。

[養 B]

I期 :51号住 2は体部は内湾し、口縁部は緩やかに開く (甕 Bl)。 3は体部が直線的に開きながら口縁部が外

反する甕 (奏 B2)が ある。両者とも外面縦ナデ、内面横ナデ状のハケ調整を行つている。

Ⅱ期 :141号住に変Blがある。器形的には I期 と変わらない。235号住の11は底部片である。241号住にも秦B

lが ある。

[甕 CI]

Ⅱ期に出現し、Ⅵ期まで存続する。

Ⅱ期 :276号住にある。276号住では甕CⅢ も存在する。

Ⅲ期 :377号住にある。口唇部は面取 りをする。378号住・383号住にもある。

Ⅳ期 :150号住 7は 日唇部に面取 りがある。同一住居内から甕A・ 甕 CⅡ も出ている。313号住14は、林部下を

ヘラ削りする。

V期 :159号住 8は 口唇部に面取 りがあり、9にはない。208号住でも面取 リタイプがある。248号住13は面取 り

タイプで、口径24cm、 底径 8 cm、 高さ34cm。

Ⅵ期 :59号住、137号住、288号住などがある。口縁部は薄く、 口唇部が丸い。

[養 CⅡ ]

Ⅲ期 :41号住 4は胴部下半の接合帯部分を斜めに、疎らに叩いている。口径21cm、 底径7.7cm、 高さ34cm。 底部

は回転糸切 り。172号住は角口縁で、胴中～上半に疎らな叩き。179号住 5は月同下半と上半の2ヶ 所の大きな接合

帯付近を中心にかすかな叩きがある。口径23.8cm、 底径8,9cm、 高さ33.lcm。 底部は回転糸切 り。244号住11は角

口縁で、胴上半～口縁部にかけて叩きをもつ。282号住にもある。

Ⅳ期 :150号住では 2点ある。8は 口唇部が丸く、胴部上半に疎らに叩き。口縁部は薄く長 く、くの字外反する。

9は角口縁で、胴下半と上半に疎 らに叩き。接合帯付近には叩きがないようだ。66号住にもある。

Ⅶ期 :210号 6は胴上部に叩きをもち、日縁部は短い。344号住にもある。

[養 CⅢ ]

65号住 4、 203号住 3、 276号住14な どがあり、276号住14は Ⅱ期である。ナデは体部外面のみに行われ、内面は

ロクロロ上に指頭痕を残す。
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[養 CⅣ ]

42号住 3は 口縁部まで叩き後、外面胴部を縦ナデ、内面口縁部下を横ハケメ、以下を縦ハケメ調整する。 口径

24.8cm、 底径 9.5cm、 高さ365釦。170号住11は、体部内外面カキメ。口縁部は緩やかに外反。 I～ Ⅱ期。209号住

3は、体部外面縦ハケメ、内面縦ハケメ後に口縁部下を横ハケメ。295号住は内外面縦ハケメ。Ⅱ期。285号住 4

は体部外面縦ハケメ後、縦ヘラ削 り、内面縦ハケメ後、横ハケメ。311号住 4は外面縦ハケメ後、上半部を横ハケ

メ、内面横ハケメ。361号住 5は外面縦ハケメ、内面口縁部以下を横ハケメ。Ⅱ～Ⅲ期。

[輩 CV]

114号住11は体部外面にカキメをもつ。口縁部は薄 く、緩やかに外反する。Ⅵ期。141号住11は体部外面、 日縁

部内面をカキメ、体部内面を横ナデ。角口縁。Ⅱ期。207号住9は外面カキメ。Ⅵ期。242号住 3は角口縁のをで、

外面・内面 口縁部付近カキメ後、中央付近を叩き。口径23.2cm、 底径 7 cm、 高さ33cm。 底部はナデ。Ⅱ期。349号

住 4は外面カキメ後、叩き。Ⅱ期。395号住 5は外面上半にカキメ。

[奏 D]

235号住 9は器壁が非常に薄 く、日縁部が緩やかに外反する。内面はナデ。Ⅱ期。288号住27は体部外面斜めヘ

ラ削 り、内面横ナデ。Ⅵ期。358号住 6は Ⅱ期。

[小型甕A]

Ⅲ期 :370号住 8は 口径 14.lcm、 底径 9 cm、 高さ13.4cmで、外面および口縁部内面にかすかなハケメのあるナデ

調整が行われる。 I～ Ⅱ期 と思われる396号住 6も器形 。調整が類似する。口径11.4cm、 底径8.2cm、 高さ14,7cm。

底径は大きく、筒状である。

Ⅵ期 :148号住 9は 口径 13.lcm、 底径7.3cm、 高さ9,8cm。 10は 口径 17cm。 293号住50は 口径13cm。 379号住 6は 口

径9.8cmと 小さい。すべて内外面ハケメ調整。頸部のくびれがやや強い。この時期以降、小型甕Aは大 。中・′よヽの

3種に分化するらしく、そ うした傾向はⅨ期に至 りはつきりとする。

Ⅶ期 :70号住14は 口径 13cm、 底径6.4cm、 高さ10.lcm。 口縁部が短 く、底部が小 さくなる。頸部のくびれは弱 く

なる。

Ⅷ期 :176号住 9は 口径 12cm。 10は 口径17cm。 286号住23は 口径 17.8cm、 底径7.4cm、 高さ13.9cm。 口縁部は厚み

を増 し、端部に面をもつ。

Ⅸ期 :10号住 17・ 18、 24号住 6、 28号住 6、 35号住 13、 45号住 11、 74号住 10、 86号住 3、 227号住35・ 36、 274

号住 7、 310号住 11、 357号住10な どがある。口径11～ 17.4cm、 底径 5～9.2cm、 高さ13.5～ 16.4cmで あり、口径1lcm、

高さ10cm程度のもの、口径14～ 16cm、 高さ13～14cm程度のもの、口径 17cm、 高さ15～ 16cm程度のものの 3種があ

るようだ。内面をナデ調整 とするものが 3例あり (10号住 17。 18、 310号住 11)、 また内面上半をナデ とするもの

もある (28号住 6)。 口縁部は厚 く、短い。

[小型奏 B]

29号住 3は体部が九く、内湾 して日縁部が外反する。214号住 6は椀状。 I～ Ⅱ期か。ほかに159号住10(V期 )

がある。底部には木葉痕。

[小型甕 C]

Ⅱ期 :200号住 5。 6は体部が九く、頸部のくびれが強い。口縁部は丸 く外反する。

Ⅲ期 :172号住 8・ 9、 383号住10が ある。頸部のくびれはやや弱まる。

Ⅳ期 :66号住 5,6、 138号住20、 313号住12な どがある。口径11.4～ 18cm、 底径 7～ 10cm、 高さ10.3～ 17cm程

度。口径11～ 14cm、 高さ10～ 12cmほ どのものと、口径18帥、高さ17釦の 2種に分けられる。口縁部は短い。底部

は回転糸切 り未調整。

V期 :167号住 8は 口径 12.8cln。

Ⅵ期 :293号住49は 口径 1lcm、 底径 5 cm、 高さ9.5cm。 420号住 5は 口径13.lcm、 底径 7.2cm、 高さ11.7cm。

Ⅶ期 :238号住 7は 口径9.2cm、 底径4.7cm、 高さ6 5cm。 極小である。
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Ⅷ期 :68号住13は 口径 13cm。 153号住33は 口径9.4cm、 底径4.8cm、 高さ8.5cm。 体部下部・底部を手持ちヘラ削

りする。

Ⅸ期 :18号住15は 口径1lcm。 体部外面を手持ちヘラ削 りする。227号住34は 口径 15.8cm、 底径8.8cm、 高さ18cm。

外面はヘラ削 り。

X期 :11号住19は 口11.6cm、 底径 6 cm、 高さ9.6cm。 体部下半・底部を手持ちヘラ削 りする。胎土は甲斐型年に

類似する。頸部のくびれはたいへん弱い。

[小型甕 D]

カキメをもつ小型甕は数少ない。

Ⅱ期 :170号住10は底径 6帥、底部に木葉痕あり。

Ⅶ期 :25号住19は 口径 12cm。

Ⅷ期 :31号住 6は底径 9 cm。 やや大きい。

[球胴奏A]

141号住16は小さな底部、直立ざみに開いた大きな口縁部をもち、口縁部～胴部上半外面に横ハケメ、下半に縦

ナデ、縦ハケメ、内面に横ナデ、横ハケメ。口径33.5cmと 大型である。Ⅱ期。170号住13は、体部外面横～縦ハケ、

内面横ハケ、すデ。 I期。ほかに374号住 2がある。底部は丸底で、外面横位カキメ状。

[球 1同甕 B]

200号住 7は Aに較べて小型 。厚手で、頸部の開きが大きく、調整技法も異なる。 I期。

[羽釜 A]

Ⅷ～X期 に存在 し、ほとんどがⅨ期のものである。鍔部は薄 く長いものから、断面三角形状で厚 くなってい く

傾向がある。外面縦ハケ、内面横ハケを基本 とするが、Ⅸ期には内面を縦ナデする例、ハケメを省略する例など

がある。

Ⅷ期 :324号住12は 口径 15clnと 小さい。13は 口径22釦で、甕Aに比べると小さい。口縁部はやや内湾気味に直立

し、角口縁である。鍔端部に面をもち、ハケ調整する。

Ⅸ期 :17号住 5、 18号住 16、 38号住 13、 45号住 13、 84号住 15、 89号住 6、 105号住 13、 119号住 4、 160号住 15・

16、 161号住 5、 247号住 7、 285号住 8、 303号住10、 318号住 11、 365号住 6な どがある。口縁部は内湾するもの

のほかに直立、直線的に弱 く外反するものが主体的である。17号住 5は内面無文、38号住13は 口縁部内面を横ハ

ケ、以下を縦ナデする。また外面下部を縦ナデ後、縦ハケ。160号住16は 内外面ナデ。161号住 5は内面横ナデ。

303号住10は内面無文、指頭痕。鍔部はやや上向きのものが多い。

Xtt i 338号 住 14・ 16は鍔部が少 し上を向き、端部が丸い。体部への接着面が広 く、断面三角形状である。

[甑 ]

200号住 9は底部片で、内外面横ナデ。 I～ Ⅱ期。293号住53も 底部片。Ⅵ期。

[土師器鉢AI]

Ⅶ～Ⅸ期に存在。口径は31～ 44.lcmで、30cm台後半が多い。口縁部に変化がある。

Ⅶ期 :238号住16は 日径44.lcm。 口縁部の外反は緩い。

Ⅷ期 :308号住5は 口径34帥。口縁部は薄く、長い。前段階よりも反 りが大きい。

Ⅸ期 :35号住12は 口径44釦。口縁部は厚 く、端面にハケ調整が行われている。45号住 9は 口径39cm。 口縁部外

面はくびれが弱 く、甕Aでい うところの末広口縁である。内面に上半に横ナデ。58号住 6は 口径38.1帥。口縁部

は厚い。233号住11は 口径37cm。 口縁部は薄い。310号住12は 口径31cm。 口縁部は厚い。364号住13は 口径38cm。 末

広口縁である。体部中央に接合帯があり、大きく屈折する。

[鉢 AΠ ]

Ⅸ期に限られるようである。36号住 4は 口径20cm、 底径8.6cm、 高さ6.9cm。 内面はナデ。口縁部のくびれは弱

い。Ⅸ期◇227号住29は 口径21.5cm、 底径8.5cm、 高さ7.9cm。 内面はナデ。口縁部のくびれはたいへん弱い。Ⅸ期。
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[鉢 B]

Ⅲ～Ⅵ期に存在。教は少ない。

Ⅲ期 :372号住 2は 口径18.2cm、 底径8.4cm、 高さ12.lcm。 内面放射状暗文。

V期 :159号住 7は 口径 17cm。 内面放射状暗文。頸部外面に横 ミガキ。体部下半を手持ちヘラ削 り。

Ⅵ期 :59号住 8は 口径20cm、 底径8,7cm、 高さ1lcm。 体部内面に放射状暗文。口縁部は緩やかに外反する。頸部

外面に横 ミガキ。体部下半を手持ちヘラ削 り。

[鉢 C]

157号住 7は 口径 16cm、 底径8.4cm、 高さ 9 cm。 内面放射状暗文。Ⅲ期以前。335号住 8は 口径19,2cm、 底径 10.8cm、

高さ8.5cm。 内面に暗文はない。Ⅱ期を

[鉢 D]

68号住14は 日径36cm。 内面横ナデ、外面下半ヘラ削 り。Ⅷ期。

[小型壺A]

170号住 8、 235号住 5、 ほかにA20B27グ リッド27が ある。

[小型壷 B]

293住 54のみ。

[寵形土器 ]

Ⅷ～X期に存在 し、Ⅸ期に最も多い。形態の変化に乏 しく、差異を見いだ し難い。外面縦ハケ、内面横ハケを

基本 とする。

Ⅷ期 i346号住 7のほか、270号住 6の鍔部片がある。

Ⅸ期 i43号住 1、 63号住 10、 255号住 4、 259号住 7のほか10号住 19、 36号住10が ある。このうち255号住 4は鍔

部下側から体部にかけて、鍔に沿つてハケメ調整 している。

X期 :338号住 10。 11・ 12・ 13がある。

[円筒土器 ]

Ⅵ期を中心 とするが、それ以前の資料もある。Ⅶ期以降はみ られない。

Ⅲ～Ⅳ期 :265号住 4は内外面ロクロナデ。423号住 3は外面に疎 らな叩きを行い、隆帯が巡る。玉縁部 (ツ ケッ

ト部)の段差であろう。

Ⅵ期 :107号住11は玉縁部 と思われる。外面は縦ヘラ削 りを行 う。261号住17は内外面ナデ。288号住24は玉縁部

であるが、段差が小さく、浅い窪み となっている。330号住 も玉縁部である。

[手捏ね土器 ]

第322図 に集成 した。 I～Ⅸ期まで、23点があるが、 1は非ロクロ調整の郵 (郷 D)と みたほ うがよいだろう。

いずれも手捏ねで、内外面にはナデ。底部 もナデであるが、 6。 9。 10は木葉底である。 I～Ⅳ期では臼状を主

とし、口径は 4～ 6 cmで ある。 5。 6は172号住出土で、 2個がならんで出土 した。Ⅵ～Ⅸ期では口径 3 cm程 度

と小さい。形態は不状である。

須恵器

[不 ]

I期 :170号住 9、 200号住 1が ある。日径は14cm、 底径6.4～9,6cm、 高さ4.6cm。 底部はヘラ切 り後、手持ちヘ

ラ削 りをする。体部の立ち上が りがきつい。

Ⅱ期 :126号住 2、 358号住 5、 387号住 2、 412号住 5～ 12な どがある。口径は11～15釦、底径 5～ 10.6cm、 高

さ3.5～ 4.5cm。 底部は回転糸切 り後全面手持ちヘラ削 リー 1、 外周手持ちヘラ削 リー 2、 外周回転ヘラ削 リー 1、

回転糸切 り後未調整がある。

Ⅲ期 :こ の時期は非常に多い。165号住 3・ 4、 172号住 2・ 3、 260号住 3～ 7、 313号住 5～ 7、 318号住 4、

325号住 4～ 10、 328号住 4～ 6、 334号住 2、 370号住 3～ 7、 372号住 4～ 7、 377号住 3・ 4、 383号住 2～ 8、
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などがある。口径は10.8～ 15,6cmで 、13～14cmが 多い。底径は5.1～ 10.6cmで、7～ 8 cmが多い。高さは3.3～4 7cm

である。底部は回転糸切 り未調整 -24、 回転 (静止)糸切 り後全面手持ちヘラ削 リー10、 外周回転ヘラ削 リー 5

であった。器形には体部が直線的に開くものが 目立つ。

Ⅳ期 :150号住 1～ 4、 199号住 3～ 10、 341号住 3・ 4な どがある。口径は11.6～ 15cnIで 、前期同様に13～ 14cm

が多い。底径は 5～ 8 cmで 7 cm台 が多く、縮小化の傾向がある。高さは3.3～ 4.6cmで ある。底都は回転糸切 り未

調整 -7、 回転糸切 り後手持ちヘラ削 リー 3、 外周回転ヘラ削 リー 4であった。

V期 :93号住 2・ 3、 159号住 4、 167号住 4～ 6、 197号住 3・ 5・ 6、 212号住 4～ 6、 248号住 4・ 5な どが

ある。日径11～ 12.6cmで 12cm前後を中心とする。底径は5.5～ 7.6cmで、6 cm台 が多く縮小化がすすむ。高 さは3.6～

4.5cm。 底部は回転糸切 り未調整 -12、 外周回転ヘラ削 リー 2で あった。

Ⅵ期 :6号住 3、 59号住 6、 99号住 5・ 6、 107号住 5・ 6、 121号住 2、 167号住 4、 219号住 7～ 9、 261号住

8、 288号住14～ 17、 293号住45、 330号住 7な どがある。法量は口径・底径は前段階とほぼ同様であるが、高さが

やや低くなったために体部の傾斜が弱くなる。 口径は10～ 13.2cmで12cm後 半台を中心とし、底径は5.4～ 8 cmで 、

6 cm台 が多い。高 さは3.1～ 4.7cmで 、 3 cm台 の資料が増える。底部は回転糸切 り未調整。

Ⅶ期 :資料が大変少なくなる。16号住 3、 70号住 11、 344号住 3がある。口径は12～ 12.8cm、 底径は4.6～ 6.8cm、

高さは3.5～ 4 cm。 底部は回転糸切 り未調整のみ。

Ⅸ期の233号住には杯がある (13)。 口径 11.4cm、 底径5.6cm、 高さ3.3cmで 、器形はⅦ期 と変わらない。混入品

と考えておきたい。

[角不]

311号住 2のみ。 口径 9 cm、 底径 5 cm、 高さ 4 cmで 体部下半に 2 cmほ どの角状突起が水平に付 く。Ⅳ～V期。

[高台郭 A]

Ш～Ⅵ期まで存在する。底部は基本的には回転ヘラ削 り後、付け高台である。

Ⅲ期 :318号住 5は 口径 16cm、 底径 (高台径)10cm、 高さ6.4cm。 377号住 5は 口径 15.6cln、 底径 10cm、 高 さ 6 cm。

底径が10cmと 大きいのが特徴である。高台は外側に踏張つた形である。

Ⅳ期 :199号住 12、 313号住 8な どがある。口径15。 2～ 16.6cm、 底径 9～ 9.5cm、 高さ6.4cm。 313号住 8は体部内

外面にロクロナデを行い、ロクロロを平滑にしている。高台は外側への張 り出しが弱く、角高台状である。

V期 :159号住 5、 167号住 7、 248号住 6な どがある。口径148～ 15.3cm、 底径7.5～ 10cm、 高さ6.2～ 7 cm。 底

径がやや縮小する。高台は角高台が多い。

Ⅵ期 :54号住 7、 114号住 7、 121号住 3、 137号住 4・ 5、 337号住 7がある。口径14～ 16.4cm、 底径7.5～ 11.2cnl、

高さ5.2～ 7 cm。 底径が縮小 し、傾きがやや大きくなる。高台は54号住 7の ように回転ヘラ削 り後、高台を付け、

再び高台外側側面を回転ヘラ削 りにより調整するものがあ り、角高台を呈する。

[高台杯 B]

Ⅱ・V期にあるが、それ以前にも存在すると思われる。

Ⅱ期 :276号住 5～ 7は 口径12,3～ 13.6cm、 底径88～ 1lcm、 高さ3.1～ 3.2cm。

皿期 :172号住 4は 口径13cm、 底径 9 cm、 高さ4.4cm、 372号住 8は 口径 13cm、 底径9,lcm、 高さ3.3cm、  9は底径

8.9cmで 、底面が高台よりも突出する。

Ⅳ期 :100号住136な ど。

V期 :138号住 15。 16は 口径12.1・ 12.6cm、 底径7.1・ 8.5cm、 高さ4cm・ 4.9cmo Ⅱ期にくらべ器高が高 く底径が

/1ヽ さヤヽ。

[高台坪 C]

214号住 4のみ。214号住はⅡ期からⅨ期までの資料が混在 しているが、Ⅱ期であろう。搬入品の可能性がある。
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[高台不 D]

3号溝状遺構 3のみ。口径8.6cm、 底径5.7cm、 高さ5.4cm。

[高台不 E]

1号溝状遺構41に ある。甕として実測 したが不であろう。 I期か ? 214住 5も 高台皿かもしれない。

[高台皿]

271号住 1、 1号溝状遺構17が ある。皿というよりは高台邦の盤状タイプであろう。

[蓋 A]

Ⅲ～Ⅵ期に多く、その前後の段階にも存在するらしい。Ⅷ期以降には伴わないと思われる。端部の立ち下がり、つまみ

部に変化が認められる。調整技法は天丼部上半に回転ヘラ削りがみられる。器種分化はⅢ・Ⅳ期に顕著である。口径15～       1
6 cmのものは高台邦Aに、12～ 3 cmのものは高台不 Bに、18～21cmの ものは高不、または鉢 Bに伴 うものであろう。       ,

1

Ⅱ期 :81号住 3は 口径 13.4cm。

Ⅲ期 :244号住 8は 口径 13.4cm。 412号住では13～ 18の 6点のまとまった資料がある。口径13.4～ 21cmで 、13～

15cmと 17～21側 の大小 2種に分化 しているようだ。端部はいずれも直に立ち下が り、天丼部 との境は鋭い稜をな

す。つまみには擬宝珠状 (14・ 16。 17)と 円盤状 (15)がある。

Ⅳ期 :112号住 8は 口径17cm。 つまみは擬宝珠状。199号住13はつまみが小さい。199号住14は 口径 18.5cm。 立ち

下が りは短い。313号住 9は 口径14.5cm。 318号住 6は 口径19.4釦。341号住 7は 口径10,8cm。 小型である。

V期 :138号住 17・ 18は 口径13.lcm、 16.lcm。 立ち下が りが短 くなる。18のつまみは小さく高い。159号住 6は

口径15.6cm。 つまみは擬宝珠状であるが低平である。212号住 8。 9は 口径 13.6cm、 18cm。 立ち下が りは短い。236

号住 4は 口径16.8cm。

Ⅵ期 :77号住 2は 口径17.2cm。 立ち下がりはさらに短く、つまみは径が大きく低平である。107号住 8は 口径15.6cm。

309号住11は 口径18側。つまみは小さい。337号住8・ 9は 口径 10.8cm、 16cm。 8の立ち下が りは痕跡的である。

Ⅶ期 :こ の段階にはほとんど良好な資料がない。46号住 4はつまみが低平。

[蓋 B]

325号住11は 口径 12.8cm。 立ち下が り都は高さ 2 cmで 直立 し、蓋Aに比べたいへん長い。115号住16や216号住 6

のような短頸壷に伴 うと思われる。

[高杯 ]

Ⅳ期以前に存在する。全形をうかが うことができる資料がない。

Ⅱ期 :良好な資料がない。276号住11が あるが、Ⅲ期以降の可能性がある。

Ⅲ期 :172号住 6。 7、 260号住 8、 377号住 6が ある。いずれも脚部片である。

Ⅳ期 :138号住19は 口径20.lcm。 短 く直立 した立ち上が りがある。ほかに265号住 3が ある。

[長頸壺A]

153号住29の ほか 2号溝状遺構にある (26。 27)。 また肩部に把手をもつ球月同の27号住13も 長頸壷であろう。

[長頸壷 B]

325号住15のみ。

[長頸壷 C]

130号住 8、 137号住 8はⅥ期。363号住 1は底部片で、時期はわからない。

[短頸壷 A]

216号住 6は球胴の体部にがっしりした高台、直立した口縁部がつ く。日径9,4cm、 底径10.6cm、 高さ16.8cm。

Ⅵ期。そのほか、日縁部片ではよくわからないが、396号住 3な どがある。 I～ Ⅱ期。

[短頸壺 B]

115号住16は大きな底部から体部が内湾 して立ち上がり、口縁部が直立する。日径11.5cm、 底径 15.5cm、 高さ28.6cm。

Ⅷ期。
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[短頸壷 C]

8号住 4は 口径5.2cmと 小型である。V～Ⅵ期。206号住 3は 口径 4 cmと さらに小型。V期前後。223号住13は 口

径 6 cln。 第Ⅶ段階。313号住10は 口径 8 cmで 、この器種の中では大きい。Ⅳ期。

[凸帯壷 ]

Ⅵ～Ⅸ期まで存在する。数は少ない。住居址のほかに 1号溝状遺構からも出ている (58。 59)。

Ⅵ期 :59号住 12、 99号住 8は凸帯上の耳部に縦方向に孔が貫通 している。耳部は方～長方形で、断面三角形の

凸帯に耳部上側がかかるように貼付 している。ほかに330号住10が あるが、耳部の状況はわからない。

Ⅶ期 :409号住 6がある。

Ⅷ期 :144号住13は二 (双)耳 と思われる。耳部は粗雑で孔はない。ほかに286号住22が ある。

Ⅸ期 :133号住 8は耳部が粗雑で孔がなく、耳部中央が凸帯にのるように貼付 している。

[甕 ]

Ⅲ期 :172号住 11、 244号住10は 口縁部が無文、412号住24は 2段のヘラ描き波状文。口径41cmの大密。378号住

5は 口縁部に 2段の櫛歯状綾杉刺突文。日径44cmの大菱。

Ⅳ期 :100号住16は 口縁部無文、平底。 口径 12.2cm、 底径 7.lcm、 高さ16.9cmと 小型である。19は丸底。

V期 :2号住 7は 口縁部無文、九底。口径23cm、 高さ45cm。

Ⅵ期 :22号住 4・ 5は ともに口縁部無文、平底。

Ⅶ期 :25号住24は 口縁部無文、丸底。 日径17.4cm、 高さ29cm。 46号住 5は 口縁部無文。日径 19cm。

Ⅷ期 :4号住11は 日縁部に4段のヘラ描き波状文。日径41.2cmの大甕。384号住 4は 口縁部に 3段の櫛描き波状文。

このほか 1号溝状遺構中に資料がある (45～ 50)◇ 口縁部は無文 (45。 46・ 50)、 櫛描き波状文 (48)、 櫛歯状綾

杉刺突文 (47・ 49)と している。 2号溝状遺構にも大甕がある (30)。 口径45cm。

[鉢 A]

Ⅲ～V期にあり、数は少ない。Ⅲ期では叩きが行われる。

Ⅲ期 i172号住 12、 325号住16がある。口径は30～ 35cmと 大きい。体部外面に叩きを施す。

Ⅳ期 :100号住18はⅢ期に入るかもしれない。外面叩き。

V期 :159号住13は 口径34cmで 、体部下半に一部手持ちヘラ削 りを行 う。

[鉢 B]

Ⅳ～Ⅵ期にあり、やはり数は少ない。 ロクロナデが行われ、叩きはない。

Ⅳ期 :100号住17(Ⅲ 期か)、 138号住 23、 313号住11な どがある。また口径17.5～ 21cm、 底径8.2～ 9cm、 高さ11～

18.3釦 。底部は回転糸切 り未調整である。口縁部は返 りによつて面を作つているが、100号住17は短 く立ち上がつ

ている。

V期 :311号住 3はⅣ期の可能性もあるが、ここに入れる。口径 19cm、 底径8.6cm、 高さ13.7cnl。 口唇部は蓋端

部のように短 く立ち上がる。

Ⅵ期 i3号住 7・ 8、 21号住10がある。口径20.8～ 29cmで 、口径約20cmと 約29cmに 器種分化 している。底径10.4～

15cm、 高さ15～ 17cm。 底部はヘラナデを行 うものがある (3号住 7)。 頸部の括れが弱 くな り、Ⅳ期に比べ口唇部

は作 りが単純化する。

[鉢 C]

住居址では 3号住 4(Ⅵ期)が あるのみ。体部下半を回転ヘラ削 りする。そのほか 1号溝状遺構で 1点 出土 し

ている。

[横瓶 ]

104号住 7はⅧ期、164号住11は Ⅶ期であるが、両者 とも混入の可能性が高い。Ⅲ～Ⅳ期の郭を伴っている。

[円面硯 ]

47号住で脚部 (6、 おそらく混入品)、 1号溝状遺構で脚部 (60)、 遺構外で円面部 2(68・ 69)、 脚部 (67)が
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出土 している。いずれも脚部に長方形の透かしをもつ。遺構外68は 口径 10cm、 69は 口径10.8伽 で周囲に径 l clnの

ボタン状の円板を 2 cm程度の間隔で貼付 している。

黒色土器

[杯 ]

Ⅲ期 :325号住 3、 370号住 2がある。 口径15.2～ 19cm、 底径 7～ 8.3cm、 高さ 5～ 7 cm。 370号住 2は内面横ヘ

ラミガキ。底部は手持ちヘラ削 り。

Ⅵ期 :59号住 4・ 5、 207号住 6がある。口径13～ 16cnl、 底径6.4～ 7.4cm、 高さ4.6～ 4.7cm。 59号住 4は体部回

転ヘラ削 り、底部手持ちヘラ削 り、内面横ヘラミガキ。59号住 5は底部手持ちヘラ削 り、内面横ヘラミガキ。

Ⅶ期 :25号住15。 16、 33号住 5、 ■3号住 9、 155号住 10、 185号住 3～ 6、 223号住 11、 292号住10。 11が ある。

法量は全体的に前段階よりも縮小 し、口径11.2～ 13cm、 底径 5～ 5.5cm、 高さ4～5.lcmで ある。底部は、回転糸

切 り未調整を基本 とし、まれに手持ちヘラ削 り調整を行 うものがある (185号住 3)。 内面は上半を横に、下半を

放射状にヘラミガキすることが多い。

Ⅷ期 :4号住 7、 31号住 5、 115号住 5。 6、 251号住 4、 324号住 5がある。口径11.8～ 17.2cm、 底径4.6～ 6.2cm、

高さ3.7～ 6 cmで ある。日径12cm前 後のもの、16～17cm前後のものの 2種に分化する。底部は回転糸切 りであるが、

まれに手持ちヘラ削 りするものがある (4号住 7)。 内面は放射状にヘラミガキをするものが多い。

Ⅸ期 :34号住 2・ 3、 38号住 8、 63号住 5、 189号住 5～ 7がある。口径12.4～ 16cm、 底径5,4～ 6 6cm、 高さ4.5～

5,4cmで 2種の分化が認められる。体部が丸く立ち上が り、口縁都は上方にのびる。内面のヘラミガキがないもの

がある。

X期 :11号住13～ 15が ある。口径12.4～ 16cm、 底径 5。 4～ 6.6cm、 高さ4.5～ 5.4硼で、引き続き器種分化がある

ある。14は回転糸切 り後、体底部を手持ちヘラ削 りする。口縁部は緩やかに大きく開き、内面のヘラミガキはほ

とんどない。

[高台皿 ]

Ⅶ期 とⅨ期に存在するので、Ⅶ～Ⅸ期にあると考えておく。

Ⅶ期 :46号住 3、 238号住13が ある。口径12.3～ 13.6cm、 底径5.7～ 7 cm、 高さ2,7～ 2.9側。口縁部がやや反 り

気味に開く。

Ⅸ期 :34号住 5～ 8、 63号住7が ある。 口径12.3～ 13cm、 底径5.6～ 7.5cm、 高さ2.4～ 3 cmで 、Ⅶ期のものと変

化はない。

[高脚高台不 ]

176号住 7。 高さ6 cmほ どの高台がつ く。

[皿 ]

11号住17のみ。口径13cm、 底径5,4cln、 高さ2.4cm。 底部は回転糸切 り未調整。X期。

[椀 ]

Ⅶ期 :191号住10は 口径16cm、 底径6.8cm、 高さ4.2cm。 体部が大きく開いて外反する。

Ⅷ期 :68号住 8は 口径14cm、 底径7.2cm、 高さ5.5cln。 体部は丸く立ち上がる。

Ⅸ期 :34号住 4、 63号住 6、 69号住 7、 119号住 2、 177号住15な どがある。日径12.4～ 20cm、 底径6～ 9.2cm、

高さ3.3～ 6.5cm。 内面上半を横 ミガキにするもの (63号住 6、 177号住15)、 上半を横、下半を放射状 ミガキにす

るもの (34号住 4)が ある。またミガキ後に暗文を施す ものが1点だけある (69号住 7)。

X期 :11号住16は 口径14.6帥 、底径7.4cm、 高さ 5 cm。 体部は直線的に開く。

[鉢 ]

Ⅶ期 :155号住11は片口をもつ。口径 26cm。

Ⅷ期 :243号住12は回転ヘラ削 り。

Ⅸ期 :240号住18～ 20がある。19。 20は 同一個体 と思われるが、胴部下半を回転ヘラ削 りし、削 り出し高台をつ
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くる。口縁部内面に横ヘラミガキ、下半を放射状ヘラミガキ。

甲斐型黒色土器

[不 ]

Ⅳ～Ⅸ期に存在。Ⅵ期に回転ヘラ削 りが多いこと、体部内面に東 とらせんを組合せた暗文が出現すること、Ⅵ・

Ⅶ期に暗文上に横ヘラミガキを施す例が多いこと、Ⅷ・Ⅸ期にも少数ではあるが暗文不が存在することなどが特

徴である。

Ⅳ期 :138号住 6は 口径10帥、底径6.5cm、 高さ4.3cmで、通常の都に内面黒色処理を施 している。

Ⅵ期 :293号住40～ 43は、日径15～ 15.6cm、 底径5.5～ 6 cm、 高さ5,3～ 6 cmで 、通常の杯よりも大きい一群をな

す。体底都は手持ちヘラ削 リー 1、 回転ヘラ削 リー 3である。口縁部は玉縁状。内面暗文は、見込み部 らせん状、

体部内面に束状暗文 -2、 放射状暗文-2で ある。暗文の上半に検ヘラミガキを施す例がある。

Ⅶ期 :149号住 6、 223号住 12、 315号住 19・ 21な どがある。口径14～ 20.2cm、 底径5,4～ 8.6cm、 高さ52～ 6 cm。

回転ヘラ削 りを行 うものに223号住 12、 315号住19が ある。暗文がないものもある。315号住19の体部内面の暗文は

束状 とらせん状を組合せたもの。暗文上にヘラミガキ。

WⅢ期 : 115手許4と 7、  15鰐住25、  181号住 10、  226手許tと 8、  239手訣在と4 ・ 5、  286手許准と14-18、  345手許准と3 ・ 4、  354

号住 4、 400号住 4が ある。日径12.6～ 17.8cmで 14cm台 が 5、 16～17cm台 が 5で、通常の土師器不の器種分化 と対

応 している。底径4.4～ 6.6cm、 高さ4.3～ 7 cm。 回転ヘラ削 りはなく、ほとんどが手持ちヘラ削 りとなる。暗文の

あるものは13例 中 4で、286号住14に は見込み部 らせん状、体部内面放射状暗文。286号住17は 見込み部渦巻状、

体部内面放射状暗文。ほかは放射状暗文である。このように暗文が減少するとともに、内面の横ヘラミガキもほ

とんどなくなる。黒色土器の内面 と異な り、黒色処理前のミガキは甲斐型黒色土器郭にはほとんどないのが特徴

である。

Ⅸ期 :15号住 10。 12、 19号住 9、 23号住 10、 26号住 3、 28号住 2、 36号住 5、 45号住 7・ 8、 58号住 5、 74号住

6、 133号住 5、 163号住 4～ 6、 177号住 14、 189号住 8、 222号住 10、 227号住25～ 28、 240号住15～ 17、 253号住

5、 275号住 9～ 11、 284号住 6、 299号住 6、 303号住 5、 326号住 8、 364号住 9、 365号住 3な どがある。口径12.1～

18cmで 、14～17cm台 がほとんどである。底径3.6～ 7 cm、 高さ4.3～ 6.8cm。 口縁部形態は通常の邦 乙ほとんど同 じ。

暗文は35点 中 7点 と、少ないが確実に存在する。束状 -2、 放射状 -3、 体部内面束状十らせん-1、 体部内面

束状 +らせん、見込み部 らせん状 -1。 この うち240号住16・ 17は器壁が厚 く、内面 ミガキ後に放射状暗文を施 し、

日縁部形態が異なる。内外面黒色土器もある (227号住25)。

[高台郭 ]

313号住 4(Ⅳ期 )、 70号住10(Ⅶ期 )、 215号住 4(Ⅷ期)が ある。

灰釉陶器

Ⅶ～Ⅸ期に存在する。灰釉陶器は、施釉方法、高台形態など製作技法的には黒笹14号窯段階 (K14)、 黒笹90号窯

段階 (K90)、 折戸53号窯段階 (053)、 東山72号窯段階 (H72)に分類することができる (註 2)。 製作地は瀬戸美

濃系が主体である。各窯期の椀の特徴を簡単に述べるならば、K14-釉は内面全面に流 し掛け、角高台、K90-釉

は刷毛塗 り、三 日月高台、日唇部は玉縁、053-釉は漬け掛け、三角高台、H72-釉 は漬け掛け、高台は細長い。

ここでは宮ノ前遺跡の各時期にどのような灰釉陶器が入 りこんでいるか見ていく。

Ⅶ期 :70号住には鉢 (12)、 椀 (13)、 長頸壷 ?(18)、 短頸壷 (19)が ある。12・ 13は K14である。292号住 12

はK14椀である。このようにⅦ期ではK14の みが伴出している。

Ⅷ期 :こ の段陪のK14に は68号住椀 (12)、 149号住段皿 (8)、 153号住椀 (31)、 266号住皿 (8)、 314号住脚

付段皿 (10)が ある。またK90には115号住段皿 (12)、 153号住椀 (30)、 266号住皿 (7)が ある。この段階では

K90が伴 うようになるとともに、K14も 存在 し、K14と K90の伴出例 も2軒 (153号住、266号住)ある。また243

号住では混入の可能性があるものの053の皿 (13)がある。

Ⅸ期 :K14には34号住椀 (11)、 47号住皿 (3)、 63号住椀 (9)、 105号住段皿 (7)、 275号住皿 (14)が ある。
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K90に は18号住椀 (13)、 24号住皿 (5)、 35号住皿 (10)、 38号住椀 (12)、 50号住皿 (6)、 69号住椀 (8・ 9)、

240号住段皿 (23)が ある。053に は17号住皿 (4)、 35号住皿 (11)、 237号住椀 (9)、 274号住皿 (6)、 287号

住皿 (5)、 332号住皿 (2)、 368号住椀 (2)が ある。このように053が確実に存在し、同時にK14、 K90も 依

然残存 している。

X期 :109号住にH72椀 が 2点ある (3・ 4)。 また338号住ではK14皿 (9)が ある。

Ⅸ期 :385号住にH72椀 (3)が ある。このように少数例ではあるが、X・ �期でH72が伴つている。

緑釉陶器

23号住輪花椀 (11)は 口径17cmと 大ぶりで、全面施釉。高台端面の釉は使用によつて磨耗 している。外面回転

ヘラ削り。釉は刷毛塗 り、淡黄緑～淡緑色、はげやすい。輪花はヘラによって縦に押さえている。胎土は灰自色

で、やや軟質。猿投系◇Ⅸ期。68号住椀 (12)は全面施釉、胎土は灰白色で、硬質◇外面は回転ヘラ削り。149号

住皿 (7)は無高台で、全面施釉。底部はナデ。釉は淡黄～黄緑で、はげやすい。胎土は黄白色で軟質◇Ⅶ期。

161号住 (3)は陰刻花文輪花椀で、輪花は縦長の凹線によって内面に長い縦の稜線を作 り出している。胎土は黄

灰～灰白色で、軟質。釉は淡黄緑～緑。233号住皿 (16)は全面施釉、外面回転ヘラ削り。胎土は須恵器的で青灰

色、硬質である。釉着は良好。310号住 (10)は椀か皿で、底部裏面を除き施釉。外面は回転ヘラ削り。内面に重

ね焼き痕。胎土は灰白色で硬質。釉着は良好。Ⅸ期。338号住輪花椀 (8)は全面施釉、外面は回転ヘラ削り、外

面口唇部下に凹線、見込み部に環状の沈線、輪花は口唇部を押さえた程度である。 トチン使用痕。胎土は須恵器

的で硬質、青灰色。釉は淡黄緑～緑、刷毛塗 り。X期。猿投系か。392号住耳皿 (5)は全面施釉。釉は淡黄緑色

ではげやすい。底部は回転糸切 り未調整。胎土は白色、軟質。Ⅶ期。そのほかに10号住皿・椀 (14。 15)、 152号

住椀 ?(6)、 1号溝状遺構椀 (63)、 A21B24グ リッド皿 (58)、 A23B25グ リッド段皿 (61)が ある。

奈良三彩

69号住の小型壷蓋のみである (10)。 完形品で、口径4.8cm、 高さ1.5cm。 全面に施釉があり、つまみ部は淡緑、

天丼部は 3等分した位置に幅 5 mmほ どの黄釉線、その両脇を5～ 7 mmの淡緑釉線、残る部分を自釉で塗 り分けて

施釉している。また立ち下がり部外側面には淡緑釉を施釉する。裏面には白釉が塗られているが、全体的に釉着

は悪く、はげかかっている。外面回転ヘラ削り。胎土は淡黄白色で軟質。

14・l 器種の変遷 (第 26・ 27図 )

各時期の種別・器種構成がどのような変遷をたどるのか、食器類を中心に、土師器、須恵器、施釉陶器 (灰釉・

緑釉陶器)、 黒色土器、甲斐型黒色土器に大別して分析する。方法としては各時期から良好と思われる住居址資料

を抜き出し、邦類 (高台14h等を含み、土師器邦Dは灯明具のため除外)、 椀、皿類 (耳皿を含む)、 蓋、高イにつ

いて図化した数を集計、その割合の変遷を検討する。明らかな混入品や、墨書土器の小破片は除いたが、前後す

る時期の資料を混入する場合は計数した。また同時に土師器の器種組成を知るため、主要器種 (邦、高台イおよ

び蓋、皿、鉢、養 。羽釜・甑、小型奏、電形土器)の図化数を数え、割合を調べた。住居址ごとに土器組成 。出

土量が異なり、遺物量の多い住居址だけを個別に抜き出して時期ごとに比較 しても、なかなか各期の全体像を十

分に表すことはできないので、少々悠意的ではあるが任意に良好と思われる例を集計した (抽出した住居址につ

いては 326頁 を参照)。

I期 :土師器と須恵器のみで、前者が約 9割 を占め、須恵器は搬入品的なあり方である。ただ住居址自体が少

なく、良好な資料に恵まれていないので、大雑把な結果ではある。土師器は 5割以上が邦である。

Ⅱ期 :土師器 4割、須恵器 6割 と、須恵器の割合が増加する。しかし I期 と同様に良好な資料が少なく土器量

自体もⅢ期以降に較べて少ない。土師器は 5割が郭、 4割が甕、 1割が小型甕である。

Ⅲ期 :住居址数、土器量ともに充実する。須恵器は更に増加し、約 8割を占めるようになる。須恵器は量的に

は主体的であり、在地での生産を十分に想定するに足る割合を示している。また須恵器は器種量も豊富で、都 1

種類だけの土師器とは対照的である。土師器は盤状邦の系譜が途絶え、箱状の甲斐型郭が普及 しはじめる。しか
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X―-11 ・ 15。 23・ 109。 338

�―-80,82・ 106

-326-

177・ 189・ 227,233。 237・ 240。 275



しその量は全体の 2割程度と少なく、客体的である。わずかに黒色土器や、それを模倣したらしい甲斐型黒色土

器が出現する。

Ⅳ期 :ほ とんど前期と同じではある。しかしわずかに土師器の割合が増加している。器種にも目立った変化は

ない。土師器はイがやや減少傾向にある。

V期 :土師器の割合が増加 し3割強を占めているが、Ⅲ oⅣ期同様に須恵器優位に変わ りはない。土師器の主

要器種の割合は前期 とほとんど変化がない。高台郭・蓋の割合は郭の%程度である。

Ⅵ期 !須恵器と土師器の割合が逆転 し、土師器が約 8割 を占める。土師器はこの時期から蓋・皿の本格的な生

産が始まり、それまでの須恵器の器種に取って代るようになるとともに、土器量そのものも増大するようだ。土

師器の邪は増加が著しく、 6割以上を占める。また皿や高台不などを含めた食器の割合は 8割程度と多くなり、

この傾向がX期まで続く。皿の割合は不の%程度である。須恵器は主に不類が残存し、客体的な存在となる。ま

た黒色土器・甲斐型黒色土器が増加傾向を示す◇

Ⅶ期 :土師器の割合は前期とまったく同じであるが、須恵器が微量ある。黒色土器・甲斐型黒色土器は合わせ

て約 2割存在し、とりわけ黒色土器の増加が著 しい。また施釉陶器もわずかではあるが出現する。土師器の皿は

割合がやや増加する。

Ⅷ期 :土師器の割合は前期とほとんど同じ。黒色土器・甲斐型黒色土器はわずかに増加 している。施釉陶器は

若干増加する。

Ⅸ期 :非常に住居址数が多く、土器の内容も充実している。土師器の割合はⅧ期 と同じ。

X期 :やや土師器の割合が減少し、施釉陶器、黒色土器・甲斐型黒色土器の割合が増加 しているが、基本的に

は前期 と同様の傾向を示している。

�期 :黒色土器が消滅し、土師器と施釉陶器のみとなっているが、住居址数が少なく再検討の余地はある。器

種組成は大きく変化する。

この変遷を大別すると、 I期 (土師器主体)、 Ⅱ～V期 (須恵器主体)、 Ⅵ～X期 (土師器主体、黒色土器、施

釉陶器併存)、 �期 (土師器主体)の 4大別が可能 と思われる。

(5)各時期の年代 (第28図 )

宮ノ前遺跡からは実年代をうかがうことができるような資料は出土していないが、灰釉陶器が併存するⅦ～�

期については灰釉陶器の窯式編年を援用することができる。ただ灰釉陶器の年代観も研究者間によつて開きがあ

り、近年、出現の年代観をより古く考える傾向にある。したがつて従来の甲斐型土器編年で提起された年代観 (坂

本ほか 1983)と の差が次第に大きくなっている現状がある。そうした点に留意しつつ 8世紀後半以降の甲斐型

土器の年代観を瀬田正明氏は整理している (瀬 田 1992)。

瀬田氏の年代推定では、まず平城京二条四坊十一坪井戸から出土した甲斐型土器が 「壷 G」 や平城京Ⅵ期 (長

岡京期)と 伴出したことから甲斐Ⅵ期 (従来の坂本ほか1983の編年案、以下甲斐～期 とする)を 780年頃に比定し

た。また式根島吹之江遺跡火山灰下出土資料 (小林 1983)を 仁和 3年 (886)年に、富士吉田市西丸尾遺跡の溶

岩流下出土資料 (堀 内 1981)を 承平 7年 (937)頃 と考えて、甲斐�期を880～ 940年頃に比定した。また灰釉陶

器K14が 甲斐Ⅸ期に出現することからⅨ期を850年頃以降としている。

田尾誠敏氏も甲斐型土器の年代観に言及 している。日尾氏は西相模・信濃・駿東地域の上器 との比較から甲斐

V期を 8世紀第 3四半期に、甲斐Ⅵ期を8世紀第 4四半期後半に、甲斐Ⅶ期を9世紀第 1四半期に比定している

(田尾 1991)。 また神奈川県秦野市草山遺跡の草山Ⅸ期が相模国分尼寺金堂基壇面出土土器 と同時期と考えられ

ることから、草山Ⅸ期に伴う甲斐X期は860～ 890年の年代が与えられるという (田 尾 1992)。

瀬田・田尾両氏の指摘を参考にすると、宮ノ前遺跡の各期 (以下、宮ノ前～期 とする)と従来の甲斐編年との

対応関係、および暦年代については次のとおりと考える。宮ノ前 I期を8世紀前半代にあてておくが、従来は4

細分が行なわれていた部分であり、今後さらに細分する必要があろう。宮ノ前Ⅱ期は暗文をもつ盤状邦が主体で、
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甲斐V期 もしくはそれに近い形態の身深の箱郷がわずかに伴 う。先の甲斐型土器研究集会の中でも、山下孝司氏

が甲斐V期直前期の身深の年に着目し、また同時に韮崎市上本田遺跡 8号住例をあげて甲斐V期 と暗文をもつ盤

状郭が伴 う例のあることを報告している。甲斐V期の不と外面に縦方向の暗文をもつイとの共伴例は韮崎市駒井

遺跡 1号住 (保坂 1986)な どにあり、また外面縦暗文郷と盤状郷との共伴例も都留市堀之内原遺跡 3号住 (奈

良 1980)な どにある。したがつて甲斐V期 と暗文をもつ盤状郭、外面縦暗文郷は同時期の所産と考えられる。

甲斐V期の年代については議論の余地があり確定してはいないが、甲斐国分寺講堂北地点からは外面縦暗文をも

つ大形の盤状郭が出土している (猪股 1990)。 国分寺との関連性を重視するならば国分寺創建期以降と思われ、

甲斐Ⅵ期が780年頃であるので、甲斐V期 は740年頃以降780年以前となる。したがつて宮ノ前Ⅱ期はおおよそ750

年前後となろう。宮ノ前Ⅲ・Ⅳ期は甲斐Ⅵ期であるが、外面斜めヘラ削りがなくヘラミガキが多用 される宮ノ前

Ⅲ期は平城京例に近く、780年頃ということになる。宮ノ前Ⅳ期は仮に 8世紀第 4四半期後半としておきたい。宮

ノ前V・ Ⅵ期は甲斐Ⅶ・Ⅷ期で、年代推定の手がかりがない。宮ノ前Ⅶ期が甲斐Ⅸ oX期で、日尾氏の指摘によ

れば甲斐X期は860～890年頃とされる。また宮ノ前Ⅷ期は甲斐�期であり、瀬田氏の指摘によれば880～940年頃

となる。しかし940年頃までとした根拠の西丸尾遺跡については甲斐�期 というよりは甲斐�期であり、甲斐�・

�期が880～ 940年頃と修正すべきである (註 3)。 したがつて甲斐�期の終末を西丸尾遺跡段階以前に遡 らせる必

要があり、甲斐�期、すなわち宮ノ前Ⅷ期を仮に890～920年頃としたい。なお宮ノ前遺跡の時期設定では甲斐X

期は宮ノ前Ⅶ期に含まれているが、土器の形態上では甲斐Ⅸ期 とX期をあえて分ける必要性が感じられないから

である。宮ノ前Ⅶ期には灰釉陶器K14が、また宮ノ前Ⅷ期には灰釉陶器K90が 出現しており、K14の初現を9世

紀前半に、K90の初現を9世紀末～10世紀初頭に比定する近年の年代観 とも触郷はない。宮ノ前Ⅸ期は灰釉陶器

053を、また宮ノ前X・ �期は灰釉陶器H72を伴 う時期である。053、 H72と もに年代は確定していないが、こ

こでは前川編年 (前川 1984)を 参考にH72の年代を960～ 1020年頃とし、宮ノ前X・ �期を仮にその年代幅に収

めておきたい。また宮ノ前Ⅸ期は960年以前としておく。以上、従来の編年および年代観と宮ノ前遺跡の時期区分

の対応関係を整理 したのが第28図である。

‐

００
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従来の甲斐編年
(坂本ほか1983)
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第28図  宮ノ前遺跡の年代 (案 )

註 1 ロクロなどの回転運動を利用して器面に水平方向の細かな条線を施 したものを 「カキメ」 と呼称する。

註2 灰釉陶器の分類・産地については瀬戸市歴史民俗資料館の藤澤良祐氏にご教示をいただいた。

註3 西丸尾遺跡 (堀内 1981)の資料は富士吉田市竜ヶ丘 1丁 目の溶岩石切 り場で戦後発見されたもので、

隆玉縁の土師器皿、郷A、 甲斐型黒色土器郭、灰釉陶器 (光 ヶ丘 1号窯式段階)、 土師器甕、竃形土器など

が見つかつている。従来、暗文をもつ土師器イの存在を根拠に、同遺跡は甲斐�期 (宮 ノ前Ⅷ期)と され

ていたが (瀬 田 1992)、 宮ノ前遺跡の分析で暗文郭は甲斐型黒色土器郭に宮ノ前Ⅸ期まで残ることが確認

された。したがって、同遺跡の場合、暗文不は時期決定の指標とならないのではないか。むしろ土師器皿

の隆玉縁例、土師器皿の体部下半の手持ちヘラ削りの省略例、底部未調整 (回転糸切 り未調整)例の存在

から甲斐�期 (官 ノ前Ⅸ期)に下げて考えるべきと思われる。
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第 6節

宮ノ前遺跡における奈良～平安時代の集落様相

1.住居址について

宮ノ前遺跡の竪穴住居址総数423軒 のうち、奈良～平安時代の住居址は417軒検出されている。これ ら住居址群

は埋没微高地上全体に、不明瞭ではあるがいくつかのブロックを形成 しながら分布し、集落を営んでいたようで

ある。県営圃場整備事業に先立って韮崎市教育委員会が調査を行った本遺跡に隣接する北後田遺跡 B区 (山下1990)

の住居址群は、宮ノ前遺跡の住居址群と同じ微高地上にのっており、同じ集落の住居址群である。北後田遺跡の

住居址数を加えれば、実に450軒以上の住居がこの埋没微高地上に幾時期かにわたつて構築され続けたのである。

今回の調査では埋没微高地のほぼ全体を調査 したといってよい。一つの集落の全容が宮ノ前遺跡 と北後田遺跡で

浮かびあがるわけである。ここでは検出された住居址について簡単にふれておきたい。

(1)住居址の構造

本遺跡における奈良～平安時代の住居址は前述のとお りの417軒検出されている。それらは住居址 どうし激しく

重複した状態で検出されているものが大半で、個々の住居址の遺存状態はあまり良くなく、平面形等不明瞭なも

のも多々ある。そうした状況をふまえて本遺跡における住居址の基本的な構造とそれに付随する属性を確認して

おきたい。

①平面形は大まかに方形と長方形の2種類である。

②検出された住居址のほとんどにはカマ ドが構築されている。

③柱穴は一部を除いてほとんどみられない。

④周溝はカマ ドと同様にほとんどの住居址に巡つている。

⑤掘 り方やいわゆる床下土拡等は住居址間の重複が激 しく不明である。

以上が本遺跡における住居址のおおまかな構造 とそれに付随する属性である。なお、平面形の名称については

住居址の長辺と短辺の長さの差が長辺の長さの10%以 内であれば正方形、それ以上であれば長方形 とした。

(21規 模

時期毎の床面積の分布を示したのが第29図 である。これらの分布をみると、4N以上～10ポ以下の一群と11ポ

以上～20ポ以下の一群、21ポ以上の一群が認められる。これらをそれぞれ小形 。中形 。大形とよびたい。時期毎

の状況をみていくと、 I期は中形が主体的にみられ、平均床面積は10.9活 である。Ⅱ期も前時期 とあまり変わり

はないが、40活 を越す大形住居址が 1軒みられ、平均床面積も150ポ となつている。Ⅲ期 とⅣ期 もⅡ期と同じよ

うな状況を示しており、両時期ともに30活 を越す大形住居址が 2軒ずつみられ、特にⅢ期には本遺跡の最大規模

を誇る412号住 (床面積47.1ポ )が存在する。Ⅲ期 とⅣ期の平均床面積はそれぞれ14.9ポ と14.4だ となっている。V

期も基本的にはⅡ期～Ⅳ期までの状況と変わりはないが、大形住居址がみられないためか、平均床面積も11.6ポ

とやや狭くなっている。Ⅵ期になるとやや変化の兆しがみられる。小形と中形の割合がほぼ同じになる状況がみ

られ、大形住居址も2軒みられる。平均床面積は13.2ご とややもち直している。Ⅶ期は小形住居址の割合が中形・

大形より若千上回るようになる。平均床面積は11.8ポである。Ⅷ期ではまた中形 。大形住居址の割合が小形住居

址よりわずかに上回るものの、小形住居址が増加傾向にあることには変わりはない。21ポ以上を越す大形住居址

が4軒みられ全時期を通して最も多くなっているにもかかわらず、平均床面積は13.0ポ にとどまっている。Ⅸ期

は住居址数が爆発的に増加する時期である。小形住居址の割合が大きくなり、大形住居址も3軒み られるものの、

いずれも30ポ以下のものである。平均床面積も11.7だ と規模の縮小化が著しく、 5ポにも満たない小形住居址も

みられる。X期は住居址軒数が少ないが、確認された住居址は小形・中形住居址に限られる。平均床面積は10.lN

と最小値を示す。�期も小形 。中形住居址のみで、大形住居l■ はみられない。しかし平均床面積は13.8だ と縮小

傾向が一段落している。
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第29図 堅穴住居址の時期別面積分布図

(3)カ マ ドについて

カマ ドは全時期を通して、各住居址において普遍的にみられるものである。そしてカマ ドが構築 される位置は

大きく3つに分類できる。

I.東壁に構築されるもの

Ⅱ.北壁に構築されるもの

Ⅲ.コ ーナーに構築されるもの

IoⅡ でもさらに両者を細かくみていくと、構築される壁のほぼ中央に位置するもの (A)と 、 どちらかの壁

に寄るもの (B)と に分類できる。これらのなかで最も多いのが IBで、他を圧倒している。時期的な状況では、

I期 とⅡ期段階では北壁と東壁にほぼ同数程度構築されていたが、Ⅲ期以降東壁に構築される傾向が強まってい

5   10
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る。さらに両壁の構築される位置

をみた場合、 I期 とⅡ期段階では

中央に構築される傾向が強かった

のに対し、Ⅲ期以降両壁ともにど

ちらかの壁に寄る傾向が強まる。

X期ではコーナーカマ ドも出現し、

�期ではヨーナーカマ ドが主流を

占めるようになる。カマ ドの造 り

替えはほとんどみられず、また、

複数のカマ ドをもつ住居址もみら

れない。

カマ ドが構築される位置に関連

して住居址の主軸方向についても

みてみたい。本報告書では、各住

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
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吻
囲
熙
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I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X �
期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

第30図 時期別にみたカマ ド位置のありかた

居址のカマ ドが構築されている壁に直交する方位を主軸方向としている。時期毎の主軸方向を示したのが第31図

である。これをみるとカマ ドが東壁に構築される住居址の場合、 I期からV期まではややバラツキはみられるも

第31図 竪穴住居址の時期別主軸方向分布図
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のの、東へ70～ 90° の間におさまっている。Ⅵ期以降でも同様な範囲におさまるものが多い。しかし全体における

バラツキが大きくなる傾向もみられ、東へ90° 以上もふる住居址もみられる◇カマ ドが北壁に構築される住居址に

ついても同じような傾向がみられる。

カマ ドの構造はいわゆる石組みカマ ドで、袖石や天丼石に河川礫を使用し、それを粘土で覆つている。本地域

では普遍的にみられる構造である。なかには、本報告書で焼成粘土柱とよんでいる直方体に整形した粘土柱を河

川礫 とともに袖の芯に用いているものも少数だがみられる。

2.掘立柱建物址について

掘立柱建物址は総数54棟 と住居址総数に対する比率は低い。54棟のうち形態や規模等が判明するものは50棟で、

これらを中心にみていくこととする。

佃)掘 り方

柱穴の掘 り方の形態は、方形あるいは矩形を基本 とし、坪掘 りが主である。いわゆる「溝もち」の掘 り方をも

つ例も8号掘立柱建物址の 1例 のみみられる。また、円形あるいは精円形を基本 とするものは、54棟のうち5棟

で、すべて坪掘 りである。柱痕は比較的明瞭なものが多く柱材が炭化して遺存 しているものもみられた (3号掘

立)。 そして本遺跡で特徴的なのは、この柱痕内に多量の炭化物と焼土ブロックを含んでいることである。こうし

た柱痕をもつ建物址は 1・ 2・ 7・ 10。 11・ 12・ 20。 25。 26・ 27・ 33・ 34。 35・ 36・ 39。 42・ 43・ 48・ 52号掘立

第32図 掘立柱建物址の規模
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等である。覆土の堆積状況から炭化物や焼土ブロックは自然に流入したというよりも、人為的な可能性が強く、

建物の廃棄に伴つて柱材を抜き取つた後に人為的に充填された可能性が強い。特に10・ H号掘立では多量の須恵

器片も混入 しており、何 らかの儀礼等に伴つて埋納されたものであろうか。

12)形 態と規模

建物址の平面形態をみると、方形タイプと長方形タイプの二種類に分類できる。住居址と同じ基準を適用する

と、正方形タイプのものは16棟、長方形タイプのものは34棟み られる。規模は、 1間 ×1間が 1棟、 1間 ×2間

が 1棟、 2間 ×2間が 9棟、 2間 ×3間が29棟、 3間 ×3間が 8棟、 3間 ×4間が 2棟である。構造的には側柱

式のものと総柱式ものとに分けられ、側柱式のものが圧倒的に多い状況にある。また、「溝もち」の掘 り方をもつ

建物址は 3間 ×3間の側柱式の建物址 (8号掘立)にみられる。

それらの規模 と面積の分布を示したものが第32図 である。検出例の多い側柱式の 2間 ×2間、 2間 ×3間、 3
間×3間の建物址の面積分布をみると、 2間 ×2間の建物址は、10∬以上から26ポ未満の範囲に分布し、10ポ以

上15∬未満の範囲に分布する一群と、15て以上26ポ未満の間に分布する一群の 2群に分けられる。平均面積は17.5ポ

となっている。 2間 ×3間の建物址は、15ポ以上35ポ未満の間に広く分布し、特に集中することはない。平均面

積は22.4濯 となっている。 3間 ×3間の建物址は20∬以上40ポ未満の間で分布し、20N以上25∬未満の範囲に分

布する一群と25ポ以上40が未満の範囲に分布する一群の 2群に分けられる。平均床面積は27.7ポ となっている。

1間 ×1間、 1間 ×2間、 3間 ×4間の建物址はそれぞれ 1棟ずつで、 1間 ×1間の建物址 (45号掘立)は本遺

跡最小面積のもので、床面積は5.06ぽ を測る。1間 ×2間、3間 ×4間の建物址の床面積はそれぞれ11,75だ と26.66だ

を測る。これらのなかで 2間 ×2間、 2間 ×3間、 3間 ×3間の建物址の平均床面積は、住居址のそれからすれ

ば中形～大形の部類にはいるものである。これは掘立柱建物址の機能を考えるうえで重要な手がか りになると思

われるが、平均床面積のみならず各期毎の竪穴住居址を含めた建物址の配置や集落構成も含め検討 していかなけ

ればならないと思われる。

他方、総柱式の建物址は 3棟のみで、掘立柱建物址全体を占める割合は低い。規模は 2間 ×2間、2間 ×3間、

3間 ×4間の規模をもつものが 1棟ずつである。 2間 ×2間 の建物址 (12号掘立)は、平面形が方形を呈し、床

面積は15,44ポ を測る。 2間 ×3間の建物址 (17号据立)は、平面形が長方形を呈し、床面積は20.88ポ を測る。

3間 ×4間の建物址 (14号掘立)は、平面形が長方形を呈し、床面積は75,36だを測る。本遺跡最大規模を誇 り、

正倉的な建物である。

(3)主 軸方向

掘立柱建物址の主軸方向については、長辺・短辺関係

なくすべて磁北に封 して東西方向に何度振れているかで

あらわしている。それを示 したものが第33図である。全

体的にみると西方向へ 1～ 16° の幅をもつて振れてお り、

住居址の主軸方向とほぼ同じ傾向を示 している。建物址

の所属時期については不明な点が多いが、住居址等他の

遺構の傾向からすると、時期が降るにつれ、西側へ振る

角度がやや大きくなる傾向がみられる。なお、正倉的な

建物址である14号掘立柱建物址や全体の様相は不明であ

るが46号掘立柱建物址はほぼ真北に主軸をとっている。

141建替えについて

本遺跡においては掘立柱建物址の建替えが比較的顕著

にみられる。 7号掘立 と12号掘立、 9号掘立と30。 31号
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掘立、10号掘立と16号掘立、11号掘立と21・ 22。 23号掘立等のように数回にわたって同じ場所に建替えを行つて

いる状況がうかがえる。掘立柱建物址は堅穴住居址 との重複も比較的少なく、掘立と住居址はその占地にかんし

てかなり意識 して建てられたように思われる。換言すれば土地規制の強さを物語つているともいえよう。

3.溝址と溝状遺構をめぐる問題

仰)溝址について

溝址と溝状遺構の名称については “溝"と いうことで同じ意味合いで捉えられそうであるが、ここでは人間の

手によって人工的に掘削されたと思われる
｀
溝"を 「溝址」、人間の手によつて掘削されたものではない溝的な自

然流路を「溝状遺構」とよんでいる。

溝址は埋没微高地上において24条検出されている。それらの大半は、奈良～平安時代の住居址を切つて構築さ

れている。しかし6号・12号溝址のように住居址等と直接的な重複関係をもたず、新旧関係が不明であつた り、

16号、18号、19号溝址等のように明らかに住居址に切られたり貼 られたりしている溝址も認められる。本遺跡が

所在する通称藤井平には条里型土地割が展開し、わずかではあるが「下条」「中条」等の条里との関連を示す地名

も残っている。本遺跡で検出された東西南北方向にのびる溝址も条里に関連する遺構の可能性が強い。

注目されるのは、東西に直線的にのびる6号溝址 と16号溝址で、両溝の間隔がおよそ109mを測るということで

ある。これは条里型土地割に伴 う里界溝の一部である可能性が考えられる。 6号溝址は他の遺構との重複関係は

なく時期的に不明な部分が多い。16号溝址は東端が 1号溝状遺構 と連結 し、西端も検出された範囲でほぼ完結す

る溝址である。 9～ 10世紀代の住居址を切つて構築されている溝址が多いなかにあつて、 9世紀半ばおよび後半

代の住居址に切られているかあるいは貼られている数少ない溝址の一つでもある。

一方、2条 1対で南北方向にのびる7・ 8号溝址や 9・ 10号溝址は、走行方位をN-14～ 15° 一Wに とり、ほぼ

平行してのびている。溝の間の幅は約1.5～ 2.Omを 測 り、溝 自体の幅は約0.5～ 1.5mを測る。断面形はU字形を

呈し、堆積土の状況からある程度の水が流れていたと思われる。 7号溝址は確実に9世紀後半代の住居址を明確

に切つてのびており、少なくともそれ以降に構築されたものである。これ ら2条 1対の溝が畦畔の一部であるの

かそれとも道路の一部であるのかは、調査開始当初の表土除去の段階で断面確認を怠つてしまったため検証はで

きていないが、いずれにせよ条里の坪境界や小区画の境界を示す畦畔等に伴う溝址であろう。

このように本遺跡の微高地上で検出された溝址は条里型土地割に伴 う可能性が強く、面的に確認された例は山

梨県内でもはじめてである。年代的にも9世紀前半代まで遡れる可能性があること、また 9世紀後半代以降の溝

址であることから、本遺跡周辺の条里型土地割の成立時期が段階的に求められそうである。こうした微高地上に

みられる溝址の存在は、洪水等に見舞われやすい埋没旧河道内の稲作・畑作等の耕作地からより安定した微高地

上へその耕作地を求めた開発のプロセスの一端をうかがえよう。

(2)溝状遺構について

溝状遺構は計 4条検出されているが、そのうちの 1条は弥生時代前期の水田址とごく近い段階のもので、ここ

では微高地の縁辺を取 り巻くように流れる奈良・平安時代の 1・ 2号溝状遺構についてふれてみたい。

溝状遺構は微高地上の溝址とは異なり、人間の手によつて掘削されない自然流路的なものである。 1号溝状遺

構は集落の東縁辺部を、 2号溝状遺構は西縁辺部を南北にやや蛇行 しながら流下している。 1号溝状遺構では先

にふれた16号溝址が連結 してお り、その連結する付近の溝状遺構内に堰状の石列がみられることからこの部分か

ら引水 していたと考えられる。 2号溝状遺構では同遺構内にて素掘 りの井戸状遺構がみられる。

遺物では、 1号溝状遺構では木製品の出土はみられなかったが、 2号溝状遺構では曲物等の多量の木製品類 と

獣骨、桃・胡桃等の堅果類の植物遺体が出土している。両溝状遺構ともに共通して出土しているものは多量の墨

書土器と線刻土器で、ほぼ完形のもの、破片のもの等さまざまである。特に、2号溝状遺構では人面塁書土器 も破

片ながら出土し、斎串等の祭祀具も伴出していることから塁書土器等が何 らかの祭祀と関係していたと考えられ

る。例えば 2号溝状遺構の塁書土器の文字資料群のなかに「稲」と記された須恵器製郭がみられるが、これは農
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耕儀礼や雨乞いに伴 う祭祀が行われたことが考えられる。また、井戸状遺構の存在は、早魃や決水等の天候異変

で、上流域の河川の流路が変更や河床の低下等に伴い溝状遺構内の流量が激減し、井戸を掘らざるをえなかつた

状況も想定できる。獣骨、桃・胡桃等の堅果類の植物遺体も、単なる食物残滓というよりは、祭祀的な性格が強

いと考えられる。

以上のように、埋没微高地上の集落内にみられる溝址 とその縁辺をめぐる溝状遺構は、有機的な関連をもつて

本集落の人々が耕地の拡大のために条里型土地割を段階的に推し進めていった状況がうかがえると同時に、種々

の形態をもつ祭祀が行われた人々の精神的な拠 り所であつたこともうかがわれる。

4.集落の変遷 一堅穴住居址を中心として一

宮ノ前遺跡における出土土器の分析の結果から、奈良～平安時代は I期から�期までの変遷が辿れることが判

明した。その成果を各遺構にフィー ドバックして宮ノ前遺跡の各期における集落構成 (時期別遺構分布)をみて

いきたい。しかし周知のとおり、このような作業で得られる結果が当時の集落の様相をそのまま反映していると

はいえない。土器―型式の使用期間と竪穴住居llL等の遺構の存続期間は必ずしも一致するわけでなく、また、土

器資料に乏しい多くの竪穴住居址や掘立柱建物址は、その検討材料から外れてしまうからである。こうした問題

も含みつつもここでは、土器資料を伴 う竪穴住居址を中心に分析を行い、土器―型式の使用期間と竪穴住居址等

の遺構の存続期間がある程度一致すると仮定し、以下に各期における竪穴住居址を中心に列挙し、その変遷をみ

ていきたい。前述の理由から417軒すべてを列挙 していないことを予め断つておきたい。また、本遺跡に隣接し同

じ埋没微高地上に立地する韮崎市教育委員会調査分の北後田遺跡 B区の竪穴住居址群も含めその分布をみていく

ことにする。先にもふれたように、北後田遺跡 B区の竪穴住居址群も同一埋没微高地上に立地することから、宮

ノ前遺跡の集落址の一部であろう。

以下に各期における竪穴住居址を中心とした遺構を挙げてみたい。

(宮 ノ前 I期〉

本期では8軒の竪穴住居址と2～ 3棟の掘立柱建物址がみられる。竪穴住居址は51・ 55・ 81。 170・ 182・ 200・

333,404号住居址が該当する。この段階にはすでに埋没微高地東側を流れる 1号溝状遺構と西側を流れる3号溝

状遺構が存在 していた可能性が強い。

(宮 ノ前Ⅱ期〉

本期では17軒の竪穴住居址がみられる。126。 129・ 141。 214。 225。 235・ 242・ 252・ 276・ 349。 358・ 374。 375。

381・ 387・ 396。 404号住居址が該当する。

(宮 ノ前Ⅲ期〉

本期では26軒 の竪穴住居址がみられる。41・ 42・ 165。 172・ 179・ 211。 244・ 260。 271・ 282・ 295。 317・ 325。

328・ 334。 340・ 351・ 361・ 370。 372・ 373・ 377。 378。 383。 390・ 412号住居址が該当する。

(宮 ノ前Ⅳ期〉

本期も18軒 の竪穴住居址がみられる。96。 100。 112・ 150・ 199。 217。 230・ 265。 268・ 272・ 311。 313・ 318・

329。 341・ 390。 391。 398。 414号住居址が該当する。

(宮 ノ前V期〉

本期では24軒 の竪穴住居址がみられる。2・ 8・ 65。 66・ 85・ 93・ 125。 138。 142・ 159・ 167・ 193・ 197・ 206。

208。 212・ 236・ 248。 267・ 273。 278。 376。 395・ 410号住居址が該当する。

(宮 ノ前Ⅵ期〉

本期では43軒の竪穴住居址がみられる。3・ 6。 12・ 13。 21・ 22・ 39。 48・ 52・ 54・ 57・ 59・ 76・ 77。 99・ 102・

107・  111 ・ 114。 121。 130・ 137・ 146。  148。 207・ 216・ 219。 221 ・254・ 261・ 288。 293・ 296・ 302・ 306・ 309・

330,331,337・ 356。 379・ 416・ 420号住居址が該当する。2号溝状遺構はこの段階ではすでにその機能が停止し

ていたようである。
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(宮 ノ前Ⅶ期〉

本期では34軒の竪穴住居址がみられる。5・ 16・ 25。 29。 33。 37・ 40。 46・ 70・ 91・ 110,113・ 116・ 124・ 128・

131 ・155,164・ 180・ 185。 187・  191。 195。 196。 210。 223・ 231 ・238・ 292・ 307・ 315。 344・ 392・ 409手謗准と垢]上止

が該当する。

(宮 ノ前Ⅷ期〉

本期では58軒の竪穴住居址がみられる。4。 30。 32・ 60・ 64・ 68。 87・ 104。 115。 139・ 143。 144。 149。 151・

152・ 153。  162・ 176・ 178。 181 ・186・ 188。  194・ 215・ 226・ 239。 243・ 245。 246。 250・ 251 ・266・ 270。 286。

290。 291 。294。 300・ 304・ 808。 314・ 316・ 320。 324・ 327・ 343・ 345。 346・ 348。 352,354,366。 367・ 384・

400。 413。 418。 419号住居址が該当する。

(宮 ノ前Ⅸ期〉

本期では109軒の竪穴住居址がみられる。9・ 10・ 14・ 17・ 18。 19。 24・ 26・ 27・ 28。 34。 35・ 36・ 38・ 45。 47。

49・ 50。 58・ 61 ・62・ 63・ 69,71 ・72・ 74・ 78。 83・ 84・ 86・ 89。 105。 109。 117。 118・  119・ 120。 127・ 132・

133・ 140。  145。 147・ 154・ 158。 160。  161 ・163。 166・ 169・ 171 ・ 177・ 183・  189。 198・ 204・ 205。 218・ 222・

224・ 227・ 228。 233・ 234・ 237・ 240。 247・ 253・ 255。 256・ 259。 264。 274・ 275。 282・ 283。 284・ 285。 287・

298・ 299。 301 ・303・ 305。 310。 318・ 321 。323。 326。 332。 335。 339。 347,350。 353。 357・ 359。 364・ 365。

368。 369・ 385。 389・ 397・ 401。 402・ 403。 406・ 411号住居址が該当する。

本期は土器様相においても段階的変化属性が捉えにくい時期で、漸移的な変化が捉えられれば、竪穴住居址教

も分散できる可能性がある。

(宮 ノ前X期〉

本期では 7軒の竪穴住居址がみられる。11。 15。 23・ 78。 109。 218。 338号住居址が該当する。

(宮 ノ前�期〉

本期では 5軒の竪穴住居址がみられる。 7・ 80・ 82・ 106・ 385号住居址が該当する。

以上、宮ノ前 I期から�期まで、各期に属すると考えられる竪穴住居址を列挙 してみた。奈良～平安時代にお

ける竪穴住居址総数417軒のうち、ここに挙げた349軒分についてはある程度時期的に判別できたが、残 り68軒分

については重複のため遺構の破壊が著 しかった り、良好な出土遺物資料に恵まれなかった竪穴住居址である。そ

のため各期ご≧において軒教が増加する可能性があることを考慮に入れておかなければならない。

各期ごとの状況を概観する前に本遺跡全体の遺構の分布状況をみてみよう。一見すると遺構 どうしの重複が著

しくまとま りのつかない状況にみえる。特に竪穴住居址が顕著であるが、しかしよくみると竪穴住居址を中心と

した遺構の分布域がおおよそA～ Gの 7つのブロックに区分できそ うである。各ブロックは明瞭に分かれるもの

ではなく、互いに重複 している状況である。はたしてそ うした分布のまとまりが、いわゆる単位集団的まとまり

であって、その各分布域が各単位集団のテ リトリー として捉えられ、土地割 りが存在 したのかはさらに詳細な分

析が必要 となってこよう。

各ブロックの分布状況は次のとお りである。Aブ ロックは本遺跡北西端に位置 し、正倉 (詳細な所属時期は不

明)と もいえるべき大形の掘立柱建物址 (14号掘立)がみ られる。遺構群はまだ調査区域外に広がるようである。

本ブロックは他のブロックとはやや隔絶 した感があ り、おそらく異なる埋没微高地上に立地するものであろう。

Bブ ロックは埋没微高地の北端に位置 し、比較的明瞭に捉えられるブロックである。北側への建物群の広が りは

これ以上み られないようである。Cブロックは埋没微高地のほぼ中央部に位置 し、竪穴住居址 とともに掘立柱建

物址 も多くみ られるブロックである。Dブロックは埋没微高地の東縁部に位置 し、南北に長いブロックである。

Eブ ロックは埋没微高地の中央部のやや南寄 りの西縁部に位置 し、竪穴住居址がきわめて密集す るプロックであ

る。 Fブロックは微高地の南東縁に位置 し、南北にのびるブロックである。C・ Eブ ロック等 と比べると比較的

空閑地がみ られるが、16号溝址を境 とする南側では竪穴住居址の重複が著 しい。Gブ ロックは埋没微高地南端に

位置 し、前述の北後日遺跡 B区の竪穴住居址群を含むブロックである。E・ Fブロックそれぞれの境界はやや不
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明瞭である。それでは以下において各期の遺構の分布状況をみてみよう。

《宮ノ前 I期 (8世紀第 1四半期中心 )》

本期は奈良時代の集落が初めて姿を現わす時期である。前段階の 6～ 7世紀代の遺構や遺物がまったくみられ

ないことからも忽然と現われたといってもよい。埋没微高地の北側 (C,Dブ ロック)と 南側 (EoGブ ロック)

に竪穴住居址がみられ、中央部分は空閑地 となっている。掘立柱建物址は40・ 41・ 49号掘立柱建物址が竪穴住居

址との新旧関係から本期にほぼ伴 うものと考えられ、 9。 12・ 14号掘立柱建物址もその可能性がある。その他の

遺構では埋没微高地の東縁と西縁にみられる 1・ 2・ 3号溝状遺構がすでに存在 していた可能性が強い。

《宮ノ前Ⅱ期 (8世紀第 2四半期中心)》

本期では竪穴住居址教が前期に比べ倍増している。竪穴住居址はC・ D・ E・ F・ Gブロンクにみられ、特に

南側のE・ Gブ ロックが分布的に中心≧なる。Eブロックでは、文字資料がまだ少ない当該期にあつて、「寺」と

記された線刻土器が出上した超大形住居址 (141号住)がみられ、住居址の規模や出土遺物等から中核的な住居址

であったことがうかがわれる。Cブロックでは建物の中心が掘立柱建物址≧なるようで、竪穴住居址との新旧関

係や掘立柱建物址の構造等から同ブロック内西側にみられる1・ 2・ 7号掘立柱建物址が本期に伴 う可能性が強い。

《宮ノ前Ⅲ期 (8世紀第 3四半期中心)》

本期は竪穴住居址が26軒で、前期に比べ多少増加するものの目立った増加をみせていない。その分布も前期と

同様にC～ Gブ ロックにみられる。Cブロックでは前期において掘立柱建物址の占地場所に竪穴住居址がみられ

るようになり、掘立柱建物址は同ブロック内の東側に移るようである。しかし中心となる建物址は掘立柱建物で

あるといえよう。本期に確実に伴 う可能性のある建物址は16号掘立柱建物址のみであるが、同ブロック内の時期

不明の建物址の多くが本期に伴 う可能性がある。Dブ ロックとGブロンクでは本期になると、大形住居址 (244・

412号住)が出現する。

《宮ノ前Ⅳ期 (3世紀第 4四半期中心)》

本期の竪穴住居址軒教は、前期とほぼ変わらず推移 している。その分布はC・ D・ E・ Fブロックにみられ、

Gブ ロックには本期では竪穴住居址がみられない。Cブ ロックでは前期に引き続き同ブロック内にて掘立柱建物

址群がみられ、本期では新たに大形住居址 (100号住)が現われる。Eブロックでは大形住居址はみられないもの

の、竪穴住居址の密集度が他のブロックに比べ引き続き高い。Fブロックでは同ブロック内南側の16号溝址に近

接 した場所に竪穴住居をつくっている。この付近はH期からほぼ踏襲しているかのように、竪穴住居がつくられ

ている。

《宮ノ前V期 (9世紀第 1四半期中心)》

本期は24軒 の竪穴住居址がみられ、Ⅱ期からほぼ変わらず推移 している。その分布はCoD・ E・ F・ Gブ ロッ

クにみられ、Cブロックでは7軒の竪穴住居址がみられ、前期より増加傾向にある。そうしたことから本期以前

までその建物構成の主流が掘立柱建物だつたのが、本期からは反対に竪穴住居が中心となる状況がうかがえる。

しかし同ブロック北側の竪穴住居址がみられない場所には、23。 27号掘立柱建物址等の掘立柱建物が少なからず

存在 した可能性も考えられる。Dブ ロックでは大形住居址 (138号住)がみられ、Fブロックでは 1軒程度しかみ

られず、Fブ ロックについては前期までと同様に、ブロック内南側に竪穴住居がつくられる。Eブロックでは同

ブロック内南側に 2軒ほどみられるが、北側にその分布の中心がみられる。また、本期に38号掘立柱建物址も同

ブロックに伴 うようであり、これら竪穴住居群の間に掘立柱建物がつくられている。時期不明の36号掘立柱建物

址も本期に伴 うものかもしれない。Gブ ロックでは前期でみられなかった竪穴住居址が再びみられるようになる。

なお、竪穴住居址以外ではFブロック南側で東西にのびる16号溝址が、竪穴住居址 との新旧関係から本期をもつ

てその機能がほぼ停止したと考えられる。

《宮ノ前Ⅵ期 (9世紀第 2四半期中心)》

Ⅱ期以降、全体の竪穴住居l■軒数が20教軒単位で推移してきたが、本期ではその軒数が43軒 と以前に比べ倍近

くに増加する時期である。その分布はすべてのブロックにおいてみられる。A・ Bブロックでは本期になっては
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じめて竪穴住居がつくられるようになり、それぞれ 2軒ずつみられる。Cブ ロックでは12軒の竪穴住居址がみら

れ、前期から引き続き掘立柱建物から竪穴住居へと建物構成が変化 している状況がうかがわれる。ブロック内ほ

ぼ全域にわたって竪穴住居が分布 し、同ブロック東側では比較的規模の大きい59・ 99・ 107号住居址がやや密集し

ている。Dブロックでは前期では 1軒だったのが6軒 と増加 し、南北にほぼ一列に並ぶようにみられる。何らか

の土地割が存在したのであろうか。Eブ ロックでは本期においても10軒 と、Ⅱ期以降安定した竪穴住居址数を誇つ

ている。本期の竪穴住居址の分布は中央部に空間をもつ環状を呈している。Fブ ロックでは今までまったく竪穴

住居が占地されなかった同ブロック中央部付近にはじめて293・ 337・ 416号住居址等の竪穴住居がみられるように

なる。293・ 337号住居址はともに大形住居l■である。Gブロックでは前期において一旦竪穴住居址数が増加 した

が、本期でまた減少し、 2軒程度となる。Ⅳ期以降、同ブロック南側ではまったく住居がみられない。

《宮ノ前Ⅶ期 (9世紀第 3四半期中心 )》

本期では前期において倍増した竪穴住居址の増加傾向は落ち着き、その数は35軒 とやや減少しているが、ほぼ

横這い傾向とみてよかろう。時期不明の竪穴住居址がまだ本期に伴 う可能性がある。再びA・ B両ブロックでは

竪穴住居址がみられない。Cブロックでは前期に引き続き12軒の竪穴住居址がみられ、その分布状況は環状に近

い形を呈している。Dブ ロンクでは前期から引き続いて同ブロック内中央部分に竪穴住居をつくっている。本期

で唯一、大形住居址 (33号住)を もつブロックである。Eブロックでは前期に比べると、竪穴住居址が減 りその

分布状況も散漫となる。同ブロックの中心部は大きく空閑となっているが、35号掘立柱建物址が伴 う可能性があ

る。Fブロックでは前期にみられた大形住居址は姿を消し、その場所は空閑となっている。その空閑を挟んで中

形の竪穴住居址が分布 している。Gブ ロックでは本期に入つて再び竪穴住居址が増加する兆しがみられる。中形

の規模をもつ191・ 185号住を中心に分布 している。

《宮ノ前Ⅷ期 (9世紀第 4四半期中心)》

本期に属する竪穴住居址は58軒で、再び増加傾向がみられる。A・ B両ブロックでは顕著な変化はみられない

ものの、Aブロックでは再び竪穴住居址がみられる。Cブ ロックも前期に比べ若干竪穴住居址の数が減つている

ものの、大形住居址の68号住址もみられ安定して竪穴住居址がみられる。また、出土遺物の時期から31号掘立柱

建物址も伴 う可能性が強い。Dブロックでは分布域をやや東側に移し南側に大形住居址を配している。Ⅵ期・Ⅶ

期では竪穴住居l■が隣接 した状況でまとまってみられたが、本期ではその状況は崩れている。Eブロックでは竪

穴住居址が再び急増し、同ブロック内の東側寄 りに、南北に三日月状に竪穴住居址がみられる。中形の規模をも

つ竪穴住居址が中心で大形住居址は存在しない。密集した状況であり、建替えも頻繁であったことがうかがえる。

Fブロックでも竪穴住居址の分布域が若干東側に移動し、南北方向に長く分布 している。Gブ ロックは前期に引

き続き竪穴住居がつくられ、その数も増加している。

《宮ノ前Ⅸ期 (10世紀前半中心)》

本期は全期を通じて竪穴住居址の数が最も膨れあがる時期で、その総数は109軒に及んでいる。その一要因とし

てやや他の時期に比べ年代幅を長く設定しているためかもしれない。竪穴住居址は軒数の多少はあるものの全ブ

ロックにみられる。Aブ ロックでは 2軒ではあるが、前期から引き続いてみられ、BブロックでもⅥ期以降久し

ぶ りに竪穴住居がつくられるようになる。C～ Gブ ロックではそれぞれブロックで竪穴住居址が密集した状況を

呈し、中形や小形の住居址が中心で建替えが頻繁に行われている。そのため竪穴住居址の総数109軒 を数えるもの

の、同時存在したものは他の時期よりやや多いとも考えられるが、さほど多くはないと考えられる。

《宮ノ前X期 (10世紀後半中心 )》

本期は濠1的に竪穴住居址の数が減少する時期で、前期の一割にも満たない 7軒の竪穴住居址を教えるのみであ

る。本期ではじめてコーナーカマ ドをもつ竪穴住居址が現われる (23号住 )。 B・ C・ DoEの 各ブロックに竪穴

住居址が散在した状況でみられ、B・ CoDの各ブロックに2軒ずつ、Eブ ロックに 1軒分布している。E・ F。

Gブ ロックでは特にその減少傾向が著 しく、それら3ブ ロックは本期においては空閑地となっている。
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《宮ノ前�期 (11世紀前半中心 )》

本期も前期に引き続き竪穴住居址は少ない。本期の竪穴住居址はコーナーカマ ドのものが多い。C・ D両ブロッ

クに計 5軒みられ、前期の段階で竪穴住居址がみられたB・ E両ブロックからは消えている。ただ、Bブロック

では 5・ 6。 32号掘立柱建物址、 1号柵列状遺構が伴 う可能性がある。 E・ F・ G各ブロンクは本期では完全に

空閑地となっている。

以上のように、 8世紀初頭から11世紀前半にかけての連綿と営まれてきた集落の変遷を I期からⅨ期に区分し

竪穴住居址を中心にみてきた。また、竪穴住居は埋没微高地上にランダムな状況で分布しているのではなく、最

低 7つ のブロックに分かれて分布 し、その中で断絶と移動を繰 り返 していることを垣間見ることができた。

8世紀の初めに突如として出現した集落は、当初 8軒程度の竪穴住居と数棟の掘立柱建物でスター トする。そ

れらは埋没微高地の北側 と南側に分かれており、最低 2つの集団が移 り住んできた様子がうかがわれる。 8世紀

前半代は、律令政府によって口分田不足を補 うために「百万町歩開墾計画」「三世一身法」や 「墾田永年私財法」

等の開墾奨励策が相次いで出されている。おそらく当該期の宮ノ前遺跡の集落もそ うした開発を推 し進めるため

に新たに再編された集団が移 り住んで営まれた集落と思われる。本遺跡における奈良時代の直前段階である6～

7世紀代の遺構および遺物は皆無に等 しい状況にあることからも、開墾集国の計画的移住 とみてもよかろう。宮

ノ前 I期の段階では竪穴住居の規模にも較差は特にみられず等質的な姿が捉えられる。しかし宮ノ前Ⅱ期の段階

になると、Eブロックでは大形竪穴住居が出現し、またCブ ロックでは掘立柱建物が集中するというように、階

層分化の現象が提えられる。Cブロックにおける掘立柱建物の集中傾向は、およそ官ノ前V期段階まで続き、遺

構外ではあるが中央と政治的、文化的に関連を示すような円面硯や三彩陶器等の遺物が出土してお り、また、当

該期の塁書土器に「宅」と記されたものがみられ、同ブロックの掘立柱建物址群が有力者層の居宅であったこと

が推測できる。

宮ノ前Ⅵ期段階すなわち 9世紀第 2四半期頃に竪穴住居が前代に比べ倍増する時期が認められた。ここで注意

しなくてはならないことは、Fブロックにおける状況である。つまり先に少しふれたが、集落出現段階からほと

んどみられなかった竪穴住居が、当該期に突如全体に展開するということである。これは本節 3の 「溝址と溝状

遺構をめぐる問題」の頁でもふれた条里型土地割に伴 う溝と考えられる6号溝址と16号溝址が関連 していると思

われる。前者の溝址はBブロックとC・ Dブロックを区切るように東西にのび、後者の溝址はFブロック内を東

西にのびており、推測の域をでないが、本ブロックは集落出現段階から水田および畑等の可耕地として意識され

てきたブロックであったのではあるまいか。移住当初は洪水の危険をはらんだ低湿な土地 (旧河道)のみの開発

から、より高度な潅漑システムが必要な高燥な土地 (微高地)への開発が試みられようとしていた状況がうかが

える。そしてその開発が条里施工に伴 う可能性の強いことが考えられるのである。 しかし続く9世紀第 3四半期

以降、それ以前まで生産域として意識されてきたFブ ロックに竪穴住居等の遺構群が展開することは、この微高

地上の開発に行き詰まった状況が推測される。16号溝址は 1号溝状遺構から引水 していた可能性があることはす

でに述べたが、本集落が立地する埋没微高地の縁辺を流れる 1号および 2号溝状遺構は、宮ノ前Ⅵ期段階を最後

にその機能をほとんど失ってしまったようで、主要河川の流路の変更や河床低下、あるいは早魃によってその水

量が著しく低下してしまった状況が考えられる。 9世紀半ばにはこうした気候的、地形的な変化が起こつたのか

もしれない。

条里施行失敗以後も埋没微高地上では、竪穴住居等の建物群が多少の増減を繰 り返 しつつ推移 し集落も安定し

て営まれている。おそらく引き続き本集落周辺の低湿な土地での開発や耕営を中心に行っていたと思われる。特

に、宮ノ前Ⅵ期以降、鉄製品のなかで紡錘車など紡織関係遺物が増加する傾向があることから、水日のみならず

畑の開拓および耕作も積極的に行っていた状況が推察できる。また、本集落の中核的なブロックであったCブ ロッ

クでは、宮ノ前V期以前、官衛的な掘立柱建物址を中心とする建物構成だったのが、Ⅵ期以降大形住居址を中心

≧する竪穴住居址群を中心とする建物址群に代わつていく。このことは集落内の有力者層の性格の変質を意味し

ているようにも思われる。そして宮ノ前Ⅸ期 (10世紀前半)に再び竪穴住居が激増し、全時期を通 して最も集落
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が拡大する。当該期では超大形住居址はみられないものの、床面積30ポ以下の大形住居址と5∬以下の小形住居

址がみられ、特に小形竪穴住居址の増加が際立っている。両者の規模の較差が頭著 となることから、階層分化が

さらに進んだことがわかる。これは10世紀以降の律令体制の弛緩に伴い、有力農民層による私的な開発が活発に

行われた結果 とみることができよう◇

続く宮ノ前X期 (10世紀後半)および宮ノ前�期 (11世紀はじめ)になると前述のとおり竪穴住居は激減し、

11世紀後半には埋没微高地上では集落が営まれなくなる。宮ノ前X期・�期の集落は、竪穴住居址が散在的に分

布 し、それまでの集国のテリトリーを示すようなブロックはこの段階で消滅 したといってよいだろう。竪穴住居

址の規模についても宮ノ前 I期のようにあまり較差がなく前代とは異なった集落様相をみせている。おそらく新

たな開発のための集団の集落であろう。その新たな開発 とは、微高地上に縦横にのびる溝址が物語つているよう

に、条里型土地割をもつ耕地の開発である。この開発の背景には在地領主的な有力者層の出現を想定でき、 9世

紀中頃にみられた地形的変化が10世紀代に入つてさらに進んだことで土地条件が安定し、洪水をうける危険が減

り安定した耕田経営が行えるようになったため、この埋没微高地にも開発の手が及んだことが考えられる。当該

期の埋没微高地上にはその新たな開発を指揮する在地領主層の居住を示す痕跡は認められないが、調査区域外に

その存在を求めることができよう。

このように 2世紀以上にわたりこの集落を維持できたのは、生業面からすれば稲作や畑作を行 うためにそれ相

当の可耕地が存在 したことに他ならない。集落は宮ノ前遺跡の他、周辺に点在する埋没微高地上には、大小の規

模の差はあれ、同時代同時期の集落遺跡が複数存在することが近年の発掘調査によって判明している。そうした

なかで開発初期にあたっては先にふれた本遺跡の宮ノ前Ⅱ～V期段階の掘立柱建物址群が示すように本集落には

郡および郷 レベルで政治的・経済的に密接に結びついた在地の有力者層が存在し、本集落や周辺集落、あるいは

耕地の開発・維持 。管理にあたつていたと考えられる。本集落遺跡の性格の一端が浮かんでこよう。
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第 7節

金属製品と鍛冶関連遺物について

1.金属製品 (本文編第26表 。図版編第342～ 353図 参照 )

宮ノ前遺跡からは遺構内外から総数199点 に及ぶ金属製品が出土し、そのうち住居址出土のものが160点、掘立

柱建物址出土のものが 8ッミ、溝址出上のものが12点、溝状遺構出上のものが 2点、遺構外出土のものが17点 となっ

ている。金属の素材は鉄製が圧倒的に多く、そのほとんどが鍛造品であるが、 1点のみ鋳造品がみられる。そし

て鉄製品以外では銅製品があり、録子 1点 (鍍金を施す)、 円鏡 1点、環 1′点、錯帯 1点、ピン状の製品が 1点、

筒状製品が 1点、銭貨が 3点みられる。鍛造の鉄製品では刀子52点 、藝 3点、鎚飽状製品 1サく、鎌 7点、半月形

穂摘具 1点、鍬か鋤 1点、斧 4点、鏃19点 、キ引金具 2点、紡錘草 6点、釘39点、鋲 1点、肘金具 2点、聞金具

1点 、錬子用金具 ?1ッ点、鑑 1点、餃具 2点、環状製品 1′ミがあり、その他、何らかの製品の一部と思われる棒

状製品42′く、板状製品 4点、筒状製品 1点がみられ、不明鉄製品も2点みられる。鋳造品では鍋脚が 1点みられ

る。また、鍛冶関連遺物として鉄滓が遺構内外から総数51点、羽口が 7点出土している。

仰)鉄製品

(か農具

農具としては鋤か鍬 1点、鎌 7点がみられるのみである。また、神奈川県向原遺跡 (清水ほか 1983)におい

て報告されている半月形穂摘具≧思われる板状鉄製品も1点みられる。鋤か鍬という表現は、耳部の破片である

ため両者の可能性をもつているためである。出土遺構はⅧ期に属すると思われる304号住である。鎌は21・ 50。 78・

115。 143・ 173。 301号住からそれぞれ 1点ずつ出土している。形態を知 り得るのは78。 115。 143・ 301号住出土のもので、

78号住出土のものは、全長約10cm、 幅約2.5cmを 測る小形品で、身全体が湾曲する。刃部と着装部の区別はあまり

明確ではなく、刃部は消耗し細かく欠けている。115号住のものは出土時は折れ曲つた状態で錆で覆われ板状を呈

していた。保存処理段階でX線撮影により鎌であることが判明し、復元を行つている。全長約20銅、幅 4 cmを測

る。身全体が大きく彎由し、刃部と着装部の区別が明確ではない。身中央部がやや幅広となり、刃部は消耗のた

め細かく欠けている。143号住出土のものは全長約15.5cm、 幅1.7cmを 測 り、身の背部が折 り返し部から直線的に

のび、刃部は研ぎ減 りのためか幅が狭い。そのため着装部との区別は明確である。301号住出土のものは、全長約

15cm、 幅2.5cmを 狽1り 、身全体が緩やかに湾曲し、着装部から刃部先端にいくにしたがい細くなる。刃部と着装部

との区別は143号住出土のものに比べ明確ではない。

半月形穂摘具は238号住でみられる。両端が欠損しているため全体の様相は不明であるが、その可能性があるこ

とを指摘 しておきたい。残存長9.5cm、 幅19cmを測 り、薄い板状を呈し、径018～ 0.2cmの 孔が穿たれる。刃都と

思われる側面がやや外彎する。孔は着柄のために穿たれたものだろう。

(b)工具

工具としては刀子、斧、藝、鎚飽状製品がみられる。刀子は本遺跡出土鉄製品のなかで最も多くみられるもの

で、鉄製品全体の約27%を 占めている。42軒の住居址から51点、溝址から1点出土している。その多くは欠損品

や錆による膨張、研ぎ減 り等から、本来の形状を知 り得るものは少ない。しかし、本遺跡出土の刀子を関の有無

から大まかに分類すると次のとおりになる。

i:無関のもの。� :片関のもの。� :両関のもの。

iに属するものに104。 226号住出土資料、�に属するものに21・ 63。 1lⅢ 212・ 227・ 288。 293・ 314,315号住出土資料、

�に属するものに31。 36。 71・ 86。 99。 100。 114・ 161・ 203・ 243・ 250,271・ 278・ 294・ 302・ 307・ 311号住出土資料等が挙げら

れる。全長は完存のもので約12cm前後のものが最も多い。 2点ではあるが全長約19cmを測る271号住出土のもの、

全長約30釦 を測る161号住出上のものがあり、わずかながら大形品もみられる。

斧は 3・ 33・ 105。 137号住からそれぞれ 1点づつ、計 4点出土している。いずれも着装部が袋状を呈する有袋鉄斧の
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小形品で、全長 7～ 10cm、 刃幅33～ 4 cmを沢1る 。105号住出土資料には木質が残 り、137号住出土資料は刃部が折

れ曲つている。小形のため木材の伐採用というよりは、「手斧」的な機能が考えられよう。藝は 6・ 15・ 158号住か

ら1点ずつ出土しているが、欠損品ため全体の形状を知 り得るものはなく藝としての断定も難しいところである。

鎚飽状製品は 1点だけみられ、10号掘立から出土している。先端が狭い三角形状を呈している。

(d紡繊具

ここでは紡織具として苧引金具、紡錘草をとり挙げたい。キ引金具は民俗事例から麻皮を剥ぐ道具として捉え

られるもので、両端が曲つた鑑に似た形状を呈するものである。山梨県内では韮崎市所在の前田遺跡 (山下 1988)

と中田小学校遺跡 (山 下 1985)、 北巨摩郡武川村所在の宮間田遺跡 (平野 1988)か らそれぞれ 1点ずつ出土し

ているだけで、出土例はまだ少ない。本遺跡では65号住と227号住から1点ずつ、計 2点出土している。65号住出

土資料は、身の全長6.lcm、 幅4.5印を測 り身幅が広く、両肩には木質が残つている。227号住出土資料のものは、

身の企長7.3cm、 幅3.2∽を測 り身幅が狭く、身部の一部と両肩に木質が残つている。

紡錘車は完存のもの、紡軸のみのもの、紡輪のみのもの全て合わせて 6′点出土している。116・ 227。 230・ 385号住、

26号掘立、 7号溝址からそれぞれ 1点ずつ出土している。他にも棒状鉄製品としているなかにも紡軸の一部 と思

われるものもあり、点数的にはもう少し増える可能性はある。また、鉄製の他に石製の紡錘車も345号住 と16号溝

址から1点ずつ出上している。紡輪の径は3.4～5.7cmを 測 り、小形と大形の二者が存在するようである。糸の種

類によって鉄製と石製 との間に使い分けがあったかどうかは定かでないが、227号住では、紡錘車の他に苧引金具

が共伴していることから、麻糸を中心に使用されていたと思われる。

ld)建築金具

建築金具としては釘、聞金具、鑑、肘金具、鋏子用金具がみられる。釘は本遺跡では刀子につぐ出土量を誇 り、

39点出土している。いずれも角釘で、頭部をやや叩きのばし、曲げているタイプのものがほとんどである。長さ

は完存のもので 7 cm前 後のものと、15cm前後ものとの 2タイプみられるようである。48号住出上で鋲 としたもの

が 1′ミあるが、これも広義の意味でいけば釘の範疇に入るものである。やはり頭部を叩きのばし、曲げている。

長さは短く約 3帥 を測る。釘が出土している遺構は住居址が多い。しかし出土数は各住居址ごと1点か 2点で、

多くても3号住や244号住のように 3′点程度で非常に少なく、建築金具としたものの、果たして建築関係に使用さ

れたものかどうかは疑わしく感じられる。そして関金具と鑑はそれぞれ 1点ずつ出土しているが、前者は25号掘

立の掘 り方内、後者は69号住の覆土内から出土している。肘金具は59号住と421号住からそれぞれ 1点ずつ出土し

ている。肘金具は頭部が環状となっており、環の外径は約3.1帥を測る。錬子用金具は160号住から1点出上 して

いる。この肘金具や錬子用金具は建築物の戸締まり用に使用されたかどうかは不明で、箱や櫃に使用された可能

性もあり、また、肘金具は馬具の一部である可能性も考えられる。

(el武具

武具としては鏃が19点 出土している。棒状鉄製品としているなかにも鏃の茎部のと思われるものもあるため、

総数としてはもう少 し増えるかもしれない。鏃身の形態を大まかにみると両丸造の長三角形式のものが多く、逆

刺の発達するもの、 しないもの、箆被も存在するもの、しないもののそれぞれ 2種類ある。長三角形式以外のも

のとしては35号住出土の片丸造の軽箭式のものがみられるが、棘の有無は不明。鏃の出土遺構は、やはり住居址

からの出土が多く、 1軒の住居址から多量に出土するケースはみられず、出土している住居址のほとんどが 1点

ずつの出土状況を示している。ここでは武具≧して鏃をとり挙げているが、先の釘≧同様に、本来の使用 目的以

外の使われ方をされていた可能性も十分に考えられる。22号住ではカマ ド脇の床面直上から出土し、379号住では

カマ ド内から出土しており、武具としては不自然な場所から出土している。こうした出土状況から鏃も祭祀具と

して使われていたことも考えてもいいのではなかろうか。

(f)そ の他

上記以外の鉄製品では、餃具の刺金と思われる製品が6号住 と87号住から1点ずつ計 2点出土している。帯金

具あるいは馬具であろう。性格不明品では環状鉄製品 1点、棒状鉄製品42点 、板状鉄製品 5点がみられるが、棒
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状鉄製品のなかには、釘や鏃、紡錘車の紡軸の一部のものも含まれるだろう。また、鋳造品 として鍋の脚部も 1

点みられる。これは48号掘立の掘 り方内から出土 しているもので、山梨県内における鍋脚の出土例はきわめて珍

しい。掘立柱建物址の時期は不明な点が多いものの、主軸方向や掘 り方の形態等から平安時代 (9世紀前後)の

所産であることはほぼ間違いなかろ う。当該期の他の出土例 としては、神奈川県海老名市の海老名本郷遺跡KE

地区でみられ (合田ほか 1991)、 規模は異なるものの、9世紀前半に属する 5間 ×3間の大型の掘立柱建物址か

ら出土している。また、音原正明氏は、鋳造の釜 (鍋)は宮殿や寺院の煮沸用具あるいは参釜 として使用されて

いたと指摘 している (菅原 1983)。 もし釜 (鍋)が 当該期において仏教的色彩が強いものとすれば、宮ノ前遺跡

では 「寺」 と記された線刻土器 も出土 していた り、他にも寺 (仏教)と 密接な関係を示唆する遺物が多く出土し

ているとい う状況が認められるため、この鍋脚 も寺 (仏教)と の関わ りのなかで存在 したことが想定できる。

(2)銅製品

(al録子

100号住から1点 出土 しているが、その出土状況から本住居址に直接伴 うものではない。完存ではないが幅 7 mm、

厚 さ 3 mmを測る蒲鉾状の断面をもち、現長93mmを 測る。全体に金を鍍被 し、丁寧なつ くりである。

lb)円 鏡

141号住から1点 出土 しているが、これ も出土状況から本住居址に伴 う可能性は低い。141号住の覆土上面で、

挽物の中に伏せた状態で納められてお り、鏡に漆紙片 と絹 と思われる布片が付着 していることから、これ らの紙

と布に包まれていたと考えられる。そ して鏡 とともに人の歯も 1本一緒に納められていた。何 らかの儀礼行為に

伴って埋納 されたものだろう。歯科医師の畑秀明氏によると、この歯は永久歯の中切歯 (第 1歯)も しくは側切

歯 (第 2歯)で、性別については、中切歯だ とすれば性別は不明で、側切歯だ とすればその大きさから男性であ

る可能性が高く、年齢については、当時の栄養状態、健康状態によって左右 されやす く、正確にあてはめること

はできないが、おおよそ壮年 (30～ 40歳)のものだろうとい うご教示を得ている。

鏡の文様構成は錆 と摩滅が著 しく不明で、鏡の縁は厚 く外傾 し、内部は細い線によつて分けられ、単圏である。

明確な所属年代は不明であるが中世段階まで降る可能性が強い。

lc)帯金具

287号住から1点 出土 している。おそらく鈍尾の表金具であろう。側辺が緩やかなカエブを描 く形態を呈するも

のと思われる。現長37mm、 現幅32mm、 厚さ 2 mmを測る。漆等の付着はみ られない。本住居址からは他にも石製の

巡方が 1点 出土している。

ld)環

160号住から1点 出土 している。径20mm、 厚 さ4 mmを測 り、表面の剥落が著 しく、金等鍍被 されていたかは不明

である。おそらく古墳時代のものが本住居址内に混入 したものと思われる。

le)ピ ン状製品

302号住から1点 出土 してお り、現長76mm、 厚さ 2 mmを測 り、断面形は円形を呈する。やや彎曲しているが、本

来の形状、その用途は不明である。

(f)筒状製品

37号住から1点 出土している。現長56mm、 幅10mmを測 り、その用途は不明。煙管の可能性 も考えられる。

(3)銭貨

遺構外から2点、表採で 1点計 3点出土 してお り、遺構内からの出土はみ られない。いずれ も中国銭で、唐銭、

北宋銭、南宋銭が各 1枚ずつみ られる。皇朝銭の出土を期待 したものの結局検出されなかった。

2.鍛冶関連遺物 (本文編第19表 。図版編第323図参照 )

鍛冶関連遺物 としては鉄滓 と羽 口がある。羽口は本来土製品ではあるが、鉄生産等 と密接に関わ りあう遺物で

あるため、鍛冶関連遺物 としてここで扱 う。
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(al鉄滓

鉄滓は総数52点出土してお り、総重量は3175gを 量る。そのうち遺構内出土のものは総数39点 である。内訳は

17軒の住居址 (10。 15。 18・ 31。 35・ 54・ 69・ 79。 105。 113。 211。 220。 227・ 238・ 291・ 319。 322号住)か ら総

数37点、 1号溝状遺構から2点、 7号溝址から1点出土している。残 りの12点 は遺構外からの出土である。遺構

内出土のものも大半は覆土から出土であり、211号住と319号住ではカマ ド内からの出土となっている。

ひとつの重量が300g～ 500gを超える大形のもので、その形状がいわゆる椀形を呈するものは2点 あり、10号住

と79号住からの出上である。次いで重量が100gを超える中形のものは、15。 79・ 105。 113・ 220。 322号住から計

7点出土している。そして最も多くみられるのが、数 gか ら50g未満の小形のものである。大形や中形の鉄滓は

単独で 1点ずつ出土する傾向が強いが、小形の鉄滓はいくつかまとまって出土する傾向が強い。月ヽ形の鉄滓は概

して表面が発泡し、磁性の弱いものが多い。

(b)羽 ロ

羽口は総数 7点出土している。そのうちの 5点が住居址内からの出土である。86号住から1点、105号住から2

点、317号住から1点、330号住から1点出土している。残 りの2点 は遺構外からの出土である。いずれも欠損品

で全体の形状を知 り得るものはない。幅は5,7～ 7.7cm、 孔径は1.8～ 2.2cmを 測 り、孔の断面形は円形を呈する。

羽回の先端部には大方溶解鉄が付着 し、橙色の表面が熱をうけ灰褐色に変色している。

3.各期の出土状況

以上では、金属製品と鍛冶関連遺物の個々の遺物について概観 してきたが、それ ら全体の本遺跡における各期

の出土状況をみてみたい。

金属製品の出土している遺構 (主 に住居址であるが)を時期別にみていくと、何 らかの金属製品が出土してい

る住居llLは108軒で、そのうちの 1軒は縄文時代の住居址であり、明らかに混入品である。住居址以外で金属製品

が出土している遺構では、掘立柱建物址があり5棟から出土し、他に溝址、溝状遺構から出土している。

I期では51号住の 1軒のみで刀子が 1点 出土している。

Ⅱ期では141・ 225。 235。 375号住の4軒がみられるが、141号住の円鏡は前述のとおり、その出土状態や鏡 自体

の形態等から時代的に中世まで降る可能性が強く、本住居址に直接伴 うものではなかろう。225・ 235・ 375号住で

は刀子、紡錘車の紡軸と思われる棒状製品や刀子の一部と思われる板状製品が 1点ずつ出土している。

Ⅲ期では179。 244・ 271,282。 370。 377・ 412号住の 7軒から出土しており、刀子、釘、紡錘車の紡軸と思われ

る棒状製品等が出土している。特に244号住では釘が 3点、刀子が 1点みられ、ややまとまって出土している。ま

た、鉄製品はみられないが211号住のカマ ド内から鉄滓が 1点出土し、317号住では羽口が 1点 出土している。

Ⅳ期では100。 230号住の2軒から出土している。100号住では刀子 2点の他、録子が 1点出土しているが、録子

はその出土状況等から本住居址に伴 うものではなかろう。230号住では紡錘車の紡輪部が 1点出土している。

V期では65。 138・ 159。 212,395。 410号住の6軒から出土している。65号住では苧引金具が 1点、138号住で

は鏃が 2点出土し、159号住では刀子 と釘の茎部と思われる棒状製品が 1点づつ、395号住では刀子の一部と思わ

れる棒状製品 1点 と410号住では紡錘車の紡軸 と思われる棒状製品 1点 が出土している。

Ⅵ期では 3・ 6。 21・ 22。 48・ 59・ 99。 107・ 111・ 137・ 288・ 293・ 302・ 331・ 356・ 379。 416号住の17軒から

出土している。本期は住居址自体の教も前時期に比べ倍以上に増加する時期である。そして 1軒における金属製

品の保有点数が多くなっているのも本期の特徴といえる。点数的に多く出土している住居址は 3。 6。 288,293・

302号住で、3点～ 5点程度出土している。3号住では釘 3点の他、鏃 と斧が 1点ずつ出土し、6号住では藝と鏃、

餃具の刺金が 1点ずつ出土している。288号住では刀子 2点 と鏃 1点、用途不明の棒状・板状製品が 1点ずつ出土

している。293号住では刀子のみ 3点、302号住では刀子 3点 と用途不明のピン状銅製品が 1点出土している。そ

の他21号住では刀子と鎌 。藝状鉄製品が 1点ずつ、22号住では鏃が 1点、48号住では鋲が 1点、59号住では肘金

具が 1点、137号住では斧 1点、379号住と416号住では鏃が 1点ずつ出土している。このように本期においては前
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時期までの刀子や釘を中心とした製品以外に、鏃、斧等がみられるようになり、製品の種類もバラエティーに富

んでいる。特に鏃が本期によく目につく。また、鉄製品はみられないものの54号住 と113号住では鉄滓が、330号

住では羽口が 1点出土している。

Ⅶ期では16・ 25。 33・ 37。 113。 122?。 210。 238・ 292。 307?・ 315号住の11軒 から出土している。16号住と25

号住では釘が 1点、33号住では斧が 1点、37号住では釘 と鋼製の筒状製品が 1点、113号住では紡錘車の紡軸 と同

じく紡軸の一部と思われる棒状製品が 1点ずつ、鏃の茎部と思われる棒状製品が 1点出土している。122号住では

鏃が 1点、238号住では半月形穂摘具が 1点、307号住と315号住では刀子が 1点ずつ、210号住と292号住では紡軸

や釘等の棒状製品が出土している。Ⅵ期と異なり、 1軒の住居址で多数の製品を保有する例は本期ではみられない。

Ⅷ期では31?・ 87・ 104・ 115。 143・ 144。 152・ 153。 226。 243。 250。 251・ 294・ 304・ 314・ 354号住の16軒の

住居址から出上している。31号住では刀子が 2点 と鉄滓、87号住では餃具の刺金が 1点、104・ 152・ 226・ 250。

294・ 314・ 354号住では刀子が 1点づつ、243号住では刀子が 2点、251号住では釘が 1点、304号住では鋤か鍬の

刃先の一部が 1点、115号住 と143号住では鎌が 1点ずつ出土し、その他の住居址からは棒状製品が出土している。

本期の特徴として、鋤か鍬、鎌等の農具類が比較的多くみられる。鉄滓は31号住の他、鉄製品の出土はないもの

の291号住から1点 出土している。

E(夷月でイま9 。18。 35。 36。 45。 49。 50・ 63・ 69。 71・ 78・ 83・ 86・ 105。 132・ 158・ 160。 161・ 163・ 169。 177・

218・ 227・ 247・ 274。 287・ 298・ 301。 318。 321,335号住の31軒から出土している。出土住居址の軒数がⅥ期か

らⅧ期までと比べると倍以上に増加している。これは本期が全時期を通 して住居址数が最大に膨れあがる時期で、

金属製品出土の住居址も住居軒数の増加に比例 し増加しているといえよう。主な住居址をみると、18号住ではく

の字に折れ曲つた釘 と棒状製品 1点ずつと鉄滓 3点、35号住では鏃 と紡錘車の紡軸 と思われる棒状製品、鉄滓が

1点ずつ、36号住では刀子 と鏃が 1′点ずつ、45号住では鏃が 1点、49号住では釘が 1点、50号住では鎌が 1点、

69号住では鑑と鏃の茎部と思われる棒状製品が 1点ずつと鉄滓が 7点、86号住では刀子が 1′くの他、羽口も1点、

105号住では斧と刀子、鉄滓が 1点ずつと羽口が 2点、132号住では鏃が 1点、160号住では銅製の環、刀子の一部

と思われる棒状製品、そして擦子用金具が 1点づつ出土している。227号住では刀子が 1点の他、苧引金具と紡錘

車が 1点ずつ、鉄滓が出土しており、その住居の住人が紡織関係に深 く関わつていたことが想定される。287号住

では銅製帯金具 (鈍尾)が 1点出土してお り、同住居址では石製の錯帯 (巡方)も 出土している。318号住は刀子、

釘、鏃、棒状製品を 1点ずつ出土しており、本期に属する住居l■ のなかでも金属製品が比較的集中して出土して

いる住居址である。その他の住居址でも刀子を中心とした製品類が 1点から2点出土している。鉄製品はみられ

ないものの15号住からは鉄滓が 1点出上している。

X期では本期に属すると思われる住居址自体が 7軒 とⅥ期からⅨ期に比べると激減 し、金属製品自体出土して

いる住居址も本期ではみられない。

X期でも本期に属すると思われる住居址が4軒 と少ないが、385号住から紡錘車の紡輪が 1,点 出土している。

各期の住居址の保有割合をみていくと、 I期では13%、 Ⅱ期では15%、 Ⅲ期では32%、 Ⅳ期では19%、 V期で

は19%、 Ⅵ期では39%、 Ⅶ期では28%、 Ⅷ期では28%、 Ⅸ期では27%、 X期では0%、 X期では25%と なり、Ⅲ

期とⅥ期に30%以上になるものの、他の時期では10%か ら20%の割合であり、大方 4～ 5軒に 1軒の割合で金属

製品が出土していることになる。 1軒の住屋址から出土する点数は 1～ 2点が多く、数十点以上出土している住

居址はみられない。4～ 5点出土する住居址が本遺跡では多い部類に入る。出土′点数 4点以上住居址を挙げると、

Ⅲ期の244号住、Ⅵ期の288号住と302号住、Ⅶ期の3号住、Ⅸ期の318号住であるが、244号住や318号住のように

大きい規模をもつ住居址からの出土例もあるが、一般的な規模をもつ住居址からも複数出土している。

4.ま  と め

本遺跡での鉄製品は前述した製品類が出土しており、棒状鉄製品や板状鉄製品の用途不明製品を除いた数で出

土割合をみると、刀子が全体の約34%、 釘が約26%、 この両者で全体の過半数を占めている。他では鏃が13%、

１

　

３

茅
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鎌が5%、 紡錘草4%、 斧が3%を 占めている。こうしてみると工具状の製品が全体に占める割合が高く、農具

などの生産具の占める割合が低い。これは東国の集落おいて全般的にみ られる傾向であり、宮ノ前遺跡でもその

状況がうかがえる。しかし金を鍍被した録子や鋳造の鍋脚等、山梨県内では希な製品類もみられ、本遺跡が一般

の集落とは異なった性格を持ち合わせる可能性を示唆している。また、鉄滓や羽日の鍛冶関連遺物が出土してい

るが、本遺跡では炉等をもつ明確な鍛冶遺構は検出されていない。

各期を通してほぼ全般にみられる製品は刀子と釘、紡錘車で、その他の製品はⅥ期以降の出土が多い。しかし

X期以降はほとんどの製品がみられなくなる。刀子は I期 からⅨ期までみられる。釘も I期 とⅣ期、X期～�期

を除いてみられる。紡錘車も I期 とⅥ期、Ⅷ期、X期を除いてみられるが、紡錘車と関わりの深い芋引金具はV
期とⅨ期のみにみられる。鏃はⅣ期に 2点みられ、Ⅵ期～Ⅶ期、Ⅸ期にみ られる。一方、鎌や鋤・鍬、斧等の農

工具類の出土は前述のとお りⅥ期以降からであり、錬はⅨ期に3点 と最 も多くX期以降はみられない。詳細な時

期は不明であるが173号住出土のものはⅥ期以前と考えられる。鋤 。鍬はⅧ期のみにみられ、ごく一般的な規模を

もつ住居址から出土している。斧はⅥ期～Ⅶ期、Ⅸ期にみられる。

以上のように、Ⅵ期を境に金属製品の種類や出土量がそれ以前とは異なった様相を示していることがわかった。

Ⅵ期 (9世紀第 3四半期中心)と いう時期は、集落内の住居数が大きく膨 らむ時期であり、当該期に何らかの社

会的状況の変化が起こつたことが推測できる。そうした社会的状況変化の一端を金属製品の出土状況も示してい

る。Ⅵ期以降、量的には少ないものの鎌、鋤 。鍬等の農具がみられるようになるのは、耕地拡大とその経営の拡

大を図ろうとした状況ともうけとれる◇そして紡錘車がⅡ期から�期まで量的には少ないものの、それが存在す

ることは、稲作以外の生産基盤の一つとして麻生産も大きなウェイ トを占めていた状況を反映している。古代甲

斐国は「延喜式」にみえるように布の貢進国となっていることから、中央への調庸等の貢進国としての布生産が

早い段階から行われていたことも十分考えられる。

周知のとおり、鉄は鋳直しが可能で、腐食しやすい性格をもつ金属素材であることや、貴重品等は移動の際に

持ち去ることが考えられるため、鉄製品を中心とした金属製品の消長や量的変化等から当時の社会状況を推察す

ることは危険が大きい。集落構造の綿密なる分析や他の遺跡の状況も踏まえて、金属製品のあり方を導かなけれ

ばならない。
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第 8節

文字関係資料について

官ノ前遺跡から出土した文字関係資料は、墨書土器と線刻土器およびヘラ書土器にほぼ限られる。文字資料以

外では2号溝状遺構から絵画的資料である人面墨書土器の破片資料が出土しており、また、漆紙の断片が46号住

居址から出土しているが、残念ながら赤外線調査でも文字の確認はできなかった。本節では確認されている文字

資料を中心にそれ らの出土状況と記銘状況を概観し、それらに関連し筆記具の一つである硯の出土状況から墨書

土器の普及に関わる問題も考えていきたい。

本報告書での墨書土器とは、文字や記号、絵画等を墨書きあるいは朱書きされた土器のことをいう。そして蕨

刻土器とヘラ書土器については、土器焼成後に刀子状工具あるいは釘状用具等で、記号や文字、絵画等を刻み記

した土器を線刻土器 といい、研究者によつては刻書土器 とよんでいるものである。土器焼成前に記 した土器を従

来からよばれているヘラ書土器 とした◇土器の焼成前に記されることは生産地で記した可能性が高く、他方焼成

後に記されることは集落等の消費地で記した可能性が高いと思われる。よつて両者の記された目的は基本的には

異なると考えられ、ここでは両者を切 り離して考えたい。しかし浅学のため、数多くの資料をみてい くと、焼成

前に記したものか、あるいは焼成後に記したものか、判断しにくい曖味なものも数点みられ、本報告の文字内容

(釈文)においてもいくつか誤認しているものや欠漏 しているものがあろうかと思われる。そのような資料につ

いては別の機会に訂正していきたいと考えている。

1.出土遺構について

本遺跡からは墨書土器が総数287点 、線刻土器 (ヘ ラ書土器も含む)が総数160点出土している。遺構別にみる

と、墨書土器は、竪穴住居llLか ら215点 、掘立柱建物址から2点、土拡から1点、溝址から1点、畝状遺構から2

点、溝状遺構から53点、性格不明ピットから1点、遺構外から12点出土している。一方、線刻土器 (ヘ ラ書土器

も含む)は、竪穴住居址から116点、畝状遺構から2点、溝状遺構から33点 、遺構外から9点出土している。両土

器ともに、竪穴住居址内からの出土が圧倒的に多く、次いで溝状遺構内の順となっている。なお、各遺構につい

ていえることだが、床面および底面直上から覆土全般から出土したすべての遺物を、原則 として各遺構の出土資

料として扱っている。ただ明らかに異なる時期のものが認められたものについては、一覧表 (第 28。 29表)にお

いて混入品と記しておいた。

出土遺構において注意しなければならないことは、いうまでもなくその出土状況である。両土器が最も多く出

土している竪穴住居址内の出土状況については、覆土内からの出土が最も多く、床面直上やカマ ドからの出土が

数例みられる程度である。しかも一箇所からま≧まって出土する例はまったくみられず、大半が単体の完形や破

片で出土している。竪穴住居址内からの出土状況をみる限り、他の出土土器群と区別できるような特別な出土状

況を見出すことは難 しい。ただ、集落の東西端を流れる 1・ 2号溝状遺構で多量の墨書土器と線刻土器が出土し

ており、破片資料が多いものの、それらは使い込まれた状況や水流によつて摩滅した状況はほとんどみ られず、

特に 2号溝状遺構では、竪穴住居址内からも多数出土している「名」と記した墨書土器が、人面墨書土器や木製

の斎串、胡桃や桃の植物遺体、獣骨片等、祭祀色の強い遺物群とともに出土している。そうしたことから、塁書

土器 ≧線刻土器が何 らかの祭祀・儀礼行為に伴って廃棄された状況が推測でき、両者の性格・使用状況を考える

うえで興味深い出土状況といえよう。

2.各期ごとにみた量的推移と記銘内容について

出土土器の分析によって奈良～平安時代は I期から�期までの変遷が辿れるこ≧が先に提示されている。そこ

から得られた分析結果をもとに、各期ごとにみた塁書土器 と線刻土器の出土状況の量的推移をみてみたい。
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第46図にその量的推移をグラフで示しておいた。

まず、宮ノ前遺跡の I期段階では墨書土器は確認

できていない。Ⅱ期 も同じである。次のⅢ期が塁

書土器が確実に確認できる時期である。同期以降、

V期 まで量的に著 しい変化はみ られないが、Ⅵ期

になるとその数は急増する。当該期は竪穴住居址

数も増大する時期で、それに比例するかのように

墨書土器 も増加 している。Ⅶ とⅧ期は同様な水準

を保ちながら推移 し、竪穴住居址数が最も多いⅨ

期に量的にピークをむかえる。Ⅵ期からⅨ期は墨

書土器の盛行期 といえる。 しかしつづ くX期 には

竪穴住居址 も墨書土器も激減 し、�期では 4軒の

第46図 墨書土器・線刻土器の量的推移

竪穴住居址がみられるものの、墨書土器はまったくみられない。X期が塁書土器の終焉期といえる。各期の全竪

穴住居址のうち墨書土器を出土した竪穴住居址の割合をみると、出現期のⅢ期からV期 までは8%～ 18%と 20%

以下だつたものが、Ⅵ期以降、Ⅸ期まで30%～42%と なっている。1軒ごとの保有率はⅢ期からV期までは低く、

Ⅵ期以降は高くなる傾向がみられる。

一方、線刻土器は I期の集落の出現段階からみられる。つづ くⅡ期からV期までほぼ横這い傾向を示 しながら

推移 し、Ⅵ期において微増するが、Ⅶ期以降またV期段階までの水準に戻 り、横這い傾向を示す。X期になると

塁書土器 と同様にまったくみられなくなる。塁書土器と同じように線刻土器が竪穴住居址から出上している割合

を各期ごとにみると、 I期が63%と 高く、Ⅱ期からⅣ期が30%～ 35%、 Ⅳ期にいったん19%と 下がるが、Ⅵ期に

は再び30%と なる。しかし、Ⅶ期では15%と 半減し、Ⅷ期、Ⅸ期にいたると7%、 8%と なり竪穴住居址の増大

という傾向にもかかわらず、線刻土器の竪穴住居址からの出土率は極端に減少する。保有率については、墨書土

器とは異なり古い段階の方が比較的高い傾向にある。

次に記銘内容をみると、墨書土器の場合、記されていることが判明しても欠損していたり、墨痕が薄く器面の

摩滅等によつて判読できないものや、運筆もトレースすることが困難なものが多数あり、すべての内容を把握す

るに至つていない。こうした状況のもとで把握できた墨書内容の一部を挙げてみると、「廣」「北」「客」「家」「氏」

「生万」「木」「主」「長」「中」「上」「十」「□麻」「万」「日」「毛」「爪」「内」「秋」「義」「介」「子」「又」「丈」「吉」

「民」「爪」「爪」「山」「完ヵ」「⌒」「⌒」「永ヵ」「丙」「稲」「嵐」「浄人」等の文字が各期においてみられる。こ

れらのなかで、V期以前において特徴的な文字を挙げると、1号溝状遺構から比較的まとまって出土している「客」

で、竪穴住居l■からも数点出土している。同文字は宮ノ前Ⅲ期からⅧ期までに属する土器に記され、長期にわたつ

て使用された文字であるが、溝状遺構出土のものはⅢ期に属する土器でやや古い段階のものが多い。Ⅵ期以降で

は文字の種類も増え、Ⅵ期では「木」が大形住居址の293号住居址からまとまって出土し、2号溝状遺構でも数点

みられる。また、13号住居址では「氏」がまとまって出土している。Ⅶ期では「万」が238号住居址からややまと

まって出土し、Ⅷ期では引き続き「万」、新たに「介」「子」が主体的にみられるようになる。Ⅸ期でも引き続い

て 「万」「介」「子」が主体的な存在で、新たに「民」や則天文字の 「爪」の異形と思われるような 「爪」等がみ

られる。X期ではⅨ期に引き続いて「介」「万」の文字がみられる他、「完ヵ」「⌒」L各」「永ヵ」等もみられ、「万」

「介」 L芥」「⌒」は23号住居址から出土している。

線刻土器では I期か らV期 まで圧倒 的に 「×」や、「×」をア レンジした もの と思われ る 「X」 等 の記号状 の線

刻 似下、記号線刻とよぶ)が多い。他 には 「#」 「
|」 等がみ られ る。 I期 における文字 と思われ る線刻 (以下、文字線

刻とよぶ)は55号住居址 出土の「田」がみ られ るのみである。Ⅱ期 では墨書で もみ られ る「山」「万」の他、「又」「寺」

等の文字線刻がみられる。塁書の「万」はⅦ期以降に盛行したのに対し、線刻のそれはすでに当該期にみ られる

ことから、「万」は長期にわたつて使用された宇句 といってよい◇また「寺」は大形住居址である141号住居址か

OO墨 書
←●線刻・ヘラ書
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ら出土しており、同住居の住人が当該期において仏教関係に携わる人物か、あるいは直接ではないが仏教と密接

な関係にあつたことをうかがわせる興味深い文字資料といえる。同竪穴住居址からは「寺」の他、「×」「#」 「X」

の記号線刻がまとまって出土している。Ⅲ期では引き続き 「預」を中心とした記号線刻が目立ち、墨書も併記す

るケースも多い。そして 「X」 は 1号溝状遺構内から出土しており、広範に使用されていた字句であることをう

かがえる。文字線刻では370号住居址で「山」「万ヵ」、172号住居址で「又」がみられる。Ⅳ・V期 でも「栄」「×」

が中心で、Ⅳ期では文字線刻はまったくみられず、V期では 「得ヵ」がみられる程度である。

「X」 「X」 は199号住居址のように相変わらず集中して出土する傾向があり、墨書の 「万」と同じように I期か

らV期までの集落内で代表される線刻記号といえる。

Ⅵ期では I期～V期に比べると文字線刻が増加する。文字線刻では「万」「東」「大」「北」「面」等がみられ、

「雨」は土器の時期からみて一段階古いV期に属する可能性もあるが、字形的には墨書の「爪」「瓦」にみられる

ような象書体・則天文字に関わる字形とみてもよかろう。記号線刻では前期まで盛行していた 「×」は姿を消す

ものの、「×」は引き続きみられる。代つて以前にもわずかにみられた 「汁」「冊」等の文字か記号か判別がつき

にくい線刻が増加する。Ⅶ期、Ⅷ期では≧もに線刻土器自体の出土量が少ないが、Ⅶ期の記号線刻では「×」「ぺ」

等がみられ、文字線刻では「万」がみられる。238号住居址では線刻の「万」の他、塁書の「万」も3点出土して

いる。Ⅷ期でも「×」等の記号線刻がわずかにみられ、文字線刻の「大」「吉」がみられるのみである。終焉期に

あたるⅨ期での記号線刻は 「×」のみで、この「×」は I期からほぼ最終段階まで使用された記号であり、これ

も本集落を代表する字句 。記号といつてよかろう。文字線刻では 「伴」「祝」「父」等がみられる。

以上のように、墨書土器では文字の方が記号より多く、線刻土器では全般的に記号が主に記されている。しか

しそれはV期までで、Ⅵ期以降は文字線刻も比較的記されるようになっていく。このことは墨書土器の盛行が同

期に求められることから、そうした状況が少なからず線刻土器に影響を及ばしているかもしれない。

3.記銘状況について

まず、墨書土器では、墨書されている種別の割合をみると (第47図 )、 土師器が85%近 くを占め、次いで須恵器

が27%、 黒色土器が18%と なっている。墨書土器はこれら二つの種別の土器にほぼ限られている。器種はいずれ

も郭 。皿 。蓋等の食膳具がほとんどである。記される部位は (第48図 )、 土師器では約66%が体部外面 (以 下、体・

外とよぶ)、 約34%が底部外面 (以下、底 。外とよぶ)と なっており、体部内面 (以下、体・内≧よぶ)も 1点で

はあるがみられる。底部内面 (以下、底・内とよぶ)は全くみられない。また、体・外に記されるもののなかで、

土器を使用時の状態に置いてみた時に、正位に記されているもののは84%、 倒位に記されているものは15%、 横

位に記されているものは 1%と なっている。須恵器では58%が底・外、38%が体・外、4%が底・内となってお

り、体・内に記された例はみられない。体・外に記されるもののうち、倒位に記されているものは10%で、あと

はすべて正位に記されている。黒色土器では、体・外が76%、 底・外が24%で、体・内および底・内はまったく

みられない。黒色土器でも体・外に記されるもののなかで、倒位に記されているものは15%で、あとはすべて正

位となっている。

次に線刻土器であるが、線亥1さ れている種別の割合をみると (第47図 )、 土師器が83%、 須恵器が14%、 黒色土

器が 3%と なっている。線刻土器も墨書土器と同様にこれら二種類に限られ、器種は郭 。皿・蓋等の食膳具の他、

貯蔵具か煮沸具の養もわずかだがみられる。ちなみにヘラ書土器では点数が少ないために大まかな傾向であるが、

須恵器が50%以上を占め、次いで土師器 と灰釉陶器が23%と なっている。線刻土器で種別ごとにみた記される部

位の状況は (第48図 )、 土師器では底外が83%と 圧倒的な割合を占め、底・内が9%、 体・外が7%、 体・内が7%

となっている。須恵器では底・外が62%、 体・外が24%、 底・内が9%、 体・内が 5%と なっている。黒色土器

では、体・外および底・外ともに50%ずつを占め、体・内および底 。内に記された例はみられない。三種類全体

を≧おして体・外おける記銘状況は、本部位に記されるものが少ないものの、25～ 50%が倒位に記 している。

こうしてみると墨書土器、線刻土器ともに記される種別や器種は類似した状況を示しているものの、両者間の
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種別で、記される部位の割合が異なっていたり、

両者における同器種でもその傾向が異なったりし

ている。以下、本遺跡における両者の特徴や両者

間の相異点等をいくつか挙げておきたい。

①墨書土器、線刻土器 ともに記す封象となる種

別は、邦・皿等の食膳具にほば限られる。

②墨書土器の土師器では、体・外に記される傾向

が強いが、特にⅨ期に体・外に記される傾向が

強くなる。黒色土器では各期を通してその傾向が

強い。須恵器では底・外が半数以上を占め、底・

内にも記している例がある。

③線刻土器は墨書土器に比べ、土師器でも底・外

に記す割合が高く、底 。内に記す割合も高い。

須恵器もほぼ同様な傾向を示している。黒色土器

では底・内と体 。内に記す例はなく、体・外と底 。

外とほぼ同数の割合を示している。

④墨書土器、線刻土器両者ともに、体 。外に記さ

れる場合、正位に記される割合が高く、通常の使

用時を意識して記されたことがうかがわれる。

4.墨書土器と硯 (転用硯)と の関係

文字を記す際、墨書で必要となるのは筆、墨、

硯等の筆記具であるが、本遺跡では筆と墨は遺物

として検出できなかった。しかし、硯 (陶硯およ

び転用硯)については遺構内外から計32点出土し

ている。そのうちの4点は須恵器製の円面硯で、

台脚に透かしをもつタイプのものである。うち 1

点が47号住居址出土で残 りは遺構外出土である。

いずれも破片または小片で、47号住居址出土のも

のは、他の出土した土器群が新しい様相を示すため流れこみである可能性が強い。そして残る28点 は転用硯であ

り、それらは須恵器の蓋の内面や瓶の底部外面、経の胴部破片の内面、土師器 (黒色土器)高台付郭の高台部外

面、灰釉陶器椀、皿の高台部外面を硯として転用したものである。出土している多くの転用硯 (陶硯も含む)に

は、摩滅痕がみられたり、塁が付着していたりするが、塁の付着は黒墨だけではなく朱墨もみられる。点数 とし

ては4点 と少ないが、塁書土器では朱塁のものが一′煮も確認されていないのが気にかかる。単に見逃しているだ

けなのか、別の用途で使用 していたものなのか、朱墨の用途が問題 となってこよう。

さて、竪穴住居址出土の転用硯は、竪穴住居址の時期をそれらに当てはめると、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期、Ⅵ期、Ⅶ

期、Ⅷ期、Ⅸ期にその存在が認められる。Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期の転用硯は、須恵器蓋の内面を磨墨面として使用 し

たもので、Ⅵ期以降の転用硯は、故意に打ち欠いた須恵器甕胴部破片の内面を磨塁面として使用したものが大半

を占める。ただ、Ⅸ期では、土師器 (黒色土器)高台付イや灰釉陶器椀の高台部外面を使用しているものが多 く

Ⅱ期の墨書土器は現段階では確認されていないものの、同期に転用硯がみられることから、塁書土器の出現期が

Ⅱ期まで遡る可能性がある。また、Ⅱ期～Ⅳ期までは、各期 1軒 1点程度の保有状況であつたのが、Ⅵ期以降、

Ⅸ期まで各期 2軒～ 8軒が転用硯を保有している状況がわかる。塁書土器がⅥ期以降急増するに伴つて、転用硯

ヘラ書土器

第47図  墨書・線刻 。ヘラ書をされる種別割合
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第48図 墨書土器と線刻土器における種別ごと記銘状況

もそれに比例して増加しているのではあるが、実は各期ごとに存在した竪穴住居址の全体数からすれば、その量

は大した量ではなく、その保有率は低いといえよう。墨書土器は量的な面からみると集落内に普及 した状況がう

かがわれるが、文字を記した人間、いわゆる識字層は、転用硯の出土状況からみると、ある程度限られた存在で

あったことが推測できる。

5.小 括

以上のように、本遺跡における墨書土器と線亥1土器の様相を、出土遺構、出現と終焉の時期と各期における出

土量の変化、文字内容、塁書および線刻される土器の種別 と器種、記銘部位、硯 との関係等から概観してきた。

繰 り返しになるが、本遺跡における文字関係資料は集落出現当初は線刻土器だけだつた。その内容は記号資料が

多く、文字資料は非常に少なかった。 8世紀後半 (Ⅲ期)に入 り墨書土器がはじめてみられたが、その時点では

まだ線刻土器の方が主体的な存在であり、その傾向は 9世紀初頭 (V期 )まで続いた。しかし墨書土器は9世紀

前半 (Ⅵ期)には急激な増加を示し、線刻土器を量的に残駕した。そして墨書土器は10世紀後半 (Ⅸ期)に最高

の出土量がみられたが、11世紀に入ると皆無状態となり、線刻土器と共に終焉を迎えた。このような状況の背景
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には如何なる事象が存在するのだろうか。また、墨書土器と線刻土器の集落遺跡における存在意義は何だつたの

だろうか。

そうした問題を塁書の文字の字形から分析を試みた平川南氏の「墨書土器とその字形―古代村落における文字

の実相―」と題する論文がある (平サl1 1991)。 氏はこのなかで、東日本各地において墨書土器の出土量が多い遺

跡を20遺跡ほど選び出し分析を行っている。そして墨書土器に記されている文字の種類がきわめて限定され、共

通した文字を記していることが多いこと。変形したままの字形が広く分布していること。中国で考案された則天

文字、象書体等の特殊文字やそれらに類似する日本独自の特殊な字形の文字が東 日本各地の遺跡に広く分布して

いること等を指摘し、「集落遺跡の墨書土器は古代の村落内の神仏に対する祭祀・儀礼形態をものがたる側面が強

く、必ずしも、墨書土器が文字の普及のバロメーターとはなりえない」と祭祀・儀礼面を強調し、「東国各地の農

民が会得した文字を敗捨選択して記したものではない」と識字層の拡大には否定的な見解を示している。

宮ノ前遺跡でも 1・ 2号溝状遺構から多数出土している墨書土器や線刻土器が他の祭祀遺物との共伴から、祭

祀・儀礼行為に伴 うものと推測でき、竪穴住居址内からも溝状遺構出土の塁書土器と同じ文字内容をもつものが

多数出上していることから、竪穴住居址内出上のそれも祭祀・儀礼行為に伴 う可能性があることが指摘できる。

そして陶硯、特に転用硯の出土状況から、墨書土器が量的にピークを迎えた時でも識宇層はある程度限られた存

在であった可能性が強く、平川氏が指摘した状況がうかがわれる。また、墨書土器の普及以前に「寺」と記した

線刻土器が出土していること、そして則天文字、祭書体等の字形に影響された文字もみられることから、これも

平川氏が指摘するように、僧侶的な人物が文字を伝播させた可能性も考えられる。

浅学のため文字内容 (釈文)に対して事実誤認も多数あろうかと思われる。御叱正をいただき資料の内容の充

実を図つていきたい。宮ノ前遺跡の文字関係資料は、古代における本集落の社会状況をものがたる有力な資料と

いえ、さまざまな視点から分析を行つていかなければならない。時間的推移のなかで集落内の分布状況の変化や

文字内容に関する詳細な分析等も試みることができなかったため、別の機会に試みたいと考えている。
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第28表  宮ノ前遺跡出土墨書上器一覧表

挿図番号 出 土 遺 構 名 塁 書 内 容 種  別 器  種 記銘部位およびその状況 時 期 備 考

131-3 4号住居址 □ 土 師 邦 体・外 Ⅷ

133-7 10号住居址 七 ヵ 土 師 イ 体・外        横位 Ⅸ 文字は小さし

134-12 11号住居址 上 土 師 邦 底・外 Ⅵ

135-2 13号住居址 貴・氏 土 師 イ 体・外/底・外 Ⅵ 同一文字を2箇所に記す

135-3 氏・ 氏 土 師 郷 体・外/底・外 Ⅵ 同一文字を2箇所に記す

135-4 t壱3ヵ 土師 郭 体・外 Ⅵ

135-5 氏 土 師 邦 体・タト Ⅵ

135-6 氏 土 師 イ 体・外 Ⅵ

135-12 □ 土 師 イ 体・タト Ⅵ

135-13 □ 土 師 不 体・外 Ⅵ

135-14 □ 須恵 不 底・外 ?

136-1 16号住居址 木 土師 邦 体 。外 Ⅶ 文字は小さψ

136-2 17号住居址 望 ヵ 土師 不 体・外 Ⅸ 「岡」の具体宇か

137-14 18号住居址 □ 土 師 ? 体・外 ?

137-8 19号住居址 )|lヵ 土師 皿 体・外       倒位 Ⅸ

139-1 22号住居址 生 万 土 師 イ 底・外 Ⅵ 塁痕うすい、灯明具

140-3 23号住居址 分 土師 不 体・外        倒位 X

140-5 □ 土 師 邦 体 ・ 外 X

140-6 介 土師 不 体・外 X

140-8 万 土 師 皿 体 ・ 外 X

140-9 ⌒ 土師 皿 体・外        倒位 X

140-10 □ 黒色 イ 体・外 X

25号住居址 名 土 師 皿 体・外 Ⅶ

□ 上 師 不 体・外 Ⅶ 1文字か 2文字

l 31号住居址 征 土 師 皿 底・外 Ⅷ 2文字の可能性あり

145-3 34号住居址 万・万・万 黒色 不 体・外/体・外/底・外 Ⅸ 「万」を3箇所に記す

145-8 引 黒色 皿 底・外 Ⅸ

145-5 35号住居址 重(直 ヵ) 土師 不 体・外       倒位 Ⅸ

146-3 36号住居址 累 土 師 邦 体・外        倒位 Ⅸ 合わせ文字だろう

1 38号住居址 □ 土師 イ 体・外 Ⅸ 墨痕うすい

147-4 【凧 土 師 イ 体・外 Ⅸ 2文字か

147-6 39号住居址 上 土 師 皿 底・外 Ⅵ 文字は小さい、墨痕うすい

150-6 45号住居址 □ 土師 皿 体・外 Ⅸ 墨痕うすい

150-2 46号住居址 □ 黒色 不 体・外 Ⅶ 墨痕うすい

151-1 48号住居址 □ 麻 土 師 イ 体・外 Ⅵ ? 2文字以上の可能性あり

151-1 49号住居址 □ 土師 必 体・外       倒位 Ⅸ

153-7 58号住居址 □ 土師 不 体・外 Ⅸ

154-4 59号住居址 □ 黒色 邦 底・タト Ⅵ 墨痕うすい

155-5 63号住居址 万 黒色 不 体・外 Ⅸ 墨痕かすれる

158-7 70号住居址 生 土師 イ 体・外 Ⅶ
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158-9 70号住居址 内 ヵ 黒色 郵 体・外        倒位 Ⅶ

71号住居址 □ 土師 イ 体・外 Ⅸ

72号住居址
子

・
f子 土 師 皿 体・外/体・外  倒位/倒位 Ⅸ

文字は大きい、墨涙うすい、
同一文字を 2箇所に記す

□ 土師 イ 体・外        倒位 Ⅸ

74号住 居 址 介 ヵ 上 師 郵 誉・外 Ⅸ

生 土師 皿 体・外        倒位 Ⅸ

78号住居址 □ 土 師 郎 体 ・ 外 Ⅸ～X

83号住居址 □ 土師 不ヵ皿 体・外 ?

84号住居址 生 土 師 イ 体 ・ 外 Ⅸ

87号住居址 □ 土師 邪 体・外 ?

89号住居址 介 土師 イ 休・クト Ⅸ～X

91号住居址 □ 土師 皿 カ 底・外 Ⅶ ? 塁痕うすし

94号住居址 □ 黒 色 不 体・外        横位 ? 2文字以上、

器面汚れみえにくV

102号住居址 木 土師 芸
一

体・外 Ⅵ

105号住居址 □ 土師 不 体・外 Ⅸ

□ 土師 邦 体 ・ /1・ Ⅸ

167-10 □ 土師 不 体・外 Ⅸ

168-9 107号住居址 □ 土師 邦 底・外 ? 2文字か。線刻もあり

168-1 110号住居址 □ 土師 不 体・外 Ⅶ

1■ 号住居址 □ 土師 杯 底・外 Ⅵ
器面汚れかつ塁痕うすく判
読不可

113号住居址 又 土師 不 体・外        倒位 Ⅶ 昌痕うすV

□ 土師 皿 体 。外 Ⅶ ?

万 ヵ 土師 皿 底・外 Ⅶ 墨痕うすV

171-13 115号住居址 □ 土師 皿 体・外 Ⅷ ?

119号住居址 □ 土師 邦 体・外 ? 昌痕うすい

172-1 120号住居址 □ □ 土師 皿 体・外 Ⅸ
2文字か、
1父字かもしれない

□ 。□ 土師 皿 体・外/底・外 Ⅸ 2箇所塁痕あり

□ 土師 皿 ヵ 体・外 Ⅸ

173-1 122号住居址 □ □ 土師 邦 底・外 Ⅶ
2文字か、
1文字めが判読不可

174-1 125号住居址 ゴヒ・ ゴヒ 土 師 邦 体 。外/底 ,外 V 2箇所に記す

175-9 130号住居址 □ 土師 不 底・外 Ⅵ ?

175-10 氏 ヵ 土師 邦 底・外 Ⅵ ?

175-1 132号住居址 士
口 土師 郵 体・外        倒位 Ⅸ

亨 土師 イ 体・外        倒位 Ⅸ 塁痕うすV

133号住居址 ■ 土師 邦 底 。外 ? 2文字か、混入品か

137号住居址 □ 須恵 不 体・外 ?

177-2 138号住居址 □ 印 ヵ所 □ 上師 不 体・外～底・外 Ⅳ～V 4文字以上か

□ 土師 皿 体・外 ?

177-2 139号住居址 一立 土師 郵 体・タト Ⅷ

177-8 □ 土師 不 体・外 Ⅷ

- 372 -



挿図番号 出 土 遺 構 名 墨 書 内 容 種  別 器  種 記銘都位およびその状況 時 期 備 考

178-13 139号住居址 □ 黒 色 不 体・外 Ⅷ

144号住居址 □ 土師 不 体・タト Ⅷ

□ (義 ヵ) 土師 不 体・外 Ⅷ

□ □ 土師 皿 体 。外       倒位 Ⅷ 2文字か

145号住居址 □ 土師 皿 体・外 Ⅸ

182-3 149号住居址 末 上師 郵 体・タト Ⅷ

□ 土師 郷 体 。外 ?

182-10 □ 土師 郭 体・外 ?

182-11 □ 土師 邦 体・外 ?

153号住居址 万 土 師 郭 体・外 Ⅷ

184-20 □ 土師 皿 底・外 Ⅷ

184-23 Ξ壱らヵ 土 師 皿 底 。外 Ⅷ

184-26 義 ヵ 黒 色 邦 体・外 llll

184-34
=壱

}ヵ 土 師 不 体・外 Ⅷ

184-35 義 ヵ 土師 イ 体・外 Vll

155号住居址 凧 土 師 邪 体・外 Ⅶ カマド内出土

□ 上 師 郷 底・外 Ⅶ

千 土 師 皿 体・外        倒位 Ⅶ

□ 土師 皿 底・外 Ⅶ

158号住居址 □ 黒色 邦 底・外 Ⅸ

186-6 □ 土師 イカ 体・外 9

187-3 160号住居址 民 土師 郷 体・外 Ⅸ

161号住居址 □ 上師 不 体・外 Ⅸ

167号住居址 私 上師 不 体・外 V～Ⅵ

ナ 須恵 邪 体・外 V～Ⅵ

169号住居址 】ヒヵ 土師 イ 体・外 Ⅸ

恒 ヵ 黒色 郷 体・タト Ⅸ

170号住居址 名 上師 不 底・外 ? 線刻もあり、混入品か

176号住居址 隻参ヵ 土 師 邦 体・外       倒位 Ⅷ

194-11 177号住居址 十月 または有 土 師 皿 体・外 Ⅸ

194-13 □ 土師 邦 底・タト ?

181号住居址 子 土 師 不 体・外        倒位 Ⅷ

子 土師 不 底・外 Ⅷ

□ 土 師 郵 体・外 Ⅷ

185号住居址 秋 黒色 皿 底・外 Ⅶ

□ 土師 イ 体・外 ?

188号住居址 □ 土師 不 体・外 ?

189号住居址 □ 土師 皿 体・タト ?

191号住居址 土 ヵ 土師 不 体・外 Ⅶ

191号住居址 土 土師 皿 底・外 Ⅶ
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204-2 208号住居址 廣 ヵ 須恵 不 底・外 V? 文字かすれる

205-1 2■号住居址 □ 土師 郷 底・外 Ⅲ 墨痕うすい

205-1 214号住居址 風 土師 不 体・外 Ⅸ 混入品だろう

205-2 風 土 師 皿 体・外 Ⅸ 混入品だろう

206-3 215号住居址 万 土師 皿 体・外 Ⅷ

206-5 万 土師 14hカ 体・外 Ⅷ

207-6 218号住居址 水ヽ 土 師 郵 体・外 Ⅸ～X

207-7 □ 土 師 イ 体・外 Ⅸ～X

209-3 221号住居址 名 土 師 不 底・外 Ⅵ ? 塁書の後、線刻

209-4 222号住居址 爪 ヵ 土師 邪 体・外 Ⅸ

209-9 名 土 師 邪 底・外 ? 混 入 品 か

210-5 224号住居址 万 土師 不 底・外 Ⅸ 文字太▼

lTKヵ 土師 邪 体 ・ 外 Ⅸ

211-1 226号住居址 介 ヵ・介 土師 不 体・外/底・外 Ⅷ
墨痕うすい、
2箇所に記す

211-2 227号住居址 民 土 師 必 体 ・ チ小 Ⅸ

211-3 民 土 師 不 体・外 Ⅸ 灯明具

212-30 □ 土師 邦 底・外 Ⅸ

212-31 □ 土 師 郷 体 。外 Ⅸ

213-4 233号住居址 民 土師 不 体・外 Ⅸ 灯明具、墨痕うすい

216-2 238号住居址 万 土 師 邦 体・外 Ⅶ

216-4 万 土 師 t4N 体・外 Ⅶ

216-8 万 土 師 皿 体・外 Ⅶ 底・外に線刻「万Jあり

217-9 240号住居址 □ 土師 皿 底・外 Ⅸ 墨痕うすい

219-14 243号住居址 □ 土 師 不 体・外 Ⅷ

219-2 244号住居址 □ 土師 イ 体・外       倒位 皿
カマド内出土、
底・外に線刻あり

220-1 246号住居址 民 ヵ 土 師 邦 体・外 Ⅷ

220-2 247号住居址 山 ヵ 土師 郵 体・外        横位 Ⅸ

253号住居址 良 ヵ 黒 色 不 体 ・ 外 Ⅸ

231-2 282号住居址 爪 ヵ 土師 イ 体・外 Ⅸ ?

231-2 283号住居址 □ 土 師 皿 体・タト Ⅸ ?

231-3 □ 土 師 皿 体・外        倒位 Ⅸ ?

231-4 □ 土師 イ 体・外 Ⅸ ?

231-6 密 黒色 郷 体・外 Ⅸ ?

233-11 286号住居址 万 □ 土師 皿 底・外 Ⅷ 最低 2文字

233-12 □ (吉 ヵ) 土 師 皿 底・外 ?

233-13 □ 土 師 皿 底・外 ?

234-4 288号住居址 主 土師 不 底・外 Ⅵ

234-6 □ 土 師 邦 底・外 Ⅵ 2文字か

235-8 □ □ 土師 イ 底 。外 Ⅵ
2文字か、
線変Jもあり

235-13 長 土 師 皿 底 ,外 Ⅵ 墨痕うすい

日

　

３‐

，
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290号住居址 丈 土 師 イ 体・外        倒位 Ⅷ

□ 土師 郵 体・外 Ⅷ

236-7 丈 ヵ 土 師 皿 底・外 Ⅷ

236-8 子 。子 黒色 郵 体・外/体・外  倒位/倒位 Ⅷ

236-12 291号住居址 介 土 師 皿 体・外 Ⅷ

292号住居址 毛 上 師 郵 体・外 Ⅶ

237-9 万 上師 皿 体・外 Ⅶ

237-15 293号住居址 木 土 師 皿 体・外        横位 Ⅵ

238-31 □ 土師 皿 底 ,外 Ⅵ

238-36 天 (正合 ヵ) 土 師 郵 体・外 Ⅵ

238-37 木 土師 郭 底・外 Ⅵ

238-38 木 土 師 郷 底・外 Ⅵ

238-39 木 土師 蓋 体・外 Ⅵ

299号住居址 □ 土 師 郭 体 。外 Ⅸ

240-7 301号住居址 □ 土師 郭 体 。外 ?

241-13 302号 住居址 主 土 師 邦 底
。

歩牛 Ⅵ

241-3 303号住居址 □ 土 師 不 体 。外 Ⅸ

304号住居址 万 土 師 郵 体・タト Ⅷ

242-8 □ 土 師 皿 体・外 Ⅷ

242-10 □ 土師 杯 体・外 Ⅷ 墨痕うすい

242-11 名 上師 イ 底・外 Ⅳ 線刻もあり、混入品か

244-8 310号住居址 □ 黒 色 郭 体・外 Ⅸ

315号住居址 日 土 師 イ 体・外 Ⅶ

□ 土師 杯 体・外 Ⅶ

□ (日 ヵ)
土 師 イ 体・外 Ⅷ 昌痕うすV

246-17 万 ヵ 土 師 郭 体・外 Ⅶ

246-18 □ 土師 イ 体・外        倒位 Ⅶ

246-6 316号住居址 万 ヵ 土師 皿 体・外 Ⅷ

246-8 □ 土師 イ 体・外 Ⅷ

318号住居址 □ 土師 郵 底・外 Ⅳ
体・外に繰潔Hあり、

混入品か

248-8 324号住居址 □ 土師 郭 体・外 ?

326号住居址 子 土師 郵 体・外       倒位 Ⅸ

332号住居址 □ 。□ 土師 邦 底・外/体・外 Ⅸ 塁書らしい、うすい墨痕あり

252-3 336号住居址 □ 土師 不 底・外 ?

252-11 337号住居址 □ 土師 郵 底・外 ?

252-12 □ 土師 郷 体・外 ?

253-3 338号住居址
‐
7E 土師 邦 体・外 X

256-2 346号 住居址 □ 土師 邦 体 ,外 Ⅷ 墨痕うすい

257-2 348号 住居址 □ 土師 郭 体・外 Ⅷ

259-2 356号住居址 中 土師 杯 底 ・ 外 Ⅵ ?
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361号住居址 名 土 師 不 底・外 Ⅲ ? 墨痕うすい

261-2 364号 住居址 介 土 師 不 体・外 Ⅸ 灯明具

261-5 介 土師 皿 体・外 Ⅸ

262-2 369号 住居址 □ 黒 色 郷 体・外 Ⅸ

371号住居址 名 土師 不 底・外 V? 墨痕うすヤ

266-2 378号住居址 水 ヵ 須 恵 イ 底・外 Ⅲ 墨痕うすい

266-5 379号住居址 □ 土師 皿 体・外       倒位 ?

384号住居址 万 土 師 イ 体 ・ 外 Ⅷ

268-2 万 土師 イ 体・外 Ⅷ

272-3 403号住居址 □ 天 □ 上師 イ 底・外 ? 比較的小さな文字で
丁寧に記す

□ 土 師 不 体・外 ?

274-5 413号住居址 □ 土師 イ 底 ,外

277-12 421号 住居址 山 ヵ 土師 不 体・外 ? 墨痕うすV

277-13 私 土師 郭 底・外 ?

278-2 10号掘立柱建物址 木 ヵ 土 師 郭 底・外 Ⅵ 灯明具、混入品か

279-26 38号掘立柱建物址 十・十 土師 イ 体・外/底・外    倒位 Ⅵ 2箇所に記す

281-15 22号土拡 木 土 師 邦 底 ・ 外 ?

284-32 17号溝址 □ 土師 皿 体・外 Ⅸ ?

2号畝状遺構 □ 土 師 邦 体 ・ 外 Ⅵ ? 混入品か

284-4 万 ヵ 土師 郵 体・外 ? 混 入 品か

288-78 1号溝状遺構 宅 土 師 イ 底・外 Ⅲ

288-79 □ 土師 イ 体・外 ?

288-80 □ 土師 邦 体・外 ?

288-8我 □ 土 師 イ 体・外 ?

288-82 □ 土師 不 体・外 ? 塁痕うすい

288-83 氏 ヵ 土 師 イ 体・外 ?

288-84 □ 土師 杯 体・外 ?

288-85 □ 土 師 イ 体・外 ?

□ 土師 不 体・外 ?

288-87 □ 土 師 杯 体・外 ?

288-88 隻}ヵ 土師 不 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

288-89 宅3ヵ 土師 郭 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

288-90 隻参ヵ 土 師 邪 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

288-91 客 土師 イ 底 。外 Ⅲ～Ⅳ?

288-92 客 ヵ 土 師 杯 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

288-93 クと3ヵ 土師 不 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

288-94 万 土 師 郎 底・外 ?

288-95 ξ壱3ヵ 土師 野 底 。外 皿～Ⅳ?

288-96 家 土師 必 底・外 Ⅲ～Ⅳ? 文字は小さく記す

中 ヵ 上師 郵 底・外 ? 墨痕うすν
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288-98 l号溝状遺構 □ □ 土 師 邪 底・外 WI? 2文字か、墨痕うすψ

288-99 □ 土師 イ 底・外 ?

288-100 □ 土 師 不 底・外 Ⅳ～V?

288-101 又 ヵ 土 師 郭 底 。外 ?

288-102 □ 土 師 不 底・外 ?

288-103 ド 土師 イ 底・外 ?

288-104 丙 ヵ 土 師 邦 底 ・ 外
? 文字はやや小さく記す

288-106 □ 土師 イ 底・外 ?

289-106 肩 須忘 必 底 ・ 外
?

289-107 隻参ヵ 須 恵 塔 底・外 ? 墨痕うすい

292-31 2号溝状遺構 木 土 師 皿 底 ・ 外
?

292-32 □ 土師 郵 体・外 ?

292-33 □ 土 師 邦 体・外 ?

292-34 四 ヵ 須恵 邪 底・外 ?

292-40 れと(稲 ) 須恵 イ 体・外 ?

292-4Ц □ 須恵 不 底・外 ?

292-42 久 ヵ 須 恵 郭 体・外       倒位 ?

292-43 □ 須恵 イ 体・外 ?

292-44 +
口 須恵 杯 底 。外 ? 底・内に線刻あり

292-45 士
口

須恵 郵 体・外 ?

292-46 □ 須恵 邦 体・外 ?

292-47 主 ヵ 須恵 イ 体・外 ?

292-48 □ 須恵 不 底・外 ?

292-49
=と

}ヵ 須恵 郭 底・外 ?

292-50 □ 須恵 邪 底・内 ?

292-51 τ
E♪ ヵ 須恵 イ 底 。外 ?

292-52 士
白

須恵 イ 底・外 ?

292-53 □ 。□ 須恵 イ 体・外/底・外 ? 2箇所に記す

292-54 □ 須恵 不 体・外 ?

292-55 □ 須恵 不 体・外 ?

292-56 □ 須恵 郵 底・外 ?

292-57 主 須恵 イ 底・外 ?

292-58 浄 人 須恵 郭 底・外 ? 昌痕うすい

296-2 333号 ピット 介 土 師 邪 体・外       倒位 Ⅸ ?

296-71 A22B28 □ 土師 郭 体 ・ 外 WI?

296-72 A23B26 □ 上 師 イ 体・外 ?

296-73 A21B29 □ 上師 郵 体・外 ?

296-74 □ 土 師 イ 体 ・ 内 ?

296-75 □ 土師 皿 体・外 ?

296-76 A23B27 木 土 師 郵 底・外 ?
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29G-77 A23327 □ 土師 イ 底・外 Ⅵ～Ⅶ?

296-78 A彦2B28 木 土師 イ 底・外 WI～ WIl?

296-79 A23B26 □ □ 土師 邦 底・外 ? 2文字メ上.墨痕うすい

29←80 A23B27 □ 土師 皿 底・ 外 ?

296-81 A23B25 □ 土師 皿 体 ,外 ?

296‐82 表 採 万 土師 イ 底・外

135-10 13号住居址 □ 土師 蓋 体・外 Ⅵ

292-35 2号溝状遺構 人面墨書 土師 鉢 頸・外 3S～ 39は同一個体

292-36 人面墨書 土師 鉢 】同・外 ?

292.37 人面墨書 上師 鉢 胴 キ外 ?

292-38 人面墨書 土師 鉢 月同・外 ?

292-39 人面塁書 土師 鉢 胴・外
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第29表 宮ノ前遺跡出土線刻土器一覧表

挿図番号 出 土 遺 構 名 線 亥1 内 容 種  別 器  種 記銘部位およびその状況 時 期 備 考

132-1 6号住居址 榊 土 師 杯 底 ,外 Ⅵ

132-3 十 須恵 イ 体 ・ 外 Ⅵ

144-4 32号住居址 ×ヵ 須恵 不 底・外 ? 混入品か

144-1 33号住居址 × 土 師 不 底・外 Ⅶ

147-5 39号住居址 黒 色 郷 底・外 Ⅵ 焼成前

153-1 55号住居址 田 土師 郭 底・外

154-6 59号住居址 万 ヵ 須 恵 郭 底・内 Ⅵ

161-1 81号住居址 土師 不 体・内 I

165-1 100号住居址 Xヵ 土 師 郷 底・外 Ⅳ

165-14 □ 上 師 不 底・外 Ⅳ

168-9 107号住居址 ‖ ヵ 土師 郷 底
。

外
? 墨書もあり

169-10 1■号住居址 Ⅲlヵ・東 ヵ 土師 不 体・外 Ⅵ
2つの線刻が同一の箇所に
記される

170-7 113号住居址 □ 。□ 土師 皿 ヵ 底・内/底・外 Ⅶ 2箇所に記す

170-8 114号住居址 ‖ ヵ 土師 郷 底・外 Ⅵ ?

170-9 □ 土師 イ 底・外 ?

171-14 l15号住居址 □・↑ 土 師 郵 底・内/底・外 ?

174-1 127号住居址 父 土師 14N 体・外       倒位 Ⅸ

175-1 129号住居址 □ 土師 イ 底 ,外 Ⅱ?

177-3 138号住居址 ×。米 土 師 イ 底・内/底・外 Ⅳ～V 2箇所に記す

177-7 □ 土 師 イ 底・外 ?

177-7 139号住居址 × 土 師 郵 底・外 Ⅶ～Ⅷ

178-1 141号住居址 寺 土師 イ 底・外

178-2 寺 土 師 不 底・外

178-3 斗 土 師 イ 底・内 灯明具

178-4 ×・X 土 師 郭 底 。内/底・外
灯明具、
2箇所に記す

178-6 十 ヵ× 土師 不 底・内

178-7 X 土師 郷 底・外

179-3 142号住居址 井 土師 不 底・外 ?

181-1 146号住居址 大 須 恵 雰 体 ・ 外 Ⅵ ?

184-22 153号住居址 □ 土師 皿 体・外 Ⅷ

184-31
十

１ 灰紬 椀 底・外 ? K14段階、
ヘラ書

186-5 158号住居址 □ 土 師 イ 底・外

186-5 159号住居址 得 ヵ 須忘 郭 底・外 V ヘラ書

189-7 164号住居址 fri 土師 イ 底 ・ 外 Ⅷ

190-4 167号住居lIL * 須恵 邦 底・外 V～Ⅵ

190-6 須忘 郵 底・外 V～Ⅵ

191-3 170号住居址 ×ヵ 土 師 イ 底・外 I

191-6 × 上師 イ 底・外 ? 塁書もあり

191-7 Xヵ 土師 邦 底・外 I

192-1 172号住居址 X 土 師 不 底・外 □
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挿図番号 出 土 遺 構 名 線 刻 内 容 種  別 器  種 記銘部位およびその状況 時 期 備 考

193-12 172号住居址 又 須 恵 鉢 体・内 Ⅲ

194-12 177号住居址 × ヵ 土師 杯 底・外 Ⅸ

196-2 182号住居址 Xヵ 土師 イ 底・外 I?

196-2 185号住居址 Xヵ oXヵ 土 師 イ 底・内/底・外 2箇所に記す、混入品か

201-1 199号住居址 Xヵ 土 師 邦 底・外 Ⅳ～V

201-2 丼 。× 土師 イ 底・内/底・外 Ⅳ～V 2箇所に記す

201-8 × 須恵 郷 底・クト Ⅳ～V

201-11 猟 須恵 杯 底・外 Ⅳ～V

202-1 200号住居址 ヘ 上師 然 底・外 I

203-2 204号住居址 γ 土 師 杯 体・外 Ⅸ 絵画状

203-5 祝 上師 皿 底・外 Ⅸ

203-4 207号住居址
レ
し

↓
封 土 師 邦 体・外 Ⅵ

203-8 Xヵ 土 師 不 底・外 ? 混入品か

203-7 土 師 郵 底・外 ? 混 入 品か

204-2 210号住居址 キ 土 師 不 底・外 Ⅶ

205-3 2■号住居址 X・ □ 土 師 郷 底・内/底・外 Ⅲ 2箇所に記す

205-4 □ 土 師 不 底・外 Ⅲ

208-4 219号住居址 × 土師 不 底・外 Ⅵ

209-3 221号住居址 × 上 師 イ 底・外 Ⅵ
墨 音 の後 、繰 亥1

混 入 品か

209-10 222号住居址 伴 黒 色 イ 体・外        倒位 Ⅸ

209-6 223号住居址 □ 土 師 イ 体・外 Ⅷ

211-9 226号住居址 十 ヵ 土師 不 体・外 ?

211-10 □ 。□ 土 師 杯 底 。内/底 ・外 ? 2箇所に記す

14 233号住居址 万 ヵ 須恵 郵 底・外 ? 混入品か

214-2 235号住居址 □ 土師 邦 底 ・ 外 Ⅱ

214-3 寸ヵ 土師 郵 底・外 Ⅱ

214-4 ズ 土師 郵 底・外 Ⅱ

215-5 236号住居址 而 土 師 郵 底・外 V～Ⅵ? カマド内出土

216-8 238号住居址 万 土師 皿 底 。外 Ⅶ 体・外に墨書「万」あり

216-2 239号住居址 大 土師 郵 体・外       倒位 141

218-2 242号住居址 □ 土師 郭 底・外 Ⅱ?

219-2 244号住居址 Xヵ 土師 郭 底・外 Ⅲ
カマド内出土、
体・外に墨書あり

223-2 256号住居址 チロヵ茸 黒 色 イ 体・外 Ⅸ

224-1 260号住居址 X 土師 郭 底 ・ 外 Ⅲ

224-2 叶 黒 色 不 底・外 Ill

264号住居址 × 土 師 イ 底・内 Ⅸ

226-3 266号住居址 矛 土 師 イ 底・外 Ⅷ

229-12 275号住居址 X 須恵 郭 底・内 ?
ヘラ書の可能性あり、
混入品か

231-1 279号住居址 Xヵ 土 師 不 底・外 ?

231-5 282号住居址 × 須恵 イ 底・内 Ⅲ ? 混入品か
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挿図番号 出 上 遺 構 名 線  刻  内  容 種  別 器  種 記銘部位およびその状況 時 期 備 考

233-20 286号 住居址 士
口

黒 色 不 底・外 Ⅷ

288号住居址
ワ

そ 土 師 然 底 ・ 歩小 Ⅵ

研 土師 郵 底・外 Ⅳ～V? 墨書もあり、混入品か

235-9 □ 土 師 外 底 ・ 外 Ⅵ

235-18 多 須 恵 不 底・外 ? ヘラ書

236-10 291号住居址 □ 土 師 不 底・外 ?

237-16 293号 住居址 ×ヵ十 土 師 郷 底・外 Ⅵ

242-11 304号住居址 × 上 師 イ 底・外 Ⅳ～V 墨書もあり、混入品か

244-1 313号住居址 X 上 師 不 底・外 Ⅳ

246-14 315号住居址 × 土 師 lTN 底・外 ? 混入品か

246-16 × 土 師 郷 底・外 Ⅶ ?

247-1 318号住居址 × 土 師 郭 体・外 Ⅲ～Ⅳ
底・外に墨書あり、
混入品か

247-1 319号住居址 祝 土 師 皿 体・外 Ⅸ 混入品か

328号住居址 十ヵ× 須恵 郵 底・外 Ⅱ～ Il

250-3 330号住居址 十 土 師 邦 体・外 Ⅵ ?

251-10 十 須恵 士笙 頸・外 Ⅵ ? ヘラ書

252-10 335号住居址 Xヵ 土 師 イ 底 ,外 ? 混入品か

252-11 Xヵ 土 師 イ 底・外 9 混 入 品か

252-12 Xヵ 土師 イ 底・外 ? 混入品か

252-10 337号住居址 大 ヵ 須忘 イ 体・外        倒位 Ⅵ ?

253-6 338号住居址 ×ヵ 須 恵 イ 底・外 ? 混入品か

257-2 349号住居址 次 灰釉 士笙 底・外 ? ヘラ書、混入品か

262-1 370号住居址 山 土 師 イ 体 ,外 Ⅲ

262-6 万 ヵ 須恵 イ 底 ・ 外 Ⅲ

267-1 381号住居址 半 土師 イ 底・外 Ⅱ?

267-2 □ 土 師 イ 底・外

271-2 398号住居址 望 須忘 邪 底・外 Ⅳ ?

405号住居址 山 土師 イ 体・外       倒位 ?

273-1 410号住居址 □ 須忘 イ 底・外 V?

273-2 412号住居址 Xヵ 土師 イ 底・外 Ⅱ～Ⅲ?

273-3 X 上師 イ 底・外 Ⅱ～Ⅲ?

274-3 414号住居址 □ 須恵 イ 底・外 Ⅳ ?

276-ユ 420号住居址 ヘ 土師 邦 底・内 V

277-1 422号住居址 Xヵ ×ヵ 土師 不 底・内/底・外 Ⅱ 2箇所に記す

277-2 土師 郷 底・外 Ⅲ～Ⅳ

284-2 2号畝状遺構 十 ヵ× 土師 邪 底・外 Ⅳ ?

284-3 □ 土師 イ 底・外 Ⅳ ?

289-108 1号溝状遺構 X 土師 邦 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

289-109 十ヵX 土師 不 底・外 Ⅵ

289-110 1号溝状遺構 十ヵX 土師 郵 底・内 Ⅵ
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挿図番号 出 土 遺 構 名 線 刻 内 容 種  別 器  種 記銘部位およびその状況 時 期 備 考

289-111 1号溝状遺構 □ 土 師 郵 底・外 ?

289-112 ×ヵ 土師 郵 底・外 ?

289-113 Xヵ 土師 邪 底・外 ?

289-114 □ 。□ 土師 郵 底・内/底・外 Ⅲ ? 2箇所に記す

289-115 □ 土師 不 底・外 ?

289-116 Xヵ 土師 郷 底・外 Ⅲ～Ⅳ?

289-117 Xヵ 土師 不 底・外 皿～Ⅳ?

289-118 Xヵ 土師 不 底・外 ?

289-119 Xヵ 土師 邦 底 ・ 外
?

289-120 □ 上師 不 底・外 ?

289-121 Xヵ 土師 イ 底・外 ?

289-122 Xヵ 土師 不 底・内 ?

289-123 十 土 師 杯 底
。

外 Ⅵ ? ヘラ書

289-124 X 土 師 不 底 ,外 ?

289-125 ×ヵ 土師 ? 底 。外 ?

289-126 Xヵ 土師 不 底・外 ?

289-127 フ 土師 杯 底・外 ? 焼成前と焼成後の線亥1あ り

289-128 Xヵ 土 師 皿 底・外 ?

289-129 □ 廣 土 師 イ 底・外 ? 小さく2文字以上記す

289-130 Xヵ 土 師 邦 底・外 ?

289-131 Xヵ 土師 郭 底・外 ?

289-132 Xヵ 土師 皿 ヵ 底・外 ?

289-133 □ 土 師 邦 底・外 ?

289-134 □ 土師 杯 底・外 ?

289-135 □ 土 師 郷 底・内 ?

289-136 X 須忘 イ 底・外 ?

289-137 段 須恵 士霊 底・外 ?
ヘラ書、
転用税の可能性あり

289-138 十 灰 釉 瓶 頸・外 ヘラ書と焼成後の線刻あり

292-59 2号溝状遺構 十ヵX 土 師 不 底・外 ? ヘラ書

292-60 ♯ 須恵 イ 底・外 ヘラ書

296-83 A241321 × 土師 イ 底・外 Ⅷ ?

296-84 A21B28 □ 土 師 皿 底・外 ? ヘラ書

296-85 □ 上師 不 底・外 ?

296-86 Xヵ 土 師 イ 底・外 ?

296-87 A21B29 Xヵ 上 師 不 底・外

296-88 Xヵ 土師 イ 底・外 ?

296-89 A18B27 六 須 恵 杯 体・外        倒位 ?

296-90 A25B27 ↑ 須恵 蓋 体・外 ?

296-91 A23B27 rr 須恵 壷ヵ 月同・外 ? ヘラ書
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第 1節

14c年
代測定の実施について

すでに第 3章第 9節の水田址の報告でも、
14c年

代測定の実施について若千ふれている。まず、本遺跡の水田址

の調査にあたっては、地形環境分析やプラント・オパール分析等の周辺諸科学の分析法を援用し、それら分析結

果を十分に踏まえたうえで考古学的調査を実施する方針で行つた◇つまり、調査開始前の空中写真判読による調

査区の設定に始まり、ついで同調査区に トレンチを設定し掘 り下げ、地層観察による旧地表面と微地形の確認、

同 トレンチ内 3地点においてのプラント・オパール分析のための試料採取を実施 し、それらの分析結果を踏まえ

て考古学的調査を実施 した。その結果、 2面の水田址を検出したが、その内の一つである2号水田址は、出土土

器から東 日本では調査例の少ない弥生時代前期後葉に属する水田址である可能性が強まった。しかし水田址とい

う遺構の性格上、出土遺物は極めて少なく、年代決定に際しては水田層上面出土のわずかな土器と上層と下層の

土器群の編年によつて推定する以外になかった。幸いにも同水田層は厚い砂層で/TCわれていたため後世の撹乱を

うけることなく良好な状態で保存されており、14c年代測定でも比較的安定した数値を得られるのでないかと判断

し、絶対年代と出土土器の相対年代の整合性のため、同年代測定を実施することとなった。試料は水田層の19a層

とそれと同層準と考えられる西側の地層の 2点について約10cm角 に採取して、社団法人日本アイツトープ協会に

分析の依頼をした。採取地点については図版編第129図 を参照されたい。

第 2節

14c年
代測定結果報告

韮崎市遺跡調査会 殿

社団法人 日本アイツトープ協会

年 代 測 定 結 果 報 告 書

平成 2年 5月 8日 に受取りましたC-14試料 2個の測定結果がでましたのでご報告します。

当方のコー ド

N―-5747

N―-5748

依頼者のコー ド

宮ノ前①―E

宮ノ前②―W

C-14年代

2670± 80yB.P.(2590± 75yB.P。 )

2190± 80yBoP.(2130± 75yB.P.)

年代は14cの
半減期5730年 (カ ッコ内はLibbyの値5568年 )に もとづいて計算され、西暦1950年 よりさかのぼる

年数 (yearsB.P.)と して示されています。付記された年代誤差は、放射線計数の統計誤差と計数管のガス封入圧

力および温度の読取の誤差から計算されたもので、14c年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を

2倍に拡げますと確率は約95%と なります。なお、
14c年

代は必ずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。
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第 7章

2号溝状遺構の調査
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まとめにかえて

宮ノ前遺跡が所在する韮崎市藤井町駒井周辺、通称 “藤井平 (ふ じいだいら)"は 、山梨県屈指の埋蔵文化財の

包蔵地帯である。今回、韮崎市立韮崎北東小学校建設工事に伴って宮ノ前遺跡の発掘調査に着手したわけである

が、その結果、当初の予想をはるかに上回る彩 しい数の遺構および遺物が検出されたとともに、多くの情報をわ

れわれに提供してくれた。

宮ノ前遺跡の初源は縄文時代前期まで遡る。縄文時代では前期以降、縄文時代晩期まで、検出された遺構は少

ないものの、根強くその痕跡をこの土地に残している。当時の人々が高燥な土地条件を好む時代にあって、この

ような低地に集落を営むことは、同時代においては比較的安定した土地条件であったことがうかがわれる。

弥生時代にはいるとその痕跡はやや薄れるが、前期から後期まで辛 うじてその痕跡を残している。特に、埋没

旧河道内においての水田址の調査では考古学的調査の他、地形分析やプラント・オパール分析、水田址土壌層の

14c年
代測定も行い、大きな成果を得た。その中でも2号水田址は、東 日本では発見例の少ない弥生時代前期中葉

から後葉に営まれた水田であることが判明し、また、水田層直下から出土した氷 I式に属する甕形土器の胎土か

らイネの機動細胞プラント・オパールが検出された。このことは東 日本における縄文時代晩期から弥生時代前期

にかけての稲作の波及と受容の問題を考えるうえで大きな意義をもつといえよう。 2号水田址は地形的にきわめ

て制約をうけながら構築されていることや、ごく短時間で決水砂によって埋没してしまっていることから、当時

の土地条件がきわめて厳しい状況であつたことがうかがえる。

こうした厳 しい土地条件の状況は古墳時代まで続いたらしく、同時代ではS宇状口縁をもつ台付奏の破片資料

が埋没微高地上からわずかに出土しているだけで、竪穴住居址等の遺構はほとんどみられない。つづく中期、後

期では遺物さえもほとんどみることができない。

奈良～平安時代はこの土地に最も多くの痕跡を残した時代である。400軒以上に及ぶ竪穴住居址、50棟以上に及

ぶ掘立柱建物址、条里の施行を示す溝址、祭 りを行ったと思われる溝状遺構等、当時の人々がこの土地にどのよ

うに桃み、どのように関わつてきたのかを示す良好な資料が残つている。藤井平には宮ノ前遺跡の他、近年の発

掘調査の進展によって宮ノ前第 2遺跡や中田小学校遺跡、駒井遺跡等の8世紀段階から始まるいくつかの集落遺

跡が確認されている。先章でもふれたが、 8世紀初頭から新たに現われる集落ということから、宮ノ前遺跡の集

落を 「三世一身法」等の口分田の拡大をねらった律令政府の開墾奨励策に伴 う開墾集国の移住によって出現した

集落として捉えているが、それら他の遺跡の集落も同じような性格をもつて出現した集落といえよう。こうした

集落が密接に関わりながら藤井平一帯の開発を推 し進めていった状況がうかがわれ、 しかもそれは藤井平全体に

まで及ばないにしろ、条里の施行も目的にしていたことを宮ノ前遺跡の微高地上で検出された溝址が物語つてい

る。そうした開発に伴 う結びつきだけではなく、各集落は精神的にも密接に結びついていたこともわかる。先に

挙げた宮ノ前遺跡の北方約300mに位置する宮ノ前第 2遺跡では、多量の瓦片や瓦塔片を伴い仏堂風の四面廂付の

掘立柱建物址が確認されいる。報告者によると、この仏堂風の掘立柱建物址は8世紀段階の所産とされている。

宮ノ前遺跡でも8世紀第 2四半期を中心とした宮ノ前Ⅱ期に141号住居址から「寺」と記された線刻土器が出土し、

それ以降でも仏教と密接な関わりがあるとされる則天文字あるいは象書体の字形を模 した宇句を記した墨書土器

が出土していることからも周辺の集落との密接な関係がうかがわれる。

奈良～平安時代では、宮ノ前遺跡をはじめとする大小の集落がこの藤井平に存在することが近年の発掘調査で

判明していることはすでに述べた。当然そこには『和名類衆抄』にみるような、当時の行政区画である郷 (里 )

制に伴 う郷名が冠せられたろうが、その比定地については諸説はあるものの現在のところ未だ決着をみていない。

調査前には郷名比定の問題解明にむけて塁書土器等の文字資料の出土が期待されたが、結局それらを示すような

文字資料は得られず、郷名比定問題の解決は持ち越されてしまった。しかし少なくとも8世紀初頭段階から集落
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が存在したという事実だけでも、今後の郷名比定研究に大きな意義をもつと思われる。

9世紀半ばに一端、微高地上の条里の施行を目的とした開発から手を引き、微高地上の集落は10世紀前半まで

膨張し続ける。しかし10世紀後半から11世紀前半以降、その規模は劇的に縮小し8世紀以来集落が営まれてきた

微高地上は、再び条里型土地区画をもつ耕地として開発が推し進められていくことになる。その背景には、藤井

平を南北に流下する塩川の浸食によつて段丘化が進んだことによる自然状況、土地条件の変化が大きなエポック

になったと考えられる。そうした状況 とともに、律令体制の弛緩によって古代集落内部を貫いてきた構成原理も

解体 し、新たな在地領主とよべるような有力者層の台頭によつて、新たなる秩序、統治システムのもとに中世の

ムラヘと移行していったことだろう。おそらく人々はこうした耕地と隣接した場所へ移 り住んだものと思われ、

現在にみられる集落とほぼオーバーラップしていることも十分に考えられる。

以上のように、宮ノ前遺跡は縄文時代から平安時代にいたる複合遺跡であり、各時代におけるこの土地への働

きかけが鮮明に浮かびあがつてくる遺跡である。宮ノ前遺跡を解明していけば、藤井平全体の開発の歴史像に迫

ることができるといつても過言ではない。しかし今回は本遺跡において奈良 。平安時代の開発があまりにも大規

模かつ広範囲にわたつていることや、担当者の非力のためその分析が奈良・平安時代に偏 り、宮ノ前遺跡を含め

た藤井平全体の歴史を トータルに編むことができなかつたことを後悔 している。一見、等質にみえる古代の集落

遺跡ではあるが、それらをさまざまな視点から細かく分析していくことによつて、それ ら集落がそれぞれもつて

いるイ固性や性格を知ることができるだろう。さらに集落ごとあるいは集落間の複雑な支配関係や格差も浮かびあ

がってこよう。今回は主に膨大な資料の提示にとどまっている部分が多いが、宮ノ前遺跡はその解明に向けてま

だ多くの課題を残している。そうした課題については後日別の機会に行つていきたい。

また、調査開始当初から宮ノ前遺跡は古代の巨麻郡の中心的な遺跡 としてマスコミ等に取 り上げられてきた。

そして情報の公開、啓蒙普及の側面から、 ミニコミ紙を随時発行したり、現地説明会も調査期間中 2回ほど行つ

た。特に現地説明会では、一般の方々にも遺跡の内容やここに生きた祖先の生活のありさまを理解 していただき

たいという想いは日頃からあつたものの、工期等に追われ十分な準備もできないまま催 してしまい、単なる遺構

の説明会に終わってしまつたことを後悔 している。しかしそうした活動が功を奏 したのか、調査終了間近になっ

て地元の藤井町の方々を中心に高い関心を集めるようになり、こうした文化的遺産を研究分野のみならず地元の

財産として子孫にも受け継いでいきたいという気運が盛 り上がつてきた。そこで調査終了後ではあったが 「宮ノ

前遺跡勉強会」なるものを開催したところ、100名 以上に及ぶ大勢の方々の参加をえて、成功のうちに終えた。こ

れによつて住民の遺跡 (文化財保護)に対する関心の高さを再認識するとともに、第一線で遺跡の調査にあたる

われわれの責任の重大さも痛感させられた。こうした住民のささやかな願いをつぶさないためにも、行政サイ ド

には遺跡 (文化財保護)が地域社会の形成に役立つことを認識し、将来を見通 したよりよい文化財の保存と活用

を実現してもらいたい。

最後に、本遺跡の発掘調査で雪の混じる八ケ岳嵐の吹き荒ぶなか、あるいは夏の炎天下のなか黙々と発掘作業

に従事していただいた多くの地元の皆様をはじめ、発掘調査、整理作業において終始ご指導、ご協力いただきま

した関係諸氏、諸機関に深く感謝の意を表 したい。さらに本書が藤井平の地域史を編む一資料 として、有意義に

活用されることを念願し結語としたい。
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